
第 32 期第２回（令和２年度第１回） 

横浜市児童福祉審議会 障害児部会 

 
 

日時：令和２年８月 20 日（木）午後６時～ 

場所：横浜市役所 18 階 なみき 17 会議室 

 
 

次   第 

 

１ 開会あいさつ 

 

  ２ 議題 

(1)  第４期横浜市障害者プランの策定について 

 

  ３ 報告事項 

   (1) 横浜市障害者施策推進協議会の答申について 

   (2) 令和２年度補正予算について 

   (3)  横浜型医療的ケア児・者等コーディネーターの配置について 

 

４ その他 
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横浜市児童福祉審議会運営要綱 

最近改正：平成 28 年 11 月１日 こ企第 298 号（局長決裁） 

（総則）

第１条 横浜市児童福祉審議会（以下「審議会」という。）の組織及び運営について必要な事項は、

児童福祉法（昭和 22 年 12 月法律第 164 号）、同法施行令（昭和 23 年３月政令第 74 号）及び横

浜市児童福祉審議会条例（平成 12 年２月横浜市条例第５号）その他の法令等に定めがあるもの

のほか、この要綱の定めるところによる。

（組織）

第２条 審議会は、委員 25 人以内で組織する。 
２ 審議会に委員の互選による委員長及び副委員長各１人を置く。

（臨時委員）

第３条 特別な事項を調査、審議するため必要があるときは、臨時委員を若干人置くことができる。 
２ 臨時委員は、総会の議決に加わることができない。

３ 臨時委員は、当該特別事項の調査、審議が終了したときは解嘱されるものとする。また、委員

の任期が満了したときも同様とする。

（部会）

第４条 審議会に、次の左欄に掲げる部会を置き、右欄に掲げる事項を調査審議する。

部会の名称 調  査  審  議  事  項

里親部会 １ 里親の認定及び取消に関すること。（第８項第１号関係）

２ その他、里親等に関すること。

保育部会 １ 家庭的保育事業等の認可に関すること(第８項第６号関係) 
２ 保育所の設置認可に関すること(第８項第７号関係) 
３ 家庭的保育事業等、保育所等の整備補助金交付先並びに用地及び建物の貸付先の審

査に関すること(第８項第８号関係) 
４ 特定教育・保育施設、特定地域型保育事業、地域子ども・子育て支援事業、認可外

保育施設及び認可外の居宅訪問型保育事業等（以下、「教育・保育施設等」という。）

における重大事故の検証に関すること(第８項第 12 号関係) 
５ その他、保育に関すること。（他の附属機関が所掌するものを除く）

児童部会 １ 児童福祉施設（他の部会で所管するものを除く。）の整備補助金交付先及び用地の

貸付先の審査に関すること（第８項第 10 号関係） 
２ 児童の施設入所等の措置の決定及びその解除等に関すること。（第８項第２号関係） 
３ 児童の一時保護に関すること。（第８項第３号関係）



４ 児童虐待等の調査に関すること(第８項第 13 号関係) 
５ 児童虐待による重篤事例等の検証に関すること(第８項第 14 号関係) 
６ 児童相談所一時保護所の外部評価に関すること(第８項第 15 号関係) 
７ その他、児童の処遇に関すること。

障害児部会 １ 障害児施設の整備補助金交付先及び用地の貸付先の審査に関すること（第８項第９

号関係）

２ その他、障害児の福祉に関すること。

放課後部会 １ 放課後児童健全育成事業者への行政指導及び行政処分に関すること 

２ 放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関すること（第８項第 11号関係） 
専門部会 上記以外で、児童福祉法第８条第１項に定められた調査審議事項等（第８項第４号及び

第５号関係）

２ 部会は、審議会の委員及び臨時委員若干人をもって組織する。

３ 部会に所属すべき委員は、委員長が審議会にはかって指名する。

４ 部会に、委員の互選による部会長及び副部会長各１人を置く。ただし、委員長が臨時委員をも

って部会長または副部会長に充てることが適当であると認めたときは、その部会に属する委員の

同意を得て、臨時委員を部会長または副部会長とすることができる。

５ 部会長は、会務を総理する。部会長に事故があるときは、副部会長がその職務を代理する。

６ 部会は、必要に応じ部会長が招集する。

７ 部会における議事の定足数及び議決については、横浜市児童福祉審議会条例第４条の規定を適

用する。

８ 部会における次の事項の決定は、審議会の決定とみなす。ただし、次回の審議会に報告しなけ

ればならない。

(1) 児童福祉法施行令第 29 条、横浜市里親家庭養育運営要綱（昭和 61 年６月制定）第９条第１

項及び第 10 条第２項に規定する事項

(2) 児童福祉法第 27 条第６項及び同施行令第 32 条第１項に規定する事項

(3) 児童福祉法第 33 条第５項に規定する事項

(4) 児童福祉法第８条第７項に規定する事項

(5) 母子及び父子並びに寡婦福祉法施行令（昭和 39 年７月政令第 224 号）第 13 条に規定する事

項

(6) 家庭的保育事業等の認可に関すること(児童福祉法第 34 条の 15 第 4 項関係)
(7) 保育所の設置認可に関すること(児童福祉法第 35 条第 6 項関係)
(8) 家庭的保育事業等、保育所等の整備補助金交付先並びに用地及び建物の貸付先の審査に関す

ること(児童福祉法第 8 条第 2 項関係)
(9) 障害児施設の整備補助金交付先及び用地の貸付先の審査に関すること（児童福祉法第 8 条第

２項関係）

(10)児童福祉施設（第４条第８項第８号、第９号に規定するものを除く）の整備補助金交付先及

び用地の貸付先の審査に関すること（児童福祉法第 8 条第２項関係）



(11) 横浜市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例（平成 26 年９月横浜市

条例第 49号）第４条第１項に規定する事項

(12) 教育・保育施設等における重大事故の検証に関すること

(13) 児童虐待等の調査に関すること

(14) 児童虐待による重篤事例等の検証に関すること（児童虐待の防止等に関する法律第４条第

１項関係）

(15) 児童相談所一時保護所の外部評価に関すること

９ 正・副委員長は、部会に出席し意見を述べることができる。

10 部会は、横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成 12 年２月横浜市条例第１号）第 31
条及び横浜市審議会等の会議の公開に関する要綱（平成 12 年６月制定）第４条の規定に基づき、

里親、保育、児童及び障害児等に関する非開示情報を取り扱う場合には、非公開とする。

11 部会には、専門的な検証、評価等を行うために、下部組織を設置することができる。 

 （委員長又は部会長の専決事項）

第５条 委員長は、軽易又は急施を要する事項で、審議会又は部会を招集する暇がないときは、こ

れを専決できる。ただし、次の審議会に報告しなければならない。

２ 第１項の規定は、第４条第８項について、部会長に準用する。

 （会議の傍聴手続等）

第６条 審議会の会議を傍聴しようとする者は、あらかじめ傍聴人名簿に記入し、係員の指示によ

り、傍聴席に入らなければならない。

２ 傍聴定員は、先着順で１０人とする。

３ 危険物所持等、会議場における秩序を乱すおそれがある者は、傍聴を認めないものとする。

４ 傍聴人は、静粛を旨とし、議長の指示に従わなければならない。また、会議場において許可な

く撮影、録音等を行ってはならない。

（守秘義務）

第７条 審議会の委員は、職務上知り得た秘密をもらしてはならない。その身分を失った後も同様

とする。

（庶務）

第８条 審議会の庶務は、こども青少年局総務部において処理する。ただし、里親部会、児童部会

及び障害児部会の庶務は、こども福祉保健部において処理し、保育部会の庶務は、子育て支援部に

おいて処理し、放課後部会の庶務は、青少年部において処理する。

 （委任）

第９条 この要綱に定めるもののほか、運営に必要な事項は、委員長が審議会にはかって定める。 



附 則

（施行期日）

１ この要綱は、昭和 56 年７月１日から施行する。 
（関係要綱の廃止）

２ 横浜市児童福祉審議会運営要綱（昭和 31 年 11 月１日制定）は廃止する。 
附 則

（施行期日）

この要綱は、昭和 57 年７月１日から施行し、改正後の規定は昭和 57 年４月１日より適用する。 
附 則

（施行期日）

この要綱は、平成８年 11 月１日から施行する。 
附 則

（施行期日）

この要綱は、平成９年４月１日から施行する。

附 則

（施行期日）

この要綱は、平成 10 年４月１日から施行する。 
附 則

（施行期日）

この要綱は、平成 10 年 11 月１日から施行する。 
附 則

（施行期日）

この要綱は、平成 12 年４月１日から施行する。 
附 則

（施行期日）

この要綱は、平成 12 年７月 11 日から施行する。 
附 則

（施行期日）

この要綱は、平成 12 年 11 月 28 日から施行する。 
附 則

（施行期日）

この要綱は、平成 16 年 10 月 28 日から施行する。 
附 則

（施行期日）

この要綱は、平成 17 年１月１日から施行する。 
（施行期日）

この要綱は、平成 18 年 12 月 21 日から施行し、平成 18 年 12 月１日より適用する。 
（施行期日）

この要綱は、平成 24 年４月 1 日から施行する。 



（施行期日）

この要綱は、平成 27 年４月 1 日から施行する。 
（施行期日）

この要綱は、平成 28 年 11 月 1 日から施行する。 



○横浜市児童福祉審議会条例

平成12年2月25日

条例第5号

横浜市児童福祉審議会条例をここに公布する。

横浜市児童福祉審議会条例

(趣旨等)

第1条 この条例は、児童福祉法(昭和22年法律第164号)第8条第3項及び地方自治法施行令(昭和22年政

令第16号)第174条の26第3項の規定に基づき本市に設置する児童福祉に関する審議会その他の合議制

の機関に関し、必要な事項を定めるものとする。

2 前項の合議制の機関の名称は、横浜市児童福祉審議会(以下「審議会」という。)とする。

(委員の任期)

第2条 委員の任期は、2年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

2 委員は、再任されることができる。

(委員長及び副委員長)

第3条 委員長は、審議会を代表し、会務を総理する。

2 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務を

代理する。

(会議)

第4条 審議会の会議は、委員長が招集する。

2 委員長は、委員の4分の1以上が招集を請求したときは、審議会の会議を招集しなければならない。

3 審議会の会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。

4 審議会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決するところによ

る。

(庶務)

第5条 審議会の庶務は、こども青少年局において処理する。

(平17条例117・一部改正)

(委任)

第6条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、委員長が審議会に諮って定

める。

附 則

(施行期日)

1 この条例は、平成12年4月1日から施行する。

(経過措置)

2 この条例の施行の日において、審議会の委員又は臨時委員に任命されている者に係る任期は、平成

12年10月31日までとする。

附 則(平成17年12月条例第117号)抄

(施行期日)

1 この条例は、規則で定める日から施行する。

(平成18年2月規則第9号により同年4月1日から施行)

横浜市児童福祉審議会条例

2020/08/17http://reikibase.office.ycan/HAS-Shohin/jsp/JobunPrint?outputid=1597629803936&m...



 

 

第４期横浜市障害者プランの策定について 

 

 

１ 策定の趣旨 

   障害者基本法第11条により、市町村における障害者のための施策に関する基本的な計画の策定が

義務づけられています。横浜市では、「横浜市障害者プラン（以下、「障害者プラン」という）」をこ

れに位置づけています。 

   このたび、令和２年度をもって、第３期障害者プランの計画期間が終了となるため、新たに令和

３年度から８年度までの６年間を計画期間とする第４期障害者プランを策定します。 

   また、障害者総合支援法第88条により、市町村における障害福祉サービス利用の見込み量等を定

める計画（障害福祉計画）の策定が義務付けられています。さらに、児童福祉法第33条により、市

町村における障害児福祉サービス利用の見込み量等を定める計画（障害児福祉計画）の策定が義務

付けられています。 

   横浜市では、障害福祉計画及び障害児福祉計画を「障害者プラン」の中に取り込み、一体的に作

成しています。 

なお、障害福祉計画及び障害児福祉計画は計画期間が３年と定められていますので、第４期障害

者プランの中間期での見直しを行い、改定します。 

 

【参考１】第４期障害者プランの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 策定の手法 

第４期障害者プランの策定にあたっては、現状把握やニーズ調査のため、障害当事者にアンケー

ト調査を行います。 

アンケートなどで得られた意見等について、当事者の立場や専門的な見地から幅広い視点での協

議を行うため、横浜市障害者施策推進協議会の専門委員会である障害者施策検討部会を中心に協

議・検討を進めていきます。 

 

 

第 ４ 期 横 浜 市 障 害 者 プ ラ ン 

令和３年度 

(2021年度) 

令和４年度 

(2022年度) 

令和５年度 

(2023年度) 

令和６年度 

(2024年度) 

令和７年度 

(2025年度) 

令和８年度 

(2026年度) 

障 害 者 計 画（＝施策の方向性及び個別の事業等を定める計画） 

障害福祉計画 

（＝サービス利用の見込み量等を定める計画） 
障害福祉計画 

障害児福祉計画 

（＝サービス利用の見込み量等を定める計画） 
障害児福祉計画 

見直し 

○計画期間： 令和３年度（2021 年度）から令和８年度（2026 年度）まで。 

○位置付け： 第３期障害者プランと同様、「障害者計画」「障害福祉計画」「障害児福祉計画」

の３つの法定計画を一体的に策定。 

 

資料１ 



【参考２】障害者プラン策定・検討のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 当事者向けアンケート等の実施状況について 

第４期障害者プランの策定にあたっては、現状把握やニーズ調査のため、障害当事者等にアンケ

ート調査を行いました。 

また、アンケート項目作成の事前準備として、グループインタビュー及び当事者ワーキンググル

ープを実施しました。 

 

(1) 障害児・者関係団体等へのグループインタビューについて 

令和元年６月から９月にかけて、当事者や家族、障害関係団体等に対して、現状やニーズを把

握するためのインタビューを行いました。 

実施回数 計48回 ＜内訳＞当事者：29回、家族：13回、支援者：17回 

※複数の立場の方々が一堂に会した回があるため、実施回数と内訳の合計は一致しません。 

※グループインタビュー実施団体一覧は別紙１のとおり 

うち、障害児関連団体は５団体（横浜重心グループ連絡会～ぱざぱネット～、横浜障害児を守る連

絡協議会、横浜市肢体不自由児者父母の会連合会、横浜市自閉症協会、全国心臓病の子供を守る会 

横浜支部） 

 

(2)  当事者ワーキンググループについて 

令和元年７月から８月にかけて、日々の生活で感じている「困りごと」や、その「解決方

法」、その他本市障害福祉施策に対して感じていることなどについて、ライフステージごとに当

事者同士で集まって意見交換や検討を行うワーキンググループを実施しました。 

実施回数：５回 

参加者数：47 人(身体障害児・者 26人、知的障害児・者 13人、精神障害児・者８人） 

 ※当事者ワーキンググループ参加者概要は別紙２のとおり 

 
  

障害者施策検討部会（条例第３条に基づく専門委員会） 

事前準備（グループインタビュー、当事者ＷＧ） 

報告 意見 検討 

横浜市障害者施策推進協議会（横浜市障害者施策推進協議会条例） 

障害者 支援者 家族 

アンケート調査 ＜現状及びニーズ把握方法＞ 



(3)  当事者向けアンケートについて 

  令和２年１月10日から２月７日にかけて実施しました。 

  調査対象：令和元年12月１日時点の障害者手帳所持者の約10%を無作為抽出。 

（身体障害者9,950人、知的障害者3,200人、精神障害者3,900人、その他含め17,098人

に発送） 

  調査方法：郵送によるアンケート形式 

  回収数：6,997通（回収率40.9％）うち有効回答数6,954通 

  ※アンケート結果については参考資料１のとおり 

 

(4) その他 

平成 30年６月から７月にかけて実施した、こども子育て支援計画の利用ニーズ把握調査の結果もプ

ランの策定の参考としています。 

 

４ これまでの取組及び今後のスケジュールについて 

日程 項目 

令和元年６月 障害者施策推進協議会 （６月15日開催） 

６～９月 障害者関係団体等へのグループインタビューの実施 （全48回） 

７～８月 当事者ワーキンググループの開催 （全５回） 

10月 障害者施策推進協議会 （10月25日開催） 

11月 障害者施策検討部会 （11月22日開催） 

令和２年１月 当事者向けアンケートの実施 （１月10日～２月７日） 

４月 横浜市障害者施策推進関係局連絡会 （４月10日）※中止 

障害者施策検討部会 （４月17日）※中止 

５月 障害者施策推進協議会 （５月15日）※中止 

→（書面にて）４期プラン素案骨子策定 

６月 市障害者施策推進関係局連絡会 （６月８日開催） 

障害者施策推進協議会 （６月29日開催） 

８月 障害者施策検討部会 （８月３日） 

第１回児童福祉審議会 障害児部会 （８月20日） 

 →４期プラン素案策定（予定） 

９～10月 パブリックコメントの実施 

10～11月 横浜市障害者施策推進関係局連絡会 

10～12月 障害者施策検討部会 （11月16日予定） 

11～１月 障害者施策推進協議会 

第２回児童福祉審議会 障害児部会 

→４期プラン原案策定 

令和３年３月頃 ４期プラン策定・確定 
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いちらん

種別
しゅべつ

団体
だんたい

 名称
めいしょう

種別
しゅべつ

団体
だんたい

 名称
めいしょう

1 当事者
とうじしゃ

横浜市
よこはまし

肢体
したい

障害者
しょうがいしゃ

  福祉
ふくし

協会
きょうかい

25 当事者
とうじしゃ

横浜
よこはまえふ

Ｆマリノス
まりのす

・フトゥーロ
ふとぅーろ

2 当事者
とうじしゃ

横浜市視覚障害者  福祉協会
よこはまししかくしょうがいしゃ  ふくしきょうかい

26
当事者
とうじしゃ

＋支援者
しえんしゃ 地域

ちいき

活動
かつどう

ホーム
ほーむ

連絡
れんらく

会
かい

3 当事者
とうじしゃ

横浜市聴覚  障害者  協会
よこはましちょうかく  しょうがいしゃ  きょうかい

27 家族
かぞく

横浜市心身 障害 児者を守る会連盟
よこはまししんしん しょうがい じしゃ    まも    かいれんめい

4 当事者
とうじしゃ

横浜市
よこはまし

車椅子
くるまいす

の会
かい

28 家族
かぞく

横浜
よこはま

てんかん協会
きょうかい

5 当事者
とうじしゃ

横浜市脳性 マヒ者協会
よこはましのうせい まひしゃきょうかい

29 家族
かぞく 横浜重心グループ連絡会

よこはまじゅうしんぐるーぷれんらくかい

～ぱざぱネット
ねっと

～

6 当事者
とうじしゃ

横浜市
よこはまし

腎友会
じんゆうかい

30 家族
かぞく

横浜 障害 児を守る連絡協議会
よこはま しょうがい じをまもるれんらくきょうぎかい

7 当事者
とうじしゃ

横浜市
よこはまし

オストミー
おすとみー

協会
きょうかい

31 家族
かぞく

横浜市
よこはまし

肢体
したい

不自由
ふじゆう

児
じ

者
しゃ

父母
ふぼ

の会
かい

 連合会
れんごうかい

8 当事者
とうじしゃ

横浜市中途失聴・難聴者  協会
よこはましちゅうとしっちょう  なんちょうしゃ  きょうかい

32 家族
かぞく

横浜市自閉症 協会
よこはましじへいしょう きょうかい

9 当事者
とうじしゃ

横浜市
よこはまし

もみじ会
かい

33 家族
かぞく

全国心臓病の子供を守る会横浜支部
ぜんこくしんぞうびょう こども    まも   かいよこはましぶ

10
当事者
とうじしゃ

＋支援者
しえんしゃ

地域活動支援センター
ちいきかつどうしえんせんたー

　スコップ
すこっぷ

（市障 害者地域作業所連絡会
ししょう がいしゃちいきさぎょうしょれんらくかい

）

34 家族
かぞく

横浜市精神障害者 家族連合会
よこはましせいしんしょうがいしゃ かぞくれんごうかい

11 当事者
とうじしゃ

南部就労 支援センター
なんぶ しゅうろう しえんせんたー     

35
家族
かぞく

＋支援者
しえんしゃ

カプカプ
かぷかぷ

（
（
市障 害 者地域作業所連絡会
ししょうがいしゃちいきさぎょうじょれんらくかい

）
）

12 当事者
とうじしゃ

北部
ほくぶ

就労
しゅうろう

 支援
しえん

センター
せんたー

36 支援者
しえんしゃ

横浜市障害者　地域作業所連絡会
よこはまししょうがいしゃ　ちいきさぎょうしょれんらくかい

13 当事者
とうじしゃ

戸塚就労 支援センター
とつかしゅうろう しえん せんたー    

37 支援者
しえんしゃ 就労  継続Ｂ型　トロワランド

しゅうろう  けいぞくびーがた　とろわらんど

（市障 害者地域作業所連絡会）
   ししょうがいしゃちいきさぎょうじょれんらくかい

14 当事者
とうじしゃ

中部就労 支援センター
ちゅうぶしゅうろう しえんせんたー   

38 支援者
しえんしゃ

知的障害  関連施設協議会
ちてきしょうがい  かんれんしせつきょうぎかい

15 当事者
とうじしゃ

日吉就労 支援センター
ひよししゅうろう しえんせんたー    

39 支援者
しえんしゃ

横浜市
よこはまし

精神
せいしん

 障害者
しょうがいしゃ

  地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

連合会
れんごうかい

16 当事者
とうじしゃ さいとうクリニック

くりにっく

デイケア
でいけあ

　※求 職 者
きゅう しょく しゃ

40 支援者
しえんしゃ

精神障害者  支援センター
せいしんしょうがいしゃ  しえんせんたー

17 当事者
とうじしゃ さいとうクリニック

くりにっく

ナイトケア
ないとけあ

　※就労
しゅうろう

41 支援者
しえんしゃ

発達障害 者支援センター
はったつしょうがい しゃしえんせんたー

18 当事者
とうじしゃ

栄区基幹相談支援センター
さかえく きかんそうだんしえん せんたー    

42 支援者
しえんしゃ

就労 支援センター
しゅうろう しえんせんたー

19 当事者
とうじしゃ

青葉基幹相談支援センター
あおば  きかんそうだんしえんせんたー    

43 支援者
しえんしゃ

基幹相談支援センター
きかんそうだんしえんせんたー

20 当事者
とうじしゃ

ＹＰＳ横浜ピアスタッフ協会
わいぴーえすよこはまぴあすたっふきょうかい

44 支援者
しえんしゃ

二次相談支援機関連絡会
にじそうだんしえんきかんれんらくかい

21 当事者
とうじしゃ

旭
あさひ

ぴあくらぶ 45
支援者
しえんしゃ

＋家族
かぞく 横浜市

よこはまし

グループホーム
ぐるーぷほーむ

連絡会
れんらくかい

22 当事者
とうじしゃ 横浜市グループホーム連絡会

よこはましぐるーぷほーむれんらくかい

※グループホーム入居者
ぐるーぷほーむにゅうきょしゃ

46 すべて 南福祉ホームむつみ
みなみふくしほーむむつみ

23
当事者
とうじしゃ

＋支援者
しえんしゃ ボウリング

ぼうりんぐ

金曜
きんよう

 練習
れんしゅう

  会
かい

47 すべて 活動
かつどう

ホーム
ほーむ

あさひ

24 当事者
とうじしゃ

・横浜ベイドリーム
よこはまべいどりーむ

・横浜クラッカーズ
よこはまくらっかーず

※電動車いすサッカークラブ
でんどうくるまいすさっかーくらぶ

48 すべて ふれあいの家
いえ

01121029
テキストボックス
別紙１
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第４期横浜市障害者プラン策定に向けたニーズ把握調査 
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Ⅰ．調査概要 

 
◆調査対象：令和元年 12 月１日現在、「身体障害者手帳をお持ちの方」「愛の手帳をお持ちの方」

「精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方」「障害者総合支援法の福祉サービスを利用

している、障害者総合支援法対象疾病の患者の方」 

◆抽出方法：調査対象の約 10％の方 17,098 人を無作為抽出 

◆調査方法：郵送によるアンケート形式 

◆調査期間：令和２年１月 10 日～２月７日 

◆回収数 ：6,997 通（回収率 40.9％）有効回答数 6,954 通 

◆集計結果の見方 

① 図（グラフ）の中で使用されているアルファベットｎは、その設問に対する回答者数をあ

らわす。 

② 回答の比率（すべて百分率（％）で表示）は、その設問の回答者数を基数（件数）として

算出している。したがって、複数回答の設問の場合、すべての比率を合計すると 100％を超

える場合がある。また、小数点以下第２位を四捨五入して算出しているため、合計が 100％

にならない場合がある。 

③ 回答者の属性別(居住、居住形態など)の回答状況を示す表(クロス集計)を掲載した。 

 

※概要数値の見方 

 数値はそれぞれ割合(％)を表示。基数の記述があるもの以外は有効回収数を基本としている 

全体（ｎ=6594） 

身体障害者（n=4614）、知的障害者（n=1652）、精神障害者（n=1552）、難病（n=491）注：重複有 

（身体障害者の中で点字回答５件） 

※クロス集計表の見方 

網掛：選択肢の中で、第１位の項目については網掛にしている。 

  

4614人, 66.4％

1652人, 23.8％

1552人, 22.3％

491人, 7.1％

112人, 1.6％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害

知的障害

精神障害

難病

無回答

n=6594

複数回答



 

 

 

第４期横浜市障害者プラン策定に向けたニーズ把握調査結果報告書 

令和 2 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体編 

  



 

 

 

全  体 

 

目   次 

 

 

Ⅱ．調査結果 ................................................................................................. 1 

はじめに、このアンケートを記⼊される⽅についておたずねします .............................................. 1 

あなたやあなたのご家族のことについておたずねします ................................................................ 2 

ふだんの⽣活で困っていること、これからの困りごとについておたずねします .......................... 13 

あなたの地域での⽣活状況についておたずねします ...................................................................... 23 

近所の⼈とのおつきあいや余暇についておたずねします .............................................................. 33 

就労の状況についておたずねします ............................................................................................... 36 

医療と健康についておたずねします ............................................................................................... 44 

災害関係についておたずねします .................................................................................................. 47 

 

 



＜全体＞ 

 1 

Ⅱ．調査結果 
 

はじめに、このアンケートを記⼊される⽅についておたずねします 
 

問
とい

１  このアンケートはどなたが記入
きにゅう

されますか。（○は１つだけ）  

 

◆ アンケートの記入は、「ご本人」が 66.8％、「ご家族」（29.6％）、「支援者（施設・医療機関の

職員等）」（2.0％）等の順。 

 

 

 

問
とい

１で２番
ばん

から５番
ばん

を選
えら

んだ方
かた

にうかがいます。 

問
とい

１-１ 本人
ほんにん

以外
い が い

の方
かた

が記入
きにゅう

するのは、どのような 状 況
じょうきょう

からですか。（○は１つだけ） 

 

◆ 本人以外の方が記入する状況は、「障害状況により、本人が書くことができない」が 33.4％、

「未成年で、意思表示が難しい」（28.7％）、「本人の意思表示が難しい」（24.8％）の順。 

 

 

 

  

66.8

29.6

2.0

0.6

0.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80%

ご本人

ご家族

支援者（施設・医療機関の職員等）

成年後見人等

その他

無回答 n=6954

33.4

28.7

24.8

10.2

2.9

0% 10% 20% 30% 40%

障害状況により、本人が書くことが

できない

未成年で、意思表示が難しい

本人の意思表示が難しい

その他

無回答
n=2258



＜全体＞ 

 2 

あなたやあなたのご家族のことについておたずねします 
 

問
とい

２ あなたの
ねんれい

年齢 
 

◆ 「60 歳以上」が 33.0％、「50 歳代」（19.7％）、「20・30 歳代」（16.7％）等の順。 

 

 

 

 

問
とい

３ あなたの
せいべつ

性別（○は１つだけ） 
 

◆ 「男性」が 55.6％、「女性」が 44.2％。 

 

 

  

2.4

5.6

6.0

17.9

46.6

9.1

11.9

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0歳～5歳（未就学）

6歳～11歳（小学生）

12歳～17歳（中高生）

18歳～39歳（青年）

40歳～64歳（成年）

65歳～74歳

75歳以上

無回答 n=6954

15.1

16.7

15.0

19.7

33.0

0.5

0% 10% 20% 30% 40%

20歳未満

20･30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

無回答 n=6954

55.6

44.2

0.1

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男性

女性

その他

無回答 n=6954



＜全体＞ 

 3 

問
とい

４ あなたは現在
げんざい

どこで暮
く

らしていますか。（○は１つだけ） 
 

◆ 「自宅（親など家族と同居）」が 75.6％、「自宅（1 人暮らし）」（14.4％）等の順に高い。 

 

 

 

問
とい

４で１番
ばん

を選
えら

んだ方
かた

にうかがいます。 

問
とい

 ４-1 
じたく

自宅で
く

暮らしている
ばあい

場合、
いっしょ

一緒に
く

暮らしているご
かぞく

家族はあなたを
ふく

含めて
なんにん

何人ですか。 

問
とい

 ４-2 あなたが
いっしょ

一緒に
く

暮らしている
かた

方すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 

◆ 一緒に暮らしている家族は、「２人」が 33.0％、「3 人」（32.3％）、「４人」（22.8％）

等の順。 

◆ 一緒に暮らしている家族は、「母親」（47.6％）、「妻や夫」が 42.9％、「父親」（37.9％）

等の順。 

 

 

 

 

 

  

75.6

14.4

3.7

2.0

2.1

1.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80%

自宅(親など家族と同居)

自宅（一人暮らし）

グループホーム

障害児・者の入所施設

（児童養護施設を含む）

高齢者施設、高齢者向け住宅

病院(入院中)

無回答 n=6954

47.6

42.9

37.9

25.3

17.0

15.2

2.8

2.7

1.4

0.4

2.7

1.1

0% 20% 40% 60%

母親

妻や夫

父親

兄弟・姉妹

息子

娘

孫

祖母

祖父

友人・知人・仲間

その他

無回答
n=5260

複数回答

33.0

32.3

22.8

7.4

3.1

1.3

0% 10% 20% 30% 40%

２人

３人

４人

５人

６人以上

無回答 n=5260



＜全体＞ 

 4 

問
とい

５ あなたが
げんざい

現在
く

暮らしているのは
なにく

何区ですか。（○は１つだけ） 

 

 

問
とい

６ あなたの
しゅうにゅう

収入
げん

源は
なん

何ですか。（○はいくつでも） 
 

◆ 収入源は、「年金」が 51.8％、「給料・工賃」（35.0％）等の順。一方、「収入はない」は

17.8％。 

 

 

  

7.0

6.3

2.1

4.2

5.6

6.6

6.2

7.6

4.1

5.3

6.9

4.9

6.3

5.3

7.4

3.5

5.0

3.8

0.9

1.0

0% 5% 10%

鶴見区

神奈川区

西区

中区

南区

港南区

保土ケ谷区

旭区

磯子区

金沢区

港北区

緑区

青葉区

都筑区

戸塚区

栄区

泉区

瀬谷区

市外

無回答
n=6954

51.8

35.0

12.0

8.7

6.4

4.2

17.8

2.8

0.9

0% 20% 40% 60%

年金

給料・工賃

家族からの援助

生活保護

預貯金・資産

手当

収入はない

その他

無回答

n=6954

複数回答



＜全体＞ 

 5 

問
とい

７ あなたご自身
じ し ん

の年 収
ねんしゅう

をおたずねします。（年金
ねんきん

、手当
て あ て

、生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

、親族
しんぞく

からの援助
えんじょ

も含
ふく

めて） 本人
ほんにん

が 18歳
さい

未満
み ま ん

の児童
じ ど う

の場合
ば あ い

、主
おも

に生計
せいけい

を維持
い じ

する保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

についてお答
こた

えください。（ ○ は １ つ だ け ） 

 

◆ 年収は、「100 万円以上 200 万円未満」が 21.2％、「50 万円以上 100 万円未満」（19.3％）

等の順。一方、「収入はない」は 9.9％。 

 

 

 

問
とい

8 あなたは「
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳」をお
も

持ちですか。お
も

持ちの方
かた

は、「
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳」に
きさい

記載された
しょうがい

障害 の
ていど

程度をお
こた

答えください。（○は１つだけ） 

 

◆ 身体障害者手帳を持っている方は、全体の 66.3％。身体障害者手帳の障害の程度は、「１級」

が 24.0％、「2 級」（13.4％）、「４級」（12.8％）等の順。一方、「身体障害手帳はもってい

ない」は 24.3％。 

 

 

  

4.9

19.3

21.2

11.2

6.7

5.5

11.8

2.2

0.5

2.0

9.9

4.9

0% 10% 20% 30%

50万円未満

50万円以上100万円未満

100万円以上200万円未満

200万円以上300万円未満

300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満

500万円以上1000万円未満

1000万円以上1500万円未満

1500万円以上

不明

収入はない

無回答
n=6954

24.0

13.4

9.6

12.8

3.2

3.3

24.3

9.3

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１級

２級

３級

４級

５級

６級

身体障害者手帳はもっていない

無回答 n=6954

『身体障害者手帳をもっている』 

66.3％ 



＜全体＞ 

 6 

問
とい

８-1 「
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳」をお
も

持ちの方
かた

は、
きさい

記載されている
こうもく

項目に○をつけてください。 
 

◆ 「肢体不自由（上肢・下肢・体幹・脳原生運動機能障害）」が 51.7％、「内部機能障害」

（32.1％）「聴覚・平衡機能障害」（8.9％）、「視覚障害」（6.6％）等の順。 

 

 

 

問
とい

８-1-1 「内部
な い ぶ

機能
き の う

障 害
しょうがい

」の方
かた

は、障 害
しょうがい

の種別
しゅべつ

に○をつけてください。（○はいくつでも） 
 

◆ 内部機能障害の種別は、「心臓機能」が 54.5％、「腎臓機能」（25.0％）、「ぼうこう又

は直腸機能」（14.7％）等の順。 

 

 

  

51.7

32.1

8.9

6.6

2.9

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

肢体不自由

（上肢・下肢・体幹・脳原生運動機能障害）

内部機能障害

聴覚・平衡機能障害

視覚障害

音声・言語機能又はそしゃく機能障害

無回答
n=4614

複数回答

54.5

25.0

14.7

4.7

2.1

1.5

1.1

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

心臓機能

腎臓機能

ぼうこう又は直腸機能

呼吸器機能

免疫機能

小腸機能

肝臓機能

無回答

n=1479

複数回答

 



＜全体＞ 
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問
とい

８-2 
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳を取得
しゅとく

した年齢
ねんれい

についてお答
こた

えください。（○は１つだけ）  
 

◆ 身体障害者手帳を取得した年齢は、「40 歳～64 歳」が 54.5％、「0 歳～５歳」（16.6％）

「65 歳以上」（14.5％）、「30 歳～39 歳」（10.2％）等の順。 

 

 

 

問
とい

８-2-1 障 害
しょうがい

の発症
はっしょう

はいつですか。（○はひとつ） 
 

◆ 障害の発症は、「中途（病気や事故）」が 71.2％、「生まれつき（先天性）」が 26.0％。 

 

 

  

16.6

4.3

4.0

8.1

10.2

39.8

14.5

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

19歳～29歳

30歳～39歳

40歳～64歳

65歳以上

無回答
n=4614

26.0

71.2

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

生まれつき（先天性）

中途(病気や事故)

無回答 n=4614

 



＜全体＞ 

 8 

問
とい

９ あなたは「
あい

愛の
てちょう

手帳」をお
も

持ちですか。お
も

持ちの方は、「
あい

愛の
てちょう

手帳」に
きさい

記載された
しょうがい

障害 の
ていど

程度をお
こた

答

えください。（○は 1 つだけ）   
  
◆ 「愛の手帳」を持っている方は 23.8％、「愛の手帳」に記載された障害の程度は、「B２」が

8.0％、「Ａ１」（6.8％）等の順。一方、「愛の手帳はもっていない」は 57.0％。 

 

 
 

問
とい

10 あなたが「
あい

愛の
てちょう

手帳」を取得
しゅとく

した年齢
ねんれい

についてお答
こた

えください。（○は 1 つだけ） 
 
◆ 「愛の手帳」を取得した年齢は、「0 歳～5 歳」が 46.5％、「6 歳～12 歳」（18.6％）等の順。 

 

 

 

  

6.8

4.2

4.8

8.0

57.0

19.3

0% 20% 40% 60% 80%

A１

A２

B１

B２

愛の手帳はもっていない

無回答 n=6954

46.5

18.6

16.4

8.9

3.0

4.5

0.4

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

19歳～29歳

30歳～39歳

40歳～64歳

65歳以上

無回答
n=1652

「愛の手帳」をお持ちの方 

23.8％ 



＜全体＞ 

 9 

問
とい

11 あなたは「精神障害者保健福祉手帳
せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう

」をお
も

持ちですか。お
も

持ちの方は、「精神障害者保健福祉
せいしんしょうがいしゃほけんふくし

手帳
てちょう

」

に
きさい

記載された
しょうがい

障害 の
ていど

程度をお
こた

答えください。（○は 1 つだけ）   
 

◆ 「精神障害者保健福祉手帳」を持っている方は 22.3％、「精神障害者保健福祉手帳」に記載

された障害の程度は、「２級」が 12.8％、「３級」（7.0％）等の順。一方、「精神障害者保健

福祉手帳はもっていない」は 52.1％。 

 

 

 

問
とい

11-1 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

を取得
しゅとく

した年齢
ねんれい

についてお答
こた

えください。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 「精神障害者保健福祉手帳」を取得した年齢は、「40 歳～64 歳」が 34.0％、「19 歳～

29 歳」（23.3％）、「30 歳～39 歳」（21.8％）等の順。 

 

 

 

  

2.5

12.8

7.0

52.1

25.6

0% 20% 40% 60% 80%

１級

２級

３級

精神障害者保健福祉手帳はもっていない

無回答
n=6954

1.9

6.4

5.4

23.3

21.8

34.0

4.3

2.9

0% 10% 20% 30% 40%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

19歳～29歳

30歳～39歳

40歳～64歳

65歳以上

無回答 n=1552

『精神障害者保健福祉手帳をもっている』 

22.3％ 



＜全体＞ 

 10

問
とい

12 あなたは障 害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を受
う

けていますか。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 障害支援区分の認定を受けている方は 13.0％、 

 内訳は、「区分６」が 3.5％、「区分 2」（2.5％）、「区分３」（2.4％）等の順。一方、「受けて

いない」は 45.8％。 

 

 

 

  1.1

2.5

2.4

1.9

1.6

3.5

45.8

11.5

29.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

受けていない

18歳未満のため、

障害支援区分の対象外である

無回答 n=6954

『障害支援区分の認定を受けている』 

13.0％ 



＜全体＞ 
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問
とい

13 あなたは「難 病
なんびょう

」の診断
しんだん

を受
う

けていますか。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 「難病」の診断を「受けていない」方は 66.0％、「受けている」方は 7.1％。 

 

 

 

問
とい

14 あなたが「難 病
なんびょう

」の診断
しんだん

を受
う

けた年齢
ねんれい

はいつですか。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 「難病」の診断を受けた年齢は、「40 歳～64 歳」が 36.0％、「19 歳～29 歳」（14.1％）、

「30 歳～39 歳」「0 歳～5 歳」（13.0％）の順。 

 

 

  

7.1

66.0

27.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

受けている

受けていない

無回答
n=6954

13.0

5.1

5.9

14.1

13.0

36.0

8.4

4.5

0% 10% 20% 30% 40%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

19歳～29歳

30歳～39歳

40歳～64歳

65歳以上

無回答
n=491



＜全体＞ 

 12

問
とい

15 あなたは、医療的
いりょうてき

ケア※を
ひつよう

必要としていますか。
ひつよう

必要している医療的
いりょうてき

ケアに○をつけてください。 

 （○はいくつでも）  

 

◆ 何らかの医療ケアを必要としている方は 23.6％。その内訳は、「経管栄養の注入」が 2.4％、

「口・鼻・咽頭・喉頭吸引」（2.0％）、「導尿」（1.8％）、「インシュリン注射」（1.7％）、「在

宅酸素療法」（1.6％）等の順。 

 

 

 

  

2.4

2.0

1.8

1.7

1.6

1.5

1.4

1.1

1.0

0.8

0.8

0.6

0.6

0.1

6.2

86.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経管栄養の注入

口・鼻・咽頭・喉頭吸引

導尿

インシュリン注射

在宅酸素療法

ネブライザー（噴霧吸入器）吸入

気管内の吸引

経口摂取介助

気管切開のガーゼやベルト交換

人工呼吸器管理

気管カニューレ挿入

点滴

経鼻チューブ挿入・交換

中心静脈栄養の実施

その他

無回答

n=6954

複数回答

合計 自分の避
難先（地
域防災拠
点など）
を確認し
ている

災害時の
水や食糧
を準備し
ている

障害状況
により必
要な装
具・補装
具・薬・
酸素ボン
ベなどを
準備して
いる

在宅医療
機器の予
備電源や
予備バッ
テリーを
準備して
いる

家族や支
援してく
れる人
と、災害
時の対応
につい
て、話を
している

防災訓練
などに参
加してい
る

地域の人
に事情を
伝えてい
る（要援
護者名簿
等への記
載など）

特に何も
していな
い

無回答

全体 6954 45.1 46.4 10.6 2.7 19.8 14.1 8.1 25.0 4.0

医療ケアが必要 935 41.9 43.7 22.5 8.9 20.3 9.3 12.7 22.8 5.5

医療ケアは不要 5932 45.6 46.7 8.7 1.7 19.7 14.8 7.3 25.5 3.7

合計 避難場所
で周りの
人や知ら
ない人と
うまく過
ごせるか

避難場所
の設備が
障害に配
慮されて
いる（バ
リアフ
リーに
なってい
る）か

避難場所
の人が自
分の障害
を理解し
てくれる
か

避難勧告
などの重
要な情報
がきちん
と障害者
にも入っ
てくるか

避難場所
までたど
り着ける
か

停電で在
宅医療機
器が使え
なくなる
のではな
いか

風水害に
対する対
処方法が
わからな
い

避難場所
がわから
ない

その他 無回答

全体 6954 44.6 29.8 40.3 23.6 39.0 7.1 14.4 12.0 17.6 13.1

医療ケアが必要 935 36.8 41.8 43.7 25.0 48.6 23.7 17.2 11.3 24.3 10.8

医療ケアは不要 5932 45.9 27.9 39.8 23.3 37.5 4.5 13.9 12.1 16.6 13.5

問38 災害時への備え

医療ケアの有無

問39 災害に備えていても、不安に思うこと

医療ケアの有無

医療的ケアを

必要としている 

23.6％ 

医療ケアの有無 

医療ケアの有無 



＜全体＞ 

 13

ふだんの⽣活で困っていること、これからの困りごとについておたずねします 
 

問
とい

16  あなたは、
にちじょう

日常 の
せいかつ

生活に
かいじょ

介助を
ひつよう

必要としますか。
かいじょ

介助を
ひつよう

必要とする
こうもく

項目すべてに○をつけてくださ

い。（○はいくつでも）   

 

◆ 日常の生活に介助を必要とする項目は、「家事（食事の支度、洗濯、掃除など）をする」

（31.5％）、「外出する」が 30.4％、「買い物をする」（29.0％）、「入浴する」（22.1％）等

の順。 

 

 
 

  

31.5

30.4

29.0

22.1

16.4

14.0

12.5

8.4

8.3

43.6

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家事（食事の支度、洗濯、掃除など）をする

外出する

買い物をする

入浴する

衣服の着脱をする

トイレを使う

食事をする

家の中を移動する

その他

介助を必要としない

無回答

n=6954

複数回答



＜全体＞ 

 14

問
とい

17  あなたは、
じぶん

自分だけでまわりの
ひと

人に意思
い し

を伝
つた

えることができていますか。（○は１つだけ）   
 

◆ 「誰とでも意思を伝えることができる」（61.7％）と「家族やごく身近な人になら、意思を伝

えることができる」（24.2％）を合わせた 85.9％の方は、何らかの方法で自分の意思を伝え

ることができる。一方、「意思を伝えることは難しい」（8.4％）、「意思を伝えることはできな

い」（2.9％）を合わせた 11.3％の方は、自分の意思を伝えることが困難。 

 

 
 

問
とい

17-1 あなたはどのような
ほうほう

方法で意思
い し

を伝
つた

えていますか。（○はいくつでも）   
 

◆ 「音声言語」が 74.7％、「表情やジェスチャー」（17.3％）、「スマートフォンやパソコン」

（15.5％）等の順。 

 

 

61.7

24.2

8.4

2.9

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

誰とでも意思を伝えることができる

家族やごく身近な人になら、

意思を伝えることができる

意思を伝えることは難しい

意思を伝えることができない

無回答 n=6954

74.7

17.3

15.5

6.5

2.3

1.2

0.3

16.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

音声言語

表情やジェスチャー

スマートフォンやパソコン

筆談

手話言語

日常生活用具・補装具

（重度障害者用意思伝達装置）等

点字

無回答
n=6554

複数回答

意思を伝えることができる 

85.9％ 

意思を伝えることが困難 

11.3％ 



＜全体＞ 

 15

問
とい

18  あなたは生活
せいかつ

の中
なか

で、どのようなことで困
こま

ることがありますか。困
こま

ったときにどこに相談
そうだん

しますか。 

【困りごとの有無】 
 

◆ 生活の中で「困ることがある」の上位７項目は「制度やサービスがわかりにくい」（40.5％）、

「役所や病院、銀行などの手続きが難しい」（38.9％）、「周囲の理解が足りない」（36.9％）、

「外出が困難」（34.2％）、「自分の意思が相手に伝わらない」（33.4％）、「一人で過ごすのが不

安」（31.8％）、「情報を入手しにくい」（31.0％）で 3 割以上の方が挙げている。 

◆ 一方、21 項目中 17 項目で、全体の 5 割以上の方が、生活の中で「困ることはない」と回答し

ている。 

 

 

  

52.0

46.0

45.7

50.9

60.5

52.5

51.7

59.7

54.2

63.4

53.1

61.5

56.5

61.5

61.0

48.4

39.8

61.2

62.5

58.9

62.1

33.4

36.9

38.9

34.2

21.9

29.7

31.8

25.2

30.5

13.4

20.4

12.6

17.3

15.4

17.4

31.0

40.5

16.4

13.3

14.0

15.4

14.6

17.0

15.4

14.8

17.6

17.8

16.5

15.1

15.3

23.2

26.4

25.9

26.2

23.1

21.5

20.6

19.7

22.4

24.3

27.1

22.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 自分の意志が相手に伝わらない

2 周囲の理解が足りない

3 役所や病院、銀行などの手続きが難しい

4 外出が困難

5 余暇などを過ごす場や機会がない

6 外出する際、障害に配慮した場所が少ない

7 一人で過ごすのが不安

8 服薬の管理が難しい

9 金銭の管理が難しい

10 利用している施設に不満がある

11 希望する就労の場がない

12 学校や施設、仕事の場が遠方で不便

13 結婚相手や恋人などが見つからない

14 同じ障害のある仲間と出会えない

15 近所で知り合いがいない

16 情報を入手しにくい

17 制度やサービスがわかりにくい

18 必要な介助が受けられない

19 希望する学校や施設を利用できない

20 進学・就職の際に情報が引き継がれない

21 主治医が変わる際に情報が引き継がれない

n=6954困ることはない 困ることがある 無回答



＜全体＞ 

 16

【困ったときの相談先】順位 
 

◆ 困った時の相談先としては、どの項目も『家族』が一番に挙げられている。次いで、日常生活に

関することは『支援者』、「制度」や「サービス」に関することは『区役所』が多い。 

◆ 「結婚相手や恋人」「同じ障害のある仲間に出会えない」「近所で知り合いがいない」等に関する

ことは「相談先がわからない」あるいは「相談する相手がいない」が多く挙げられている。 

 

 

  

全体
n=

家
族

友
人

近
所
の
人
や
自
治
会
・

 
 

町
内
会

、
民
生
委
員
な
ど

支
援
者

（
医
療
機
関
・

 
 
 
 
 

施
設
等
の
職
員

）

成
年
後
見
人
等

当
事
者
団
体
・
親
の
会
な
ど

区
役
所

（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

）

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

計
画
相
談

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

学
校

相
談
先
が
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
相
手
が
い
な
い

1  自分の意志が相手に伝わらない 2321 1 3 11 2 14 13 5 9 6 12 7 4 10 8

2  周囲の理解が足りない 2569 1 3 11 2 14 12 6 10 7 13 9 4 7 5

3  役所や病院、銀行などの手続きが難しい 2702 1 4 13 2 12 14 3 8 5 9 11 10 7 6

4  外出が困難 2381 1 3 12 2 14 13 4 10 5 8 11 7 9 6

5  余暇などを過ごす場や機会がない 1526 1 3 12 2 14 13 6 8 7 10 11 9 5 4

6  外出する際、障害に配慮した場所が少ない 2066 1 4 13 2 14 9 6 9 7 9 8 12 3 5

7  一人で過ごすのが不安 2212 1 3 12 2 14 13 4 8 6 11 10 9 7 5

8  服薬の管理が難しい 1751 1 5 12 2 13 14 4 10 6 9 10 8 7 3

9  金銭の管理が難しい 2118 1 4 12 2 9 14 5 8 7 11 13 10 6 3

10 利用している施設に不満がある 930 1 3 13 2 14 12 6 9 8 11 10 4 7 4

11 希望する就労の場がない 1421 1 5 13 2 14 10 6 9 8 12 11 7 4 3

12 学校や施設、仕事の場が遠方で不便 877 1 4 13 2 14 12 6 9 8 11 10 7 5 3

13 結婚相手や恋人などが見つからない 1200 1 3 9 5 14 11 6 8 7 9 13 12 4 2

14 同じ障害のある仲間と出会えない 1068 1 5 13 4 14 8 6 7 9 11 10 12 3 2

15 近所で知り合いがいない 1213 1 5 7 4 14 13 6 9 8 10 12 11 3 2

16 情報を入手しにくい 2158 1 5 13 3 14 11 2 9 7 12 10 8 4 6

17 制度やサービスがわかりにくい 2814 1 6 13 3 14 11 2 8 7 12 9 9 4 5

18 必要な介助が受けられない 1138 1 7 13 2 14 12 3 8 6 10 11 9 4 5

19 希望する学校や施設を利用できない 923 1 8 13 2 14 12 3 10 7 11 9 6 4 5

20 進学・就職の際に情報が引き継がれない 974 1 7 13 3 14 12 6 9 10 11 8 4 2 5

21 主治医が変わる際に情報が引き継がれない 1069 1 5 12 2 14 13 6 11 9 10 7 8 3 4

１位 ２位 ３位 ４位 ５位
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【困ったときの相談先】％ 

  

全体

家
族

友
人

近
所
の
人
や
自
治
会
・
町
内
会

、
民
生
委
員
な
ど

支
援
者

（
医
療
機
関
・
施
設
等
の
職
員

）

成
年
後
見
人
等

当
事
者
団
体
・
親
の
会
な
ど

区
役
所

（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

）

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

計
画
相
談

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

学
校

相
談
先
が
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
相
手
が
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

1  自分の意志が相手に伝わらない 2321 67.9 12.6 2.3 29.3 0.9 1.5 7.4 4.2 5.8 1.8 5.4 11.5 2.5 4.5 5.6 9.1

2  周囲の理解が足りない 2569 58.1 13.1 3.0 23.4 0.8 1.8 6.4 3.3 4.4 1.6 4.3 8.6 4.4 7.2 6.6 12.3

3  役所や病院、銀行などの手続きが難しい 2702 67.2 5.3 1.1 17.3 1.3 0.7 10.6 2.3 3.0 1.7 1.4 1.5 2.8 2.8 4.5 12.3

4  外出が困難 2381 65.6 8.3 1.1 21.2 0.6 0.8 5.3 2.0 4.1 2.4 1.7 2.8 2.3 3.4 4.6 14.7

5  余暇などを過ごす場や機会がない 1526 52.0 8.5 1.4 21.2 0.9 1.4 5.6 2.6 5.0 2.1 1.7 2.2 5.6 8.3 5.4 19.1

6  外出する際、障害に配慮した場所が少ない 2066 50.3 8.3 1.3 15.1 0.4 1.8 5.3 1.8 3.3 1.8 1.8 1.7 8.6 7.6 6.6 19.2

7  一人で過ごすのが不安 2212 62.1 10.8 1.7 19.7 0.6 0.9 5.3 2.8 3.6 1.8 1.9 2.7 3.5 5.0 4.5 16.2

8  服薬の管理が難しい 1751 65.2 2.3 0.8 23.4 0.5 0.4 2.4 0.9 1.7 1.1 0.9 1.4 1.5 2.8 3.7 14.6

9  金銭の管理が難しい 2118 68.7 3.4 0.8 15.3 1.7 0.6 3.4 1.9 2.0 0.9 0.7 1.1 2.3 3.8 3.3 14.2

10 利用している施設に不満がある 930 51.3 10.1 1.3 20.6 0.3 1.9 7.1 3.3 5.9 2.2 3.2 7.3 6.1 7.3 8.0 16.3

11 希望する就労の場がない 1421 39.4 8.0 1.1 16.0 0.2 1.6 7.7 3.6 4.6 1.3 1.5 6.3 8.9 10.4 9.2 20.7

12 学校や施設、仕事の場が遠方で不便 877 43.4 7.3 0.7 12.1 0.2 1.1 7.1 2.4 3.4 1.5 2.2 5.0 7.2 8.7 9.6 23.7

13 結婚相手や恋人などが見つからない 1200 31.8 14.7 1.2 8.1 0.4 0.8 2.8 1.5 2.2 1.2 0.7 0.8 12.0 18.3 7.4 24.6

14 同じ障害のある仲間と出会えない 1068 31.8 6.6 1.3 9.5 0.4 2.2 4.3 2.4 2.0 1.7 1.8 1.6 13.5 16.1 6.7 24.5

15 近所で知り合いがいない 1213 38.8 6.1 2.5 8.1 0.4 0.7 4.1 1.8 1.9 1.6 0.8 1.2 10.0 15.0 6.8 25.1

16 情報を入手しにくい 2158 39.7 9.1 1.9 16.8 0.6 2.6 17.7 4.2 4.5 2.1 3.8 4.4 11.5 8.2 6.6 19.4

17 制度やサービスがわかりにくい 2814 37.5 6.6 1.6 17.3 0.9 2.3 22.0 4.3 4.5 2.2 2.8 2.8 11.0 7.3 5.9 20.2

18 必要な介助が受けられない 1138 42.0 5.3 1.5 16.9 0.7 2.0 14.3 3.6 6.0 2.6 2.5 2.7 11.5 8.9 6.1 19.9

19 希望する学校や施設を利用できない 923 39.4 5.6 0.9 16.1 0.3 2.1 13.3 3.7 5.9 2.4 4.4 6.2 11.5 9.3 6.5 21.8

20 進学・就職の際に情報が引き継がれない 974 42.2 5.6 0.9 12.5 0.2 1.0 6.4 3.1 2.6 1.2 3.7 9.8 13.1 9.1 7.2 20.3

21 主治医が変わる際に情報が引き継がれない 1069 38.8 5.4 1.3 18.4 0.4 0.7 5.1 1.6 1.9 1.7 2.6 2.0 11.7 10.5 7.9 20.7
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とい

問19 障 害
しょうがい

のある方
かた

の相談
そうだん

先
さき

についてどう思
おも

いますか。（○はいくつでも） 
 

◆ 障害のある方の相談先について、「相談先の場所がわからない」が 31.9％、「窓口が細かすぎ

る」（12.9％）、「たらい回しにされる」（12.6％）等の順。一方、「不満はない」は 40.5％。 

 

 

 

とい

問20 
ふだん

普段の
せいかつ

生活で
がいしゅつ

外出 する
とき

時や、
がいしゅつ

外出 したいと
おも

思う
とき

時に
こま

困ることはどのようなことですか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 普段の生活で外出時に困ることは、「道路や駅に階段や段差が多い」が 33.0％、「人の目が気

にかかる」（26.3％）、「バスや電車の乗り降りが困難・不便」（19.2％）、「車などに危険を感

じる」（19.0％）等の順。一方、「困ることはない」は 23.1％。 

 

 

  

31.9

12.9

12.6

6.4

40.5

13.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談先の場所がわからない

窓口が細かすぎる

たらい回しにされる

相談先が多すぎる

不満はない

無回答 n=6954

複数回答

33.0

26.3

19.2

19.0

18.2

18.1

16.8

16.3

12.2

10.5

9.8

5.1

2.4

7.9

10.8

23.1

10.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

道路や駅に階段や段差が多い

人の目が気にかかる

バスや電車の乗り降りが困難・不便

車などに危険を感じる

利用する建物の設備（トイレ・エレベータなど）が不備

交通機関の利用に危険を感じる

いじめや意地悪がこわい

道路に自転車や看板などの障害物が多い

乗務員の障害に対する配慮が足りない

駅や道路や利用する施設の表示がわかりにくい

利用できる交通機関が少ない

余計な世話をやく人がいる

点字ブロックや音の出る信号機がない

介助者がいない

その他

困ることはない

無回答

n=6954

複数回答
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とい

問21 現在
げんざい

、障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

にかかわる情報
じょうほう

について、どこから(誰
だれ

から)情報
じょうほう

を入 手
にゅうしゅ

していますか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 障害福祉にかかわる情報の入手先は、「家族」（34.8％）、「区役所（福祉保健センター）」が

34.0％、「支援者（医療機関・施設等の職員）」（26.0％）、「インターネット・ＳＮＳ」

（24.2％）等の順。一方、「どこからも入手していない」は 11.9％。 

 

 

 

 

とい

問21-1 
とい

問21 の場所
ば し ょ

や人
ひと

から入 手
にゅうしゅ

した情報
じょうほう

について、不満
ふ ま ん

に感
かん

じたことはありますか。（○は１つだけ） 
 

◆ 入手した情報について、不満に感じることは、「特に不満なことはない」が 43.7％、「も

う少し情報が欲しい」（22.1％）、「入手した情報だけでは、どうすれば良いかわからな

い」（19.5％）、「情報の種類や量が多すぎて、自分に必要な情報を見つけることができな

い」（6.0％）の順。 

 

 

  

43.7

22.1

19.5

6.0

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

特に不満なことはない

もう少し情報が欲しい

入手した情報だけでは、

どうすれば良いかわからない

情報の種類や量が多すぎて、自分に

必要な情報を見つけることができない

無回答 n=5811
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とい

問22 あなたは
しょうらい

将来に
ふあん

不安がありますか。とくに
ふあん

不安を
かん

感じることを
つぎ

次の
なか

中から 3 つまで
えら

選んで○をつけ

てください。（○は３つまで）   

 

◆ 将来に不安を感じることは、「健康や体力が保てるか」が 50.0％、「十分な収入があるか」

（44.4％）、「災害時に安全が確保できるか」（32.3％）等の順。 

 

 
とい

問23 
しょうらい

将来の
しょうがいしゃ

障害者
ふくし

福祉を
かんが

考 えるとき、あなたが
とく

特に
じゅうよう

重要と
おも

思うものに３つまで○をつけてください。

（○は３つまで）  

 

◆ 将来の障害者福祉を考えるとき、特に重要と思うものは、「必要なときに十分な介助が受けられ

る」が 41.5％、「介助に必要な経済面での支援が受けられる」（36.5％）、「安心して住めると

ころがある」（31.9％）等の順。 

 

 

 

  

50.0

44.4

32.3

27.6

25.3

22.3

14.0

12.0

7.5

4.6

6.8

4.7

0% 20% 40% 60%

健康や体力が保てるか

十分な収入があるか

災害時に安全が確保できるか

介助してくれる人がいるか

働く場があるか

一緒に暮らす家族がいるか

趣味や生きがいを持てるか

生活する上で必要な情報が入手できるか

学校など希望する進路に進めるか

その他

不安はない

無回答 n=6954

複数回答

41.5

36.5

31.9

29.4

24.1

21.1

18.3

14.8

13.8

13.5

10.5

6.5

3.8

2.7

6.0

0% 20% 40% 60%

必要なときに十分な介助が受けられる

介助に必要な経済面での支援が受けられる

安心して住めるところがある

困ったときの相談体制が整っている

災害時に安全が確保できる

周囲の人が理解してくれる

健康管理や治療・リハビリを受けやすい

自分に適した学校や就職が選択できる

施設が整備されている

趣味や生きがいを持てる

街の中が障害者にとって安全で快適である

旅行などの外出が気兼ねなくできる

障害のない人との交流の機会が多くある

その他

無回答
n=6954

複数回答
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とい

問24 あなたは
しょうらい

将来どこで
せいかつ

生活したいと
かんが

考 えますか。（○は 1 つだけ）   
 

◆ 将来、生活したいと考えている場所は、「自宅」が 72.8％で最も多く、「グループホーム」「特

別養護老人ホームなど高齢者の入所施設」「障害者の入所施設」は 1 割以下で拮抗している。 

 

 

 

 

とい

問24-1 
しょうらい

将来どなたと暮
く

らしたいですか。（○はいくつでも） 
 

◆ 将来、一緒に暮らしたい人は、「妻又は夫」が 42.7％、「一人」（23.9％）、「親」（20.2％）、

子（18.9％）等の順。 

 

 

  

72.8

8.0

5.8

4.9

4.0

4.4

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

グループホーム

特別養護老人ホームなど高齢者の入所施設

障害者の入所施設

その他

無回答
n=6954

問24 将来、生活したいところ

合計 自宅 グループ
ホーム

障害者の
入所施設

特別養護
老人ホー
ムなど高
齢者の入
所施設

その他 無回答

全体 6954 72.8 8.0 4.9 5.8 4.0 4.4

ご本人 4645 80.2 3.8 1.9 6.1 4.3 3.7

ご家族 2055 60.8 15.6 10.6 4.4 3.2 5.5

支援者（施設・医療機関の 140 22.1 39.3 19.3 11.4 1.4 6.4

成年後見人等 39 25.6 12.8 28.2 10.3 5.1 17.9

その他 24 54.2 0.0 0.0 20.8 12.5 12.5

問１ アン
ケート記入
者

42.7

23.9

20.2

18.9

15.0

9.4

5.9

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

妻又は夫

一人

親

子

友人・知人・仲間など

兄弟・姉妹

その他

無回答
n=6954

複数回答

アンケート記入者別 
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問24-1 将来、一緒に暮らしたい人

合計 一人 妻又は
夫

子 親 兄弟・
姉妹

友人・
知人・
仲間な
ど

その他 無回答

全体 6954 23.9 42.7 18.9 20.2 9.4 15.0 5.9 5.5

ご本人 4645 29.5 51.4 21.8 11.3 7.4 11.5 4.6 3.8

ご家族 2055 10.9 26.6 14.1 41.4 14.6 21.6 7.8 8.2

支援者（施設・医療機関の職員等） 140 22.1 5.0 2.1 12.1 3.6 34.3 17.9 14.3

成年後見人等 39 28.2 5.1 2.6 7.7 5.1 17.9 15.4 23.1

その他 24 45.8 25.0 16.7 8.3 4.2 12.5 8.3 8.3

問１ アン
ケート記入
者

問24-1 将来、一緒に暮らしたい人

合計 一人 妻又は
夫

子 親 兄弟・
姉妹

友人・
知人・
仲間な
ど

その他 無回答

全体 6954 23.9 42.7 18.9 20.2 9.4 15.0 5.9 5.5

自宅(親など家族と同居) 5260 17.0 50.4 21.4 24.5 10.9 13.5 4.8 4.4

自宅（一人暮らし） 999 60.0 21.8 13.0 4.3 3.9 14.4 7.3 4.1

グループホーム 255 25.9 11.8 4.7 9.4 7.1 41.6 12.2 8.6

障害児・者の入所施設（児童養護施設を含む） 138 13.0 4.3 0.0 15.2 10.1 30.4 20.3 21.0

高齢者施設、高齢者向け住宅 148 33.8 12.8 18.9 5.4 1.4 16.9 10.8 16.2

病院(入院中) 91 20.9 27.5 12.1 15.4 9.9 9.9 6.6 26.4

問４ 現在
の生活場所

アンケート記入者別 

現在の生活場所別 
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あなたの地域での⽣活状況についておたずねします 
 

とい

問25 あなたは
ふだん

普段どのような
がっこう

学校、
しごと

仕事の
ば

場、
しせつ

施設などに通
かよ

っていますか。（○はいくつでも） 

 

 

みしゅうがく

未就学(おおむね６歳
さい

まで)の
かた

方 
 
◆ 「地域療育センター」が 56.0％、「保育所」（30.9％）、「幼稚園」（25.6％）、「児童発達支援

事業所」（24.2％）等の順。一方、「特に通っているところはない」は 8.7％。 

 

がくれい

学齢
き

期（おおむね 18歳
さい

まで）の
かた

方 
 
◆ 「特別支援学校・養護学校」が 36.5％、「小・中学校等の個別支援学級」（32.8％）、「小・中

学校等の一般学級」（21.1％）、「高等学校」（8.0％）等の順。一方、「特に通っているところ

はない」は 0.6％。 

 

青
せい

年期
ね ん き

（おおむね 18歳
さい

以上
いじょう

）の
かた

方 
 
◆ 「企業･官公庁」が 17.3％、「デイケア（病院等）」（8.0％）、「就労移行支援・生活介護等の福

祉サービス事業所」（7.3％）、「地域活動支援センター（作業所）」（5.5％）等の順。一方、「特

に通っているところはない」は 25.4％。 

 

  

207人, 3.0%

802人, 11.5%

5927人, 85.2%

18人, 0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学

学齢期

青年期

無回答
n=6954
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56.0

30.9

25.6

24.2

3.4

2.4

2.9

8.7

2.4

0% 20% 40% 60%

地域療育センター

保育所

幼稚園

児童発達支援事業所

訓練会

児童施設

その他

特に通っているところはない

無回答
n=207

複数回答

36.5

32.8

21.1

8.0

0.5

0.0

5.6

0.6

1.0

0% 10% 20% 30% 40%

特別支援学校・養護学校

小・中学校等の個別支援学級

小・中学校等の一般学級

高等学校

ハートフルフレンド・ハートフルルーム・…

専門学校・大学・大学院

その他

特に通っているところはない

無回答
n=802

複数回答

17.3

8.0

7.3

5.5

2.0

2.0

1.8

1.3

0.3

8.4

25.4

24.8

0% 10% 20% 30%

企業･官公庁

デイケア（病院等）

就労移行支援・生活介護等の福祉サー…

地域活動支援センター（作業所）

自営業

生活支援センター

就労支援センター・職業訓練校

専門学校・大学・大学院

生活教室（区役所）

その他

特に通っているところはない

無回答

n=5927

複数回答

みしゅうがく

未就学(おおむね６歳
さい

まで)の
かた

方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がくれい

学齢
き

期（おおむね 18歳
さい

まで）の
かた

方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青
せい

年期
ね ん き

（おおむね 18歳
さい

以上
いじょう

）の
かた

方 

 

 

 

  

就労移行支援・生活介護等の福祉サービス事業所 
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※ 次
つぎ

からの設問
せつもん

（問
とい

25-１～問
とい

25～7）は、 最
もっと

も多
おお

く通
かよ

っているところについてお答
こた

えください。 

とい

問25-1 
りよう

利用の
かいすう

回数は、
しゅう

週 に
なんかい

何回ですか。（○は１つだけ）   

◆ 利用回数は、生活年齢状況にかかわらず「週５日」が最も高い。特に「学齢期」では

80.9％と「未就学」「青年期」に比べて高くなっている。 

 

 

 

とい

問25-2 
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所には片道
かたみち

でどのくらいの
じかん

時間がかかりますか。 最
もっと

も多
おお

く通
かよ

って

いるところについてお答えください。（○は１つだけ）  
 

◆ 通園・通学・通勤・通所にかかる片道の時間は、「未就学」で 80.4％、「学齢期」で

65.8％と「青年期」に比べて「30 分以内」が特に高くなっている。 

 

 

 

  

6.5

1.6

5.5

32.6

7.5

24.7

58.7

80.9

51.0

2.2

4.2

10.4

0.0

5.8

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

週に１日

週に２～４日

週に５日

その他

無回答

80.4

65.8

37.0

17.9

24.3

36.8

1.1

7.5

17.6

0.0

0.3

0.9

0.5

2.2

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

30分以内

１時間以内

２時間以内

２時間以上

無回答

年齢期別 

年齢期別 
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とい

問25-3 
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所に
そうげい

送迎がありますか。（○はいくつでも）  
 

◆ 通園・通学・通勤・通所の送迎は、「未就学」では「家族の送迎」が 80.4％、「学齢期」

では「家族の送迎」が 46.4％、「送迎なし（1 人）」が 43.3％、「青年期」では「送迎

なし（一人）」が 65.6％で高くなっている。 

 

とい

問25-4 
げんざい

現在、
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所のときには、
なに

何を
りよう

利用していますか。（○はいくつでも）   
 

◆ 通園・通学・通勤・通所のときに利用するのは、「未就学」では「自家用車」が

45.1％、「学齢期」では「徒歩」が 63.0％、「青年期」では「電車」が 48.8％で最も高

くなっている。 

 

  

2.2

43.3

65.6

80.4

46.4

10.1

33.2

20.0

15.4

0.5

5.8

3.6

0.0

4.9

5.5

0.5

2.9

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

送迎なし（一人）

家族の送迎

通所先・学校の送迎

ヘルパー

その他

無回答

30.4

63.0

40.3

25.0

2.8

4.0

13.0

19.0

40.1

14.1

17.5

48.8

28.3

18.3

13.9

45.1

26.1

15.0

2.7

3.5

6.7

0.5

1.6

5.3

0% 20% 40% 60% 80%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

徒歩

自転車

バス

電車

送迎バス

自家用車

その他

無回答

年齢期別 

年齢期別 
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とい

問25-5 
こんご

今後、
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所のときには、できれば
なに

何を
りよう

利用したいですか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 今後、通園・通学。通勤・通所のときに利用したいのは、「未就学」では「送迎バス」が

51.6％、「学齢期」では「徒歩」が 49.9％、「青年期」では「電車」が 41.9％で最も高

くなっている。 

 

とい

問25-6 主
おも

に
りよう

利用している
がっこう

学校、
しごと

仕事の
ば

場、
しせつ

施設（
とい

問25 の
かいとう

回答）には
まんぞく

満足していますか。 
 

◆ 主に利用している学校、仕事の場、施設について、「とても満足している」と「まあ満足

している」を合わせた『満足している』は、「未就学」で 83.2％、「学齢期」で

62.6％、青年期では 51.7％となっている。一方、「学齢期」で「改善してほしい部分が

ある」が 13.6％、「青年期」で「不満である」が 4.1％と他より高くなっている。 

 

  

40.2

49.9

31.6

15.8

6.8

6.0

12.0

28.5

34.7

8.7

27.6

41.9

51.6

31.1

20.7

27.2

14.8

16.8

6.0

12.7

3.8

1.1

3.0

6.0

1.6

2.8

8.2

0% 20% 40% 60%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

徒歩

自転車

バス

電車

送迎バス

自家用車

ヘルパー

その他

無回答

42.4

27.2

17.8

40.8

35.4

33.9

7.6

19.1

27.6

7.6

13.6

10.7

1.1

2.3

4.1

0.5

2.4

6.0

0% 20% 40% 60%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

とても満足している

まあ満足している

普通だと思う

改善してほしい部分がある

不満である

無回答

年齢期別 

年齢期別 
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主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度 
   

◆ 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度は、「未就学」では、「幼稚園」「保育園」

「地域療育センター」では「とても満足している」が、「児童発達支援事務所」では「まあ

満足している」が最も高い。 

◆ 「学齢期」では、どれも「まあ満足している」が最も高い。 

◆ 「青年期」では、「専門学校・大学・大学院」「自営業」「生活教室（区役所）」で「普通だと

思う」が、それ以外では「まあ満足している」が最も高い。 

 

 

 

 

  

合計 とても満
足してい
る

まあ満足
している

普通だと
思う

改善して
ほしい部
分がある

不満であ
る

無回答

全体 3930 20.8 34.5 24.9 11.1 3.6 5.0

児童施設 5 20.0 40.0 0.0 40.0 0.0 0.0

幼稚園 53 45.3 37.7 7.5 7.5 1.9 0.0

保育所 64 50.0 32.8 7.8 6.3 1.6 1.6

地域療育センター 116 43.1 38.8 7.8 9.5 0.9 0.0

児童発達支援事業所 50 42.0 48.0 4.0 6.0 0.0 0.0

訓練会 7 14.3 42.9 0.0 42.9 0.0 0.0

その他 6 50.0 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0

問25 普段、
通っているところ
（未就学）

問25-6 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度

合計 とても満
足してい
る

まあ満足
している

普通だと
思う

改善して
ほしい部
分がある

不満であ
る

無回答

全体 3930 20.8 34.5 24.9 11.1 3.6 5.0

小・中学校等の一般学級 169 21.9 29.0 24.9 16.6 5.9 1.8

小・中学校等の個別支援学級 263 25.9 34.6 19.0 14.4 3.0 3.0

高等学校 64 20.3 40.6 20.3 14.1 1.6 3.1

特別支援学校・養護学校 293 33.4 37.5 15.4 10.6 1.0 2.0

専門学校・大学・大学院 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ﾊｰﾄﾌﾙﾌﾚﾝﾄﾞ･ﾊｰﾄﾌﾙﾙｰﾑ･ﾊｰﾄﾌﾙｽﾍﾟｰｽ 4 75.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

その他 45 20.0 37.8 13.3 26.7 2.2 0.0

問25 普段、
通っているところ
（学齢期）

問25-6 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度

合計 とても満
足してい
る

まあ満足
している

普通だと
思う

改善して
ほしい部
分がある

不満であ
る

無回答

全体 3930 20.8 34.5 24.9 11.1 3.6 5.0

専門学校・大学・大学院 79 15.2 25.3 29.1 10.1 5.1 15.2

自営業 119 11.8 22.7 28.6 5.9 0.8 30.3

企業･官公庁 1025 16.2 34.4 28.5 12.3 6.1 2.4

就労移行支援・生活介護等の福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 435 23.0 34.0 23.9 14.3 1.8 3.0

地域活動支援センター（作業所） 327 23.9 37.3 24.5 7.6 3.1 3.7

デイケア（病院等） 472 17.2 35.8 27.1 9.7 2.5 7.6

生活支援センター 119 21.0 31.9 25.2 9.2 4.2 8.4

就労支援センター・職業訓練校 109 15.6 33.0 31.2 13.8 3.7 2.8

生活教室（区役所） 20 15.0 30.0 35.0 15.0 0.0 5.0

その他 499 16.2 32.3 29.3 10.6 3.8 7.8

問25 普段、
通っているところ
（青年期）

問25-6 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度

普段、通っているところ×年齢期ごとのクロス 

普段通っているところ別 

普段通っているところ別 

普段通っているところ別 
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とい

問25-7 
とい

問25-6 で回答
かいとう

した理由
り ゆ う

を教
おし

えてください。（○はいくつでも） 
 

◆ 主に利用している学校、仕事の場、施設についての満足度の判断理由は、「未就学」と

「学齢期」では「支援者の対応」がそれぞれ 73.4％、54.6％、「青年期」では「人間関

係」が 37.5％で最も高くなっている。 

 

 

  

26.6

23.2

24.9

73.4

54.6

32.2

40.2

43.9

37.5

56.0

41.6

32.4

25.0

14.3

16.5

4.3

6.1

15.5

2.2

4.2

9.3

0% 20% 40% 60% 80%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

施設の設備

支援者の対応

人間関係

活動内容

施設の立地

その他

無回答

年齢期別 
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主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度の理由 
   

◆ 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度の理由は、「その他」以外の全てのところ

で「支援者の対応」が最も高い。 

◆ 「学齢期」では、「小・中学校等の個別支援学級」「特別支援学校・養護学校」では「支援者

の対応」が、「小・中学校等の一般学級」「高等学校」では「人間関係」が最も多く高い。 

◆ 「青年期」では、「就労移行支援・生活介護等の福祉サービス事業所」「地域活動支援センタ

ー（作業所）」「デイケア（病院等）」「生活支援センター」「就労支援センター・職業訓練

校」「生活教室（区役所）」では「支援者の対応」が最も高く、「専門学校・大学・大学院」

「自営業」「企業・官公庁」では「人間関係」が最も高い。 

 

 

 

 

 

  

合計 施設の設
備

支援者の
対応

人間関係 活動内容 施設の立
地

その他 無回答

全体 3930 24.6 38.6 38.9 35.3 16.4 13.1 7.9

児童施設 5 60.0 100.0 40.0 40.0 20.0 0.0 0.0

幼稚園 53 26.4 75.5 39.6 66.0 28.3 5.7 0.0

保育所 64 20.3 78.1 43.8 43.8 26.6 3.1 3.1

地域療育センター 116 33.6 70.7 42.2 60.3 25.9 5.2 1.7

児童発達支援事業所 50 26.0 80.0 50.0 62.0 20.0 2.0 2.0

訓練会 7 14.3 57.1 14.3 42.9 28.6 0.0 0.0

その他 6 16.7 66.7 66.7 66.7 50.0 0.0 0.0

問25 普段、
通っているところ
（未就学）

問25-7 満足度の理由

合計 施設の設
備

支援者の
対応

人間関係 活動内容 施設の立
地

その他 無回答

全体 3930 24.6 38.6 38.9 35.3 16.4 13.1 7.9

小・中学校等の一般学級 169 19.5 32.5 53.3 28.4 13.0 10.1 4.1

小・中学校等の個別支援学級 263 11.8 61.6 51.0 43.3 13.3 4.9 4.2

高等学校 64 28.1 35.9 53.1 28.1 15.6 7.8 3.1

特別支援学校・養護学校 293 33.4 65.5 31.1 50.2 15.7 4.8 4.4

専門学校・大学・大学院 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ﾊｰﾄﾌﾙﾌﾚﾝﾄﾞ･ﾊｰﾄﾌﾙﾙｰﾑ･ﾊｰﾄﾌﾙｽﾍﾟｰｽ 4 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

その他 45 33.3 68.9 46.7 55.6 17.8 8.9 0.0

問25 普段、
通っているところ
（学齢期）

問25-7 満足度の理由

合計 施設の設
備

支援者の
対応

人間関係 活動内容 施設の立
地

その他 無回答

全体 3930 24.6 38.6 38.9 35.3 16.4 13.1 7.9

専門学校・大学・大学院 79 22.8 25.3 32.9 15.2 17.7 10.1 19.0

自営業 119 13.4 6.7 22.7 19.3 16.0 22.7 32.8

企業･官公庁 1025 24.5 12.9 47.7 27.6 16.0 19.6 6.3

就労移行支援・生活介護等の福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 435 29.7 63.0 32.2 52.2 22.1 8.5 6.2

地域活動支援センター（作業所） 327 18.7 60.2 39.8 49.8 15.3 7.0 7.6

デイケア（病院等） 472 36.7 45.1 32.2 27.5 15.5 9.5 11.2

生活支援センター 119 29.4 53.8 30.3 39.5 22.7 7.6 8.4

就労支援センター・職業訓練校 109 24.8 46.8 36.7 31.2 14.7 10.1 8.3

生活教室（区役所） 20 5.0 40.0 35.0 30.0 10.0 10.0 15.0

その他 499 21.0 19.8 36.9 26.7 14.4 25.5 8.6

問25 普段、
通っているところ
（青年期）

問25-7 満足度の理由

普段、通っているところ×年齢期ごとのクロス 

普段通っているところ別 

普段通っているところ別 

普段通っているところ別 
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とい

問25-8  
とい

問25 で「特
とく

に通
かよ

っているところはない」と
こた

答えた
かた

方は、通
かよ

っていない理由
り ゆ う

を教
おし

えてください。 

 （○はいくつでも） 
 

◆ 特に通っているところはない理由は、「未就学」では「どこかに通いたいが、受け入れてくれる

ところがない」が 11.1％で最も高く、「青年期」では、「どこにも通いたくないと思っている

から」が 18.4％、「在宅で、家事・育児・介護をしているから」が 12.9％、「どこかに通いた

いが、参加したい活動がない」が 9.4％の順に高くなっている。 

 

 

 

  

5.6

20.0

18.4

5.6

0.0

12.9

5.6

20.0

3.5

5.6

0.0

8.0

0.0

0.0

3.3

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

5.4

0.0

20.0

9.4

11.1

0.0

5.3

22.2

60.0

24.4

50.0

0.0

29.3

0% 20% 40% 60% 80%

未就学（n=18）

学齢期（n=5）

青年期（n=1503）

どこにも通いたくないと思っているから

在宅で、家事・育児・介護をしているから

在宅で、仕事・勉強をしているから

趣味などの活動をしているから

就職活動をしているから

どこかに通いたいが、空きがない

どこかに通いたいが、近くにない

どこかに通いたいが、参加したい活動が

ない

どこかに通いたいが、受け入れてくれる

ところがない

その他

無回答

年齢期別 
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とい

問26 
がくれいき

学齢期の
かた

方におたずねします。
ほうかご

放課後は
おも

主にどのように
す

過ごしていますか。（○はいくつでも）   
 

◆ 学齢期の方が放課後、主に過ごす場所は、「自宅で過ごす」が 60.3％、「放課後等デイサービ

ス」（46.9％）、「塾・習い事」（20.6％）、「友人と遊ぶ」（13.6％）、「部活・サークル活動に

参加」（11.8％）等の順。 

 

 

 

とい

問27 あなたは福祉
ふ く し

特別
とくべつ

乗車券
じょうしゃけん

をどのくらい利用
り よ う

していますか。（○は１つだけ） 
 

◆ 福祉特別乗車券の利用は、生活年齢状況にかかわらず「利用していない」が最も高い。特に

「未就学」で 57.0％、「学齢期」で 38.2％と「青年期」の 23.0％に比べて高くなってい

る。また、「青年期」では「ほぼ毎日」が 23.5％で他と比べて高くなっている。 

 

 

  

60.3

46.9

20.6

13.6

11.8

9.7

5.1

2.5

0.4

7.2

3.2

0% 20% 40% 60% 80%

自宅で過ごす

放課後等デイサービス

塾・習い事

友人と遊ぶ

部活・サークル活動に参加

放課後キッズクラブ

はまっこふれあいスクール

学童保育

居場所づくり事業

その他

無回答

n=802

複数回答

1.4

15.1

23.5

4.8

15.3

19.1

10.6

17.8

12.8

8.2

12.6

6.5

57.0

38.2

23.0

17.9

1.0

15.1

0% 20% 40% 60%

未就学（n=207）

学齢期（n=802）

青年期（n=5927）

ほぼ毎日

週に１～２回

月に１～２回

年に数回

利用していない

無回答

年齢期別 
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近所の⼈とのおつきあいや余暇についておたずねします 
 

 
とい

問28  
げんざい

現在、あなたは近所
きんじょ

の
ひと

人とどのようなおつきあいをしていますか。また、
こんご

今後、できればどのようにお

つきあいしたいと思
お も

っていますか。（○は現在
げんざい

、今後
こ ん ご

それぞれにいくつでも） 

 

◆ 現在、近所の人とのおつきあいは、「挨拶をする程度」が 64.7％、「時々話をする」（37.9％）

等の順。一方、「特につきあいはない」は 12.9％。 

◆ 今後、近所の人とどうつきあいたいかについて、「よく相談や愚痴を聞いてもらう」、「地域の趣

味やスポーツのサークルで一緒に活動する」、「お互いの家を訪問する」では、それぞれ 6.8 ポ

イント、5.5 ポイント、4.8 ポイント、現在の状況より高くなっている。 

 

 

  

64.7

37.9

6.6

5.5

7.9

3.0

9.1

10.7

4.2

3.2

12.9

5.1

41.2

34.1

10.0

8.4

10.7

5.6

13.9

16.2

11.0

3.9

8.6

21.2

0% 20% 40% 60% 80%

挨拶をする程度

時々話をする

祭りなどの地域のイベントを一緒に

楽しむ

子供会や自治会・町内会など地域

の活動を一緒にする

たまに相談や愚痴を聞いてもらう

一緒に外出したり遊んだりする

お互いの家を訪問する

地域の趣味やスポーツのサークル

で一緒に活動する

よく相談や愚痴を聞いてもらう

その他

特につきあいはない

無回答 n=6954

複数回答

現在

今後

現在より今後

の以降の割合

が高い 
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とい

問29 あなたは
じゆうじかん

自由時間や
よかじかん

余暇時間をどのように過
す

ごしていますか。また、
こんご

今後、できればどのように過
す

ごし

たいですか。（○は現在
げんざい

、今後
こ ん ご

それぞれにいくつでも）   

 

◆ 自由時間や余暇時間の過ごし方は、「障害者が集まる団体の活動に参加している」が 76.7％、

「家で過ごす」が 62.6％、「動物園、水族館、遊園地などに行く」（48.7％）、「買い物に行く」

（34.8％）、「障害福祉の事業所で行っている行事に参加している」（29.5％）等の順。 

◆ 今後、どのように過ごしたいかについて、「障害福祉の事業所で行っている行事に参加する」、

「趣味のサークルに入る」、「映画やコンサート、美術展、図書館、スポーツ観戦に行く」、「散歩

する」などでは、それぞれ 11.2 ポイント、9.0 ポイント、7.9 ポイント、7.5 ポイント、現在

の状況より高くなっている。 

 

 
 
 

62.6

34.8

18.9

10.9

7.8

9.7

7.2

48.7

15.6

40.7

23.2

29.5

76.7

9.4

5.4

51.2

40.1

24.9

18.4

15.7

12.6

10.9

43.0

19.7

39.4

32.3

40.7

54.5

8.6

16.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家で過ごす

買い物に行く

外食する

散歩する

映画やコンサート、美術展、

図書館、スポーツ観戦に行く

旅行する

運動する

動物園、水族館、遊園地などに行く

友人宅を訪問する

習い事をしている

趣味のサークルに入っている

障害福祉の事業所で行っている

行事に参加している

障害者が集まる団体の

活動に参加している

その他

無回答
n=6954

複数回答

現在

今後
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とい

問29-1 あなたは、運動
うんどう

をどこでしていますか。（○はいくつでも） 
 

◆ どこかで運動をしている方は 40.2％、運動をしている場所は、「公園・学校」が

13.9％、「横浜ラポール、ラポール上大岡」（5.2％）、「民間のジムなど」（4.7％）等の

順。一方、「運動はしていない」は 52.3％。 

 

 

 

 

とい

問29-2 
こんご

今後、
がっこう

学校や
しょくばいがい

職場以外での
かつどう

活動に
さんか

参加するにはどのようなことが
ひつよう

必要ですか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 今後、学校や職場以外での活動に参加するのに必要なのは、「内容に興味があること」が

51.9％、「活動の場が近いこと」（37.8％）、「障害に対して配慮があること」（35.4％）

等の順。 

 

 

 
 

13.9

5.2

4.7

4.0

20.0

52.3

7.5

0% 20% 40% 60%

公園・学校

横浜ラポール、ラポール上大岡

民間のジムなど

各区のスポーツセンター

その他

運動はしていない

無回答
n=6954

複数回答

合計 薬の管理 栄養面で
の管理・
指導

口腔ケア 訪問看護
や往診な
ど、在宅
医療の利
用

自分の障
害・病気
につい
て、相談
できる場
所

自分の体
調につい
て、相談
できる場
所

定期的な
健康診断

適度な運
動

十分な睡
眠と休養

特に何も
ない

無回答

全体 6954 37.3 24.9 23.5 10.7 32.5 28.1 36.7 49.6 49.7 11.7 5.0

横浜ラポール、ラポール上大岡 361 40.2 27.4 27.1 6.4 36.6 31.0 44.3 58.7 52.9 7.5 3.0

各区のスポーツセンター 275 38.5 28.0 16.7 4.7 33.5 25.8 45.5 66.2 61.8 8.4 2.9

民間のジムなど 327 32.7 20.5 17.4 4.3 33.0 29.4 44.0 63.0 59.0 14.7 2.4

公園・学校 970 41.6 26.7 29.8 6.3 41.5 29.3 42.2 59.4 58.6 8.6 2.8

その他 1388 39.7 29.3 26.4 11.1 35.1 29.9 40.3 60.8 54.6 11.0 3.0

運動はしていない 3639 37.8 25.0 23.5 12.9 32.5 30.1 36.1 45.1 49.1 12.0 3.3

問29-1 運動
をする場所

問36 健康・医療について、必要だと思うこと

51.9

37.8

35.4

20.8

15.6

7.5

18.5

0% 20% 40% 60%

内容に興味があること

活動の場が近いこと

障害に対して配慮があること

送迎サービスがあること

介助があること

その他

無回答

n=6954

複数回答

どこかで運動をしている 

40.2％ 

運動をする場所別 
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就労の状況についておたずねします 
 

とい

問30 あなたは、現在
げんざい

働
はたら

いていますか。（○は１つだけ）  
 

◆ 現在働いている方は 38.8％、内訳は「会社員」が 16.9％、「パート・アルバイト」（7.8％）、

「地域活動支援センター（作業所）」（4.5％）、「就労移行支援・生活介護などの福祉サービス事

業所」（4.1％）、等の順。「家事・介護・育児」は 2.6％、「働いていない」は 50.8％。 

 

問
とい

30 で 1番
ばん

から７番
ばん

までに回答
かいとう

した方
かた

にうかがいます。 

とい

問30-1 自分
じ ぶ ん

の障 害
しょうがい

のことを職場
しょくば

に伝
つた

えていますか。（○は１つだけ）   
 

◆ 自分の障害のことを職場に「伝えている」が 88.0％、「伝えていない」が 9.6％。 

 

 

  

16.9

7.8

4.5

4.1

2.2

1.8

0.9

2.6

50.8

2.2

6.1

0% 20% 40% 60%

会社員

パート・アルバイト

地域活動支援センター（作業所）

就労移行支援・生活介護などの福

祉サービス事業所

自営業

公務員

就労継続支援Ａ型事業所

家事・介護・育児

働いていない

その他

無回答
n=6954

88.0

9.6

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝えている

伝えていない

無回答
n=2664

働いている 

38.8％ 

就労状況別 合計 伝えてい
る

伝えてい
ない

無回答

全体 2664 88.0 9.6 2.4
問30 現在の就 会社員 1178 91.3 7.4 1.3

公務員 127 91.3 7.1 1.6

自営業 155 74.8 19.4 5.8

パート・アルバイト 543 75.5 22.7 1.8

就労継続支援Ａ型事業所 63 96.8 1.6 1.6

地域活動支援センター（作業所） 311 92.6 1.6 5.8

就労移行支援・生活介護などの福祉サービス事業所 287 96.5 0.7 2.8

問30-1 自分の障害のことを職場
に伝えているか



＜全体＞ 

37 
 

とい

問30-2 仕事上
しごとじょう

で困
こま

っていることはありますか。（○はいくつでも） 
 

◆ 仕事上で困っていることがある方は 53.7％。困っていることは、「職場までの通勤が大変」

が 15.7％、「職場でのコミュニケーションがうまくとれない」（15.3％）、「障害がない人と

比べて仕事の内容や昇進などに差がある」（12.6％）、「障害について理解をしてもらえな

い」（11.0％）、等の順。一方、「困っていることはない」は 44.9％。 

◆ 就労別にみると、「会社員」「パート・アルバイト」は「職場までの通勤が大変」が、「自営

業」は「休みがない」が、「就労継続支援Ａ型事業所」「地域活動支援センター（作業所）」

「就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所」は「職場でのコミュニケーションがう

まくとれない」が、「公務員」は「職場までの通勤が大変」と「職場の建物や設備が配慮が

足りない」が同率で最も高くなっている。 

 

  

15.7

15.3

12.6

11.0

9.4

7.8

7.2

7.1

14.0

41.9

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職場までの通勤が大変

職場でのコミュニケーションが

うまくとれない

障害がない人と比べて仕事の内容

や昇進などに差がある

障害について理解をしてもらえない

職場や仕事について相談するところ

がない

休みが少ない

仕事がむずかしい

職場の建物や設備に配慮が

足りない

その他

困っていることはない

無回答

n=2664

複数回答

仕事上で 

困っていることがある 

53.7％ 

就労状況別 

合計 仕
事
が
む
ず
か
し
い

休
み
が
少
な
い

障
害
に
つ
い
て
理
解
を
し
て
も
ら
え
な
い

職
場
ま
で
の
通
勤
が
大
変

職
場
の
建
物
や
設
備
に
配
慮
が
足
り
な
い

職
場
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
う
ま
く
と
れ

な
い

障
害
が
な
い
人
と
比
べ
て
仕
事
の
内
容
や
昇
進
な

ど
に
差
が
あ
る

職
場
や
仕
事
に
つ
い
て
相
談
す
る
と
こ
ろ
が
な
い

そ
の
他

困
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

全体 2664 7.2 7.8 11.0 15.7 7.1 15.3 12.6 9.4 14.0 41.9 4.4

会社員 1178 8.6 10.1 14.1 21.7 7.8 15.3 18.3 10.0 12.6 37.8 2.4

公務員 127 10.2 11.8 11.0 16.5 15.0 11.8 9.4 12.6 11.0 37.0 3.9

自営業 155 7.1 8.4 4.5 6.5 0.6 1.9 3.9 7.7 16.1 54.8 8.4

パート・アルバイト 543 6.3 6.6 14.5 13.3 7.2 16.0 13.3 12.5 16.4 42.7 2.6

就労継続支援Ａ型事業所 63 6.3 12.7 4.8 17.5 9.5 23.8 17.5 11.1 15.9 41.3 6.3

地域活動支援センター（作業所） 311 3.9 2.6 1.6 7.7 5.1 13.8 1.9 4.8 14.5 49.2 10.9

就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 287 5.9 2.8 7.0 8.4 5.9 22.3 4.2 4.9 14.3 44.3 6.6

問30-2 仕事上で困っていること

問30
現在
の就
労



＜全体＞ 

38 
 

とい

問30-3 今後
こ ん ご

の就労
しゅうろう

意向
い こ う

についておたずねします。（○は１つだけ）    
 

◆ 今後の就労意向について、「今後も今の仕事を続けたい」が 65.2％、「違う仕事に変わりた

い」が 12.5％、一方、「仕事をやめたい」は 2.7％。 

 

 

 

  

65.2

12.5

2.7

16.7

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今後も今の仕事を続けたい

違う仕事に変わりたい

仕事をやめたい

どちらとも言えない

無回答
n=2664

合計 今後も今
の仕事を
続けたい

違う仕事
に変わり
たい

仕事をや
めたい

どちらと
も言えな
い

無回答

全体 2664 65.2 12.5 2.7 16.7 2.9

会社員 1178 69.6 11.8 3.7 13.7 1.3

公務員 127 77.2 6.3 4.7 11.0 0.8

自営業 155 71.0 7.1 2.6 16.1 3.2

パート・アルバイト 543 58.2 16.0 2.6 20.3 2.9

就労継続支援Ａ型事業所 63 61.9 20.6 3.2 14.3 0.0

地域活動支援センター（作業所） 311 63.3 10.6 1.0 18.6 6.4

就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 287 55.1 14.3 0.0 23.7 7.0

問30-3 今後の就労意向

問30
現在
の就
労

就労状況別 



＜全体＞ 

39 
 

とい

問30-4 今
いま

の仕事
し ご と

の賃金
ちんぎん

・ 給 料
きゅうりょう

についておたずねします。（○は１つだけ）   
 

◆ 今の仕事の賃金・給料について、『満足している』（「十分満足している」（23.0％）+「十分

ではないが満足している」（52.4％））は 75.4％、一方、「不満である」は 21.2％。 

 

 

 

 

 

  

23.0

52.4

21.2

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分満足している

十分ではないが満足している

不満である

無回答
n=2664

合計 十分満足
している

十分では
ないが満
足してい
る

不満であ
る

無回答

全体 2664 23.0 52.4 21.2 3.4

会社員 1178 26.5 52.6 19.3 1.6

公務員 127 42.5 50.4 7.1 0.0

自営業 155 20.0 53.5 20.0 6.5

パート・アルバイト 543 19.5 55.4 23.6 1.5

就労継続支援Ａ型事業所 63 20.6 60.3 19.0 0.0

地域活動支援センター（作業所） 311 13.5 51.8 26.7 8.0

就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 287 19.5 44.9 25.8 9.8

問30-4 今の仕事の賃金・給料について

問30
現在
の就
労

『満足している』 

75.4％ 

就労状況別 



＜全体＞ 

40 
 

とい

問30-5 あなたが感
かん

じる 働
はたら

きがいについておたずねします。（○はいくつでも）   
 

◆ なんらかの働きがいを感じている人は 91.8％、具体的には、「好きなことにお金が使える」

が 53.0％、「働くことが楽しい」（37.8％）、「貯金ができる」（36.8％）等の順。一方、

「特にない」は 5.9％。 

◆ 「会社員」「自営業」「パート・アルバイト」「就労継続支援Ａ型事業所」「地域活動支援セ

ンター（作業所）」は「好きなことにお金が使える」が、「公務員」は「社会の役に立って

いる」が、「就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所」は「仲間ができて楽しい」

が最も高くなっている。 

 

 

 

  

53.0

37.8

36.8

36.7

33.3

32.7

30.7

30.3

3.5

5.9

2.3

0% 20% 40% 60%

好きなことにお金が使える

働くことが楽しい

貯金ができる

自立した生活が送れる

家族の生活を支えられる

社会の役に立っている

仲間ができて楽しい

自分の成長につながっている

その他

特にない

無回答

n=2664

複数回答

合計 貯
金
が
で
き
る

好
き
な
こ
と
に
お
金

が
使
え
る

社
会
の
役
に
立
っ

て

い
る

自
分
の
成
長
に
つ
な

が
っ

て
い
る

仲
間
が
で
き
て
楽
し

い 自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る

家
族
の
生
活
を
支
え

ら
れ
る

働
く
こ
と
が
楽
し
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体 2664 36.8 53.0 32.7 30.3 30.7 36.7 33.3 37.8 3.5 5.9 2.3

会社員 1178 43.6 55.3 37.4 32.2 27.1 42.2 46.3 36.3 2.3 4.0 1.1

公務員 127 34.6 54.3 59.1 39.4 25.2 47.2 48.0 28.3 0.8 2.4 0.8

自営業 155 29.7 47.7 30.3 22.6 15.5 34.8 41.9 36.1 5.2 6.5 5.2

パート・アルバイト 543 42.7 60.0 33.5 30.6 29.1 37.6 30.9 40.3 4.1 5.0 1.8

就労継続支援Ａ型事業所 63 39.7 63.5 20.6 28.6 46.0 33.3 22.2 39.7 4.8 6.3 0.0

地域活動支援センター（作業所） 311 17.7 42.1 17.4 22.8 39.5 21.9 4.5 38.6 4.5 12.2 4.5

就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 287 22.3 41.8 20.9 31.0 46.0 25.8 7.0 42.5 5.9 10.1 5.6

問30
現在
の就
労

問30-5 働きがいについて

働きがいを感じる 

91.8％ 

就労状況別 



＜全体＞ 

41 
 

 

 

問
とい

30 で「９． 働
はたら

いていない」と回答
かいとう

した方
かた

にうかがいます。 

とい

問30-6 あなたは過去
か こ

に 働
はたら

いていたことがありますか。（○は１つだけ）   
 

◆ 過去に「働いていたことがある」が 60.9％、「働いていたことはない」が 30.1％。 

 

 

 

 

とい

問30-7 働
はたら

いていない理由
りゆう

は何
なん

ですか。（○はいくつでも）   
 

◆ 働いていない理由は、「体調が悪いため」（26.2％）、「未就学又は就学中のため」（22.7％）、

「高齢のため」20.9％、等の順。一方、「働きたくない」は 4.7％。 

 

 

  

合計 貯金が
できる

好きな
ことに
お金が
使える

社会の
役に
立って
いる

自分の
成長に
つな
がって
いる

仲間が
できて
楽しい

自立し
た生活
が送れ
る

家族の
生活を
支えら
れる

働くこ
とが楽
しい

その他 特にな
い

無回答

全体 2664 36.8 53.0 32.7 30.3 30.7 36.7 33.3 37.8 3.5 5.9 2.3

一人 703 40.3 59.3 33.4 31.9 25.2 45.5 19.6 34.3 3.3 6.1 2.0

妻又は夫 1320 42.6 55.5 40.4 35.1 30.8 41.1 50.6 41.4 3.4 3.6 1.1

子 455 44.4 55.4 39.6 34.9 31.9 39.8 53.0 41.8 4.4 2.9 1.1

親 434 41.5 58.1 27.6 33.2 35.9 32.9 24.7 41.7 3.9 5.5 2.5

兄弟・姉妹 223 47.1 61.9 35.9 38.6 35.9 36.8 27.8 44.8 4.0 4.0 1.3

友人・知人・仲間など 475 31.8 52.4 29.3 33.3 46.9 32.0 16.0 44.0 4.0 5.7 4.0

その他 134 29.9 44.8 27.6 26.9 29.1 32.8 15.7 32.8 8.2 13.4 3.7

問30-5 働きがいについて

問24-1 将来、
一緒に暮らし
たい人

16.9

7.8

4.5

4.1

2.2

1.8

0.9

2.6

50.8

2.2

6.1

0% 20% 40% 60%

会社員

パート・アルバイト

地域活動支援センター（作業所）

就労移行支援・生活介護などの福

祉サービス事業所

自営業

公務員

就労継続支援Ａ型事業所

家事・介護・育児

働いていない

その他

無回答
n=6954

60.9

30.1

9.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

働いていたことがある

働いていたことはない

無回答
n=3535

再掲 

将来一緒に 

暮らしたい人別 

26.2

22.7

20.9

12.3

11.2

11.2

7.6

4.7

1.5

15.6

15.2

0% 10% 20% 30%

体調が悪いため

未就学又は就学中のため

高齢のため

働くところがないため

自分に合う仕事がないため

自信がないため

通勤が困難なため

働きたくない

家族などの反対があるため

その他

無回答

n=3535

複数回答



＜全体＞ 

42 
 

とい

問30-8 今後
こんご

の就労希望
しゅうろうきぼう

についておたずねします。（○は１つだけ）   
 

◆ 働いていない方のうち、今後働きたい方は 38.7％、具体的には、「一般企業の常勤従業

員や公務員などの常勤従業員として働きたい」が 15.5％、「障害福祉サービス事業所等

を利用して働きたい」（12.7％）、「パートやアルバイトとして働きたい」（8.9％）等の

順。一方、「働きたくない」は 22.1％。 

 

 

 

     問
とい

30-8 で 1番
ばん

から～4番
ばん

までに回答
かいとう

した方
かた

にうかがいます。 

とい

問30-8-1 どのようなところで 働
はたら

きたいですか。（○は１つだけ） 
 

◆ 働きたい場所は、「できる限り自宅の近くが良い」が 45.4％、「自宅から通える範囲な

らどこでも良い」（38.0％）、「自宅で働きたい」（6.7％）等の順。 

 

 

 

 

 

  

15.5

12.7

8.9

1.6

17.5

22.1

21.8

0% 5% 10% 15% 20% 25%

一般企業の常勤従業員や公務員などの

常勤従業員として働きたい

障害福祉サービス事業所等を利用して働

きたい

パートやアルバイトとして働きたい

起業したり、家業を継いだりしたい

その他

働きたくない

無回答

n=3535

45.4

38.0

6.7

6.1

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

できる限り自宅の近くが良い

自宅から通える範囲ならどこでも良い

自宅で働きたい

どこでも良い

無回答 n=1367

働きたい 

38.7％ 



＜全体＞ 

43 
 

とい

問31  全
すべ

ての方
かた

におたずねします。 新
あたら

しい仕事
しごと

についたり、仕事
しごと

を続
つづ

けるために、どのようなことが必要
ひつよう

だと思
お も

いますか。（○はいくつでも）   

 

◆ 新しい仕事についたり、仕事を続けるために何らかの支援が必要と思う人は 78.8％、具体的

には、「一人ひとりの状況にあった仕事の紹介」が 52.0％、「企業や雇用主の障害者に対する

理解の促進」（43.3％）、「勤務時間、勤務形態への配慮」（41.1％）、「今の職場で働く上で困

ったときに気軽に相談できるところ」（33.2％）、「新しい仕事に関する相談、情報提供」

（30.6％）等の順。一方「そのような支援は必要ない」は 6.1％。 

 

 

 

  

52.0

43.3

41.1

33.2

30.6

28.8

21.0

19.7

17.6

14.6

13.6

8.1

6.1

15.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

一人ひとりの状況にあった仕事の紹介

企業や雇用主の障害者に対する理解の促進

勤務時間、勤務形態への配慮

今の職場で働く上で困ったときに気軽に相談

できるところ

新しい仕事に関する相談、情報提供

仕事に慣れるまで助言や手助けをするコー

ディネーター

新しい技術や職業能力を身につける場や機

会

軽作業などを通じて対人関係を学んだり、日

常生活のリズムを身につける

仕事や職場環境に慣れるための手伝いをし

てくれる専門家（ジョブコーチ）の派遣

作業を通して就労の訓練を行う

企業への職場実習等を通じた就労に向けた

訓練

その他

上記のような支援は必要ない

無回答

n=6954

複数回答

必要だと思う 

78.8％ 



＜全体＞ 
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医療と健康についておたずねします 
 

とい

問32 あなたは現在
げんざい

医療
いりょう

機関
きかん

にかかっていますか。（○は１つだけ）   
 

◆ 現在医療機関に「通院している」が 78.9％、「往診を受けている」が 4.0％、「入院している」

が 1.6％。一方、「かかっていない」は 12.5％。 

 

 

 

 
とい

問33 あなたは、 障 害
しょうがい

を専門
せんもん

に診察
しんさつ

してくれる主治医
し ゅ じ い

の他
ほか

に、風邪
か ぜ

をひいた時
とき

などに診察
しんさつ

を受
う

ける近
ちか

く

のクリニックなどへ受診
じ ゅ し ん

していますか。（○はいくつでも）  
 

とい

問34 あなたは、 障 害
しょうがい

を専門
せんもん

に診察
しんさつ

してくれる主治医
し ゅ じ い

の他
ほか

に、歯
は

のことで診察
しんさつ

を受
う

ける近
ちか

くの歯科
し か

クリ

ニックへ受診
じ ゅ し ん

していますか。（○はいくつでも）  

 

◆ 障害を専門に診察してくれる主治医の他にクリニックなどへ「受診している」が 77.4％、「受

診したいが、受信できない」が 1.9％、「受診していない」が 16.8％。 

◆ 障害を専門に診察してくれる主治医の他に歯科クリニックへ「受診している」が 66.9％、「受

診したいが、受信できない」が 3.8％、「受診していない」が 24.8％。 

 

 

 

  

78.9

4.0

1.6

12.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院している

往診を受けている

入院している

かかっていない

無回答
n=6954

77.4

1.9

16.8

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

受診している

受診したいが、受診できない

受診していない

無回答
n=6954

クリニックなどへ受診 

歯科クリニックへ受診 66.9

3.8

24.8

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

受診している

受診したいが、受診できない

受診していない

無回答
n=6954



＜全体＞ 

45 
 

とい

問35 病 院
びょういん

での
こま

困りごとはなんですか。（○はいくつでも）  
 

◆ 病院での困りごとがある方は 25.9％、具体的には、「待合室での居場所がない、または、待合

室に居づらい」が 10.0％、「治療の説明がよくわからない」（9.0％）、「障害特性を理解しても

らえない」（7.7％）、「話をきちんと聞いてもらえない」（6.0％）等の順。一方、「特に困った

ことはない」は 63.4％。 

 

 

 
  

10.0

9.0

7.7

6.0

3.3

2.9

2.7

1.1

63.4

10.7

0% 20% 40% 60% 80%

待合室での居場所がない、または、待合室に居づらい

治療の説明がよくわからない

障害特性を理解してもらえない

話をきちんと聞いてもらえない

障害特性に応じたコミュニケーション手段を用意してもらえない

障害を理由に受診を断わられる

移動する手段がない等の理由で、病院に行くことができない

障害を理由に診察の順番を後回しにされる

特に困ったことはない

無回答
n=6954

複数回答

合計 障害特
性に応
じたコ
ミュニ
ケー
ション
手段を
用意し
てもら
えない

障害を
理由に
受診を
断わら
れる

障害特
性を理
解して
もらえ
ない

話をき
ちんと
聞いて
もらえ
ない

待合室
での居
場所が
ない、
また
は、待
合室に
居づら
い

障害を
理由に
診察の
順番を
後回し
にされ
る

治療の
説明が
よくわ
からな
い

移動す
る手段
がない
等の理
由で、
病院に
行くこ
とがで
きない

特に
困った
ことは
ない

無回答

全体 6954 3.3 2.9 7.7 6.0 10.0 1.1 9.0 2.7 63.4 10.7

受診している 4653 3.2 2.6 6.9 5.4 8.7 0.8 9.0 2.0 68.0 8.0

受診したいが、受診できない 267 7.5 9.4 20.6 14.2 30.3 3.0 13.5 11.6 34.8 8.2

受診していない 1728 3.0 2.7 8.2 6.8 11.1 1.5 8.8 3.2 63.1 9.0

問35 病院での困りごと

問34 障害を専門に診察し
てくれる主治医以外の歯
科クリニックへ受診

病院での困りごとがある 

25.9％ 

障害を専門に診察してくれる 

主治医以外のクリニックなど 

へ受診状況別 



＜全体＞ 
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問
とい

36 あなたの健康
けんこう

・医療
いりょう

について、必要
ひつよう

だと思
おも

うことはなんですか。（○はいくつでも）  
 

◆ 健康・医療について必要だと思うことは、「十分な睡眠と休養」（49.7％）、「適度な運動」が

49.6％、「薬の管理」（37.3％）、「定期的な健康診断」（36.7％）等の順。一方、「特に何もな

い」は 13.3％。 

 

 

 

  

49.7

49.6

37.3

36.7

32.5

28.1

24.9

23.5

10.7

11.7

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分な睡眠と休養

適度な運動

薬の管理

定期的な健康診断

自分の障害・病気について、相談できる場所

自分の体調について、相談できる場所

栄養面での管理・指導

口腔ケア

訪問看護や往診など、在宅医療の利用

特に何もない

無回答
n=6954

複数回答



＜全体＞ 

47 
 

※１年
ねん

以上
いじょう

、病 院
びょういん

で過
す

ごしている方
かた

にうかがいます。 

とい

問37 病 院
びょういん

での生活
せいかつ

が長
なが

くなっている理由
りゆう

はどのようなものですか。（○は１つだけ）   
 

◆ 病院での生活が長くなっている理由は、「治療の継続が必要」が 66.2％。 

 

 

 

災害関係についておたずねします 
 

問
とい

38  災害
さいがい

時
じ

への備
そな

えとして、どんなことをしていますか。（○はいくつでも） 
 

◆ 災害時への備えとして、「災害時の水や食糧を準備している」が 46.4％、「自分の避難先(地域

防災拠点など)を確認している」（45.1％）等の順。一方、「特に何もしていない」は 25.0％。 

 

 

 

  

66.2

2.7

1.5

1.2

0.3

0.0

19.9

8.2

0% 20% 40% 60% 80%

治療の継続が必要

退院に向けた環境は整っているが、退院後の生活が不安

退院したあと、施設やグループホームでの暮らしを考えているが、空きがない

帰る家がない

情報がないため、退院するイメージがわかない

退院したいが協力してくれる人がいない

わからない

無回答 n=331

46.4

45.1

19.8

14.1

10.6

8.1

2.7

25.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

災害時の水や食糧を準備している

自分の避難先（地域防災拠点など）を確認している

家族や支援してくれる人と、災害時の対応について、話をしている

防災訓練などに参加している

障害状況により必要な装具・補装具・薬・酸素ボンベなどを準備している

地域の人に事情を伝えている（要援護者名簿等への記載など）

在宅医療機器の予備電源や予備バッテリーを準備している

特に何もしていない

無回答

n=6954

複数回答

災害時への 

備えをしている 

71.0％ 
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問
とい

39 災害
さいがい

に備
そな

えていても、不安
ふあん

に思う
おも 

ことは何
なん

ですか。（○はいくつでも） 
 

◆ 災害に備えていても、不安に思うことは、「避難場所で周りの人や知らない人とうまく過ごせる

か」（44.0％）、「避難場所の人が自分の障害を理解してくれるか」（40.3％）、「避難場所まで

たどり着けるか」39.0％、「避難場所の設備が障害に配慮されている(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰになっている)

か」（29.8％）等の順。 

 

 

 

 

44.6

40.3

39.0

29.8

23.6

14.4

12.0

7.1

17.6

13.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

避難場所で周りの人や知らない人とうまく過ごせるか

避難場所の人が自分の障害を理解してくれるか

避難場所までたどり着けるか

避難場所の設備が障害に配慮されている（バリアフリーになっている）か

避難勧告などの重要な情報がきちんと障害者にも入ってくるか

風水害に対する対処方法がわからない

避難場所がわからない

停電で在宅医療機器が使えなくなるのではないか

その他

無回答

n=6954

複数回答
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 1 

Ⅱ．調査結果 
 

はじめに、このアンケートを記⼊される⽅についておたずねします 
 

問
とい

１  このアンケートはどなたが記入
きにゅう

されますか。（○は１つだけ）  

 

◆ アンケートの記入は、「ご家族」が 86.9％、「ご本人」（12.1％）、「支援者（施設・医療機関の

職員等）」（0.4％）等の順。 

 

 

 

問
とい

１で２番
ばん

から５番
ばん

を選
えら

んだ方
かた

にうかがいます。 

問
とい

１-１ 本人
ほんにん

以外
い が い

の方
かた

が記入
きにゅう

するのは、どのような 状 況
じょうきょう

からですか。（○は１つだけ） 

 

◆ 本人以外の方が記入する状況は、「未成年で、意思表示が難しい」が 73.9％、「障害状況によ

り、本人が書くことができない」（10.1％）、「本人の意思表示が難しい」（10.0％）の順。 

 

 

 

  

12.1

86.9

0.4

0.2

0.1

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ご本人

ご家族

支援者（施設・医療機関の職員等）

成年後見人等

その他

無回答 n=972

10.1

10.0

73.9

3.9

2.1

0% 20% 40% 60% 80%

障害状況により、本人が書くことが

できない

本人の意思表示が難しい

未成年で、意思表示が難しい

その他

無回答
n=852
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あなたやあなたのご家族のことについておたずねします 
 

問
とい

２ あなたの
ねんれい

年齢 
 

◆ 「12 歳～17 歳（中高生）」が 42.9％、「6 歳～11 歳（小学生）」（39.7％）、「0 歳～5 歳

（未就学）」（17.4％）等の順。 

 

 

 

 

問
とい

３ あなたの
せいべつ

性別（○は１つだけ） 
 

◆ 「男性」が 66.6％、「女性」が 33.3％。 

 

 

  

17.4

39.7

42.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0歳～5歳（未就学）

6歳～11歳（小学生）

12歳～17歳（中高生）

66.6

33.3

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80%

男性

女性

その他

無回答 n=972

n=972
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問
とい

４ あなたは現在
げんざい

どこで暮
く

らしていますか。（○は１つだけ） 
 

◆ 「自宅（親など家族と同居）」が 97.7％で圧倒的に高く、「障害児・者の入所施設（児童養護施

設を含む）」は 1.2％、「病院（入院中）」は 0.7％。 

 

  

 

問
とい

４で１番
ばん

を選
えら

んだ方
かた

にうかがいます。 

問
とい

 ４-1 
じたく

自宅で
く

暮らしている
ばあい

場合、
いっしょ

一緒に
く

暮らしているご
かぞく

家族はあなたを
ふく

含めて
なんにん

何人ですか。 

問
とい

 ４-2 あなたが
いっしょ

一緒に
く

暮らしている
かた

方すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 

◆ 一緒に暮らしている家族は、「４人」が 44.5％、「3 人」（29.4％）、「５人」（17.5％）

等の順。 

◆ 一緒に暮らしている家族は、「母親」（97.5％）、「父親」（89.5％）、「兄弟・姉妹」

（67.7％）等の順。 

 

  

 

 

 

  

97.7

0.2

0.1

1.2

0.0

0.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

自宅(親など家族と同居)

自宅（一人暮らし）

グループホーム

障害児・者の入所施設（児童養護施

設を含む）

高齢者施設、高齢者向け住宅

病院(入院中)

無回答 n=972

97.5

89.5

67.7

7.2

4.6

0.5

0.1

0.1

0.1

0.0

1.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

父親

兄弟・姉妹

祖母

祖父

妻や夫

娘

孫

友人・知人・仲間

息子

その他

無回答
n=950

複数回答

2.9

29.4

44.5

17.5

5.1

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

２人

３人

４人

５人

６人以上

無回答 n=950
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問
とい

５ あなたが
げんざい

現在
く

暮らしているのは
なにく

何区ですか。（○は１つだけ） 

 

 

問
とい

６ あなたの
しゅうにゅう

収入
げん

源は
なん

何ですか。（○はいくつでも） 
 

◆ 収入源は、「収入はない」が 81.2％で圧倒的に高く、「家族からの援助」（16.6％）、「手当」

（8.8％）等の順。 

 

 

  

8.8

6.5

2.0

2.7

4.5

5.9

5.3

7.4

3.1

5.1

7.1

5.9

7.6

6.5

8.2

4.0

5.1

3.5

0.2

0.5

0% 5% 10%

鶴見区

神奈川区

西区

中区

南区

港南区

保土ケ谷区

旭区

磯子区

金沢区

港北区

緑区

青葉区

都筑区

戸塚区

栄区

泉区

瀬谷区

市外

無回答
n=972

81.2

16.6

8.8

2.1

0.6

0.5

0.4

1.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

収入はない

家族からの援助

手当

給料・工賃

生活保護

預貯金・資産

年金

その他

無回答

n=972
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問
とい

７ あなたご自身
じ し ん

の年 収
ねんしゅう

をおたずねします。（年金
ねんきん

、手当
て あ て

、生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

、親族
しんぞく

からの援助
えんじょ

も含
ふく

めて） 本人
ほんにん

が 18歳
さい

未満
み ま ん

の児童
じ ど う

の場合
ば あ い

、主
おも

に生計
せいけい

を維持
い じ

する保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

についてお答
こた

えください。（ ○ は １ つ だ け ） 

 

◆ 保護者の年収は、「500 万円以上 1000 万円未満」が 39.0％、「400 万円以上 500 万円未満」

（10.7％）等の順。一方、「収入はない」は 21.3％。 

 

 

 

問
とい

8 あなたは「
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳」をお
も

持ちですか。お
も

持ちの方
かた

は、「
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳」に
きさい

記載された
しょうがい

障害 の
ていど

程度をお
こた

答えください。（○は１つだけ） 

 

◆ 身体障害者手帳を持っている方は、全体の 42.5％。身体障害者手帳の障害の程度は、「１級」

が 18.1％、「2 級」（9.2％）、「３級」（8.3％）等の順。一方、「身体障害手帳はもっていな

い」は 52.5％。 

 

  

  

1.1

0.6

2.8

4.0

6.2

10.7

39.0

8.0

0.8

2.4

21.3

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

50万円未満

50万円以上100万円未満

100万円以上200万円未満

200万円以上300万円未満

300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満

500万円以上1000万円未満

1000万円以上1500万円未満

1500万円以上

不明

収入はない

無回答
n=972

18.1

9.2

8.3

3.7

1.5

1.7

52.5

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１級

２級

３級

４級

５級

６級

身体障害者手帳はもっていない

無回答 n=972

『身体障害者手帳をもっている』 

42.5％ 
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問
とい

８-1 「
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳」をお
も

持ちの方
かた

は、
きさい

記載されている
こうもく

項目に○をつけてください。 
 

◆ 「肢体不自由（上肢・下肢・体幹・脳原生運動機能障害）」が 65.7％、「内部機能障害」

（28.7％）「聴覚・平衡機能障害」（7.7％）、「視覚障害」（6.3％）等の順。 

 

  

 

問
とい

８-1-1 「内部
な い ぶ

機能
き の う

障 害
しょうがい

」の方
かた

は、障 害
しょうがい

の種別
しゅべつ

に○をつけてください。（○はいくつでも） 
 

◆ 内部機能障害の種別は、「心臓機能」が 73.9％、「ぼうこう又は直腸機能」（16.0％）、

「呼吸器機能」（6.7％）等の順。 

 

 

  

65.7

28.7

7.7

6.3

1.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80%

肢体不自由

（上肢・下肢・体幹・脳原生運動機能障害）

内部機能障害

聴覚・平衡機能障害

視覚障害

音声・言語機能又はそしゃく機能障害

無回答
n=414

複数回答

73.9

16.0

6.7

5.0

1.7

0.8

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

心臓機能

ぼうこう又は直腸機能

呼吸器機能

腎臓機能

肝臓機能

小腸機能

免疫機能

無回答

n=119

複数回答

 



＜障害児＞ 

 7 

問
とい

８-2 
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳を取得
しゅとく

した年齢
ねんれい

についてお答
こた

えください。（○は１つだけ）  
 

◆ 身体障害者手帳を取得した年齢は、「0 歳～５歳」が 87.2％、「６歳～12 歳」（8.9％）、

「13 歳～18 歳」（2.4％）。 

 

 

 

 

問
とい

８-2-1 障 害
しょうがい

の発症
はっしょう

はいつですか。（○はひとつ） 
 

◆ 障害の発症は、「生まれつき（先天性）」が 85.5％、「中途（病気や事故）」が 13.3％。 

 

 

  

87.2

8.9

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

85.5

13.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれつき（先天性）

中途(病気や事故)

無回答 n=414

 

1.4無回答
n=414



＜障害児＞ 

 8 

問
とい

９ あなたは「
あい

愛の
てちょう

手帳」をお
も

持ちですか。お
も

持ちの方は、「
あい

愛の
てちょう

手帳」に
きさい

記載された
しょうがい

障害 の
ていど

程度をお
こた

答

えください。（○は 1 つだけ）   
  
◆ 「愛の手帳」を持っている方は 67.0％、「愛の手帳」に記載された障害の程度は、「B２」が

24.4％、「Ａ１」（18.9％）等の順。一方、「愛の手帳はもっていない」は 29.4％。 

 

 
 

問
とい

10 あなたが「
あい

愛の
てちょう

手帳」を取得
しゅとく

した年齢
ねんれい

についてお答
こた

えください。（○は 1 つだけ） 
 
◆ 「愛の手帳」を取得した年齢は、「0 歳～5 歳」が 75.9％、「6 歳～12 歳」が 20.4％、

「13 歳～18 歳」が 3.5％。 

 

 

 

 

  

18.9

10.2

13.5

24.4

29.4

3.6

0% 10% 20% 30% 40%

A１

A２

B１

B２

愛の手帳はもっていない

無回答 n=972

75.9

20.4

3.5

0% 20% 40% 60% 80%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

「愛の手帳」をお持ちの方 

67.0％ 

0.2無回答
n=651
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問
とい

11 あなたは「精神障害者保健福祉手帳
せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう

」をお
も

持ちですか。お
も

持ちの方は、「精神障害者保健福祉
せいしんしょうがいしゃほけんふくし

手帳
てちょう

」

に
きさい

記載された
しょうがい

障害 の
ていど

程度をお
こた

答えください。（○は 1 つだけ）   
 

◆ 「精神障害者保健福祉手帳」を持っている方は 15.4％、「精神障害者保健福祉手帳」に記載

された障害の程度は、「２級」が 9.5％、「３級」（4.4％）等の順。一方、「精神障害者保健福

祉手帳はもっていない」は 70.1％。 

 

 

 

問
とい

11-1 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

を取得
しゅとく

した年齢
ねんれい

についてお答
こた

えください。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 「精神障害者保健福祉手帳」を取得した年齢は、「６歳～12 歳」が 59.3％、

「13 歳～18 歳」（22.0％）、「0 歳～５歳」（17.3％）。 

 

 

 

 

  

1.5

9.5

4.4

70.1

14.5

0% 20% 40% 60% 80%

１級

２級

３級

精神障害者保健福祉手帳はもっていない

無回答
n=972

17.3

59.3

22.0

0% 20% 40% 60% 80%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

『精神障害者保健福祉手帳をもっている』 

15.4％ 

0.7無回答 n=150
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問
とい

12 あなたは障 害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を受
う

けていますか。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 18 歳未満は障害支援区分の対象外のため設問は該当外。 

 

 

問
とい

13 あなたは「難 病
なんびょう

」の診断
しんだん

を受
う

けていますか。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 「難病」の診断を「受けていない」方は 78.1％、「受けている」方は 5.5％。 

 

 

 

問
とい

14 あなたが「難 病
なんびょう

」の診断
しんだん

を受
う

けた年齢
ねんれい

はいつですか。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 「難病」の診断を受けた年齢は、「0 歳～５歳」が 81.1％、「６歳～12 歳」（13.2％）、

「13 歳～18 歳」（3.8％）。 

 

 

 

  

5.5

78.1

16.5

0% 20% 40% 60% 80%

受けている

受けていない

無回答
n=972

81.1

13.2

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

1.9無回答
n=53
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問
とい

15 あなたは、医療的
いりょうてき

ケア※を
ひつよう

必要としていますか。
ひつよう

必要している医療的
いりょうてき

ケアに○をつけてください。 

 （○はいくつでも）  

 

◆ 何らかの医療ケアを必要としている方は 14.9％。その内訳は、「経管栄養の注入」が 5.5％、

「口・鼻・咽頭・喉頭吸引」（5.2％）、「住宅酸素療法」（5.0％）、「ネプライザー（噴霧吸入

器）吸入」（4.2％）、「経口摂取介助」（3.1％）、「気管内の吸引」（3.0％）等の順。 

 

 

【医療ケアが必要の有無別 災害への備え】 

 

【医療ケアが必要の有無別 災害に備えていても不安に思うこと】 

 

5.5

5.2

5.0

4.2

3.1

3.0

2.5

2.5

2.4

2.3

1.5

0.4

0.1

0.0

4.4

85.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経管栄養の注入

口・鼻・咽頭・喉頭吸引

在宅酸素療法

ネブライザー（噴霧吸入器）吸入

経口摂取介助

気管内の吸引

気管切開のガーゼやベルト交換

気管カニューレ挿入

経鼻チューブ挿入・交換

導尿

人工呼吸器管理

点滴

中心静脈栄養の実施

インシュリン注射

その他

無回答

n=972

複数回答

合計 自分の避

難先（地
域防災拠
点など）
を確認し
ている

災害時の

水や食糧
を準備し
ている

障害状況

により必
要な装
具・補装
具・薬・
酸素ボン
ベなどを
準備して
いる

在宅医療

機器の予
備電源や
予備バッ
テリーを
準備して
いる

家族や支

援してく
れる人
と、災害
時の対応
につい
て、話を
している

防災訓練

などに参
加してい
る

地域の人

に事情を
伝えてい
る（要援
護者名簿
等への記
載など）

特に何も

していな
い

無回答

全体 972 48.5 55.7 12.3 4.1 25.9 24.1 13.2 17.6 1.9

医療ケアが必要 145 52.4 62.1 44.1 23.4 26.2 12.4 28.3 11.0 1.4

医療ケアは不要 827 47.8 54.5 6.8 0.7 25.9 26.1 10.5 18.7 1.9

問38 災害時への備え

医療ケア

の有無

合計 避難場所

で周りの
人や知ら
ない人と
うまく過
ごせるか

避難場所

の設備が
障害に配
慮されて
いる（バ
リアフ
リーに
なってい
る）か

避難場所

の人が自
分の障害
を理解し
てくれる
か

避難勧告

などの重
要な情報
がきちん
と障害者
にも入っ
てくるか

避難場所

までたど
り着ける
か

停電で在

宅医療機
器が使え
なくなる
のではな
いか

風水害に

対する対
処方法が
わからな
い

避難場所

がわから
ない

その他 無回答

全体 972 60.9 32.0 59.2 29.1 43.6 8.5 15.2 8.1 16.8 7.4

医療ケアが必要 145 41.4 62.1 55.2 28.3 58.6 44.1 20.7 6.9 27.6 4.8

医療ケアは不要 827 64.3 26.7 59.9 29.3 41.0 2.3 14.3 8.3 14.9 7.9

問39 災害に備えていても、不安に思うこと

医療ケア

の有無

医療的ケアを

必要としている 

14.9％ 

医療ケアの有無別 

医療ケアの有無別 
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ふだんの⽣活で困っていること、これからの困りごとについておたずねします 
 

問
とい

16  あなたは、
にちじょう

日常 の
せいかつ

生活に
かいじょ

介助を
ひつよう

必要としますか。
かいじょ

介助を
ひつよう

必要とする
こうもく

項目すべてに○をつけてくださ

い。（○はいくつでも）   

 

◆ 日常の生活に介助を必要とする項目は、「外出する」が 58.5％、「買い物をする」（51.0％）、

「家事（食事の支度、洗濯、掃除など）をする」（49.1％）、「入浴する」（44.5％）等の順。 

 

 
 

  

58.5

51.0

49.1

44.5

36.4

34.8

31.4

15.7

9.6

25.6

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

外出する

買い物をする

家事（食事の支度、洗濯、掃除など）をする

入浴する

衣服の着脱をする

トイレを使う

食事をする

家の中を移動する

その他

介助を必要としない

無回答

n=972

複数回答
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問
とい

17  あなたは、
じぶん

自分だけでまわりの
ひと

人に意思
い し

を伝
つた

えることができていますか。（○は１つだけ）   
 

◆ 「誰とでも意思を伝えることができる」（31.5％）と「家族やごく身近な人になら、意思を伝

えることができる」（43.8％）を合わせた 75.3％の方は、何らかの方法で自分の意思を伝え

ることができる。一方、「意思を伝えることは難しい」（18.1％）、「意思を伝えることはできな

い」（5.6％）を合わせた 23.7％の方は、自分の意思を伝えることが困難。 

 

 
 

問
とい

17-1 あなたはどのような
ほうほう

方法で意思
い し

を伝
つた

えていますか。（○はいくつでも）   
 

◆ 「音声言語」が 72.8％、「表情やジェスチャー」（39.2％）、「スマートフォンやパソコン」

（8.9％）等の順。 

 

 

31.5

43.8

18.1

5.6

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

誰とでも意思を伝えることができる

家族やごく身近な人になら、意思を伝える

ことができる

意思を伝えることは難しい

意思を伝えることができない

無回答 n=972

72.8

39.2

8.9

4.2

3.1

0.9

0.6

9.5

0% 20% 40% 60% 80%

音声言語

表情やジェスチャー

スマートフォンやパソコン

筆談

手話言語

日常生活用具・補装具（重度障害

者用意思伝達装置）等

点字

無回答
n=908

複数回答

意思を伝えることができる 

75.3％ 

意思を伝えることが困難 

23.7％ 
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問
とい

18  あなたは生活
せいかつ

の中
なか

で、どのようなことで困
こま

ることがありますか。困
こま

ったときにどこに相談
そうだん

しますか。 

【困りごとの有無】 
 

◆ 生活の中で「困ることがある」の上位７項目は「自分の意志が相手に伝わらない」（68.5％）、

「周囲の理解が足りない」（61.6％）、「一人で過ごすのが不安」（54.7％）、「制度やサービスが

わかりにくい」（53.5％）、「役所や病院、銀行などの手続きが難しい」（52.9％）、「金銭の管理

が難しい」（52.6％）、「外出が困難」（51.3％）で５割以上の方が挙げている。 

◆ 一方、21 項目中 10 項目で、全体の 5 割以上の方が、生活の中で「困ることはない」と回答し

ている。 

 

 
  

26.5

31.9

37.1

41.4

58.3

47.3

36.4

43.1

37.8

67.5

48.1

65.6

58.0

65.3

63.8

40.6

33.6

57.3

57.9

51.0

61.7

68.5

61.6

52.9

51.3

33.4

43.9

54.7

48.1

52.6

22.7

28.1

22.1

16.8

18.4

20.5

46.0

53.5

28.6

29.9

32.7

23.1

4.9

6.5

10.0

7.3

8.2

8.7

8.8

8.7

9.7

9.8

23.8

12.2

25.2

16.3

15.7

13.4

12.9

14.1

12.1

16.3

15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 自分の意志が相手に伝わらない

2 周囲の理解が足りない

3 役所や病院、銀行などの手続きが難しい

4 外出が困難

5 余暇などを過ごす場や機会がない

6 外出する際、障害に配慮した場所が少ない

7 一人で過ごすのが不安

8 服薬の管理が難しい

9 金銭の管理が難しい

10 利用している施設に不満がある

11 希望する就労の場がない

12 学校や施設、仕事の場が遠方で不便

13 結婚相手や恋人などが見つからない

14 同じ障害のある仲間と出会えない

15 近所で知り合いがいない

16 情報を入手しにくい

17 制度やサービスがわかりにくい

18 必要な介助が受けられない

19 希望する学校や施設を利用できない

20 進学・就職の際に情報が引き継がれない

21 主治医が変わる際に情報が引き継がれない

n=972困ることはない 困ることがある 無回答
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【困ったときの相談先】順位 
 

◆ 困った時の相談先としては、どの項目も『家族』が一番に挙げられている。次いで、日常生活に

関することは『支援者』もしくは『学校』、「制度」や「サービス」に関することは『区役所』も

しくは『学校』が多い。 

◆ 「結婚相手や恋人」「同じ障害のある仲間に出会えない」「近所で知り合いがいない」等に関する

ことは「相談先がわからない」あるいは「相談する相手がいない」が多く挙げられている。 

 

 

  

全体
n=

家
族

友
人

近
所
の
人
や
自
治
会
・

 
 

町
内
会

、
民
生
委
員
な
ど

支
援
者

（
医
療
機
関
・

 
 
 
 
 

施
設
等
の
職
員

）

成
年
後
見
人
等

当
事
者
団
体
・
親
の
会
な
ど

区
役
所

（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

）

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

計
画
相
談

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

学
校

相
談
先
が
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
相
手
が
い
な
い

1  自分の意志が相手に伝わらない 666 1 5 10 3 14 7 6 12 7 13 3 2 11 7

2  周囲の理解が足りない 599 1 5 9 4 13 7 6 12 11 14 3 2 10 8

3  役所や病院、銀行などの手続きが難しい 514 1 6 10 2 13 10 3 12 9 14 5 4 7 8

4  外出が困難 499 1 7 12 2 13 10 5 10 6 13 4 3 8 8

5  余暇などを過ごす場や機会がない 325 1 4 12 2 14 8 6 11 7 12 5 3 8 10

6  外出する際、障害に配慮した場所が少ない 427 1 5 12 2 14 7 9 11 9 12 3 4 5 7

7  一人で過ごすのが不安 532 1 4 11 2 14 11 7 9 7 13 5 3 6 10

8  服薬の管理が難しい 468 1 7 12 2 12 9 9 7 9 14 4 3 5 6

9  金銭の管理が難しい 511 1 5 11 2 13 8 9 11 9 13 4 3 6 7

10 利用している施設に不満がある 221 1 5 12 3 14 6 6 10 9 13 4 2 8 11

11 希望する就労の場がない 273 1 6 12 3 12 8 6 11 8 12 5 2 4 10

12 学校や施設、仕事の場が遠方で不便 215 1 7 12 3 13 9 5 11 10 13 4 2 7 6

13 結婚相手や恋人などが見つからない 163 1 5 8 4 11 11 8 11 8 14 7 6 3 2

14 同じ障害のある仲間と出会えない 179 1 8 9 3 12 7 10 12 11 12 6 3 2 3

15 近所で知り合いがいない 199 1 7 8 5 12 9 11 13 9 13 6 4 3 2

16 情報を入手しにくい 447 1 6 12 5 14 8 2 10 10 13 4 3 7 9

17 制度やサービスがわかりにくい 520 1 6 12 4 14 8 2 11 10 13 3 5 7 9

18 必要な介助が受けられない 278 1 8 12 3 14 11 2 10 7 13 5 4 6 9

19 希望する学校や施設を利用できない 291 1 7 12 5 14 11 3 10 8 13 4 2 6 9

20 進学・就職の際に情報が引き継がれない 318 1 6 12 5 14 11 6 9 10 13 3 2 4 8

21 主治医が変わる際に情報が引き継がれない 225 1 7 11 2 14 11 8 10 9 11 3 5 3 6

１位 ２位 ３位 ４位 ５位



＜障害児＞ 

 16

【困ったときの相談先】％ 

 

全体

家

族

友

人

近

所
の
人
や
自

治
会
・
町

内
会
、

民
生

委
員
な
ど

支

援
者
（

医
療

機
関
・
施

設
等
の
職
員
）

成

年
後
見
人
等

当

事
者
団
体
・

親
の
会
な

ど

区

役
所
（

福
祉

保
健
セ
ン

タ
ー
）

基

幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー

計

画
相
談

地

域
ケ
ア
プ
ラ

ザ

地

域
療
育
セ
ン

タ
ー

学

校

相

談
先
が
わ
か

ら
な
い

相

談
す
る
相
手

が
い
な
い

そ

の
他

無

回
答

1  自分の意志が相手に伝わらない 666 79.6 8.0 1.5 17.0 0.3 1.7 1.8 1.2 1.7 0.6 17.0 37.8 1.4 1.7 3.3 9.9

2  周囲の理解が足りない 599 73.0 8.0 2.2 14.7 0.2 2.5 2.7 1.0 1.2 0.0 16.0 34.4 2.0 2.3 4.0 11.4

3  役所や病院、銀行などの手続きが難しい 514 77.2 3.1 0.8 8.4 0.2 0.8 7.0 0.6 1.0 0.0 6.2 6.6 2.9 1.9 3.1 11.3

4  外出が困難 499 76.0 2.8 0.4 13.2 0.0 1.6 5.0 1.6 3.6 0.0 7.4 12.4 2.2 2.2 2.6 13.0

5  余暇などを過ごす場や機会がない 325 65.2 7.4 1.2 15.7 0.0 4.0 5.5 1.5 5.2 1.2 6.5 9.8 4.0 2.5 5.5 17.2

6  外出する際、障害に配慮した場所が少ない 427 63.5 6.6 0.5 10.5 0.0 3.7 2.8 1.2 2.8 0.5 7.5 7.3 6.6 3.7 3.7 16.9

7  一人で過ごすのが不安 532 75.2 6.8 1.3 12.2 0.0 1.3 2.4 1.9 2.4 0.2 6.6 10.2 2.6 1.7 3.4 14.7

8  服薬の管理が難しい 468 80.6 0.9 0.2 9.4 0.2 0.6 0.6 0.9 0.6 0.0 2.8 5.1 1.7 1.3 0.9 12.8

9  金銭の管理が難しい 511 79.5 2.0 0.6 6.1 0.2 1.0 0.8 0.6 0.8 0.2 2.2 3.7 1.8 1.6 0.8 14.7

10 利用している施設に不満がある 221 65.6 9.5 1.4 13.6 0.0 5.4 5.4 2.3 2.7 0.5 13.1 28.1 3.6 1.8 5.4 15.8

11 希望する就労の場がない 273 60.1 4.8 0.4 10.3 0.4 4.0 4.8 2.6 4.0 0.4 5.5 29.3 5.9 3.7 2.9 15.0

12 学校や施設、仕事の場が遠方で不便 215 53.5 5.1 0.5 11.2 0.0 3.3 7.0 1.4 2.8 0.0 7.4 16.3 5.1 6.0 1.9 24.2

13 結婚相手や恋人などが見つからない 163 58.9 5.5 1.2 6.7 0.6 0.6 1.2 0.6 1.2 0.0 3.7 4.3 8.0 8.6 6.1 19.0

14 同じ障害のある仲間と出会えない 179 49.7 4.5 2.2 7.8 0.0 6.1 1.7 0.0 0.6 0.0 7.3 7.8 10.1 7.8 4.5 19.6

15 近所で知り合いがいない 199 56.3 2.5 2.0 5.0 0.5 1.5 1.0 0.0 1.5 0.0 3.5 6.5 7.0 10.1 3.0 19.1

16 情報を入手しにくい 447 51.9 9.4 2.7 14.3 0.2 4.5 21.5 3.1 3.1 0.7 16.3 19.5 6.9 4.3 4.9 15.2

17 制度やサービスがわかりにくい 520 49.6 7.9 1.7 13.7 0.4 4.8 27.5 2.9 3.5 0.6 13.8 13.3 7.3 3.8 4.2 16.0

18 必要な介助が受けられない 278 50.7 5.8 2.2 12.9 0.4 2.9 16.9 3.6 6.1 1.4 9.4 10.4 8.3 4.7 5.4 19.8

19 希望する学校や施設を利用できない 291 51.2 6.2 1.0 12.0 0.0 3.4 16.2 3.8 4.5 0.7 13.7 18.6 7.2 4.1 4.8 19.2

20 進学・就職の際に情報が引き継がれない 318 53.8 4.4 0.6 9.1 0.0 1.6 4.4 2.5 1.9 0.3 10.4 27.0 10.1 3.1 3.8 16.7

21 主治医が変わる際に情報が引き継がれない 225 54.2 3.6 0.4 16.0 0.0 0.4 3.1 0.9 1.3 0.4 10.2 8.0 10.2 4.0 4.9 16.9
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とい

問19 障 害
しょうがい

のある方
かた

の相談
そうだん

先
さき

についてどう思
おも

いますか。（○はいくつでも） 
 

◆ 障害のある方の相談先について、「相談先の場所がわからない」が 43.9％、「たらい回しにさ

れる」（22.0％）、「窓口が細かすぎる」（18.6％）等の順。一方、「不満はない」は 28.3％。 

 

 

 

とい

問20 
ふだん

普段の
せいかつ

生活で
がいしゅつ

外出 する
とき

時や、
がいしゅつ

外出 したいと
おも

思う
とき

時に
こま

困ることはどのようなことですか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 普段の生活で外出時に困ることは、「人の目が気にかかる」が 42.2％、「いじめや意地悪がこ

わい」（35.8％）、「道路や駅に階段や段差が多い」（29.2％）、「車などに危険を感じる」

（28.8％）等の順。一方、「困ることはない」は 14.7％。 

 

43.9

22.0

18.6

9.2

28.3

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談先の場所がわからない

たらい回しにされる

窓口が細かすぎる

相談先が多すぎる

不満はない

無回答 n=972

複数回答

42.2

35.8

29.2

28.8

24.5

24.0

22.2

17.8

15.3

14.6

13.3

9.5

6.4

2.1

9.5

14.7

6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

人の目が気にかかる

いじめや意地悪がこわい

道路や駅に階段や段差が多い

車などに危険を感じる

交通機関の利用に危険を感じる

利用する建物の設備（トイレ・エレベータなど）が不備

バスや電車の乗り降りが困難・不便

乗務員の障害に対する配慮が足りない

道路に自転車や看板などの障害物が多い

駅や道路や利用する施設の表示がわかりにくい

介助者がいない

利用できる交通機関が少ない

余計な世話をやく人がいる

点字ブロックや音の出る信号機がない

その他

困ることはない

無回答

n=972

複数回答
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とい

問21 現在
げんざい

、障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

にかかわる情報
じょうほう

について、どこから(誰
だれ

から)情報
じょうほう

を入 手
にゅうしゅ

していますか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 障害福祉にかかわる情報の入手先は、「家族」が 55.9％、「学校」（38.4％）、「区役所（福祉

保健センター）」が 36.2％、「インターネット・ＳＮＳ」（29.1％）、「地域療育センター」

（28.8％）、「支援者（医療機関・施設等の職員）」（27.2％）、「友人」（26.0％）等の順。 

 一方、「どこからも入手していない」は 3.0％。 

 

 

 

 

とい

問21-1 
とい

問21 の場所
ば し ょ

や人
ひと

から入 手
にゅうしゅ

した情報
じょうほう

について、不満
ふ ま ん

に感
かん

じたことはありますか。（○は１つだけ） 
 

◆ 入手した情報について、不満に感じることは、「特に不満なことはない」が 30.4％、「も

う少し情報が欲しい」（31.3％）、「入手した情報だけでは、どうすれば良いかわからな

い」（25.7％）、「情報の種類や量が多すぎて、自分に必要な情報を見つけることができな

い」（6.6％）の順。 

 

 

  

55.9

38.4

36.2

29.1

28.8

27.2

26.0

11.6

8.8

6.1

0% 20% 40% 60%

家族

学校

区役所（福祉保健センター）

インターネット・ＳＮＳ

地域療育センター

支援者（医療機関・施設等の職員…地

域活動ホームなどの通所先を含む）

友人

当事者団体・親の会など

広報よこはま・横浜市ホームページ

テレビ・ラジオなどのメディア

30.4

31.3

25.7

6.6

6.0

0% 10% 20% 30% 40%

特に不満なことはない

もう少し情報が欲しい

入手した情報だけでは、

どうすれば良いかわからない

情報の種類や量が多すぎて、自分に

必要な情報を見つけることができない

無回答 n=927

5.6

4.2

3.2

2.4

1.7

1.1

0.1

0.0

3.0

1.6

0% 20% 40% 60%

新聞・雑誌などの書籍

計画相談

基幹相談支援センター・生活支援セン

ター

地域ケアプラザ

近所の人や自治会・町内会の人

民生委員・児童委員

成年後見人等

後見的支援室

どこからも入手していない

無回答

n=972

複数回答
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とい

問22 あなたは
しょうらい

将来に
ふあん

不安がありますか。とくに
ふあん

不安を
かん

感じることを
つぎ

次の
なか

中から 3 つまで
えら

選んで○をつけ

てください。（○は３つまで）   

 

◆ 将来に不安を感じることは、「働く場があるか」が 54.3％、「学校など希望する進路に進める

か」（47.6％）、「十分な収入があるか」（41.4％）等の順。 

 

 
とい

問23 
しょうらい

将来の
しょうがいしゃ

障害者
ふくし

福祉を
かんが

考 えるとき、あなたが
とく

特に
じゅうよう

重要と
おも

思うものに３つまで○をつけてください。

（○は３つまで）  

 

◆ 将来の障害者福祉を考えるとき、特に重要と思うものは、「自分に適した学校や就職が選択でき

る」が 48.3％、「必要なときに十分な介助が受けられる」（40.3％）、「周囲の人が理解してく

れる」（38.5％）等の順。 

 

 

 

  

54.3

47.6

41.4

36.4

31.1

22.8

21.5

18.2

16.0

3.0

3.5

1.6

0% 20% 40% 60%

働く場があるか

学校など希望する進路に進めるか

十分な収入があるか

介助してくれる人がいるか

災害時に安全が確保できるか

一緒に暮らす家族がいるか

健康や体力が保てるか

趣味や生きがいを持てるか

生活する上で必要な情報が入手できるか

その他

不安はない

無回答 n=972

複数回答

48.3

40.3

38.5

33.4

31.9

28.7

17.9

12.4

10.9

10.8

10.6

4.2

4.0

1.9

2.7

0% 20% 40% 60%

自分に適した学校や就職が選択できる

必要なときに十分な介助が受けられる

周囲の人が理解してくれる

安心して住めるところがある

介助に必要な経済面での支援が受けられる

困ったときの相談体制が整っている

災害時に安全が確保できる

趣味や生きがいを持てる

健康管理や治療・リハビリを受けやすい

施設が整備されている

街の中が障害者にとって安全で快適である

旅行などの外出が気兼ねなくできる

障害のない人との交流の機会が多くある

その他

無回答
n=972

複数回答
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とい

問24 あなたは
しょうらい

将来どこで
せいかつ

生活したいと
かんが

考 えますか。（○は 1 つだけ）   
 

◆ 将来、生活したいと考えている場所は、「自宅」が 72.7％で最も多く、「グループホーム」

（11.4％）、「障害者の入所施設」（6.8％）の順。 

 

 

【アンケート記入者別 将来、生活したいところ】 

 

 

とい

問24-1 
しょうらい

将来どなたと暮
く

らしたいですか。（○はいくつでも） 
 

◆ 将来、一緒に暮らしたい人は、「親」（60.0％）、「妻又は夫」が 27.2％、「友人・知人・

仲間など」（21.5％）、「兄弟・姉妹」（17.4％）等の順。 

 

 

  

72.7

11.4

6.8

0.0

4.6

4.4

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

グループホーム

障害者の入所施設

特別養護老人ホームなど高齢者の入所施設

その他

無回答
n=972

合計 自宅 グループ

ホーム

障害者の入

所施設

特別養護老

人ホームな
ど高齢者の
入所施設

その他 無回答

全体 972 72.7 11.4 6.8 0.0 4.6 4.4

ご本人 118 84.7 1.7 0.0 0.0 9.3 4.2

ご家族 845 71.2 12.5 7.7 0.0 4.0 4.5

支援者（施設・医療機関の職員等） 4 0.0 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0

成年後見人等 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

問24 将来、生活したいところ

問１

アンケート
記入者

60.0

27.2

21.5

17.4

13.2

11.8

6.8

7.1

0% 20% 40% 60% 80%

親

妻又は夫

友人・知人・仲間など

兄弟・姉妹

一人

子

その他

無回答
n=972

複数回答

アンケート記入者別 
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【アンケート記入者別 将来、一緒に暮らしたい人】 

 

【現在の生活場所別 将来、一緒に暮らしたい人】 

 

  

合計 一人 妻又は

夫

子 親 兄弟・

姉妹

友人・

知人・
仲間な
ど

その他 無回答

全体 972 13.2 27.2 11.8 60.0 17.4 21.5 6.8 7.1

ご本人 118 34.7 36.4 15.3 40.7 11.0 20.3 4.2 6.8

ご家族 845 10.2 25.8 11.4 62.8 18.3 21.7 7.2 7.2

支援者（施設・医療機関の職員等） 4 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0

成年後見人等 2 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

問24-1 将来、一緒に暮らしたい人

問１

アンケート
記入者

合計 一人 妻又は

夫

子 親 兄弟・

姉妹

友人・

知人・
仲間な
ど

その他 無回答

全体 972 13.2 27.2 11.8 60.0 17.4 21.5 6.8 7.1

自宅(親など家族と同居) 950 13.2 27.8 12.1 60.1 17.6 21.7 6.6 6.8

自宅（一人暮らし） 2 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0

グループホーム 1 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0

障害児・者の入所施設（児童養護施設 12 16.7 0.0 0.0 33.3 8.3 25.0 8.3 16.7

高齢者施設、高齢者向け住宅 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

病院(入院中) 7 0.0 0.0 0.0 85.7 14.3 0.0 14.3 14.3

問24-1 将来、一緒に暮らしたい人

問４ 現在

の生活場所

アンケート記入者別 

現在の生活場所別 
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あなたの地域での⽣活状況についておたずねします 
 

とい

問25 あなたは
ふだん

普段どのような
がっこう

学校、
しごと

仕事の
ば

場、
しせつ

施設などに通
かよ

っていますか。（○はいくつでも） 

みしゅうがく

未就学 
 
◆ 「地域療育センター」が 57.1％、「保育所」（31.5％）、「幼稚園」（26.1％）、「児童発達支援

事業所」（24.6％）等の順。一方、「特に通っているところはない」は 6.9％。 

 

がくれい

学齢
き

期 
 
◆ 「特別支援学校・養護学校」が 35.0％、「小・中学校等の個別支援学級」（33.9％）、「小・中

学校等の一般学級」（22.0％）、「高等学校」（7.3％）等の順。一方、「特に通っているところ

はない」は 0.7％。 

 

  

57.1

31.5

26.1

24.6

3.4

2.5

3.0

6.9

2.5

0% 20% 40% 60%

地域療育センター

保育所

幼稚園

児童発達支援事業所

訓練会

児童施設

その他

特に通っているところはない

無回答
n=203

複数回答

35.0

33.9

22.0

7.3

0.5

0.0

5.6

0.7

1.0

0% 10% 20% 30% 40%

特別支援学校・養護学校

小・中学校等の個別支援学級

小・中学校等の一般学級

高等学校

ハートフルフレンド・ハートフルルーム・

ハートフルスペース

専門学校・大学・大学院

その他

特に通っているところはない

無回答 n=769

複数回答
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※ 次
つぎ

からの設問
せつもん

（問
とい

25-１～問
とい

25～7）は、 最
もっと

も多
おお

く通
かよ

っているところについてお答
こた

えください。 

とい

問25-1 
りよう

利用の
かいすう

回数は、
しゅう

週 に
なんかい

何回ですか。（○は１つだけ）   

◆ 利用回数は、「未就学」では「週 5 日」が 58.7％、「週に２～4 日」（32.6％）、「週

1 日」（6.5％）、「学齢期」では「週５日」が 81.1％、「週に２～4 日」（7.3％）等

の順。 

 

 

 

とい

問25-2 
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所には片道
かたみち

でどのくらいの
じかん

時間がかかりますか。 最
もっと

も多
おお

く通
かよ

って

いるところについてお答えください。（○は１つだけ）  
 

◆ 通園・通学・通勤・通所にかかる片道の時間は、「未就学」では「30 分以内」が

80.4％、次いで「1 時間以内」（17.9％）、「2 時間以内」（1.1％）、「学齢期」では

「30 分以内」が 67.3％、次いで「1 時間以内」（23.8％）、「2 時間以内」（6.5％）

等の順。 

 

 

 

6.5

1.7

32.6

7.3

58.7

81.1

2.2

4.2

0.0

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学（n=184）

学齢期（n=756）

週に１日

週に２～４日

週に５日

その他

無回答

80.4

67.3

17.9

23.8

1.1

6.5

0.0

0.3

0.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学（n=184）

学齢期（n=756）

30分以内

１時間以内

２時間以内

２時間以上

無回答

年齢期別 

年齢期別 
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とい

問25-3 
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所に
そうげい

送迎がありますか。（○はいくつでも）  
 

◆ 通園・通学・通勤・通所の送迎は、「未就学」では「家族の送迎」が 80.4％、次いで

「通所先・学校の送迎」（33.2％）、「送迎なし（一人）（2.2％）、「学齢期」では「家族

の送迎」が 47.0％、「送迎なし（1 人）」が 42.6％、「通所先・学校の送迎」（20.4％）

等の順。 

 

とい

問25-4 
げんざい

現在、
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所のときには、
なに

何を
りよう

利用していますか。（○はいくつでも）   
 

◆ 通園・通学・通勤・通所のときに利用するのは、「未就学」では「自家用車」が

45.1％、「徒歩」（30.4％）、「送迎バス」（28.3％）、「自転車」（25.0％）、「学齢期」で

は「徒歩」が 63.8％、「自家用車」（26.3％）、「送迎バス」（18.4％）、「バス」

（18.1％）等の順。 

 

  

2.2

42.6

80.4

47.0

33.2

20.4

0.5

5.7

0.0

4.9

0.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学（n=184）

学齢期（n=756）

送迎なし（一人）

家族の送迎

通所先・学校の送迎

ヘルパー

その他

無回答

30.4

63.8

25.0

2.5

13.0

18.1

14.1

15.6

28.3

18.4

45.1

26.3

2.7

3.6

0.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80%

未就学（n=184）

学齢期（n=756）

徒歩

自転車

バス

電車

送迎バス

自家用車

その他

無回答

年齢期別 

年齢期別 
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とい

問25-5 
こんご

今後、
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所のときには、できれば
なに

何を
りよう

利用したいですか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 今後、通園・通学。通勤・通所のときに利用したいのは、「未就学」では「送迎バス」が

51.6％、「徒歩」（40.2％）、「自家用車」（27.2％）、「自転車」（15.8％）、「学齢期」で

は「徒歩」が 50.3％、「送迎バス」（31.5％）、「バス」（28.2％）、「電車」（26.3％）

等の順。 

 

とい

問25-6 主
おも

に
りよう

利用している
がっこう

学校、
しごと

仕事の
ば

場、
しせつ

施設（
とい

問25 の
かいとう

回答）には
まんぞく

満足していますか。 
 

◆ 主に利用している学校、仕事の場、施設について、「とても満足している」と「まあ満足

している」を合わせた『満足している』は、「未就学」で 83.2％、「学齢期」で

62.7％。一方、「改善してほしい部分がある」は、「未就学」で 7.6％、「学齢期」で

13.6％となっている。 

 

  

40.2

50.3

15.8

7.0

12.0

28.2

8.7

26.3

51.6

31.5

27.2

15.1

6.0

12.8

1.1

2.9

1.6

2.8

0% 20% 40% 60%

未就学（n=184）

学齢期（n=756）

徒歩

自転車

バス

電車

送迎バス

自家用車

ヘルパー

その他

無回答

42.4

27.0

40.8

35.7

7.6

18.8

7.6

13.6

1.1

2.4

0.5

2.5

0% 20% 40% 60%

未就学（n=184）

学齢期（n=756）

とても満足している

まあ満足している

普通だと思う

改善してほしい部分がある

不満である

無回答

年齢期別 

年齢期別 

『満足している』 

83.2％ 

『満足している』 

62.7％ 



＜障害児＞ 

 26

主に利用している学校、施設の満足度 
   

◆ 主に利用している学校、施設の満足度は、「未就学」では、「幼稚園」「保育園」「地域療育セ

ンター」では「とても満足している」が、「児童発達支援事務所」では「まあ満足してい

る」が最も高い。 

◆ 「学齢期」では、どれも「まあ満足している」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

  

合計 とても満

足してい
る

まあ満足

している

普通だと

思う

改善して

ほしい部
分がある

不満であ

る

無回答

全体 940 30.0 36.7 16.6 12.4 2.1 2.1

児童施設 5 20.0 40.0 0.0 40.0 0.0 0.0

幼稚園 53 45.3 37.7 7.5 7.5 1.9 0.0

保育所 64 50.0 32.8 7.8 6.3 1.6 1.6

地域療育センター 116 43.1 38.8 7.8 9.5 0.9 0.0

児童発達支援事業所 50 42.0 48.0 4.0 6.0 0.0 0.0

訓練会 7 14.3 42.9 0.0 42.9 0.0 0.0

その他 6 50.0 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0

問25 普段、

通っているところ
（未就学）

問25-6 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度

合計 とても満

足してい
る

まあ満足

している

普通だと

思う

改善して

ほしい部
分がある

不満であ

る

無回答

全体 940 30.0 36.7 16.6 12.4 2.1 2.1

小・中学校等の一般学級 169 21.9 29.0 24.9 16.6 5.9 1.8

小・中学校等の個別支援学級 261 26.1 34.5 19.2 14.2 3.1 3.1

高等学校 56 17.9 44.6 17.9 14.3 1.8 3.6

特別支援学校・養護学校 269 33.5 37.9 14.5 10.8 1.1 2.2

専門学校・大学・大学院 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ﾊｰﾄﾌﾙﾌﾚﾝﾄﾞ･ﾊｰﾄﾌﾙﾙｰﾑ･ﾊｰﾄﾌﾙｽﾍﾟｰｽ 4 75.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

その他 43 20.9 37.2 14.0 25.6 2.3 0.0

問25 普段、

通っているところ
（学齢期）

問25-6 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度

普段、通っているところ×年齢期ごとのクロス 

普段通っているところ別 

普段通っているところ別 

未就学 

学齢期 
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とい

問25-7 
とい

問25-6 で回答
かいとう

した理由
り ゆ う

を教
おし

えてください。（○はいくつでも） 
 

◆ 主に利用している学校、施設についての満足度の判断理由は、「未就学」では「支援者の

対応」が 73.4％、次いで「活動内容」（56.0％）、「人間関係」（40.2％）、「学齢期」で

は「支援者の対応」が 54.6％、次いで「人間関係」（43.9％）と「活動内容」

（42.1％）が拮抗している。 

 

 

  

26.6

23.0

73.4

54.6

40.2

43.9

56.0

42.1

25.0

14.6

4.3

6.3

2.2

4.2

0% 20% 40% 60% 80%

未就学（n=184）

学齢期（n=756）

施設の設備

支援者の対応

人間関係

活動内容

施設の立地

その他

無回答

年齢期別 
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主に利用している学校、施設の満足度の理由 
   

◆ 主に利用している学校、施設の満足度の理由は、「未就学」では、「その他」以外の全てのと

ころで「支援者の対応」が最も高い。 

◆ 「学齢期」では、「小・中学校等の個別支援学級」「特別支援学校・養護学校」では「支援者

の対応」が、「小・中学校等の一般学級」「高等学校」では「人間関係」が最も多く高い。 

 

 

 

 

 

  

合計 施設の設

備

支援者の

対応

人間関係 活動内容 施設の立

地

その他 無回

答

非該

当

全体 940 23.7 58.3 43.2 44.8 16.6 6.0 3.8

児童施設 5 60.0 100.0 40.0 40.0 20.0 0.0 0.0

幼稚園 53 26.4 75.5 39.6 66.0 28.3 5.7 0.0

保育所 64 20.3 78.1 43.8 43.8 26.6 3.1 3.1

地域療育センター 116 33.6 70.7 42.2 60.3 25.9 5.2 1.7

児童発達支援事業所 50 26.0 80.0 50.0 62.0 20.0 2.0 2.0

訓練会 7 14.3 57.1 14.3 42.9 28.6 0.0 0.0

その他 6 16.7 66.7 66.7 66.7 50.0 0.0 0.0

問25 普段、

通っているところ
（未就学）

問25-7 満足度の理由

合計 施設の設

備

支援者の

対応

人間関係 活動内容 施設の立

地

その他 無回

答

非該

当

全体 940 23.7 58.3 43.2 44.8 16.6 6.0 3.8

小・中学校等の一般学級 169 19.5 32.5 53.3 28.4 13.0 10.1 4.1

小・中学校等の個別支援学級 261 11.1 61.7 51.0 43.3 13.4 5.0 4.2

高等学校 56 32.1 33.9 53.6 30.4 16.1 8.9 3.6

特別支援学校・養護学校 269 33.5 66.5 30.1 51.3 16.4 5.2 4.5

専門学校・大学・大学院 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ﾊｰﾄﾌﾙﾌﾚﾝﾄﾞ･ﾊｰﾄﾌﾙﾙｰﾑ･ﾊｰﾄﾌﾙｽﾍﾟｰｽ 4 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

その他 43 30.2 67.4 48.8 55.8 18.6 9.3 0.0

問25-7 満足度の理由

問25 普段、

通っているところ
（学齢期）

普段、通っているところ×年齢期ごとのクロス 

普段通っているところ別 

普段通っているところ別 

未就学 

学齢期 
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とい

問25-8  
とい

問25 で「特
とく

に通
かよ

っているところはない」と
こた

答えた
かた

方は、通
かよ

っていない理由
り ゆ う

を教
おし

えてください。 

 （○はいくつでも） 
 

◆ 特に通っているところはない理由は、「未就学」「学齢期」とも「その他」の理由がそれぞれ

28.6％、60.0％と最も高く、次いで「未就学」では「どこかに通いたいが受け入れてくれる

ところがない」が 14.3％、「学齢期」では「どこにも通いたくないと思っているから」、「在宅

で、仕事・勉強をしているから」、「どこかに通いたいが、参加したい活動がない」がそれぞれ

20.0％の順。 

 

 

 

  

0.0

20.0

7.1

0.0

7.1

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

20.0

14.3

0.0

28.6

60.0

50.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

未就学（n=14）

学齢期（n=5）

どこにも通いたくないと思っているから

在宅で、家事・育児・介護をしているから

在宅で、仕事・勉強をしているから

趣味などの活動をしているから

就職活動をしているから

どこかに通いたいが、空きがない

どこかに通いたいが、近くにない

どこかに通いたいが、参加したい活動が

ない

どこかに通いたいが、受け入れてくれる

ところがない

その他

無回答

年齢期別 
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とい

問26 
がくれいき

学齢期の
かた

方におたずねします。
ほうかご

放課後は
おも

主にどのように
す

過ごしていますか。（○はいくつでも）   
 

◆ 学齢期の方が放課後、主に過ごす場所は、「自宅で過ごす」が 60.1％、「放課後等デイサービ

ス」（48.1％）、「塾・習い事」（21.3％）、「友人と遊ぶ」（13.8％）、「部活・サークル活動に

参加」（11.8％）等の順。 

 

 

 

とい

問27 あなたは福祉
ふ く し

特別
とくべつ

乗車券
じょうしゃけん

をどのくらい利用
り よ う

していますか。（○は１つだけ） 
 

◆ 福祉特別乗車券の利用は、「利用していない」が「未就学」で 57.6％、「学齢期」で 39.1％と

高くなっている。次いで「月に１～2 回」が「未就学」で 10.8％、「学齢期」で 18.2％とな

っている。 

 

 

  

60.1

48.1

21.3

13.8

11.8

10.1

5.2

2.6

0.4

6.9

2.7

0% 20% 40% 60% 80%

自宅で過ごす

放課後等デイサービス

塾・習い事

友人と遊ぶ

部活・サークル活動に参加

放課後キッズクラブ

はまっこふれあいスクール

学童保育

居場所づくり事業

その他

無回答

n=769

複数回答

1.5

13.8

4.9

15.3

10.8

18.2

8.4

12.5

57.6

39.1

16.7

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

未就学（n=203）

学齢期（n=769）

ほぼ毎日

週に１～２回

月に１～２回

年に数回

利用していない

無回答

年齢期別 
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近所の⼈とのおつきあいや余暇についておたずねします 
 

 
とい

問28  
げんざい

現在、あなたは近所
きんじょ

の
ひと

人とどのようなおつきあいをしていますか。また、
こんご

今後、できればどのようにお

つきあいしたいと思
お も

っていますか。（○は現在
げんざい

、今後
こ ん ご

それぞれにいくつでも） 

 

◆ 現在、近所の人とのおつきあいは、「挨拶をする程度」が 66.6％、「時々話をする」（33.0％）

等の順。一方、「特につきあいはない」は 13.4％。 

◆ 今後、近所の人とどうつきあいたいかについて、「地域の趣味やスポーツのサークルで一緒に活

動する」、「子供会や自治会・町内会など地域の活動を一緒にする」、「祭りなどの地域のイベント

を一緒に楽しむ」では、それぞれ 11.9 ポイント、11.8 ポイント、11.7 ポイント、現在の状

況より高くなっている。 

 

 

  

66.6

33.0

13.9

11.3

7.6

3.8

16.8

22.9

3.3

1.7

13.4

3.3

43.9

36.3

21.5

15.8

13.9

8.0

28.6

34.7

15.2

2.2

6.1

15.0

0% 20% 40% 60% 80%

挨拶をする程度

時々話をする

一緒に外出したり遊んだりする

お互いの家を訪問する

たまに相談や愚痴を聞いてもらう

よく相談や愚痴を聞いてもらう

子供会や自治会・町内会など地域の

活動を一緒にする

祭りなどの地域のイベントを一緒に

楽しむ

地域の趣味やスポーツのサークル

で一緒に活動する

その他

特につきあいはない

無回答 n=972

複数回答

現在

今後

現在より今後

の以降の割合

が高い 
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とい

問29 あなたは
じゆうじかん

自由時間や
よかじかん

余暇時間をどのように過
す

ごしていますか。また、
こんご

今後、できればどのように過
す

ごし

たいですか。（○は現在
げんざい

、今後
こ ん ご

それぞれにいくつでも）   

 

◆ 自由時間や余暇時間の過ごし方は、「障害者が集まる団体の活動に参加している」が 88.9％、

「家で過ごす」が 53.8％、「動物園、水族館、遊園地などに行く」（52.8％）、「習い事」

（42.6％）、「外食する」（42.3％）等の順。 

◆ 今後、どのように過ごしたいかについて、「映画やコンサート、美術展、図書館、スポーツ観戦

に行く」、「買い物に行く」、「趣味のサークルに入っている」、「障害福祉の事業所で行っている行

事に参加している」、「友人宅を訪問する」などでは、それぞれ 15.2 ポイント、12.6 ポイン

ト、12.4 ポイント、11.5 ポイント、10.5 ポイント、現在の状況より高くなっている。 

 

  

53.8

31.7

42.3

29.2

4.8

13.0

11.9

52.8

22.7

42.6

30.1

36.0

88.9

6.8

3.2

50.0

44.2

45.7

35.2

20.1

20.2

19.4

46.8

33.2

40.0

42.6

47.5

61.5

7.4

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家で過ごす

買い物に行く

外食する

散歩する

映画やコンサート、美術展、

図書館、スポーツ観戦に行く

旅行する

運動する

動物園、水族館、遊園地などに行く

友人宅を訪問する

習い事をしている

趣味のサークルに入っている

障害福祉の事業所で行っている

行事に参加している

障害者が集まる団体の

活動に参加している

その他

無回答
n=972

複数回答

現在

今後

現在より今後

の以降の割合

が高い 
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とい

問29-1 あなたは、運動
うんどう

をどこでしていますか。（○はいくつでも） 
 

◆ どこかで運動をしている方は 95.1％、運動をしている場所は、「公園・学校」が

65.3％、「横浜ラポール、ラポール上大岡」（9.2％）等の順。一方、「運動はしていな

い」は 24.0％。 

 

 

【運動をする場所別 健康・医療について、必要だと思うこと】 

 

 

とい

問29-2 
こんご

今後、
がっこう

学校や
しょくばいがい

職場以外での
かつどう

活動に
さんか

参加するにはどのようなことが
ひつよう

必要ですか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 今後、学校や職場以外での活動に参加するのに必要なのは、「内容に興味があること」が

67.6％、「障害に対して配慮があること」（60.1％）、「活動の場が近いこと」（52.7％）、

等の順。 

 

 

 

65.3

9.2

2.7

2.6

15.3

24.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

公園・学校

横浜ラポール、ラポール上大岡

各区のスポーツセンター

民間のジムなど

その他

運動はしていない

無回答
n=972

複数回答

合計 薬の管理 栄養面で

の管理・
指導

口腔ケア 訪問看護

や往診な
ど、在宅
医療の利
用

自分の障

害・病気
につい
て、相談
できる場
所

自分の体

調につい
て、相談
できる場
所

定期的な

健康診断

適度な運

動

十分な睡

眠と休養

特に何も

ない

無回答

全体 972 43.2 26.4 34.1 9.7 46.0 31.4 39.2 53.5 54.3 8.0 3.0

横浜ラポール、ラポール上大岡 89 38.2 32.6 34.8 4.5 42.7 32.6 50.6 57.3 57.3 4.5 6.7

各区のスポーツセンター 26 57.7 30.8 19.2 0.0 34.6 26.9 46.2 61.5 57.7 3.8 7.7

民間のジムなど 25 40.0 20.0 4.0 0.0 56.0 40.0 52.0 64.0 56.0 12.0 0.0

公園・学校 635 42.5 24.3 34.2 5.7 47.6 29.6 40.6 56.9 56.2 7.7 2.4

その他 149 45.0 29.5 38.3 6.7 49.0 34.9 37.6 63.8 56.4 8.1 4.0

運動はしていない 233 48.9 34.3 39.9 21.5 45.1 36.5 39.1 47.2 55.8 6.4 1.7

問36 健康・医療について、必要だと思うこと

問29-1

運動を
する
場所

67.6

60.1

52.7

30.8

30.0

2.8

4.3

0% 20% 40% 60% 80%

内容に興味があること

障害に対して配慮があること

活動の場が近いこと

送迎サービスがあること

介助があること

その他

無回答

n=972

複数回答

どこかで運動をしている 

73.5％ 

運動をする場所別 
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就労の状況についておたずねします 
 
 

◆ 18 歳未満のため設問は該当外。 
 

とい

問30 あなたは、現在
げんざい

働
はたら

いていますか。（○は１つだけ）  
 

 

問
とい

30 で 1番
ばん

から７番
ばん

までに回答
かいとう

した方
かた

にうかがいます。 

とい

問30-1 自分
じ ぶ ん

の障 害
しょうがい

のことを職場
しょくば

に伝
つた

えていますか。（○は１つだけ）   
 
 

とい

問30-2 仕事上
しごとじょう

で困
こま

っていることはありますか。（○はいくつでも） 
 

 

とい

問30-3 今後
こ ん ご

の就労
しゅうろう

意向
い こ う

についておたずねします。（○は１つだけ）    
 

 

とい

問30-4 今
いま

の仕事
し ご と

の賃金
ちんぎん

・ 給 料
きゅうりょう

についておたずねします。（○は１つだけ）   
 

 

とい

問30-5 あなたが感
かん

じる 働
はたら

きがいについておたずねします。（○はいくつでも）   
 

 

問
とい

30 で「９． 働
はたら

いていない」と回答
かいとう

した方
かた

にうかがいます。 

とい

問30-6 あなたは過去
か こ

に 働
はたら

いていたことがありますか。（○は１つだけ）   
 

とい

問30-7 働
はたら

いていない理由
りゆう

は何
なん

ですか。（○はいくつでも）   
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問
とい

30 で「９． 働
はたら

いていない」と回答
かいとう

した方
かた

にうかがいます。 

とい

問30-8 今後
こんご

の就労希望
しゅうろうきぼう

についておたずねします。（○は１つだけ）   
 

◆ 今後の就労希望については、「一般企業の常勤従業員や公務員などの常勤従業員として働き

たい」が 37.8％、「パートやアルバイトとして働きたい」（2.6％）等の順。一方、「働き

なくない」は 2.1％。 

 

 

 

     問
とい

30-8 で 1番
ばん

から～4番
ばん

までに回答
かいとう

した方
かた

にうかがいます。 

とい

問30-8-1 どのようなところで 働
はたら

きたいですか。（○は１つだけ） 
 

◆ 働きたいところは、「できる限り自宅の近くが良い」が 44.4％、「自宅から通える範

囲ならどこでも良い」が 43.8％で拮抗しており、「どこでも良い」は 7.2％、「自宅

で働きたい」は 1.5％。 

 

 
 
  

37.8

28.8

2.6

0.9

11.6

2.1

16.2

0% 10% 20% 30% 40%

一般企業の常勤従業員や公務員などの常勤従業員として働きたい

障害福祉サービス事業所等を利用して働きたい

パートやアルバイトとして働きたい

起業したり、家業を継いだりしたい

その他

働きたくない

無回答
n=847

44.4

43.8

7.2

1.5

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

できる限り自宅の近くが良い

自宅から通える範囲ならどこでも良い

どこでも良い

自宅で働きたい

無回答 n=534
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とい

問31  全
すべ

ての方
かた

におたずねします。 新
あたら

しい仕事
しごと

についたり、仕事
しごと

を続
つづ

けるために、どのようなことが必要
ひつよう

だと思
お も

いますか。（○はいくつでも）   

 

◆ 新しい仕事についたり、仕事を続けるために何らかの支援が必要と思う人は 89.0％、具体的

には、「一人ひとりの状況にあった仕事の紹介」が 67.3％、「企業や雇用主の障害者に対する

理解の促進」（61.6％）、「仕事に慣れるまで助言や手助けをするコーディネーター」

（516％）、「勤務時間、勤務形態への配慮」（49.0％）、「今の職場で働く上で困ったときに気

軽に相談できるところ」（47.6％）等の順。一方「そのような支援は必要ない」は 0.8％。 

 

 

 

  

67.3

61.6

51.6

49.0

47.6

36.1

35.6

35.1

32.8

29.6

29.1

4.7

0.8

10.2

0% 20% 40% 60% 80%

一人ひとりの状況にあった仕事の紹介

企業や雇用主の障害者に対する理解の促進

仕事に慣れるまで助言や手助けをするコーディネーター

勤務時間、勤務形態への配慮

今の職場で働く上で困ったときに気軽に相談できるところ

新しい仕事に関する相談、情報提供

軽作業などを通じて対人関係を学んだり、

日常生活のリズムを身につける

仕事や職場環境に慣れるための手伝いをしてくれる

専門家（ジョブコーチ）の派遣

新しい技術や職業能力を身につける場や機会

作業を通して就労の訓練を行う

企業への職場実習等を通じた就労に向けた訓練

その他

上記のような支援は必要ない

無回答

n=972

複数回答

必要だと思う 

89.0％ 
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医療と健康についておたずねします 
 

とい

問32 あなたは現在
げんざい

医療
いりょう

機関
きかん

にかかっていますか。（○は１つだけ）   
 

◆ 現在医療機関に「通院している」が 71.6％、「往診を受けている」が 1.4％、「入院している」

が 0.8％。一方、「かかっていない」は 24.5％。 

 

 

 
とい

問33 あなたは、 障 害
しょうがい

を専門
せんもん

に診察
しんさつ

してくれる主治医
し ゅ じ い

の他
ほか

に、風邪
か ぜ

をひいた時
とき

などに診察
しんさつ

を受
う

ける近
ちか

く

のクリニックなどへ受診
じ ゅ し ん

していますか。（○はいくつでも）  
 

とい

問34 あなたは、 障 害
しょうがい

を専門
せんもん

に診察
しんさつ

してくれる主治医
し ゅ じ い

の他
ほか

に、歯
は

のことで診察
しんさつ

を受
う

ける近
ちか

くの歯科
し か

クリ

ニックへ受診
じ ゅ し ん

していますか。（○はいくつでも）  

 

◆ 障害を専門に診察してくれる主治医の他にクリニックなどへ「受診している」が 86.5％、「受

診したいが、受信できない」が 2.7％、「受診していない」が 9.4％。 

◆ 障害を専門に診察してくれる主治医の他に歯科クリニックへ「受診している」が 68.7％、「受

診したいが、受信できない」が 5.8％、「受診していない」が 23.8％。 

 

 

 

  

71.6

1.4

0.8

24.5

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

通院している

往診を受けている

入院している

かかっていない

無回答
n=972

86.5

2.7

9.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受診している

受診したいが、受診できない

受診していない

無回答
n=972

68.7

5.8

23.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受診している

受診したいが、受診できない

受診していない

無回答
n=972

クリニックなどへ受診 

歯科クリニックへ受診 



＜障害児＞ 

38 
 

とい

問35 病 院
びょういん

での
こま

困りごとはなんですか。（○はいくつでも）  
 

◆ 病院での困りごとがある方は 39.9％、具体的には、「待合室での居場所がない、または、待合

室に居づらいが 24.8％、「障害特性を理解してもらえない」（15.1％）、「治療の説明がよくわ

からない」（7.5％）、「障害を理由に受診を断わられる」（5.9％）等の順。一方、「特に困った

ことはない」は 54.0％。 

 

 

【障害を専門に診察してくれる主治医以外のクリニックなどへ受診状況別 病院で困ること】 

 

  

24.8

15.1

7.5

5.9

4.1

3.0

2.2

0.6

54.0

6.1

0% 20% 40% 60%

待合室での居場所がない、または、待合室に居づらい

障害特性を理解してもらえない

治療の説明がよくわからない

障害を理由に受診を断わられる

障害特性に応じたコミュニケーション手段を用意してもらえない

話をきちんと聞いてもらえない

移動する手段がない等の理由で、病院に行くことができない

障害を理由に診察の順番を後回しにされる

特に困ったことはない

無回答 n=972

複数回答

合計 障害特

性に応
じたコ
ミュニ
ケー
ション
手段を
用意し
てもら
えない

障害を

理由に
受診を
断わら
れる

障害特

性を理
解して
もらえ
ない

話をき

ちんと
聞いて
もらえ
ない

待合室

での居
場所が
ない、
また
は、待
合室に
居づら
い

障害を

理由に
診察の
順番を
後回し
にされ
る

治療の

説明が
よくわ
からな
い

移動す

る手段
がない
等の理
由で、
病院に
行くこ
とがで
きない

特に

困った
ことは
ない

無回答

全体 972 4.1 5.9 15.1 3.0 24.8 0.6 7.5 2.2 54.0 6.1

受診している 841 4.3 5.4 15.6 3.3 24.6 0.6 7.6 1.7 55.9 4.3

受診したいが、受診できない 26 3.8 15.4 30.8 3.8 69.2 3.8 11.5 3.8 11.5 7.7

受診していない 91 3.3 8.8 8.8 0.0 15.4 0.0 5.5 4.4 54.9 13.2

問33 障害を専門に診察

してくれる主治医以外の
クリニックなどへ受診

問35 病院での困りごと

病院での困りごとがある 

39.9％ 

障害を専門に診察してくれる主治医
以外のクリニックなどへ受診状況別 
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問
とい

36 あなたの健康
けんこう

・医療
いりょう

について、必要
ひつよう

だと思
おも

うことはなんですか。（○はいくつでも）  
 

◆ 健康・医療について必要だと思うことは、「十分な睡眠と休養」（54.3％）、「適度な運動」が

53.5％、「自分の障害・病気について、相談できる場所」（46.0％）、「薬の管理」（43.2％）、

「定期的な健康診断」（39.2％）等の順。一方、「特に何もない」は 13.3％。 

 

 

 

※１年
ねん

以上
いじょう

、病 院
びょういん

で過
す

ごしている方
かた

にうかがいます。 

とい

問37 病 院
びょういん

での生活
せいかつ

が長
なが

くなっている理由
りゆう

はどのようなものですか。（○は１つだけ）   
 

◆ 病院での生活が長くなっている理由は、「治療の継続が必要」が 63.6％。 

 

 

  

54.3

53.5

46.0

43.2

39.2

34.1

31.4

26.4

9.7

8.0

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分な睡眠と休養

適度な運動

自分の障害・病気について、相談できる場所

薬の管理

定期的な健康診断

口腔ケア

自分の体調について、相談できる場所

栄養面での管理・指導

訪問看護や往診など、在宅医療の利用

特に何もない

無回答
n=972

複数回答

63.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

36.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

治療の継続が必要

帰る家がない

退院したあと、施設やグループホームでの暮らしを

考えているが、空きがない

退院したいが協力してくれる人がいない

退院に向けた環境は整っているが、退院後の生活が不安

情報がないため、退院するイメージがわかない

わからない

無回答 n=11
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災害関係についておたずねします 
 

問
とい

38  災害
さいがい

時
じ

への備
そな

えとして、どんなことをしていますか。（○はいくつでも） 
 

◆ 災害時への備えとして、なんらかの『災害時への備えをしている』方は 80.5％で、具体的に

は、「災害時の水や食糧を準備している」が 55.7％、「自分の避難先(地域防災拠点など)を確認

している」（48.5％）等の順。一方、「特に何もしていない」は 17.6％。 

 

 

 

問
とい

39 災害
さいがい

に備
そな

えていても、不安
ふあん

に思う
おも 

ことは何
なん

ですか。（○はいくつでも） 
 

◆ 災害に備えていても、不安に思うことは、「避難場所で周りの人や知らない人とうまく過ごせる

か」（60.9％）、「避難場所の人が自分の障害を理解してくれるか」（59.2％）、「避難場所まで

たどり着けるか」43.6％、「避難場所の設備が障害に配慮されている(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰになっている)

か」（32.0％）等の順。 

 

 

55.7

48.5

25.9

24.1

13.2

12.3

4.1

17.6

1.9

0% 20% 40% 60%

災害時の水や食糧を準備している

自分の避難先（地域防災拠点など）を確認している

家族や支援してくれる人と、災害時の対応について、話をしている

防災訓練などに参加している

地域の人に事情を伝えている（要援護者名簿等への記載など）

障害状況により必要な装具・補装具・薬・酸素ボンベなどを準備している

在宅医療機器の予備電源や予備バッテリーを準備している

特に何もしていない

無回答

n=972

複数回答

60.9

59.2

43.6

32.0

29.1

15.2

8.5

8.1

16.8

7.4

0% 20% 40% 60% 80%

避難場所で周りの人や知らない人とうまく過ごせるか

避難場所の人が自分の障害を理解してくれるか

避難場所までたどり着けるか

避難場所の設備が障害に配慮されている（バリアフリーになっている）か

避難勧告などの重要な情報がきちんと障害者にも入ってくるか

風水害に対する対処方法がわからない

停電で在宅医療機器が使えなくなるのではないか

避難場所がわからない

その他

無回答 n=972

複数回答

『災害時への 

備えをしている』 

80.5％ 



第４期横浜市障害者プラン素案骨子及び素案(案)について 

 

■ 素案骨子について 

グループインタビュー、当事者ワーキンググループ及び当事者向けアンケートなどの結果

を踏まえ、4期プラン素案骨子を策定しました（参考資料２）。策定に当たっては、横浜市障

害者施策推進関係局連絡会及び横浜市障害者施策検討部会にて意見を集約し、反映しました。 

※障害者計画及び障害児福祉計画の振り返り（障害児関連施策）については（別紙）をご

覧ください。 

 

□ 素案（案）について 

４期プラン素案骨子をもとに、４期プラン素案 (案)を作成しました（参考資料３）。概要

はつぎのとおりです。 

 

第１章 計画の概要 

１ 計画策定の趣旨 

３期プランと同様、３つの法定計画を一体的に策定します。 

(1)  「市町村障害者計画」 

障害者基本法第 11 条第３項に基づき、施策の方向性及び個別の事業等を定めるもの。 

(2)  「市町村障害福祉計画」 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第 88 条第１項に基づ

き、サービス利用の見込み量等を定めるもの。 

(3)  「市町村障害児福祉計画」 

児童福祉法第 33 条に基づき、サービス利用の見込み量等を定めるもの。 

（※厚生労働省が示した第２期障害児福祉計画は資料３及び参考資料４参照。） 

２ 計画の位置づけ 

計画期間を令和３年度（2021 年度）から８年度（2026 年度）までの６年間とし、障害

福祉計画及び障害児福祉計画の部分については３年後に見直します。 

施策の展開にあたっては、他の福祉保健分野の計画等と有機的に連動させ、効果を上げ

ていくことを目指します。 

 

資料２ 



３ 計画の構成 

３期プランと同様、施策分野別ではなく、障害のある人の生活場面ごとに、５つの枠組

みに分類しました。 

また、障害のある人を地域で支えるための基盤整備として、各事業とは別に、「地域生

活支援拠点機能」と「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」について取り上げる

章を設け、それぞれの概要、将来像、取組をまとめました。 

４ 国の動向 

３期プランの計画期間を中心に、国の動向をまとめます。 

 

第２章 横浜市における障害福祉の現状 

１ 横浜市の障害福祉のあゆみ 

この項では、横浜市が障害福祉分野で大切にしてきた、障害当事者やご家族、支援者や

地域住民といった様々な方々との対話・協力などを、これまでの市単独事業などを例に説

明し、今後もそのことを大切にしていくという思いを記載します。 

２ 将来にわたるあんしん施策 

この項では、在宅心身障害者手当から将来にわたるあんしん施策への転換について、改

めて説明します。 

３ 横浜市の各障害手帳等統計の推移 

この項では、３期プランに記載した身体障害、知的障害、精神障害、難病患者のほか、

発達障害、強度行動障害、医療的ケア児・者について、市が持つ統計情報等を記載します。 

４ 第３期障害者プランの振り返り 

この項では、３期プランの取組を５つのテーマごとに振り返り、それぞれ今後の課題を

挙げます。 

 

第３章 第４期障害者プランの基本目標とテーマ 

１ 基本目標 

障害のある人もない人も、相互に人格と個性を尊重し合いながら、 

地域共生社会の一員として、自らの意思により自分らしく生きることができる 

まちヨコハマを目指す 

３期プラン策定時と比べ、施策・事業は充実に向かっている一方、「津久井やまゆり園」



での事件やグループホーム建設反対運動など、社会の不寛容により障害者の生命・生活が

脅かされる出来事も目立っています。 

４期プランは、その基本目標を定めるにあたり、改めて、障害のある人の尊厳と人権を

尊重することの大切さを示したいと考えます。 

２ 基本目標の実現に向けて必要な視点 

個々の事業を基本目標の実現に向け一体感のある取組としていくために必要な考え方・

視点を７つ設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 生活の場面ごとの取組 

３期プラン同様、施策分野別ではなく、障害のある人の生活場面ごとに５分類にけまし

た。 

４期プランでは、生活全般に係わる施策・事業の重要性を捉えて、「様々な生活の場面

を支えるもの」を新たな枠組みとして設けるとともに、分類を再検討しました。 

枠組み 内容 

様々な生活の場面を支えるもの 普及啓発、人材確保・育成、権利擁護、 

相談支援 

生活の場面１ 住む・暮らす 住まい、暮らし、移動支援、まちづくり 

生活の場面２ 安心・安全 健康・医療、防災・減災 

生活の場面３ 育む・学ぶ 療育、教育 

生活の場面４ 働く・楽しむ 就労、日中活動、スポーツ・文化芸術 

 

第４章 障害のある人を地域で支える基盤の整備 

第３章で取り上げた各事業とは別に、様々な事業をネットワーク型でつなぎ、障害のあ

る人を地域全体で支える社会基盤の整備について説明します。 

１ 本章の位置付け 

１ 障害のある人個人の尊重と人権の保障の視点 

２ 障害状況やライフステージに合わせたニーズを捉えていく視点 

３ 将来にわたるあんしん施策を踏まえた視点 

４ 親なき後の安心と、親あるうちからの自立につなげていく視点 

５ 障害のある人すべてが生きがいを実感できるようにしていく視点 

６ 障害理解を進め、社会の変容を促していく視点 

７ サービス提供体制を持続可能にしていく視点 

障害児関連

施策の目標

が掲げられ

ている項目 



２ 国の動向 

地域共生社会の実現に向けて国が進める「地域生活支援拠点機能」と「精神障害にも対

応した地域包括ケアシステム」について、これまでの経過を説明します。 

３ 横浜市の状況 

横浜市が進める地域生活支援拠点機能と精神障害にも対応した地域包括ケアシステム

について、それぞれの将来像とそれに向けた取組を説明します。 

４ 今後の方向性 

これからの検討・推進の方向性を説明します。 

 

第５章 ＰＤＣＡサイクルによる計画の見直し 

障害福祉計画及び障害児福祉計画の部分については３年後に見直します。見直しにあたっ

ては、障害のある人や家族、支援者等のインタビューや意見交換を行うとともに、障害者施

策推進協議会や障害者施策推進部会、毎年開催する市民向け説明会など様々な場面で、各施

策・事業の評価・検討を行います。 
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Ⅰ章
し ょ う

 計画
け い か く

の概要
が い よ う

 

１ 計画
け い か く

策定
さ く て い

の趣旨
し ゅ し

 

横浜市
よ こ は ま し

では、障害
し ょ う が い

施策
し さ く

に係
か か

わる中
ちゅう

・長期的
ち ょ う き て き

な計画
け い か く

である「障害者
し ょ う が い し ゃ

プラン」（以下
い か

「プラン」といいます。）を、平成
へ い せ い

16年度
ね ん ど

に策定しました。その後、21年度
ね ん ど

に「第
だ い

２期
き

」、27年度
ね ん ど
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き
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の構築
こ う ち く

という視点
し て ん

を中心
ち ゅ う し ん

に、施策
し さ く

を推進
す い し ん

してきました。 

このプランは、次
つ ぎ
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み っ

つの法定
ほ う て い

計画
け い か く
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せ い し つ
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福祉
ふ く し

施策
し さ く

を着実
ち ゃ く じ つ

に進
す す

めて

いきます。 

２ 計画
け い か く

の位置
い ち

づけ 

（１） 計画
け い か く

期間
き か ん

 

第
だ い

３期
き

のプランは、平成
へ い せ い

27年度
ね ん ど

（2015年度
ね ん ど

）から令和
れ い わ

２年
ね ん

度
ど

（2020年度
ね ん ど

）までの６年
ね ん

間
か ん

を計画
け い か く

期間
き か ん

として

策定
さ く て い

しました。 

   また、平成
へ い せ い

30年度
ね ん ど

（2018年度
ね ん ど

）の中間期
ち ゅ う か ん き

には、「障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

計画
け い か く

」部分
ぶ ぶ ん

について、３年
ね ん

を１期
き

として作成
さ く せ い

する

こととしている国
く に

の基本
き ほ ん

方針
ほ う し ん

に基
も と

づく見
み

直
な お

しのほか、児童
じ ど う

福祉法
ふ く し ほ う

の改正
か い せ い

に伴
ともな

う「障害児
し ょ う が い じ

福祉
ふ く し

計画
け い か く

」の一体的
い っ た い て き

策定
さ く て い

を行
おこな

うとともに、プラン全体
ぜ ん た い

の振
ふ

り返
か え

りと後
こ う

期
き

３年
ね ん

間
か ん

の方
ほ う

向性
こ う せ い

をまとめた改定版
か い て い ば ん

を策定
さ く て い

しました。 

   第
だ い

４期
き

についても、第
だ い

３期
き

と同
お な

じく、中
ちゅう

・長期的
ち ょ う き て き

なビジョンをもって施策
し さ く

を進
す す

めていくために、計画
け い か く

期間
き か ん

を６

年
ね ん

間
か ん

として策定
さ く て い

していきます。 

また、障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

計画
け い か く

及
お よ

び障害児
し ょ う が い じ

福祉
ふ く し

計画部分
け い か く ぶ ぶ ん

については、３年
ね ん

後
ご

に見
み

直
な お

しを実施
じ っ し

します。そのほかにも、

プランの進行
し ん こ う

管理
か ん り

、進捗
し ん ち ょ く

について、適宜
て き ぎ

、評価
ひ ょ う か

を行
おこな

い、当該
と う が い

施策
し さ く

・事業
じ ぎ ょ う

の必要性
ひ つ よ う せ い

の検討
け ん と う

、事業
じ ぎ ょ う

規
き

模
ぼ

や期間
き か ん

等
と う

の見
み

直
な お

しを実施
じ っ し

します。 

   社会
し ゃ か い

情勢
じ ょ う せ い

の変化
へ ん か

やニーズの変化
へ ん か

に伴
ともな

う新
あたら

しい課題
か だ い

に、柔軟
じ ゅ う な ん

に対応
た い お う

するための施策
し さ く

の再構築
さ い こ う ち く

なども併
あ わ

せて

実施
じ っ し

します。 

見 直
み な お

し  見 直
み な お

し  
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（２） 他
た

計画
け い か く

との関係性
か ん け い せ い

 

本市
ほ ん し

では、個別
こ べ つ

の法律
ほ う り つ

を根拠
こ ん き ょ

とする福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

の分野
ぶ ん や

別
べ つ

計画
け い か く

として、よこはま地域
ち い き

包括
ほ う か つ

ケア計画
け い か く

（横浜市
よ こ は ま し

高齢者
こ う れ い し ゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

計画
け い か く

・介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業
じ ぎ ょ う

計画
け い か く

） （老人
ろ う じ ん

福祉法
ふ く し ほ う

及
お よ

び介護
か い ご

保険法
ほ け ん ほ う

）、健康
け ん こ う

横浜
よ こ は ま

21（健康
け ん こ う

増進法
ぞ う し ん ほ う

）、

横浜市
よ こ は ま し

子
こ

ども・子
こ

育
そ だ

て支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

計画
け い か く

（子
こ

ども・子
こ

育
そ だ

て支援法
し え ん ほ う

及
お よ

び次
じ

世代
せ だ い

育成
い く せ い

支援
し え ん

対策
た い さ く

推進法
す い し ん ほ う

）、横浜市
よ こ は ま し

住
じゅう

生活
せ い か つ

基本
き ほ ん

計画
け い か く

（住
じゅう

生活
せ い か つ

基本法
き ほ ん ほ う

）、横浜市
よ こ は ま し

教育
き ょ う い く

振興
し ん こ う

基本
き ほ ん

計画
け い か く

（教育
き ょ う い く

基本法
き ほ ん ほ う

）があります。これに加
く わ

えて、本市
ほ ん し

独自
ど く じ

に「よこはま保健
ほ け ん

医療
い り ょ う

プラン」という本市
ほ ん し

の保健
ほ け ん

医療
い り ょ う

施策
し さ く

に関
か ん

する総合的
そ う ご う て き

な計画
け い か く

があります。 

また、横浜市
よ こ は ま し

地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
け い か く

は、地域
ち い き

の視点
し て ん

から高齢者
こ う れ い し ゃ

、障害者
し ょ う が い し ゃ

、子
こ

ども・若者
わ か も の

等
と う

の対象者
た い し ょ う し ゃ

や、保健
ほ け ん

や

健康
け ん こ う

に関
か ん

する分野
ぶ ん や

別
べ つ

計画
け い か く

に共
きょう

通
つ う

する理念
り ね ん

、方針
ほ う し ん

及
お よ

び取組
と り く み

推進
す い し ん

の方向性
ほ う こ う せ い

等
と う

を明示
め い じ

し、対象者
た い し ょ う し ゃ

全体
ぜ ん た い

の地域
ち い き

生活
せ い か つ

の充実
じ ゅ う じ つ

を図
は か

ることを目指
め ざ

しています。また、住民
じ ゅ う み ん

、事業者
じ ぎ ょ う し ゃ

及
お よ

び公的
こ う て き

機関
き か ん

が協働
き ょ う ど う

する基本的
き ほ ん て き

な事項
じ こ う

を横断的
お う だ ん て き

に

示
し め

すことで、地域
ち い き

における展開
て ん か い

を総括
そ う か つ

する役割
や く わ り

を果
は

たします。 

このように、障害
し ょ う が い

のあるなしに係
か か

わらず、地域
ち い き

での生活
せ い か つ

を支援
し え ん

するためには、人々
ひ と び と

の暮
く

らしの場
ば

である地域
ち い き

において、様々
さ ま ざ ま

な取組
と り く み

をそれぞれの関係性
か ん け い せ い

や相互
そ う ご

のつながり、全体
ぜ ん た い

の総合性
そ う ご う せ い

、連続性
れ ん ぞ く せ い

といった視点
し て ん

で捉
と ら

え、

関連付けて行うことが、「地域
ち い き

福祉
ふ く し

」の大事
だ い じ

な視点
し て ん

です。 

施策
し さ く

の展開
て ん か い

にあたっては、関係
か ん け い

するそれぞれの分野
ぶ ん や

別
べ つ

計画
け い か く

が、有機的
ゆ う き て き

に連動
れ ん ど う

していくことによって、一層
い っ そ う

の

効果
こ う か

があがってきます。 

   行政
ぎ ょ う せ い

分野
ぶ ん や

ごとの専門性
せ ん も ん せ い

を充実
じ ゅ う じ つ

させ、質
し つ

の高
た か

い施策
し さ く

を展開
て ん か い

していくとともに、関連
か ん れ ん

する分野
ぶ ん や

を意識
い し き

し、

整合性
せ い ご う せ い

を図
は か

りながら取
と

り組
く

むことを重視
じ ゅ う し

していきます。 
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表
ひょう

１ 横浜市
よ こ は ま し

人口
じ ん こ う

と障害者
し ょ う が い し ゃ

手帳
て ち ょ う

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

の比較
ひ か く

 

（３月
が つ

末
ま つ

時点
じ て ん

、ただし、横浜市
よ こ は ま し

人口
じ ん こ う

のみ４月
が つ

１日
に ち

時点
じ て ん

。以下
い か

同様
ど う よ う

）（人
に ん

） 

 26年
ね ん

 27年
ね ん

 28年
ね ん

 29年
ね ん

 30年
ね ん

 31年
ね ん

 

横浜市
よ こ は ま し

人口
じ ん こ う

 3,702,093 3,712,170 3,725,042 3,728,124 3,731,706 3,741,317 

身体
し ん た い

障害者
し ょ う が い し ゃ

 98,706 99,120 99,199 99,356 99,361 99,515 

知的
ち て き

障害者
し ょ う が い し ゃ

 24,171 25,447 26,712 27,958 29,409 30,822 

精神
せ い し ん

障害者
し ょ う が い し ゃ

 26,475 28,285 30,225 32,249 34,578 36,901 

手帳
て ち ょ う

所持者
し ょ じ し ゃ

全体
ぜ ん た い

 149,352 152,852 156,136 159,563 163,348 167,238 

横浜市
よ こ は ま し

人口
じ ん こ う

における障害者
し ょ う が い し ゃ

手帳
て ち ょ う

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

割合
わ り あ い

 
4.03%

ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 4.12%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 4.1%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 4.28%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 4.38%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 4.47%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 

 

表
ひょう

２ 横浜市
よ こ は ま し

人口
じ ん こ う

と障害者
し ょ う が い し ゃ

手帳
て ち ょ う

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

の増加数
ぞ う か す う

の比較
ひ か く

  （人
に ん

） 

 26～27年
ね ん

 27～28年
ね ん

 28～29年
ね ん

 29～30年
ね ん

 30～31年
ね ん

 

横浜市
よ こ は ま し

人口
じ ん こ う

増加数
ぞ う か す う

 10,077 12,872 3,082 3,582 9,611 

（増加率
ぞ う か り つ

） (0.27%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (0.35%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (0.08%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (0.10%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (0.26%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) 

手帳
て ち ょ う

所持者
し ょ じ し ゃ

の増加数
ぞ う か す う

 3,500 3,284 3,427 3,785 3,890 

（増加率
ぞ う か り つ

） (2.34%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (2.15%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (2.19%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (2.37%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (2.38%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) 

  

 
第
だ い

Ⅱ章
し ょ う

 横浜市
よ こ は ま し

における障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

の現状
げ ん じ ょ う

 

１ 横浜市
よ こ は ま し

の各障害
か く し ょ う が い

手帳
て ち ょ う

統計
と う け い

の推移
す い い

 

（１） 横浜市
よ こ は ま し

の障害者
し ょ う が い し ゃ

手帳
て ち ょ う

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

 

横浜市
よ こ は ま し

発行
は っ こ う

の各障害者
か く し ょ う が い し ゃ

手帳
て ち ょ う

（身体
し ん た い

障害者
し ょ う が い し ゃ

手帳
て ち ょ う

・愛
あ い

の手帳
て ち ょ う

（療育
り ょ う い く

手帳
て ち ょ う

）・精神
せ い し ん

障害者
し ょ う が い し ゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

）の平成
へ い せ い

31年
ね ん

３月
が つ

末
ま つ

時点
じ て ん

での所持者数
し ょ じ し ゃ す う

の合計
ご う け い

は、約
や く

１6万
ま ん

7千
せ ん

人
に ん

（横浜市
よ こ は ま し

全体
ぜ ん た い

人口比
じ ん こ う ひ

で４.47％）となっています。 

26年
ね ん

は、約
や く

14万
ま ん

９千
せ ん

人
に ん

でしたので、現在
げ ん ざ い

までに、約
や く

１万
ま ん

８千
せ ん

人
に ん

増加
ぞ う か

したということになります（増加率
ぞ う か り つ

約
や く

１2．

1％）。表
ひょう

１からも年々
ね ん ね ん

取得者数
し ゅ と く し ゃ す う

が伸
の

びていることが分
わ

かります。 

また、表
ひょう

２から見
み

られるように、障害者
し ょ う が い し ゃ

手帳
て ち ょ う

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

の増加率
ぞ う か り つ

については、ここ数年
す う ね ん

2.2％から 2.4％程度
て い ど

を推移
す い い

しており、横浜市
よ こ は ま し

人口
じ ん こ う

の増加率
ぞ う か り つ

と比
く ら

べても増加率
ぞ う か り つ

が大
お お

きいことから、障害者
し ょ う が い し ゃ

手帳
て ち ょ う

を所持
し ょ じ

する方
か た

の割合
わ り あ い

が増
ふ

えてきているといえます。今後
こ ん ご

も社会
し ゃ か い

の高齢化
こ う れ い か

等
と う

と相
あ い

まって、障害者
し ょ う が い し ゃ

手帳
て ち ょ う

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

の割合
わ り あ い

は増
ふ

えていく

ことが推測
す い そ く

されます。 
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表
ひょう

３ 身体
し ん た い

障害者
し ょ う が い し ゃ

手帳
て ち ょ う

 障害
し ょ う が い

状況
じょうきょう

推移
す い い

 各年
か く ね ん

３月
が つ

末
ま つ

時点
じ て ん

（人
に ん

） 

  26年
ね ん

 27年
ね ん

 28年
ね ん

 29年
ね ん

 30年
ね ん

 31年
ね ん

 

視覚
し か く

障害
し ょ う が い

 6,435 6,447 6,397 6,370 6,349 6,397 

聴覚
ち ょ う か く

･
・

平衡
へ い こ う

機能
き の う

障害
し ょ う が い

 8,321 8,452 8,585 8,643 8,706 8,842 

音声
お ん せ い

・言語
げ ん ご

 

・そしゃく機能
き の う

障害
し ょ う が い

 
964 982 993 979 995 1,021 

肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

 52,813 52,284 51,420 50,669 49,700 48,893 

内部
な い ぶ

障害
し ょ う が い

 30,173 30,955 31,804 32,695 33,611 34,362 

計
け い

 98,706 99,120 99,199 99,356 99,361 99,515 

 

表
ひょう

４ 身体
し ん た い

障害者
し ょ う が い し ゃ

手帳
て ち ょ う

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

 年齢
ね ん れ い

別
べ つ

推移
す い い

 各年
か く ね ん

３月
が つ

末
ま つ

時点
じ て ん

（人
に ん

） 

  26年
ね ん

 27年
ね ん

 28年
ね ん

 29年
ね ん

 30年
ね ん

 31年
ね ん

 

18歳
さ い

未満
み ま ん

 2,469 2,426 2,428 2,397 2,377 2,360 

18～65歳
さ い

未満
み ま ん

 29,509 28,823 28,193 27,903 27,638 27,542 

65歳
さ い

以上
い じ ょ う

 66,728 67,871 68,578 69,056 69,346 69,613 

計
け い

 98,706 99,120 99,199 99,356 99,361 99,515 

全体
ぜ ん た い

における 

65歳
さ い

以上
い じ ょ う

の割合
わ り あ い

 
67.6%

ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 68.5%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 69.1%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 69.5%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 69.8%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 70.0%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 

 

  

（２） 障害
し ょ う が い

別
べ つ

の状況
じょうきょう

 

ア 身体
し ん た い

障害者
し ょ う が い し ゃ

手帳
て ち ょ う

 

身体
し ん た い

障害
し ょ う が い

については、各障害
か く し ょ う が い

状況
じょうきょう

別
べ つ

に内訳
う ち わ け

を見
み

てみると、肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

が最
もっと

も多
お お

く、次
つ

いで、内部
な い ぶ

障害
し ょ う が い

となっ

ています。 

     表
ひょう

３で見
み

られるように、各障害
か く し ょ う が い

の人数
に ん ず う

は、横
よ こ

ばいに推移
す い い

していますが、内部
な い ぶ

機能
き の う

障害
し ょ う が い

については、増加
ぞ う か

して

います。 

     また、表
ひょう

４から見
み

られるように、18歳
さ い

未満
み ま ん

及
お よ

び 18歳
さ い

から 65歳
さ い

未満
み ま ん

の人数
に ん ず う

が横
よ こ

ばいとなっているのに対
た い

し

て、65歳
さ い

以上
い じ ょ う

の人数
に ん ず う

は、年々
ね ん ね ん

増加
ぞ う か

しています。 
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表
ひょう

５ 愛
あ い

の手帳
て ち ょ う

 障害
し ょ う が い

程度
て い ど

別
べ つ

推移
す い い

 各年
か く ね ん

３月
が つ

末
ま つ

時点
じ て ん

（人
に ん

） 

  26年
ね ん

 27年
ね ん

 28年
ね ん

 29年
ね ん

 30年
ね ん

 31年
ね ん

 

Ａ
えー

１ 4,775 4,908 4,995 5,087 5,209 5,340 

Ａ
えー

２ 4,706 4,799 4,923 5,040 5,140 5,222 

Ｂ
びー

１ 5,366 5,646 5,843 6,009 6,296 6,556 

Ｂ
びー

２ 9,324 10,094 10,951 11,822 12,764 13,704 

計
け い

 24,171 25,447 26,712 27,958 29,409 30,822 

※参考
さ ん こ う

 Ａ
えー

１…I Q
あいきゅー

20以
い

下
か

、Ａ
えー

２…I Q
あいきゅー

21～35、B
びー

1…I Q
あいきゅー

36～50、B
びー

2…I Q
あいきゅー

51～75 

 

表
ひょう

６ 愛
あ い

の手帳
て ち ょ う

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

の年齢
ね ん れ い

別
べ つ

推移
す い い

 各年
か く ね ん

３月
が つ

末
ま つ

時点
じ て ん

（人
に ん

） 

  26年
ね ん

 27年
ね ん

 28年
ね ん

 29年
ね ん

 30年
ね ん

 31年
ね ん

 

18歳
さ い

未満
み ま ん

 
9,172 9,646 10,141 10,612 11,237 11,809 

(37.9%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (37.9%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (38.0%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (38.0%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (38.2%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (38.3%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) 

18～65歳
さ い

未満
み ま ん

 
14,312 15,058 15,746 16,485 17,261 18,033 

(59.2%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (59.2%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (58.9%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (59.0%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (58.7%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (58.5%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) 

65歳
さ い

以上
い じ ょ う

 
687 743 825 861 911 980 

(2.8%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (2.9%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (3.1%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (3.1%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (3.1%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (3.2%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) 

計
け い

 24,171 25,447 26,712 27,958 29,409 30,822 

 

  

イ 愛
あ い

の手帳
て ち ょ う

（療育
り ょ う い く

手帳
て ち ょ う

） 

知的
ち て き

障害
し ょ う が い

については、表
ひょう

５から見
み

られるように、平成
へ い せ い

31年
ね ん

３月
が つ

末
ま つ

時点
じ て ん

では、26年
ね ん

と比
く ら

べ、７千
せ ん

人
に ん

増
ふ

えています。

中
な か

でも、Ｂ
びー

２の手帳
て ち ょ う

を所持
し ょ じ

している方
か た

が、約
や く

４千
せ ん

人
に ん

増加
ぞ う か

し、全体
ぜ ん た い

の増加数
ぞ う か す う

の約
や く

6割
わ り

を占
し

めています。 

また、表
ひょう

６の年齢
ね ん れ い

別
べ つ

推移
す い い

からは、全体
ぜ ん た い

の所持者数
し ょ じ し ゃ す う

における各年齢
か く ね ん れ い

の所持者数
し ょ じ し ゃ す う

の割合
わ り あ い

は、この６年
ね ん

間
か ん

を通
と お

して、

ほぼ横
よ こ

ばいとなっています。 
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表
ひょう

７ 精神
せ い し ん

障害者
し ょ う が い し ゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

 等
と う

級別
きゅうべつ

推移
す い い

 各年
か く ね ん

３月
が つ

末
ま つ

時点
じ て ん

（人
に ん

） 

  26年
ね ん

 27年
ね ん

 28年
ね ん

 29年
ね ん

 30年
ね ん

 31年
ね ん

 

１級
きゅう

 2,870 2,994 3,118 3,308 3,457 3,673 

２級
きゅう

 14,497 15,477 16,623 17,844 19,313 20,731 

３級
きゅう

 9,108 9,814 10,484 11,097 11,808 12,497 

計
け い

 26,475 28,285 30,225 32,249 34,578 36,901 

 

表
ひょう

８ 精神
せ い し ん

障害者
し ょ う が い し ゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

 年齢
ね ん れ い

別
べ つ

推移
す い い

 各年
か く ね ん

３月
が つ

末
ま つ

時点
じ て ん

（人
に ん

） 

  26年
ね ん

 27年
ね ん

 28年
ね ん

 29年
ね ん

 30年
ね ん

 31年
ね ん

 

20歳
さ い

未満
み ま ん

 
493 596 727 869 1,021 1,150 

(1.9%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (2.1%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (2.4%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (2.7%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (3.0%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (3.1%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) 

20～65歳
さ い

未満
み ま ん

 
22,355 23,682 25,126 26,666 28,523 30,428 

(84.4%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (83.7%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (83.1%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (82.7%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (82.5%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (82.5%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) 

65歳
さ い

以上
い じ ょ う

 
3,627 4,007 4,372 4,714 5,034 5,323 

(13.7%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (14.2%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (14.5%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (14.6%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (14.6%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) (14.4%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

) 

計
け い

 26,475 28,285 30,225 32,249 34,578 36,901 

※ 精神
せ い し ん

障害者
し ょ う が い し ゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

については、１８歳
さ い

未満
み ま ん

での統計
と う け い

を取
と

っていないため、２０歳
さ い

未満
み ま ん

としています。 

 

  

ウ 精神
せ い し ん

障害者
し ょ う が い し ゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

 

身体
し ん た い

障害
し ょ う が い

・知的
ち て き

障害
し ょ う が い

・精神
せ い し ん

障害
し ょ う が い

の３障害
し ょ う が い

の手帳
て ち ょ う

所持者
し ょ じ し ゃ

のうち、この５年
ね ん

間
か ん

でもっとも増加
ぞ う か

してきているのが、

精神
せ い し ん

障害
し ょ う が い

です。表
ひょう

７から見
み

られるように、平成
へ い せ い

31年
ね ん

３月
が つ

末
ま つ

時点
じ て ん

では、26年
ね ん

と比
く ら

べ、1万人
ま ん に ん

増
ふ

えており、特
と く

に２級
きゅう

が

約
や く

６千人
せ ん に ん

増
ふ

えています（増加率
ぞ う か り つ

約
や く

40.0％）。 

また、表
ひょう

８の年齢
ね ん れ い

別
べ つ

の手帳
て ち ょ う

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

の推移
す い い

を見
み

てみると、20歳
さ い

未満
み ま ん

、20歳
さ い

から 65歳
さ い

、65歳
さ い

以上
い じ ょ う

の各年代
か く ね ん だ い

で

増加
ぞ う か

傾向
け い こ う

にあり、特
と く

に 20歳
さ い

～65歳
さ い

未満
み ま ん

の所持者数
し ょ じ し ゃ す う

が大
お お

きく増加
ぞ う か

しています。 



 
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４つの生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

とそれらを支
さ さ

えるもの 

様々
さまざま

な生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

を支
ささ

えるもの 

分野
ぶ ん や

 今後
こ ん ご

の方向性
ほ う こ う せ い

 分野
ぶ ん や

 今後
こ ん ご

の方向性
ほ う こ う せ い

 

普及
ふ き ゅ う

 

啓発
け い は つ

 

互
た が

いの存在
そ ん ざ い

に気
き

づき、身
み

近
ぢ か

に感
か ん

じる仕
し

組
く

みづくり 

権利
け ん り

 

擁護
よ う ご

 

虐待
ぎ ゃ く た い

防止
ぼ う し

の取組
と り く み

の浸透
し ん と う

 

障
しょう

害
が い

に対
た い

する正
た だ

しい理
り

解
か い

促
そ く

進
し ん

 成年
せ い ね ん

後見
こ う け ん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そ く し ん

 

学齢期
が く れ い き

への重点的
じ ゅ う て ん て き

な普及
ふ き ゅ う

啓発
け い は つ

 障害者
し ょ う が い し ゃ

差別
さ べ つ

解消法
か い し ょ う ほ う

に基
も と

づく取組
と り く み

 

人材
じ ん ざ い

 

確保
か く ほ

・

育成
い く せ い

 

障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

人材
じ ん ざ い

の確保
か く ほ

と育成
い く せ い

 情報
じ ょ う ほ う

保障
ほ し ょ う

の取組
と り く み

 

業務
ぎ ょ う む

効率化
こ う り つ か

に向
む

けたロボット・AI
えーあい

・ICT
あいしーてぃー

等
と う

の

導入
ど う に ゅ う

検討
け ん と う

 

相談
そ う だ ん

 

支援
し え ん

 
相
そ う

談
だ ん

支援
し え ん

の充実
じ ゅ う じ つ

 

生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

１ 住
す

む・暮
く

らす 

住
す

まい 
障
しょう

害
が い

状
じょう

況
きょう

に合
あ

わせた住
す

まいの選
せ ん

択
た く

肢
し

の充
じゅう

実
じ つ

 移
い

動
ど う

 

支
し

援
え ん

 
多

た

様
よ う

なニーズに合
あ

わせた移
い

動
ど う

支
し

援
えん

の充
じゅう

実
じつ

 
高
こ う

齢
れ い

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

を踏
ふ

まえた住
す

まいの構
こ う

築
ち く

 

暮
く

らし 
地域
ち い き

での生活
せ い か つ

を支
さ さ

える仕
し

組
く

みの充
じゅう

実
じ つ

 まち 

づくり 
福
ふ く

祉
し

のまちづくりの推
す い

進
し ん

 
本
ほ ん

人
に ん

の生
せ い

活
か つ

力
り ょ く

を引
ひ

き出
だ

す支
し

援
え ん

の充
じゅう

実
じ つ

 

生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

２ 安
あ ん

心
し ん

・安
あ ん

全
ぜ ん

 

健
け ん

康
こ う

・ 

医
い

療
りょう

 

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

も参
さ ん

加
か

しやすい保
ほ

健
け ん

施
し

策
さ く

の検
け ん

討
と う

 
防災
ぼ う さ い

・ 

減災
げ ん さ い

 
災
さ い

害
が い

時
じ

の自
じ

助
じ ょ

・共
きょう

助
じ ょ

・公
こ う

助
じ ょ

の仕
し

組
く

みの浸
し ん

透
と う

 医
い

療
りょう

環
か ん

境
きょう

の充
じゅう

実
じ つ

 

救
きゅう

急
きゅう

医
い

療
りょう

体
た い

制
せ い

の充
じゅう

実
じ つ

 

生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

３ 学
ま な

ぶ・育
はぐく

む 

療
りょう

育
い く

 障
しょう

害
が い

児
じ

の発
は っ

達
た つ

段
だ ん

階
か い

に応
お う

じた支
し

援
え ん

の充
じゅう

実
じ つ

 教
きょう

育
い く

 

療
りょう

育
い く

と教
きょう

育
い く

の連
れ ん

携
け い

による切
き

れ目
め

のない支
し

援
え ん

 

教
きょう

育
い く

環
か ん

境
きょう

・教
きょう

育
い く

活
か つ

動
ど う

の充
じゅう

実
じ つ

 

教
きょう

育
い く

から就
しゅう

労
ろ う

への支
し

援
え ん

 

生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

４ 働
はたら

く・楽
た の

しむ 

就
しゅう

労
ろ う

 

一
い っ

般
ぱ ん

就
しゅう

労
ろ う

の促
そ く

進
し ん

と雇
こ

用
よ う

後
ご

の定
て い

着
ちゃく

支
し

援
え ん

の充
じゅう

実
じ つ

 日
に っ

中
ちゅう

 

活
か つ

動
ど う

 

日
に っ

中
ちゅう

活
か つ

動
ど う

場
ば

所
し ょ

の選
せ ん

択
た く

肢
し

の充
じゅう

実
じ つ

 

幅
は ば

広
ひ ろ

い仕
し

事
ご と

や工
こ う

賃
ち ん

の向
こ う

上
じょう

による生
せ い

活
か つ

の充
じゅう

実
じ つ

 
地域
ち い き

でのつながりと広
ひ ろ

がりの促
そ く

進
し ん

 

スポーツ・ 

文化
ぶ ん か

芸術
げ いじ ゅ つ

 

スポーツ活動
か つ ど う

の推進
す い し ん

 

多
た

様
よ う

な働
はたら

き方
か た

や障
しょう

害
が い

者
し ゃ

就
しゅう

労
ろ う

に対
た い

する理
り

解
か い

促
そ く

進
し ん

 文
ぶ ん

化
か

芸
げ い

術
じゅつ

活
か つ

動
ど う

の推
す い

進
し ん

 

 第
だ い

４期
き

プランは、一人
ひ と り

ひとりが、かけがえのない個人
こ じ ん

として尊重
そ ん ち ょ う

されることを前提
ぜ ん て い

に、障
しょう

害
が い

のあるなしによって分
わ

け隔
へ だ

てられることなく、自
みずか

らの意思
い し

で自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きることが出
で

来
き

るまちを実現
じ つ げ ん

していくことを基本
き ほ ん

目標
も く ひ ょ う

として設定
せ っ て い

します。 

 また、第
だ い

３期
き

プランの「障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

が日常
に ち じ ょ う

生活
せ い か つ

を送
お く

るうえでの視点
し て ん

に立
た

った枠組
わ く ぐ

み」を継承
け い し ょ う

し、日常
に ち じ ょ う

生活
せ い か つ

を支
さ さ

える「４つ

の生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

とそれらを支
さ さ

えるもの」に整理
せ い り

した構成
こ う せ い

とします。 

１ 第
だ い

４期
き

プランの取組
と り く み

の方向性
ほ う こ う せ い

 

≪第
だい

３期
き

プランの振
ふ

り返
かえ

り≫ 

「障害
しょうがい

のある人
ひ と

とない人
ひ と

の相互
そ う ご

理解
り か い

と、日常
に ち じ ょう

から災害
さ い が い

等
と う

の

緊急
きんきゅう

時
じ

まで支
さ さ

え合
あ

うことができるまち」を目指
め ざ

し、障害者
し ょ う が い し ゃ

週間
しゅうかん

を

中心
ちゅうしん

とした普及
ふ き ゅ う

・啓発
け い は つ

イベントや、防災
ぼ う さ い

訓練
く ん れ ん

での出前
で ま え

講座
こ う ざ

等
と う

の

実施
じ っ し

、基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センターの設置
せ っ ち

等
と う

による相談
そ う だ ん

支援
し え ん

システム

の強化
き ょ う か

、障害者
し ょ う が い し ゃ

差別
さ べ つ

解消法
か い し ょ う ほ う

の趣旨
し ゅ し

を踏
ふ

まえ通知
つ う ち

文書
ぶ ん し ょ

の点字化
て ん じ か

等
と う

情報
じ ょう ほ う

保障
ほ し ょ う

の取組
と り く み

等
と う

を推進
す い し ん

しました。一方で、障害
しょうがい

理解の更な

テーマ１：出
で

会
あ

う・つながる・助
た す

け合
あ

う 

「自
みずか

ら住
す

まいの場
ば

を選択
せ ん た く

し、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して暮
く

ら

し・生活
せ い か つ

し続
つ づ

けられるまち」を目指
め ざ

し、親
お や

亡
な

き後
あ と

の暮
く

らしを支
さ さ

え

る後見的
こ う け ん て き

支援
し え ん

制度
せ い ど

の全区
ぜ ん く

展開
てんかい

や、行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

を支
さ さ

える

ための支援力
し え ん り ょ く

向上
こうじょう

研修
けんしゅう

の開催
かいさい

、グループホームの設置
せ っ ち

のほ

か、地域
ち い き

生活
せ い か つ

支援
し え ん

拠点
き ょ て ん

機能
き の う

の全区
ぜ ん く

での整備
せ い び

等
と う

を推進
す い し ん

しました。 

テーマ２：住
す

む、そして暮
く

らす 

「毎日
ま い に ち

を安心
あ ん し ん

して過
す

ごし、地域
ち い き

の中
な か

で健
す こ

やかに育
そ だ

ち、共
と も

に生
い

きていくことができるまち」を目
め

指
ざ

し、障害
しょうがい

特性
と く せ い

等
と う

を理解
り か い

し、

適切
て き せ つ

な医療
い り ょ う

を提供
ていきょう

できるよう知的
ち て き

障害者
し ょ う が い し ゃ

専門
せ ん も ん

外来
が い ら い

を５病院
びょういん

で

開設
か い せ つ

し、医療的
い り ょ う て き

ケア児
じ

・者
し ゃ

等
と う

の関連
か ん れ ん

分野
ぶ ん や

の支援
し え ん

を調整
ちょうせい

するコー

ディネーターの配置
は い ち

、公共
こ う き ょ う

交通
こ う つ う

機関
き か ん

・学校
が っ こ う

のバリアフリー化
か

や、

障害者
し ょ う が い し ゃ

差別
さ べ つ

解消法
か い し ょ う ほ う

の趣旨
し ゅ し

を踏
ふ

まえた各取組
か く と り く み

等
と う

を推進
す い し ん

しました。 

テーマ３：毎日
ま い に ち

を安心
あ ん し ん

して健
す こ

やかに過
す

ごす 

「乳幼児期
に ゅ う よ う じ き

から学齢期
が く れ い き

を通
つ う

じて、家族
か ぞ く

や友
と も

だち、学校
が っ こ う

の先生
せ ん せ い

な

どの大人
お と な

たちと関
か か

わり、語
か た

り合
あ

い、学
ま な

び合
あ

い、生
い

きる力
ちから

を身
み

に付
つ

けていくことができるまち」を目
め

指
ざ

し、地域
ち い き

療育
りょうい く

センターの初診
し ょ し ん

待機
た い き

期間
き か ん

短縮
たんしゅく

に向
む

けた取組
と り く み

の実施
じ っ し

や、教育環境
きょういくかんきょう

の充実
じゅうじつ

のほか、

障害福祉人材確保
し ょ う が い ふ く し じ ん ざ い か く ほ

に向
む

けたPR
ぴーあーる

動画
ど う が

の制作
せ い さ く

・公共
こ う き ょう

交通
こ う つ う

機関
き か ん

での

一斉
い っ せ い

放映
ほ う え い

等
と う

を行
おこな

いました。 

テーマ４：いきる力
ちから

を学
ま な

び・育
はぐく

む 

「一人
ひ と り

ひとりの適正
て き せ い

や希望
き ぼ う

に合
あ

った仕事
し ご と

を見
み

つけることがで

き、また、外出
がいしゅつ

や趣味
し ゅ み

・スポーツ
す ぽ ー つ

を楽
た の

しむなど、様々
さ ま ざ ま

な余暇
よ か

が充
じゅう

実
じ つ

したまち」を目指
め ざ

し、就労
し ゅ う ろ う

支援
し え ん

センター等
と う

を中心
ちゅうしん

とした就労
し ゅ う ろ う

支
し

援
え ん

の促進
そ く し ん

・定着
ていちゃく

支援
し え ん

や、障害者
し ょ う が い し ゃ

施設
し せ つ

と企業
き ぎ ょ う

のコーディネートを

担
に な

うよこはま障害者
し ょ う が い し ゃ

共同
き ょ う ど う

受注
じ ゅちゅう

総合
そ う ご う

センターの開設
か い せ つ

、移動
い ど う

情報
じ ょう ほ う

セ

ンターの全区
ぜ ん く

展開
て ん か い

、ラポール上
か み

大岡
お お お か

の整備
せ い び

等
と う

を行
おこな

いました。 

テーマ５：働
はたら

く・活動
か つ ど う

する・余暇
よ か

を楽
た の

しむ 

第 ４ 期 プ ラ ン 基
き

 本
ほ ん

 目
も く

 標
ひょう

  

障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

もない人
ひ と

も、相互
そ う ご

に人格
じ ん か く

と個性
こ せ い

を尊重
そ ん ち ょ う

し合
あ

いながら、地域
ち い き

共生
き ょ う せ い

社会
し ゃ か い

の一員
い ち い ん

として、 

自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きることができるまちヨコハマを目
め

指
ざ

す 

１ 障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

個人
こ じ ん

の尊重
そ ん ち ょ う

と人権
じ ん け ん

の保障
ほ し ょ う

の視点
し て ん

 

２ 障害
し ょ う が い

状況
じょうきょう

やライフステージに合
あ

わせたニーズを捉
と ら

えていく視点
し て ん

 

３ 将来
し ょ う ら い

にわたるあんしん施策
し さ く

を踏
ふ

まえた視点
し て ん

 

４ 親
お や

なき後
あ と

の安心
あ ん し ん

と、親
お や

あるうちからの自立
じ り つ

につなげていく視点
し て ん

 

５ 障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

すべてが生
い

きがいを実感
じ っ か ん

できるようにしていく視点
し て ん

 

６ 障害
し ょ う が い

理解
り か い

を進
す す

め、社会
し ゃ か い

の変容
へ ん よ う

を促
うなが

していく視点
し て ん

 

７ サービス提供
て い き ょ う

体制
た い せ い

を持続
じ ぞ く

可能
か の う

にしていく視点
し て ん

 

基本
き ほ ん

目標
も く ひ ょ う

の実現
じ つ げ ん

に向
む

けて必要
ひ つ よ う

な視点
し て ん

 

≪今後
こ ん ご

の取
と

り組
く

むべき障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

施策
し さ く

の課題
か だ い

等
と う

≫ 

 課題
か だ い

①：生活
せ い か つ

を支
さ さ

える環境
かんき ょう

整備
せ い び

の充実
じ ゅ うじ つ

 

 障害
し ょ う が い

に対
た い

する周囲
し ゅ う い

の理解
り か い

や配慮
は い り ょ

を進
す す

めるために

は、互
た が

いの存在
そ ん ざ い

に気
き

付
づ

き、身
み

近
ぢ か

に感
か ん

じる仕
し

組
く

みづくり

が必要
ひ つ よ う

です。また、各相談先
か く そ う だ ん さ き

については、機能
き の う

の整理
せ い り

や連携
れ ん け い

等
と う

さらなる充実
じ ゅ う じ つ

を求
も と

める声
こ え

が挙
あ

がっています。

さらに、労働
ろ う ど う

人口
じ ん こ う

減少
げ ん し ょ う

の中
な か

、必要
ひ つ よ う

な福祉
ふ く し

サービスを

適切
て き せ つ

に提供
て い き ょ う

するための人材
じ ん ざ い

の確保
か く ほ

・育成
い く せ い

が求
も と

められ

ています。 

 課題
か だ い

②：住
す

まい・暮
く

らしの充実
じ ゅ うじ つ

 

住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

での暮
く

らしや、グループホームで

の暮
く

らし、高齢化
こ う れ い か

・重度化
じ ゅ う ど か

への対応
た い お う

、退院後
た い い ん ご

や施設
し せ つ

か

らの地域
ち い き

移行
い こ う

など、本人
ほ ん に ん

の希望
き ぼ う

や状態
じ ょ う た い

等
と う

に応
お う

じた多
た

様
よ う

なニーズに応
こ た

えられるよう、住
す

まい・暮
く

らしに関
か ん

する

支援
し え ん

の充実
じ ゅ う じ つ

や環境
か ん き ょ う

整備
せ い び

が求
も と

められています。 

 課題
か だ い

③：安心
あ ん し ん

・安全
あ ん ぜ ん

に暮
く

らせる生活
せ い か つ

環境
かんき ょう

の充実
じ ゅ うじ つ

 

 医療
い り ょ う

受診
じ ゅ し ん

環境
か ん き ょ う

の向上
こ う じ ょ う

や、障害
し ょ う が い

特性
と く せ い

を踏
ふ

まえた心身
し ん し ん

の健
け ん

康
こ う

対
た い

策
さ く

等
と う

をライフステージに応
お う

じて推進
す い し ん

するた

め、医
い

療
りょう

・福祉
ふ く し

・教育
き ょ う い く

関係者
か ん け い し ゃ

の連携
れ ん け い

強化
き ょ う か

が必要
ひ つ よ う

です。

また、災害
さ い が い

時
じ

には、要援護者
よ う え ん ご し ゃ

への必要
ひ つ よ う

な配慮
は い り ょ

が行
おこな

わ

れるよう環境
か ん き ょ う

整備
せ い び

を進
す す

めるほか、自助
じ じ ょ

・共助
き ょ う じ ょ

の仕
し

組
く

み

の構築
こ う ち く

や公
こ う

助
じ ょ

の役割
や く わ り

を明確化
め い か く か

する必要
ひ つ よ う

があります。 

 課題
か だ い

④：療育
り ょ う い く

・教育
き ょ う い く

の充実
じ ゅ うじ つ

 

 発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

の増加
ぞ う か

、障害
し ょ う が い

の重度化
じ ゅ う ど か

・多様化
た よ う か

を踏
ふ

ま

え、様々
さ ま ざ ま

なニーズに対応
た い お う

できるよう、地域
ち い き

療育
り ょ う い く

センタ

ー を 中心
ち ゅ う し ん

と し た 支援
し え ん

の 充実
じ ゅ う じ つ

や 関係
か ん け い

機関
き か ん

の 連携
れ ん け い

、

教職員
き ょ う し ょ く い ん

の専門性
せ ん も ん せ い

や教育
き ょ う い く

環境
か ん き ょ う

、教育
き ょ う い く

活動
か つ ど う

の更
さ ら

なる充実
じ ゅ う じ つ

が求
も と

められています。 

 課題
か だ い

⑤：自分
じ ぶ ん

らしく過
す

ごすための環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

 社会
し ゃ か い

と関
か か

わりながら様々
さ ま ざ ま

な形
かたち

で過
す

ごすため、就労
し ゅ う ろ う

支援
し え ん

センターを中心
ち ゅ う し ん

にした、就労
し ゅ う ろ う

支援
し え ん

の促進
そ く し ん

や工賃
こ う ち ん

の向上
こ う じ ょ う

等
と う

のほか、生活
せ い か つ

介護
か い ご

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の設置
せ っ ち

等
な ど

、希望
き ぼ う

や

状態
じ ょ う た い

に合
あ

った日中
に っ ち ゅ う

活動
か つ ど う

場所
ば し ょ

の設置
せ っ ち

促進
そ く し ん

、障害者
し ょ う が い し ゃ

スポ

ーツ・文化
ぶ ん か

活動
か つ ど う

のさらなる充実
じ ゅ う じ つ

が求
も と

められています。 

第
だ い

Ⅲ章
し ょ う

 第
だ い

４期
き

プランの基本
き ほ ん

目標
も く ひ ょ う

とテーマ 
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≪当事者
と う じ し ゃ

・関係者
か ん け い し ゃ

からの主
お も

な意見
い け ん

≫ 

・障害者
し ょ う が い し ゃ

の問題
も ん だ い

は千差万別
せ ん さ ば ん べ つ

。障害
し ょ う が い

全体
ぜ ん た い

だけではなく、個別
こ べ つ

の障害
し ょ う が い

特性
と く せ い

についても理解
り か い

してほしい。 

・小
しょう

学
が っ

校
こ う

の車
くるま

いす体
た い

験
け ん

教
きょう

室
し つ

で、子
こ

どもたちが車
くるま

いすのことを知
し

ることができた。そういった体験
た い け ん

を色々
い ろ い ろ

やるの

もいい。 

・人員
じ ん い ん

不足
ぶ そ く

は色々
い ろ い ろ

なところで言
い

われており、募集
ぼ し ゅ う

もしているが応募
お う ぼ

が少
す く

ない。 

・計画
け い か く

相談
そ う だ ん

は、利用者
り よ う し ゃ

と相談
そ う だ ん

支援事
し え ん じ

業者
ぎ ょ う し ゃ

と行政
ぎょうせい

との温度差
お ん ど さ

がある。相談
そ う だ ん

支援事
し え ん じ

業者
ぎ ょ う し ゃ

へのフォローが必要
ひ つ よ う

。 

 

 

 

 
   

◇ 取組
と り く み

の方向性
ほ う こ う せ い

 

■ 互
た が

いの存
そ ん

在
ざ い

に気
き

づき、身
み

近
ぢ か

に感
か ん

じる仕組
し く

みづくり 

12月
が つ

３日
に ち

から９日
に ち

までの「障害
し ょ う が い

者
し ゃ

週間
し ゅ う か ん

」等
と う

をきっかけとして、障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

の存
そ ん

在
ざ い

に気
き

づき、身
み

近
ぢ か

に感
か ん

じる

仕組
し く

みづくりを進
す す

めていきます。 

■ 障害
し ょ う が い

に対
た い

する正
た だ

しい理
り

解
か い

促
そ く

進
し ん

 

障害
し ょ う が い

に対
た い

する正
た だ

しい理
り

解
か い

促
そ く

進
し ん

のため、各
か く

種
し ゅ

媒
ば い

体
た い

や様
さ ま

々
ざ ま

な機
き

会
か い

を通
つ う

じて疾
し っ

病
ぺ い

や障害
し ょ う が い

の情
じょう

報
ほ う

を発
は っ

信
し ん

するとと

もに、当事者
と う じ し ゃ

や家族
か ぞ く

、障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

関係
か ん け い

団体
だ ん た い

等
と う

による普
ふ

及
きゅう

・啓
け い

発
は つ

活
か つ

動
ど う

への支
し

援
え ん

等
と う

を進
す す

めてきます。 

■ 学齢期
が く れ い き

への重点的
じ ゅ う て ん て き

な普及
ふ き ゅ う

啓発
け い は つ

 

共生
き ょ う せ い

社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

に向
む

け、学齢期
が く れ い き

から障害
し ょ う が い

児
じ

・者
し ゃ

とともに取
と

り組
く

む様
さ ま

々
ざ ま

な活
か つ

動
ど う

や体
た い

験
け ん

等
と う

の機会
き か い

を通
と お

して、児
じ

童
ど う

・生徒
せ い と

や、その保護
ほ ご

者
し ゃ

の障害
し ょ う が い

理解
り か い

を進
す す

めていきます。 

◇ 取組
と り く み

の方向性
ほ う こ う せ い

 

  ■ 障
しょう

害
が い

福
ふ く

祉
し

人材
じ ん ざ い

の確
か く

保
ほ

と育
い く

成
せ い

 

     障害
し ょ う が い

福
ふ く

祉
し

人
じ ん

材
ざ い

の確
か く

保
ほ

・育
い く

成
せ い

を目
め

指
ざ

し、民
み ん

間
か ん

事
じ

業
ぎょう

者
し ゃ

等
と う

関
か ん

係
け い

機
き

関
か ん

との協
きょう

働
ど う

による事
じ

業
ぎょう

の展
て ん

開
か い

や障害
し ょ う が い

特性
と く せ い

に

応
お う

じた支
し

援
え ん

のための研
け ん

修
しゅう

などを検
け ん

討
と う

・実
じ っ

施
し

していきます。 

  ■ 業務
ぎ ょ う む

効率化
こ う り つ か

に向
む

けたロボット・A
え ー

I
あい

・ICT
あいしーてぃー

等
と う

の導入
ど う に ゅ う

検討
け ん と う

 

業務
ぎ ょ う む

効率化
こ う り つ か

や現場
げ ん ば

における介護
か い ご

業務
ぎ ょ う む

の負担
ふ た ん

軽減
け い げ ん

等
と う

を推進
す い し ん

するため、ロボット・A
え ー

I
あい

・ICT
あいしーてぃー

等
と う

の導入
ど う に ゅ う

の検討
け ん と う

を行
おこな

っていきます。 

◇ 取
と り

組
く み

の方
ほ う

向
こ う

性
せ い

 

■ 虐待
ぎ ゃ く た い

防止
ぼ う し

の取組
と り く み

の浸透
し ん と う

 

市
し

民
み ん

向
む

けの広
こ う

報
ほ う

を行
おこな

うとともに、障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

サービス事業
じ ぎ ょ う

者
し ゃ

を対
た い

象
しょう

とした研
け ん

修
しゅう

等
と う

を実
じ っ

施
し

し、虐
ぎゃく

待
た い

防
ぼ う

止
し

の取
と り

組
く み

の浸透
し ん と う

を図
は か

っていきます。 

■ 成年
せ い ね ん

後見
こ う け ん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そ く し ん

 

成年
せ い ね ん

後見
こ う け ん

制度
せ い ど

をより利用
り よ う

しやすくなるよう、権利
け ん り

擁護
よ う ご

支援
し え ん

・後見
こ う け ん

制度
せ い ど

利用
り よ う

促進
そ く し ん

機能
き の う

の強化
き ょ う か

を進
す す

めていきます。 

■ 障害
し ょ う が い

者
し ゃ

差
さ

別
べ つ

解
か い

消
しょう

法
ほ う

に基
も と

づく取
と り

組
く み

 

障害
し ょ う が い

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
か い し ょ う

に向
む

け、障害
し ょ う が い

者
し ゃ

差
さ

別
べ つ

に関
か ん

する相
そ う

談
だ ん

、紛
ふ ん

争
そ う

の防
ぼ う

止
し

等
と う

のための体
た い

制
せ い

を充
じゅう

実
じ つ

させ

るとともに、引
ひ

き続
つ づ

き周
しゅう

知
ち

を図
は か

ります。 

■ 情報
じ ょ う ほ う

保障
ほ し ょ う

の取組
と り く み

 

視覚
し か く

障害
し ょ う が い

者
し ゃ

、聴
ちょう

覚
か く

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

及
お よ

び知
ち

的
て き

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

等
と う

への情報
じ ょ う ほ う

提供
て い き ょ う

について定
さ だ

めた、行政
ぎ ょ う せ い

情報
じ ょ う ほ う

発信
は っ し ん

のルール化
か

を

徹
て っ

底
て い

するとともに、必
ひ つ

要
よ う

な配
は い

慮
り ょ

について検
け ん

討
と う

を行
おこな

っていきます。 

２ 各
か く

テーマ 

様々
さ ま ざ ま

な生活
せ い か つ

を支
さ さ

えるもの 

（１）普及
ふ き ゅ う

啓発
け い は つ

 

（２）人
じ ん

材
ざ い

確
か く

保
ほ

・育
い く

成
せ い

 

（３）権利
け ん り

擁護
よ う ご
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◇ 取組
と り く み

の方向性
ほ う こ う せ い

 

■ 相談
そ う だ ん

支援
し え ん

の充実
じ ゅ う じ つ

 

地域
ち い き

生活
せ い か つ

支援
し え ん

拠点
き ょ て ん

の「相談
そ う だ ん

機能
き の う

」の充実
じ ゅ う じ つ

を図
は か

るとともに、相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れ ん け い

強化
き ょ う か

や相談
そ う だ ん

支援
し え ん

システム

の整理
せ い り

、相談
そ う だ ん

支援
し え ん

従事
じ ゅ う じ

者
し ゃ

の人材
じ ん ざ い

育成
い く せ い

や当事
と う じ

者
し ゃ

による相談
そ う だ ん

の活用
か つ よ う

促進
そ く し ん

を進
す す

め、相談
そ う だ ん

支援
し え ん

の充実
じ ゅ う じ つ

を図
は か

ってい

きます。 

（４）相談
そ う だ ん

支援
し え ん
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≪当事
と う じ

者
し ゃ

・関係者
か ん け い し ゃ

からの主
お も

な意見
い け ん

≫ 

 

 

 

 
   

・地域
ち い き

の中
な か

で暮
く

らしの中
な か

の相
そ う

談
だ ん

ごとや子
こ

供
ど も

の居
い

場
ば

所
し ょ

や医
い

療
りょう

のことも近
ち か

場
ば

で済
す

めばいいなと思
お も

う。 

・一人
ひ と り

暮
く

らしするときは、ヘルパーを使
つ か

いながら個
こ

人
じ ん

の時
じ

間
か ん

を大
た い

切
せ つ

にしたい。 

・大学内
だ い が く な い

では、ボランティアが受
う

けられず、親
お や

に頼
た よ

らなければならない。 

・障害
し ょ う が い

者
し ゃ

が親
お や

の介護
か い ご

をする立場
た ち ば

になったときに、どのように看
み

ていけばいいのか。 

・それぞれの障害
し ょ う が い

に対応
た い お う

した老人
ろ う じ ん

ホームがほしい。 

・ベビーカーやお年
と し

寄
よ

りにも優
や さ

しいフラットな道
み ち

がよい。数
す う

年
ね ん

かけて対
た い

応
お う

してほしい。 

・行
い

きたかった学
が っ

校
こ う

が、バリアフリーではなかったので、通
か よ

えなかった。 

◇ 取
と り

組
く み

の方
ほ う

向
こ う

性
せ い

 

■ 障
しょう

害
が い

状
じょう

況
きょう

に合
あ

わせた住
す

まいの選
せ ん

択
た く

肢
し

の充
じゅう

実
じ つ

 

障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

の希
き

望
ぼ う

や状
じょう

況
きょう

に合
あ

わせた多
た

様
よ う

なニーズに応
こ た

えられるよう、多
た

様
よ う

な形
け い

態
た い

の住
す

まいの構
こ う

築
ち く

を進
す す

めていきます。 

■ 高
こ う

齢
れ い

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

を踏
ふ

まえた住
す

まいの構
こ う

築
ち く

 

今
こ ん

後
ご

も引
ひ

き続
つ づ

き増
ぞ う

加
か

傾
け い

向
こ う

が見
み

込
こ

まれる高
こ う

齢
れ い

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

を踏
ふ

まえ、ニーズに対応
た い お う

したグループホームの整
せ い

備
び

や、在
ざ い

宅
た く

生
せ い

活
か つ

を支
さ さ

えるバリアフリー改
か い

修
しゅう

等
と う

を通
つ う

じて、安
あ ん

心
し ん

できる住
す

まいの構
こ う

築
ち く

を進
す す

めていきます。 

◇ 取組
と り く み

の方向性
ほ う こ う せ い

 

■ 地域
ち い き

での生活
せ い か つ

を支
さ さ

える仕組
し く

みの構築
こ う ち く

 

障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

に関
か か

わる社
し ゃ

会
か い

資
し

源
げ ん

をもとに、既
き

存
そ ん

のサービスを整理
せ い り

していくことで、地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して暮
く

らすこと

ができる体
た い

制
せ い

づくりを目
め

指
ざ

します。 

■ 本
ほ ん

人
に ん

の生
せ い

活
か つ

力
りょく

を引
ひ

き出
だ

す支
し

援
え ん

の充
じゅう

実
じ つ

 

障害
し ょ う が い

の状
じょう

況
きょう

が変
か

わっても、自
みずか

ら希
き

望
ぼ う

するところで暮
く

らしていくために、障害
し ょ う が い

児
じ

・者
し ゃ

やその家
か

族
ぞ く

にとって必
ひ つ

要
よ う

なサービスを提
て い

供
きょう

する事
じ

業
ぎょう

を引
ひ

き続
つ づ

き実
じ っ

施
し

します。 

◇ 取
と り

組
く み

の方
ほ う

向
こ う

性
せ い

 

■ 多様
た よ う

なニーズに合
あ

わせた移
い

動
ど う

支
し

援
え ん

の充
じゅう

実
じ つ

 

移動
い ど う

情報
じ ょ う ほ う

センターの運営
う ん え い

や、ガイドヘルパー等
と う

担
に な

い手
て

の発
は っ

掘
く つ

・育
い く

成
せ い

の強
きょう

化
か

等
と う

を通
つ う

じ、一人
ひ と り

ひとりのニーズ

に合
あ

った移
い

動
ど う

支
し

援
え ん

の充
じゅう

実
じ つ

に向
む

けた取
と り

組
く み

を進
す す

めていきます。 

◇ 取組
と り く み

の方向性
ほ う こ う せ い

 

■ 福祉
ふ く し

のまちづくりの推進
す い し ん

 

     市民
し み ん

・事
じ

業者
ぎ ょ う し ゃ

・行政
ぎ ょ う せ い

の３者
し ゃ

が一体
い っ た い

となって、誰
だ れ

もが安全
あ ん ぜ ん

に安心
あ ん し ん

してまちを移動
い ど う

し、様々
さ ま ざ ま

な施設
し せ つ

を利用
り よ う

できる

環
か ん

境
きょう

をハード及
お よ

びソフトの両
りょう

面
め ん

から整
せ い

備
び

するなど、福祉
ふ く し

のまちづくりをさらに推進
す い し ん

していきます。 

生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

１：住
す

む・暮
く

らす 

（１）住
す

まい 

（２）暮
く

らし 

（3）移動
い ど う

支援
し え ん

 

（４）まちづくり 
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≪当事者
と う じ し ゃ

・関係者
か ん け い し ゃ

からの主
お も

な意見
い け ん

≫ 

・一
い っ

般
ぱ ん

の小
しょう

児
に

科
か

は 16歳
さ い

以上
い じ ょ う

は内科
な い か

に行
い

ってほしいと言
い

われるが、障害
し ょ う が い

を理
り

解
か い

する病
びょう

院
い ん

がなかなか見
み

つから

ない。 

・地域
ち い き

の医療
い り ょ う

機関
き か ん

の方々
か た が た

に、もう少
す こ

し重症
じゅうしょう

心身
し ん し ん

障害
し ょ う が い

児
じ

・者
し ゃ

の生活
せ い か つ

の実態
じ っ た い

を知
し

ってもらいたい。 

・災害
さ い が い

時
じ

の文字
も じ

情報
じ ょ う ほ う

がほしい。 

・障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

が、災害
さ い が い

発生
は っ せ い

時
じ

どのように行動
こ う ど う

したらよいか分
わ

かるマニュアルがほしい。 

  

 

◇ 取組
と り く み

の方向性
ほ う こ う せ い

 

■ 障
しょう

害
が い

者
し ゃ

も参
さ ん

加
か

しやすい健
け ん

康
こ う

づくり施
し

策
さ く

の検
け ん

討
と う

 

障害
し ょ う が い

者
し ゃ

に必要
ひ つ よ う

な体力
た い り ょ く

づくりやリハビリテーションが地域
ち い き

で行
お こ

えるよう、人
じ ん

材
ざ い

育
い く

成
せ い

も含
ふ く

めた環
か ん

境
きょう

の整
せ い

備
び

を進
す す

めます。また、健康
け ん こ う

増進
ぞ う し ん

の基本
き ほ ん

要素
よ う そ

となる、歯
は

・口腔
こ う く う

や食生活
し ょ く せ い か つ

等
と う

の分野
ぶ ん や

について、障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

も取
と

り組
く

み

やすい施
し

策
さ く

を健康
け ん こ う

増進
ぞ う し ん

計画
け い か く

と連動
れ ん ど う

させながら検
け ん

討
と う

・推
す い

進
し ん

します。 

■ 医療
い り ょ う

環境
か ん き ょ う

の充実
じ ゅ う じ つ

 

あらゆる障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

に、適
て き

切
せ つ

な医
い

療
りょう

を提供
て い き ょ う

できるよう、難
な ん

病
びょう

患
か ん

者
じ ゃ

への支
し

援
え ん

の充
じゅう

実
じ つ

や、医療
い り ょ う

機関
き か ん

・医療
い り ょ う

従事者
じ ゅ う じ し ゃ

に対
た い

する障害
し ょ う が い

特性
と く せ い

への理解
り か い

を深
ふ か

める研修
け ん し ゅ う

、ネットワーク化
か

等
と う

を通
つ う

じて、医
い

療
りょう

環
か ん

境
きょう

の充
じゅう

実
じ つ

を進
す す

めます。 

■ 救急
きゅうきゅう

医療
い り ょ う

体制
た い せ い

の充実
じ ゅ う じ つ

 

土曜日
ど よ う び

・日曜日
に ち よ う び

・祝日
し ゅ く じ つ

などの病院
び ょ う い ん

が救急
きゅうきゅう

医療
い り ょ う

体制
た い せ い

を取
と

ることが困
こ ん

難
な ん

な日
ひ

及
お よ

び時
じ

間
か ん

帯
た い

における受
う け

入
い れ

病
びょう

床
しょう

を

確保
か く ほ

し、救急
きゅうきゅう

医療
い り ょ う

体制
た い せ い

が充実
じ ゅ う じ つ

されるよう努
つ と

めます。 

 

 

◇ 取組
と り く み

の方向性
ほ う こ う せ い

 

■ 災害
さ い が い

時
じ

の自助
じ じ ょ

・共助
き ょ う じ ょ

・公
こ う

助
じ ょ

の仕組
し く

みの浸透
し ん と う

 

    災害
さ い が い

発生
は っ せ い

時
じ

に、情報
じ ょ う ほ う

保障
ほ し ょ う

など、障害
し ょ う が い

特性
と く せ い

に応
お う

じた必要
ひ つ よ う

な配慮
は い り ょ

が行
おこな

われるよう環境
か ん き ょ う

整備
せ い び

を進
す す

めるほか、

自助
じ じ ょ

・共助
き ょ う じ ょ

の仕組
し く

みの構築
こ う ち く

や、公
こ う

助
じ ょ

の役割
や く わ り

の明確化
め い か く か

等
と う

を進
す す

めていきます。 

  

生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

２：安全
あ ん ぜ ん

・安心
あ ん し ん

 

（１）健康
け ん こ う

・医療
い り ょ う

 

（２）防災
ぼ う さ い

・減災
げ ん さ い
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≪当事者
と う じ し ゃ

・関係者
か ん け い し ゃ

からの主
お も

な意見
い け ん

≫ 

・速
す み

やかに地域
ち い き

療育
り ょ う い く

センターのサービスを利用
り よ う

したい。 

・専門的
せ ん も ん て き

なアドバイス及
お よ

びマネジメントにより、効果的
こ う か て き

な療育
り ょ う い く

を受
う

けたい。 

・学校
が っ こ う

でも障害
し ょ う が い

理解
り か い

について授業
じ ゅ ぎ ょ う

をしてほしい。 

・障害
し ょ う が い

の有
う

無
む

に関
か ん

係
け い

なく、一
い っ

緒
し ょ

に勉
べ ん

強
きょう

したり活
か つ

動
ど う

したりできる場
ば

の提
て い

供
きょう

を。 

 

 

◇ 取組
と り く み

の方向性
ほ う こ う せ い

 

■ 障害児
し ょ う が い じ

の発達
は っ た つ

段階
だ ん か い

に応
お う

じた支援
し え ん

の充実
じ ゅ う じ つ

 

軽度
け い ど

な知的
ち て き

障害
し ょ う が い

児
じ

や知的
ち て き

に遅
お く

れのない発達
は っ た つ

障害
し ょ う が い

児
じ

の増加
ぞ う か

、ニーズの多様化
た よ う か

等
と う

の時代
じ だ い

の変化
へ ん か

に対応
た い お う

し、

障害
しょうがい

児
じ

がそれぞれの発達
は っ た つ

段階
だ ん か い

で、適切
て き せ つ

な支援
し え ん

につながることができるよう、支援
し え ん

の充実
じ ゅ う じ つ

や、サービスの質
し つ

の

向
こ う

上
じょう

に取
と

り組
く

みます。また、障害
しょうがい

児
じ

に日
ひ

頃
ご ろ

接
せ っ

している保
ほ

護
ご

者
し ゃ

に対
た い

する支
し

援
え ん

のあり方
か た

についても検
け ん

討
と う

を行
おこな

いま

す。 

 

 

◇ 取組
と り く み

の方向性
ほ う こ う せ い

 

■ 療
りょう

育
い く

と教
きょう

育
い く

の連
れ ん

携
け い

による切
き

れ目
め

のない支
し

援
え ん

 

引
ひ

き続
つ づ

き、地域
ち い き

療育
り ょ う い く

センターや特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

等
と う

の専門性
せ ん も ん せ い

を活用
か つ よ う

した学校
が っ こ う

支援
し え ん

の実施
じ っ し

など、療
りょう

育
い く

と教
きょう

育
い く

の

連
れ ん

携
け い

による切
き

れ目
め

のない一
い っ

貫
か ん

した支
し

援
え ん

を目
め

指
ざ

します。 

  ■ 教
きょう

育
い く

環
か ん

境
きょう

・教
きょう

育
い く

活
か つ

動
ど う

の充
じゅう

実
じ つ

 

第
だ い

３期
き

横浜市
よ こ は ま し

教育
き ょ う い く

振興
し ん こ う

基本
き ほ ん

計画
け い か く

に基
も と

づき、全
す べ

ての子
こ

どもにあらゆる教
きょう

育
い く

の場
ば

で、一貫
い っ か ん

した支援
し え ん

、適切
て き せ つ

な

指導
し ど う

支援
し え ん

や必要
ひ つ よ う

な合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

を提
て い

供
きょう

するとともに、全
す べ

ての教職員
き ょ う し ょ く い ん

が特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
き ょ う い く

に対
た い

して理解
り か い

を深
ふ か

め、

校内
こ う な い

支援
し え ん

体制
た い せ い

の充実
じ ゅ う じ つ

を図
は か

ります。 

  ■ 教育
き ょ う い く

から就労
し ゅ う ろ う

への支援
し え ん

 

第
だ い

３期
き

プランに引
ひ

き続
つ づ

き、第
だ い

４期
き

プランにおいても特
と く

別
べ つ

支
し

援
え ん

学
が っ

校
こ う

等
と う

と就
しゅう

労
ろ う

支
し

援
え ん

機
き

関
か ん

の連
れ ん

携
け い

強
きょう

化
か

を図
は か

り、

就労
し ゅ う ろ う

支援
し え ん

・職場
し ょ く ば

定着
て い ち ゃ く

支援
し え ん

の充実
じ ゅ う じ つ

を進
す す

めていきます。 

  

生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

３：学
ま な

ぶ・育
はぐく

む 

（１）療育
り ょ う い く

 

（２）教育
き ょ う い く
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≪当
と う

事
じ

者
し ゃ

・関
か ん

係
け い

者
し ゃ

からの主
お も

な意
い

見
け ん

≫ 

・仕事
し ご と

をして給与
き ゅ う よ

を得
え

て、一人
ひ と り

暮
く

らし等
と う

やりたいことを実現
じ つ げ ん

したい。 

・職場
し ょ く ば

の障害
し ょ う が い

理解
り か い

が進
す す

んでほしい。 

・作
さ

業
ぎょう

を通
つ う

じて給
きゅう

料
りょう

（工
こ う

賃
ち ん

）をもらうことは大
お お

きな喜
よろこ

び。 

・多
お お

くの人
ひ と

が働
はたら

けるよう、様
さ ま

々
ざ ま

な仕
し

事
ご と

があるといい。 

・卒
そ つ

業
ぎょう

後
ご

の日
に っ

中
ちゅう

活
か つ

動
ど う

を保
ほ

障
しょう

してくれたら安
あ ん

心
し ん

する。 

・ラポールに通
か よ

い始
は じ

めて身体
か ら だ

を動
う ご

かす機
き

会
か い

が増
ふ

えた。 

 

 

◇ 取組
と り く み

の方向性
ほ う こ う せ い

 

 ■ 一
い っ

般
ぱ ん

就
しゅう

労
ろ う

の促
そ く

進
し ん

と雇
こ

用
よ う

後
ご

の定
て い

着
ちゃく

支
し

援
え ん

の充
じゅう

実
じ つ

 

    多様化
た よ う か

する就労
し ゅ う ろ う

ニーズや生活
せ い か つ

面での支
し

援
え ん

も含
ふ く

めた定
て い

着
ちゃく

支
し

援
え ん

、障害
し ょ う が い

者
し ゃ

雇用
こ よ う

の広
ひ ろ

がりを踏
ふ

まえた企
き

業
ぎょう

支
し

援
え ん

の

充実
じ ゅ う じ つ

など、障
しょう

害
が い

者
し ゃ

就
しゅう

労
ろ う

支
し

援
え ん

センターを中心
ち ゅ う し ん

に、関係
か ん け い

機関
き か ん

と連携
れ ん け い

を図
は か

りながら障
しょう

害
が い

者
し ゃ

の就
しゅう

労
ろ う

を支
さ さ

えます。 

 ■ 幅
は ば

広
ひ ろ

い仕
し

事
ご と

や工
こ う

賃
ち ん

の向
こ う

上
じ ょ う

による生
せ い

活
か つ

の充実
じ ゅ う じ つ

 

働
はたら

く人
ひ と

それぞれの働
はたら

きがいを引
ひ

き出
だ

せるよう、共
きょう

同
ど う

受
じ ゅ

注
ちゅう

窓
ま ど

口
ぐ ち

等
と う

を通
つ う

じた企
き

業
ぎょう

等
と う

からの様々
さ ま ざ ま

な仕事
し ご と

のあっせ

ん、障害
し ょ う が い

者
し ゃ

優
ゆ う

先
せ ん

調
ちょう

達
た つ

推
す い

進
し ん

法
ほ う

に基
も と

づいた行
ぎょう

政
せ い

機
き

関
か ん

からの発
は っ

注
ちゅう

を促
そ く

進
し ん

します。また、様々
さ ま ざ ま

な発注
は っ ち ゅ う

ニーズに対応
た い お う

で

きるよう事
じ

業
ぎょう

所
し ょ

のスキルを高
た か

めるなど、受
じ ゅ

発
は っ

注
ちゅう

双
そ う

方
ほ う

の底
そ こ

上
あ

げを行
おこな

うことで、工
こ う

賃
ち ん

の向
こ う

上
じょう

を図
は か

ります。 

■ 多
た

様
よ う

な働
はたら

き方
か た

や障害
し ょ う が い

者
し ゃ

就
しゅう

労
ろ う

に対
た い

する理
り

解
か い

促
そ く

進
し ん

 

様々
さ ま ざ ま

な業
ぎょう

種
し ゅ

や勤
き ん

務
む

形
け い

態
た い

など、多
た

様
よ う

化
か

する働
はたら

き方
か た

について、市民
し み ん

や企業
き ぎ ょ う

の方
か た

に向
む

けて、シンポジウムやセミ

ナー等
と う

を通
つ う

じて広
ひ ろ

く紹
しょう

介
か い

します。また、ふれあいショップ等
と う

の就労
し ゅ う ろ う

啓発
け い は つ

拠点
き ょ て ん

を通
つ う

じて、障害
し ょ う が い

者
し ゃ

就
しゅう

労
ろ う

に対
た い

する

理解
り か い

促
そ く

進
し ん

を図
は か

ります。 

 

 

 

  

◇ 取組
と り く み

の方向
ほ う こ う

性
せ い

 

 ■ 日
に っ

中
ちゅう

活
か つ

動
ど う

場
ば

所
し ょ

の選
せ ん

択
た く

肢
し

の充
じゅう

実
じ つ

 

    障害
し ょ う が い

者
し ゃ

本
ほ ん

人
に ん

が希
き

望
ぼ う

する活
か つ

動
ど う

場
ば

所
し ょ

を選
せ ん

択
た く

できる方
ほ う

法
ほ う

や、医療的
い り ょ う て き

ケア等
と う

専
せ ん

門
も ん

的
て き

な支
し

援
え ん

が必
ひ つ

要
よ う

な人
ひ と

への支
し

援
え ん

方
ほ う

法
ほ う

について検
け ん

討
と う

を行
おこな

い、日
に っ

中
ちゅう

活
か つ

動
ど う

場
ば

所
し ょ

の選
せ ん

択
た く

肢
し

の充
じゅう

実
じ つ

を進
す す

めていきます。 

 ■ 地域
ち い き

でのつながりと広
ひ ろ

がりの促
そ く

進
し ん

 

障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

が日
に っ

中
ちゅう

活
か つ

動
ど う

で地域
ち い き

に出
で

たり、地域
ち い き

行
ぎょう

事
じ

や施
し

設
せ つ

のイベント等
と う

で障害
し ょ う が い

のない人
ひ と

と一緒
い っ し ょ

になって

活動
か つ ど う

したりすることで、地域
ち い き

とつながり、互
た が

いに良
よ

い影
え い

響
きょう

を与
あ た

える相
そ う

乗
じょう

効
こ う

果
か

を広
ひ ろ

げていきます。 

◇ 取組
と り く み

の方向
ほ う こ う

性
せ い

 

スポーツや文化
ぶ ん か

芸術
げ い じ ゅ つ

活動
か つ ど う

を楽
た の

しみたいと思
お も

う誰
だ れ

もが活
か つ

動
ど う

に参
さ ん

加
か

できるよう環
か ん

境
きょう

を整
ととの

えていきます。引
ひ

き続
つ づ

き、地域
ち い き

の様々
さ ま ざ ま

な団体
だ ん た い

や施設
し せ つ

等
と う

と連携
れ ん け い

し、さらなる活
か つ

動
ど う

の場
ば

の充
じゅう

実
じ つ

に取
と

り組
く

んでいきます。 

また、スポーツや文
ぶ ん

化
か

芸
げ い

術
じゅつ

活
か つ

動
ど う

を通
つ う

じて、様々
さ ま ざ ま

な人
ひ と

との交
こ う

流
りゅう

を深
ふ か

めることが出
で

来
き

る機
き

会
か い

の充
じゅう

実
じ つ

を図
は か

ります。 

生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

４：働
はたら

く・楽
た の

しむ 

（１）就労
し ゅ う ろ う

 

（２）日中
に っ ち ゅ う

活動
か つ ど う

 

（３）スポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げ い じ ゅ つ
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 ■ スポーツ活
か つ

動
ど う

の推
す い

進
し ん

 

    市
し

内
な い

２か
か

所
し ょ

の障害
し ょ う が い

者
し ゃ

スポーツ文
ぶ ん

化
か

センターを中
ちゅう

核
か く

拠
き ょ

点
て ん

として、地域
ち い き

の様々
さ ま ざ ま

な団体や施
し

設
せ つ

等
と う

で、障害
し ょ う が い

者
し ゃ

スポ

ーツの取組
と り く み

が行われるよう積
せ っ

極
き ょく

的
て き

に働
はたら

き掛
か

け、障害
し ょ う が い

者
し ゃ

スポーツの場
ば

の充
じゅう

実
じ つ

や支
さ さ

える人
じ ん

材
ざ い

の育
い く

成
せ い

に取
と

り組
く

み

ます。 

 ■ 文
ぶ ん

化
か

芸
げ い

術
じゅつ

活
か つ

動
ど う

の推
す い

進
し ん

 

2020年
ね ん

まで開
か い

催
さ い

した『ヨコハマ・パラトリエンナーレ』の取組
と り く み

を生
い

かし、障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

とない人
ひ と

の協働
き ょ う ど う

による

クリエイティブな活
か つ

動
ど う

の場
ば

の創
そ う

出
しゅつ

等
と う

に引
ひ

き続
つ づ

き取
と

り組
く

むとともに、障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

が身
み

近
ぢ か

な場
ば

所
し ょ

で文
ぶ ん

化
か

芸
げ い

術
じゅつ

活
か つ

動
ど う

に親
し た

しめる環
か ん

境
きょう

づくりを進
す す

めます。 
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第
だ い

Ⅲ章
しょう

では、様々
さ ま ざ ま

な事業
じ ぎ ょ う

を「障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

が日常
に ち じ ょ う

生活
せ い か つ

を送
お く

るうえでの視点
し て ん

に立
た

った枠
わ く

組
ぐ

み」に沿
そ

って取
と

り上
あ

げました。

一方
い っ ぽ う

で、複合的
ふ く ご う て き

で多面的
た め ん て き

な地域
ち い き

課題
か だ い

が表面化
ひ ょ う め ん か

する中
な か

で、障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

を地域
ち い き

全体
ぜ ん た い

で支
さ さ

えていくには、個々
こ こ

の事業
じ ぎ ょ う

による支援
し え ん

だけでは十分
じ ゅ う ぶ ん

とは言
い

えません。地域
ち い き

社会
し ゃ か い

の中
な か

で基盤
き ば ん

となる仕組
し く

みを構築
こ う ち く

し、行政
ぎ ょ う せ い

や関係
か ん け い

機関
き か ん

、地域
ち い き

住民
じ ゅ う み ん

など多
お お

くの担
に な

い手
て

が対話
た い わ

・協議
き ょ う ぎ

を行
おこな

い、様々
さ ま ざ ま

な事業
じ ぎ ょ う

・施策
し さ く

・取組
と り く み

が連携
れ ん け い

することで、基盤
き ば ん

を整備
せ い び

・強化
き ょ う か

していくことが

重要
じ ゅ う よ う

です。 

そうした基盤
き ば ん

として、国
く に

は「地域
ち い き

生活
せ い か つ

支援
し え ん

拠点
き ょ て ん

機能
き の う

」と「精神
せ い し ん

障害
し ょ う が い

にも対応
た い お う

した地域
ち い き

包括
ほ う か つ

ケアシステム」の二
ふ た

つの

仕組
し く

みを推進
す い し ん

することとしており、本市
ほ ん し

としても積極的
せ っ き ょ く て き

に取
と

り組
く

んでいます。なお、この二
ふ た

つは内容
な い よ う

に重複
じ ゅ う ふ く

する部分
ぶ ぶ ん

が多
お お

いため、一体的
い っ た い て き

に検討
け ん と う

していく必要
ひ つ よ う

があります。 

 

 

地域
ち い き

生活
せ い か つ

支援
し え ん

拠点
き ょ て ん

機能
き の う

は、障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

を地域
ち い き

全体
ぜ ん た い

で支
さ さ

えるサービス提供
て い き ょ う

体制
た い せ い

の構築
こ う ち く

を目的
も く て き

として、５つの

居住
き ょ じ ゅ う

支援
し え ん

機能
き の う

で構成
こうせい

するものです。横浜市
よ こ は ま し

では、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

だけでなく、地域
ち い き

の全員
ぜんいん

を担
に な

い手
て

と

して捉
と ら

え、既存
き そ ん

の社会
し ゃ か い

資源
し げ ん

を有機的
ゆ う き て き

につなぐネットワーク型
が た

の整備
せ い び

を進
す す

めています。 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

には、区福祉保健
く ふ く し ほ け ん

センター、横浜市
よ こ は ま し

基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター（以下
い か

「基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター」といいま

す。）、横浜市
よ こ は ま し

精神
せ い し ん

障害者
し ょ う が い し ゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

センターの３機関
き か ん

一体
い っ た い

の運営
う ん え い

によって５つの居住
き ょ じ ゅ う

支援
し え ん

機能
き の う

すべてを稼働
か ど う

し始
は じ

めました。将来的
し ょ う ら い て き

には、区
く

自立
じ り つ

支援協
し え ん き ょ う

議会
ぎ か い

を基盤
き ば ん

とした関係
か ん け い

機関
き か ん

の連携
れ ん け い

によるネットワーク構築
こ う ち く

、障害
し ょ う が い

分野
ぶ ん や

を超
こ

えた多様
た よ う

な社会
し ゃ か い

資源
し げ ん

とのつながりを進
す す

めていきます。そのためには、一
ひ と

つひとつの事業
じ ぎ ょ う

を進
す す

めるのではなく、様々
さ ま ざ ま

な事業
じ ぎ ょ う

・社会
し ゃ か い

資源
し げ ん

をつなぎ、連携
れ ん け い

していく必要
ひ つ よ う

があります。 
 

 

【将来像
し ょ う ら い ぞ う

】 

必要
ひ つ よ う

な人
ひ と

すべてを相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

につなげることができていて、緊急
き ん き ゅ う

時
じ

に必要
ひ つ よ う

な情報
じ ょ う ほ う

を関係者
か ん け い し ゃ

・関係
か ん け い

機関
き か ん

が

適切
て き せ つ

に共有
き ょ う ゆ う

するなどの予防的
よ ぼ う て き

な取組
と り く み

が展開
て ん か い

されています。また、地域
ち い き

での障害
し ょ う が い

理解
り か い

が進
す す

み、地域
ち い き

での緩
ゆ る

やかな

見守
み ま も

りが機能
き の う

しています。 

 

【取組
と り く み

】 

各区
か く く

自立
じ り つ

支援協
し え ん き ょ う

議会
ぎ か い

、研修
け ん し ゅ う

、集団
し ゅ う だ ん

指導
し ど う

など様々
さ ま ざ ま

な場
ば

を活用
か つ よ う

し、相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

に対
た い

し、緊急
き ん き ゅ う

時
じ

のリスク把握
は あ く

や

事前
じ ぜ ん

の備
そ な

えの必要性
ひ つ よ う せ い

と、各機関
か く き か ん

が地域
ち い き

生活
せ い か つ

支援
し え ん

拠点
き ょ て ん

の担
に な

い手
て

だという認識
に ん し き

を持
も

てるよう働
はたら

きかけます。そして、相
そ う

談
だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

や障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

本人
ほ ん に ん

に対
た い

して、 予
あらかじ

め緊急事態
き ん き ゅ う じ た い

を想定
そ う て い

し、その予防
よ ぼ う

とスムーズな対応
た い お う

を計画
け い か く

する「緊急
き ん き ゅ う

時
じ

予防
よ ぼ う

・対応
た い お う

プラン」の作成
さ く せ い

などを促
うなが

し、３機関
き か ん

で共有
き ょ う ゆ う

することで、緊急
き ん き ゅ う

時
じ

の支援
し え ん

が見込
み こ

めない世帯
せ た い

を把握
は あ く

します。 

また、緊急
き ん き ゅ う

事態
じ た い

が発生
は っ せ い

しないための予防
よ ぼ う

や、緊急
き ん き ゅ う

事態
じ た い

を想定
そ う て い

した支援
し え ん

体制
た い せ い

を整
ととの

えるため、相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

同士
ど う し

の

情報
じ ょ う ほ う

提供
て い き ょ う

方法
ほ う ほ う

や考
かんが

え方
か た

を整理
せ い り

し、共有
き ょ う ゆ う

します。 
  

第
だ い

Ⅳ章
し ょ う

 障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

を地域
ち い き

で支
さ さ

える基盤
き ば ん

の整備
せ い び

 

機能
き の う

１：相談
そ う だ ん

 

１ 地域
ち い き

生活
せ い か つ

支援
し え ん

拠点
き ょ て ん

機能
き の う
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【将来像
し ょ う ら い ぞ う

】 

本市
ほ ん し

の拠点
き ょ て ん

施設
し せ つ

である18か所
し ょ

の社会
し ゃ か い

福祉
ふ く し

法人型
ほ う じ ん が た

横浜市
よ こ は ま し

障害
し ょ う が い

地域
ち い き

活動
か つ ど う

ホーム
ほ ー む

（以下
い か

「社会
し ゃ か い

福祉
ふ く し

法人型地
ほ う じ ん が た ち

活
か つ

ホー

ム」といいます。）及
お よ

び23か所
し ょ

の機能
き の う

強化型
き ょ う か が た

障害者
し ょ う が い し ゃ

地域
ち い き

活動
か つ ど う

ホーム（以下
い か

「機能強化型
き の う き ょ う か が た

地活
ち か つ

ホーム」といいます。）

において、相互
そ う ご

連携
れ ん け い

の下
も と

、他
ほ か

に受入
う け い

れ先
さ き

がない方
か た

の利用
り よ う

が促進
そ く し ん

され、緊急
き ん き ゅ う

時
じ

の受入
う け い

れにも対応
た い お う

できています。また、

短期入所事業所
た ん き に ゅ う し ょ じ ぎ ょ う し ょ

等
と う

も含
ふ く

め、それぞれの施設
し せ つ

の特性
と く せ い

に応
お う

じた役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

の下
も と

で、レスパイトや計画的
け い か く て き

な利用
り よ う

だけでなく、

緊急
き ん き ゅ う

時
じ

の利用
り よ う

にも対応
た い お う

できる状態
じ ょ う た い

になっています。 

【取組
と り く み

】 

各事業所
か く じ ぎ ょ う し ょ

に対
た い

して、地域
ち い き

生活
せ い か つ

支援
し え ん

拠点
き ょ て ん

の担
に な

い手
て

との認識
に ん し き

のもと、各短期
か く た ん き

入所
に ゅ う し ょ

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の施設
し せ つ

種別
し ゅ べ つ

（入所
に ゅ う し ょ

、通所
つ う し ょ

、

病院
び ょ う い ん

、診療所
し ん り ょ う じ ょ

等
と う

）に応
お う

じた役割
や く わ り

を整理
せ い り

し、理解
り か い

促進
そ く し ん

及
お よ

び協力
きょう りょく

体制
た い せ い

の充実
じ ゅ う じ つ

を図
は か

ります。 

また、医療的
い り ょ う て き

ケアが必要
ひ つ よ う

な人
ひ と

や重症
じゅうしょう

心身
し ん し ん

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

、強度
き ょ う ど

行動
こ う ど う

障害
し ょ う が い

がある人
ひ と

などの受入
う け い

れ促進
そ く し ん

、障害
し ょ う が い

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

に応
お う

じた見
み

直
な お

し、社会
し ゃ か い

福祉
ふ く し

法人型
ほ う じ ん が た

地
ち

活
か つ

ホームの定期的
て い き て き

な評価
ひ ょ う か

制度
せ い ど

の導入
ど う に ゅ う

と情報
じ ょ う ほ う

公開
こ う か い

、機能
き の う

強化型地
き ょ う か が た ち

活
か つ

ホームによ

るショートステイ又
ま た

は短期
た ん き

入所
に ゅ う し ょ

の実施
じ っ し

場所
ば し ょ

の確保
か く ほ

など、様々
さ ま ざ ま

な取組
と り く み

について、検討
け ん と う

します。 

 

 

【将来像
し ょ う ら い ぞ う

】 

区
く

自立
じ り つ

支援協
し え ん き ょ う

議会
ぎ か い

を中心
ち ゅ う し ん

に構築
こ う ち く

されたネットワークが強固
き ょ う こ

になり、一人
ひ と り

ひとりのニーズ
に ー ず

に合
あ

わせた「体験
た い け ん

の

機会
き か い

・場
ば

」の提供
て い き ょ う

が行
おこな

われています。相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

からの問
と い

合
あ わ

せ窓口
ま ど ぐ ち

である横浜市
よ こ は ま し

基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

（以下
い か

「基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター」といいます。）では、随時
ず い じ

「体験
た い け ん

の場
ば

・機会
き か い

」の情報
じ ょ う ほ う

が更新
こ う し ん

され、グループホームや日中
に っ ち ゅ う

活動
か つ ど う

系
け い

サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の情報
じ ょ う ほ う

を常
つ ね

に確認
か く に ん

できる状態
じ ょ う た い

になっています。 

また、障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

が、適切
て き せ つ

なアセスメントや訓練
く ん れ ん

等
と う

を利用
り よ う

しながら、様々
さ ま ざ ま

な暮
く

らしの場
ば

や目
め

指
ざ

す生活
せ い か つ

を広
ひ ろ

い

選択肢
せ ん た く し

の中
な か

から自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

で選
え ら

べます。一人
ひ と り

暮
ぐ

らしを希望
き ぼ う

したときも、障害
し ょ う が い

を理由
り ゆ う

に入居
に ゅ う き ょ

を断
ことわ

られることはなく、

地域
ち い き

移行
い こ う

や一人
ひ と り

暮
ぐ

らしが実現
じ つ げ ん

できます。 

【取組
と り く み

】 

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

や基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センターでの相談
そ う だ ん

内容
な い よ う

等
と う

を活用
か つ よ う

したニーズ把握
は あ く

を行
おこな

い、様々
さ ま ざ ま

な住
す

まいの場
ば

や

生活
せ い か つ

環境
か ん き ょ う

を変
か

える社会
し ゃ か い

資源
し げ ん

の活用
か つ よ う

・拡充
か く じ ゅ う

・開発
か い は つ

、体験
た い け ん

の場
ば

・機会
き か い

を提供
て い き ょ う

しやすくする仕
し

組
く

み、事業所
じ ぎ ょ う し ょ

情報
じ ょ う ほ う

の収集
しゅうしゅう

・

提供
て い き ょ う

の働
はたら

きかけや手法
し ゅ ほ う

を検討
け ん と う

します。 

また、居住
き ょ じ ゅ う

支援協
し え ん き ょ う

議会
ぎ か い

を通
つ う

じて、不動産事
ふ ど う さ ん じ

業者
ぎ ょ う し ゃ

及
お よ

び賃貸
ち ん た い

住宅
じ ゅ う た く

のオーナー等
と う

に対
た い

し、サポート体制
た い せ い

の構築
こ う ち く

、障害
し ょ う が い

理解
り か い

を促進
そ く し ん

する研修
け ん し ゅ う

、障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

の入居
に ゅ う き ょ

を拒
こ ば

まない住宅
じ ゅ う た く

の戸数増
こ す う ぞ う

への働
はたら

きかけ等
と う

を進
す す

めます。 
 
 

  

機能
き の う

２：緊急
き ん き ゅ う

時
じ

の受
う け

入
い

れ・対応
た い お う

 

機能
き の う

３：体験
た い け ん

の場
ば

・機会
き か い

の提供
て い き ょ う
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【将来像
し ょ う ら い ぞ う

】 

区域
く い き

では、区
く

自立
じ り つ

支援協
し え ん き ょ う

議会
ぎ か い

での取組
と り く み

により、人材
じ ん ざ い

育成
い く せ い

、サービス水準
す い じ ゅ ん

の向上
こ う じ ょ う

・標準化
ひ ょ う じ ゅ ん か

ができています。また、

市域
し い き

、区域
く い き

での人材
じ ん ざ い

育成
い く せ い

の取組
と り く み

を効果的
こ う か て き

に連動
れ ん ど う

させることにより、発達
は っ た つ

障害
し ょ う が い

、行動
こ う ど う

障害
し ょ う が い

、高次
こ う じ

脳
の う

機能
き の う

障害
し ょ う が い

、医療的
い り ょ う て き

ケアなど様々
さ ま ざ ま

な分野
ぶ ん や

において専門性
せ ん も ん せ い

の高
た か

い支援
し え ん

ができる人材
じ ん ざ い

が育成
い く せ い

できています。 

【取組
と り く み

】 

市域
し い き

と区域
く い き

の研修
け ん し ゅ う

が効果的
こ う か て き

に連動
れ ん ど う

するよう、体系的
た い け い て き

な整理
せ い り

を行
おこな

うとともに、区域
く い き

での人材
じ ん ざ い

育成
い く せ い

を担
に な

える人材
じ ん ざ い

を

市域
し い き

で育成
い く せ い

し、区
く

自立
じ り つ

支援協
し え ん き ょ う

議会
ぎ か い

が人材
じ ん ざ い

育成
い く せ い

の場
ば

として更
さ ら

に機能
き の う

するようにしていきます。 

また、研修
け ん し ゅ う

に参加
さ ん か

できない人
ひ と

に対
た い

する人材
じ ん ざ い

育成
い く せ い

手法
し ゅ ほ う

や、二次
に じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

のコンサルテーション機能
き の う

の拡充
か く じ ゅ う

及
お よ

び効果的
こ う か て き

な運用
う ん よ う

方法
ほ う ほ う

などを検討
け ん と う

します。 

 

 

【将来像
し ょ う ら い ぞ う

】 

区
く

障害者
し ょ う が い し ゃ

自立
じ り つ

支援協
し え ん き ょ う

議会
ぎ か い

、ブロック連絡会
れ ん ら く か い

、市
し

自立
じ り つ

支援協
し え ん き ょ う

議会
ぎ か い

の取組
と り く み

が連携
れ ん け い

・連動
れ ん ど う

し、障害
し ょ う が い

分野
ぶ ん や

を超
こ

えた多様
た よ う

な社会
し ゃ か い

資源
し げ ん

が協力
きょう りょく

することで、障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

を地域
ち い き

全体
ぜ ん た い

で支
さ さ

える具体的
ぐ た い て き

な取組
と り く み

を展開
て ん か い

しています。 

【取組
と り く み

】 

日頃
ひ ご ろ

の見守
み ま も

りの担
に な

い手
て

にもなる地域
ち い き

住民
じ ゅ う み ん

も含
ふ く

め、障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

が地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して暮
く

らすためにそれぞれの立場
た ち ば

でできることを具体的
ぐ た い て き

に伝
つ た

えることで、障害
し ょ う が い

分野
ぶ ん や

を超
こ

えた多様
た よ う

な方々
か た が た

に協力
きょう りょく

してもらえる関係
か ん け い

づくりを進
す す

めます。ま

た、区域
く い き

での取組
と り く み

や把握
は あ く

された地域
ち い き

課題
か だ い

を全市
ぜ ん し

で共有
き ょ う ゆ う

できる体制
た い せ い

を整
ととの

えていきます。 
  

機能
き の う

４：専門
せ ん も ん

人材
じ ん ざ い

の確保
か く ほ

・育成
い く せ い

 

機能
き の う

５：地域
ち い き

の体制
た い せ い

づくり 

ブロック連絡会
れ ん ら く か い

 

市
し

障害者
し ょ う が い し ゃ

自立
じ り つ

支援協
し え ん き ょ う

議会
ぎ か い

 

区
く

障害者
し ょ う が い し ゃ

自立
じ り つ

支援協
し え ん き ょ う

議会
ぎ か い

 

個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

 個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

 個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

 

イメージ図
ず
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２ 精神
せ い し ん

障害
し ょ う が い

にも対応
た い お う

した地域
ち い き

包括
ほ う か つ

ケアシステムの構築
こ う ち く

 

精神
せ い し ん

障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

が安心
あ ん し ん

して自分
じ ぶ ん

らしく生活
せ い か つ

していくためには、医療
い り ょ う

、障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

・介護
か い ご

、住
す

まい、社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

・

就労
し ゅ う ろ う

、地域
ち い き

の助
た す

け合
あ

い、普及
ふ き ゅ う

啓発
け い は つ

、教育
き ょ う い く

などを含
ふ く

め、地域
ち い き

全体
ぜ ん た い

が理解
り か い

し支
さ さ

えていけるような仕
し

組
く

みが必要
ひ つ よ う

です。 

いま地域
ち い き

で生活
せ い か つ

している人
ひ と

にも、これから地域
ち い き

で生活
せ い か つ

していく人
ひ と

にも、医療
い り ょ う

・保健
ほ け ん

・福祉
ふ く し

が一体
い っ た い

となって多様
た よ う

な

ニーズに対応
た い お う

し、「支
さ さ

え手
て

」と「受
う

け手
て

」という関係
か ん け い

を超
こ

えて一緒
い っ し ょ

に安心
あ ん し ん

して自分
じ ぶ ん

らしい生活
せ い か つ

が送
お く

れる仕組
し く

みづくり

を進
す す

めていきます。 

 

(１) 方向性
ほ う こ う せ い

 

・  安心
あ ん し ん

した生活
せ い か つ

を確保
か く ほ

するための仕組
し く

みづくり 

・ 本人
ほ ん に ん

や家族
か ぞ く

が安心
あ ん し ん

して相談
そ う だ ん

できるための仕組
し く

みづくり 

・ 入院
に ゅ う い ん

が長期化
ち ょ う き か

することなく、安心
あ ん し ん

して退院
た い い ん

できるための仕組
し く

みづくり 

・ 住民
じ ゅ う み ん

への障害
し ょ う が い

理解
り か い

に関
か ん

する仕組
し く

みづくり 

・ 支援者
し え ん し ゃ

の知識
ち し き

や技術
ぎ じ ゅ つ

向上
こ う じ ょ う

のための取組
と り く み

 

・  お互
た が

いに支
さ さ

えあえる仕組
し く

みづくり 

(2) 取組
と り く み

について 

安心
あ ん し ん

して自分
じ ぶ ん

らしく生活
せ い か つ

するためには、人口
じ ん こ う

や区
く

の大
お お

きさだけではわからない多様
た よ う

で複雑
ふ く ざ つ

なニーズがあり

ます。そうしたニーズを理解
り か い

し、地域
ち い き

全体
ぜ ん た い

で解決
か い け つ

していくため、市
し

と各区
か く く

に「協議
き ょ う ぎ

の場
ば

」をつくり、解決
か い け つ

に向
む

けた

取組
と り く み

を推進
す い し ん

していきます。 

また、個別
こ べ つ

の支援
し え ん

で得
え

られた地域
ち い き

の課題
か だ い

は、協議
き ょ う ぎ

の場
ば

で共有
き ょ う ゆ う

するとともに、課題
か だ い

解決
か い け つ

に向
む

けた取組
と り く み

を検討
け ん と う

し、実践
じ っ せ ん

していきます。 

なお、取組
と り く み

については、進捗
し ん ち ょ く

状況
じょうきょう

や新
あ ら

たな課題
か だ い

などを１年
ね ん

ごとに振
ふ

り返
か え

り、それぞれが共有
き ょ う ゆ う

できるように見
み

え

る化
か

していきます。 

「協議
き ょ う ぎ

の場
ば

」の構造
こ う ぞ う

 

・支援
し え ん

の成功
せ い こ う

要因
よ う い ん

 

・支援
し え ん

を行
おこな

う上
う え

での課題
か だ い

 

区域
く い き

における関係者
か ん け い し ゃ

の協議
き ょ う ぎ

 
 

・関係者間
か ん け い し ゃ か ん

の顔
か お

の見
み

える関係
か ん け い

づくり 

・地域
ち い き

における課題
か だ い

発見
は っ け ん

 

個別
こ べ つ

支援
し え ん

・事例
じ れ い

検討
け ん と う

 
 

・個別
こ べ つ

ケースの支援
し え ん

 

・関係者
か ん け い し ゃ

による個別
こ べ つ

事例
じ れ い

検討
け ん と う

 

個別
こ べ つ

課題
か だ い

 

解決
か い け つ

 

ネットワーク 

構築
こ う ち く

機能
き の う

 

地域
ち い き

課題
か だ い

 

発見
は っ け ん

機能
き の う

 

地
ち

域
い き

づくり・ 

資源
し げ ん

開発
か い は つ

 

機 き 

能 の

う 

協
議

き

ょ

う

ぎ

の
レ
ベ
ル
・
役
割

や

く

わ

り 

市域
し い き

における関係者
か ん け い し ゃ

の協議
き ょ う ぎ

  
・区域

く い き

で解決
か い け つ

できない課題
か だ い

を基
も と

にした検討
け ん と う

（施策
し さ く

展開
て ん か い

の検討
け ん と う

） 

・市
し

として基盤
き ば ん

整備
せ い び

が必要
ひ つ よ う

な取組
と り く み

の検討
け ん と う

 

・市域
し い き

で解決
か い け つ

すべき課題
か だ い

 

・成功
せ い こ う

事例
じ れ い

等
と う

から施策
し さ く

の提案
て い あ ん

 

・施策
し さ く

の実施
じ っ し

 

政策
せ い さ く

形成
け い せ い

 

機能
き の う

 

・個別
こ べ つ

支援
し え ん

に向
む

けた関係者間
か ん け い し ゃ か ん

の 

 連携
れ ん け い

体制
た い せ い

・役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

 

・施策
し さ く

の実施
じ っ し
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年
度

ね

ん

ど 

平成
へいせい

27年度
ね ん ど

 

(2015年度
ね ん ど

) 

28年度
ね ん ど

 

(2016年度
ね ん ど

) 

29年度
ね ん ど

 

(2017年度
ね ん ど

) 

30年度
ね ん ど

 

(2018年度
ね ん ど

) 

令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

 

(2019年度
ね ん ど

) 

２年度
ね ん ど

 

(2020年度
ね ん ど

) 

３年度
ね ん ど

 

(2021年度
ね ん ど

) 

４年度
ね ん ど

 

(2022年度
ね ん ど

) 

５年度
ね ん ど

 

(2023年度
ね ん ど

) 

６年度
ね ん ど

 

(2024年度
ね ん ど

) 

７年度
ね ん ど

 

(2025年度
ね ん ど

) 

８年度
ね ん ど

 

(2026年度
ね ん ど

) 

名
称

め
い
し
ょ
う 第

だい

３期
き

横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

プラン 第
だい

４期
き

横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

プラン 

構
成

こ
う
せ
い 

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

（=施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

及
およ

び個別
こ べ つ

の事業
じ ぎ ょ う

等
と う

を定
さだ

める計画
けいかく

） 障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

（=施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

及
およ

び個別
こ べ つ

の事業
じ ぎ ょ う

等
と う

を定
さだ

める計画
けいかく

） 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

（=サービス利用
りよう

の見
み

込
こ

み量
りょう

等
とう

を定
さだ

める計画
けいかく

） 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 
障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

（=サービス利用
りよう

の見
み

込
こ

み量
りょう

等
とう

を定
さだ

める計画
けいかく

） 
障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 
障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

（=サービス利用
りよう

の見
み

込
こ

み量
りょう

等
とう

を定
さだ

める計画
けいかく

） 
障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

第
だい

Ⅴ章
しょう

  PDCA
ぴ ー で ぃ ー し ー え ー

サイクルによる計画
け い か く

の見直
み な お

し 

 「第
だ い

４期
き

横
よ こ

浜
は ま

市
し

障害者
し ょ う が い し ゃ

プラン」は、令
れ い

和
わ

３年
ね ん

度
ど

から８年
ね ん

度
ど

までの６年
ね ん

間
か ん

を計
け い

画
か く

期
き

間
か ん

としていますが、３年
ね ん

後
ご

の令
れ い

和
わ

６年
ね ん

度
ど

には、「横
よ こ

浜
は ま

市
し

障
しょう

害
が い

福
ふ く

祉
し

計
け い

画
か く

」及
お よ

び「横浜市
よ こ は ま し

障害
し ょ う が い

児
じ

福祉
ふ く し

計画
け い か く

」の改
か い

定
て い

を行
おこな

う予
よ

定
て い

のため、それに併
あ わ

せて

プラン全
ぜ ん

体
た い

の見
み

直
な お

しを行
おこな

う予
よ

定
て い

です。 

 見
み

直
な お

しにあたっては、第
だ い

4期
き

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

プランの策
さ く

定
て い

過
か

程
て い

と同
ど う

様
よ う

、障害者
し ょ う が い し ゃ

やその御家族
ご か ぞ く

、支援者
し え ん し ゃ

等
と う

との意
い

見
け ん

交
こ う

換
か ん

や

インタビューを行
おこな

うほか、プランの進捗
し ん ち ょ く

管理
か ん り

については横
よ こ

浜
は ま

市
し

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

施
し

策
さ く

推
す い

進
し ん

協
きょう

議
ぎ

会
か い

及
お よ

びその専
せ ん

門
も ん

委
い

員
い ん

会
か い

であ

る障害
し ょ う が い

者
し ゃ

施策
し さ く

検討
け ん と う

部会
ぶ か い

等
と う

の議論
ぎ ろ ん

や、市
し

民
み ん

向
む

け説
せ つ

明
め い

会
か い

等
と う

の実
じ っ

施
し

により、各
か く

施
し

策
さ く

・事
じ

業
ぎょう

の評
ひょう

価
か

・検
け ん

討
と う

や、社
し ゃ

会
か い

情
じょう

勢
せ い

の変
へ ん

化
か

やニーズの変
へ ん

化
か

に伴
ともな

う新
あたら

しい課
か

題
だ い

に柔
じゅう

軟
な ん

に対
た い

応
お う

するための施
し

策
さ く

の再
さ い

構
こ う

築
ち く

等
と う

を図
は か

っていきます。 

●計画
け い か く

期間
き か ん

について 

●PDCA
ぴーでぃーしーえー

サイクルによる見
み

直
な お

し 

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

計
け い

画
か く

・障
しょう

害
が い

福
ふ く

祉
し

計
け い

画
か く

・障害児
し ょ う が い じ

福祉
ふ く し

計画
け い か く

策
さ く

定
て い

にあたって基
き

本
ほ ん

的
て き

な考
かんが

え方
か た

を示
し め

し、施
し

策
さ く

の方
ほ う

向
こ う

性
せ い

やサービスの見
み

込
こ

み量
りょう

を設
せ っ

定
て い

しま

す。 

計画
け い か く

（Plan
ぷ ら ん

） 

計
け い

画
か く

の内
な い

容
よ う

を踏
ふ

まえて、各施策
か く し さ く

及
お よ

びサービ

スを実施
じ っ し

します。 

実行
じ っ こ う

（Do
ど ぅ

） 

各施策
か く し さ く

の年間
ね ん か ん

の実績
じ っ せ き

を把握
は あ く

し、社会
し ゃ か い

情勢
じ ょ う せ い

やニ

ーズの動向
ど う こ う

を把握
は あ く

しながら、障害
し ょ う が い

者
し ゃ

計画
け い か く

の

中間
ち ゅ う か ん

見直
み な お

し（令
れ い

和
わ

６年
ね ん

度
ど

を予
よ

定
て い

）を行
おこな

います。 

障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

計画
け い か く

・障害児
し ょ う が い じ

福祉
ふ く し

計画
け い か く

については、

国
く に

の方
ほ う

針
し ん

に基
も と

づき、評
ひょう

価
か

を行
おこな

っていきます。 

評価
ひ ょ う か

（Check
ち ぇ っ く

） 

中
ちゅう

間
か ん

評
ひょう

価
か

等
と う

の結
け っ

果
か

を踏
ふ

まえて、必
ひ つ

要
よ う

に応
お う

じ

て障
しょう

害
が い

者
し ゃ

計
け い

画
か く

・障
しょう

害
が い

福
ふ く

祉
し

計
け い

画
か く

・障害児
し ょ う が い じ

福祉
ふ く し

計画
け い か く

の見
み

直
な お

しを行
おこな

います。 

改善
か い ぜ ん

（Action
あ く し ょ ん

） 

見 直
み な お

し  見 直
み な お

し  



第３期横浜市障害者プラン進捗確認　＜障害者計画＞

２－１
住まい

62頁
障害児施設の整備・
再整備

市所管３か所目の重
症心身障害児施設
を整備するとともに、
老朽化が進んでいる
障害児入所施設の
再整備・ユニット化を
進めます。

工事完了
４か所

工事完了
４か所

・平成27年度に福祉型
障害児入所施設「ぶど
うの実（旧白根学園児
童寮）」の再整備を完
了しました。
・重症心身障害児者施
設について「横浜医療
福祉センター港南」を
28年６月に開所、「横浜
療育医療センター」を
平成28年度に再整備
完了しました。
・平成29年度には「ぽら
いと・えき（旧横浜市な
しの木学園）」の再整備
を完了する予定です。

○
施設状況等に
より検討

　整備は平成29年度で事業が完了し
ました。
　再整備については、施設状況等に
より、必要に応じて検討します。

工事完了
４か所

○

２－２
暮らし

77頁
メディカルショートス
テイシステム

医療的ケアが必要な
重症心身障害児・者
を、在宅で介護する
家族の負担軽減と
在宅生活の安定を
目的として、一時的
に在宅生活が困難と
なった場合などに、
病院での受け入れを
実施します。

推進 実施

事業開始の平成24年
度から28年度までの利
用登録者数212人、利
用延べ人数366人、利
用延べ日数は2,805日
で、そのうち、家族の疾
病による利用は120人
でした。

○ 推進

引き続き事業を実施していくととも
に、協力医療機関との会議や研修を
行い円滑な事業運営を図っていま
す。

推進

事業開始の平成24年度から30年度
までの利用登録者数315人、利用
延べ人数657人、利用延べ日数
4,632日で、そのうち家族の疾病に
よる利用は178人でした。

○

３－１
健康・医

療
90頁

メディカルショートス
テイシステム（再掲）

医療的ケアが必要な
重症心身障害児・者
を、在宅で介護する
家族の負担軽減と
在宅生活の安定を
目的として、一時的
に在宅生活が困難と
なった場合などに、
病院での受け入れを
実施します。

推進 実施

事業開始の平成24年
度から28年度までの利
用登録者数212人、利
用延べ人数366人、利
用延べ日数は2,805日
で、そのうち、家族の疾
病による利用は120人
でした。

○ 推進

引き続き事業を実施していくととも
に、協力医療機関との会議や研修を
行い円滑な事業運営を図っていま
す。

推進

事業開始の平成24年度から30年度
までの利用登録者数315人、利用
延べ人数657人、利用延べ日数
4,632日で、そのうち家族の疾病に
よる利用は178人でした。

○

平成32年度
目標

R2年度目標の達成見込み

進捗状況
※市民説明会等で公表予

定

第３期横浜市障害者プランに関する事項（令和元年度９月末時点）
☛「進捗状況」「評価（見込み」欄は、前回調査時（平成30年度３月末時点）の内容を掲載しています。時点更新をお願いしま

す。

令和元年度の取組
※市民説明会等で公表予定
☛昨年度の市民説明会の資料を

参考に記載してください。

評価
(見込み）

※リストより選択

➡　左記評価(見込み)が“△”又は 
“×”の場合、その理由等詳細を記載

プラン
（改訂版）
掲載頁

取組 評価事　業　名 事 業 内 容

平成29年度
（中間振り返り時点）

振 り 返 り現　　状目　　標
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平成32年度
目標

R2年度目標の達成見込み

進捗状況
※市民説明会等で公表予

定

第３期横浜市障害者プランに関する事項（令和元年度９月末時点）
☛「進捗状況」「評価（見込み」欄は、前回調査時（平成30年度３月末時点）の内容を掲載しています。時点更新をお願いしま

す。

令和元年度の取組
※市民説明会等で公表予定
☛昨年度の市民説明会の資料を

参考に記載してください。

評価
(見込み）

※リストより選択

➡　左記評価(見込み)が“△”又は 
“×”の場合、その理由等詳細を記載

プラン
（改訂版）
掲載頁

取組 評価事　業　名 事 業 内 容

平成29年度
（中間振り返り時点）

振 り 返 り現　　状目　　標

３－１
健康・医

療
91頁

在宅療養児の地域
生活を支える
ネットワーク連絡会

障害児・者の医療
（入院・在宅）に関わ
る医療関係者を中心
に、福祉・教育関係
者を対象として、在
宅支援に必要な情
報交換や人的交流
を通じて、障害理解
を促進します。

推進 実施

医療関係者が中心とな
り、障害児・者の生活を
支える上での課題及び
取組等の情報交換など
を実施し、支援の促進
に努めました。
多職種連携の勉強会
の実績
平成27年度：２回、
参加者647人
平成28年度：２回、
参加者337人
平成29年度：２回、
参加者335人

○ 推進
引き続き事業を実施し、障害児・者の
在宅支援に必要な情報交換等を通じ
て、障害理解を促進しています。

推進

医療関係者が中心となり、障害児・
者の生活を支える上での課題及び
取組等の情報交換などを実施し、
支援の促進に努めました。
【多職種連携の勉強会の実績】
平成27年度：２回、参加者647人
平成28年度：２回、参加者337人
平成29年度：２回、参加者335人
平成30年度：２回、参加者772人

○

３－１
健康・医

療
91頁

医療機関ネットワー
ク等の構築

障害児・者の在宅生
活を支えるための医
療機関の支援体制
とネットワークを検討
し、構築を図ります。

実態把握及び医療ネッ
トワーク検討と構築

検討

重心障害児・者が必要
としている医療等を把
握するためのアンケー
ト調査を平成28年度に
実施しました。（860人
回答）
この結果を活用し、こど
も青少年局、健康福祉
局、医療局の関係３局
で構成する庁内会議を
設置し、医療的ケアを
要する障害児・者の生
活を支えるための支援
体制の構築を検討して
います。

○ 推進

こども青少年局、健康福祉局、医療
局の関係３局で構成する庁内会議が
設置できるよう、関係局と連携して取
り組みます。

検討

こども青少年局、健康福祉局、医療
局の関係３局で構成する庁内会議
が設置できるよう、関係局と連携し
て取り組みます。

△

平成28年度に実施した在宅生活を送って
いる障害児・者（身体1級または２級、か
つ療育A1またはA２の手帳保持者）への
アンケート結果を活用し、こども青少年
局、健康福祉局、医療局の関係３局で連
携し、障害児・者の在宅生活を支えるた
めの医療機関の支援体制とネットワーク
構築について、検討する。

３－１
健康・医

療
92頁

医療的ケア児・者等
の支援のための関
係機関の協議の場
の設置

医療的ケア児・者等
が適切な支援を受け
られるよう、平成30
年度末までに、保
健・医療・障害福祉・
保育・教育等の関係
機関が連携を図るた
めの協議の場を設
置します。

― ― ― ― 推進
横浜市医療的ケア児・者等支援検討
委員会を設置し、令和元年10月に第
1回会議を実施しました。

推進

令和２年３月に第２回を実施予定で
す。

○
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平成32年度
目標

R2年度目標の達成見込み

進捗状況
※市民説明会等で公表予

定

第３期横浜市障害者プランに関する事項（令和元年度９月末時点）
☛「進捗状況」「評価（見込み」欄は、前回調査時（平成30年度３月末時点）の内容を掲載しています。時点更新をお願いしま

す。

令和元年度の取組
※市民説明会等で公表予定
☛昨年度の市民説明会の資料を

参考に記載してください。

評価
(見込み）

※リストより選択

➡　左記評価(見込み)が“△”又は 
“×”の場合、その理由等詳細を記載

プラン
（改訂版）
掲載頁

取組 評価事　業　名 事 業 内 容

平成29年度
（中間振り返り時点）

振 り 返 り現　　状目　　標

４－１
療育

112頁
地域療育センター運
営事業

障害がある、または
その疑いのある児童
の地域における療育
体制の充実などを目
的として運営を行い
ます。
また、区福祉保健セ
ンターの療育相談へ
のスタッフ派遣、関
係機関への巡回訪
問による技術支援、
障害児相談支援等
を行います。

初診待機期間３．０月
（現状３．５月）

平成29年度３．０月
（見込み）

初診の申込件数が多
い西部及び東部地域
療育センターの相談場
所を拡充し、支援の円
滑化を図ることで、平成
28年度末で初診待機
期間は３．２月となりま
した。

○ 推進
　初診の申込件数が多い東部地域療
育センターに医師等を増員しました。

推進

3.9か月
×

利用者の増加が続いているため、引き続
き、初診枠の拡大等による初診待期期間
の短縮に取り組む必要があります。

４－１
療育

113頁
地域訓練会運営費
助成事業

障害児の保護者等
が自主的に組織し、
地域で機能回復訓
練や保育を行う、地
域訓練会の運営費
を助成します。

推進
（現状６９団体）

推進

地域訓練会の参加児
童は減少傾向にありま
すが、当事者力や地域
力を高める活動であ
り、参加促進や参加し
やすい工夫が必要で
す。
【助成実績】
平成27年度：57団体
平成28年度：56団体
平成29年度：56団体

○ 推進

地域訓練会への参加意義を分かりや
すく周知すること等により、参加促進
を図れるよう、横浜市社会福祉協議
会や区役所等と検討し取組んでいま
す。

推進
（現状53団体）

○

地域訓練会の参加児童は減少傾向にあ
りますが、当事者力や地域力を高める活
動であり、参加促進や参加しやすい工夫
が必要です。
【助成実績】
平成27年度：57団体
平成28年度：56団体
平成29年度：56団体
平成30年度:53団体

４－１
療育

115頁

放課後等における
居場所の充実（▷の
項目）
※研修等に関わる
部分

放課後等デイサービ
ス事業所に対し研修
を実施する等、障害
児支援の質の向上
に向けた取組を充実
します。

― ― ― ― ―

新規開設を希望する事業所向けの
説明会を２回開催しました。また、
事業所に対する実地指導・集団指
導・研修を実施するなどサービスの
質の向上に向けた取組を行いまし
た。

４－１
療育

117頁
学齢後期障害児支
援事業

医師、ソーシャル
ワーカー等のスタッ
フを配置し、学齢後
期の主として発達障
害のある児童を対象
として、思春期にお
けるそれぞれの課題
の解決に向けた診
療、相談及び関係機
関との調整等を行い
ます。

４か所
（現状３か所）

３か所

相談対応延件数は増
加傾向にあり、４か所
目の事業実施を検討し
ました。
平成27年度：
新規利用者：1,217人
相談対応延件数：
16,454件
平成28年度：
新規利用者：1,022人
相談対応延件数：
17,548人

△ ４か所

相談対応延件数の増加傾向を踏まえ
た関係機関との連携調整を行うととも
に、４か所目の事業実施を検討して
います。

４か所目の事業実施を検討しまし
た。
平成30年度
新規利用者：806人
相談対応延件数：19,067件

△
４か所目の実施内容等について、障害者
施策推進協議会からの答申を受け検討
することとしているため。
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第３期横浜市障害者プラン進捗確認　＜障害（児）福祉計画等＞

取組
プラン

（改訂版）
掲載頁

名　　　　称
平成27年度
計画値

平成27年度
実績値

平成28年度
計画値

平成28年度
実績値

平成29年度
計画値

平成29年度
実績値

平成30年度
計画値

平成30年度
実績値

２－１
住まい

64頁
福祉型障害児入所支援(利用児童数/
月）

148人分 150人分 168人分 154人分 168人分 164人分 190人分 163人分

２－１
住まい

64頁
医療型障害児入所支援(利用児童数/
月）

78人分 76人分 88人分 85人分 88人分 87人分 87人分 84人分

２－１
住まい

65頁 18歳以上の入所者の移行人数 28人 17人 28人 24人 29人 ７人 ７人 14人

２－１
住まい

65頁 移行予定対象人数 57人 51人 29人 27人 ０人 20人 13人 6人

３－１
健康・医

療
92頁

医療的ケア児・者等に対する関連分野
の支援を調整するコーディネーターの
配置

― ― ― ― ― ― 準備 準備

４－１
療育

111頁 障害児相談 4,000人 1,771人 4,500人 2,630人 5,000人 2,887人 5,700人 3,097人

４－１
療育

113頁 保育所等訪問支援・巡回訪問 1,500人 1,497人 1,500人 1,653人 1,750人 1,713人 1,775人 2,194人

４－１
療育

113頁 保育所等訪問支援・巡回訪問 11,000人日 10,169人日 11,000人日 10,371人 14,000人日 13,861人日 14,500人日 15,897人

４－１
療育

114頁
児童発達支援
（地域療育センター実施分を含む）

49か所 53か所 52か所 77か所 55か所 101か所 100か所 116か所

４－１
療育

114頁
児童発達支援
（地域療育センター実施分を含む）

133,000人日 159,562人市 141,000人日 176,280人日 149,000人日 199,766人日 229,000人日 228,309人日

４－１
療育

114頁

児童発達支援
（うち、主に重症心身障害児を支援す
る事業所）
（地域療育センター実施分を含む）

― ― ― ― ― ― ２か所 ３か所

４－１
療育

114頁

児童発達支援
（うち、主に重症心身障害児を支援す
る事業所）
（地域療育センター実施分を含む）

― ― ― ― ― ― 10人 ９人

４－１
療育

114頁

児童発達支援
（うち、主に重症心身障害児を支援す
る事業所）
（地域療育センター実施分を含む）

― ― ― ― ― ― 600人日 644人日

４－１
療育

114頁
医療型児童発達支援
（地域療育センター実施分を含む）

９か所 ９か所 ９か所 ９か所 ９か所 ９か所 ９か所 ９か所

４－１
療育

114頁
医療型児童発達支援
（地域療育センター実施分を含む）

― ― ― ― ― ― 190人 192人

４－１
療育

114頁
医療型児童発達支援
（地域療育センター実施分を含む）

19,000人日 20,953人日 19,000人日 18,849人日 19,000人日 18,604人日 19,000人日 16,974人日

４－１
療育

114頁 居宅訪問型児童発達支援 ― ― ― ― ― ― ― 0か所
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取組
プラン

（改訂版）
掲載頁

名　　　　称
平成27年度
計画値

平成27年度
実績値

平成28年度
計画値

平成28年度
実績値

平成29年度
計画値

平成29年度
実績値

平成30年度
計画値

平成30年度
実績値

４－１
療育

114頁 居宅訪問型児童発達支援 ― ― ― ― ― ― ― 0人

４－１
療育

114頁 居宅訪問型児童発達支援 ― ― ― ― ― ― ― 0人日分

４－１
療育

115頁
子ども・子育て支援等（保育所、放課
後児童健全育成事業所等）における障
害児の受入れ体制の整備

― ― ― ― ― ―

関係機関と
連携し、子
ども・子育
て支援等

（保育所、
放課後児童
健全育成事
業所等）

へ、保育所
等訪問支

援、巡回訪
問及び研修
等を拡充す
ることによ
り、利用を
希望する障
害児の受入
れ体制の整
備を引き続
き推進して
いきます。

推進

４－１
療育

116頁 放課後等デイサービス事業 130か所 162か所 165か所 217か所 200か所
262か所

（実績見込
み）

300か所 292か所

４－１
療育

116頁 放課後等デイサービス事業 ― ― ― ― ― ― 6,000人 6,468人

４－１
療育

116頁 放課後等デイサービス事業 229,000人日 350,782人日 298,000人日 521,130人日 368,000人日
656,000人日
（実績見込

み）
720,000人日 772,894人日

４－１
療育

116頁
放課後等デイサービス事業
（うち、主に重症心身障害児を支援す
る事業所）

― ― ― ― ― ― 10か所 13か所

４－１
療育

116頁
放課後等デイサービス事業
（うち、主に重症心身障害児を支援す
る事業所）

― ― ― ― ― ― 150人 227人

４－１
療育

116頁
放課後等デイサービス事業
（うち、主に重症心身障害児を支援す
る事業所）

― ― ― ― ― ― 14,400人日 19,384人日
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障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として生
い

きていくには、互
たが

いの存在
そんざい

に

気
き

づき、互
たが

いを理解
り か い

し合
あ

い、同
おな

じ社会
しゃかい

に生
い

きている身近
み ぢ か

な存在
そんざい

だと感
かん

じられる仕組
し く

みが大
たい

切
せつ

です。そのためには、障害
しょうがい

のある人
ひと

やその家族
か ぞ く

、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

などと行政
ぎょうせい

が協
きょう

力
りょく

し、障害
しょうがい

理解
り か い

に向
む

けた普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を進
すす

めていくことが重要
じゅうよう

です。啓発
けいはつ

活動
かつどう

にはこれま

でも長年
ながねん

にわたって力
ちから

を入
い

れてきました。しかし、誰
だれ

もが生
い

きやすい社会
しゃかい

をつくるため

これからも、私
わたし

たちは不断
ふ だ ん

の努力
どりょく

を続
つづ

けていかなければなりません。 

また、障害
しょうがい

ゆえに支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする人
ひと

が自分
じ ぶ ん

の人生
じんせい

をどう生
い

きていくのかを考
かんが

えると

ご家族
か ぞ く

が健在
けんざい

であるうちから、「相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

い、自
みずか

らの意思
い し

により自
じ

分
ぶん

らしい生活
せいかつ

を送
おく

る」という将来
しょうらい

を見据
み す

えた取組
とりくみ

が重要
じゅうよう

になります。 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

を支
ささ

えるには、困
こま

った時
とき

にいつでも相談
そうだん

できる場所
ば し ょ

や、どこに

相談
そうだん

しても適切
てきせつ

に対応
たいおう

できる体制
たいせい

、障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じて必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を必要
ひつよう

な時
とき

に得
え

られる

ような発信
はっしん

なども必要
ひつよう

です。 

これらの工夫
く ふ う

や配慮
はいりょ

などによって、日常
にちじょう

生活
せいかつ

のあらゆる場面
ば め ん

で、すべての人
ひと

が障害
しょうがい

の

あるなしによる分
わ

け隔
へだ

てがなく互
たが

いの人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

しあうことができる社
しゃ

会
かい

が生
う

み

出
だ

せると私
わたし

たちは考
かんが

えています。さらに、障害
しょうがい

のある人
ひと

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

を送
おく

るには、

障害
しょうがい

のある人
ひと

を支
ささ

える人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

や、福祉
ふ く し

サービスを提供
ていきょう

する側
がわ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

のた

めの新
あら

たな取組
とりくみ

など、労働
ろうどう

人口
じんこう

が減少
げんしょう

しても、必要
ひつよう

な福祉
ふ く し

サービスを適切
てきせつ

に提供
ていきょう

する

体制
たいせい

を維持
い じ

・強化
きょうか

するための施策
し さ く

が急務
きゅうむ

となっています。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

が、地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

ることができる社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて、どこに

相談
そうだん

しても適切
てきせつ

に課題
か だ い

解決
かいけつ

が 行
おこな

えるよう、相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

の充実
じゅうじつ

や連携
れんけい

強化
きょうか

といった体制
たいせい

整備
せ い び

を進
すす

めてきました。しかし、今回
こんかい

実施
じ っ し

したグループインタビューやアンケート調査
ちょうさ

の

結果
け っ か

では、依然
い ぜ ん

として、困
こま

ったときどこに相談
そうだん

したらいいかわからない、相談
そうだん

した内容
ないよう

が

共有
きょうゆう

されず何度
な ん ど

も同
おな

じ説明
せつめい

をしなければならない、などの声
こえ

も挙
あ

がっています。 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

が「 自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きる」ためには、相談
そうだん

支援
し え ん

は非常
ひじょう

に

重要
じゅうよう

な役割
やくわり

を持
も

っています。わかりやすい情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

調
ちょう

整
せい

、

本人
ほんにん

が 自
みずか

ら解決
かいけつ

する 力
ちから

を高
たか

めていくための支援
し え ん

、家族
か ぞ く

支援
し え ん

、困
こま

っている人
ひと

に寄
よ

り添
そ

う

伴走型
ばんそうがた

支援
し え ん

など、様々
さまざま

な機能
き の う

や役割
やくわり

、障害
しょうがい

のある人
ひと

の特性
とくせい

やライフステージなどに応
おう

じて、

１ 基本
き ほ ん

目標
もくひょう

 

３ 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

ごとの取組
とりくみ

 

０－４ 相談
そうだん

支援
し え ん

 

様々
さまざま

な生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を支
ささ

えるもの 



 

 

分担
ぶんたん

・連携
れんけい

をしながら、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

する暮
く

らしを実現
じつげん

できるよう支えていきます。 

そこで、障害
しょうがい

のある人
ひと

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

えていく相談
そうだん

支援
し え ん

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

強化
きょうか

や相談
そうだん

支援
し え ん

システムの整理
せ い り

、相談
そうだん

支援
し え ん

従事
じゅうじ

者
しゃ

の人材
じんざい

育成
いくせい

や当事者
とうじしゃ

による相談
そうだん

の活用
かつよう

促進
そくしん

を進
すす

め、相談
そうだん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきます。 

 

取組
とりくみ

 
 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センターによる相談
そうだん

件
けん

数
すう

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

を除
のぞ

く） 

3,500件
けん

 3,500件
けん

 3,500件
けん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

セ ン タ ー 及
およ

び 発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

支援
し え ん

マ ネ ジ ャ ー の 外部
が い ぶ

機関
き か ん

や地域
ち い き

住民
じゅうみん

への研修
けんしゅう

、啓発
けいはつ

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

を除
のぞ

く） 

55件
けん

 55件
けん

 55件
けん

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

に対
たい

する関連
かんれん

分野
ぶ ん や

の支援
し え ん

を調整
ちょうせい

するコーディネーター

の配置
は い ち

（人
にん

） 

6人
にん

 6人
にん

 6人
にん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

新 トピック「発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
し え ん

」 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

法
ほう

の施行
し こ う

は、平成
へいせい

17年
ねん

４月
がつ

。横浜市
よこはまし

は、それ以前
い ぜ ん

から市内
し な い

の法人
ほうじん

に自閉症
じへいしょう

に特化
と っ か

した相談
そうだん

支援
し え ん

室
しつ

を委託
い た く

し（のちの発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

セン

ター）、法
ほう

施行
し こ う

と同時期
ど う じ き

には、学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

や福祉
ふ く し

・医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

、当事者
とうじしゃ

やその

家族
か ぞ く

で構成
こうせい

される「発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

」を設置
せ っ ち

し、発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

への

課題
か だ い

解決
かいけつ

の議論
ぎ ろ ん

を行
おこな

ってきました。 

この15年間
ねんかん

、ライフステージごとの現状
げんじょう

と課題
か だ い

に対応
たいおう

するため、乳幼児期
にゅうようじき

・

学齢期
がくれいき

・成人期
せいじんき

に分
わ

けて議論
ぎ ろ ん

するとともに、ライフステージを通
とお

した切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

に向
む

けた検討
けんとう

も行
おこな

ってきました。 

横浜市
よこはまし

では現在
げんざい

、「発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センター運営
うんえい

事業
じぎょう

」「地域
ち い き

支援
し え ん

マネジャ

ーによる障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

への支援
し え ん

」「障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた支援
し え ん

のた

めの研修
けんしゅう

（行動
こうどう

障害
しょうがい

のある方
かた

への支援
し え ん

を行
おこな

うことのできる人材
じんざい

を育成
いくせい

する

ための研修
けんしゅう

）」「サポートホーム事業
じぎょう

（生活
せいかつ

アセスメント付
つ

き住宅
じゅうたく

での一人
ひ と り

暮
ぐ

らし支援
し え ん

）」「地域
ち い き

療育
りょういく

センター運営
うんえい

事業
じぎょう

」「学齢
がくれい

後期
こ う き

障害
しょうがい

児
じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年代
ねんだい

の発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

等
とう

への相談
そうだん

支援
し え ん

）」等
とう

、発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

支援
し え ん

に関
かん

する、多
おお

くの事業
じぎょう

や取組
とりくみ

を推進
すいしん

しています。 

 近年
きんねん

では、「発達
はったつ

障害
しょうがい

」という言葉
こ と ば

が社会
しゃかい

的
てき

にある程度
て い ど

認知
に ん ち

され、発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

への市民
し み ん

の理解
り か い

も広
ひろ

がってきています。一方
いっぽう

で、発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

法
ほう

の

施行
し こ う

から10年
ねん

が経過
け い か

し、時代
じ だ い

の変化
へ ん か

に対応
たいおう

したよりきめ細
こま

かな支援
し え ん

が求
もと

めら

れていること、また、共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた新
あら

たな取組
とりくみ

（障害
しょうがい

者
しゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

の批准
ひじゅん

に向
む

けた一連
いちれん

の法
ほう

整備
せ い び

など）が進
すす

められていることを背景
はいけい

とし、平成
へいせい

28年
ねん

に同法
どうほう

の改正
かいせい

が行
おこな

われました。 

また横浜市
よこはまし

では、発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

のこれまでの議論
ぎ ろ ん

や福祉
ふ く し

・教育
きょういく

機関
き か ん

の相談
そうだん

状 況
じょうきょう

等
とう

において、発達
はったつ

障害
しょうがい

、特
とく

に「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
おく

れを伴
ともな

う、ある

いは知的
ち て き

な遅
おく

れを伴
ともな

わない発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

」に対
たい

して、従来
じゅうらい

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

・

教育
きょういく

等
とう

の施策
し さ く

では、十分
じゅうぶん

対応
たいおう

できていない現状
げんじょう

が見
み

えてきました。 

令和
れ い わ

元
がん

年
ねん

、この課題
か だ い

に対応
たいおう

する支援
し え ん

策
さく

の再構築
さいこうちく

が求
もと

められているとの認識
にんしき

から、横浜市
よこはまし

として、発達
はったつ

障害
しょうがい

支援
し え ん

検討
けんとう

委員会
いいんかい

の上部
じょうぶ

機関
き か ん

である障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

へ、課題
か だ い

解決
かいけつ

に向
む

けた具体的
ぐたいてき

施策
し さ く

の展開
てんかい

について諮問
し も ん

を 行
おこな

い、

令和
れ い わ

２年
ねん

６月
がつ

に答申
とうしん

を受
う

け取
と

りました。 

令和
れ い わ

３年
ねん

度
ど

から始
はじ

まる第
だい

４期
き

プランでは、新
あら

たな施策
し さ く

を展開
てんかい

していくこと

となります。乳幼児期
にゅうようじき

の発達
はったつ

支援
し え ん

を担
にな

う地域
ち い き

療育
りょういく

センターにおける療育
りょういく



 

 

体制
たいせい

の抜
ばっ

本的
ぽんてき

な見直
み な お

しや、支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

・役割
やくわり

分担
ぶんたん

の整理
せ い り

等
とう

の取組
とりくみ

ととも

に、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

に発達
はったつ

障害
しょうがい

への理解
り か い

を深
ふか

めるための取組
とりくみ

、さらに、多様性
たようせい

を

尊重
そんちょう

できる社会
しゃかい

風土
ふ う ど

の醸成
じょうせい

を進
すす

めていきます。 

 

＜令和
れ い わ

２年
ねん

６月
がつ

 答申
とうしん

概要
がいよう

＞ 

１ 気
き

づきの促進
そくしん

と未来
み ら い

につながる支援
し え ん

（Right
ら い と

 time
た い む

 &
あんど

 Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

）  

幼少期
ようしょうき

には、本人
ほんにん

・周囲
しゅうい

とも、軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
おくれ

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な 遅
おくれ

れを 伴
ともな

わない発達
はったつ

障害
しょうがい

に気
き

づかないことがあります。そのため、

早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

だけでなく、その人
ひと

にとって適切
てきせつ

な時期
じ き

に適切
てきせつ

な支援
し え ん

につなげることが重要
じゅうよう

だと 考
かんが

えます。この理念
り ね ん

を「気
き

づきの促進
そくしん

と未来
み ら い

につながる支援
し え ん

（Right
ら い と

 time
た い む

 &
あんど

 Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

）」と表
あらわ

します。 

２ 地域
ち い き

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

の、包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

 

今回
こんかい

対象
たいしょう

とした発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

は、発達
はったつ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

についての理解
り か い

や

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を得
え

られないことに起因
き い ん

する生
い

きづらさを、障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

を主
しゅ

た

る支援
し え ん

対象
たいしょう

としない支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

（保育所
ほいくしょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

、就労先
しゅうろうさき

等
とう

）に

相談
そうだん

することも多
おお

いと考
かんが

えられます。そのため、地域
ち い き

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で包括的
ほうかつてき

な

支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

する必要
ひつよう

があります。 

３ 「０
ぜろ

次
じ

支援
し え ん

」の重要性
じゅうようせい

 

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

への相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

による適切
てきせつ

な対応
たいおう

につながるためには、

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

を主
しゅ

たる支援
し え ん

対象
たいしょう

としない支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

（保育所
ほいくしょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

、

就労先
しゅうろうさき

等
とう

）が、身近
み じ か

な地域
ち い き

の中
なか

で、本人
ほんにん

や家族
か ぞ く

が抱
かか

える生
い

きづらさに気
き

づ

き、受
う

け止
と

めることが重要
じゅうよう

です。  



 

 

 

近
きん

年
ねん

、在宅
ざいたく

の障害
しょうがい

者
しゃ

を支
ささ

える福祉
ふ く し

サービスや相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

などの社会
しゃかい

資源
し げ ん

は増
ふ

えてきて

いますが、障害
しょうがい

のある人
ひと

が、地域
ち い き

の中
なか

で希望
き ぼ う

に合
あ

った暮
く

らしを選択
せんたく

することが、まだ十分
じゅうぶん

できているとは言
い

えません。障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

も様々
さまざま

ですし、高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

によるニーズの

変化
へ ん か

もあります。障害
しょうがい

のある人
ひと

が、自分
じ ぶ ん

が住
す

みたいと思
おも

う地域
ち い き

で希望
き ぼ う

に合
あ

った暮
く

らしを

安心
あんしん

して続
つづ

けるには、福祉
ふ く し

サービスや社会
しゃかい

資源
し げ ん

を充実
じゅうじつ

させることが重要
じゅうよう

です。その上
うえ

で、

できる限
かぎ

り自分
じ ぶ ん

の意思
い し

で「住
す

まいの場
ば

」を選択
せんたく

できることが理想
り そ う

です。 

しかし、自分
じ ぶ ん

の意志
い し

で選択
せんたく

するためには、どこに自分
じ ぶ ん

が希望
き ぼ う

する住
す

まいがあるのか、ど

のような支援
し え ん

があれば希望
き ぼ う

どおり暮
く

らせるのか、情報
じょうほう

を得
え

たり、体験
たいけん

したりすることが

必要
ひつよう

です。 

そのため、多様
た よ う

な「住
す

まいの場
ば

」を確保
か く ほ

し、提供
ていきょう

できる情報
じょうほう

や体験
たいけん

の機会
き か い

を増
ふ

やすこ

とで本人
ほんにん

の選択
せんたく

肢
し

を広
ひろ

げ、暮
く

らしていくうえでの困
こま

りごとに対
たい

する支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

させるなど、

一人
ひ と り

ひとりが地域
ち い き

で望
のぞ

む生活
せいかつ

を送
おく

ることができる環境
かんきょう

を 整
ととの

えることが求
もと

められています。 

そこで、民間
みんかん

住宅
じゅうたく

を含
ふく

む多様
た よ う

な形態
けいたい

で住
す

まいの選択
せんたく

肢
し

を増
ふ

やし、また本人
ほんにん

に寄
よ

り添
そ

って

支
ささ

える仕組
し く

みなどを、ハード及
およ

びソフトの両面
りょうめん

から充実
じゅうじつ

させる施策
し さ く

を展開
てんかい

していきます。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

住
す

まいは生活
せいかつ

の基本
き ほ ん

です。誰
だれ

もが、重度化
じゅうどか

や高齢化
こうれいか

による障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

の変化
へ ん か

などに関
かか

わ

らず、可能
か の う

な限
かぎ

り、自分
じ ぶ ん

が住
す

みたいと思
おも

う場所
ば し ょ

で住
す

み続
つづ

けられることが望
のぞ

まれます。自分
じ ぶ ん

の意思
い し

で「住
す

まいの場
ば

」を選
えら

べるようにするには、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

だけでなく、住宅
じゅうたく

施策
し さ く

との連動
れんどう

も図
はか

り、多様
た よ う

なニーズに合
あ

った「住
す

まいの場
ば

」の拡充
かくじゅう

、情報
じょうほう

の集約
しゅうやく

と提供
ていきょう

な

どを継続
けいぞく

的
てき

に進
すす

めていく仕組
し く

みづくりが不可欠
ふ か け つ

です。横浜
よこはま

市
し

は、福祉
ふ く し

施策
し さ く

と住宅
じゅうたく

施策
し さ く

の

連携
れんけい

により、不動産
ふどうさん

事業者
じぎょうしゃ

等
とう

と協 力
きょうりょく

し、平成
へいせい

30年
ねん

度
ど

に横浜
よこはま

市
し

居住
きょじゅう

支援
し え ん

協議会
きょうぎかい

を設立
せつりつ

しま

した。従来
じゅうらい

の福祉
ふ く し

施策
し さ く

では実施
じ っ し

が難
むずか

しかった分野
ぶ ん や

にも取
と

り組
く

むことができるようになる

ため、これを活用
かつよう

した支援
し え ん

が望
のぞ

まれます。 

障害
しょうがい

の重度
じゅうど

化
か

や高齢
こうれい

化
か

など障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

により専門
せんもん

的
てき

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

とされる場合
ば あ い

でも、

本人
ほんにん

が希望
き ぼ う

する住
す

まいを実現
じつげん

できるよう対応
たいおう

可能
か の う

な仕組
し く

みも必要
ひつよう

です。 

一方
いっぽう

で、入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

などで生活
せいかつ

している人
ひと

にとって、そのときの「住
す

まいの場
ば

」が安心
あんしん

し

て生活
せいかつ

できる場
ば

であるように支援
し え ん

していくことも重要
じゅうよう

です。 

 そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた住
す

まいの選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の希望
き ぼ う

や 状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた多様
た よ う

なニーズに応
おう

えられるよう、多様
た よ う

な

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

１ 住
す

む・暮
く

らす 

１－１ 住
す

まい 



 

 

形態
けいたい

の住
す

まいの構築
こうちく

を進
すす

めていきます。 

（２）高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

を踏
ふ

まえた住
す

まいの構築
こうちく

 

今後
こ ん ご

も進
すす

むとみられる高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

を踏
ふ

まえ、ニーズに対応
たいおう

したグループホーム

の整備
せ い び

や、在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支
ささ

えるバリアフリー改修
かいしゅう

等
とう

を通
つう

じて、安心
あんしん

できる住
す

まいの構築
こうちく

を進
すす

めていきます。 

取組
とりくみ

 

（１）障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた住
す

まいの選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

児
じ

施設
し せ つ

の

再整備
さいせいび

 

老朽化
ろうきゅうか

が進
すす

んでいる 障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の

再整備
さいせいび

を進
すす

めます。 

 

 

検討
けんとう

 検討
けんとう

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

福祉
ふ く し

型
がた

障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

(利用
り よ う

児
じ

童
どう

数
すう

/月
つき

） 
190人

にん

 190人
にん

 190人
にん

 

医療
いりょう

型
がた

障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

(利用
り よ う

児
じ

童
どう

数
すう

/月
つき

） 
90人

にん

 90人
にん

 90人
にん

 

新 障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

にお ける 18 歳
さい

以上
いじょう

の入所
にゅうしょ

者
しゃ

数
すう

 
0人
にん

 0人
にん

 0人
にん

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が希望
き ぼ う

に合
あ

った暮
く

らしをしていくためには、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスや社会
しゃかい

資源
し げ ん

を充実
じゅうじつ

させることが重要
じゅうよう

です。障害
しょうがい

の 状 況
じょうきょう

によって必要
ひつよう

な支援
し え ん

は異
こと

なりますが、

障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

が変
か

わったとしても必要
ひつよう

な障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを安定
あんてい

して提供
ていきょう

していかなけ

ればなりません。特
とく

に、地域
ち い き

で生活
せいかつ

していくうえで、障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

を支
ささ

える核
かく

とし

て整備
せ い び

を進
すす

めてきた様々
さまざま

な拠点
きょてん

の機能
き の う

を充実
じゅうじつ

していくことが大切
たいせつ

です。行動
こうどう

障害
しょうがい

、医療
いりょう

的
てき

ケアなど専門
せんもん

的
てき

なニーズがある人
ひと

も安心
あんしん

して暮
く

らしていけるような支援
し え ん

も欠
か

かせません。

さらに、自身
じ し ん

の障害
しょうがい

によって子
こ

育
そだ

てや介護
か い ご

に不安
ふ あ ん

がある人
ひと

の困
こま

りごとを受
う

け止
と

めていくこ

とも必要
ひつよう

とされています。 

１－２ 暮
く

らし 



 

 

また、長期
ちょうき

入院
にゅういん

中
ちゅう

の人
ひと

や施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

中
ちゅう

の人
ひと

がグループホームでの生活
せいかつ

や一人
ひ と り

暮
ぐ

らしに

移
うつ

ることができるよう、地域
ち い き

移行
い こ う

・地域
ち い き

定着
ていちゃく

や退院
たいいん

促進
そくしん

などの取組
とりくみ

も継続
けいぞく

して進
すす

めていか

なければなりません。地域
ち い き

で活動
かつどう

する様々
さまざま

な団体
だんたい

・サービス提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

や医療
いりょう

機関
き か ん

を含
ふく

め、

障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

えていく体制
たいせい

づくりが求
もと

められています。 

その中
なか

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

が自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

ることができるようになるために、本人
ほんにん

が

生活
せいかつ

力
りょく

を身
み

につけて安心
あんしん

して暮
く

らすことができるよう、本人
ほんにん

の持
も

つ力
ちから

を引
ひ

き出
だ

す支援
し え ん

の

必要
ひつよう

性
せい

も見逃
み の が

せません。意思
い し

決定
けってい

を支
ささ

え、日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

る上
うえ

で想定
そうてい

されるトラブルなどの

予防
よ ぼ う

や対応
たいおう

を学
まな

ぶ機会
き か い

を設
もう

けることや、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

や思
おも

いに寄
よ

り添
そ

う伴走型
ばんそうがた

の相談
そうだん

支援
し え ん

を

充実
じゅうじつ

させていくことが大切
たいせつ

になります。 

そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みの充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かか

わる社会
しゃかい

資源
し げ ん

をもとに、既存
き そ ん

のサービスを充実
じゅうじつ

させていくことで、

地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らすことができる体制
たいせい

づくりを目指
め ざ

します。 

（２）本人
ほんにん

の力
ちから

を引
ひ

き出
だ

す支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

が変
か

わっても、自
みずか

ら希望
き ぼ う

するところで暮
く

らしていくために、障害
しょうがい

児
じ

・

者
しゃ

やその家族
か ぞ く

にとって必要
ひつよう

なサービスを提供
ていきょう

する事業
じぎょう

を引
ひ

き続
つづ

き実施
じ っ し

します。 

 

取組
とりくみ

 

（１）地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みの充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

医
い

療
りょう

的
てき

ケ
け

ア
あ

児
じ

・

者
しゃ

等
とう

の支援
しえん

のた

め の 関
かん

係
けい

機
き

関
かん

の

協
きょう

議
ぎ

の場
ば

の開
かい

催
さい

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

への地域
ち い き

における更
さら

なる

支援
し え ん

の 充
じゅう

実
じつ

に向
む

けて、保健
ほ け ん

・医療
いりょう

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

・保育
ほ い く

・教育
きょういく

等
とう

の関係
かんけい

機関
き か ん

が連携
れんけい

を図
はか

る

ため、横浜
よこはま

市
し

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

検討
けんとう

委員会
いいんかい

において、課題
か だ い

共有
きょうゆう

、意見
い け ん

交換
こうかん

、対応
たいおう

策
さく

等
とう

の検討
けんとう

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

新 医療的
いりょうてき

ケ ア

児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

者
しゃ

養成
ようせい

 

受入
うけいれ

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るため、所属
しょぞく

する施設
し せ つ

・

事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

において、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

の受
うけ

入
い

れを積
せっ

極
きょく

的
てき

に行
おこな

えるよう、支援
し え ん

に必要
ひつよう

な

知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を 行
おこな

う支援
し え ん

者
しゃ

を養成
ようせい

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 



 

 

メディカルショ

ートステイ事業
じぎょう

 

医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

等
とう

を、在宅
ざいたく

で介護
か い ご

する家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

と在宅
ざいたく

生活
せいかつ

の安定
あんてい

を目的
もくてき

として、一時的
いちじてき

に在宅
ざいたく

生活
せいかつ

が困難
こんなん

となった場合
ば あ い

などに、 病
びょう

院
いん

での受
う

け

入
い

れを実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

 

 

 

今回
こんかい

実施
じ っ し

したアンケート調査
ちょうさ

では、将来
しょうらい

に不安
ふ あ ん

を感
かん

じることとして「健康
けんこう

や体力
たいりょく

が保
たも

てるかどうか」ということが最
もっと

も多
おお

く挙
あ

げられています。障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

やその家族
か ぞ く

にとっ

て、健康
けんこう

や老後
ろ う ご

のことが大
おお

きな課題
か だ い

であると考
かんが

えられます。そこで、障害
しょうがい

のある人
ひと

もな

い人
ひと

も誰
だれ

もが健康
けんこう

づくりに取
と

り組
く

みやすくなる施策
し さ く

を検討
けんとう

し、地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らせるよ

う、一人
ひ と り

ひとりその人
ひと

なりの健康
けんこう

づくりを支
ささ

えていきます。さらに、医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

が障害
しょうがい

理解
り か い

を深
ふか

めることなどにより必要
ひつよう

な時
とき

に適切
てきせつ

な医療
いりょう

を受けられる環境
かんきょう

を充実
じゅうじつ

させていき

ます。 

また、地域
ち い き

で安全
あんぜん

に暮
く

らすためには、防災
ぼうさい

・減災
げんさい

の観点
かんてん

も欠
か

かせません。障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

やあるなしに関
かか

わらず地域
ち い き

で支
ささ

え合
あ

い、助
たす

け合
あ

うことができるような関係
かんけい

づくりが必要
ひつよう

で

す。そのため、障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、防災
ぼうさい

訓練
くんれん

などを通
とお

した地域
ち い き

への障害
しょうがい

の

理解
り か い

啓発
けいはつ

を進
すす

め、自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の取組
とりくみ

を支援
し え ん

し、震災
しんさい

・風水害
ふうすいがい

など様々
さまざま

な災害
さいがい

に対応
たいおう

する

ことが求
もと

められています。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

今後
こ ん ご

、障害
しょうがい

者
しゃ

自身
じ し ん

の高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

もさらに進
すす

むと予測
よ そ く

される中
なか

、障害
しょうがい

の重度
じゅうど

化
か

の緩
かん

和
わ

、生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

病
びょう

の予防
よ ぼ う

及
およ

び合併症
がっぺいしょう

や重 症
じゅうしょう

化
か

の予防
よ ぼ う

は、地域
ち い き

の中
なか

で暮
く

らし続
つづ

けていくう

えで非常
ひじょう

に重要
じゅうよう

です。今回
こんかい

のアンケート調査
ちょうさ

では、およそ半数
はんすう

の人
ひと

が、健康
けんこう

・医療
いりょう

につい

て必要
ひつよう

なこととして「十分
じゅうぶん

な睡眠
すいみん

と栄養
えいよう

」「適度
て き ど

な運動
うんどう

」と回答
かいとう

しています。これは、第
だい

３期
き

横浜
よこはま

市
し

障害
しょうがい

者
しゃ

プランで取
と

り組
く

んできた生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

病
びょう

予防
よ ぼ う

などの普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

の成果
せ い か

が出
で

ているとも考
かんが

えられます。一方
いっぽう

、同
どう

アンケート調査
ちょうさ

で「運動
うんどう

はしていない」と回答
かいとう

した人
ひと

は半数
はんすう

を超
こ

えています。健康
けんこう

づくり・介護
か い ご

予防
よ ぼ う

などをどのように取
と

り組
く

めばよいのか、伝
つた

えきれていないのが現状
げんじょう

だといえます。 

また、受診
じゅしん

が必要
ひつよう

になったとき、医療
いりょう

機関
き か ん

に受
じゅ

診
しん

しやすい環境
かんきょう

も重要
じゅうよう

です。グループ

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

２ 安全
あんぜん

・安心
あんしん

 

２－１ 健康
けんこう

・医療
いりょう

 



 

 

インタビューでも、ちょっとした体調
たいちょう

不良
ふりょう

や歯科
し か

検診
けんしん

などは、自身
じ し ん

の障害
しょうがい

についてよく

わかっている近隣
きんりん

の医療
いりょう

機関
き か ん

で受
じゅ

診
しん

したいという意見
い け ん

が聞
き

かれました。障害
しょうがい

を専門
せんもん

とする

医療
いりょう

機関
き か ん

だけではなく、障害
しょうがい

のことをよく理解
り か い

して対応
たいおう

ができる医療
いりょう

機関
き か ん

が増
ふ

えていくこ

とは、障害
しょうがい

のある人
ひと

にとっての安心
あんしん

になります。いざというとき速
すみ

やかに対応
たいおう

できる医療
いりょう

環境
かんきょう

を 整
ととの

えることと併
あわ

せ、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

や研修
けんしゅう

など、医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

に対
たい

して障害
しょうがい

のことをよ

り深
ふか

く知
し

ってもらうことにも引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

んでいく必要
ひつよう

があります。 

 そこで、３つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）障害
しょうがい

者
しゃ

の健康
けんこう

づくりの推進
すいしん

 

運動
うんどう

、歯
は

・口腔
こうくう

や食
しょく

生活
せいかつ

など健康
けんこう

増進
ぞうしん

の基本
き ほ ん

要素
よ う そ

となる分野
ぶ ん や

について、障害
しょうがい

者
しゃ

団体
だんたい

とも協 力
きょうりょく

しながら、健康
けんこう

増進
ぞうしん

計画
けいかく

と連動
れんどう

させて検討
けんとう

・推進
すいしん

します。また、障害
しょうがい

者
しゃ

に

必要
ひつよう

な体力
たいりょく

づくりやリハビリテーションが地域
ち い き

で 行
おこな

えるよう、人材
じんざい

育成
いくせい

も含
ふく

めた

環境
かんきょう

の整備
せ い び

を進
すす

めます。 

（２）医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

に、適切
てきせつ

な医療
いりょう

を提供
ていきょう

できるよう、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

や医療
いりょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

への支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

や、医療
いりょう

機関
き か ん

・医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

に対
たい

する障害
しょうがい

特性
とくせい

への理解
り か い

を深
ふか

める研修
けんしゅう

などを通
つう

じて、医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

また、精神
せいしん

科
か

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

については、土曜日
ど よ う び

・日曜日
にちようび

・祝日
しゅくじつ

などの病院
びょういん

が 救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

を取
と

ることが困難
こんなん

な日
ひ

及
およ

び時間帯
じかんたい

における受入
うけいれ

病 床
びょうしょう

を確保
か く ほ

し、体制
たいせい

が充実
じゅうじつ

されるよう努
つと

めます。  



 

 

新 トピック「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

への支援
し え ん

」 

医療
いりょう

技術
ぎじゅつ

の進歩
し ん ぽ

を背景
はいけい

として、病院
びょういん

を退院
たいいん

後
ご

、人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

や胃
い

ろう、吸引
きゅういん

などの医療的
いりょうてき

ケアを日常的
にちじょうてき

に受
う

けながら在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

をされている人
ひと

（以下
い か

で

は「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

」と言
い

います）が増
ふ

えています。 

 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

の家族
か ぞ く

には、夜中
よ な か

も人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

の管理
か ん り

や痰
たん

の吸引
きゅういん

などが

必要
ひつよう

なために長
なが

い時間
じ か ん

は眠
ねむ

れなかったり、介護
か い ご

や見守
み ま も

りのために時間的
じかんてき

な制約
せいやく

があったりして、大
おお

きな負担
ふ た ん

がかかっている人
ひと

が多
おお

くいます。 

 また、医療
いりょう

や福祉
ふ く し

などで必要
ひつよう

とするサービスも専門的
せんもんてき

なものが多
おお

いことか

ら、調整
ちょうせい

役
やく

を務
つと

められる人
ひと

が少
すく

ないため、家族
か ぞ く

が自分
じ ぶ ん

で調整
ちょうせい

することを強
し

い

られています。情報
じょうほう

が少
すく

ない中
なか

で、なかなか適切
てきせつ

なサービスが見
み

つからなか

ったりすることが課題
か だ い

となっています。 

加
くわ

えて、風邪
か ぜ

や予防
よ ぼ う

接種
せっしゅ

などのときに近所
きんじょ

で受診
じゅしん

しようとしても受診
じゅしん

できる

クリニックが見
み

つからなかったり、希望
き ぼ う

どおり医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

に対応
たいおう

できる

サービスや施設
し せ つ

が少
すく

なかったりすることも課題
か だ い

です。 

 そのため、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

が地域
ち い き

で生活
せいかつ

するのに必要
ひつよう

な医療
いりょう

・福祉
ふ く し

・

教育
きょういく

などの支援
し え ん

を総合的
そうごうてき

に調整
ちょうせい

する体制
たいせい

をつくり、サービス利用
り よ う

を充実
じゅうじつ

さ

せようと「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

促進
そくしん

事業
じぎょう

」を実施
じ っ し

しています。現在
げんざい

取
と

り組
く

んでいることは、 

① 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

とその家族
か ぞ く

、地域
ち い き

の支援
し え ん

者
しゃ

や関係機関
かんけいきかん

とのつなぎ役
やく

とし

て必要
ひつよう

な支援
し え ん

を総合的
そうごうてき

に調整
ちょうせい

する「横浜型
よこはまがた

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

コーディネ

ーター」の養成
ようせい

・配置
は い ち

 

② 施設
し せ つ

・事業所
じぎょうしょ

などで積極的
せっきょくてき

に支援
し え ん

を行
おこな

うため必要
ひつよう

な知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

の普及
ふきゅう

・

啓発
けいはつ

を行
おこな

う「横浜型
よこはまがた

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

者
しゃ

」の養成
ようせい

 

③ 医療
いりょう

・福祉
ふ く し

・教育
きょういく

等
とう

の関係機関
かんけいきかん

が一堂
いちどう

に会
かい

して、地域
ち い き

での支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

に

向
む

けて議論
ぎ ろ ん

する「横浜市
よこはまし

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

検討
けんとう

委員会
いいんかい

」の開催
かいさい

 

④ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

や地域
ち い き

の施設
し せ つ

・事業所
じぎょうしょ

などの実態
じったい

を継続的
けいぞくてき

に把握
は あ く

する

仕組
し く

みづくり 

 の４つです。 

この取組
とりくみ

により、地域
ち い き

の支援
し え ん

者
しゃ

や関係機関
かんけいきかん

とのネットワークをつくり、

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

ができるようにしていきます。 

  



 

 

（２）医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

【再掲
さいけい

】メディカ

ルショートステ

イ事業
じぎょう

 

医療的
いりょうてき

ケアが必
ひつ

要
よう

な重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

等
とう

を、在宅
ざいたく

で介護
か い ご

する家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

と

在宅
ざいたく

生活
せいかつ

の安定
あんてい

を目的
もくてき

として、一時的
いちじてき

に

在宅
ざいたく

生活
せいかつ

が困難
こんなん

となった場合
ば あ い

などに、病
びょう

院
いん

での受
う

け入
い

れを実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

在
ざい

宅
たく

療
りょう

養
よう

児
じ

の 

地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

を 支
ささ

え

るネットワーク 

連絡会
れんらくかい

 

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の医療
いりょう

（入院
にゅういん

・在宅
ざいたく

）に関
かか

わ

る医療
いりょう

関係
かんけい

者
しゃ

を中心
ちゅうしん

に、福祉
ふ く し

・教育
きょういく

関係
かんけい

者
しゃ

を対象
たいしょう

として、在宅
ざいたく

支援
し え ん

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

交換
こうかん

や人
じん

的
てき

交
こう

流
りゅう

を通
つう

じて、障害
しょうがい

理解
り か い

を促
そく

進
しん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支
ささ

えるための

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支える

ための医療
いりょう

体制
たいせい

をはじめとする検討
けんとう

を行
おこな

い、支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 
検討
けんとう

 推進
すいしん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

障害
しょうがい

のある子
こ

どもは、育
そだ

ちと暮
く

らしに個別
こ べ つ

の課題
か だ い

を抱
かか

えています。子
こ

どもとしての育
そだ

ちを支
ささ

えるとともに、発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

です。 

横浜
よこはま

市
し

では、障害
しょうがい

のある子
こ

どもとその家族
か ぞ く

を支援
し え ん

するため、障害
しょうがい

の早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

の仕組
し く

みづくりを進
すす

め、地域
ち い き

療育
りょういく

センターの機能
き の う

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、療育
りょういく

と

教育
きょういく

の連携
れんけい

に取
と

り組
く

んできました。 

昨今
さっこん

、横浜
よこはま

市
し

における統計
とうけい

では、子
こ

どもの人口
じんこう

が減少
げんしょう

傾向
けいこう

にある中
なか

、障害
しょうがい

のある子
こ

ど

もは増加
ぞ う か

しています。一方
いっぽう

で、保育所
ほいくじょ

や幼稚園
ようちえん

では障害
しょうがい

のある子
こ

どもの積極
せっきょく

的
てき

な受入
う け い

れ

が進
すす

むとともに、障害
しょうがい

児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

が増加
ぞ う か

するなど、障害
しょうがい

のある子
こ

どもを取
と

り巻
ま

く

環境
かんきょう

は大
おお

きく変化
へ ん か

しています。 

引
ひ

き続
つづ

き、障害
しょうがい

児
じ

に関
かか

わる機関
き か ん

が連携
れんけい

し、障害
しょうがい

のある子
こ

どもがそれぞれの生活
せいかつ

の場面
ば め ん

で、きめ細
こま

かな支援
し え ん

が受
う

けられることが必要
ひつよう

です。 

教育
きょういく

の場
ば

では、すべての子
こ

どもが一貫
いっかん

して適切
てきせつ

な指導
し ど う

・支援
し え ん

を受
う

け、必要
ひつよう

な合理
ご う り

的
てき

配慮
はいりょ

が提
てい

供
きょう

されることが大切
たいせつ

です。そのため、すべての教 職 員
きょうしょくいん

が特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

に対
たい

し

て理解
り か い

を深
ふか

め、校内
こうない

支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させていくことが必要
ひつよう

になります。 

そして、「療育
りょういく

、保育
ほ い く

、教育
きょういく

、就労
しゅうろう

支援
し え ん

等
とう

の連携
れんけい

による切
き

れ目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

が

多様
た よ う

な人間
にんげん

関係
かんけい

を育
はぐく

み、社会
しゃかい

生活
せいかつ

の経験
けいけん

を積
つ

むことにつながる」という視点
し て ん

で、施策
し さ く

を

展開
てんかい

する必要
ひつよう

があります。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

横浜市
よこはまし

では、子
こ

どもの人口
じんこう

が減少
げんしょう

傾向
けいこう

にある中
なか

、障害
しょうがい

のある子
こ

どもは増加
ぞ う か

しています。

とりわけ、軽度
け い ど

の知的
ち て き

障害児
しょうがいじ

や知的
ち て き

に遅
おく

れのない発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

の増加
ぞ う か

が顕著
けんちょ

になっています。 

地域
ち い き

療育
りょういく

センターにおいても利用
り よ う

希望者
きぼうしゃ

の増加
ぞ う か

だけでなく障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

やニーズの

多様化
た よ う か

に対応
たいおう

するため、新
あら

たな療育
りょういく

の仕組
し く

みを構築
こうちく

していくことが求
もと

められています。 

また、障害
しょうがい

のある子
こ

どももない子
こ

どもも分
わ

け隔
へだ

てなく、共
とも

に育
そだ

ち、学
まな

ぶという理念
り ね ん

の浸透
しんとう

や、保護者
ほ ご し ゃ

の就労
しゅうろう

をはじめとしたライフスタイルの変化
へ ん か

の影響
えいきょう

で、保育所
ほいくしょ

・幼稚園
ようちえん

に通
かよ

う障害児
しょうがいじ

が増加
ぞ う か

している他
ほか

、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

や放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

が増加
ぞ う か

し、

障害
しょうがい

のある子
こ

どもが利用
り よ う

できるサービスも拡充
かくじゅう

しています。 

さらに、学齢
がくれい

後期
こ う き

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年代
ねんだい

）における発達
はったつ

障害
しょうがい

に関
かん

する相談
そうだん

件数
けんすう

等
とう

も増加
ぞ う か

しており、支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

です。 

障害児
しょうがいじ

やその家族
か ぞ く

の様々
さまざま

なニーズに的確
てきかく

に応
こた

え、地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支
ささ

えるため、障害児
しょうがいじ

を

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

３ 育
はぐく

む・学
まな

ぶ 

３－１ 療育
りょういく

 



 

 

取
と

り巻
ま

く環境
かんきょう

の変化
へ ん か

に合
あ

わせ、支援
し え ん

体制
たいせい

の見直
み な お

しを行
おこな

うとともに、それぞれの機関
き か ん

がサ

ービスの質
しつ

の向上
こうじょう

に取
と

り組
く

み、これまで以上
いじょう

に各機関
かくきかん

が連携
れんけい

して支援
し え ん

に取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があ

ります。 

そこで３つの方
ほう

向性
こうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）地域
ち い き

療育
りょういく

センターを中心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

０歳
さい

から小学校
しょうがっこう

期
き

の障害
しょうがい

がある子
こ

どもやその保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

に、相談
そうだん

から評価
ひょうか

及
およ

び療育
りょういく

までの一貫
いっかん

した支援
し え ん

を行
おこな

います。 

相談
そうだん

の初期
し ょ き

段階
だんかい

から、療育
りょういく

センターの持
も

つ知識
ち し き

や経験
けいけん

に基
もと

づく適切
てきせつ

な評価
ひょうか

、療育
りょういく

計画
けいかく

の作成
さくせい

及
およ

び支援
し え ん

を行
おこな

います。また、保育所
ほいくしょ

や幼稚園
ようちえん

等
とう

と地域
ち い き

療育
りょういく

センターを併用
へいよう

する障害児
しょうがいじ

が増加
ぞ う か

していることから、並行
へいこう

通園
つうえん

を前提
ぜんてい

とした集団
しゅうだん

療育
りょういく

、保育所
ほいくしょ

や

幼稚園
ようちえん

への支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

します。 

（２）切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センター等
とう

と保育所
ほいくしょ

・幼稚園
ようちえん

及
およ

び、自主的
じしゅてき

な活動
かつどう

である地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

との

連携
れんけい

により、乳幼児期
にゅうようじき

から学齢期
がくれいき

まで、切
き

れ目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

を目指
め ざ

します。 

国
くに

の考
かんが

え方
かた

に基
もと

づいて、福祉
ふ く し

と教育
きょういく

と各家庭
かくかてい

が連携
れんけい

して障害児
しょうがいじ

を支援
し え ん

する体制
たいせい

の

整備
せ い び

や保護者
ほ ご し ゃ

に対する支援
し え ん

に取
と

り組
く

みます。 

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

を増
ふ

やし、希望
き ぼ う

する全
すべ

ての人
ひと

が障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

を受
う

けられる

体制
たいせい

をつくることにより、障害児
しょうがいじ

が将来
しょうらい

望
のぞ

む暮
く

らしを実現
じつげん

するために、必要
ひつよう

なサービ

スを継続的
けいぞくてき

に選択
せんたく

することができる相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を目指
め ざ

します 。 

（３）学齢
がくれい

障害児
しょうがいじ

に対する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

学齢期
がくれいき

の障害児
しょうがいじ

が、放課後
ほ う か ご

や夏休
なつやす

みなどにのびのびと過
す

ごしながら療育
りょういく

訓練
くんれん

や余暇
よ か

支援
し え ん

を受
う

けられるよう、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなどの居場所
い ば し ょ

の確保
か く ほ

を進
すす

めるとともに、

そのサービスの質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。また、引
ひ

き続
つづ

き、放課後
ほ う か ご

キッズクラブなど、

放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

育成
いくせい

事業
じぎょう

における受入
う け い

れも推進
すいしん

します。 

学齢
がくれい

後期
こ う き

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年代
ねんだい

）の発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

が、自立
じ り つ

した成人期
せいじんき

を迎
むか

えられるた

めの相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を拡充
かくじゅう

します。



 

 

取組
とりくみ

 

（１）地域
ち い き

療育
りょういく

センターを中心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センタ

ー運営
うんえい

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

がある、またはその 疑
うたが

いのある児
じ

童
どう

に、専
せん

門
もん

性
せい

の高
たか

い評
ひょう

価
か

や支援
し え ん

計
けい

画
かく

に基
もと

づき、

集
しゅう

団
だん

療
りょう

育
いく

や保育所
ほいくしょ

・幼
よう

稚
ち

園
えん

、学校
がっこう

への巡
じゅん

回
かい

訪問
ほうもん

、保護
ほ ご

者
しゃ

支援
し え ん

等
とう

を行
おこな

います。 

また、区
く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センターの療育
りょういく

相談
そうだん

への

スタッフ派遣
は け ん

等
とう

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

保育所
ほいくじょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 600人
にん

 650人
にん

 700人
にん

  

4,800人
にん

日
にち

 5,200人
にん

日
にち

 5,600人
にん

日
にち

 

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

 

（地域
ち い き

療育
りょういく

センター実施
じ っ し

分
ぶん

を含
ふく

む） 
190か所

しょ

 200か所
しょ

 210か所
しょ

 

 3,800人
にん

 4,000人
にん

 4,000人
にん

 

 297,000 

人
にん

日
にち

 

314,900 

人
にん

日
にち

 

327,500 

人
にん

日
にち

 

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

のうち、主
おも

に 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

所
しょ

 
5か所

しょ

 6か所
しょ

 7か所
しょ

 

（地域
ち い き

療育
りょういく

センター実施
じ っ し

分
ぶん

を含
ふく

む） 
25人

にん

 30人
にん

 35人
にん

 

 
1,500人

にん

日
にち

 1,800人
にん

日
にち

 2,100人
にん

日
にち

 

医療
いりょう

型
がた

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

 9か所
しょ

 9か所
しょ

 9か所
しょ

 

（地域
ち い き

療育
りょういく

センター実施
じ っ し

分
ぶん

を含
ふく

む） 185人
にん

 185人
にん

 185人
にん

 

 18,000人
にん

日
にち

 18,000人
にん

日
にち

 18,000人
にん

日
にち

 

居宅
きょたく

訪問
ほうもん

型
がた

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

 1か所
しょ

 1か所
しょ

 1か所
しょ

 

 30人
にん

 30人
にん

 30人
にん

 

 60人
にん

日
にち

 60人
にん

日
にち

 60人
にん

日
にち

 

 



 

 

（２）切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

運営
うんえい

費
ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

児
じ

の保護
ほ ご

者
しゃ

等
とう

が自主的
じしゅてき

に組織
そ し き

し、地域
ち い き

で機
き

能
のう

回
かい

復
ふく

訓
くん

練
れん

や保
ほ

育
いく

を 行
おこな

う、地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

の運営
うんえい

費
ひ

を助成
じょせい

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

障害
しょうがい

児
じ

相談
そうだん

 95か所
しょ

 103か所
しょ

 112か所
しょ

 

 学齢
がくれい

 

6,600人
にん

 

学齢
がくれい

 

7,275人
にん

 

学齢
がくれい

 

8,025人
にん

 

 未就学
みしゅうがく

2,850人
にん

 

未就学
みしゅうがく

3,000人
にん

 

未就学
みしゅうがく

3,150人
にん

 

新ペアレントトレーニング実施者
じっししゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

 
15か所

しょ

 30か所
しょ

 30か所
しょ

 

 

（３）学齢
がくれい

障害児
しょうがいじ

に対する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

学齢
がくれい

後期
こ う き

障害
しょうがい

児
じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

学齢
がくれい

後期
こ う き

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年
ねん

代
だい

）の発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

等
とう

が安定
あんてい

した成
せい

人
じん

期
き

を迎
むか

えられるよう、児
じ

童
どう

や家族
か ぞ く

等
とう

からの相談
そうだん

に専門的
せんもんてき

な指導
し ど う

、助言
じょげん

を行
おこな

います。 

また、関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

し、発達
はったつ

障害
しょうがい

に起因
き い ん

す

る問題
もんだい

の解決
かいけつ

に向
む

けた支援
し え ん

を行
おこな

います。 

４か所
しょ

 ４か所
しょ

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

等
とう

（保育所
ほいくじょ

、放課後
ほ う か ご

児
じ

童
どう

健
けん

全
ぜん

育成
いくせい

事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

）における障害
しょうがい

児
じ

の受入
う け い

れ体制
たいせい

の整備
せ い び

 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 推進
すいしん

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業
じぎょう

 410か所
しょ

 460か所
しょ

 510か所
しょ

 

 8,800人
にん

 

 

9,700人
にん

 

 

10,700人
にん

 

 



 

 

 1,128,000

人
にん

日
にち

 

1,274,700

人
にん

日
にち

 

1,440,500

人
にん

日
にち

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業
じぎょう

のうち、主
おも

に

重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

所 
22か所

か し ょ

 23か所
か し ょ

 24か所
か し ょ

 

 
396人

にん

 414人
にん

 432人
にん

 

 
31,680人

にん

日
にち

 33,120人
にん

日
にち

 34,560人
にん

日
にち

 

新放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業
じぎょう

のうち、主
おも

に 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

所

のある区
く

の割合
わりあい

 

100 ％
ぱーせんと

 100 ％
ぱーせんと

 100 ％
ぱーせんと

 

新発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センターによる相談
そうだん

件数
けんすう

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

） 6,000件
けん

 6,000件
けん

 7,200件
けん

 

新発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センター及び発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

支援
し え ん

マネジャーの外部
が い ぶ

機関
き か ん

や地域
ち い き

住民
じゅうみん

への研修
けんしゅう

、啓発
けいはつ

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

） 

25件
けん

 25件
けん

 30件
けん
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第
だ い

１章
しょう

  計画
け い か く

の概要
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      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

１  計画
け い か く

策定
さ く て い

の趣旨
し ゅ し

   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

２  計画
け い か く

の位置
い ち
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３  計画
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の構成
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  第
だ い

２章
しょう

  横浜市
よ こ は ま し

における障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

の現状
げ ん じ ょ う

    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

１  横浜市
よ こ は ま し

の障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

のあゆみ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

２  将来
し ょ う ら い

にわたるあんしん施策
し さ く

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

３  横浜市
よ こ は ま し

の各障害
か く し ょ う が い

手帳
て ち ょ う

等
と う

統計
と う け い

の推移
す い い

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

４  第
だ い

３期
き

障害者
し ょ う が い し ゃ

プランの振
ふ

り返
か え

り ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

  第
だ い

３章
しょう

  第
だ い

４期
き

障害者
し ょ う が い し ゃ

プランの基本目標
き ほ ん も く ひ ょ う

と取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

１  基本
き ほ ん

目標
もくひょう

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

２  基本
き ほ ん

目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて必要
ひつよう

な視点
し て ん

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

３  生活
せいかつ

の場面
ば め ん

ごとの取組
とりくみ

   

     様々
さ ま ざ ま

な生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

を支
さ さ

えるもの   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

     生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

１  住
す

む・暮
く

らす  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

     生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

２  安全
あ ん ぜ ん

・安心
あ ん し ん

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

     生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

３  育
はぐく

む・学
ま な

ぶ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

     生活
せ い か つ

の場面
ば め ん

４  働
はたら

く・楽
た の

しむ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

  第
だ い

４章
しょう

  障害
し ょ う が い

のある人
ひ と

を地域
ち い き

で支
さ さ

える基盤
き ば ん

の整備
せ い び

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

１  本
ほん

章
しょう

の位
い

置
ち

づけ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

２  国
くに

の動向
どうこう

     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

３  横浜市
よ こ は ま し

の 状 況
じょうきょう

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

４  今後
こ ん ご

の方向性
ほうこうせい

   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  第
だ い

５章
しょう

  P
ぴー

D
でぃー

C
し ー

A
え ー

サイクルによる計画
け い か く

の見直
み な お

し  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

目
も く

    次
じ
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横浜市
よこはまし

では、障害
しょうがい

施策
し さ く

に係
かか

わる中
ちゅう

・長期的
ちょうきてき

な計画
けいかく

である「障害者
しょうがいしゃ

プラン」（以下
い か

「プラン」

といいます。）を、平成
へいせい

16年度
ね ん ど

に策定
さくてい

しました。その後
ご

、21年度
ね ん ど

に「第
だい

２期
き

プラン」、27年度
ね ん ど

に「第
だい

３期
き

プラン」を策定
さくてい

し、障害者
しょうがいしゃ

が自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

のできる社会
しゃかい

の構築
こうちく

という視点
し て ん

を中心
ちゅうしん

に、

施策
し さ く

を推進
すいしん

してきました。 

このプランは、次
つぎ

の三
みっ

つの法定
ほうてい

計画
けいかく

（策定
さくてい

するよう法令
ほうれい

で決
き

められている計画
けいかく

）の性質
せいしつ

を持
も

つ

計画
けいかく

です。 

一
ひと

つ目
め

は、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づく、障害者
しょうがいしゃ

に関
かん

する施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

等
とう

を定
さだ

める基本的
きほんてき

な計画
けいかく

で

ある「障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

」です。二
ふた

つ目
め

は、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基
もと

づき、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

におけるサービス

ごとに、必要
ひつよう

な利用
り よ う

の見
み

込
こ

み量
りょう

を定
さだ

め、その円滑
えんかつ

な実施
じ っ し

の確保
か く ほ

を進
すす

めていくことを定
さだ

める「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」です。三
みっ

つ目
め

は、児童
じ ど う

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく、障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

におけるサービスごとに、必要
ひつよう

な

利用
り よ う

の見
み

込
こ

み量
りょう

を定
さだ

め、その円滑
えんかつ

な実施
じ っ し

の確保
か く ほ

を進
すす

めていくことを定
さだ

める「障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」で

す。 

第
だい

４期
き

プランも、引
ひ

き続
つづ

き、横浜市
よこはまし

の施策
し さ く

と、国
くに

が定
さだ

める障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの連携
れんけい

を図
はか

ってい

く必要
ひつよう

があることから、この三
みっ

つの計画
けいかく

を一体的
いったいてき

に策定
さくてい

します。 

 

障害
しょうがい

のあるなしに係
かか

わらず、全
すべ

ての市民
し み ん

が、等
ひと

しく基本的
きほんてき

人権
じんけん

を享有
きょうゆう

するかけがえのない個人
こ じ ん

として尊重
そんちょう

されることを前提
ぜんてい

に、障害
しょうがい

のあるなしによって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら暮
く

らすことの出
で

来
き

るまちを実現
じつげん

していくことが必要
ひつよう

です。 

そのため、第
だい

４期
き

プランでは、「障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いな

がら、地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として、 自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きることができるまちヨコ

ハマを目
め

指
ざ

す」を基本
き ほ ん

目標
もくひょう

として掲
かか

げました。また、基本
き ほ ん

目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

け必要
ひつよう

な７つの視点
し て ん

を設定
せってい

し、本市
ほ ん し

における障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

をしっかりと進
すす

めていきます。 

 

  

 

 

 

第
だい

３期
き

プランは、平成
へいせい

27年度
ね ん ど

（2015年度
ね ん ど

）から令和
れ い わ

２年
ねん

度
ど

（2020年度
ね ん ど

）までの６年
ねん

間
かん

を計画
けいかく

期間
き か ん

として策定
さくてい

しました。 

   また、中間期
ちゅうかんき

である平成
へいせい

29年度
ね ん ど

末
まつ

（2017年度
ね ん ど

末
まつ

）には、「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」部分
ぶ ぶ ん

について、３年
ねん

を１期
き

として作成
さくせい

することとしている国
くに

の基本
き ほ ん

指針
し し ん

に基
もと

づく見
み

直
なお

しのほか、児童
じ ど う

福祉法
ふくしほう

の改正
かいせい

に

伴
ともな

う「障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」の一体的
いったいてき

策定
さくてい

を行
おこな

うとともに、プラン全体
ぜんたい

の振
ふ

り返
かえ

りと後
こう

期
き

３年
ねん

間
かん

の

第
だ い

１章
しょう

 計画
け い か く

の概要
が い よ う

 

１ 計画
けいかく

策定
さくてい

の趣旨
し ゅ し

 

２ 計画
けいかく

の位置
い ち

づけ 

（１） 計画
けいかく

期間
き か ん
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方
ほう

向性
こうせい

をまとめた改定版
かいていばん

を策定
さくてい

しました。 

   第
だい

４期
き

プランについても、第
だい

３期
き

プランと同
おな

じく、中
ちゅう

・長期的
ちょうきてき

なビジョンをもって施策
し さ く

を進
すす

め

ていくために、計画
けいかく

期間
き か ん

を６年
ねん

間
かん

として策定
さくてい

します。 

また、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

及
およ

び障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計
けい

画
かく

の部
ぶ

分
ぶん

については、３年
ねん

後
ご

に見
み

直
なお

しを実施
じ っ し

します。そ

のほかにも、プランの進行
しんこう

管理
か ん り

や進捗
しんちょく

を評価
ひょうか

し、その施策
し さ く

・事業
じぎょう

の必要性
ひつようせい

の検討
けんとう

、事業
じぎょう

規
き

模
ぼ

や期間
き か ん

などを見
み

直
なお

すとともに、社会
しゃかい

情勢
じょうせい

やニーズの変化
へ ん か

に 伴
ともな

う 新
あたら

しい課題
か だ い

に柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

するための

施策
し さ く

の再構築
さいこうちく

なども併
あわ

せて実施
じ っ し

します。 

 

 

 

  

本市
ほ ん し

では、個別
こ べ つ

の法律
ほうりつ

を根拠
こんきょ

とする福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

の分野
ぶ ん や

別
べつ

計画
けいかく

として、「よこはま地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア計画
けいかく

（横浜市
よこはまし

高齢者
こうれいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

・認知症
にんちしょう

施策
し さ く

推進
すいしん

計画
けいかく

）」、「健康
けんこう

横浜
よこはま

21」、「横浜市
よこはまし

子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

」、「横浜市
よこはまし

住
じゅう

生活
せいかつ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

」、「横浜市
よこはまし

教育
きょういく

振興
しんこう

基本
き ほ ん

計画
けいかく

」がありま

す。これに加
くわ

えて、本市
ほ ん し

独自
ど く じ

に「横浜市
よこはまし

歯科
し か

口腔
こうくう

保健
ほ け ん

推進
すいしん

計画
けいかく

（仮称
かしょう

）」や、「よこはま保健
ほ け ん

医療
いりょう

プ

ラン」という本市
ほ ん し

の保健
ほ け ん

医療
いりょう

施策
し さ く

に関
かん

する総合的
そうごうてき

な計画
けいかく

があります。 

また、「横浜市
よこはまし

地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

」は、地域
ち い き

の視点
し て ん

から高齢者
こうれいしゃ

、障害者
しょうがいしゃ

、子
こ

ども・若者
わかもの

等
とう

の対象者
たいしょうしゃ

や、保健
ほ け ん

や健康
けんこう

に関
かん

する分野
ぶ ん や

別
べつ

計画
けいかく

に 共
きょう

通
つう

する理念
り ね ん

、方針
ほうしん

及
およ

び取組
とりくみ

推進
すいしん

の方向性
ほうこうせい

等
とう

を明示
め い じ

し、

対象者
たいしょうしゃ

全体
ぜんたい

の地域
ち い き

生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ることを目指
め ざ

しています。また、住民
じゅうみん

、事業者
じぎょうしゃ

及
およ

び公的
こうてき

機関
き か ん

が協働
きょうどう

する基本的
きほんてき

な事項
じ こ う

を横断的
おうだんてき

に示
しめ

すことで、地域
ち い き

における展開
てんかい

を総括
そうかつ

する役割
やくわり

を果
は

たします。

分野
ぶ ん や

別
べつ

計画
けいかく

に掲
かか

げた事業
じぎょう

や地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

は、地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

と相互
そ う ご

に取組
とりくみ

を進
すす

めることで

対象者
たいしょうしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきます。 

このように、障害
しょうがい

のあるなしに係
かか

わらず、地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支援
し え ん

するためには、人々
ひとびと

の暮
く

らしの

場
ば

である地域
ち い き

において、様々
さまざま

な取組
とりくみ

をそれぞれの関係性
かんけいせい

や相互
そ う ご

のつながり、取組
とりくみ

全体
ぜんたい

の方向性
ほうこうせい

、

連続性
れんぞくせい

といった視点
し て ん

で捉
とら

え、それぞれを関
かん

連
れん

付
づ

けて行
おこな

うことが必要
ひつよう

です。 

施策
し さ く

の展開
てんかい

にあたっては、関係
かんけい

するそれぞれの分野
ぶ ん や

別
べつ

計画
けいかく

が、有機的
ゆうきてき

に連動
れんどう

していくことによっ

て、一層
いっそう

の効果
こ う か

があがってきます。 

年
度

ね
ん
ど 

平 成
へいせい

 

27年度
ねんど

 

(2015

年度
ねんど

) 

28年度
ねんど

 

(2016

年度
ねんど

) 

29年度
ねんど

 

(2017

年度
ねんど

) 

30年度
ねんど

 

(2018

年度
ねんど

) 

令
れい

和
わ

 

元
がん

年度
ねんど

 

(2019

年度
ねんど

) 

２年度
ねんど

 

(2020

年度
ねんど

) 

３年度
ねんど

 

(2021

年度
ねんど

) 

４年度
ねんど

 

(2022

年度
ねんど

) 

５年度
ねんど

 

(2023

年度
ねんど

) 

６年度
ねんど

 

(2024

年度
ねんど

) 

７年度
ねんど

 

(2025

年度
ねんど

) 

８年度
ねんど

 

(2026

年度
ねんど

) 

名

称

め
い
し
ょ
う 

第

だい

３期
き

横浜市
よこはまし

障 害 者
しょうがいしゃ

プラン 第

だい

４期
き

横浜市
よこはまし

障 害 者
しょうがいしゃ

プラン 

構

成

こ
う
せ
い 

障 害 者
しょうがいしゃ

計 画
けいかく

 

（=施策
しさく

の 方 向 性
ほうこうせい

と個別
こべつ

の事 業
じぎょう

等
とう

を定
さだ

める 計 画
けいかく

） 
障 害 者
しょうがいしゃ

計 画
けいかく

 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 

（=サービス利用
りよう

の見
み

込
こ

み 量
りょう

等
とう

 

を 定
さだ

める 計 画
けいかく

） 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 

障 害 児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 障 害 児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 障 害 児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 

（２） 他
た

計画
けいかく

との関係性
かんけいせい

 



第１章- 3 - 
 

行政
ぎょうせい

分野
ぶ ん や

ごとの専門性
せんもんせい

を充実
じゅうじつ

させ、質
しつ

の高
たか

い施策
し さ く

を展開
てんかい

していくとともに、関連
かんれん

する分野
ぶ ん や

を

意識
い し き

し、整合性
せいごうせい

を図
はか

りながら一体的
いったいてき

に推進
すいしん

していきます。 

 

名称
めいしょう

 根拠法
こんきょほう

 

横浜市
よこはまし

地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

 社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法
ほう

 

よこはま地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア計画
けいかく

 

（横浜市
よこはまし

高齢者
こうれいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

・

認知症
にんちしょう

施策
し さ く

推進
すいしん

計画
けいかく

） 

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

法
ほう

、 

介護
か い ご

保険
ほ け ん

法
ほう

 

健康
けんこう

横浜
よこはま

２１ 健康
けんこう

増進
ぞうしん

法
ほう

 

横浜市
よこはまし

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

 
子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

法
ほう

、 

次
じ

世代
せ だ い

育成
いくせい

支援
し え ん

対策
たいさく

推進
すいしん

法
ほう

 

☆横浜市
よこはまし

住
じゅう

生活
せいかつ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

 住
じゅう

生活
せいかつ

基本
き ほ ん

法
ほう

 

☆横浜市
よこはまし

教育
きょういく

振興
しんこう

基本
き ほ ん

計画
けいかく

 教育
きょういく

基本
き ほ ん

法
ほう

 

☆横浜市
よこはまし

歯科
し か

口腔
こうくう

保健
ほ け ん

推進
すいしん

計画
けいかく

（仮称
かしょう

） 
横浜市
よこはまし

歯科
し か

口腔
こうくう

保健
ほ け ん

の推進
すいしん

に

関
かん

する条例
じょうれい

 

☆横浜市
よこはまし

依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

・地域
ち い き

支援
し え ん

計画
けいかく

（仮称
かしょう

） 

 ※策定作業中 

依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

総合
そうごう

支援
し え ん

事業
じぎょう

実施
じ っ し

要綱
ようこう

（国
くに

要綱
ようこう

） 

よこはま保健
ほ け ん

医療
いりょう

プラン ― 

☆：第
だい

４期
き

プランから新
あら

たに取
と

り上
あ

げた計画
けいかく

 

 

 

 

第
だい

３期
き

プランに引
ひ

き続
つづ

き、施策
し さ く

分野
ぶ ん や

別
べつ

や障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

にまとめた行政
ぎょうせい

や支援者
しえんしゃ

の側
がわ

に立
た

った

視点
し て ん

をもとにした構成
こうせい

ではなく、障害
しょうがい

のある人
ひと

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

るうえでの視点
し て ん

に立
た

った枠
わく

組
ぐ

み

を設定
せってい

しました。 

第
だい

４期
き

プランでは、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を４つにわけて考
かんが

えました。また、「普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

や権利
け ん り

擁護
よ う ご

、人材
じんざい

確保
か く ほ

など特定
とくてい

の生活
せいかつ

場面
ば め ん

に限定
げんてい

できないものが大切
たいせつ

だ」という意見
い け ん

を受
う

け、「様々
さまざま

な

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を支
ささ

えるもの」を１つにまとめました。 

こうして、計
けい

５つの分野
ぶ ん や

に障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かん

する施策
し さ く

・事業
じぎょう

を分類
ぶんるい

しました。 

  

３ 計画
けいかく

の構成
こうせい
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分類
ぶんるい

 内容
ないよう

 

様々
さまざま

な生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を支
ささ

えるもの 普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

、人材
じんざい

確保
か く ほ

・育成
いくせい

、権利
け ん り

擁護
よ う ご

、相談
そうだん

支援
し え ん

 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

１ 住
す

む・暮
く

らす 住
す

まい、暮
く

らし、移
い

動
どう

支援
し え ん

、まちづくり 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

２ 安心
あんしん

・安全
あんぜん

 健康
けんこう

・医療
いりょう

、防災
ぼうさい

・減災
げんさい

 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

３ 育
はぐく

む・学
まな

ぶ 療育
りょういく

、教育
きょういく

 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

４ 働
はたら

く・楽
たの

しむ 就労
しゅうろう

、日中
にっちゅう

活動
かつどう

、スポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

 

 

また、様々
さまざま

な施策
し さ く

・事業
じぎょう

をつなぎあわせ、障害
しょうがい

のある人
ひと

を地域
ち い き

で支
ささ

えるための基盤
き ば ん

を整備
せ い び

する

取組
とりくみ

として進
すす

めている「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」と「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステ

ム」については、別
べつ

にまとめ、将来像
しょうらいぞう

とそれに向
む

けた取組
とりくみ

を総合的
そうごうてき

に記載
き さ い

しました。 

 

 

 

 

 

平成３０年度
ね ん ど

報酬改定 

・介護との共生型援助 

 

 

 

４ 国
くに

の動向
どうこう

 

 

・第
だい

３期
き

プランの計画
けいかく

期間中
きかんちゅう

（平成
へいせい

27年度
ねんど

～令
れい

和
わ

２年
ねん

度
ど

）にあった国
くに

の法
ほう

改正
かいせい

・

報 酬
ほうしゅう

改定
かいてい

などを中 心
ちゅうしん

に説明
せつめい

します。 
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 横浜
よこはま

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

には、全国
ぜんこく

に先駆
さ き が

けて始
はじ

まった事業
じぎょう

や、横浜市
よこはまし

独自
ど く じ

の取組
とりくみ

なども

多
おお

くあります。こうした施策
し さ く

・事業
じぎょう

は、行政
ぎょうせい

だけで進
すす

めてきたものではありません。

障害
しょうがい

のある人
ひと

たちやその家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

、地域
ち い き

住民
じゅうみん

と行政
ぎょうせい

が対話
た い わ

を重
かさ

ね、ともに検討
けんとう

を

して、実現
じつげん

に導
みちび

いてきたという歴史
れ き し

的
てき

な流
なが

れがあります。 

まだ横浜
よこはま

市内
し な い

に障害
しょうがい

のある人
ひと

を支援
し え ん

する社会
しゃかい

資源
し げ ん

が乏
とぼ

しかった昭和
しょうわ

40年代
ねんだい

、障害
しょうがい

のあ

る子
こ

を育
そだ

てている保護者
ほ ご し ゃ

たちが、障害
しょうがい

のある子
こ

の療育
りょういく

・レクリエ－ションや保護者
ほ ご し ゃ

向
む

け

の学習会
がくしゅうかい

などを行う「地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

」を自分
じ ぶ ん

たちで立
た

ち上
あ

げていきました。そして、障害
しょうがい

のある子
こ

たちが成長
せいちょう

し、成人
せいじん

した後
あと

に通
かよ

う日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

として、「地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

」をつく

っていきます。こうした動
うご

きに対
たい

して、横浜市
よこはまし

は、運営費
うんえいひ

を助成
じょせい

する仕組
し く

みをつくり、

活動
かつどう

を支
ささ

えてきました。その後
ご

、地域
ち い き

で暮
く

らし続
つづ

けられる住
す

まいについて、障害
しょうがい

のある

人
ひと

たちやその家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

と行政
ぎょうせい

が対話
た い わ

と検討
けんとう

を重
かさ

ね、「グループホーム」の制度
せ い ど

化
か

へ

つながっていくことになります。 

こうした活動
かつどう

の輪
わ

が広
ひろ

がっていくにつれて、その活動
かつどう

場所
ば し ょ

を確保
か く ほ

することが難
むずか

しくな

っていきました。そこで、安定
あんてい

的
てき

な地域
ち い き

活動
かつどう

の場
ば

を設
もうけ

けるため、地域
ち い き

住民
じゅうみん

もまじえ、

「横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム」（以下
い か

「地活
ち か つ

ホーム」といいます。）の建設
けんせつ

・運営
うんえい

が

始
はじ

まりました。この地活
ち か つ

ホームは、昭和
しょうわ

55年
ねん

に１か所目
し ょ め

が建設
けんせつ

されてから、平成
へいせい

６年
ねん

には

23か所
しょ

にまで広
ひろ

まります。 

障害
しょうがい

のある人
ひと

たちを支
ささ

える社会
しゃかい

資源
し げ ん

が増
ふ

えてきたことによって、生活
せいかつ

の場
ば

は自宅
じ た く

だけ

ではなく地域
ち い き

へと広
ひろ

がりを見
み

せるようになります。それに伴
ともな

って、地活
ち か つ

ホームに求
もと

めら

れる役割
やくわり

も、地域
ち い き

活動
かつどう

の場
ば

だけではなく、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

の拠点
きょてん

といえるようなものが必要
ひつよう

と

されるようになっていきました。こうした流
なが

れを受
う

けて、地活
ち か つ

ホームでは、平成
へいせい

７年
ねん

か

ら、夜間
や か ん

の介助
かいじょ

や見守
み ま も

りをする「ショートステイ事業
じぎょう

」などの機能
き の う

を増
ふ

やした「機能
き の う

強化型
きょうかがた

地活
ち か つ

ホーム」への転換
てんかん

が、行政
ぎょうせい

との対話
た い わ

の中
なか

で進
すす

められていくことになります。

更
さら

に、地活
ち か つ

ホームの自主的
じしゅてき

な運営
うんえい

を支
ささ

えてきた横浜市
よこはまし

も、平成
へいせい

11年
ねん

からは行政
ぎょうせい

施策
し さ く

とし

て、機能
き の う

強化型
きょうかがた

地活
ち か つ

ホームよりも事業
じぎょう

・施設
し せ つ

の規模
き ぼ

を拡大
かくだい

した「社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

型
がた

地活
ち か つ

ホー

ム」の各区
か く く

１館
かん

設置
せ っ ち

を進
すす

めていくことになります。機能
き の う

強化型
きょうかがた

地活
ち か つ

ホームへの転換
てんかん

と社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

型
がた

地活
ち か つ

ホームの設置
せ っ ち

は、ともに平成
へいせい

25年
ねん

に完了
かんりょう

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちの地域
ち い き

生活
せいかつ

を支える拠点
きょてん

として機能
き の う

しています。 

 

地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

が立
た

ち上
あ

がった頃
ころ

からこれまでの活動
かつどう

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちを支
ささ

える担
にな

い

手
て

も地域
ち い き

で増
ふ

えていきました。個人
こ じ ん

としての活動
かつどう

だけでなく、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちの

保護者
ほ ご し ゃ

や地域
ち い き

住民
じゅうみん

が集
あつ

まって活動
かつどう

をすることも多
おお

くありました。そうした活動
かつどう

などをき

第
だ い

２章
しょう

 横浜市
よ こ は ま し

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

について 

１ 横浜市
よ こ は ま し

の障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

のあゆみ 



第２章- 2 - 
 

っかけとして、小規模
しょうきぼ

ながらも障害
しょうがい

福祉
ふ く し

の専門性
せんもんせい

が高
たか

い社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

が数多
かずおお

く立
た

ち上
あ

げ

られたことや、こうした法人
ほうじん

が地域
ち い き

の活動
かつどう

を支
ささ

えることで更
さら

に地域
ち い き

での障害
しょうがい

福祉
ふ く し

が活発
かっぱつ

になってきたことは、横浜市
よこはまし

の特徴
とくちょう

であり強
つよ

みとなっています。 

この大
おお

きな流
なが

れは、ここまで触
ふ

れてきた身体
しんたい

障害児者
しょうがいじしゃ

・知的
ち て き

障害児者
しょうがいじしゃ

だけでなく、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

にも同
おな

じように広
ひろ

がっていました。精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

では、各区
か く く

役所
やくしょ

に専任
せんにん

で

配置
は い ち

された医療
いりょう

ソーシャルワーカーが中心
ちゅうしん

となって家族
か ぞ く

会
かい

を立
た

ち上
あ

げるなど、発端
ほったん

は

行政
ぎょうせい

が主導
しゅどう

的
てき

でした。しかし、その後
ご

、「横浜市
よこはまし

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

」（以下
い か

「精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

」といいます）やグループホームの設置
せ っ ち

など、地域
ち い き

で生活
せいかつ

するための

場
ば

づくりに、家族
か ぞ く

会
かい

を含
ふく

む地域
ち い き

の担
にな

い手
て

が行政
ぎょうせい

と共
とも

に早
はや

い時期
じ き

から取
と

り組
く

んでいきま

す。社会
しゃかい

復帰
ふ っ き

の場所
ば し ょ

として市内
し な い

初
はつ

の精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

が２か所
しょ

設置
せ っ ち

されたのは昭和
しょうわ

57年
ねん

、「社会
しゃかい

復帰
ふ っ き

の促進
そくしん

」が法的
ほうてき

に位置
い ち

づけられる５年
ねん

ほど前
まえ

のことでした。 

地域
ち い き

での活動
かつどう

が活発
かっぱつ

になるにしたがって、法人
ほうじん

型
がた

地活
ち か つ

ホームの設置
せ っ ち

に向
む

けた動
うご

きと同様
どうよう

に、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

での居
い

場所
ば し ょ

や地域
ち い き

活動
かつどう

の拠点
きょてん

が必要
ひつよう

とされるようになります。

平成
へいせい

11年
ねん

には、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える拠点
きょてん

として、各区
か く く

に横浜市
よこはまし

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター（以下
い か

「生活
せいかつ

支援
し え ん

センター」といいます）が設置
せ っ ち

されていくこととなり

ます。平成
へいせい

25年
ねん

には、各区
か く く

１館
かん

設置
せ っ ち

が完了
かんりょう

し、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

への充実
じゅうじつ

した支援
し え ん

を行
おこな

って

きています。 

こうして、現在
げんざい

、横浜市
よこはまし

では、区
く

役所
やくしょ

に設置
せ っ ち

された福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センター、法人
ほうじん

型
がた

地活
ち か つ

ホー

ムに設置
せ っ ち

された基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター、生活
せいかつ

支援
し え ん

センターの３機関
き か ん

が一体
いったい

となり、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちの地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える体制
たいせい

をつくっています。 

 

近年
きんねん

では、国
くに

で定
さだ

める制度
せ い ど

や横浜市
よこはまし

独自
ど く じ

の事業
じぎょう

など、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスはかなり充足
じゅうそく

してきました。しかし、国
くに

の事業
じぎょう

が充実
じゅうじつ

していく過程
か て い

で、もともと横浜市
よこはまし

が独自
ど く じ

に実施
じ っ し

してきた事業
じぎょう

が利用
り よ う

しづらいものになってしまうことも多々
た た

あります。また、福祉
ふ く し

や保健
ほ け ん

などの分野
ぶ ん や

だけでなく医療
いりょう

も含
ふく

めた視点
し て ん

や、各制度間
かくせいどかん

の連携
れんけい

などもますます重要
じゅうよう

になっ

てきています。今後
こ ん ご

は、既存
き ぞ ん

の支援
し え ん

制度
せ い ど

の狭間
は ざ ま

にある人
ひと

たちをどう支
ささ

え、見過
み す

ごされがち

なニーズをどう汲
く

み取
と

っていくかが課題
か だ い

といえます。 

また、これまでとは異
こと

なり、行政
ぎょうせい

と共
とも

に横浜市
よこはまし

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

を引
ひ

っ張
ぱ

ってきた障害
しょうがい

の

ある人
ひと

たちやその家族
か ぞ く

も、サービスの利用者
りようしゃ

としての側面
そくめん

が強
つよ

くなってきている傾向
けいこう

があ

ります。そうした人
ひと

たちの生活
せいかつ

を支
ささ

えるのが行政
ぎょうせい

の役割
やくわり

である一方
いっぽう

、横浜市
よこはまし

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

をさらに良
よ

いものにしていくためには、対話
た い わ

・協働
きょうどう

は必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

なものです。 

第
だい

４期
き

プランの計画
けいかく

期間
き か ん

中
ちゅう

も、過去
か こ

から大切
たいせつ

にしてきた「障害
しょうがい

のある人
ひと

たちやその

家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

、地域
ち い き

住民
じゅうみん

と行政
ぎょうせい

とが協 力
きょうりょく

し合
あ

って、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちが地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

るための施策
し さ く

を共
とも

に考
かんが

え、一緒
いっしょ

に進
すす

めていく」という姿勢
し せ い

を貫
つらぬ

いていくこ
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と、これまで続
つづ

けてきた協働
きょうどう

のあゆみを止
と

めず進
すす

めていくことが、行政
ぎょうせい

に求
もと

められてい

ると考
かんが

えています。 

 

 

 

 

将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
しさく

は、「在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

」の質的
しつてき

転換
てんかん

策
さく

として、平成
へいせい

21

年度
ねんど

から進めて
すす

きた施策
しさく

です。 

「在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

」とは、障害
しょうがい

のある人
ひと

への在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスがほとんどなかっ

た昭和
しょうわ

48年
ねん

につくられた制度
せいど

です。その後
ご

、30年
ねん

以上
いじょう

経過
けいか

する中
なか

で、障害
しょうがい

基礎
きそ

年金
ねんきん

の

創設
そうせつ

やグループホーム、地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

、地
ち

活
かつ

ホーム、ホームヘルプなど、在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービス

が充実
じゅうじつ

してきました。 

 このような変化
へ ん か

のもと、障害
しょうがい

のある人
ひと

やその家族
か ぞ く

、学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

などが参加
さ ん か

する横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

施
し

策
さく

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

で在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

のあり方
    かた

について話し合い
はな  あ

を重
かさ

ね、ニー

ズ把握
は あ く

調査
ちょうさ

などを行
おこな

いました。その結果
けっか

、個人
こじん

に支給
しきゅう

する手当
てあて

を、障害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
かぞく

の多
おお

くが切実
せつじつ

に求めて
もと

いる「親
おや

亡
な

き後
あと

の生活
せいかつ

の安心
あんしん

」「障害者
しょうがいしゃ

の高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

への

対応
たいおう

」「地域
ち い き

生活
せいかつ

のためのきめ細
こま

やかな対応
たいおう

」などの必要
ひつよう

な施策
しさく

に転換
てんかん

すべきであると

確認
かくにん

されました。 

 これらの声
こえ

を受けて
う

、本市
ほんし

では在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

を廃止
はいし

して、その財源
ざいげん

を活用
かつよう

し、

特
とく

に重要
じゅうよう

で緊急
きんきゅう

と思
おも

われる課題
かだい

認識
にんしき

を示す
しめ

ものとして「将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
しさく

」

としてとりまとめた施策
しさく

に転換
てんかん

することとしました。これらの施策
しさく

は第２期
だい  き

プランに明記
めいき

し、取
と

り組
く

んできました。続
つづ

く第
だい

３期
き

プランにおいても、その考
かんが

え方
かた

を障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

全体
ぜんたい

の基本的
きほんてき

視点
し て ん

として捉
とら

えて様々
さまざま

な施策
し さ く

展開
てんかい

を図
はか

ることによって、障害
しょうがい

のある人
ひと

の

地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

えてきました。根底
こんてい

に流
なが

れる考
かんが

え方
かた

はとても重要
じゅうよう

で、普遍的
ふへんてき

なものだと捉
とら

えています。 

 その上
うえ

で、本人
ほんにん

を中心
ちゅうしん

に据
す

えて考
かんが

えると、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

と同
おな

じで、ご家
か

族
ぞく

が健在
けんざい

なうちから「自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きる」ことが、障害
しょうがい

のある人
ひと

のご家
か

族
ぞく

にとっての「親
おや

亡
な

き後
あと

の生活
せいかつ

の安
あん

心
しん

」につながるのではないか、と捉
とら

えることもできま

す。時代
じ だ い

の変化
へ ん か

に応
おう

じ、「将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
しさく

」の本質
ほんしつ

を見失
みうしな

わぬよう、様々
さまざま

な

事業
じぎょう

に取
と

り組
く

んでいく責務
せ き む

が私
わたし

たちには課
か

せられています。 

 

  

２ 将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
し さ く
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トピック「障害
しょうがい

」の表記
ひょうき

について 

「障害
しょうがい

」という言葉
こ と ば

は、他
ほか

にも、ひらがなを使
つか

った「障
しょう

がい」、当用
とうよう

漢字
か ん じ

使用
し よ う

以前
い ぜ ん

の表記
ひょうき

である「障碍
しょうがい

」という書
か

き方
かた

が使
つか

われることがありま

す。こうした書
か

き方
かた

は、「害
がい

」という字
じ

には悪
わる

いイメージがある、という考
かんが

えがもとになっているようです。 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が社会
しゃかい

的に不利
ふ り

になる原因
げんいん

が「障害
しょうがい

者
しゃ

個人
こ じ ん

の身体
しんたい

能力
のうりょく

・

機能
き の う

に障害
しょうがい

がある」とする考
かんが

え方
かた

は「医学
い が く

モデル」、「社会
しゃかい

の構造
こうぞう

、社会
しゃかい

的
てき

な障壁
しょうへき

に問題
もんだい

がある」とする考
かんが

え方
かた

は「社会
しゃかい

モデル」と呼
よ

ばれていま

す。共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて重要
じゅうよう

な考
かんが

え方
かた

は、「障害
しょうがい

者
しゃ

を取
と

り巻
ま

く社会
しゃかい

の側
がわ

に物理
ぶ つ り

的
てき

・心理
し ん り

的
てき

な壁
かべ

があることにより、日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を送
おく

るこ

とに支障
ししょう

がある」と捉
とら

えることです。例
たと

えば、車
くるま

いすを使
つか

っている人
ひと

が段差
だ ん さ

を上
のぼ

れないときは、「その人
ひと

に障害
しょうがい

があるから」とその人
ひと

の身体
しんたい

能力
のうりょく

に

着目
ちゃくもく

するのではなく、「そこにスロープがないから」という社会
しゃかい

の側
がわ

の課題
か だ い

として捉
とら

え、考
かんが

えていこうということです。 

横浜市
よこはまし

では、第
だい

２期
き

プランを策定
さくてい

するときから、このことについて障害
しょうがい

の

ある人
ひと

たちと議論
ぎ ろ ん

を重
かさ

ね、「障害
しょうがい

」という書
か

き方
かた

に統一
とういつ

してきました。今後
こ ん ご

も、これまでと同
おな

じように「障害
しょうがい

」と表記
ひょうき

します。 

そして、「障害
しょうがい

」の表記
ひょうき

とともに、「社会
しゃかい

モデル」の考
かんが

え方
かた

を広
ひろ

めるこ

とで、社会
しゃかい

の障害
しょうがい

や障壁
しょうへき

を解消
かいしょう

できるよう様々
さまざま

な施策
し さ く

を進
すす

めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
だい

３期
き

プランは、「自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

のもと、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で『安心
あんしん

』して『学
まな

び』

『育
そだ

ち』暮
く

らしていくことができるまち ヨコハマを目指
め ざ

す」を基本
き ほ ん

目標
もくひょう

としました。ま

た、全体
ぜんたい

の構成
こうせい

としては、施策
し さ く

を推進
すいしん

する視点
し て ん

で組
く

み立
た

てた第
だい

２期
き

プランについて「どこ

４ 第
だい

３期
き

障
しょう

害
がい

者
しゃ

プランの振
ふ

り返
かえ

り 

３ 各障害
か く し ょ う が い

手帳
て ち ょ う

等
と う

統計
と う け い

の推移
す い い

 

・第
だい

３期
き

プランに掲載
けいさい

した身体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、精神
せいしん

障 害
しょうがい

に加
くわ

え、発達
はったつ

障 害
しょうがい

、強度
きょうど

行動
こうどう

障 害
しょうがい

、医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

について、把握
はあく

しうる統計
とうけい

データ（推計値
すいけいち

を含
ふく

む）を掲
けい

載
さい

します。 
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に何
なに

が書
か

いてあるかわかりにくい」という声
こえ

を受
う

け、障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

に関
かか

わらず、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

るうえでの視
し

点
てん

に立
た

った枠
わく

組
ぐ

みとして、５つのテーマを設定
せってい

しました。 

 

 

 

【振
ふ

り返
かえ

り】 

「障 害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

の相互
そうご

理解
りかい

と、日常
にちじょう

から災害
さいがい

等
とう

の緊急
きんきゅう

時
じ

まで支
ささ

え合
あ

うことができ

るまち」を目指
め ざ

し、障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

を中心
ちゅうしん

とした普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

イベントや、防災
ぼうさい

訓練
くんれん

での出前
でまえ

講座
こうざ

な

どの実施
じっし

、基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センターの設置
せっち

などによる相談
そうだん

支援
しえん

システムの強化
きょうか

、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえた通知
つうち

文書
ぶんしょ

の点字化
て ん じ か

等
とう

情報
じょうほう

保障
ほしょう

の取組
とりくみ

などを推進
すいしん

しました。一方
いっぽう

で、

障害
しょうがい

理解
りかい

の更
さら

なる推進
すいしん

や防災
ぼうさい

対策
たいさく

を求
もと

める声
こえ

のほか、どこに相談
そうだん

に行
い

ったらよいかわからない

などといった声
こえ

が挙
あ

がっています。 

 

【課題
か だ い

】 

生活
せいかつ

を支
ささ

える環境
かんきょう

整備
せ い び

の充実
じゅうじつ

 

 障害
しょうがい

に対
たい

する周囲
しゅうい

の理解
り か い

や配慮
はいりょ

を進
すす

めるためには、互
たが

いの存在
そんざい

に気
き

付
づ

き、身
み

近
ぢか

に感
かん

じる

仕
し

組
く

みづくりが必要
ひつよう

です。また、各相談先
かくそうだんさき

については、機能
き の う

の整理
せ い り

や連携
れんけい

など更
さら

なる充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

だと考
かんが

えられます。 

 

 

 

【振
ふ

り返
かえ

り】 

「自
みずか

ら住
す

まいの場
ば

を選択
せんたく

し、住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らし・生活
せいかつ

し続
つづ

けられるまち」を

目指
め ざ

し、親
おや

亡
な

き後
あと

の暮
く

らしを支
ささ

える後見的
こうけんてき

支援
しえん

制度
せいど

の全区
ぜんく

展開
てんかい

や、行動
こうどう

障害
しょうがい

のある人
ひと

を支
ささ

える

ための支援力
しえんりょく

向上
こうじょう

研修
けんしゅう

の開催
かいさい

、グループホームの設置
せっち

のほか、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

機能
きのう

の全区
ぜんく

で

の整備
せいび

などを推進
すいしん

しました。 

 

【課題
か だ い

】 

住
す

まい・暮
く

らしの充実
じゅうじつ

 

住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

・住
す

みたい地域
ち い き

での暮
く

らしや、グループホームでの暮
く

らし、高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

への対応
たいおう

、退院後
たいいんご

や施設
し せ つ

からの地域
ち い き

移行
い こ う

など、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

や状態
じょうたい

等
とう

に応
おう

じた多
た

様
よう

なニーズ

に応
こた

えられるよう、住
す

まい・暮
く

らしに関
かん

する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

や環境
かんきょう

整備
せ い び

が求
もと

められています 

  

（１） テーマ１ 出会
で あ

う・つながる・助
たす

け合
あ

う 

（２） テーマ２ 住
す

む、そして暮
く

らす 
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【振
ふ

り返
かえ

り】 

「毎日
まいにち

を安心
あんしん

して過
す

ごし、地域
ちいき

の中
なか

で健
すこ

やかに育
そだ

ち、共
とも

に生
い

きていくことができるまち」を目
め

指
ざ

し、障害
しょうがい

特性
とくせい

等
とう

を理解
りかい

し、適切
てきせつ

な医療
いりょう

を提供
ていきょう

できるよう知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

専門
せんもん

外来
がいらい

を５病 院
びょういん

で

開設
かいせつ

し、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

の関連
かんれん

分野
ぶんや

の支援
しえん

を調整
ちょうせい

するコーディネーターの配置
はいち

、公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

・学校
がっこう

のバリアフリー化
か

や、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえた各取組
かくとりくみ

などを推進
すいしん

しまし

た。 

 

【課題
か だ い

】 

安心
あんしん

・安全
あんぜん

に暮
く

らせる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

 医療
いりょう

受診
じゅしん

環境
かんきょう

の向上
こうじょう

や、障害
しょうがい

特性
とくせい

を踏
ふ

まえた心身
しんしん

の健
けん

康
こう

対
たい

策
さく

等
とう

をライフステージに応
おう

じて推進
すいしん

するため、医
い

療
りょう

・福祉
ふ く し

・教育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

の連携
れんけい

強化
きょうか

が必要
ひつよう

です。また、災害
さいがい

時
じ

には、

要援護者
ようえんごしゃ

への必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

が行
おこな

われるよう環境
かんきょう

整備
せ い び

を進
すす

めるほか、自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の仕
し

組
く

みの

構築
こうちく

や公
こう

助
じょ

の役割
やくわり

を明確化
めいかくか

する必要
ひつよう

があります。 

 

 

 

【振
ふ

り返
かえ

り】 

「乳幼児期
にゅうようじき

から学齢期
がくれいき

を通
つう

じて、家族
かぞく

や友
とも

だち、学校
がっこう

の先生
せんせい

などの大人
おとな

たちと関
かか

わり、語
かた

り合
あ

い、

学
まな

び合
あ

い、生
い

きる力
ちから

を身
み

に付
つ

けていくことができるまち」を目
め

指
ざ

し、地域
ちいき

療育
りょういく

センターの初診
しょしん

待機
たいき

期間
きかん

短縮
たんしゅく

に向
む

けた取組
とりくみ

の実施
じっし

や、教育環境
きょういくかんきょう

の充実
じゅうじつ

のほか、障害福祉人材確保
しょうがいふくしじんざいかくほ

に向
む

けたＰＲ
ぴーあーる

動画
どうが

の制作
せいさく

・公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

での一斉
いっせい

放映
ほうえい

などを行
おこな

いました。 

 

【課題
か だ い

】 

療育
りょういく

・教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

 

 発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

の増加
ぞ う か

、障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

・多様化
た よ う か

を踏
ふ

まえ、様々
さまざま

なニーズに対応
たいおう

できるよう、

地域
ち い き

療育
りょういく

センターを中心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

や関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

、教 職 員
きょうしょくいん

の専門性
せんもんせい

の

向上
こうじょう

や教育
きょういく

環境
かんきょう

、教育
きょういく

活動
かつどう

の更
さら

なる充実
じゅうじつ

が求
もと

められています 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

人材
じんざい

確保
か く ほ

への対応
たいおう

 

 労働
ろうどう

人口
じんこう

減少
げんしょう

の中
なか

、必要
ひつよう

な福祉
ふ く し

サービスを適切
てきせつ

に提供
ていきょう

するための人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

が

分野
ぶ ん や

を超
こ

えて求
もと

められています。 

  

（３） テーマ３ 毎日
まいにち

を安心
あんしん

して健
すこ

やかに過
す

ごす 

（４） テーマ４ いきる 力
ちから

を学
まな

び・ 育
はぐく

む 
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【振
ふ

り返
かえ

り】 

「一人
ひとり

ひとりの適性
てきせい

や希望
きぼう

に合
あ

った仕事
しごと

を見
み

つけることができ、また、外出
がいしゅつ

や趣味
しゅみ

・スポーツ

を楽
たの

しむなど、様々
さまざま

な余暇
よ か

が充
じゅう

実
じつ

したまち」を目指
め ざ

し、就労
しゅうろう

支援
しえん

センター等
とう

を中心
ちゅうしん

とした就労
しゅうろう

支
し

援
えん

の促進
そくしん

・定着
ていちゃく

支援
しえん

や、障害者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

と企業
きぎょう

のコーディネートを担
にな

う横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

センターの開設
かいせつ

、移動
いどう

情報
じょうほう

センターの全区
ぜんく

展開
てんかい

、ラポール上
かみ

大岡
おおおか

の整備
せいび

などを行
おこな

いまし

た 

 

【課題
か だ い

】 

自分
じ ぶ ん

らしく過
す

ごすための環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

 社会
しゃかい

と関
かか

わりながら様々
さまざま

な 形
かたち

で過
す

ごすため、就労
しゅうろう

支援
し え ん

センターを中心
ちゅうしん

にした、就労
しゅうろう

支援
し え ん

の促進
そくしん

や工賃
こうちん

の向上
こうじょう

などのほか、生活
せいかつ

介護
か い ご

事業所
じぎょうしょ

の設置
せ っ ち

など希望
き ぼ う

や状態
じょうたい

に合
あ

った

日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の設置
せ っ ち

促進
そくしん

、障害者
しょうがいしゃ

スポーツ・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

のさらなる充実
じゅうじつ

が求
もと

められていま

す 

 

 

（５） テーマ５ 働
はたら

く・活動
かつどう

する・余暇
よ か

を楽
たの

しむ 
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障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら、 

地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として、 

自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きることができるまちヨコハマを目
め

指
ざ

す 

第
だい

３期
き

プラン策
さく

定
てい

時
じ

から比
くら

べると、様々
さまざま

な障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

・事業
じぎょう

は充実
じゅうじつ

に向
む

かっている

と捉
とら

えています。しかし、一方
いっぽう

で、平成
へいせい

28年
ねん

７月
がつ

に障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

「津久井
つ く い

やまゆり園
えん

」

で起
お

きた事件
じ け ん

などを通
とお

して、障害
しょうがい

のある人
ひと

への偏見
へんけん

はいまだ深
ふか

く、社会
しゃかい

の理解
り か い

もまだ十分
じゅうぶん

には進
すす

んでいないということを思
おも

い知
し

らされました。 

このように障害
しょうがい

のある人
ひと

の生命
せいめい

・生活
せいかつ

が脅
おびや

かされる出来事
で き ご と

も起
お

きる中
なか

、改
あらた

めて、障害
しょうがい

のある人
ひと

の尊厳
そんげん

と人権
じんけん

を尊重
そんちょう

することの大切
たいせつ

さを社会
しゃかい

に示
しめ

したいと 考
かんが

え、「障害者
しょうがいしゃ

の

権利
け ん り

に関
かん

する条約
じょうやく

」（平成
へいせい

26年
ねん

１月
がつ

20日
は つ か

批准
ひじゅん

）に基
もと

づき、この基本
き ほ ん

目標
もくひょう

を設定
せってい

しました。 

 

 

 

すべての施策
し さ く

・事業
じぎょう

を進
すす

めていく上
うえ

で必要
ひつよう

な考
かんが

え方
かた

・視点
し て ん

を設定
せってい

しました。一
ひと

つひとつ

の事業
じぎょう

を個別
こ べ つ

に 行
おこな

うのではなく、共通
きょうつう

の視点
し て ん

を持
も

って各
かく

事業
じぎょう

を進
すす

めていくことで、基本
き ほ ん

目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けた幅広
はばひろ

い取組
とりくみ

として推進
すいしん

していきます。 

 

１ 障害
しょうがい

のある人
ひと

個人
こ じ ん

の尊重
そんちょう

と人権
じんけん

の保障
ほしょう

の視点
し て ん

 

２ 障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

やライフステージに合
あ

わせたニーズを捉
とら

えていく視点
し て ん

 

３ 将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
し さ く

を踏
ふ

まえた視点
し て ん

 

４ 親
おや

なき後
あと

の安心
あんしん

と、親
おや

あるうちからの自立
じ り つ

につなげていく視点
し て ん

 

５ 障害
しょうがい

のある人
ひと

すべてが生
い

きがいを実感
じっかん

できるようにしていく視点
し て ん

 

６ 障害
しょうがい

理解
り か い

を進
すす

め、社会
しゃかい

の変容
へんよう

を促
うなが

していく視点
し て ん

 

７ サービス提供
ていきょう

体制
たいせい

を持続
じ ぞ く

可能
か の う

にしていく視点
し て ん

 

  

第
だ い

３章
しょう

 第
だ い

４期
き

障害者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

の基本
き ほ ん

目標
もくひょう

と取組
と り く み

の方向性
ほ う こ う せ い

 

１ 基本
き ほ ん

目標
もくひょう

 

２ 基本
き ほ ん

目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて必要
ひつよう

な視点
し て ん
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障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として生
い

きていくには、互
たが

いの存在
そんざい

に

気
き

づき、互
たが

いを理解
り か い

し合
あ

い、同
おな

じ社会
しゃかい

に生
い

きている身近
み ぢ か

な存在
そんざい

だと感
かん

じられる仕組
し く

みが大
たい

切
せつ

です。そのためには、障害
しょうがい

のある人
ひと

やその家族
か ぞ く

、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

などと行政
ぎょうせい

が協
きょう

力
りょく

し、障害
しょうがい

理解
り か い

に向
む

けた普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を進
すす

めていくことが重要
じゅうよう

です。啓発
けいはつ

活動
かつどう

にはこれま

でも長年
ながねん

にわたって力
ちから

を入
い

れてきました。しかし、誰
だれ

もが生
い

きやすい社会
しゃかい

をつくるため

これからも、私
わたし

たちは不断
ふ だ ん

の努力
どりょく

を続
つづ

けていかなければなりません。 

また、障害
しょうがい

ゆえに支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする人
ひと

が自分
じ ぶ ん

の人生
じんせい

をどう生
い

きていくのかを考
かんが

えると

ご家族
か ぞ く

が健在
けんざい

であるうちから、「相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

い、自
みずか

らの意思
い し

により自
じ

分
ぶん

らしい生活
せいかつ

を送
おく

る」という将来
しょうらい

を見据
み す

えた取組
とりくみ

が重要
じゅうよう

になります。 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

を支
ささ

えるには、困
こま

った時
とき

にいつでも相談
そうだん

できる場所
ば し ょ

や、どこに

相談
そうだん

しても適切
てきせつ

に対応
たいおう

できる体制
たいせい

、障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じて必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を必要
ひつよう

な時
とき

に得
え

られる

ような発信
はっしん

なども必要
ひつよう

です。 

これらの工夫
く ふ う

や配慮
はいりょ

などによって、日常
にちじょう

生活
せいかつ

のあらゆる場面
ば め ん

で、すべての人
ひと

が障害
しょうがい

の

あるなしによる分
わ

け隔
へだ

てがなく互
たが

いの人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

しあうことができる社
しゃ

会
かい

が生
う

み

出
だ

せると私
わたし

たちは考
かんが

えています。さらに、障害
しょうがい

のある人
ひと

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

を送
おく

るには、

障害
しょうがい

のある人
ひと

を支
ささ

える人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

や、福祉
ふ く し

サービスを提供
ていきょう

する側
がわ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

のた

めの新
あら

たな取組
とりくみ

など、労働
ろうどう

人口
じんこう

が減少
げんしょう

しても、必要
ひつよう

な福祉
ふ く し

サービスを適切
てきせつ

に提供
ていきょう

する

体制
たいせい

を維持
い じ

・強化
きょうか

するための施策
し さ く

が急務
きゅうむ

となっています。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

う地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を目指
め ざ

して、

横浜
よこはま

市
し

は疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

に対
たい

する理解
り か い

の促進
そくしん

に努
つと

めてきました。しかし、今回
こんかい

実施
じ っ し

したアンケ

ート調査
ちょうさ

では、日常
にちじょう

生活
せいかつ

での困
こま

りごととして、障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

によっては５割
わり

前後
ぜ ん ご

の人
ひと

が「周
しゅう

囲
い

の理解
り か い

が足
た

りない」と答
こた

えています。さらに、外出
がいしゅつ

時
じ

の困
こま

りごととして「人
ひと

の目
め

が気
き

に

なる」「いじめや意地悪
い じ わ る

がこわい」などの項目
こうもく

が上位
じょうい

に来
き

ています。グループインタビュー

でも、自分
じ ぶ ん

たちの障害
しょうがい

について、「偏見
へんけん

を持
も

たず正
ただ

しく知
し

ってほしい」という意見
い け ん

が多
おお

く

挙
あ

げられており、より一層
いっそう

の障害
しょうがい

理解
り か い

が求
もと

められています。 

行政
ぎょうせい

は、様々
さまざま

な機会
き か い

を捉
とら

え、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

に向
む

けた普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を充実
じゅうじつ

させる責務
せ き む

があります。

効果的
こうかてき

な普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

うためには、行政
ぎょうせい

だけでなく、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちや支援
し え ん

者
しゃ

などの

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

、地域
ち い き

住民
じゅうみん

や地域
ち い き

に根差
ね ざ

した団体
だんたい

、民間
みんかん

企業
きぎょう

など、多様
た よ う

な主体
しゅたい

が互
たが

い

３ 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

ごとの取組
とりくみ

 

様々
さまざま

な生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を支
ささ

えるもの 

０－１ 普及
ふきゅう

啓発
けいはつ
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の強
つよ

みを生
い

かしながら協 力
きょうりょく

して取
と

り組
く

んでいくことが重要
じゅうよう

です。 

 そこで、３つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）互
たが

いの存在
そんざい

に気
き

づき、身近
み ぢ か

に感
かん

じる仕組
し く

みづくり 

「障害
しょうがい

者
しゃ

週間
しゅうかん

」や「世界
せ か い

自閉症
じへいしょう

啓発
けいはつ

デー」など様々
さまざま

なイベントなどをきっかけと

して、誰
だれ

もが障害
しょうがい

のある人
ひと

の存在
そんざい

に気
き

づき、日頃
ひ ご ろ

の生活
せいかつ

の中
なか

で互
たが

いに関
かか

わって身近
み ぢ か

に

感
かん

じる仕組
し く

みづくりを進
すす

めていきます。また、障害
しょうがい

のある人
ひと

が健康
けんこう

づくり活動
かつどう

や地域
ち い き

活動
かつどう

に参加
さ ん か

し、日常
にちじょう

的
てき

なふれあいの中
なか

で地域
ち い き

の誰
だれ

もがお互
たが

いを理解
り か い

し受
う

け止
と

める機会
き か い

を増
ふ

やすなどの取組
とりくみ

を進
すす

めます。 

（２）障害
しょうがい

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

 

障害
しょうがい

の特性
とくせい

や障害
しょうがい

者
しゃ

に対
たい

する配慮
はいりょ

の理解
り か い

促進
そくしん

のため、各種
かくしゅ

媒体
ばいたい

や様々
さまざま

な機会
き か い

を通
つう

じて疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

の情報
じょうほう

を発信
はっしん

するとともに、当事者
とうじしゃ

や家族
か ぞ く

、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

に

よる普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

への支援
し え ん

や地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

の取組
とりくみ

を通
とお

した 住
じゅう

民
みん

同士
ど う し

の交流
こうりゅう

の

推進
すいしん

など、地域
ち い き

住民
じゅうみん

の障害
しょうがい

に対
たい

する理解
り か い

を進
すす

めていきます。 

（３）学齢期
がくれいき

への重点
じゅうてん

的
てき

な普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

 

地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け、幼児期
よ う じ き

・学齢期
がくれいき

から障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

と共
とも

に取
と

り組
く

む様々
さまざま

な活動
かつどう

や体験
たいけん

などの機会
き か い

を通
とお

して、児童
じ ど う

・生徒
せ い と

や、その保護者
ほ ご し ゃ

の障害
しょうがい

理解
り か い

を進
すす

めてい

きます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）互
たが

いの存在
そんざい

に気
き

づき、身近
み ぢ か

に感
かん

じる仕組
し く

みづくり 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

「地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実
じつ

現
げん

に向
む

けた取
とり

組
くみ

等
とう

の

推進
すいしん

 

地域
ち い き

のあらゆる方
かた

が、「支
ささ

え手
て

」と「受
う

け手
て

」に分
わ

かれるのではなく、地域
ち い き

、

暮
く

らし、生
い

きがいをともに創
つく

り、高
たか

め

あうことができる「地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の

実現
じつげん

に向
む

けた「障害
しょうがい

者
しゃ

週間
しゅうかん

」などの

取組
とりくみ

を実施
じ っ し

・推進
すいしん

していきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

各区
か く く

の普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

の促進
そくしん

 

各区
か く く

の住民
じゅうみん

に対
たい

して、疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

等
とう

に対
たい

する理解
り か い

を深
ふか

めるための研
けん

修
しゅう

や

啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

の支
し

援
えん

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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（２）障害
しょうがい

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

当事
と う じ

者
しゃ

や 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関連
かんれん

施設
し せ つ

、市民
し み ん

団体
だんたい

等
とう

による普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

への支援
し え ん

 

セイフティーネットプロジェクト

横浜
よこはま

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関連
かんれん

施設
し せ つ

、市民
し み ん

団体
だんたい

等
とう

による障害
しょうがい

理解
り か い

のための研修
けんしゅう

や

講演
こうえん

、地域
ち い き

活動
かつどう

を支援
し え ん

・協働
きょうどう

するな

ど、様々
さまざま

な普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

本
ほん

人
にん

及
およ

び 家
か

族
ぞく

による普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

社会
しゃかい

参加
さ ん か

推進
すいしん

センターが 中心
ちゅうしん

とな

り、障害
しょうがい

者
しゃ

本
ほん

人
にん

、家
か

族
ぞく

及
およ

び各
かく

団体
だんたい

と

連携
れんけい

・協働
きょうどう

し、障害
しょうがい

理解
り か い

の促
そく

進
しん

に向
む

けた普
ふ

及
きゅう

・啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

を推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

疾病
しっぺい

や 障 害
しょうがい

に関
かん

する

情
じょう

報
ほう

の発
はっ

信
しん

 

ホームページなどの媒体
ばいたい

を活用
かつよう

して、

疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

や支
し

援
えん

に

関
かか

わる活
かつ

動
どう

を紹
しょう

介
かい

し、市民
し み ん

や当事
と う じ

者
しゃ

・

関係
かんけい

者
しゃ

の理解
り か い

促進
そくしん

に努
つと

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

（３）学齢期
がくれいき

への重点
じゅうてん

的
てき

な普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

学齢期
がくれいき

児童
じ ど う

及
およ

び保護
ほ ご

者
しゃ

への障害
しょうがい

理解
り か い

啓発
けいはつ

 

学齢期
がくれいき

児童
じ ど う

と保護
ほ ご

者
しゃ

が、障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

と

交
こう

流
りゅう

したり、障害
しょうがい

について理解
り か い

を深
ふか

めたりする機会
き か い

の確保
か く ほ

に努
つと

めます。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

副学籍
ふくがくせき

に よ る 交流
こうりゅう

教育
きょういく

及
およ

び共同
きょうどう

学習
がくしゅう

 

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

に在籍
ざいせき

する児童
じ ど う

生徒
せ い と

が、

居住地
きょじゅうち

の小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

の児童
じ ど う

生徒
せ い と

と一
いっ

緒
しょ

に学
まな

ぶ機
き

会
かい

の拡
かく

大
だい

を図
はか

るなど、

共同
きょうどう

学習
がくしゅう

を進
すす

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

 横浜
よこはま

市
し

は、様々
さまざま

な団体
だんたい

や地域
ち い き

住民
じゅうみん

の方々
かたがた

とも 協 力
きょうりょく

しながら、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

や障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスなどの社会
しゃかい

資源
し げ ん

の整備
せ い び

を進
すす

めてきました。しかし、現在
げんざい

では多
おお

くの業界
ぎょうかい

で

０－２ 人材
じんざい

確保
か く ほ

・育成
いくせい
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人材
じんざい

不足
ぶ そ く

が社会
しゃかい

問題
もんだい

となっており、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

でも、サービス提供
ていきょう

事業者
じぎょうしゃ

の多
おお

くは、

現場
げ ん ば

で 働
はたら

く人材
じんざい

の確保
か く ほ

に苦慮
く り ょ

しています。また、人材
じんざい

を確保
か く ほ

できても、定着
ていちゃく

させること

が難
むずか

しく、将来
しょうらい

を担
にな

う人材
じんざい

の育成
いくせい

もままならないという声
こえ

が挙
あ

がっています。障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

での雇用
こ よ う

を安定
あんてい

させることは喫緊
きっきん

の課題
か だ い

といえます。 

しかし、横浜
よこはま

市
し

の労働
ろうどう

人口
じんこう

も減少
げんしょう

が見込
み こ

まれる中
なか

で、人材
じんざい

の確保
か く ほ

・定着
ていちゃく

・育成
いくせい

を進
すす

め

るのは容易
よ う い

ではありません。障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

の魅力
みりょく

発信
はっしん

などこれまで取
と

り組
く

んできた施策
し さ く

だ

けでは不十分
ふじゅうぶん

なのはもちろんですが、人材
じんざい

確保
か く ほ

策
さく

を進
すす

めるだけでなく、事務
じ む

の効率
こうりつ

化
か

や業務
ぎょうむ

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

なども含
ふく

め、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

での働
はたら

き方
かた

を見直
み な お

す必要
ひつよう

があります。 

今回
こんかい

実施
じ っ し

したアンケート調査
ちょうさ

では、将来
しょうらい

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

にとって特
とく

に重要
じゅうよう

なものとして

「必要
ひつよう

なときに十分
じゅうぶん

な介助
かいじょ

が受
う

けられること」という回答
かいとう

が１位
い

でした。また、グループ

インタビューでも、支援
し え ん

者
しゃ

やサービスの担
にな

い手
て

の団体
だんたい

だけでなく、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちから

も「人材
じんざい

の確保
か く ほ

に力
ちから

を入
い

れてほしい」という意見
い け ん

が挙
あ

げられています。こういった声
こえ

に応
こた

え、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの提供
ていきょう

を将来
しょうらい

にわたって安定
あんてい

的
てき

に続
つづ

けていくために直面
ちょくめん

する

課題
か だ い

に対応
たいおう

するには、民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

や関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

と行政
ぎょうせい

が協働
きょうどう

し、継続
けいぞく

的
てき

に取
と

り組
く

んでい

くことが必要
ひつよう

です。 

 そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）障害
しょうがい

福祉
ふ く し

従事
じゅうじ

者
しゃ

の確保
か く ほ

と育成
いくせい

 

民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

等
とう

関係
かんけい

機関
き か ん

との協働
きょうどう

により、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

で 働
はたら

く魅力
みりょく

の発信
はっしん

、求 人
きゅうじん

支援
し え ん

、雇用
こ よ う

支援
し え ん

、専門
せんもん

性
せい

向上
こうじょう

等
とう

に係
かか

る研修
けんしゅう

実施
じ っ し

などの人材
じんざい

育成
いくせい

支援
し え ん

を検討
けんとう

・実施
じ っ し

しま

す。 

（２）業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

に向
む

けたロボット・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

等
とう

の導入
どうにゅう

検討
けんとう

 

煩雑
はんざつ

な事務
じ む

作業
さぎょう

などの業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

や介護
か い ご

業務
ぎょうむ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

などを進
すす

めるため、ロボッ

ト・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

などの導入
どうにゅう

検討
けんとう

を進
すす

めます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）障害
しょうがい

福祉
ふ く し

従事
じゅうじ

者
しゃ

の確保
か く ほ

と育成
いくせい

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

支援
し え ん

人材
じんざい

の

確保
か く ほ

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

の仕事
し ご と

の魅力
みりょく

を発信
はっしん

し、

求人
きゅうじん

や雇用
こ よ う

の支援
し え ん

を 行
おこな

うことで

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

支援
し え ん

人材
じんざい

の確保
か く ほ

につなげて

いきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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障害
しょうがい

特性
とくせい

に 応
おう

じ た

支援
し え ん

のための研修
けんしゅう

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

や行動
こうどう

障害
しょうがい

を有
ゆう

する方
かた

、

医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な方
かた

等
とう

に対
たい

し、

専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

を 行
おこな

うことのできる

人材
じんざい

を育成
いくせい

するための研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

し

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

職員
しょくいん

等
とう

への支援
し え ん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

の ＱＯＬ
きゅーおーえる

の 向上
こうじょう

を目指
め ざ

し

て、障害
しょうがい

特性
とくせい

やライフステージに応
おう

じ た 障害
しょうがい

の 重度化
じゅうどか

の 緩和
か ん わ

、 生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の予防
よ ぼ う

等
とう

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を図
はか

る

ため、 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

における衛生
えいせい

管理
か ん り

、栄養
えいよう

管理
か ん り

に関
かん

する研修
けんしゅう

、連絡会
れんらくかい

等
とう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 働
はたら

く看
かん

護
ご

師
し

の支援
し え ん

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 働
はたら

く看
かん

護
ご

師
し

の定
てい

着
ちゃく

に向
む

けた支援
し え ん

を 行
おこな

うとともに、

人材
じんざい

確保
か く ほ

の方策
ほうさく

について検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

就労
しゅうろう

支援
し え ん

セ ン タ ー

職員
しょくいん

の人材
じんざい

育成
いくせい

 

多様
た よ う

なニーズに対応
たいおう

できるよう、

就労
しゅうろう

支援
し え ん

スキルを向
こう

上
じょう

させるため、

研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

など、人材
じんざい

育成
いくせい

を進
すす

めま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

就労
しゅうろう

促進
そくしん

を目的
もくてき

とし

た 事業所
じぎょうしょ

職員
しょくいん

向
む

け

研修
けんしゅう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

を 行
おこな

っている企業
きぎょう

での

「 就 業
しゅうぎょう

体験
たいけん

」の 研修
けんしゅう

を通
つう

じて、

事業所
じぎょうしょ

職員
しょくいん

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

スキルの向
こう

上
じょう

、就労
しゅうろう

に向
む

けた意
い

識
しき

付
づ

けにつなげ

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

病気
びょうき

や 障害
しょうがい

のある小児
しょうに

及
およ

び 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の支援
し え ん

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

・

技術
ぎじゅつ

の向
こう

上
じょう

を図
はか

り、障害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

した医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

を育成
いくせい

するための

研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

ガ イ ド ヘ ル パ ー 等
とう

研修
けんしゅう

受講料
じゅこうりょう

助成
じょせい

 

ガイドヘルパー等
とう

の資格
し か く

取得
しゅとく

のため

の研修
けんしゅう

受講料
じゅこうりょう

の一部
い ち ぶ

を助成
じょせい

し、人材
じんざい

確保
か く ほ

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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ガイドヘルパースキル

アップ研修
けんしゅう

 

より質
しつ

の高
たか

いサービスが提供
ていきょう

できる

よ う 、 移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の 従 業
じゅうぎょう

者
しゃ

を

対象
たいしょう

に研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

社会
しゃかい

参加
さ ん か

推進
すいしん

センター

に よ る 団体
だんたい

活動
かつどう

支援
し え ん

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

者
しゃ

本人
ほんにん

の活動
かつどう

を支
ささ

える人
にん

材
ざい

の

育成
いくせい

を進
すす

めるとともに、同
おな

じ障害
しょうがい

が

ある人
ひと

たちの交流
こうりゅう

やコミュニケーシ

ョンの機会
き か い

を拡充
かくじゅう

し、各
かく

団体
だんたい

活動
かつどう

を

促進
そくしん

する取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

（２）業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

に向
む

けたロボット・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

等
とう

の導入
どうにゅう

検討
けんとう

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

に向
む

けたロ

ボット・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

等
とう

の導入
どうにゅう

検討
けんとう

 

煩雑
はんざつ

な事務
じ む

作業
さぎょう

などの業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

や

介護
か い ご

業務
ぎょうむ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

などを進
すす

めるた

め、ロボット・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

などの

導入
どうにゅう

検討
けんとう

を進
すす

めます。 

検討
けんとう

・ 

実施
じ っ し

 
推進
すいしん

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

 「障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら、地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の

一員
いちいん

として、 自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きるまち」を実現
じつげん

するためには、障害
しょうがい

者
しゃ

の

権利
け ん り

擁護
よ う ご

について積極
せっきょく

的
てき

に取
と

り組
く

み、一人
ひ と り

ひとりの人権
じんけん

が十分
じゅうぶん

に尊重
そんちょう

される仕組
し く

みを構
こう

築
ちく

することが必要
ひつよう

です。平成
へいせい

26年
ねん

１月
がつ

の障害
しょうがい

者
しゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

の批准
ひじゅん

や、障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう

の施行
し こ う

など、障害
しょうがい

者
しゃ

の権利
け ん り

擁護
よ う ご

に関
かん

する様々
さまざま

な法
ほう

整備
せ い び

が進
すす

められてきましたが、それだけ

では十分
じゅうぶん

ではありません。法
ほう

の趣旨
し ゅ し

などを 私
わたし

たち一人
ひ と り

ひとりが理解
り か い

し、社会
しゃかい

をより良
よ

く

変
か

えていく取組
とりくみ

が求
もと

められています。 

また、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

が得
え

られること、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

の意思
い し

を決
き

めること、決
き

めた意思
い し

を伝
つた

えら

れることなど、自身
じ し ん

の権利
け ん り

を守
まも

るために必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

なことを 行
おこな

う際
さい

、障害
しょうがい

ゆえに支援
し え ん

が

必要
ひつよう

な人
ひと

たちを支
ささ

える仕組
し く

みも無
な

くてはならないものです。 

 そこで、４つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の取組
とりくみ

の浸透
しんとう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

の具体
ぐ た い

例
れい

などの市民
し み ん

向
む

け広報
こうほう

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業者
じぎょうしゃ

を対象
たいしょう

とし

た研修
けんしゅう

等
とう

を通
つう

じて、障害
しょうがい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

が重大
じゅうだい

な人権
じんけん

侵害
しんがい

であることや予防
よ ぼ う

や早期
そ う き

発見
はっけん

の

０－３ 権利
け ん り

擁護
よ う ご
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重要
じゅうよう

性
せい

などを啓発
けいはつ

することで、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の取組
とりくみ

の浸透
しんとう

を図
はか

っていきます。 

（２）成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そくしん

 

権利
け ん り

擁護
よ う ご

を必要
ひつよう

とする知
ち

的
てき

障害
しょうがい

者
しゃ

や精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の増加
ぞ う か

に対応
たいおう

し地域
ち い き

で安心
あんしん

した

生活
せいかつ

を送
おく

ることができるよう、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の啓発
けいはつ

や利用
り よ う

の促進
そくしん

を進
すす

めていきます。 

（３）障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう

に基
もと

づく取組
とりくみ

 

障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

に向
む

けて周知
しゅうち

を図
はか

るとともに、障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

に関
かん

する

相談
そうだん

、紛争
ふんそう

の防止
ぼ う し

等
とう

のための体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させます。 

（４）情報
じょうほう

保障
ほしょう

の取組
とりくみ

 

視覚
し か く

障害
しょうがい

者
しゃ

、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

者
しゃ

及
およ

び知
ち

的
てき

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

への情報
じょうほう

提供
ていきょう

について定
さだ

めた、

行政
ぎょうせい

情報
じょうほう

発信
はっしん

のルールを徹底
てってい

するとともに、必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

について検討
けんとう

を行
おこな

っていき

ます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の取組
とりくみ

の浸透
しんとう

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

対策
たいさく

事業
じぎょう

 

（普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

） 

市民
し み ん

向
む

けのリーフレット作成
さくせい

等
とう

によ

り広報
こうほう

を 行
おこな

います。また、虐待
ぎゃくたい

や

不適切
ふてきせつ

支援
し え ん

をなくしていくため、

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サ ー ビ ス の 事業
じぎょう

者
しゃ

等
とう

を

対象
たいしょう

とした研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

（２）成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そくしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

横浜
よこはま

市
し

市民
し み ん

後見人
こうけんにん

養成
ようせい

・活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

地域
ち い き

における権利
け ん り

擁護
よ う ご

を市民
し み ん

参画
さんかく

で

進
すす

めるため、よこはま成年
せいねん

後見
こうけん

推進
すいしん

セ

ンターが全区
ぜ ん く

で市民
し み ん

後見人
こうけんにん

の養成
ようせい

を

実施
じ っ し

し、区
く

役所
やくしょ

、市
し

・区
く

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協
きょう

議会
ぎ か い

、専門
せんもん

職
しょく

団体
だんたい

等
とう

が連携
れんけい

した活動
かつどう

支援
し え ん

の体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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法
ほう

人後
じんこう

見
けん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

よこはま成年
せいねん

後見
こうけん

推進
すいしん

センターが、こ

れまでの法
ほう

人後
じんこう

見
けん

受任
じゅにん

実績
じっせき

を踏
ふ

まえ

て、市内
し な い

の社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法
ほう

人
にん

等
とう

への法
ほう

人後
じんこう

見
けん

実施
じ っ し

に向
む

けた支援
し え ん

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の 普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

がより利用
り よ う

しやすいも

のとなるよう、関係
かんけい

機関
き か ん

と調整
ちょうせい

して

当事
と う じ

者
しゃ

及
およ

び 家族
か ぞ く

、 支援
し え ん

団体
だんたい

等
とう

へ の

説明会
せつめいかい

などを実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

権利
け ん り

擁護
よ う ご

事業
じぎょう

 

権利
け ん り

を守
まも

るための相談
そうだん

や契約
けいやく

に基
もと

づ

く金銭
きんせん

管理
か ん り

サービスなどの日常
にちじょう

生活
せいかつ

の支援
し え ん

を、区
く

あんしんセンターが、

契約
けいやく

に基
もと

づいて実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

成年
せいねん

後見
こうけん

申
もうし

立
た

て及
およ

び報
ほう

酬
しゅう

助
じょ

成
せい

件
けん

数
すう

 240件
けん

 270件
けん

 300件
けん

 

（３）障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう

に基
もと

づく取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

市民
し み ん

への普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

 

障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

に当
あ

たっては、市民
し み ん

の方々
かたがた

に関心
かんしん

と理解
り か い

を

深
ふか

めていただくことが何
なに

よりも大切
たいせつ

であることから、市民
し み ん

向
む

けの広報
こうほう

及
およ

び

啓発
けいはつ

活動
かつどう

を効果的
こうかてき

に実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

相談
そうだん

体制
たいせい

等
とう

の周知
しゅうち

 

障害
しょうがい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

に関
かん

する相
そう

談
だん

、紛
ふん

争
そう

の防
ぼう

止
し

等
とう

のための体制
たいせい

を周知
しゅうち

します。ま

た、相談
そうだん

及
およ

び紛争
ふんそう

の防止
ぼ う し

等
とう

を地域
ち い き

にお

いて推進
すいしん

するための地域
ち い き

協
きょう

議会
ぎ か い

を

開催
かいさい

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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市
し

職員
しょくいん

対応
たいおう

要領
ようりょう

の

周知
しゅうち

 

本市
ほ ん し

職員
しょくいん

が適切
てきせつ

な対応
たいおう

を 行
おこな

ってい

くための指針
し し ん

として策定
さくてい

した市
し

職員
しょくいん

対応
たいおう

要領
ようりょう

を周知
しゅうち

し、差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いと

なり得
う

る事
じ

例
れい

や、合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

の

好事例
こうじれい

等
とう

の浸透
しんとう

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

（４）情報
じょうほう

保障
ほしょう

の取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

情報
じょうほう

発信
はっしん

時
じ

の 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

 

行
ぎょう

政
せい

情報
じょうほう

発信
はっしん

時
じ

の 視覚
し か く

障害
しょうがい

者
しゃ

、

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

者
しゃ

及
およ

び知的
ち て き

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

への

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

代筆
だいひつ

・代読
だいどく

サービス 

視覚
し か く

に障害
しょうがい

のある人
ひと

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

の

中
なか

で代筆
だいひつ

または代読
だいどく

が必要
ひつよう

なときに

支援者
しえんしゃ

によるサービス提供
ていきょう

を 行
おこな

い

ます。 

検討
けんとう

 

・ 

実施
じ っ し

 

推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

者
しゃ

の派遣
は け ん

 

（派遣
は け ん

人
にん

数
すう

） 
11,000人

にん

 11,000人
にん

 11,000人
にん

 

要約
ようやく

筆記
ひ っ き

者
しゃ

の派遣
は け ん

 

（派遣
は け ん

人
にん

数
すう

） 
1,900人

にん

 1,900人
にん

 1,900人
にん

 

手話
し ゅ わ

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

（養成
ようせい

人
にん

数
すう

） 
172人

にん

 172人
にん

 172人
にん

 

手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

者
しゃ

・筆記
ひ っ き

者
しゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

（養成
ようせい

人
にん

数
すう

） 
90人

にん

 90人
にん

 90人
にん

 

盲
もう

ろう者
しゃ

向
む

け通訳
つうやく

・介助員
かいじょいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

（養成
ようせい

人
にん

数
すう

） 
30人

にん

 30人
にん

 30人
にん

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

が、地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

ることができる社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて、どこに

相談
そうだん

しても適切
てきせつ

に課題
か だ い

解決
かいけつ

が 行
おこな

えるよう、相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

の充実
じゅうじつ

や連携
れんけい

強化
きょうか

といった体制
たいせい

整備
せ い び

を進
すす

めてきました。しかし、今回
こんかい

実施
じ っ し

したグループインタビューやアンケート調査
ちょうさ

の

０－４ 相談
そうだん

支援
し え ん
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結果
け っ か

では、依然
い ぜ ん

として、困
こま

ったときどこに相談
そうだん

したらいいかわからない、相談
そうだん

した内容
ないよう

が

共有
きょうゆう

されず何度
な ん ど

も同
おな

じ説明
せつめい

をしなければならない、などの声
こえ

も挙
あ

がっています。 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

が「 自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きる」ためには、相談
そうだん

支援
し え ん

は非常
ひじょう

に

重要
じゅうよう

な役割
やくわり

を持
も

っています。わかりやすい情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

調
ちょう

整
せい

、

本人
ほんにん

が 自
みずか

ら解決
かいけつ

する 力
ちから

を高
たか

めていくための支援
し え ん

、家族
か ぞ く

支援
し え ん

、困
こま

っている人
ひと

に寄
よ

り添
そ

う

伴走型
ばんそうがた

支援
し え ん

など、様々
さまざま

な機能
き の う

や役割
やくわり

、障害
しょうがい

のある人
ひと

の特性
とくせい

やライフステージなどに応
おう

じて、

分担
ぶんたん

・連携
れんけい

をしながら、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

する暮
く

らしを実現
じつげん

できるよう支えていきます。 

そこで、障害
しょうがい

のある人
ひと

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

えていく相談
そうだん

支援
し え ん

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

強化
きょうか

や相談
そうだん

支援
し え ん

システムの整理
せ い り

、相談
そうだん

支援
し え ん

従事
じゅうじ

者
しゃ

の人材
じんざい

育成
いくせい

や当事者
とうじしゃ

による相談
そうだん

の活用
かつよう

促進
そくしん

を進
すす

め、相談
そうだん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきます。 

 

取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

区
く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センター、基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センタ

ー、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センターの３機関
き か ん

を中心
ちゅうしん

に地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の機能
き の う

を充足
じゅうそく

させながら、相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

の周知
しゅうち

、啓発
けいはつ

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

市域
し い き

と区
く

域
いき

での人
にん

材
ざい

育成
いくせい

に関
かん

する取組
とりくみ

を

整理
せ い り

し、相互
そ う ご

に連動
れんどう

させた効果的
こうかてき

・効率的
こうりつてき

な

人
じん

材
ざい

育成
いくせい

体系
たいけい

を整備
せ い び

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

市
し

自立
じ り つ

支援
し え ん

協
きょう

議会
ぎ か い

、ブロック連絡会
れんらくかい

、区
く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協
きょう

議会
ぎ か い

を連携
れんけい

・連動
れんどう

させ、地域
ち い き

づくりに

効果的
こうかてき

に取
と

り組
く

める体制
たいせい

を整備
せ い び

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

当事
と う じ

者
しゃ

に よ る

相談
そうだん

の充実 

社会
しゃかい

参加
さ ん か

推進
すいしん

センターに設置
せ っ ち

するピア相談
そうだん

センターでの当事
と う じ

者
しゃ

相談
そうだん

の周知
しゅうち

を図
はか

り、当事
と う じ

者
しゃ

による相談
そうだん

支援
し え ん

を推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

既存
き そ ん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

（地域
ち い き

ケアプラ

ザ等
とう

）による連携
れんけい

 

日頃
ひ ご ろ

の関
かか

わりの中
なか

で、何
なに

気
げ

ない会
かい

話
わ

に含
ふく

まれ

ている相談
そうだん

を身近
み ぢ か

な相談
そうだん

者
しゃ

としてとらえ、

必要
ひつよう

に応
おう

じて、一次
い ち じ

及
およ

び二次
に じ

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

に

つなげます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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難病患
なんびょうかん

者
しゃ

等
とう

への

必
ひつ

要
よう

な 

情報
じょうほう

提供
ていきょう

 

難病患
なんびょうかん

者
しゃ

等
とう

に対して必要
ひつよう

な 情報
じょうほう

提供
ていきょう

を

行
おこな

うこと等
とう

により、難病患
なんびょうかん

者
しゃ

等
とう

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

の活用
かつよう

が 促
うなが

されるよう検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

セ ン タ ー 運営
うんえい

事業
じぎょう

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センターと、地域
ち い き

の支援
し え ん

機関
き か ん

との連携
れんけい

の仕
し

組
く

みを整
せい

理
り

し、相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

に 関
かか

わ る 関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

促進
そくしん

 

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

支援
し え ん

センターと地域
ち い き

の関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を促進
そくしん

し、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

における

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

に対する支援
し え ん

体制
たいせい

を強化
きょうか

し

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

（専門的
せんもんてき

な

指導
し ど う

・助言
じょげん

） 
400件

けん

 440件
けん

 480件
けん

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

（地域
ち い き

の

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

者
しゃ

の人
じん

材
ざい

育成
いくせい

の実施
じ っ し

） 
72回

かい

 72回
かい

 72回
かい

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

（地域
ち い き

の

相談
そうだん

機関
き か ん

との連携
れんけい

強化
きょうか

の取組
とりくみ

） 
36回

かい

 36回
かい

 36回
かい

 

総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

 
48,000件

けん

 49,000件
けん

 50,000件
けん

 

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（年間
ねんかん

） 
16322人

にん

 18805人
にん

 21453人
にん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

地域
ち い き

協
きょう

議会
ぎ か い

の開催
かいさい

件
けん

数
すう

 
3件

けん

 3件
けん

 3件
けん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センターによる相談
そうだん

件
けん

数
すう

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

を除
のぞ

く） 

3,500件
けん

 3,500件
けん

 3,500件
けん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

セ ン タ ー 及
およ

び 発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

支援
し え ん

マ ネ ジ ャ ー の 外部
が い ぶ

機関
き か ん

や地域
ち い き

住民
じゅうみん

への研修
けんしゅう

、啓発
けいはつ

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

を除
のぞ

く） 

55件
けん

 55件
けん

 55件
けん
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医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

に対
たい

する関連
かんれん

分野
ぶ ん や

の支援
し え ん

を調整
ちょうせい

するコーディネーター

の配置
は い ち

（人
にん

） 

6人
にん

 6人
にん

 6人
にん

 

 

 

トピック「発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
し え ん

」 

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

法
ほう

の施行
し こ う

は、平成
へいせい

17年
ねん

４月
がつ

。横浜市
よこはまし

は、それ以前
い ぜ ん

から市内
し な い

の法人
ほうじん

に自閉症
じへいしょう

に特化
と っ か

した相談
そうだん

支援
し え ん

室
しつ

を委託
い た く

し（のちの発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

セン

ター）、法
ほう

施行
し こ う

と同時期
ど う じ き

には、学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

や福祉
ふ く し

・医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

、当事者
とうじしゃ

やその

家族
か ぞ く

で構成
こうせい

される「発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

」を設置
せ っ ち

し、発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

への

課題
か だ い

解決
かいけつ

の議論
ぎ ろ ん

を行
おこな

ってきました。 

この15年間
ねんかん

、ライフステージごとの現状
げんじょう

と課題
か だ い

に対応
たいおう

するため、乳幼児期
にゅうようじき

・

学齢期
がくれいき

・成人期
せいじんき

に分
わ

けて議論
ぎ ろ ん

するとともに、ライフステージを通
とお

した切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

に向
む

けた検討
けんとう

も行
おこな

ってきました。 

横浜市
よこはまし

では現在
げんざい

、「発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センター運営
うんえい

事業
じぎょう

」「地域
ち い き

支援
し え ん

マネジャ

ーによる障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

への支援
し え ん

」「障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた支援
し え ん

のた

めの研修
けんしゅう

（行動
こうどう

障害
しょうがい

のある方
かた

への支援
し え ん

を行
おこな

うことのできる人材
じんざい

を育成
いくせい

する

ための研修
けんしゅう

）」「サポートホーム事業
じぎょう

（生活
せいかつ

アセスメント付
つ

き住宅
じゅうたく

での一人
ひ と り

暮
ぐ

らし支援
し え ん

）」「地域
ち い き

療育
りょういく

センター運営
うんえい

事業
じぎょう

」「学齢
がくれい

後期
こ う き

障害
しょうがい

児
じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年代
ねんだい

の発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

等
とう

への相談
そうだん

支援
し え ん

）」等
とう

、発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

支援
し え ん

に関
かん

する、多
おお

くの事業
じぎょう

や取組
とりくみ

を推進
すいしん

しています。 

 近年
きんねん

では、「発達
はったつ

障害
しょうがい

」という言葉
こ と ば

が社会
しゃかい

的
てき

にある程度
て い ど

認知
に ん ち

され、発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

への市民
し み ん

の理解
り か い

も広
ひろ

がってきています。一方
いっぽう

で、発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

法
ほう

の

施行
し こ う

から10年
ねん

が経過
け い か

し、時代
じ だ い

の変化
へ ん か

に対応
たいおう

したよりきめ細
こま

かな支援
し え ん

が求
もと

めら

れていること、また、共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた新
あら

たな取組
とりくみ

（障害
しょうがい

者
しゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

の批准
ひじゅん

に向
む

けた一連
いちれん

の法
ほう

整備
せ い び

など）が進
すす

められていることを背景
はいけい

とし、平成
へいせい

28年
ねん

に同法
どうほう

の改正
かいせい

が行
おこな

われました。 

また横浜市
よこはまし

では、発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

のこれまでの議論
ぎ ろ ん

や福祉
ふ く し

・教育
きょういく

機関
き か ん

の相談
そうだん

状 況
じょうきょう

等
とう

において、発達
はったつ

障害
しょうがい

、特
とく

に「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
おく

れを伴
ともな

う、ある

いは知的
ち て き

な遅
おく

れを伴
ともな

わない発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

」に対
たい

して、従来
じゅうらい

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

・

教育
きょういく

等
とう

の施策
し さ く

では、十分
じゅうぶん

対応
たいおう

できていない現状
げんじょう

が見
み

えてきました。 

令和
れ い わ

元
がん

年
ねん

、この課題
か だ い

に対応
たいおう

する支援
し え ん

策
さく

の再構築
さいこうちく

が求
もと

められているとの認識
にんしき



第３章- 14 - 

 

から、横浜市
よこはまし

として、発達
はったつ

障害
しょうがい

支援
し え ん

検討
けんとう

委員会
いいんかい

の上部
じょうぶ

機関
き か ん

である障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

へ、課題
か だ い

解決
かいけつ

に向
む

けた具体的
ぐたいてき

施策
し さ く

の展開
てんかい

について諮問
し も ん

を 行
おこな

い、

令和
れ い わ

２年
ねん

６月
がつ

に答申
とうしん

を受
う

け取
と

りました。 

令和
れ い わ

３年
ねん

度
ど

から始
はじ

まる第
だい

４期
き

プランでは、新
あら

たな施策
し さ く

を展開
てんかい

していくこと

となります。乳幼児期
にゅうようじき

の発達
はったつ

支援
し え ん

を担
にな

う地域
ち い き

療育
りょういく

センターにおける療育
りょういく

体制
たいせい

の抜
ばっ

本的
ぽんてき

な見直
み な お

しや、支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

・役割
やくわり

分担
ぶんたん

の整理
せ い り

等
とう

の取組
とりくみ

ととも

に、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

に発達
はったつ

障害
しょうがい

への理解
り か い

を深
ふか

めるための取組
とりくみ

、さらに、多様性
たようせい

を

尊重
そんちょう

できる社会
しゃかい

風土
ふ う ど

の醸成
じょうせい

を進
すす

めていきます。 

 

＜令和
れ い わ

２年
ねん

６月
がつ

 答申
とうしん

概要
がいよう

＞ 

１ 気
き

づきの促進
そくしん

と未来
み ら い

につながる支援
し え ん

（Right
ら い と

 time
た い む

 &
あんど

 Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

）  

幼少期
ようしょうき

には、本人
ほんにん

・周囲
しゅうい

とも、軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
おくれ

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な 遅
おくれ

れを 伴
ともな

わない発達
はったつ

障害
しょうがい

に気
き

づかないことがあります。そのため、

早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

だけでなく、その人
ひと

にとって適切
てきせつ

な時期
じ き

に適切
てきせつ

な支援
し え ん

につなげることが重要
じゅうよう

だと 考
かんが

えます。この理念
り ね ん

を「気
き

づきの促進
そくしん

と未来
み ら い

につながる支援
し え ん

（Right
ら い と

 time
た い む

 &
あんど

 Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

）」と表
あらわ

します。 

２ 地域
ち い き

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

の、包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

 

今回
こんかい

対象
たいしょう

とした発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

は、発達
はったつ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

についての理解
り か い

や

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を得
え

られないことに起因
き い ん

する生
い

きづらさを、障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

を主
しゅ

た

る支援
し え ん

対象
たいしょう

としない支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

（保育所
ほいくしょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

、就労先
しゅうろうさき

等
とう

）に

相談
そうだん

することも多
おお

いと考
かんが

えられます。そのため、地域
ち い き

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で包括的
ほうかつてき

な

支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

する必要
ひつよう

があります。 

３ 「０
ぜろ

次
じ

支援
し え ん

」の重要性
じゅうようせい

 

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

への相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

による適切
てきせつ

な対応
たいおう

につながるためには、

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

を主
しゅ

たる支援
し え ん

対象
たいしょう

としない支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

（保育所
ほいくしょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

、

就労先
しゅうろうさき

等
とう

）が、身近
み じ か

な地域
ち い き

の中
なか

で、本人
ほんにん

や家族
か ぞ く

が抱
かか

える生
い

きづらさに気
き

づ

き、受
う

け止
と

めることが重要
じゅうよう

です。 
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トピック「計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

の課題
か だ い

と今後
こ ん ご

の取組
とりくみ

」 

 平成
へいせい

27年
ねん

４月
がつ

から、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

を利用
り よ う

する場合
ば あ い

には、サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の提出
ていしゅつ

が必須
ひ っ す

となっています。サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

には、指定
し て い

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

（計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

）の相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

が作成
さくせい

するものと、

本人
ほんにん

が自
みずか

ら作成
さくせい

するセルフプランの２種類
しゅるい

があります。計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

は前者
ぜんしゃ

を指
さ

し、相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

が、本人
ほんにん

やご家族
か ぞ く

の生活
せいかつ

全体
ぜんたい

の希望
き ぼ う

や目標
もくひょう

、それに

向
む

けた支援
し え ん

方針
ほうしん

や解決
かいけつ

すべき課題
か だ い

などを共
とも

に 考
かんが

え計画
けいかく

を作成
さくせい

し、定期的
ていきてき

に

確認
かくにん

・振
ふ

り返
かえ

り（モニタリング）を行
おこな

います。 

 横浜市
よこはまし

では計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

の実施率
じっしりつ

が令和
れ い わ

元
がん

年度
ね ん ど

末
まつ

時点
じ て ん

で約
やく

50 ％
ぱーせんと

に留
とど

ま

っています。その理由
り ゆ う

のひとつとして、事業所
じぎょうしょ

及
およ

び職員
しょくいん

の不足
ふ そ く

から、利用
り よ う

に

つながっていないことが考
かんが

えられます。今後
こ ん ご

、制度
せ い ど

のさらなる周知
しゅうち

や、実施
じ っ し

する人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

、市
し

及
およ

び各区
か く く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協
きょう

議会
ぎ か い

との連携
れんけい

などを通
つう

じて、

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

が必要
ひつよう

な方
かた

に行
い

き届
とど

くよう、引
ひ

き続
つづ

き推進
すいしん

に取
と

り組
く

みます。 
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トピック「横浜市
よこはまし

の依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

」 

１ 従来
じゅうらい

からの取組
とりくみ

 

横浜市
よこはまし

では、従来
じゅうらい

から、アルコールをはじめとした依存症
いぞんしょう

への対応
たいおう

は、

区
く

における精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

相談
そうだん

やこころの健康
けんこう

相談
そうだん

センターで実施
じ っ し

してきま

した。また、医療
いりょう

機関
き か ん

とともに、市内
し な い

における依存症
いぞんしょう

の自助
じ じ ょ

グループや回復
かいふく

支援
し え ん

施設
し せ つ

等
とう

の民間
みんかん

団体
だんたい

が様々
さまざま

な支援
し え ん

を行
おこな

ってきました。 

２ 国
くに

の動
うご

きを踏
ふ

まえた横浜市
よこはまし

における取組
とりくみ

の拡充
かくじゅう

 

近年
きんねん

、アルコール・薬物
やくぶつ

・ギャンブル等
とう

の総合
そうごう

的
てき

な依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

について、

国
くに

におけるアルコールやギャンブル等
とう

の基本
き ほ ん

法
ほう

の制定
せいてい

、基本
き ほ ん

計画
けいかく

の策定
さくてい

、

事業
じぎょう

体系
たいけい

を示
しめ

した依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

総合
そうごう

支援
し え ん

事業
じぎょう

実施
じ っ し

要綱
ようこう

を踏
ふ

まえ、こころの

健康
けんこう

相談
そうだん

センターにおいて、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

の強化
きょうか

、家族
か ぞ く

教室
きょうしつ

の対象者
たいしょうしゃ

の拡大
かくだい

、

依存症
いぞんしょう

専門
せんもん

相談
そうだん

や回復
かいふく

プログラムの開始
か い し

など、取組
とりくみ

を拡充
かくじゅう

しています。 

また、民間
みんかん

団体
だんたい

や関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

体制
たいせい

の強化
きょうか

も進
すす

め、令和
れ い わ

２年
ねん

３月
がつ

に、

こころの健康
けんこう

相談
そうだん

センターを、国
くに

が設置
せ っ ち

を求
もと

める『依存症
いぞんしょう

相談
そうだん

拠点
きょてん

』に位置
い ち

づけました。令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

から開始
か い し

した連携
れんけい

会議
か い ぎ

では、幅広
はばひろ

い関係
かんけい

者
しゃ

と支援
し え ん

に関
かん

する情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を行
おこな

うなど、関係
かんけい

者
しゃ

間
かん

のネットワークづくりを進
すす

めて

います。 

３ 横浜市
よこはまし

依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

地域
ち い き

支援
し え ん

計画
けいかく

（仮称
かしょう

）の策定
さくてい

 

アルコール・薬物
やくぶつ

・ギャンブル等
とう

の依存症
いぞんしょう

に悩
なや

むご本人
ほんにん

やご家族
か ぞ く

への支援
し え ん

に着目
ちゃくもく

し、関係
かんけい

者
しゃ

と支援
し え ん

の方向性
ほうこうせい

を共有
きょうゆう

することで、包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

の

提供
ていきょう

を目指
め ざ

すため、依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

総合
そうごう

支援
し え ん

事業
じぎょう

実施
じ っ し

要綱
ようこう

に基
もと

づく地域
ち い き

支援
し え ん

計画
けいかく

を策定
さくてい

します。令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

から策定
さくてい

に向
む

けた検討
けんとう

を始
はじ

め、令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

中
ちゅう

に策定
さくてい

する予定
よ て い

です。依存症
いぞんしょう

全体
ぜんたい

の取組
とりくみ

方針
ほうしん

に加
くわ

え、アルコール・薬物
やくぶつ

・

ギャンブル等
とう

の各
かく

依存症
いぞんしょう

の現状
げんじょう

や課題
か だ い

を整理
せ い り

し、支援
し え ん

内容
ないよう

等
とう

を盛
も

り込
こ

む

予定
よ て い

です。 
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近
きん

年
ねん

、在宅
ざいたく

の障害
しょうがい

者
しゃ

を支
ささ

える福祉
ふ く し

サービスや相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

などの社会
しゃかい

資源
し げ ん

は増
ふ

えてきて

いますが、障害
しょうがい

のある人
ひと

が、地域
ち い き

の中
なか

で希望
き ぼ う

に合
あ

った暮
く

らしを選択
せんたく

することが、まだ十分
じゅうぶん

できているとは言
い

えません。障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

も様々
さまざま

ですし、高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

によるニーズの

変化
へ ん か

もあります。障害
しょうがい

のある人
ひと

が、自分
じ ぶ ん

が住
す

みたいと思
おも

う地域
ち い き

で希望
き ぼ う

に合
あ

った暮
く

らしを

安心
あんしん

して続
つづ

けるには、福祉
ふ く し

サービスや社会
しゃかい

資源
し げ ん

を充実
じゅうじつ

させることが重要
じゅうよう

です。その上
うえ

で、

できる限
かぎ

り自分
じ ぶ ん

の意思
い し

で「住
す

まいの場
ば

」を選択
せんたく

できることが理想
り そ う

です。 

しかし、自分
じ ぶ ん

の意志
い し

で選択
せんたく

するためには、どこに自分
じ ぶ ん

が希望
き ぼ う

する住
す

まいがあるのか、ど

のような支援
し え ん

があれば希望
き ぼ う

どおり暮
く

らせるのか、情報
じょうほう

を得
え

たり、体験
たいけん

したりすることが

必要
ひつよう

です。 

そのため、多様
た よ う

な「住
す

まいの場
ば

」を確保
か く ほ

し、提供
ていきょう

できる情報
じょうほう

や体験
たいけん

の機会
き か い

を増
ふ

やすこ

とで本人
ほんにん

の選択
せんたく

肢
し

を広
ひろ

げ、暮
く

らしていくうえでの困
こま

りごとに対
たい

する支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

させるなど、

一人
ひ と り

ひとりが地域
ち い き

で望
のぞ

む生活
せいかつ

を送
おく

ることができる環境
かんきょう

を整
ととの

えることが求
もと

められています。 

そこで、民間
みんかん

住宅
じゅうたく

を含
ふく

む多様
た よ う

な形態
けいたい

で住
す

まいの選択
せんたく

肢
し

を増
ふ

やし、また本人
ほんにん

に寄
よ

り添
そ

って

支
ささ

える仕組
し く

みなどを、ハード及
およ

びソフトの両面
りょうめん

から充実
じゅうじつ

させる施策
し さ く

を展開
てんかい

していきます。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

住
す

まいは生活
せいかつ

の基本
き ほ ん

です。誰
だれ

もが、重度化
じゅうどか

や高齢化
こうれいか

による障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

の変化
へ ん か

などに関
かか

わ

らず、可能
か の う

な限
かぎ

り、自分
じ ぶ ん

が住
す

みたいと思
おも

う場所
ば し ょ

で住
す

み続
つづ

けられることが望
のぞ

まれます。自分
じ ぶ ん

の意思
い し

で「住
す

まいの場
ば

」を選
えら

べるようにするには、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

だけでなく、住宅
じゅうたく

施策
し さ く

との連動
れんどう

も図
はか

り、多様
た よ う

なニーズに合
あ

った「住
す

まいの場
ば

」の拡充
かくじゅう

、情報
じょうほう

の集約
しゅうやく

と提供
ていきょう

な

どを継続
けいぞく

的
てき

に進
すす

めていく仕組
し く

みづくりが不可欠
ふ か け つ

です。横浜
よこはま

市
し

は、福祉
ふ く し

施策
し さ く

と住宅
じゅうたく

施策
し さ く

の

連携
れんけい

により、不動産
ふどうさん

事業者
じぎょうしゃ

等
とう

と協 力
きょうりょく

し、平成
へいせい

30年
ねん

度
ど

に横浜
よこはま

市
し

居住
きょじゅう

支援
し え ん

協議会
きょうぎかい

を設立
せつりつ

しま

した。従来
じゅうらい

の福祉
ふ く し

施策
し さ く

では実施
じ っ し

が 難
むずか

しかった分野
ぶ ん や

にも取
と

り組
く

むことができるようになる

ため、これを活用
かつよう

した支援
し え ん

が望
のぞ

まれます。 

障害
しょうがい

の重度
じゅうど

化
か

や高齢
こうれい

化
か

など障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

により専門
せんもん

的
てき

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

とされる場合
ば あ い

でも、

本人
ほんにん

が希望
き ぼ う

する住
す

まいを実現
じつげん

できるよう対応
たいおう

可能
か の う

な仕組
し く

みも必要
ひつよう

です。 

一方
いっぽう

で、入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

などで生活
せいかつ

している人
ひと

にとって、そのときの「住
す

まいの場
ば

」が安心
あんしん

し

て生活
せいかつ

できる場
ば

であるように支援
し え ん

していくことも重要
じゅうよう

です。 

 そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた住
す

まいの選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の希望
き ぼ う

や 状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた多様
た よ う

なニーズに応
おう

えられるよう、多様
た よ う

な

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

１ 住
す

む・暮
く

らす 

１－１ 住
す

まい 
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形態
けいたい

の住
す

まいの構築
こうちく

を進
すす

めていきます。 

（２）高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

を踏
ふ

まえた住
す

まいの構築
こうちく

 

今後
こ ん ご

も進
すす

むとみられる高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

を踏
ふ

まえ、ニーズに対応
たいおう

したグループホーム

の整備
せ い び

や、在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支
ささ

えるバリアフリー改修
かいしゅう

等
とう

を通
つう

じて、安心
あんしん

できる住
す

まいの構築
こうちく

を進
すす

めていきます。 

取組
とりくみ

 

（１）障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた住
す

まいの選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

民間
みんかん

住宅
じゅうたく

入居
にゅうきょ

の促進
そくしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

が民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

への入居
にゅうきょ

をしやす

くする仕組
し く

みとして「 住
じゅう

宅
たく

セーフティネッ

ト制
せい

度
ど

」を活用
かつよう

していきます。 

「居住
きょじゅう

支援
し え ん

協
きょう

議会
ぎ か い

」によるオーナーや不動
ふ ど う

産業
さんぎょう

者
しゃ

向
む

けの周知
しゅうち

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

での支援
し え ん

等
とう

を

行
おこな

います。 

また、民間
みんかん

住宅
じゅうたく

あんしん入居
にゅうきょ

事業
じぎょう

（家賃
や ち ん

等
とう

の支払
しはらい

能力
のうりょく

があるものの連帯
れんたい

保証
ほしょう

人
にん

がいな

いことを理由
り ゆ う

に民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

への入居
にゅうきょ

を

断
ことわ

られてしまう障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

への支援
し え ん

）につい

ては、「住宅
じゅうたく

セーフティネット制度
せ い ど

」との

統合
とうごう

を検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

サポートホーム

事業
じぎょう

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

のある入居
にゅうきょ

者
しゃ

に対
たい

し、地域
ち い き

生活
せいかつ

に

向
む

けた準備
じゅんび

のため、生活
せいかつ

面
めん

のアセスメントと

支援
し え ん

を実施
じ っ し

する「サポートホーム」の効果
こ う か

を

検証
けんしょう

するとともに、支援
し え ん

方
ほう

法
ほう

を地域
ち い き

の事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

へ拡大
かうだい

させていきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

児
じ

施設
し せ つ

の

再整備
さいせいび

 

老朽化
ろうきゅうか

が進
すす

んでいる 障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の

再整備
さいせいび

を進
すす

めます。 

 

 

検討
けんとう

 検討
けんとう
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松
しょう

風
ふう

学
がく

園
えん

再
さい

整
せい

備
び

事業
じぎょう

 

 入居
にゅうきょ

者
しゃ

の居住
きょじゅう

環境
かんきょう

改善
かいぜん

のため、個室化
こ し つ か

等
とう

を進
すす

めます。また、同園
どうえん

敷地
し き ち

の一部
い ち ぶ

を活用
かつよう

して民設
みんせつ

新
しん

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

を整備
せ い び

します。 

・中間期
ちゅうかんき

までに、個室化
こ し つ か

等
とう

の居住
きょじゅう

環境
かんきょう

や

設備
せ つ び

の改善
かいぜん

及
およ

び民設
みんせつ

新
しん

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の工事
こ う じ

実施
じ っ し

 

・計
けい

画期
か く き

間中
かんちゅう

に、個室化
こ し つ か

等
とう

の居
きょ

住
じゅう

環
かん

境
きょう

や設
せつ

備
び

の改善
かいぜん

及
およ

び民設
みんせつ

新
しん

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の工事
こ う じ

実施
じ っ し

完了
かんりょう

 

工事
こ う じ

実施
じ っ し

 

工事
こ う じ

実施
じ っ し

完了
かんりょう

 

【 再掲
さいけい

】 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で

働
はたら

く 看
かん

護
ご

師
し

の

支援
し え ん

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 働
はたら

く看
かん

護
ご

師
し

の定
てい

着
ちゃく

に向
む

けた支援
し え ん

を 行
おこな

うとともに、人
じん

材
ざい

確保
か く ほ

の方策
ほうさく

について検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

(グループホーム) 

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

(新規
し ん き

設置
せ っ ち

/年
ねん

） 
200人

にん

 200人
にん

 200人
にん

 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

(グループホーム) 

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

(利用
り よ う

人
にん

数
すう

/年
ねん

)  
5,000人

にん

 5,200人
にん

 5,400人
にん

 

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移
い

行
こう

 

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

数
すう

 
1,426人

にん

 1,420人
にん

 1,414人
にん

 

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

（利用
り よ う

人
にん

数
すう

/月
つき

） 
1,426人

にん

 1,420人
にん

 1,414人
にん

 

福祉
ふ く し

型
がた

障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

(利用
り よ う

児
じ

童
どう

数
すう

/月
つき

） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

医療
いりょう

型
がた

障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

(利用
り よ う

児
じ

童
どう

数
すう

/月
つき

） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

における18歳
さい

以上
いじょう

の入所
にゅうしょ

者
しゃ

数
すう

 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

宿泊
しゅくはく

型
がた

自立
じ り つ

訓練
くんれん

（利用
り よ う

人
にん

数
すう

/月
つき

） 87人
にん

分
ぶん

 87人
にん

分
ぶん

 87人
にん

分
ぶん

 

宿泊
しゅくはく

型
がた

自立
じ り つ

訓練
くんれん

（利用
り よ う

人
にん

数
すう

/月
つき

） 2,364人
にん

日
にち

 2,364人
にん

日
にち

 2,364人
にん

日
にち
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療養
りょうよう

介護
か い ご

 279人
にん

 279人
にん

 284人
にん

 

 

トピック「福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

の考
かんが

え方
かた

」 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の希望
き ぼ う

や 状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた多様
た よ う

なニーズに応
こた

えられるよう、

多様
た よ う

な形態
けいたい

の住
す

まいの構築
こうちく

を進
すす

めることで、福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

の 状 況
じょうきょう

を

十分
じゅうぶん

に踏
ふ

まえながら地域
ち い き

移行
い こ う

を進
すす

めます。 

国
くに

の第
だい

６期
き

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

指針
し し ん

に基
もと

づき、令和
れ い わ

元年度
がんねんど

末
まつ

から令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

末
まつ

ま

でに、地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

の目標数
もくひょうすう

を87人
にん

（令和
れ い わ

元年度
がんねんど

末
まつ

時点
じ て ん

の施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

数
すう

の約
やく

６ ％
ぱーせんと

）、施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

数
すう

は23人
にん

（約
やく

1.6 ％
ぱーせんと

）の減少
げんしょう

を見込
み こ

むこと

とします。なお、市内
し な い

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の定員数
ていいんすう

については、新規
し ん き

利用
り よ う

者
しゃ

などへのサ

ービス提供
ていきょう

を確保
か く ほ

する必要
ひつよう

があること、及
およ

び市外
し が い

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の利用
り よ う

者
しゃ

への

対応
たいおう

等
とう

から、各
かく

施設
し せ つ

の 状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえつつ、現状
げんじょう

を維持
い じ

することとします。 

これまで本市
ほ ん し

の入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

は、一
いっ

生涯
しょうがい

を送
おく

る施設
し せ つ

ではなく、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援型
しえんがた

施設
し せ つ

」と位置
い ち

づけ、障害
しょうがい

者
しゃ

が地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

ることができる

よう、支援
し え ん

に取
と

り組
く

んできたところです。入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

が「通過型
つうかがた

施設
し せ つ

」として

の役割
やくわり

・機能
き の う

を担
にな

い、本人
ほんにん

の意向
い こ う

に沿
そ

った地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

が可能
か の う

となるよ

う、必要
ひつよう

な取組
とりくみ

を検討
けんとう

・実施
じ っ し

します。また、施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

して支援
し え ん

を受
う

けるこ

とが真
しん

に必要
ひつよう

とされている方
かた

の把握
は あ く

を 行
おこな

い、適切
てきせつ

なサービス提供
ていきょう

を確保
か く ほ

で

きるよう、多様
た よ う

なニーズに応
こた

える住
す

まいのあり方
かた

を含
ふく

め、必要
ひつよう

な取組
とりくみ

を検討
けんとう

・

実施
じ っ し

します。 

 

（２）高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

を踏
ふ

まえた住
す

まいの構築
こうちく

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

・高
こう

齢
れい

者
しゃ

の 住
じゅう

宅
たく

改
かい

造
ぞう

及
およ

び模様替
も よ う が

え 

市営
し え い

住宅
じゅうたく

に入居
にゅうきょ

している障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の要望
ようぼう

に対
たい

し、トイレや浴室
よくしつ

への手
て

すりの取付
とりつけ

など

の住宅
じゅうたく

改造
かいぞう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

対応
たいおう

のグループ

ホームの検討
けんとう

・

拡充
かくじゅう

 

現在
げんざい

、実施
じ っ し

している高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

対応
たいおう

グル

ープホーム事業
じぎょう

を踏
ふま

まえ、持続的
じぞくてき

に実現
じつげん

可能
か の う

な制度
せ い ど

の検討
けんとう

を 行
おこな

っていきます。今後
こ ん ご

も進
すす

んでいくことが見込
み こ

まれる障害
しょうがい

者
しゃ

の高
こう

齢
れい

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

に対
たい

応
おう

していくため、高
こう

齢
れい

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

対
たい

応
おう

グループホームを拡充
かくじゅう

していきま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

高
こう

齢
れい

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

 

対
たい

応
おう

バリアフリ

ー改修
かいしゅう

事業
じぎょう

 

グループホームを利用
り よ う

する障害
しょうがい

者
しゃ

が高齢
こうれい

に

なり、それに伴
ともな

う身
しん

体
たい

機
き

能
のう

の低
てい

下
か

等
とう

により、

従来
じゅうらい

のホームの設備
せ つ び

で生活
せいかつ

することが困難
こんなん

となる場合
ば あ い

でも、居住
きょじゅう

しているホームで

安心
あんしん

して生活
せいかつ

し続
つづ

けることができるよう、バ

リアフリー等
とう

改
かい

修
しゅう

に係
かか

る経
けい

費
ひ

を補
ほ

助
じょ

しま

す。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が希望
き ぼ う

に合
あ

った暮
く

らしをしていくためには、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスや社会
しゃかい

資源
し げ ん

を充実
じゅうじつ

させることが重要
じゅうよう

です。障害
しょうがい

の 状 況
じょうきょう

によって必要
ひつよう

な支援
し え ん

は異
こと

なりますが、

障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

が変
か

わったとしても必要
ひつよう

な障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを安定
あんてい

して提供
ていきょう

していかなけ

ればなりません。特
とく

に、地域
ち い き

で生活
せいかつ

していくうえで、障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

を支
ささ

える核
かく

とし

て整備
せ い び

を進
すす

めてきた様々
さまざま

な拠点
きょてん

の機能
き の う

を充実
じゅうじつ

していくことが大切
たいせつ

です。行動
こうどう

障害
しょうがい

、医療
いりょう

的
てき

ケアなど専門
せんもん

的
てき

なニーズがある人
ひと

も安心
あんしん

して暮
く

らしていけるような支援
し え ん

も欠
か

かせません。

さらに、自身
じ し ん

の障害
しょうがい

によって子
こ

育
そだ

てや介護
か い ご

に不安
ふ あ ん

がある人
ひと

の困
こま

りごとを受
う

け止
と

めていくこ

とも必要
ひつよう

とされています。 

また、長期
ちょうき

入院
にゅういん

中
ちゅう

の人
ひと

や施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

中
ちゅう

の人
ひと

がグループホームでの生活
せいかつ

や一人
ひ と り

暮
ぐ

らしに

移
うつ

ることができるよう、地域
ち い き

移行
い こ う

・地域
ち い き

定着
ていちゃく

や退院
たいいん

促進
そくしん

などの取組
とりくみ

も継続
けいぞく

して進
すす

めていか

なければなりません。地域
ち い き

で活動
かつどう

する様々
さまざま

な団体
だんたい

・サービス提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

や医療
いりょう

機関
き か ん

を含
ふく

め、

障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

えていく体制
たいせい

づくりが求
もと

められています。 

その中
なか

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

が自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

ることができるようになるために、本人
ほんにん

が

生活
せいかつ

力
りょく

を身
み

につけて安心
あんしん

して暮
く

らすことができるよう、本人
ほんにん

の持
も

つ 力
ちから

を引
ひ

き出
だ

す支援
し え ん

の

必要
ひつよう

性
せい

も見逃
み の が

せません。意思
い し

決定
けってい

を支
ささ

え、日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

る上
うえ

で想定
そうてい

されるトラブルなどの

１－２ 暮
く

らし 
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予防
よ ぼ う

や対応
たいおう

を学
まな

ぶ機会
き か い

を設
もう

けることや、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

や思
おも

いに寄
よ

り添
そ

う伴走型
ばんそうがた

の相談
そうだん

支援
し え ん

を

充実
じゅうじつ

させていくことが大切
たいせつ

になります。 

そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みの充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かか

わる社会
しゃかい

資源
し げ ん

をもとに、既存
き そ ん

のサービスを充実
じゅうじつ

させていくことで、

地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らすことができる体制
たいせい

づくりを目指
め ざ

します。 

（２）本人
ほんにん

の力
ちから

を引
ひ

き出
だ

す支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

が変
か

わっても、自
みずか

ら希望
き ぼ う

するところで暮
く

らしていくために、障害
しょうがい

児
じ

・

者
しゃ

やその家族
か ぞ く

にとって必要
ひつよう

なサービスを提供
ていきょう

する事業
じぎょう

を引
ひ

き続
つづ

き実施
じ っ し

します。 

 

取組
とりくみ

 

（１）地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みの充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活
かつ

動
どう

ホーム事業
じぎょう

 

 

 

 

在
ざい

宅
たく

の障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

とその家族
か ぞ く

の地域
ち い き

生活
せいかつ

を

支援
し え ん

する拠点
きょてん

施設
し せ つ

として、横浜
よこはま

市
し

が独自
ど く じ

に

設置
せ っ ち

しているものです。主
おも

なサービスとし

て、生活
せいかつ

介護
か い ご

や地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

デ

イサービス型
がた

等
とう

の日中
にっちゅう

活動
かつどう

のほか、ショー

トステイや一時
い ち じ

ケア等
とう

の生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

を

実施
じ っ し

しています。施設
し せ つ

規模
き ぼ

等
とう

により、社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法
ほう

人
にん

型
がた

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホ ー ム と 機能
き の う

強化
きょうか

型
がた

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホームの２種類
しゅるい

に分
ぶん

類
るい

されています。 

 

 

 

 

 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センタ

ー事業
じぎょう

 

統
とう

合
ごう

失
しっ

調
ちょう

症
しょう

をはじめとした精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の

社会
しゃかい

復帰
ふ っ き

、自立
じ り つ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さ ん か

を支援
し え ん

するため

各
かく

区
く

に１か所
しょ

設置
せ っ ち

している精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

における本
ほん

市
し

の拠点
きょてん

施設
し せ つ

です。 

精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

士
し

を配置
は い ち

し、日
にち

常
じょう

生活
せいかつ

に関
かん

す

る相談
そうだん

や助言
じょげん

、情報
じょうほう

提供
ていきょう

のほか、専門医
せんもんい

に

よる相談
そうだん

や生活
せいかつ

維持
い じ

のためのサービス

（食事
しょくじ

、入浴
にゅうよく

、洗濯
せんたく

等
とう

）等
とう

を提
てい

供
きょう

していま

す。区
く

や基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターとともに、本
ほん

市
し

の「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

」や「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも

対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の中核
ちゅうかく

に

位置付
い ち づ

けられています。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

多機能
た き の う

型
がた

拠点
きょてん

の

整備
せ い び

・運営
うんえい

 

常
つね

に医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

等
とう

とその家族
か ぞ く

の地域
ち い き

生活
せいかつ

を支援
し え ん

するため、相談
そうだん

支援
し え ん

、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

、生活
せいかつ

介護
か い ご

、

診療
しんりょう

、訪問
ほうもん

看護
か ん ご

や居宅
きょたく

介護
か い ご

などを一体的
いったいてき

に

提
てい

供
きょう

する多
た

機
き

能
のう

型
がた

拠点
きょてん

の整備
せ い び

を市
し

内
ない

６方面
ほうめん

に進
すす

めます。 

市
し

内
ない

４

方面
ほうめん

整備
せ い び

完了
かんりょう

 

市
し

内
ない

６

方面
ほうめん

整備
せ い び

完了
かんりょう

 

行
こう

動
どう

障害
しょうがい

の あ

る方
かた

の地域
ち い き

移
い

行
こう

や地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える仕
し

組
く

みづく

り 

行
こう

動
どう

障害
しょうがい

のある方
かた

に必要
ひつよう

とされる支援
し え ん

体制
たいせい

について、特
とく

に地域
ち い き

移
い

行
こう

や地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える

機能
き の う

の検討
けんとう

を進
すす

めます。 検討
けんとう

 推進
すいしん

 

地域
ち い き

支援
し え ん

マネジ

ャ ー に よ る

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サ ー

ビス事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

へ

の支援
し え ん

 

 

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センターに「地域
ち い き

支援
し え ん

マネ

ジャー」を配置
は い ち

し、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

に対
たい

し、行
こう

動
どう

障害
しょうがい

・発達
はったつ

障害
しょうがい

に係
かか

るコン

サルテーションを実施
じ っ し

します 

 

 

 

 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

拠
きょ

点
てん

機
き

能
のう

の充
じゅう

実
じつ

 

障
しょう

害
がい

のある方
かた

の高
こう

齢
れい

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

、親
おや

なき後
あと

に備
そな

えるとともに、地域
ち い き

移行
い こ う

を進
すす

めるため。

基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター・

区
く

役
やく

所
しょ

の３機
き

関
かん

一
いっ

体
たい

の運
うん

営
えい

により、地
ち

域
いき

のあ

らゆる社
しゃ

会
かい

資
し

源
げん

を有
ゆう

機
き

的
てき

につなぐネットワ

ーク型
がた

の拠
きょ

点
てん

機
き

能
のう

を整
せい

備
び

し、地域
ち い き

での居住
きょじゅう

支援
し え ん

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

  

精神
せいしん

障害
しょうがい

に も

対応
たいおう

し た 地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステ

ムの構築
こうちく

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

のある方
かた

の生活
せいかつ

のしづらさを地域
ち い き

で支
ささ

えていくため、医療
いりょう

・保健
ほ け ん

・福祉
ふ く し

の連携
れんけい

のもと、「協
きょう

議
ぎ

の場
ば

」において関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

が共通
きょうつう

の認識
にんしき

の中
なか

で課題
か だ い

解決
かいけつ

に向
む

けた

取組
とりくみ

の検討
けんとう

と実施
じ っ し

をしていきます。また、

地域
ち い き

ごとの課題
か だ い

に対
たい

して特性
とくせい

をふまえた

対応
たいおう

ができるよう、これまでの社会
しゃかい

資源
し げ ん

を

十
じゅう

分
ぶん

に活用
かつよう

しながら、ネットワーク機能
き の う

の

見
み

直
なお

しや新
あら

たなつながりを構築
こうちく

していきま

す。 

※この取組
とりくみ

のため、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

を把握
は あ く

し、基盤
き ば ん

整備
せ い び

の過不足
か ぶ そ く

等
とう

について把握
は あ く

するため、以下
い か

の

事項
じ こ う

について、活動
かつどう

指標
しひょう

として設定
せってい

しま

す。 

 

 

 

・共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

の利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

） 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

・地域
ち い き

移
い

行
こう

支援
し え ん

の利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

） 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

108人
にん

／年
ねん

 120人
にん

／年
ねん

 132人
にん

／年
ねん

 

 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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・地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

） 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

480人
にん

／年
ねん

 576人
にん

／年
ねん

 672人
にん

／年
ねん

 

・自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

） 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

60人
にん

／年
ねん

 75人
にん

／年
ねん

 90人
にん

／年
ねん

 

・自立
じ り つ

生活
せいかつ

アシスタント利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

） 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

323人
にん

／年
ねん

 323人
にん

／年
ねん

 323人
にん

／年
ねん

 

・横浜
よこはま

市
し

精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

退院
たいいん

サポート事業
じぎょう

利用
り よ う

者
しゃ

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

180人
にん

／年
ねん

 180人
にん

／年
ねん

 180人
にん

／年
ねん

 
 

精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の

家族
か ぞ く

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

とその家族
か ぞ く

が適切
てきせつ

な関係
かんけい

を保
たも

つ

ため、緊急
きんきゅう

滞在
たいざい

場所
ば し ょ

を準備
じゅんび

するとともに、

家族
か ぞ く

が精神
せいしん

疾患
しっかん

について理解
り か い

を深
ふか

める機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

医
い

療
りょう

的
てき

ケ
け

ア
あ

児
じ

・

者
しゃ

等
とう

の支援
しえん

のた

め の 関
かん

係
けい

機
き

関
かん

の

協
きょう

議
ぎ

の場
ば

の開
かい

催
さい

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

への地域
ち い き

における更
さら

なる

支援
し え ん

の 充
じゅう

実
じつ

に向
む

けて、保健
ほ け ん

・医療
いりょう

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

・保育
ほ い く

・教育
きょういく

等
とう

の関係
かんけい

機関
き か ん

が連携
れんけい

を図
はか

る

ため、横浜
よこはま

市
し

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

検討
けんとう

委員会
いいんかい

において、課題
か だ い

共有
きょうゆう

、意見
い け ん

交換
こうかん

、対応
たいおう

策
さく

等
とう

の検討
けんとう

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・

者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

者
しゃ

養成
ようせい

 

受入
うけいれ

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るため、所属
しょぞく

する施設
し せ つ

・

事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

において、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

の受
うけ

入
い

れを積
せっ

極
きょく

的
てき

に行
おこな

えるよう、支援
し え ん

に必要
ひつよう

な

知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を 行
おこな

う支援
し え ん

者
しゃ

を養成
ようせい

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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メディカルショ

ートステイ事業
じぎょう

 

医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

等
とう

を、在宅
ざいたく

で介護
か い ご

する家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

と在宅
ざいたく

生活
せいかつ

の安定
あんてい

を目的
もくてき

として、一時的
いちじてき

に在宅
ざいたく

生活
せいかつ

が困難
こんなん

となった場合
ば あ い

などに、 病
びょう

院
いん

での受
う

け

入
い

れを実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の整備
せ い び

 全
ぜん

区
く

実施
じ っ し

 全
ぜん

区
く

実施
じ っ し

 全
ぜん

区
く

実施
じ っ し

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の 整備
せ い び

（ 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

が有
ゆう

する機
き

能
のう

の 充
じゅう

実
じつ

に向
む

け

た検証
けんしょう

及
およ

び検討
けんとう

の実施
じ っ し

回
かい

数
すう

） 

1回
かい

 1回
かい

 1回
かい

 

精神
せいしん

病 床
びょうしょう

に お け る １ 年
ねん

以上
いじょう

長期
ちょうき

入院患
にゅういんかん

者
じゃ

数
すう

（65歳
さい

以上
いじょう

） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

精神
せいしん

病 床
びょうしょう

に お け る １ 年
ねん

以上
いじょう

長期
ちょうき

入院患
にゅういんかん

者
しゃ

数
すう

（65歳
さい

未満
み ま ん

） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

精神
せいしん

病 床
びょうしょう

における早期
そ う き

退院率
たいいんりつ

（入
にゅう

院
いん

後
ご

３か
か

月
げつ

時
じ

点
てん

） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

精神
せいしん

病
びょう

床
しょう

における早
そう

期
き

退
たい

院
いん

率
りつ

（入
にゅう

院
いん

後
ご

６か
か

月
げつ

時
じ

点
てん

） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

精神
せいしん

病
びょう

床
しょう

における早
そう

期
き

退
たい

院
いん

率
りつ

（入院
にゅういん

後
ご

１年
ねん

時点
じ て ん

） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア

システム（保健
ほ け ん

、医療
いりょう

及
およ

び福祉
ふ く し

関係
かんけい

者
しゃ

に

よる協
きょう

議
ぎ

の場
ば

の開催
かいさい

回
かい

数
すう

） 

3回
かい

(市
し

域
いき

) 

定期
て い き

(区
く

域
いき

) 

3回
かい

(市
し

域
いき

) 

定期
て い き

(区
く

域
いき

) 

3回
かい

(市
し

域
いき

) 

定期
て い き

(区
く

域
いき

) 

精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア

システム（保健
ほ け ん

、医療
いりょう

及
およ

び福祉
ふ く し

関係
かんけい

者
しゃ

に

よる目標
もくひょう

設
せっ

定
てい

及
およ

び評
ひょう

価
か

の実施
じ っ し

回
かい

数
すう

） 

1回
かい

 1回
かい

 1回
かい

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

セ ン タ ー 及
およ

び 発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

支援
し え ん

マ ネ ジ ャ ー の 関係
かんけい

機関
き か ん

へ の 助言
じょげん

件
けん

数
すう

（ 学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

を除
のぞ

く） 

1,000件
けん

 1,000件
けん

 1,000件
けん
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居宅
きょたく

介護
かいご

 
127,601

時間
じ か ん

分
ぶん

 

129,642

時間
じ か ん

分
ぶん

 

131,716

時間
じ か ん

分
ぶん

 

 
8,070人

にん

 8,417人
にん

 8,778人
にん

 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

 
89,044 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

99,640 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

111,497 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

 
544人

にん

 613人
にん

 691人
にん

 

同
どう

行
こう

援
えん

護
ご

 
16,360 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

17,112 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

17,899 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

 
856人

にん

 894人
にん

 934人
にん

 

行
こう

動
どう

援
えん

護
ご

 
13,544 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

15,792 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

18,413 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

 
855人

にん

 1,072人
にん

 1,344人
にん

 

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（福祉
ふくし

型
がた

）（／月
つき

） 1,100人
にん

分
ぶん

 1,120人
にん

分
ぶん

 1,140人
にん

分
ぶん

 

 

5,500人
にん

日
にち

 5,600人
にん

日
にち

 5,700人
にん

日
にち

 

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（医療
いりょう

型
がた

）（／月
つき

） 400人
にん

分
ぶん

 410人
にん

分
ぶん

 420人
にん

分
ぶん

 
 

2,000人
にん

日
にち

 2,050人
にん

日
にち

 2,100人
にん

日
にち

 

日
にっ

中
ちゅう

一
いち

時
じ

支援
しえん

（／月
つき

） 240人
にん

分
ぶん

 240人
にん

分
ぶん

 240人
にん

分
ぶん

 
 

800回
かい

 800回
かい

 800回
かい

 

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

給付
きゅうふ

・貸与
た い よ

（／年
ねん

） 86,000件
けん

 86,000件
けん

 86,000件
けん

 

地域
ち い き

移
い

行
こう

支援
し え ん

（／年
ねん

） 120人
にん

分
ぶん

 132人
にん

分
ぶん

 144人
にん

分
ぶん

 

地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

（／年
ねん

） 600人
にん

分
ぶん

 720人
にん

分
ぶん

 840人
にん

分
ぶん
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横浜
よこはま

市
し

精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

退院
たいいん

サポート事業
じぎょう

 

（／年
ねん

） 
180人

にん

 180人
にん

 180人
にん

 

トピック「行動
こうどう

障害
しょうがい

のある人
ひと

への地域
ち い き

移行
い こ う

及
およ

び地域
ち い き

生活
せいかつ

に向
む

けた取組
とりくみ

」 

横浜市
よこはまし

では、行動
こうどう

障害
しょうがい

のある人
ひと

が身近
み じ か

な地域
ち い き

の中
なか

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できる

仕組
し く

みづくりのため、横浜市
よこはまし

障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

の部会
ぶ か い

の中
なか

で、障害
しょうがい

の

ある人
ひと

の家族
か ぞ く

や外部
が い ぶ

有識者
ゆうしきしゃ

などによる検討
けんとう

を 行
おこな

って方向性
ほうこうせい

を定
さだ

め、様々
さまざま

な

施策
し さ く

を実現
じつげん

・推進
すいしん

してきました。 

 平成
へいせい

28年度
ね ん ど

から、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

の職員
しょくいん

を対象
たいしょう

に、行動
こうどう

障害
しょうがい

に係
かか

る支援力
しえんりょく

向上
こうじょう

を図
はか

るための「強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

支援力
しえんりょく

向上
こうじょう

研修
けんしゅう

」を開催
かいさい

しています。この研修
けんしゅう

は、市内
し な い

法人
ほうじん

が協働
きょうどう

し、「オール横浜市
よこはまし

」として実施
じ っ し

しています。 

 また平成
へいせい

28年度
ね ん ど

から、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センターに「地域
ち い き

支援
し え ん

マネジャー」

を配置
は い ち

し、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

を訪問
ほうもん

して、行動
こうどう

障害
しょうがい

・発達
はったつ

障害
しょうがい

に

関
かん

して支援者
しえんしゃ

がより良
よ

い支援
し え ん

を提供
ていきょう

するためのアセスメントや助言
じょげん

を実施
じ っ し

しています。 

今後
こ ん ご

、こうした取組
とりくみ

を継続的
けいぞくてき

に実施
じ っ し

するとともに、行動
こうどう

障害
しょうがい

のある人
ひと

の

地域
ち い き

移行
い こ う

や地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みづくりについて、さらに検討
けんとう

を進
すす

めてい

きます。  

 
  
 

（２）本人
ほんにん

の力
ちから

を引
ひ

き出
だ

す支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

自
じ

立
りつ

生活
せいかつ

アシスタン

ト 

地域
ち い き

で単身
たんしん

等
とう

で生活
せいかつ

する障害
しょうがい

者
しゃ

に対
たい

して、

自立
じ り つ

生活
せいかつ

アシスタントが、その障害
しょうがい

特性
とくせい

を踏
ふ

まえて、具体的
ぐたいてき

な生活
せいかつ

場面
ば め ん

での社会
しゃかい

適応力
てきおうりょく

を

高
たか

める助言
じょげん

を中心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

を行
おこな

います。国
くに

の実施
じ っ し

事業
じぎょう

との関係
かんけい

を整理
せ い り

しながら推進
すいしん

して

いきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

後見的
こうけんてき

支援
し え ん

制度
せ い ど

 

障害
しょうがい

者
しゃ

本
ほん

人
にん

や家族
か ぞ く

に寄
よ

り添
そ

う「伴走
ばんそう

型
がた

相談
そうだん

支援
し え ん

」として日
ひ

頃
ごろ

から関
かか

わることで、親
おや

なきあ

とも安心
あんしん

して暮
く

らすことができる地域
ち い き

での

見守
み ま も

り体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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消
しょう

費
ひ

者
しゃ

教育
きょういく

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

や家族
か ぞ く

及
およ

び支援
し え ん

者
しゃ

が、商品
しょうひん

・サービス

の利用
り よ う

及
およ

び契約
けいやく

に関
かか

わるトラブル等
とう

を学
まな

ぶこ

とにより、安心
あんしん

した日
にち

常
じょう

生活
せいかつ

を送
おく

れるよう、

意識
い し き

啓発
けいはつ

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 80人
にん

分
ぶん

 100人
にん

分
ぶん

 120人
にん

分
ぶん

 

自立
じりつ

生活
せいかつ

アシスタント 690人
にん

分
ぶん

 690人
にん

分
ぶん

 690人
にん

分
ぶん

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

今回
こんかい

実施
じ っ し

したアンケート調査
ちょうさ

で、「日常
にちじょう

の生活
せいかつ

に介助
かいじょ

が必要
ひつよう

」とした人
ひと

のうち50％以上
いじょう

の人
ひと

が、外出
がいしゅつ

する際
さい

に介助
かいじょ

が必要
ひつよう

だと回答
かいとう

しています。外出
がいしゅつ

の際
さい

のニーズは以前
い ぜ ん

から高
たか

く、横浜
よこはま

市
し

でも障害
しょうがい

のある人
ひと

の移動
い ど う

を支
ささ

える制度
せ い ど

を拡充
かくじゅう

してきました。本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

に沿
そ

った移動
い ど う

支援
し え ん

に関
かん

する情報
じょうほう

を整理
せ い り

して提供
ていきょう

できる体制
たいせい

として設置
せ っ ち

した移動
い ど う

情報
じょうほう

センタ

ーは、平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

から全区
ぜ ん く

で展開
てんかい

しています。また、グループインタビューなどでは、日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

る上
うえ

で必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

な外出
がいしゅつ

に限
かぎ

らず、趣味
し ゅ み

や余暇
よ か

、観光
かんこう

など様々
さまざま

な外出
がいしゅつ

について

移動
い ど う

支援
し え ん

を求
もと

める声
こえ

がありました。 

このような多様
た よ う

なニーズに応
こた

えるためには、移動
い ど う

時
じ

の付
つ

き添
そ

い支援
し え ん

、経済
けいざい

的
てき

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

など、障害
しょうがい

のある人
ひと

に合
あ

わせた適切
てきせつ

な支援
し え ん

を行
おこな

う必要
ひつよう

があります。地域
ち い き

の窓口
まどぐち

となる移動
い ど う

情報
じょうほう

センターの運営
うんえい

推進
すいしん

やガイドヘルパー等
とう

担
にな

い手
て

の発掘
はっくつ

・育成
いくせい

の強化
きょうか

等
とう

を通
つう

じ、移動
い ど う

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

に向
む

けた取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。 

 

取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

移動
い ど う

情報
じょうほう

センタ

ー 運営
うんえい

等
とう

事業
じぎょう

の

推進
すいしん

 

移
い

動
どう

支
し

援
えん

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

を 集
しゅう

約
やく

し、一人
ひ と り

ひ

とりにあった適切
てきせつ

な情報
じょうほう

を提供
ていきょう

すること

や、移動
い ど う

支援
し え ん

を支
ささ

える人
じん

材
ざい

の発掘
はっくつ

・育成
いくせい

を

行
おこな

う移動
い ど う

情報
じょうほう

センターを全
ぜん

区
く

に設置
せ っ ち

し、

市
し

内
ない

のどの地域
ち い き

でも移動
い ど う

支援
し え ん

の仕
し

組
く

みを効
こう

果
か

的
てき

に利用
り よ う

できるようにします。 

相談
そうだん

 

件
けん

数
すう

 

3,300件
けん

 

相談
そうだん

 

件
けん

数
すう

 

3,600件
けん

 

１－３ 移動
い ど う

支援
し え ん
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【再掲
さいけい

】ガイドヘ

ル パ ー 等
とう

研修
けんしゅう

受講料
じゅこうりょう

助成
じょせい

 

ガイドヘルパー等
とう

の資格
し か く

取得
しゅとく

のための

研修
けんしゅう

受講料
じゅこうりょう

の一部
い ち ぶ

を助成
じょせい

し、人
じん

材
ざい

確保
か く ほ

を

図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【再掲
さいけい

】ガイドヘ

ルパースキルア

ップ研修
けんしゅう

 

より質
しつ

の高
たか

いサービスが提供
ていきょう

できるよう、

移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の 従 業
じゅうぎょう

者
しゃ

を対象
たいしょう

に研修
けんしゅう

を

実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

難病患
なんびょうかん

者
しゃ

外
がい

出
しゅつ

支援
し え ん

サ ー ビ ス

事業
じぎょう

 

一般
いっぱん

の交通
こうつう

機関
き か ん

を利用
り よ う

して外出
がいしゅつ

に困難
こんなん

を

伴
ともな

う、 車
くるま

いす等
とう

を利用
り よ う

する難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

に

福祉
ふ く し

車両
しゃりょう

による送迎
そうげい

サービスを提供
ていきょう

しま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

在
ざい

宅
たく

重
じゅう

症
しょう

患
かん

者
しゃ

外
がい

出
しゅつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

車
くるま

いすによる移動
い ど う

が困難
こんなん

でストレッチャ

ー対応車
たいおうしゃ

を使
し

用
よう

せざるを得
え

ない難病
なんびょう

患者
かんじゃ

が、通院
つういん

等
とう

の際
さい

、所定
しょてい

の患者
かんじゃ

等
とう

搬送用
はんそうよう

自動車
じどうしゃ

を利用
り よ う

した場合
ば あ い

に、その移送費
い そ う ひ

の一部
い ち ぶ

を

助成
じょせい

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

福祉
ふ く し

有償
ゆうしょう

移動
い ど う

サ

ービス事業
じぎょう

 

移動
い ど う

に介助
かいじょ

が必要
ひつよう

な身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

を対象
たいしょう

に、登録
とうろく

されたＮＰＯ
えぬぴーおー

法人
ほうじん

等
とう

による、自家用
じ か よ う

自動車
じどうしゃ

を利用
り よ う

した移動
い ど う

サービスを促進
そくしん

しま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

へ

の 移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の拡充
かくじゅう

 

公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

で の 外出
がいしゅつ

が 困難
こんなん

な 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

に対
たい

して、移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の拡充
かくじゅう

を図
はか

ります。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 
 
 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

（移動
い ど う

介護
か い ご

・通学通所
つうがくつうしょ

支援
し え ん

） 

781,554

時間
じ か ん

分
ぶん

 

797,185

時間
じ か ん

分
ぶん

 

813,128

時間
じ か ん

分
ぶん

  

6,479人
にん

分
ぶん

 6,673人
にん

分
ぶん

 6,873人
にん

分
ぶん
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現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

これまでの取組
とりくみ

によって、公共
こうきょう

施設
し せ つ

やターミナル駅
えき

などにおけるハード面
めん

の整備
せ い び

状 況
じょうきょう

については、今回
こんかい

実施
じ っ し

したグループインタビューでも高
たか

い評価
ひょうか

を得
え

ることができました。

一方
いっぽう

で、公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

の施設
し せ つ

や、公共
こうきょう

施設
し せ つ

などから離
はな

れた地域
ち い き

は、バリアフリーが進
すす

ん

でいないという声
こえ

もありました。こうした意見
い け ん

の中
なか

には、建物
たてもの

や設備
せ つ び

のことだけでなく、

障害
しょうがい

理解
り か い

などのソフト面
めん

の取組
とりくみ

が進
すす

んでいないといった指摘
し て き

も含
ふく

まれています。 

こうした意見
い け ん

を踏
ふ

まえ、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も過
す

ごしやすいまちづくりを推進
すいしん

するた

めには、これまで取
と

り組
く

んできた以上
いじょう

に、福祉
ふ く し

や交通
こうつう

、建築
けんちく

など様々
さまざま

な分野
ぶ ん や

で、市民
し み ん

・民間
みんかん

企業
きぎょう

・行政
ぎょうせい

などの多様
た よ う

な主体
しゅたい

が、さらなる連携
れんけい

を図
はか

ってバリアフリーを推進
すいしん

するとともに、

一人
ひ と り

ひとりが障害
しょうがい

を理解
り か い

し、必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

を知
し

ったうえで、誰
だれ

もが支
ささ

え合
あ

う地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

をつくるという意識
い し き

を持
も

つことが重要
じゅうよう

です。 

 そこで、施策
し さ く

として、市民
し み ん

・事業者
じぎょうしゃ

・行政
ぎょうせい

が協 力
きょうりょく

して、誰
だれ

もが安全
あんぜん

に安心
あんしん

してまちを

移動
い ど う

し、様々
さまざま

な施設
し せ つ

を利用
り よ う

できる環境
かんきょう

をハードとソフトとを一体
いったい

的
てき

に 整
ととの

えるなど、福祉
ふ く し

のまちづくりをさらに推進
すいしん

していきます。 

 

取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

福祉
ふ く し

のまちづく

り推進
すいしん

事業
じぎょう

 

｢横浜
よこはま

に関
かか

わる全
すべ

ての人
ひと

がお互
たが

いを尊重
そんちょう

し、

助
たす

け合
あ

う、人
ひと

の優
やさ

しさにあふれたまちづく

り｣を実現
じつげん

するため、ハードとソフト（環境
かんきょう

整備
せ い び

や福祉
ふ く し

教育
きょういく

など）を一
いっ

体
たい

的
てき

に取
と

り組
く

み、

福祉
ふ く し

のまちづくりを推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

の

バリアフリー化
か

 

誰
だれ

もが移動
い ど う

しやすい環境
かんきょう

整備
せ い び

の一環
いっかん

とし

て、鉄道
てつどう

駅舎
えきしゃ

へのエレベーター等
とう

の設置
せ っ ち

及
およ

び

ノンステップバスの導入
どうにゅう

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

バリアフリーの

推進
すいしん

（バリアフリ

ー 基
き

本
ほん

構想
こうそう

の

検討
けんとう

・作成
さくせい

） 

バリアフリー法
ほう

に基
もと

づき、駅
えき

周
しゅう

辺
へん

の重
じゅう

点
てん

的
てき

かつ一体的
いったいてき

なバリアフリー整備
せ い び

を推進
すいしん

する

ため、区
く

ごとにバリアフリー基
き

本
ほん

構想
こうそう

を作成
さくせい

します。 

・策
さく

定
てい

済
ず

み地
ち

区
く

の見直
み な お

しや、未策定地
み さ く て い ち

区
く

の

新規
し ん き

作成
さくせい

等
とう

 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

１－４ まちづくり 
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バリアフリーの

推進
すいしん

（バリアフリ

ー 歩
ほ

行
こう

空
くう

間
かん

の

整備
せ い び

） 

駅
えき

周
しゅう

辺
へん

のバリアフリー化
か

を推進
すいしん

するため、

バリアフリー基
き

本
ほん

構
こう

想
そう

に基
もと

づき、道路
ど う ろ

のバリ

アフリー化
か

を、引
ひ

き続
つづ

き、進
すす

めます。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

横浜
よこはま

市
し

公共
こうきょう

サイ

ンガイドライン

の運用
うんよう

推進
すいしん

 

公的
こうてき

機関
き か ん

により設置
せ っ ち

される歩
ほ

行
こう

者
しゃ

用
よう

案
あん

内
ない

・

誘導
ゆうどう

サインの規格
き か く

や表示
ひょうじ

内容
ないよう

等
とう

の統
とう

一
いつ

を図
はか

るためのガイドラインの運用
うんよう

を推進
すいしん

します。 

また、公共
こうきょう

サインの掲載
けいさい

基準
きじゅん

等
とう

について必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて見
み

直
なお

しを検討
けんとう

し、より歩
ほ

行
こう

者
しゃ

にわ

かりやすいサイン整備
せ い び

を進
すす

めていきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

エ レ ベ ー タ ー

設置
せ っ ち

事業
じぎょう

 

エレベーターの整備
せ い び

など、学校
がっこう

施設
し せ つ

のバリア

フリー化
か

を進
すす

め、障害
しょうがい

児
じ

が学
まな

びやすい環
かん

境
きょう

を整備
せ い び

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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今回
こんかい

実施
じ っ し

したアンケート調査
ちょうさ

では、将来
しょうらい

に不安
ふ あ ん

を感
かん

じることとして「健康
けんこう

や体力
たいりょく

が保
たも

てるかどうか」ということが最
もっと

も多
おお

く挙
あ

げられています。障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

やその家族
か ぞ く

にとっ

て、健康
けんこう

や老後
ろ う ご

のことが大
おお

きな課題
か だ い

であると考
かんが

えられます。そこで、障害
しょうがい

のある人
ひと

もな

い人
ひと

も誰
だれ

もが健康
けんこう

づくりに取
と

り組
く

みやすくなる施策
し さ く

を検討
けんとう

し、地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らせるよ

う、一人
ひ と り

ひとりその人
ひと

なりの健康
けんこう

づくりを支
ささ

えていきます。さらに、医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

が障害
しょうがい

理解
り か い

を深
ふか

めることなどにより必要
ひつよう

な時
とき

に適切
てきせつ

な医療
いりょう

を受けられる環境
かんきょう

を充実
じゅうじつ

させていき

ます。 

また、地域
ち い き

で安全
あんぜん

に暮
く

らすためには、防災
ぼうさい

・減災
げんさい

の観点
かんてん

も欠
か

かせません。障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

やあるなしに関
かか

わらず地域
ち い き

で支
ささ

え合
あ

い、助
たす

け合
あ

うことができるような関係
かんけい

づくりが必要
ひつよう

で

す。そのため、障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、防災
ぼうさい

訓練
くんれん

などを通
とお

した地域
ち い き

への障害
しょうがい

の

理解
り か い

啓発
けいはつ

を進
すす

め、自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の取組
とりくみ

を支援
し え ん

し、震災
しんさい

・風水害
ふうすいがい

など様々
さまざま

な災害
さいがい

に対応
たいおう

する

ことが求
もと

められています。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

今後
こ ん ご

、障害
しょうがい

者
しゃ

自身
じ し ん

の高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

もさらに進
すす

むと予測
よ そ く

される中
なか

、障害
しょうがい

の重度
じゅうど

化
か

の緩
かん

和
わ

、生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

病
びょう

の予防
よ ぼ う

及
およ

び合併症
がっぺいしょう

や重 症
じゅうしょう

化
か

の予防
よ ぼ う

は、地域
ち い き

の中
なか

で暮
く

らし続
つづ

けていくう

えで非常
ひじょう

に重要
じゅうよう

です。今回
こんかい

のアンケート調査
ちょうさ

では、およそ半数
はんすう

の人
ひと

が、健康
けんこう

・医療
いりょう

につい

て必要
ひつよう

なこととして「十分
じゅうぶん

な睡眠
すいみん

と栄養
えいよう

」「適度
て き ど

な運動
うんどう

」と回答
かいとう

しています。これは、第
だい

３期
き

横浜
よこはま

市
し

障害
しょうがい

者
しゃ

プランで取
と

り組
く

んできた生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

病
びょう

予防
よ ぼ う

などの普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

の成果
せ い か

が出
で

ているとも考
かんが

えられます。一方
いっぽう

、同
どう

アンケート調査
ちょうさ

で「運動
うんどう

はしていない」と回答
かいとう

した人
ひと

は半数
はんすう

を超
こ

えています。健康
けんこう

づくり・介護
か い ご

予防
よ ぼ う

などをどのように取
と

り組
く

めばよいのか、伝
つた

えきれていないのが現状
げんじょう

だといえます。 

また、受診
じゅしん

が必要
ひつよう

になったとき、医療
いりょう

機関
き か ん

に受
じゅ

診
しん

しやすい環境
かんきょう

も重要
じゅうよう

です。グループ

インタビューでも、ちょっとした体調
たいちょう

不良
ふりょう

や歯科
し か

検診
けんしん

などは、自身
じ し ん

の障害
しょうがい

についてよく

わかっている近隣
きんりん

の医療
いりょう

機関
き か ん

で受
じゅ

診
しん

したいという意見
い け ん

が聞
き

かれました。障害
しょうがい

を専門
せんもん

とする

医療
いりょう

機関
き か ん

だけではなく、障害
しょうがい

のことをよく理解
り か い

して対応
たいおう

ができる医療
いりょう

機関
き か ん

が増
ふ

えていくこ

とは、障害
しょうがい

のある人
ひと

にとっての安心
あんしん

になります。いざというとき速
すみ

やかに対応
たいおう

できる医療
いりょう

環境
かんきょう

を 整
ととの

えることと併
あわ

せ、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

や研修
けんしゅう

など、医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

に対
たい

して障害
しょうがい

のことをよ

り深
ふか

く知
し

ってもらうことにも引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

んでいく必要
ひつよう

があります。 

 そこで、３つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

  

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

２ 安全
あんぜん

・安心
あんしん

 

２－１ 健康
けんこう

・医療
いりょう
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（１）障害
しょうがい

者
しゃ

の健康
けんこう

づくりの推進
すいしん

 

運動
うんどう

、歯
は

・口腔
こうくう

や食
しょく

生活
せいかつ

など健康
けんこう

増進
ぞうしん

の基本
き ほ ん

要素
よ う そ

となる分野
ぶ ん や

について、障害
しょうがい

者
しゃ

団体
だんたい

とも協 力
きょうりょく

しながら、健康
けんこう

増進
ぞうしん

計画
けいかく

と連動
れんどう

させて検討
けんとう

・推進
すいしん

します。また、障害
しょうがい

者
しゃ

に

必要
ひつよう

な体力
たいりょく

づくりやリハビリテーションが地域
ち い き

で 行
おこな

えるよう、人材
じんざい

育成
いくせい

も含
ふく

めた

環境
かんきょう

の整備
せ い び

を進
すす

めます。 

（２）医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

に、適切
てきせつ

な医療
いりょう

を提供
ていきょう

できるよう、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

や医療
いりょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

への支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

や、医療
いりょう

機関
き か ん

・医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

に対
たい

する障害
しょうがい

特性
とくせい

への理解
り か い

を深
ふか

める研修
けんしゅう

などを通
つう

じて、医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

また、精神
せいしん

科
か

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

については、土曜日
ど よ う び

・日曜日
にちようび

・祝日
しゅくじつ

などの病院
びょういん

が 救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

を取
と

ることが困難
こんなん

な日
ひ

及
およ

び時間帯
じかんたい

における受入
うけいれ

病 床
びょうしょう

を確保
か く ほ

し、体制
たいせい

が充実
じゅうじつ

されるよう努
つと

めます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）障害
しょうがい

者
しゃ

の健康
けんこう

づくりの推進
すいしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

へのスポ

ーツを通
つう

じた健
けん

康
こう

・ 体
たい

力
りょく

作
づく

り

支援
し え ん

 

障害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

した障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ文
ぶん

化
か

センターのスタッフ等
とう

が、障害
しょうがい

者
しゃ

が体
たい

力
りょく

作
づく

りや余
よ

暇
か

活
かつ

動
どう

を身
み

近
ぢか

な場
ば

所
しょ

で行
おこな

えるよ

う、地域
ち い き

の人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

も含
ふく

めた環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

を進
すす

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【 再掲
さいけい

】 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

職員
しょくいん

等
とう

への支援
し え ん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

のＱＯＬ
きゅーおーえる

の向上
こうじょう

を目指
め ざ

して、

障害
しょうがい

特性
とくせい

やライフステージに応
おう

じた障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

の緩和
か ん わ

、生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の予防
よ ぼ う

等
とう

の

普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を図
はか

るため、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

におけ

る衛生
えいせい

管理
か ん り

、栄養
えいよう

管理
か ん り

に関
かん

する研修
けんしゅう

、

連絡会
れんらくかい

等
とう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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トピック「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

への支援
し え ん

」 

医療
いりょう

技術
ぎじゅつ

の進歩
し ん ぽ

を背景
はいけい

として、病院
びょういん

を退院
たいいん

後
ご

、人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

や胃
い

ろう、吸引
きゅういん

などの医療的
いりょうてき

ケアを日常的
にちじょうてき

に受
う

けながら在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

をされている人
ひと

（以下
い か

で

は「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

」と言
い

います）が増
ふ

えています。 

 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

の家族
か ぞ く

には、夜中
よ な か

も人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

の管理
か ん り

や痰
たん

の吸引
きゅういん

などが

必要
ひつよう

なために長
なが

い時間
じ か ん

は眠
ねむ

れなかったり、介護
か い ご

や見守
み ま も

りのために時間的
じかんてき

な制約
せいやく

があったりして、大
おお

きな負担
ふ た ん

がかかっている人
ひと

が多
おお

くいます。 

 また、医療
いりょう

や福祉
ふ く し

などで必要
ひつよう

とするサービスも専門的
せんもんてき

なものが多
おお

いことか

ら、調整
ちょうせい

役
やく

を務
つと

められる人
ひと

が少
すく

ないため、家族
か ぞ く

が自分
じ ぶ ん

で調整
ちょうせい

することを強
し

い

られています。情報
じょうほう

が少
すく

ない中
なか

で、なかなか適切
てきせつ

なサービスが見
み

つからなか

ったりすることが課題
か だ い

となっています。 

加
くわ

えて、風邪
か ぜ

や予防
よ ぼ う

接種
せっしゅ

などのときに近所
きんじょ

で受診
じゅしん

しようとしても受診
じゅしん

できる

クリニックが見
み

つからなかったり、希望
き ぼ う

どおり医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

に対応
たいおう

できる

サービスや施設
し せ つ

が少
すく

なかったりすることも課題
か だ い

です。 

 そのため、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

が地域
ち い き

で生活
せいかつ

するのに必要
ひつよう

な医療
いりょう

・福祉
ふ く し

・

教育
きょういく

などの支援
し え ん

を総合的
そうごうてき

に調整
ちょうせい

する体制
たいせい

をつくり、サービス利用
り よ う

を充実
じゅうじつ

さ

せようと「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

促進
そくしん

事業
じぎょう

」を実施
じ っ し

しています。現在
げんざい

取
と

り組
く

んでいることは、 

① 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

とその家族
か ぞ く

、地域
ち い き

の支援
し え ん

者
しゃ

や関係機関
かんけいきかん

とのつなぎ役
やく

とし

て必要
ひつよう

な支援
し え ん

を総合的
そうごうてき

に調整
ちょうせい

する「横浜型
よこはまがた

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

コーディネ

ーター」の養成
ようせい

・配置
は い ち

 

② 施設
し せ つ

・事業所
じぎょうしょ

などで積極的
せっきょくてき

に支援
し え ん

を行
おこな

うため必要
ひつよう

な知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

の普及
ふきゅう

・

啓発
けいはつ

を行
おこな

う「横浜型
よこはまがた

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

者
しゃ

」の養成
ようせい

 

③ 医療
いりょう

・福祉
ふ く し

・教育
きょういく

等
とう

の関係機関
かんけいきかん

が一堂
いちどう

に会
かい

して、地域
ち い き

での支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

に

向
む

けて議論
ぎ ろ ん

する「横浜市
よこはまし

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

検討
けんとう

委員会
いいんかい

」の開催
かいさい

 

④ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

や地域
ち い き

の施設
し せ つ

・事業所
じぎょうしょ

などの実態
じったい

を継続的
けいぞくてき

に把握
は あ く

する

仕組
し く

みづくり 

 の４つです。 

この取組
とりくみ

により、地域
ち い き

の支援
し え ん

者
しゃ

や関係機関
かんけいきかん

とのネットワークをつくり、

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

ができるようにしていきます。 
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（２）医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

難病
なんびょう

患
かん

者
しゃ

一時
い ち じ

入院
にゅういん

事業
じぎょう

 

医療
いりょう

依存度
い ぞ ん ど

の高
たか

い難病
なんびょう

患
かん

者
しゃ

が介助
かいじょ

者
しゃ

の事情
じじょう

により、在宅
ざいたく

で介助
かいじょ

を受
う

けることが困難
こんなん

に

なった場合
ば あ い

、一時的
いちじてき

に入院
にゅういん

できるようにし

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

歯
し

科
か

保健
ほ け ん

医療
いりょう

推進
すいしん

事業
じぎょう

( 心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

歯
し

科
か

診
しん

療
りょう

） 

通
つう

常
じょう

の歯
し

科
か

診
しん

療
りょう

では対
たい

応
おう

が困
こん

難
なん

な心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

に対
たい

する歯科
し か

治療
ちりょう

の確保
か く ほ

を、引
ひ

き続
つづ

き、図
はか

ります。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【再掲
さいけい

】メディカ

ルショートステ

イ事業
じぎょう

 

医療的
いりょうてき

ケアが必
ひつ

要
よう

な重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

等
とう

を、在宅
ざいたく

で介護
か い ご

する家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

と

在宅
ざいたく

生活
せいかつ

の安定
あんてい

を目的
もくてき

として、一時的
いちじてき

に

在宅
ざいたく

生活
せいかつ

が困難
こんなん

となった場合
ば あ い

などに、病
びょう

院
いん

での受
う

け入
い

れを実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

難病
なんびょう

患
かん

者
しゃ

在宅
ざいたく

療養
りょうよう

計画
けいかく

策定
さくてい

・

評価
ひょうか

事業
じぎょう

 

在宅
ざいたく

難病
なんびょう

患
かん

者
しゃ

に対
たい

し、保健
ほ け ん

・医療
いりょう

・福祉
ふ く し

の

各
かく

サービスを適切
てきせつ

に提供
ていきょう

するために、関係
かんけい

者
しゃ

が合同
ごうどう

でサービス内容
ないよう

を検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

医
い

療
りょう

機
き

関
かん

連
れん

携
けい

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

が身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で適切
てきせつ

な医療
いりょう

が受
う

けられる環境
かんきょう

づくりを推進
すいしん

するため、

障害
しょうがい

特性
とくせい

等
とう

を理解
り か い

し適切
てきせつ

な医療
いりょう

を提供
ていきょう

で

きる医療
いりょう

機関
き か ん

を増
ふ

やします。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

重度
じゅうど

神経
しんけい

難病
なんびょう

患
かん

者
しゃ

在宅
ざいたく

支援
し え ん

シ ス

テムの構築
こうちく

 

発病
はつびょう

から数
すう

年
ねん

で急
きゅう

速
そく

に進
しん

行
こう

する神経
しんけい

難病
なんびょう

患
かん

者
しゃ

に対
たい

する在
ざい

宅
たく

支援
し え ん

システムを、専門
せんもん

医療
いりょう

機関
き か ん

・在宅
ざいたく

リハビリテーション等
とう

の

保健
ほ け ん

・医療
いりょう

関係
かんけい

者
しゃ

と障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業
じぎょう

等
とう

との連携
れんけい

により、構築
こうちく

します。 

・Ａ
えー

Ｌ
える

Ｓ
えす

者
しゃ

に加
くわ

え、筋
きん

ジストロフィー症
しょう

者
しゃ

のライフステージに合
あ

わせた生活
せいかつ

障害
しょうがい

支援
し え ん

を目的
もくてき

に、在宅
ざいたく

リハビリテーション

を活用
かつよう

する流
なが

れを構築
こうちく

します。 

構築
こうちく

 構築
こうちく

 



第３章- 37 - 

 

在
ざい

宅
たく

療
りょう

養
よう

児
じ

の 

地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

を 支
ささ

え

るネットワーク 

連絡会
れんらくかい

 

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の医療
いりょう

（入院
にゅういん

・在宅
ざいたく

）に関
かか

わ

る医療
いりょう

関係
かんけい

者
しゃ

を中心
ちゅうしん

に、福祉
ふ く し

・教育
きょういく

関係
かんけい

者
しゃ

を対象
たいしょう

として、在宅
ざいたく

支援
し え ん

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

交換
こうかん

や人
じん

的
てき

交
こう

流
りゅう

を通
つう

じて、障害
しょうがい

理解
り か い

を促
そく

進
しん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支
ささ

えるための

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支える

ための医療
いりょう

体制
たいせい

をはじめとする検討
けんとう

を行
おこな

い、支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 
検討
けんとう

 推進
すいしん

 

重
じゅう

度
ど

障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

入
にゅう

院
いん

時
じ

コミュニ

ケーション支援
し え ん

事業
じぎょう

 

入
にゅう

院
いん

先
さき

医
い

療
りょう

機
き

関
かん

の医
い

師
し

・看
かん

護
ご

師
し

等
とう

との

意思
い し

疎通
そ つ う

が十
じゅう

分
ぶん

に図
はか

れない障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

を

対象
たいしょう

に、入院先
にゅういんさき

にコミュニケーション

支援
し え ん

員
いん

を派遣
は け ん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

健康
けんこう

ノート 

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

が自
じ

分
ぶん

の住
す

む地域
ち い き

の医療
いりょう

機関
き か ん

で

受
じゅ

診
しん

する際
さい

に活用
かつよう

できる「健康
けんこう

ノート」に

ついて、入手
にゅうしゅ

しやすくなるよう検討
けんとう

し、よ

り活用
かつよう

できるようにします。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【再掲
さいけい

】医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

のある小
しょう

児
に

及
およ

び重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の支援
し え ん

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

の向
む

上
じょう

を図
はか

り、障害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

した医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

を育成
いくせい

するための研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【 再掲
さいけい

】 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 働
はたら

く看
かん

護
ご

師
し

の支援
し え ん

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で働
はたら

く看護師
か ん ご し

の定着
ていちゃく

に向
む

けた支援
し え ん

を行
おこな

うとともに、確保
か く ほ

の方策
ほうさく

につ

いて検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

精
せい

神
しん

科
か

救
きゅう

急
きゅう

医
い

療
りょう

対
たい

策
さく

事
じ

業
ぎょう

 

精神
せいしん

疾
しつ

患
かん

の急激
きゅうげき

な発症
はっしょう

や精神
せいしん

症 状
しょうじょう

の悪
あっ

化
か

などで、早急
そうきゅう

に適切
てきせつ

な精神
せいしん

科
か

医療
いりょう

を必要
ひつよう

とする場合
ば あ い

に、精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

法
ほう

に基
もと

づく診
しん

察
さつ

や病
びょう

院
いん

の紹
しょう

介
かい

を行
おこな

うとともに、必
ひつ

要
よう

な

医療
いりょう

施設
し せ つ

を確
かく

保
ほ

すること等
とう

により、引
ひ

き続
つづ

き救
きゅう

急
きゅう

患
かん

者
しゃ

の円
えん

滑
かつ

な医
い

療
りょう

及
およ

び保護
ほ ご

を図
はか

り

ます。 

 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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精神
せいしん

疾
しつ

患
かん

を 合
がっ

併
ぺい

す る 身
しん

体
たい

救
きゅう

急
きゅう

患
かん

者
しゃ

の 救
きゅう

急
きゅう

医
い

療
りょう

体
たい

制
せい

整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

 

精神
せいしん

疾
しつ

患
かん

を合
がっ

併
ぺい

する身
しん

体
たい

救
きゅう

急
きゅう

患
かん

者
しゃ

を適切
てきせつ

な医療
いりょう

機関
き か ん

へ円滑
えんかつ

に搬送
はんそう

できるよう、

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

横浜
よこはま

市
し

では、災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

に要援護
ようえんご

者
しゃ

の安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

等
とう

が迅速
じんそく

に行
おこな

えるよう、日頃
ひ ご ろ

からの地
ち

域
いき

の支
ささ

え合
あ

いの取組
とりくみ

を支援
し え ん

する災害
さいがい

時
じ

要援護
ようえんご

者
しゃ

支援
し え ん

事業
じぎょう

などを推進
すいしん

してきました。その成
せい

果
か

として、災害
さいがい

時
じ

要援護
ようえんご

者
しゃ

支援
し え ん

の取組
とりくみ

を実施
じ っ し

している自治会
じ ち か い

・町内会
ちょうないかい

の割合
わりあい

は毎年
まいねん

高
たか

ま

っています。 

また、今回
こんかい

のアンケート調査
ちょうさ

でも、およそ半数
はんすう

の人
ひと

が「自分
じ ぶ ん

の避難先
ひなんさき

を確認
かくにん

している」

「災害
さいがい

時
じ

の水
みず

や食 料
しょくりょう

を準備
じゅんび

している」と答
こた

えています。一方
いっぽう

で、現在
げんざい

の避難所
ひなんじょ

へ辿
たど

り着
つ

くことができるか、避難所
ひなんじょ

で周
まわ

りの人
ひと

や知
し

らない人
ひと

とうまく過
す

ごしていけるか、自分
じ ぶ ん

の

障害
しょうがい

のことを理解
り か い

してもらえるかなどの不安
ふ あ ん

を持
も

っている人
ひと

は今回
こんかい

のアンケート調査
ちょうさ

で

も４割
わり

以上
いじょう

に上
のぼ

りました。 

障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、障害
しょうがい

のある人
ひと

も参加
さ ん か

した地域
ち い き

防災
ぼうさい

拠点
きょてん

での訓練
くんれん

の

実施
じ っ し

など、災害
さいがい

に備
そな

えた自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の取組
とりくみ

は継続
けいぞく

して推進
すいしん

する必要
ひつよう

があります。 

 行政
ぎょうせい

として、平時
へ い じ

から災害
さいがい

に備
そな

えた必要
ひつよう

な対応
たいおう

について啓発
けいはつ

を行
おこな

うとともに、防災
ぼうさい

訓練
くんれん

などを通
つう

じて障害
しょうがい

者
しゃ

が日頃
ひ ご ろ

から困
こま

っていることや一人
ひ と り

ひとりに必要
ひつよう

な支援
し え ん

について

地域
ち い き

に理解
り か い

していただくなど、自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の取組
とりくみ

を支援
し え ん

し、震災
しんさい

・風水害
ふうすいがい

など様々
さまざま

な

災害
さいがい

に対応
たいおう

できるよう検討
けんとう

する必要
ひつよう

があります。 

  

２－２ 防災
ぼうさい

・減災
げんさい
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取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

災
さい

害
がい

時
じ

要
よう

援
えん

護
ご

者
しゃ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

災
さい

害
がい

時
じ

に自
じ

力
りき

避
ひ

難
なん

が困
こん

難
なん

な要
よう

援
えん

護
ご

者
しゃ

の安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

や避
ひ

難
なん

支援
し え ん

等
とう

の活動
かつどう

が円滑
えんかつ

に行
おこな

われる

よう、災害
さいがい

時
じ

要援護
ようえんご

者
しゃ

名簿
め い ぼ

や避難
ひ な ん

支援
し え ん

に必
ひつ

要
よう

な情報
じょうほう

を地域
ち い き

に提
てい

供
きょう

し、日
ひ

頃
ごろ

からの地
ち

域
いき

における自
じ

主
しゅ

的
てき

な支
ささ

え合
あ

いの取組
とりくみ

を支援
し え ん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

・支援
し え ん

者
しゃ

に よ る 災害
さいがい

時
じ

等
とう

の障害
しょうがい

理解
り か い

促進
そくしん

 

セイフティーネットプロジェクト横浜
よこはま

や

関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

と連携
れんけい

し、各
かく

区
く

で実施
じ っ し

される

地域
ち い き

防災
ぼうさい

拠点
きょてん

訓練
くんれん

等
とう

で障害
しょうがい

者
しゃ

理解
り か い

を促進
そくしん

し

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

災
さい

害
がい

時
じ

等
とう

の 自
じ

助
じょ

力
りょく

向上
こうじょう

に 向
む

け

たツールの作
さく

成
せい

及
およ

び普
ふ

及
きゅう

・啓発
けいはつ

 

 

風
ふう

水
すい

害
がい

を含
ふく

めた災
さい

害
がい

時
じ

に備
そな

え、自助力
じじょりょく

の向
こう

上
じょう

のためのツールの検討
けんとう

・作成
さくせい

と、本
ほん

市
し

ウ

ェブサイト等
とう

を活用
かつよう

した普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を行
おこな

っ

ていきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

災害
さいがい

時
じ

における

自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の 情
じょう

報
ほう

共
きょう

有
ゆう

の推進
すいしん

 

横浜
よこはま

市
し

障害
しょうがい

者
しゃ

推進
すいしん

協
きょう

議会
ぎ か い

や各
かく

団体
だんたい

の会
かい

議
ぎ

体
たい

にて、災害
さいがい

時
じ

における自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

につい

て情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を行
おこな

います。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 

障
しょう

害
がい

種
しゅ

別
べつ

応
おう

急
きゅう

備
び

蓄
ちく

物
ぶっ

資
し

連
れん

携
けい

事
じ

業
ぎょう

 

障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた応
おう

急
きゅう

備
び

蓄
ちく

物
ぶっ

資
し

につい

て、引
ひ

き続
つづ

き保
ほ

管
かん

できるよう、普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を実施
じ っ し

します。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し
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トピック「セイフティーネットプロジェクト横浜
よこはま

（Ｓ
えす

－ｎｅｔ
ね っ と

横浜
よこはま

）の活動
かつどう

」 

 「セイフティーネットプロジェクト横浜
よこはま

（ S
えす

-net
ねっと

横浜
よこはま

）」とは、横浜
よこはま

市内
し な い

の15の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

と機関
き か ん

による組織
そ し き

です。障害
しょうがい

のある人
ひと

やその家族
か ぞ く

が主体
しゅたい

となって、自分
じ ぶ ん

たちのできることから活動
かつどう

することを大切
たいせつ

にしなが

ら、地域
ち い き

の人々へ様々
さまざま

な障害
しょうがい

についての理解
り か い

を深めてもらい、障害
しょうがい

のある

人
ひと

が地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らしていけるよう、活動
かつどう

しています。 

 

■「コミュニケーションボード・カード」の活用
かつよう

促進
そくしん

 

 文字
も じ

や言葉
こ と ば

によるコミュニケーションが苦手
に が て

な人
ひと

が、ボードやカードに描
か

かれた絵
え

や記号
き ご う

を指
ゆび

さすことで、意思
い し

を伝
つた

えやすくする「コミュニケーショ

ンボード・カード」を作成
さくせい

し、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行っています。 

 ※ これまでに作成
さくせい

した「お店用
みせよう

」「救 急
きゅうきゅう

用
よう

」「災害用
さいがいよう

」のボードやカー

ドについては、次
つぎ

のＵＲＬ
ゆーあーるえる

から自由
じ ゆ う

にダウンロードして使えます。 

http://www.yokohamashakyo.jp/siencenter/safetynet/cboard.html 

 

■出前
で ま え

講座
こ う ざ

の実施 

障害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

が、地域
ち い き

の人
ひと

たちと災害
さいがい

時
じ

の備
そな

えを一緒
いっしょ

に

取
と

り組
く

めるような関係
かんけい

を作
つく

っていくために、「避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

での自閉症
じへいしょう

や知的
ち て き

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
し え ん

」などをテーマとした講座
こ う ざ

を行
おこな

っています。 

 

■「黄色
き い ろ

と緑
みどり

のバンダナ」の取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

災害
さいがい

時
じ

、配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

であることがわかりにくい障害
しょうがい

のある人
ひと

も、必要
ひつよう

な

支援
し え ん

を受
う

けることができるよう、「配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

な人
ひと

は【黄色
き い ろ

】」「支援
し え ん

ができ

る人
ひと

は【緑色
みどりいろ

】」のものを身
み

に着
つ

けようという取組
とりくみ

を進
すす

めています。 
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障害
しょうがい

のある子
こ

どもは、育
そだ

ちと暮
く

らしに個別
こ べ つ

の課題
か だ い

を抱
かか

えています。子
こ

どもとしての育
そだ

ちを支
ささ

えるとともに、発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

です。 

横浜
よこはま

市
し

では、障害
しょうがい

のある子
こ

どもとその家族
か ぞ く

を支援
し え ん

するため、障害
しょうがい

の早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

の仕組
し く

みづくりを進
すす

め、地域
ち い き

療育
りょういく

センターの機能
き の う

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、療育
りょういく

と

教育
きょういく

の連携
れんけい

に取
と

り組
く

んできました。 

昨今
さっこん

、横浜
よこはま

市
し

における統計
とうけい

では、子
こ

どもの人口
じんこう

が減少
げんしょう

傾向
けいこう

にある中
なか

、障害
しょうがい

のある子
こ

ど

もは増加
ぞ う か

しています。一方
いっぽう

で、保育所
ほいくじょ

や幼稚園
ようちえん

では障害
しょうがい

のある子
こ

どもの積極
せっきょく

的
てき

な受入
う け い

れ

が進
すす

むとともに、障害
しょうがい

児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

が増加
ぞ う か

するなど、障害
しょうがい

のある子
こ

どもを取
と

り巻
ま

く

環境
かんきょう

は大
おお

きく変化
へ ん か

しています。 

引
ひ

き続
つづ

き、障害
しょうがい

児
じ

に関
かか

わる機関
き か ん

が連携
れんけい

し、障害
しょうがい

のある子
こ

どもがそれぞれの生活
せいかつ

の場面
ば め ん

で、きめ細
こま

かな支援
し え ん

が受
う

けられることが必要
ひつよう

です。 

教育
きょういく

の場
ば

では、すべての子
こ

どもが一貫
いっかん

して適切
てきせつ

な指導
し ど う

・支援
し え ん

を受
う

け、必要
ひつよう

な合理
ご う り

的
てき

配慮
はいりょ

が提
てい

供
きょう

されることが大切
たいせつ

です。そのため、すべての教 職 員
きょうしょくいん

が特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

に対
たい

し

て理解
り か い

を深
ふか

め、校内
こうない

支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させていくことが必要
ひつよう

になります。 

そして、「療育
りょういく

、保育
ほ い く

、教育
きょういく

、就労
しゅうろう

支援
し え ん

等
とう

の連携
れんけい

による切
き

れ目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

が

多様
た よ う

な人間
にんげん

関係
かんけい

を育
はぐく

み、社会
しゃかい

生活
せいかつ

の経験
けいけん

を積
つ

むことにつながる」という視点
し て ん

で、施策
し さ く

を

展開
てんかい

する必要
ひつよう

があります。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

横浜市
よこはまし

では、子
こ

どもの人口
じんこう

が減少
げんしょう

傾向
けいこう

にある中
なか

、障害
しょうがい

のある子
こ

どもは増加
ぞ う か

しています。

とりわけ、軽度
け い ど

の知的
ち て き

障害児
しょうがいじ

や知的
ち て き

に遅
おく

れのない発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

の増加
ぞ う か

が顕著
けんちょ

になっています。 

地域
ち い き

療育
りょういく

センターにおいても利用
り よ う

希望者
きぼうしゃ

の増加
ぞ う か

だけでなく障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

やニーズの

多様化
た よ う か

に対応
たいおう

するため、新
あら

たな療育
りょういく

の仕組
し く

みを構築
こうちく

していくことが求
もと

められています。 

また、障害
しょうがい

のある子
こ

どももない子
こ

どもも分
わ

け隔
へだ

てなく、共
とも

に育
そだ

ち、学
まな

ぶという理念
り ね ん

の浸透
しんとう

や、保護者
ほ ご し ゃ

の就労
しゅうろう

をはじめとしたライフスタイルの変化
へ ん か

の影響
えいきょう

で、保育所
ほいくしょ

・幼稚園
ようちえん

に通
かよ

う障害児
しょうがいじ

が増加
ぞ う か

している他
ほか

、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

や放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

が増加
ぞ う か

し、

障害
しょうがい

のある子
こ

どもが利用
り よ う

できるサービスも拡充
かくじゅう

しています。 

さらに、学齢
がくれい

後期
こ う き

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年代
ねんだい

）における発達
はったつ

障害
しょうがい

に関
かん

する相談
そうだん

件数
けんすう

等
とう

も増加
ぞ う か

しており、支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

です。 

障害児
しょうがいじ

やその家族
か ぞ く

の様々
さまざま

なニーズに的確
てきかく

に応
こた

え、地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支
ささ

えるため、障害児
しょうがいじ

を

取
と

り巻
ま

く環境
かんきょう

の変化
へ ん か

に合
あ

わせ、支援
し え ん

体制
たいせい

の見直
み な お

しを 行
おこな

うとともに、それぞれの機関
き か ん

がサ

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

３ 育
はぐく

む・学
まな

ぶ 

３－１ 療育
りょういく
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ービスの質
しつ

の向上
こうじょう

に取
と

り組
く

み、これまで以上
いじょう

に各機関
かくきかん

が連携
れんけい

して支援
し え ん

に取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があ

ります。 

そこで３つの方
ほう

向性
こうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）地域
ち い き

療育
りょういく

センターを中心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

０歳
さい

から小学校
しょうがっこう

期
き

の障害
しょうがい

がある子
こ

どもやその保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

に、相談
そうだん

から評価
ひょうか

及
およ

び療育
りょういく

までの一貫
いっかん

した支援
し え ん

を行
おこな

います。 

相談
そうだん

の初期
し ょ き

段階
だんかい

から、療育
りょういく

センターの持
も

つ知識
ち し き

や経験
けいけん

に基
もと

づく適切
てきせつ

な評価
ひょうか

、療 育
りょういく

計画
けいかく

の作成
さくせい

及
およ

び支援
し え ん

を行
おこな

います。また、保育所
ほいくしょ

や幼稚園
ようちえん

等
とう

と地域
ち い き

療育
りょういく

センターを併用
へいよう

する障害児
しょうがいじ

が増加
ぞ う か

していることから、並行
へいこう

通園
つうえん

を前提
ぜんてい

とした集団
しゅうだん

療育
りょういく

、保育所
ほいくしょ

や

幼稚園
ようちえん

への支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

します。 

（２）切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センター等
とう

と保育所
ほいくしょ

・幼稚園
ようちえん

及
およ

び、自主的
じしゅてき

な活動
かつどう

である地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

との

連携
れんけい

により、乳幼児期
にゅうようじき

から学齢期
がくれいき

まで、切
き

れ目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

を目指
め ざ

します。 

国
くに

の 考
かんが

え方
かた

に基
もと

づいて、福祉
ふ く し

と教育
きょういく

と各家庭
かくかてい

が連携
れんけい

して障害児
しょうがいじ

を支援
し え ん

する体制
たいせい

の

整備
せ い び

や保護者
ほ ご し ゃ

に対する支援
し え ん

に取
と

り組
く

みます。 

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

を増
ふ

やし、希望
き ぼ う

する全
すべ

ての人
ひと

が障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

を受
う

けられる

体制
たいせい

をつくることにより、障害児
しょうがいじ

が将来
しょうらい

望
のぞ

む暮
く

らしを実現
じつげん

するために、必要
ひつよう

なサービ

スを継続的
けいぞくてき

に選択
せんたく

することができる相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を目指
め ざ

します 。 

（３）学齢
がくれい

障害児
しょうがいじ

に対する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

学齢期
がくれいき

の障害児
しょうがいじ

が、放課後
ほ う か ご

や夏休
なつやす

みなどにのびのびと過
す

ごしながら療育
りょういく

訓練
くんれん

や余暇
よ か

支援
し え ん

を受
う

けられるよう、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなどの居場所
い ば し ょ

の確保
か く ほ

を進
すす

めるとともに、

そのサービスの質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。また、引
ひ

き続
つづ

き、放課後
ほ う か ご

キッズクラブなど、

放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

育成
いくせい

事業
じぎょう

における受入
う け い

れも推進
すいしん

します。 

学齢
がくれい

後期
こ う き

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年代
ねんだい

）の発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

が、自立
じ り つ

した成人期
せいじんき

を迎
むか

えられるた

めの相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を拡充
かくじゅう

します。
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取組
とりくみ

 

（１）地域
ち い き

療育
りょういく

センターを中心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センタ

ー運営
うんえい

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

がある、またはその 疑
うたが

いのある児
じ

童
どう

に、専
せん

門
もん

性
せい

の高
たか

い評
ひょう

価
か

や支援
し え ん

計
けい

画
かく

に基
もと

づき、

集
しゅう

団
だん

療
りょう

育
いく

や保育所
ほいくしょ

・幼
よう

稚
ち

園
えん

、学校
がっこう

への巡
じゅん

回
かい

訪問
ほうもん

、保護
ほ ご

者
しゃ

支援
し え ん

等
とう

を行
おこな

います。 

また、区
く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センターの療育
りょういく

相談
そうだん

への

スタッフ派遣
は け ん

等
とう

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

保育所
ほいくじょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 600人
にん

 650人
にん

 700人
にん

  

4,800人
にん

日
にち

 5,200人
にん

日
にち

 5,600人
にん

日
にち

 

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

 

（地域
ち い き

療育
りょういく

センター実施
じ っ し

分
ぶん

を含
ふく

む） 
190か所

しょ

 200か所
しょ

 210か所
しょ

 

 3,800人
にん

 4,000人
にん

 4,000人
にん

 

 297,000 

人
にん

日
にち

 

314,900 

人
にん

日
にち

 

327,500 

人
にん

日
にち

 

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

のうち、主
おも

に 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

所
しょ

 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

（地域
ち い き

療育
りょういく

センター実施
じ っ し

分
ぶん

を含
ふく

む） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

医療
いりょう

型
がた

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

 9か所
しょ

 9か所
しょ

 9か所
しょ

 

（地域
ち い き

療育
りょういく

センター実施
じ っ し

分
ぶん

を含
ふく

む） 185人
にん

 185人
にん

 185人
にん

 

 18,000人
にん

日
にち

 18,000人
にん

日
にち

 18,000人
にん

日
にち

 

居宅
きょたく

訪問
ほうもん

型
がた

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

 1か所
しょ

 1か所
しょ

 1か所
しょ

 

 30人
にん

 30人
にん

 30人
にん

 

 60人
にん

日
にち

 60人
にん

日
にち

 60人
にん

日
にち
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（２）切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

運営
うんえい

費
ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

児
じ

の保護
ほ ご

者
しゃ

等
とう

が自主的
じしゅてき

に組織
そ し き

し、地域
ち い き

で機
き

能
のう

回
かい

復
ふく

訓
くん

練
れん

や保
ほ

育
いく

を 行
おこな

う、地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

の運営
うんえい

費
ひ

を助成
じょせい

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

障害
しょうがい

児
じ

相談
そうだん

 126か所
しょ

 137か所
しょ

 149か所
しょ

 

 学齢
がくれい

 

8,800人
にん

 

学齢
がくれい

 

9,700人
にん

 

学齢
がくれい

 

10,700人
にん

 

 未就学
みしゅうがく

3,800人
にん

 

未就学
みしゅうがく

4,000人
にん

 

未就学
みしゅうがく

4,200人
にん

 

ペアレントトレーニング実施者
じっししゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

 
15か所

しょ

 30か所
しょ

 30か所
しょ

 

 

（３）学齢
がくれい

障害児
しょうがいじ

に対する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

学齢
がくれい

後期
こ う き

障害
しょうがい

児
じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

学齢
がくれい

後期
こ う き

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年
ねん

代
だい

）の発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

等
とう

が安定
あんてい

した成
せい

人
じん

期
き

を迎
むか

えられるよう、児
じ

童
どう

や家族
か ぞ く

等
とう

からの相談
そうだん

に専門的
せんもんてき

な指導
し ど う

、助言
じょげん

を行
おこな

います。 

また、関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

し、発達
はったつ

障害
しょうがい

に起因
き い ん

す

る問題
もんだい

の解決
かいけつ

に向
む

けた支援
し え ん

を行
おこな

います。 

４か所
しょ

 ４か所
しょ

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

等
とう

（保育所
ほいくじょ

、放課後
ほ う か ご

児
じ

童
どう

健
けん

全
ぜん

育成
いくせい

事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

）における障害
しょうがい

児
じ

の受入
う け い

れ体制
たいせい

の整備
せ い び

 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 推進
すいしん

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業
じぎょう

 410か所
しょ

 460か所
しょ

 510か所
しょ

 

 8,800人
にん

 9,700人
にん

 10,700人
にん

 

 1,128,000

人
にん

日
にち

 

1,274,700

人
にん

日
にち

 

1,440,500

人
にん

日
にち
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放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業
じぎょう

のうち、主
おも

に

重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

所 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業
じぎょう

のうち、主
おも

に

重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

所の

ある区
く

の割合
わりあい

 

100 ％
ぱーせんと

 100 ％
ぱーせんと

 100 ％
ぱーせんと

 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センターによる相談
そうだん

件数
けんすう

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

） 6,000件
けん

 6,000件
けん

 7,200件
けん

 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

セ ン タ ー 及 び 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

支援
し え ん

マネジャーの外部
が い ぶ

機関
き か ん

や地域
ち い き

住民
じゅうみん

への研修
けんしゅう

、啓発
けいはつ

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

） 

25件
けん

 25件
けん

 30件
けん

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

市
し

全体
ぜんたい

の児童
じ ど う

生徒数
せいとすう

が減少
げんしょう

する中
なか

、特別
とくべつ

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

な子
こ

どもたちは増加
ぞ う か

しています。

一般
いっぱん

学級
がっきゅう

に在籍
ざいせき

し特別
とくべつ

な指導
し ど う

や支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする子
こ

どものための通級
つうきゅう

指導
し ど う

教室
きょうしつ

や、個別
こ べ つ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

の在籍
ざいせき

児童
じ ど う

数
すう

の増加
ぞ う か

はこの10年間
ねんかん

で1.7倍
ばい

になっています。また、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

では障害
しょうがい

の多様
た よ う

化
か

・重度
じゅうど

化
か

・重複
ちょうふく

化
か

への対応
たいおう

が求
もと

められています。 

障害
しょうがい

の状態
じょうたい

や特性
とくせい

などが異
こと

なる子
こ

ども一人
ひ と り

ひとりのニーズに対応
たいおう

した適切
てきせつ

な指導
し ど う

・

支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

させていくには、教 職 員
きょうしょくいん

が特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

に対
たい

して理解
り か い

を深
ふか

め、専門
せんもん

性
せい

を

向上
こうじょう

させることが不可欠
ふ か け つ

です。さらに、医療
いりょう

的
てき

ケアを必要
ひつよう

とする子
こ

どもへの対応
たいおう

や多様
た よ う

な

ニーズに応
おう

じた学
まな

びの場
ば

の提供
ていきょう

、保護者
ほ ご し ゃ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりくみ

が求
もと

められています。 

また、グループインタビューなどでは、学齢期
がくれいき

の支援
し え ん

だけでなく、療育
りょういく

から教育
きょういく

、教 育
きょういく

から就労
しゅうろう

といったライフステージの継
つ

ぎ目
め

の部分
ぶ ぶ ん

で、切
き

れ目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

を行
おこな

う

ことを求
もと

める声
こえ

が挙
あ

げられました。 

 こういった現状
げんじょう

を踏
ふ

まえ、３つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

 

３－２ 教育
きょういく
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（１）療育
りょういく

と教育
きょういく

の連携
れんけい

による切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センターや特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

等
とう

の専門
せんもん

性
せい

を活用
かつよう

した学校
がっこう

支援
し え ん

の実施
じ っ し

や、保育
ほ い く

・

療育
りょういく

機関
き か ん

と就学先
しゅうがくさき

の情報
じょうほう

の共有化
きょうゆうか

など、引
ひ

き続
つづ

き、療育
りょういく

と教育
きょういく

の連携
れんけい

による切
き

れ

目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

を行
おこな

います。 

（２）教育
きょういく

環境
かんきょう

・教育
きょういく

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

 

第
だい

３期
き

横浜
よこはま

市
し

教育
きょういく

振興
しんこう

基本
き ほ ん

計画
けいかく

に基
もと

づき、すべての子
こ

どもにあらゆる教育
きょういく

の場
ば

で、

一貫
いっかん

した支援
し え ん

、適切
てきせつ

な指導
し ど う

支援
し え ん

や必要
ひつよう

な合理
ご う り

的
てき

配慮
はいりょ

を提供
ていきょう

するとともに、すべての

教 職 員
きょうしょくいん

が特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

に対
たい

して理解
り か い

を深
ふか

め、校内
こうない

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

（３）教育
きょういく

から就労
しゅうろう

への支援
し え ん

 

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

等
とう

と就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

をより一層
いっそう

強化
きょうか

し、就労
しゅうろう

支援
し え ん

・職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を進
すす

めていきます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）療育
りょういく

と教育
きょういく

の連携
れんけい

による切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

横浜
よこはま

型
がた

センター

的
てき

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センターや特
とく

別
べつ

支援
し え ん

学校
がっこう

、通級
つうきゅう

指導
し ど う

教室
きょうしつ

等
とう

の担当
たんとう

者
しゃ

が、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

や児
じ

童
どう

生徒
せ い と

、保護
ほ ご

者
しゃ

からの相談
そうだん

に対応
たいおう

するなど、特
とく

別
べつ

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

な児
じ

童
どう

生徒
せ い と

を支援
し え ん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

就学
しゅうがく

説明会
せつめいかい

 
特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

を希望
き ぼ う

する幼
よう

児
じ

の就学
しゅうがく

に関
かん

する説明会
せつめいかい

を開催
かいさい

します。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

就
しゅう

学
がく

・ 教
きょう

育
いく

相
そう

談
だん

の体制
たいせい

強化
きょうか

 

一人
ひ と り

ひとりの 教
きょう

育
いく

ニーズを的
てき

確
かく

に把
は

握
あく

し、

迅速
じんそく

で適正
てきせい

な就学
しゅうがく

・教育
きょういく

相談
そうだん

を 行
おこな

うため

に関係
かんけい

機関
き か ん

が相互
そ う ご

に連携
れんけい

しながら、 就
しゅう

学
がく

前
まえ

から卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

までを見
み

通
とお

した相談
そうだん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

保
ほ

護
ご

者
しゃ

教
きょう

室
しつ

開
かい

催
さい

事
じ

業
ぎょう

 

横浜
よこはま

市
し

立
りつ

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

、特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の保護
ほ ご

者
しゃ

を対象
たいしょう

とした障害
しょうがい

に対
たい

する正
ただ

しい知
ち

識
しき

の啓発
けいはつ

を進めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 



第３章- 47 - 

 

私 立
わたくしりつ

幼稚園
ようちえん

等
とう

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育費
きょういくひ

補助
ほ じ ょ

事業
じぎょう

 

私 立
わたくしりつ

幼稚園
ようちえん

等
とう

に在園
ざいえん

している障害
しょうがい

児
じ

に対
たい

する教
きょう

育
いく

が、障害
しょうがい

の種類
しゅるい

・程度
て い ど

などに応
おう

じ

て適
てき

切
せつ

に 行
おこな

われるよう、その経費
け い ひ

の一部
い ち ぶ

を

設置
せ っ ち

者
しゃ

に補助
ほ じ ょ

し、障害
しょうがい

児
じ

の教育
きょういく

に役立
や く だ

てま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

（２）教育
きょういく

環境
かんきょう

・教育
きょういく

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

児
じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

横浜
よこはま

市
し

立
りつ

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

に在籍
ざいせき

する聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある児
じ

童
どう

生徒
せ い と

にノートテイクによる情報
じょうほう

の保障
ほしょう

を実施
じ っ し

します。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネータ

ーの機能
き の う

強化
きょうか

と

スキルアップ 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーター養成
ようせい

研修
けんしゅう

を受講
じゅこう

して活動
かつどう

している特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

コー

ディネーターを対象
たいしょう

に、さらなるスキルア

ップを目
め

指
ざ

して、事
じ

例
れい

研
けん

究
きゅう

などを中
ちゅう

心
しん

とし

た研修
けんしゅう

を進
すす

めると共
とも

に、関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を強化
きょうか

し、専門的
せんもんてき

な資質
し し つ

を高
たか

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

学校
がっこう

に

お け る ＩＣＴ
あいしーてぃー

機器
き き

の活用
かつよう

 

タブレット端末
たんまつ

や各
かく

種
しゅ

支援
し え ん

装置
そ う ち

の活用
かつよう

につ

いて、特
とく

別
べつ

支援
し え ん

学校
がっこう

全
ぜん

校
こう

で実践
じっせん

研究
けんきゅう

を行
おこな

い

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

ＩＣＴ
あいしーてぃー

を 活用
かつよう

した 教
きょう

育
いく

環
かん

境
きょう

の充実
じゅうじつ

 

個々
こ こ

の児
じ

童
どう

生徒
せ い と

の障害
しょうがい

の 状 況
じょうきょう

を十分
じゅうぶん

に

踏
ふ

まえ、学 習 上
がくしゅうじょう

、生活上
せいかつじょう

の様々
さまざま

な困難
こんなん

に対
たい

し、ＩＣＴ
あいしーてぃー

を活用
かつよう

した指導
し ど う

や支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

さ

せるとともに、緊急
きんきゅう

時
じ

におけるオンライン

授業
じゅぎょう

や動画
ど う が

コンテンツ配信
はいしん

などについて、

検討
けんとう

、実施
じ っ し

します。 

実施
じ っ し

 推進
すいしん

 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の

充実
じゅうじつ

 

在籍
ざいせき

児
じ

童
どう

生徒
せ い と

の 障害
しょうがい

の多様
た よ う

化
か

・重度
じゅうど

化
か

・

重複
じゅうふく

化
か

を踏
ふ

まえ、教
きょう

育
いく

環
かん

境
きょう

の充
じゅう

実
じつ

に取
と

り

組
く

みます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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医療的
いりょうてき

ケア体制
たいせい

整備
せ い び

 

小
しょう

・中
ちゅう

・義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

学
がっ

校
こう

や特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

にお

ける医療的
いりょうてき

ケアの実施
じ っ し

体制
たいせい

を整備
せ い び

します。 
整備
せ い び

 整備
せ い び

 

校
こう

内
ない

研
けん

修
しゅう

の 実
じっ

施
し

 

一般
いっぱん

学級
がっきゅう

においても特
とく

別
べつ

な支援
し え ん

を要
よう

する児
じ

童
どう

生徒
せ い と

が増加
ぞ う か

し、支援
し え ん

のニーズが多様
た よ う

化
か

して

いる状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえ、すべての教
きょう

員
いん

が障害
しょうがい

の状態
じょうたい

や特性
とくせい

に応
おう

じた指導
し ど う

・支援
し え ん

を行
おこな

える

よう、ケーススタディを重視
じゅうし

した研修
けんしゅう

を 

充
じゅう

実
じつ

させます。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

支援
し え ん

員
いん

事業
じぎょう

 

小
しょう

・中
ちゅう

・義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

学
がっ

校
こう

で障害
しょうがい

により学
がく

習
しゅう

面
めん

、生
せい

活
かつ

面
めん

や安
あん

全
ぜん

面
めん

への支援
し え ん

が必
ひつ

要
よう

な児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

に対
たい

し、特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

支援
し え ん

員
いん

を配置
は い ち

しま

す。 

配置
は い ち

 配置
は い ち

 

重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

利
りよう

用者
しゃ

の大
だい

学
がく

修
しゅう

学
がく

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介護
か い ご

を 利用
り よ う

す る 重度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

が

大学
だいがく

修学
しゅうがく

するための支援
し え ん

を実施
じ っ し

します。 

・計
けい

画期
か く き

間中
かんちゅう

に、重度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

が修学
しゅうがく

するた

めに必要
ひつよう

な支援
し え ん

体制
たいせい

が構築
こうちく

され、進
しん

学
がく

を希
き

望
ぼう

した場
ば

合
あい

に安
あん

心
しん

して 修
しゅう

学
がく

ができている

状態
じょうたい

にします。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

（３）教育
きょういく

から就労
しゅうろう

への支援
し え ん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

就労
しゅうろう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

企業
きぎょう

就労
しゅうろう

を目
め

指
ざ

す生
せい

徒
と

の実
じっ

習
しゅう

先
さき

開
かい

拓
たく

や 職
しょく

場
ば

定
てい

着
ちゃく

支援
し え ん

を行
おこな

うため、高
こう

等
とう

特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

（ 若
わか

葉
ば

台
だい

特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

教
きょう

育
いく

部
ぶ

門
もん

を含
ふく

む）に就労
しゅうろう

支援
し え ん

指導
し ど う

員
いん

を配置
は い ち

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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障害
しょうがい

のあるなしにかかわらず、「働
はたら

く」ことは、自立
じ り つ

した生活
せいかつ

や生
い

きがいにつなが

る、暮
く

らしの大切
たいせつ

な要素
よ う そ

です。企業
きぎょう

での障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

が進
すす

み、社会
しゃかい

状 況
じょうきょう

の変化
へ ん か

に合
あ

わせ

て、多
おお

くの業種
ぎょうしゅ

や短時間
たんじかん

での雇用
こ よ う

など、働
はたら

き方
かた

の選択
せんたく

肢
し

は広
ひろ

がっています。また、障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

での仕事
し ご と

は、働
はたら

く人
ひと

の得意
と く い

を生
い

かせる、様々
さまざま

な内容
ないよう

に変
か

わって

きています。 

ライフステージの変化
へ ん か

などに合
あ

わせて、どこで何
なに

をして働
はたら

くか、どう働
はたら

き続
つづ

けるかは

人
ひと

それぞれ違
ちが

ってきます。「働
はたら

きたい」「働
はたら

き続
つづ

けたい」という思
おも

いに寄
よ

り添
そ

った支援
し え ん

を

充実
じゅうじつ

させていくとともに、多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

を広
ひろ

く紹介
しょうかい

し、障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

についての理解
り か い

を深
ふか

めていく必要
ひつよう

があります。 

また、充実
じゅうじつ

した生活
せいかつ

を過
す

ごすには、日中
にっちゅう

活動
かつどう

やスポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

に取
と

り組
く

め

る環境
かんきょう

も大切
たいせつ

です。文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

を創造
そうぞう

し、享受
きょうじゅ

することは、自己
じ こ

実現
じつげん

や生活
せいかつ

の質
しつ

の向上
こうじょう

につながることから、身近
み ぢ か

な場所
ば し ょ

での様々
さまざま

な機会
き か い

や場
ば

の創出
そうしゅつ

に取
と

り組
く

みます。好
す

きな

活動
かつどう

などを通
つう

じて、障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

とが住
す

む地域
ち い き

や通
かよ

う地域
ち い き

でのふれあいを望
のぞ

む

声
こえ

も、今回
こんかい

のアンケート調査
ちょうさ

などから読
よ

み取
と

れます。一人
ひ と り

ひとりが自分
じ ぶ ん

のやりたいことな

どに取
と

り組
く

むことができ、それが余暇
よ か

になり、生
い

きがいにつながっていくよう、機会
き か い

や場
ば

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みます。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

第
だい

４期
き

障害
しょうがい

者
しゃ

プランを策定
さくてい

するために実施
じ っ し

した「当事者
とうじしゃ

ワーキンググループ」※に参加
さ ん か

した

中
ちゅう

学
がく

生
せい

が「なれる職 業
しょくぎょう

より、なりたい職 業
しょくぎょう

につきたい」という思
おも

いを伝
つた

えてくれまし

た。 働
はたら

くことは「 自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生きる」ことを実現
じつげん

させる、大切
たいせつ

な要素
よ う そ

の一つなのです。 

近年
きんねん

、障害
しょうがい

者
しゃ

の就労
しゅうろう

を取
と

り巻
ま

く環 境
かんきょう

は変
へん

化
か

しています。平成
へいせい

30年
ねん

４月
がつ

の「精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

義務
ぎ む

化
か

」などの法
ほう

改正
かいせい

等
とう

を背景
はいけい

に、 働
はたら

く障害
しょうがい

者
しゃ

の数
すう

は年
ねん

々
ねん

増加
ぞ う か

しています。雇用
こ よ う

者
しゃ

数
すう

の増加
ぞ う か

だけでなく、平成
へいせい

27年
ねん

に国連
こくれん

が採択
さいたく

したＳ
えす

Ｄ
でぃー

Ｇ
じー

ｓ
ず

（持続
じ ぞ く

可能
か の う

な開発
かいはつ

目標
もくひょう

）の

目標
もくひょう

の中
なか

に、障害
しょうがい

者
しゃ

を含
ふく

むすべての人
ひと

に「ディーセント・ワーク（働
はたら

きがいのある人間
にんげん

らしい仕事
し ご と

）の実現
じつげん

」が掲
かか

げられるなど、「どんな仕事
し ご と

をして暮
く

らしていくのか」というこ

とも、今後
こ ん ご

ますます重要
じゅうよう

になってきます。 

今回
こんかい

実施
じ っ し

したアンケート調査
ちょうさ

では、全体
ぜんたい

の30 ％
ぱーせんと

弱
じゃく

の人
ひと

が企業
きぎょう

などで働
はたら

く「一般
いっぱん

就労
しゅうろう

」

をしています。 働
はたら

いていない人
ひと

でも、回答
かいとう

者
しゃ

の30 ％
ぱーせんと

強
きょう

の人
ひと

が就労
しゅうろう

意向
い こ う

を持
も

つなど、

多
おお

くの人
ひと

が一般
いっぱん

就労
しゅうろう

を目指
め ざ

す傾向
けいこう

にあります。さらに、現在
げんざい

働
はたら

いている人
ひと

のうち約
やく

78

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

４ 働
はたら

く・楽
たの

しむ 

４－１ 就労
しゅうろう
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％
ぱーせんと

の人
ひと

は何
なん

らかの形
かたち

で 働
はたら

き続
つづ

けたいと 考
かんが

えており、ライフステージの変化
へ ん か

等
とう

に応
おう

じ

た、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

での就労
しゅうろう

の場
ば

も重要
じゅうよう

です。 

就労
しゅうろう

の支援
し え ん

はもちろん、就労
しゅうろう

後
ご

も、企業
きぎょう

の障害
しょうがい

理解
り か い

の促進
そくしん

など、安心
あんしん

して 働
はたら

き続
つづ

け

るための支援
し え ん

や就労
しゅうろう

の基盤
き ば ん

となる生活
せいかつ

面
めん

の支援
し え ん

も充実
じゅうじつ

が求
もと

められています。 

また、多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

が広
ひろ

がっている障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

について、企業
きぎょう

、市民
し み ん

の方
かた

の理解
り か い

を深
ふか

めるため、様々
さまざま

な機会
き か い

を設
もう

けていく必要
ひつよう

があります。 

 そこで、３つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）一般
いっぱん

就労
しゅうろう

の促進
そくしん

と雇用
こ よ う

後
ご

の定着
ていちゃく

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

多様
た よ う

化
か

する就労
しゅうろう

ニーズや生活
せいかつ

面
めん

での支援
し え ん

も含
ふく

めた定着
ていちゃく

支援
し え ん

、障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

の広
ひろ

がり

を踏
ふ

まえた企業
きぎょう

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

など、障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センターを中心
ちゅうしん

に、関係
かんけい

機関
き か ん

と

連携
れんけい

を図
はか

りながら障害
しょうがい

者
しゃ

の就労
しゅうろう

を支
ささ

えます。 

（２）幅
はば

広
ひろ

い仕事
し ご と

や工賃
こうちん

の向上
こうじょう

による生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

 

働
はたら

く人
ひと

それぞれの 働
はたら

きがいを引
ひ

き出
だ

せるよう、共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

窓口
まどぐち

等
とう

を通
つう

じた企業
きぎょう

等
とう

からの様々
さまざま

な仕事
し ご と

のあっせん、障害
しょうがい

者
しゃ

優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

推進
すいしん

法
ほう

に基
もと

づく行政
ぎょうせい

機関
き か ん

の優
ゆう

先
せん

調
ちょう

達
たつ

、民間
みんかん

企業
きぎょう

等
とう

からの受注
じゅちゅう

促進
そくしん

や自主
じ し ゅ

製品
せいひん

の販路
は ん ろ

拡大
かくだい

に取
と

り組
く

みます。また、様々
さまざま

な

発注
はっちゅう

ニーズに対応
たいおう

できるよう事業所
じぎょうしょ

のスキルを高
たか

めるなど、受発注
じゅはっちゅう

双方
そうほう

の底
そこ

上
あ

げを

行
おこな

うことで、工賃
こうちん

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

（３）多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

や障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

 

様々
さまざま

な業種
ぎょうしゅ

や勤務
き ん む

形態
けいたい

など、多様
た よ う

化
か

する 働
はたら

き方
かた

について、市民
し み ん

や企業
きぎょう

の方
かた

に向
む

け

て、シンポジウムやセミナー等
とう

を通
つう

じて広
ひろ

く紹介
しょうかい

します。また、ふれあいショップ等
とう

の就労
しゅうろう

啓発
けいはつ

拠点
きょてん

を通
つう

じて、障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

 

取組
とりくみ

 

（１）一般
いっぱん

就労
しゅうろう

の促進
そくしん

と雇用
こ よ う

後
ご

の定着
ていちゃく

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センタ

ー を 中心
ちゅうしん

と し

た、地域
ち い き

における

就労
しゅうろう

支援
し え ん

ネット

ワークの構築
こうちく

 

障害
しょうがい

者
しゃ

の就労
しゅうろう

を支
ささ

える関係
かんけい

機関
き か ん

（特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学校
がっこう

、就労
しゅうろう

移
い

行
こう

支援
し え ん

事業
じぎょう

所
しょ

、ハローワー

ク等
とう

）との連携
れんけい

・協
きょう

力
りょく

体制
たいせい

を構築
こうちく

します｡ 

就労
しゅうろう

の継続
けいぞく

に欠
か

かせない生活
せいかつ

面
めん

でのサポー

トを充実
じゅうじつ

させるため、地域
ち い き

の関係
かんけい

機関
き か ん

と

連携
れんけい

し、本
ほん

人
にん

への支援
し え ん

を円滑
えんかつ

に進
すす

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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【 再掲
さいけい

】 就労
しゅうろう

支援
し え ん

セ ン タ ー

職員
しょくいん

の人
じん

材
ざい

育成
いくせい

 

多様
た よ う

な就労
しゅうろう

ニーズに対応
たいおう

できるよう、

就労
しゅうろう

支援
し え ん

スキルを向
こう

上
じょう

させるため、研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

など、人
じん

材
ざい

育成
いくせい

を進
すす

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【 再掲
さいけい

】 就労
しゅうろう

促進
そくしん

を目的
もくてき

とし

た 事業
じぎょう

所
しょ

職員
しょくいん

向
む

け研修
けんしゅう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

を行
おこな

っている企業
きぎょう

での「就
しゅう

業
ぎょう

体
たい

験
けん

」の研修
けんしゅう

を通
つう

じて、事業
じぎょう

所
しょ

職員
しょくいん

の

就労
しゅうろう

支援
し え ん

スキルの向
こう

上
じょう

、就労
しゅうろう

に向
む

けた意
い

識
しき

付
づ

けにつなげます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

雇用
こ よ う

施策
し さ く

と 福祉
ふ く し

施策
し さ く

の連携
れんけい

によ

る 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

への就労
しゅうろう

支援
し え ん

 

（ 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

就労
しゅうろう

支援
し え ん

特別
とくべつ

事業
じぎょう

） 

法定
ほうてい

サービスでの対象外
たいしょうがい

となっている重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

の経済
けいざい

活動
かつどう

時
じ

間
かん

中
ちゅう

の支援
し え ん

を雇用
こ よ う

施策
し さ く

と福祉
ふ く し

施策
し さ く

が連携
れんけい

して行
おこな

う制度
せ い ど

を検討
けんとう

し、実施
じ っ し

します。 

検討
けんとう

 

・ 

実施
じ っ し

 

検討
けんとう

 

・ 

実施
じ っ し

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移
い

行
こう

者
しゃ

数
すう

 460人
にん

 498人
にん

 536人
にん

 

就労
しゅうろう

移
い

行
こう

支援
し え ん

事業
じぎょう

の利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

 1,476人
にん

分
ぶん

 1,547人
にん

分
ぶん

 1,617人
にん

分
ぶん

 

就労
しゅうろう

移
い

行
こう

支援
し え ん

の利用
り よ う

者
しゃ

のうち就労
しゅうろう

移
い

行
こう

率
りつ

が３割
わり

以上
いじょう

の事業
じぎょう

所の割合
わりあい

 
34.2 ％

ぱーせんと

 42.1 ％
ぱーせんと

 50.0 ％
ぱーせんと

 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

 1,070人
にん

 1,190人
にん

 1,397人
にん

 

 

（２）幅
はば

広
ひろ

い仕事
し ご と

や工賃
こうちん

の向上
こうじょう

による生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

セ ン

ターによる受
じゅ

注
ちゅう

促
そく

進
しん

 

企業
きぎょう

・行
ぎょう

政
せい

機関
き か ん

から、事業
じぎょう

所
しょ

の特性
とくせい

を生
い

か

した幅
はば

広
ひろ

い仕
し

事
ごと

の受
じゅ

注
ちゅう

ができるよう、コー

ディネートを行
おこな

います。 

市
し

内
ない

イベント等
とう

への出店
しゅってん

や自主
じ し ゅ

製品
せいひん

の

紹介
しょうかい

等
とう

を通
つう

じ、販
はん

路
ろ

を拡
かく

大
だい

するとともに、

障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

への理解
り か い

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業
じぎょう

所
しょ

の 受注
じゅちゅう

ス

キルの向
こう

上
じょう

 

発注
はっちゅう

者
しゃ

側
がわ

のニーズに応
こた

えられる商
しょう

品
ひん

の開
かい

発
はつ

や作業
さぎょう

の受注
じゅちゅう

ができるよう、研修
けんしゅう

会
かい

や

モデルケースとなる事例
じ れ い

検討
けんとう

などを実施
じ っ し

し、事業
じぎょう

所
しょ

の受注
じゅちゅう

スキルの向
こう

上
じょう

を図
はか

り、

多
おお

くの受
じゅ

注
ちゅう

につなげます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

の推進
すいしん

 

横浜
よこはま

市
し

役所
やくしょ

からの事業
じぎょう

所
しょ

への優先的
ゆうせんてき

な発注
はっちゅう

をさらに推進
すいしん

します。 

また、庁内
ちょうない

LAN
ら ん

などを活用
かつよう

し、区
く

局
きょく

等
とう

の発
はっ

注
ちゅう

事
じ

例
れい

を広
ひろ

く周
しゅう

知
ち

し、新
あら

たな発
はっ

注
ちゅう

につな

げます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

（３）多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

や障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に

関
かん

する市民
し み ん

啓発
けいはつ

 

シンポジウムの開
かい

催
さい

等
とう

を通
つう

じ、様々
さまざま

な分
ぶん

野
や

で働
はたら

く障害
しょうがい

者
しゃ

や障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

を進
すす

めている

企業
きぎょう

の「生
なま

の声
こえ

」を伝
つた

え、障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に

対
たい

する理解
り か い

・関心
かんしん

を高
たか

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

に関
かん

する企業
きぎょう

啓発
けいはつ

 

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

を検討
けんとう

している企業
きぎょう

に向
む

けて、

雇
こ

用
よう

に関
かん

するセミナー等
とう

を実施
じ っ し

し、合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の必
ひつ

要
よう

性
せい

など企業
きぎょう

内
ない

での障害
しょうがい

理解
り か い

の

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

ふれあいショッ

プ等
とう

を活用
かつよう

した

障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に

関する理解
り か い

促進
そくしん

 

新
あら

たに開
かい

業
ぎょう

するＪ Ｒ
じぇいあーる

関
かん

内
ない

駅
えき

北
きた

口
ぐち

高
こう

架
か

下
した

の

就労
しゅうろう

啓発
けいはつ

施設
し せ つ

及
およ

び新
しん

市
し

庁舎内
ちょうしゃない

のふれあい

ショップをはじめ、既存
き そ ん

のふれあいショッ

プ等
とう

の運営
うんえい

を通
つう

じて、就労
しゅうろう

に関
かん

する理解
り か い

の

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が日々
ひ び

の生活
せいかつ

を充実
じゅうじつ

したものにするうえで、日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の拡充
かくじゅう

が求
もと

められています。本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

やその人
ひと

の状態
じょうたい

に合
あ

った場所
ば し ょ

を選
えら

べるようにするためには、

４－２ 日中
にっちゅう

活動
かつどう
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専門
せんもん

的
てき

な支援
し え ん

ができるか、地域
ち い き

ごとにばらつきが生
しょう

じていないかなども考慮
こうりょ

し、各
かく

事業所
じぎょうしょ

がそれぞれの特徴
とくちょう

を生
い

かした運営
うんえい

ができるような仕組
し く

みをつくっていくことが必要
ひつよう

です。 

また、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスとしての日中
にっちゅう

活動
かつどう

だけではなく、自分
じ ぶ ん

が住
す

んでいる地域
ち い き

や

日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

に通
かよ

う地域
ち い き

などで、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も交流
こうりゅう

し、地域
ち い き

とのつながりを

深
ふか

めていくことで、互
たが

いにとってさらに充実
じゅうじつ

した生活
せいかつ

になっていくと考
かんが

えられます。 

そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が希望
き ぼ う

する活動
かつどう

場所
ば し ょ

を選択
せんたく

できる方法
ほうほう

や、医療
いりょう

的
てき

ケアなど専門
せんもん

的
てき

な

支援
し え ん

が必要
ひつよう

な人
ひと

への支援
し え ん

方法
ほうほう

について検討
けんとう

を行
おこな

い、日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

を

進
すす

めていきます。 

（２）地域
ち い き

でのつながりと広
ひろ

がりの促進
そくしん

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が住
す

んでいる地域
ち い き

や日中
にっちゅう

活動
かつどう

先
さき

がある地域
ち い き

で、様々
さまざま

な地域
ち い き

行事
ぎょうじ

や

施設
し せ つ

のイベント等
とう

を通
とお

して、障害
しょうがい

のない人
ひと

と一緒
いっしょ

になって活動
かつどう

したりすることで、

地域
ち い き

とつながり、互
たが

いに良
よ

い影響
えいきょう

を与
あた

える相乗
そうじょう

効果
こ う か

を広
ひろ

げていきます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

 
 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

生活
せいかつ

介護
か い ご

 7,732人分
にんぶん

 7,982人分
にんぶん

 8,232人分
にんぶん

 
 

128,853人日
にんにち

 133,022人日
にんにち

 137,192人日
にんにち

 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

） 42人分
にんぶん

 42人分
にんぶん

 42人分
にんぶん

 
 

826人日
にんにち

 826人日
にんにち

 826人日
にんにち

 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 359人分
にんぶん

 376人分
にんぶん

 393人分
にんぶん

 
 

5,812人日
にんにち

 6,088人日
にんにち

 6,363人日
にんにち

 

就労
しゅうろう

移
い

行
こう

支援
し え ん

事業
じぎょう

【再掲】 1,476人分
にんぶん

 1,547人分
にんぶん

 1,617人分
にんぶん

 
 

25,099人日
にんにち

 26,303人日
にんにち

 27,507人日
にんにち

 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

事業
じぎょう

（Ａ型
がた

） 880人分
にんぶん

 919人分
にんぶん

 958人分
にんぶん

 
 

17,203人日
にんにち

 17,962人日
にんにち

 18,721人日
にんにち
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就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

事業
じぎょう

（Ｂ型
がた

） 4,605人分
にんぶん

 4,857人分
にんぶん

 5,109人分
にんぶん

 
 

79,012人日
にんにち

 83,339人日
にんにち

 87,666人日
にんにち

 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター作業所
さぎょうじょ

型
がた

 130か所
しょ

 130か所
しょ

 130か所
しょ

 
 

2,600人
にん

 2,600人
にん

 2,600人
にん

 

中途
ちゅうと

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

センター 18か所
しょ

 18か所
しょ

 18か所
しょ

 
 

517人
にん

 517人
にん

 517人
にん

 

※この表
ひょう

における単位
た ん い

の考
かんが

え方
かた

は次
つぎ

のとおりです。 

 ・「人分
にんぶん

」…月間
げっかん

の利用
り よ う

人数
にんずう

 

 ・「人日
にんにち

」…月間
げっかん

の利用
り よ う

人数
にんずう

×一人
ひ と り

一
いっ

か月
げつ

あたりの平均
へいきん

利用
り よ う

日数
にっすう

 
 
 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

スポーツや文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

に親
した

しむことで毎日
まいにち

の生活
せいかつ

が充実
じゅうじつ

する、という人
ひと

も少
すく

なくありま

せん。「今後
こ ん ご

の自由
じ ゆ う

時間
じ か ん

・余暇
よ か

の過
す

ごし方
かた

」を尋
たず

ねたアンケート調査
ちょうさ

では、全体
ぜんたい

の約
やく

４割
わり

の

人
ひと

が「映画
え い が

やコンサート、美術展
びじゅつてん

、図書館
としょかん

、スポーツ観戦
かんせん

に行
い

く」、約
やく

２割
わり

の人
ひと

が「習
なら

い事
ごと

」、

約
やく

15 ％
ぱーせんと

の人
ひと

が「趣味
し ゅ み

のサークル」と回答
かいとう

しました。しかし、希望
き ぼ う

する過
す

ごし方
かた

を実際
じっさい

に

行
おこな

うことができている人
ひと

は、それぞれ５ ％
ぱーせんと

以上
いじょう

少
すく

ない結果
け っ か

となっています。 

このような中
なか

で、余暇
よ か

の過
す

ごし方
かた

として、スポーツや文
ぶん

化
か

活動
かつどう

に取
と

り組
く

むことは、外出
がいしゅつ

のきっかけづくりにもなり、生活
せいかつ

のさらなる充実
じゅうじつ

にもつながります。以前
い ぜ ん

から、スポーツ

や文
ぶん

化
か

活動
かつどう

を楽
たの

しむ場
ば

や機会
き か い

の少なさ、情報
じょうほう

の入手
にゅうしゅ

のしづらさを課題
か だ い

として挙
あ

げる声
こえ

が

あったことも踏
ふ

まえ、地域
ち い き

の様々
さまざま

な団体
だんたい

や施設
し せ つ

等
とう

と連携
れんけい

し、活動
かつどう

の場
ば

や地域
ち い き

の交流
こうりゅう

を深
ふか

め

る機会
き か い

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みます。スポーツや文
ぶん

化
か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を楽
たの

しみたいと思
おも

う誰
だれ

もが、

障害
しょうがい

のあるなしに関
かか

わらず活動
かつどう

に参加
さ ん か

できるよう、引
ひ

き続
つづ

き、環境
かんきょう

を整
ととの

えていきます。 

そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）スポーツ活動
かつどう

の推進
すいしん

 

市
し

内
ない

２か所
しょ

の障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ文
ぶん

化
か

センターを中核
ちゅうかく

拠点
きょてん

として、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

の様々
さまざま

な団体
だんたい

や施設
し せ つ

等
とう

で、障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツの取組
とりくみ

が 行
おこな

われるよう積極
せっきょく

的
てき

に 働
はたら

きかけ、

障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツの場
ば

の充実
じゅうじつ

や支
ささ

える人材
じんざい

の育成
いくせい

に取
と

り組
く

みます。 

（２）文
ぶん

化
か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

障害
しょうがい

のあるなしに関
かか

わらず、文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

を創造
そうぞう

し、享受
きょうじゅ

することができるよう、2014

年
ねん

からこれまで開催してきた『ヨコハマ・パラトリエンナーレ』の取組
とりくみ

を生
い

かし、障害
しょうがい

４－３ スポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ
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のある人
ひと

とない人
ひと

の協働
きょうどう

によるクリエイティブな活動
かつどう

の場
ば

の創出
そうしゅつ

等
とう

に引
ひ

き続
つづ

き取
と

り

組
く

むとともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

が身近
み ぢ か

な場所
ば し ょ

で文
ぶん

化
か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

に親
した

しめる環境
かんきょう

づくりを

進
すす

めます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）スポーツ活動
かつどう

の推進
すいしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ

の啓発
けいはつ

と理解
り か い

の

促進
そくしん

 

東京
とうきょう

2020パラリンピックにより高
たか

まる関心
かんしん

を大会後
たいかいご

の障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツの普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

につ

なげるため、障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ文
ぶん

化
か

センター

や横浜
よこはま

市
し

スポーツ協
きょう

会
かい

、地域
ち い き

の様々
さまざま

な団体
だんたい

等
とう

と連携
れんけい

し、障害者
しょうがいしゃ

スポーツの裾野
す そ の

を広
ひろ

げ

る取組
とりくみ

を行うとともに、障害者
しょうがいしゃ

スポーツを

通
つう

じた障害
しょうがい

への理解
り か い

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

身近
み ぢ か

な地域
ち い き

にお

ける障害
しょうがい

者
しゃ

スポ

ーツの推進
すいしん

 

引
ひ

き続
つづ

き、障害
しょうがい

者
しゃ

が身近
み ぢ か

な地域
ち い き

でスポーツ

に取
と

り組
く

めるよう、各
かく

区
く

のスポーツセンタ

ーや中途
ちゅうと

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

センター等
とう

と連携
れんけい

し、地域
ち い き

の人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

を進
すす

めながら、障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツの推進
すいしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

（２）文
ぶん

化
か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

の支
し

援
えん

 

アートイベントの開催
かいさい

や、活動
かつどう

を支
ささ

える人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

、様々
さまざま

な団体
だんたい

等
とう

と連携
れんけい

した文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

の場
ば

の創
そう

出
しゅつ

に取
と

り組
く

みます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

鑑賞
かんしょう

の支
し

援
えん

 

様々
さまざま

な団体
だんたい

等
とう

と連携
れんけい

し、障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じ

た鑑賞
かんしょう

の機会
き か い

の充実
じゅうじつ

、円滑
えんかつ

な施設
し せ つ

利用
り よ う

の

ための環境
かんきょう

整備
せ い び

、活動
かつどう

を支
ささ

える人材
じんざい

の育成
いくせい

等
とう

に取
と

り組
く

みます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

による

地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

実
じつ

現
げん

に向
む

けた取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を深
ふか

め、文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

体験
たいけん

や

公演
こうえん

・展示
て ん じ

等
とう

鑑賞
かんしょう

の文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

活動
かつどう

を通
とお

し

て、障害
しょうがい

のあるなしに関
かか

わらず誰
だれ

もが互
たが

い

に対等
たいとう

な立場
た ち ば

で関
かか

わりあうことを進
すす

める活
かつ

動
どう

を促進
そくしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

仮称
かしょう

）読書
どくしょ

バリア

フリー法
ほう

に基
もと

づ

く 横
よこ

浜
はま

市
し

計
けい

画
かく

の

策
さく

定
てい

、推進
すいしん

 

読書
どくしょ

バリアフリー法
ほう

に基
もと

づく、地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

の計画
けいかく

として策定
さくてい

し、計画
けいかく

に基
もと

づく

取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

策定
さくてい

 

・ 

推進
すいしん

 

推進
すいしん
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第
だい

３章
しょう

では、様々
さまざま

な事業
じぎょう

を「障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

るうえでの視点
し て ん

に立
た

った

枠組
わ く ぐ

み」に沿
そ

って取
と

り上
あ

げました。 

一方
いっぽう

で、複合的
ふくごうてき

で多面的
ためんてき

な地域
ち い き

課題
か だ い

が表面化
ひょうめんか

する中
なか

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

を支
ささ

えていく

には、個々
こ こ

の事業
じぎょう

による支援
し え ん

だけでは十分
じゅうぶん

とは言
い

えません。地域
ち い き

社会
しゃかい

の中
なか

で、行政
ぎょうせい

や関係
かんけい

機関
き か ん

、地域
ち い き

住民
じゅうみん

など多
おお

くの担
にな

い手
て

が対話
た い わ

・協議
きょうぎ

を行
おこな

い、様々
さまざま

な事業
じぎょう

・施策
し さ く

・

取組
とりくみ

が連携
れんけい

することで、基盤
き ば ん

を整備
せ い び

・強化
きょうか

していくことが重要
じゅうよう

です。 

第
だい

４章
しょう

では、障害
しょうがい

者
しゃ

の生活
せいかつ

を地域
ち い き

で支
ささ

えるための基盤
き ば ん

として、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」と、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」について、将来像
しょうらいぞう

とそれ

に向
む

けた取組
とりくみ

を取
と

り上
あ

げます。 

 

 

 

国
くに

は、平成
へいせい

28年
ねん

に発表
はっぴょう

した「経済
けいざい

財政
ざいせい

運営
うんえい

と改革
かいかく

の基本
き ほ ん

方針
ほうしん

2016～600兆円
ちょうえん

経済
けいざい

へ

の道筋
みちすじ

～」において、「全
すべ

ての人々
ひとびと

が地域
ち い き

、暮
く

らし、生
い

きがいを共
とも

に創
つく

り高
たか

め合
あ

う地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

する」と打
う

ち出
だ

しました。その中
なか

で、「支
ささ

え手
て

側
がわ

と受
う

け手
て

側
がわ

に分
わ

かれ

るのではなく、あらゆる住民
じゅうみん

が役割
やくわり

を持
も

ち、支
ささ

え合
あ

いながら、自分
じ ぶ ん

らしく活躍
かつやく

できる

地域
ち い き

コミュニティを育成
いくせい

し、福祉
ふ く し

などの公的
こうてき

サービスと協働
きょうどう

して助
たす

け合
あ

いながら暮
く

らすことのできる仕組
し く

みを構築
こうちく

する」としています。 

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

のありようとしての「地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」を実現
じつげん

する仕組
し く

みとして、高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

の分野
ぶ ん や

では「地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」が導入
どうにゅう

されています。「地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシス

テム」は、高齢者
こうれいしゃ

のケアとして必要
ひつよう

な支援
し え ん

を地域
ち い き

で包括
ほうかつ

的
てき

に提供
ていきょう

し地域
ち い き

での自立
じ り つ

した

生活
せいかつ

を支援
し え ん

するもので、障害
しょうがい

者
しゃ

やこどもの支援
し え ん

にも応用
おうよう

できると考
かんが

えられています。

そこで、平成
へいせい

28年
ねん

度
ど

に、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の一層
いっそう

の地域
ち い き

移行
い こ う

を進
すす

めるための地域
ち い き

づくりを

推進
すいしん

する視点
し て ん

から、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構築
こうちく

を目指
め ざ

す

ことが新
あら

たな理念
り ね ん

とされました。 

一方
いっぽう

、障害
しょうがい

者
しゃ

の重度化
じゅうどか

・高齢化
こうれいか

や「親
おや

亡
な

き後
あと

」を見据
み す

え、障害
しょうがい

児
じ

者
しゃ

の生活
せいかつ

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で包括
ほうかつ

的
てき

に支
ささ

える体制
たいせい

が必要
ひつよう

とされてきたことから、平成
へいせい

27年
ねん

度
ど

に国
くに

は地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

整備
せ い び

推進
すいしん

モデル事業
じぎょう

を立
た

ち上
あ

げ、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

の整備
せ い び

」を進
すす

めて

きました。「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

」は、地域
ち い き

に存在
そんざい

する社会
しゃかい

資源
し げ ん

を有機
ゆ う き

的
てき

に結
むす

びつけ効率
こうりつ

的
てき

・効果
こ う か

的
てき

な地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

することにより、障害
しょうがい

者
しゃ

の生活
せいかつ

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

第
だ い

４章
しょう

 障害
しょうがい

のある人
ひ と

を地域
ち い き

で支
さ さ

える基盤
き ば ん

の整備
せ い び

 

１ 本章
ほんしょう

の位置
い ち

づけ 

２ 国
くに

の動向
どうこう
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えていこうというものです。 

 

 

 

「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の整備
せ い び

は、まったく新
あたら

しい何
なに

かをつくるものではありま

せん。これまで、横浜市
よこはまし

は、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も含
ふく

め、支援
し え ん

者
しゃ

の方々
かたがた

、事業所
じぎょうしょ

の

みなさん、地域
ち い き

の方々
かたがた

と 協 力
きょうりょく

しながら、地域
ち い き

活動
かつどう

ホームや基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター、

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

などをはじめとする様々
さまざま

な社会
しゃかい

資源
し げ ん

を整備
せ い び

・推進
すいしん

してきました。こう

いった既存
き そ ん

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

を有機
ゆ う き

的
てき

につないでいくネットワーク型
がた

の手法
しゅほう

により、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の整備
せ い び

を進
すす

めてきています。 

また、精神
せいしん

障害
しょうがい

特有
とくゆう

の生活
せいかつ

のしづらさについて、地域
ち い き

における関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

が

共通
きょうつう

の認識
にんしき

を持
も

ち、これまでのつながりの中
なか

での機能
き の う

の見直
み な お

しや、制度
せ い ど

に基
もと

づかな

い支援
し え ん

も含
ふく

めたつながり同士
ど う し

の結
むす

びつきにより、地域
ち い き

の特性
とくせい

をふまえた多
おお

くの課題
か だ い

に

対応
たいおう

できるよう、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構築
こうちく

に取
と

り組
く

ん

できました。 

次
つぎ

から、具体
ぐ た い

的
てき

な「将来像
しょうらいぞう

」と「取組
とりくみ

」として、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の整備
せ い び

において取
と

り組
く

む５つの居住
きょじゅう

支援
し え ん

機能
き の う

と、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシ

ステム」の６つの仕組
し く

みを説明
せつめい

します。 

 

 

 

機能
き の う

１ 相談
そうだん

 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 必要
ひつよう

な人
ひと

すべてが相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

につながっていて、緊急
きんきゅう

時
じ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を

関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

が適切
てきせつ

に共有
きょうゆう

するなどの取組
とりくみ

が展開
てんかい

されています。 

また、地域
ち い き

での障害
しょうがい

理解
り か い

が進
すす

み、横浜市
よこはまし

後見
こうけん

的
てき

支援
し え ん

制度
せ い ど

など既存
き そ ん

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

を

活用
かつよう

した緩
ゆる

やかな見守
み ま も

りが機能
き の う

しています。 

【取組
とりくみ

】 

 各区
か く く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

、研修
けんしゅう

、集団指導
しゅうだんしどう

などの様々
さまざま

な場
ば

を活用
かつよう

し、相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

に

対
たい

し、緊急
きんきゅう

時
じ

のリスク把握
は あ く

や事前
じ ぜ ん

の備
そな

えの必要
ひつよう

性
せい

と、各
かく

機関
き か ん

が地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の

担
にな

い手
て

であるという認識
にんしき

を持
も

てるよう働
はたら

きかけます。 

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

や障害
しょうがい

のある人
ひと

ご本人
ほんにん

に対
たい

し、あらかじめ緊急
きんきゅう

事態
じ た い

を想定
そうてい

し、そ

の予防
よ ぼ う

とスムーズな対応
たいおう

を計画
けいかく

する「緊急
きんきゅう

時
じ

予防
よ ぼ う

・対応
たいおう

プラン」の作成
さくせい

などを促
うなが

３ 横浜市
よ こ は ま し

の 状 況
じょうきょう

 

（１） 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う
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し、それらを３機関
き か ん

で共有
きょうゆう

することにより、緊急
きんきゅう

時
じ

の支援
し え ん

が見込
み こ

めない世帯
せ た い

を

把握
は あ く

します。 

また、緊急
きんきゅう

事態
じ た い

が発生
はっせい

しないための予防
よ ぼ う

策
さく

や、緊急
きんきゅう

事態
じ た い

を想定
そうてい

した支援
し え ん

体制
たいせい

を

整
ととの

えるため、相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

同士
ど う し

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

方法
ほうほう

や考
かんが

え方を整理
せ い り

し、共有
きょうゆう

しま

す。 

 

機能
き の う

２ 緊急
きんきゅう

時
じ

の受入
う け い

れ・対応
たいおう

 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

も含
ふく

め、それぞれの施設
し せ つ

の特性
とくせい

に応
おう

じた役割
やくわり

分担
ぶんたん

のもとで、レス

パイトや計画
けいかく

的
てき

な利用
り よ う

だけではなく、緊急
きんきゅう

時
じ

の利用
り よ う

にも対応
たいおう

できる状態
じょうたい

になって

います。また、横浜市
よこはまし

の拠点
きょてん

施設
し せ つ

である 18 か所
しょ

の社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

型
がた

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム及
およ

び 23 か所
しょ

の機能
き の う

強化
きょうか

型
がた

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム並
なら

びに６か所
しょ

の多
た

機能
き の う

型
がた

拠点
きょてん

において、相
そう

互
ご

連携
れんけい

のもと、他
ほか

に受入
う け い

れ先
さき

がない方
かた

の利用
り よ う

が促進
そくしん

され、緊急
きんきゅう

時
じ

の受入
う け い

れにも対応
たいおう

できています。 

【取組
とりくみ

】 

各
かく

事業所
じぎょうしょ

に対
たい

して、地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の担
にな

い手
て

との認識
にんしき

のもと、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

の

施設
し せ つ

種別
しゅべつ

（入所
にゅうしょ

、通所
つうしょ

、病院
びょういん

、診療所
しんりょうじょ

等
とう

）や、障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホームや多
た

機能
き の う

型
がた

拠点
きょてん

など施設
し せ つ

の設置
せ っ ち

目的
もくてき

に応
おう

じた役割
やくわり

を整理
せ い り

し、理解
り か い

促進
そくしん

及
およ

び 協 力
きょうりょく

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を

図
はか

ります。 

また、医療
いりょう

的
てき

ケアが必要
ひつよう

な人
ひと

や重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

、強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

がある人
ひと

な

どの受入
う け い

れ促進
そくしん

、拠点
きょてん

的
てき

施設
し せ つ

等
とう

の定期
て い き

的
てき

な評価
ひょうか

及
およ

び改善
かいぜん

（Ｐ
ぴー

Ｄ
でぃー

Ｃ
しー

Ａ
えー

サイクル）を通
つう

じ

た支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきます。 

 

機能
き の う

３ 体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

の提供
ていきょう

 

【将来像
しょうらいぞう

】 

区
く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

を中心
ちゅうしん

に構築
こうちく

されたネットワークが強固
きょうこ

になり、一人
ひ と り

ひとりの

ニーズに合
あ

わせた「体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

」の提供
ていきょう

が行
おこな

われています。また、基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターではグループホームや日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス事業所
じぎょうしょ

などの「体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

」

の情報
じょうほう

が随時
ず い じ

更新
こうしん

され、入手
にゅうしゅ

・活用
かつよう

できる状態
じょうたい

です。 
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さらに、障害
しょうがい

のある人
ひと

が、暮
く

らしの場
ば

や過
す

ごし方
かた

の体験
たいけん

をすることで様々
さまざま

な選
せん

択
たく

肢
し

の中
なか

から自身
じ し ん

で選
えら

べるようになり、一人
ひ と り

暮
ぐ

らしを希望
き ぼ う

する人
ひと

も暮
く

らしたい地
ち

域
いき

で

自分
じ ぶ ん

らしい生活
せいかつ

を実現
じつげん

できます。 

【取組
とりくみ

】 

事業所
じぎょうしょ

情報
じょうほう

が基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターへ適時
て き じ

集約
しゅうやく

される 働
はたら

きかけと、情報
じょうほう

提供
ていきょう

を 行
おこな

うための手法
しゅほう

を整理
せ い り

・検討
けんとう

します。相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

や基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターでの

相談
そうだん

内容
ないよう

等
とう

を活用
かつよう

して把握
は あ く

したニーズを踏
ふ

まえ、様々
さまざま

な住
す

まいの場
ば

の拡充
かくじゅう

と、体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

を提供
ていきょう

しやすくする仕組
し く

みを検討
けんとう

します。居住
きょじゅう

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

を通
つう

じて、

不動産
ふどうさん

事業者
じぎょうしゃ

及
およ

び賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

のオーナー等
とう

に、障害
しょうがい

理解
り か い

を促進
そくしん

する研修
けんしゅう

、サポート

体制
たいせい

の構築
こうちく

、入居
にゅうきょ

を拒
こば

まない住宅
じゅうたく

の戸数
こ す う

増
ぞう

への働
はたら

きかけ等
とう

を実施
じ っ し

します。宿泊
しゅくはく

型
がた

自立
じ り つ

訓練
くんれん

など、生活
せいかつ

環境
かんきょう

を変
か

える意味
い み

での他
ほか

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

の活用
かつよう

・開発
かいはつ

を検討
けんとう

します。 

 

機能
き の う

４ 専門
せんもん

的
てき

人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 区域
く い き

では、区
く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

での取組
とりくみ

により、人材
じんざい

育成
いくせい

、サービス水準
すいじゅん

の向上
こうじょう

・

標準化
ひょうじゅんか

ができています。また、市域
し い き

、区域
く い き

における人材
じんざい

育成
いくせい

の取組
とりくみ

を効果
こ う か

的
てき

に連動
れんどう

さ

せることにより、発達
はったつ

障害
しょうがい

、行動
こうどう

障害
しょうがい

、高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

、医療
いりょう

的
てき

ケア等
とう

、様々
さまざま

な分野
ぶ ん や

において専門
せんもん

性
せい

の高
たか

い支援
し え ん

ができる人材
じんざい

が育成
いくせい

できています。 

【取組
とりくみ

】 

 区域
く い き

と市域
し い き

の研修
けんしゅう

が効果
こ う か

的
てき

に連動
れんどう

するよう、体系
たいけい

的
てき

な整理
せ い り

を行
おこな

うとともに、区域
く い き

での人材
じんざい

育成
いくせい

を担
にな

える人材
じんざい

を市域
し い き

で育成
いくせい

し、区
く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

が人材
じんざい

育成
いくせい

の場
ば

として

さらに機能
き の う

するよう取
と

り組
く

みます。 

また、研修
けんしゅう

に参加
さ ん か

できない人
ひと

に対
たい

する人材
じんざい

育成
いくせい

手法
しゅほう

や、二次
に じ

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

のコンサ

ルテーション機能
き の う

の拡充
かくじゅう

および効果
こ う か

的
てき

な運用
うんよう

方法
ほうほう

などを検討
けんとう

します。 

 

 

機能
き の う

５ 地域
ち い き

の体制
たいせい

づくり 

【将来像
しょうらいぞう

】 

区
く

障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

、ブロック連絡
れんらく

会
かい

、市
し

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

の取組
とりくみ

が連携
れんけい

・

連動
れんどう

し、分野
ぶ ん や

を超
こ

えた多様
た よ う

な社会
しゃかい

資源
し げ ん

が協 力
きょうりょく

することで、障害
しょうがい

のある人
ひと

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

える具体
ぐ た い

的
てき

な取組
とりくみ

を展開
てんかい

しています。 
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【取組
とりくみ

】 

日
ひ

ごろの見守
み ま も

りの担
にな

い手
て

になる地域
ち い き

住民
じゅうみん

を含
ふく

め、障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ち い き

で安心
あんしん

し

て暮
く

らすために、それぞれの立場
た ち ば

でできることを具体
ぐ た い

的
てき

に伝
つた

えることで、障害
しょうがい

分野
ぶ ん や

 

を超
こ

えた多様
た よ う

な方々
かたがた

に協 力
きょうりょく

してもらえる関係
かんけい

づくりを進
すす

めます。 

また、区域
く い き

での取組
とりくみ

や把握
は あ く

された地域
ち い き

課題
か だ い

を全市
ぜ ん し

で共有
きょうゆう

できる体制
たいせい

を整
ととの

えてい

きます。 

 

 

 

仕組
し く

み１ 本人
ほんにん

や家族
か ぞ く

が安心
あんしん

して相談
そうだん

できるための仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】  

日常
にちじょう

生活
せいかつ

での困
こま

りごとや障害
しょうがい

により苦
くる

しんでいる場合
ば あ い

に、どこに相談
そうだん

したらよい

のか、わかりやすく情報
じょうほう

を受
う

け取
と

ることができます。 

また相談
そうだん

したことが関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

に適切
てきせつ

に共有
きょうゆう

され、普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

から一緒
いっしょ

に

考
かんが

えていくことで、もしもの事態
じ た い

を視野
し や

に入れた支援
し え ん

が受
う

けられます。 

【取組
とりくみ

】 

   緊急
きんきゅう

時
じ

のリスクを含
ふく

めたニーズを把握
は あ く

・共有
きょうゆう

し、適切
てきせつ

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

できるよう、

関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

それぞれが地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの担
にな

い手
て

となるような働
はたら

きかけ

を行
おこな

います。 

特
とく

に、未
み

治療
ちりょう

や治療
ちりょう

を中断
ちゅうだん

したことで苦
くる

しんでいる方
かた

やその家族
か ぞ く

をふくめ、緊急
きんきゅう

的
てき

な医療
いりょう

を確保
か く ほ

するための対応
たいおう

（精神
せいしん

科
か

救 急
きゅうきゅう

等
とう

）だけではなく、本人
ほんにん

が望
のぞ

まない

入院
にゅういん

や緊急
きんきゅう

事態
じ た い

にならないよう、地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じぎょう

や自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

、自立
じ り つ

生活
せいかつ

アシ

スタントなどを活用
かつよう

した訪問
ほうもん

活動
かつどう

など普段
ふ だ ん

からの支援
し え ん

が途切
と ぎ

れることなく提供
ていきょう

でき

る体制
たいせい

づくりを行
おこな

います。 

 

仕組
し く

み２ 入院
にゅういん

が長期化
ちょうきか

することなく、安心
あんしん

して退院
たいいん

できるための仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】 

病気
びょうき

により入院
にゅういん

となった場合
ば あ い

でも、病気
びょうき

そのものや退院
たいいん

への不安
ふ あ ん

に対
たい

するサポー

トが受
う

けられます。 

また、病気
びょうき

の治療
ちりょう

が終
お

われば、その人
ひと

自身
じ し ん

が望
のぞ

む地域
ち い き

に退院
たいいん

し、生活
せいかつ

するうえで必要
ひつよう

な支援
し え ん

を受
う

けられます。 

（２） 精神
せいしん

障 害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム 



第４章- 6 - 

 

【取組
とりくみ

】 

 病気
びょうき

により入院
にゅういん

（再
さい

入院
にゅういん

）となった場合
ば あ い

でも、地域
ち い き

移行
い こ う

・地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じぎょう

や退院
たいいん

サポート事業
じぎょう

を活用
かつよう

しつつ、医療
いりょう

機関
き か ん

、訪問
ほうもん

看護
か ん ご

、ピアサポート等
とう

と連携
れんけい

し、支援
し え ん

体制
たいせい

をつくっていきます。 

 

仕組
し く

み３ 安心
あんしん

した生活
せいかつ

を確保
か く ほ

するための仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 希望
き ぼ う

する地域
ち い き

で様々
さまざま

な暮
く

らしの場
ば

を自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

で選択
せんたく

できます。アパートなどを希望
き ぼ う

した時
とき

も、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

に 断
ことわ

られることなく、家事
か じ

や手
て

続
つづ

きなど日常
にちじょう

生活
せいかつ

の困
こま

りご

とについても必要
ひつよう

な時
とき

にサポートが受
う

けられる体制
たいせい

ができています。 

【取組
とりくみ

】 

  これまでの社会
しゃかい

資源
し げ ん

の効果
こ う か

的
てき

な活用
かつよう

や拡充
かくじゅう

、事業所
じぎょうしょ

情報
じょうほう

の収 集
しゅうしゅう

・提供
ていきょう

の働
はたら

き

かけや手法
しゅほう

を検討
けんとう

します。特
とく

に引
ひ

っ越
こ

しや退院
たいいん

などの環境
かんきょう

変化
へ ん か

に伴う手
て

続
つづ

きや家事
か じ

、

体調
たいちょう

変化
へ ん か

などの不安
ふ あ ん

に対
たい

する継続
けいぞく

的
てき

なサポートや、日々
ひ び

の困
こま

りごとを解決
かいけつ

していく

ためのサポート体制
たいせい

を築
きず

いていきます。 

また、居住
きょじゅう

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

を通
つう

じて、不動産
ふどうさん

事業者
じぎょうしゃ

及
およ

び賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

のオーナー等
とう

に対
たい

し、サポート体制
たいせい

の構築
こうちく

、障害
しょうがい

理解
り か い

を促進
そくしん

する研修
けんしゅう

、入居
にゅうきょ

を拒
こば

まない住宅
じゅうたく

の戸
こ

数
すう

増
ぞう

への働
はたら

きかけを進
すす

めます。 

 

仕組
し く

み４ 支援
し え ん

者
しゃ

の知識
ち し き

や技術
ぎじゅつ

向上
こうじょう

のための仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

と他
ほか

の様々
さまざま

な分野
ぶ ん や

の支援
し え ん

者
しゃ

が、個別
こ べ つ

支援
し え ん

だけの関
かか

わりだけではなく、 

お互
たが

いの知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

・情報
じょうほう

の共有
きょうゆう

ができています。 

【取組
とりくみ

】 

 区域
く い き

と市域
し い き

の研修
けんしゅう

が効果
こ う か

的
てき

に連動
れんどう

するよう体系
たいけい

的
てき

な整理
せ い り

を行
おこな

うとともに、精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

のみならず身体
しんたい

障害
しょうがい

・知的
ち て き

障害
しょうがい

との重複
ちょうふく

や高齢
こうれい

、生活
せいかつ

困窮
こんきゅう

をはじ

めとした多
おお

くの分野
ぶ ん や

と精神
せいしん

科
か

医療
いりょう

機関
き か ん

との情報
じょうほう

および技術
ぎじゅつ

交流
こうりゅう

の機会
き か い

を整
ととの

えてい

きます。 
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仕組
し く

み５ 住民
じゅうみん

への障害
しょうがい

理解
り か い

に関
かん

する仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 地域
ち い き

における、ゆるやかな見守
み ま も

りの担
にな

い手
て

となる住民
じゅうみん

が精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の生活
せいかつ

のしづ

らさを理解
り か い

し、困
こま

った時
とき

には一緒
いっしょ

に協 力
きょうりょく

したり、支援
し え ん

者
しゃ

と相談
そうだん

したりできるような

関
かん

係
けい

が築
きず

けています。 

  【取組
とりくみ

】 

 研修
けんしゅう

や講演会
こうえんかい

その他
た

の地域
ち い き

活動
かつどう

等
とう

を通
つう

じて、それぞれの立場
た ち ば

でできることを具体
ぐ た い

的
てき

に伝
つた

えることで、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の生活
せいかつ

のしづらさを理解
り か い

し、様々
さまざま

な方々
かたがた

から協 力
きょうりょく

を受
う

けられる関係
かんけい

づくりを進
すす

めます。 

 

仕組
し く

み６ お互
たが

いに支
ささ

えあえる仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 精神
せいしん

障害
しょうがい

によって悩
なや

み苦
くる

しんできた経験
けいけん

を、いま苦
くる

しんでいる仲間
な か ま

や家族
か ぞ く

、支援
し え ん

 

者
しゃ

に分
わ

かち合
あ

うことで、支援
し え ん

の「支
ささ

え手
て

」や「受
う

け手
て

」という枠
わく

を超
こ

えて、ともに 

支
ささ

えあっていけるような体制
たいせい

ができています。 

  【取組
とりくみ

】 

関係
かんけい

機関
き か ん

から本人
ほんにん

への支援
し え ん

だけでなく、同じ経験
けいけん

や立場
た ち ば

をもつ人
ひと

同士
ど う し

が互
たが

いに

精神
せいしん

的
てき

な支
ささ

えとなれるような場
ば

や機会
き か い

を整
ととの

えていきます。 

 

 

 

 

これまで横浜市
よこはまし

では、国
くに

の動向
どうこう

に沿
そ

って、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の整備
せ い び

と「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構築
こうちく

を個別
こ べ つ

に検討
けんとう

してきました。しか

し、どちらの仕組
し く

みも、「地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

に向
む

けた地域
ち い き

づくりという面
めん

では同
おな

じです。 

今後
こ ん ご

、具体
ぐ た い

的
てき

な課題
か だ い

や必要
ひつよう

とされる事業
じぎょう

・取組
とりくみ

等
とう

が明確
めいかく

になってきた段階
だんかい

を見計
み は か

ら

い、一体
いったい

的
てき

な議論
ぎ ろ ん

を行
おこな

うことによる相乗
そうじょう

効果
こ う か

で、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の取組
とりくみ

の推進
すいしん

と「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

を進
すす

めていき

ます。「第
だい

４期
き

横浜市
よこはまし

障害
しょうがい

者
しゃ

プラン」の基本
き ほ ん

目標
もくひょう

である「障害
しょうがい

のある人
ひと

も無
な

い人
ひと

も、

相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら、地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として、自
みずか

らの意思
い し

に

４ 今後
こ ん ご

の方向性
ほうこうせい
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より自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きることができるまちヨコハマを目指
め ざ

す」の実現
じつげん

に向
む

けた非常
ひじょう

に

重要
じゅうよう

な取組
とりくみ

であり、様々
さまざま

な社会
しゃかい

資源
し げ ん

の担
にな

い手
て

との連携
れんけい

・協働
きょうどう

と地域
ち い き

とのつながりを

深
ふか

めながら推進
すいしん

していきます。 

 

 

※「横浜市
よこはまし

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

機能
きのう

構築
こうちく

のための連携
れんけい

ガイドライン」から抜粋
ばっすい

したものですが、

おおまかな構造
こうぞう

は「精神
せいしん

障 害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム」も同様
どうよう

と 考
かんが

えられま

す。 
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「第
だい

４期
き

横
よこ

浜
はま

市
し

障害者
しょうがいしゃ

プラン」は、令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

から８年
ねん

度
ど

までの６年
ねん

間
かん

を計
けい

画
かく

期
き

間
かん

としています。

そのうち、「横
よこ

浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

」及
およ

び「横浜市
よこはまし

障 害
しょうがい

児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」については、３年
ねん

後
ご

の令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

に改
かい

定
てい

を 行
おこな

う予
よ

定
てい

です。その際
さい

、併
あわ

せてプラン全
ぜん

体
たい

の見
み

直
なお

しを 行
おこな

う予
よ

定
てい

です。 

見
み

直
なお

しにあたっては、第
だい

４期
き

プランの策
さく

定
てい

過
か

程
てい

と同
おな

じように、障害者
しょうがいしゃ

やそのご家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

等
とう

との意
い

見
けん

交
こう

換
かん

やインタビューを 行
おこな

うほか、プランの進 捗
しんちょく

管理
か ん り

については「横
よこ

浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

施
し

策
さく

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

」及
およ

びその専
せん

門
もん

委
い

員
いん

会
かい

である「障 害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

検討
けんとう

部会
ぶ か い

」等
とう

の議論
ぎ ろ ん

や、毎
まい

年
ねん

欠
か

かさず開催
かいさい

している市
し

民
みん

向
む

け説
せつ

明
めい

会
かい

などの場
ば

で、各
かく

施
し

策
さく

・事
じ

業
ぎょう

の 評
ひょう

価
か

・検
けん

討
とう

を 行
おこな

います。 

また、社会
しゃかい

情 勢
じょうせい

やニーズの変化
へ ん か

に 伴
ともな

う新
あら

たな課
か

題
だい

にも、柔 軟
じゅうなん

に対応
たいおう

します。 

●見直
み な お

しの時期
じ き

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●Ｐ
ぴー

Ｄ
でぃー

Ｃ
し ー

Ａ
え ー

サイクルのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年
度

ね

ん

ど 

３年度
ね ん ど

 

(2021年度
ね ん ど

) 

４年度
ね ん ど

 

(2022年度
ね ん ど

) 

５年度
ね ん ど

 

(2023年度
ね ん ど

) 

６年度
ね ん ど

 

(2024年度
ね ん ど

) 

７年度
ね ん ど

 

(2025年度
ね ん ど

) 

８年度
ね ん ど

 

(2026年度
ね ん ど

) 

名
称

め
い
し
ょ
う 

第
だい

４期
き

横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

プラン 

構
成

こ
う
せ
い 

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

（=施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

及
およ

び個別
こ べ つ

の事業
じ ぎ ょ う

等
と う

を定
さだ

める計画
けいかく

） 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し
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第6期障害福祉計画及び第2期障害児福祉計画に係る基本指針の見直しについて

 「基本指針」（大臣告示）は、障害福祉施策に関する基本的事項や成果目標等を定めるもの。R２年５月に告示。
 都道府県・市町村は、基本指針に即して３か年の「障害福祉計画」及び「障害児福祉計画」を策定。計画期間はＲ３～５年度

１．基本指針について

① 施設入所者の地域生活への移行

・地域移行者数：Ｒ元年度末施設入所者の６％以上

・施設入所者数：Ｒ元年度末の１．６％以上削減

② 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

・精神障害者の精神病床から退院後一年以内の地域における平均生活日数
３１６日以上（H30年時点の上位10%の都道府県の水準）（新）

・精神病床の1年以上入院患者数：10.6万人～12.3万人に

（H30年度の17.2万人と比べて6.6万人～4.9万人減）

・退院率：3ヵ月後 69％以上、6ヵ月後 86％以上、１年後 92％以上

（H30年時点の上位10%の都道府県の水準）

③ 地域生活支援拠点等が有する機能の充実

・各市町村又は各圏域に少なくとも１つ以上確保しつつ年1回以上運用状況
を検証、検討

④ 福祉施設から一般就労への移行等

・一般就労への移行者数： Ｒ元年度の１．２７倍
うち移行支援事業：1.30倍、就労Ａ型：1.26倍、就労Ｂ型：1.23倍（新）

・就労定着支援事業利用者：一般就労移行者のうち、7割以上の利用（新）
・就労定着率８割以上の就労定着支援事業所：７割以上（新）

⑤ 障害児支援の提供体制の整備等

・児童発達支援センターを各市町村に少なくとも1カ所設置

・難聴児支援のための中核的機能を果たす体制の確保（新）

・保育所等訪問支援を利用できる体制を各市町村で構築

・主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事業所、放課後等デイサービス
を各市町村に少なくとも１カ所確保

・医療的ケア児支援の協議の場（都道府県、圏域、市町村ごと）の設置及び医療
的ケア児等に関するコーディネータの配置（一部新）

・ 地域における生活の維持及び継続の推進 ・ 福祉施設から一般就労への移行等 ・ 「地域共生社会」の実現に向けた取組
・ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築 ・ 発達障害者等支援の一層の充実 ・ 障害児通所支援等の地域支援体制の整備
・ 相談支援体制の充実・強化等 ・ 障害者の社会参加を支える取組 ・ 障害福祉サービス等の質の向上
・ 障害福祉人材の確保

３．成果目標（計画期間が終了するＲ５年度末の目標）

⑦ 障害福祉サービス等の質の向上【新たな項目】

・各都道府県や各市町村において、サービスの質の向上を図るための体制構築

２．基本指針見直しの主なポイント

⑥ 相談支援体制の充実・強化等【新たな項目】

・各市町村又は各圏域で、相談支援体制の充実・強化に向けた体制を確保
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成果目標⑤
障害児通所支援等の地域支援

体制の整備
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成果目標⑤－１ 障害児に対する重層的な地域支援体制の構築について

○ 第１期障害児福祉計画において、各市町村に児童発達支援センターを１カ所以上設置するとともに、保育所等訪問支援の実施体制の確
保を成果目標として掲げているが、平成30年度末現在の達成状況はいずれも十分とは言えない。
・児童発達支援センターを設置している市町村の割合 32％
・保育所等訪問の実施体制を確保している市町村の割合 42％

［平成30年度末現在（いずれも圏域設置を含む） 障害保健福祉部調べ］
○ 聴覚障害児を含む難聴児の支援に当たっては、保育、保健医療、教育の関係機関と連携し、切れ目のない支援を行うことが重要である。

現 状

〇 児童発達支援センターの設置及び保育所等訪問支援の実施体制の確保については、引き続き全市町村における設置及び実施体制の確保
を目指してはどうか。

（※また、極端な過疎地域や極端な広域のために児童発達支援センターの効率的な運用が望めない市町村においては、共生型サービスや基
準該当事業所等による児童発達支援の提供体制を確保しつつ、市町村の障害福祉主管部局等が中心となって、同等の地域支援の中核的機
能を整備することが考えられることを基本指針に明記してはどうか。）

○ 聴覚障害児を含む難聴児の支援に当たっては、都道府県において、児童発達支援センターや特別支援学校（聴覚障害）等を活用した難聴児支
援のための中核機能を果たす体制の確保を進めるとともに、新生児聴覚検査から療育につなげる体制整備のための協議会の設置や「新生児聴覚検査
から療育までを遅滞なく円滑に実施するための手引書」の作成を進め、難聴児及びその家族への切れ目のない支援の充実を図ることが必要であること
から、児童発達支援センター、特別支援学校等を活用した難聴児支援のための中核機能の整備を行うことを新たに成果目標に盛り込んでは
どうか。

【成果目標（案）】
・児童発達支援センターを中核とした重層的な地域支援体制の構築を目指すため、令和５年度末までに、児童発達支援センターを各市町村
又は各圏域に少なくとも１カ所以上設置することを基本とする。

・また、令和５年度末までに、各都道府県において、児童発達支援センター、特別支援学校（聴覚障害）等の連携強化を図るなど、難聴児
支援のための中核機能を果たす体制を確保することを基本とする。（新規）

・地域社会への参加・包容（インクルージョン）を推進するため、各市町村又は各圏域に設置された児童発達支援センターが保育所等訪問
支援を実施するなどにより、令和５年度末までに、全ての市町村において、保育所等訪問支援を利用できる体制を構築することを基本と
する。

成果目標（案）
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成果目標⑤－２ 重症心身障害児・医療的ケア児への支援について

〇 第１期障害児福祉計画において、主として重症心身障害児を受け入れる児童発達支援事業所及び放課後等デイサー
ビスについてすべての市町村で1ヵ所以上確保することを成果目標に掲げているが、平成30年度末現在の達成状況はい
ずれも十分とは言えない。
・重症心身障害児を受け入れる児童発達支援事業所を1以上確保している市町村の割合 28％
・ 〃 放課後等デイサービス事業所を1以上確保している市町村の割合 30％

［平成30年度末現在（いずれも圏域設置を含む） 障害保健福祉部調べ］

〇 また、医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場を都道府県及び市町村（または圏域）に設置することについ
ては都道府県と指定都市は達成済み、市町村もある程度進みつつある。一方で医療的ケア児等に対する関連分野の支援
を調整するコーディネーターを配置しているケースはまだ少ない。
・協議の場を設置している都道府県の割合 100％ ・医療的ケア児等コーディネーターを配置している都道府県の割合 26％
・ 〃 指定都市の割合 100％ ・医療的ケア児等コーディネーターを配置している指定都市の割合 55％
・ 〃 市町村・圏域の割合 68％ ・医療的ケア児等コーディネーターを配置している市町村・圏域の割合 21％

［令和元年8月1日現在 障害保健福祉部調べ］

現 状

〇 主として重症心身障害児を受け入れる障害児通所支援事業所については、引き続き全市町村における1ヵ所以上の
確保を目指してはどうか。

○ 医療的ケア児支援のための協議の場については、設置自体は進んできていることを踏まえ、引き続き全圏域又は市
町村での設置を目指すこととし、更に加えて、都道府県及び圏域又は市町村における医療的ケア児等に対する関連分
野の支援を調整するコーディネーターの配置を、新たに盛り込んではどうか。

【成果目標（案）】
○ 令和５年度末までに、主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイサービス事業所を各市
町村又は圏域に少なくとも１カ所以上確保することを基本とする。

○ 令和５年度末までに、各都道府県、各圏域及び各市町村において、保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機
関等が連携を図るための協議の場を設けるとともに、医療的ケア児等に関するコーディネーターの配置を基本とする。
（追加）

成果目標（案）
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成果目標⑥ 相談支援体制の充実・強化等に関する目標について

〇 指定特定・指定障害児相談支援事業所は、平成３１年４月１日時点で10,202箇所、従事する相談支援専門員の数は22,453
人となっており、計画相談支援対象者拡大前の平成２４年度と比較すると、事業所数で3.6倍、従事者数が４倍となっている。
〇 基幹相談支援センターは、平成31年４月１日時点で39％の市町村（６８７市町村・８４６箇所）が設置。
〇 計画相談支援の対象者を原則障害福祉サービスを対象とするすべての利用者へ拡大したことに伴い、事業所数及び従事者数
は増加し、これらの事業所へのバックアップを含め相談支援体制を充実・強化する取組の中核となる基幹相談支援センターの設
置も進んでいる。
〇 一方、１事業所当たりの相談支援専門員の数が少ないなど、運営体制が脆弱な事業所が多いことから、市町村又は圏域にお
いて、これら事業所を援助するなど相談支援体制の更なる充実に向けた取組が求められている。

現 状

○ 更なる相談支援体制の充実・強化等を推進するための取組として、第６期障害福祉計画の基本指針においては、総合的・専門
的な相談支援の実施及び地域の相談支援体制の強化に向けた取組を着実に進めて行く観点から、以下の成果目標を設定して
はどうか。

【成果目標（案）】
令和５年度末までに、市町村又は圏域において、相談支援体制の充実・強化等に向けた取組の実施体制を確保する。（新規）

成果目標（案）

事 項

総合的・専門的な相談支援の実施 障害の種別や各種のニーズに対応できる総合的・専門的な相談支援の実施

地域の相談支援体制の強化

地域の相談支援事業者に対する訪問等による専門的な指導助言

地域の相談支援事業者の人材育成のために行う支援の実施

地域の相談支援機関との連携強化の取組の実施

活動指標（案）
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事 項 内容
第６期障害福祉計画
の活動指標の考え方

就労移行支援事業及び就労継続支援
事業の利用者の一般就労への移行

都道府県の障害保健福祉担当部局は、令和五年度において、就労移行支援事業及び就労継続支援
事業の利用者のうち、一般就労への移行者数の見込みを設定する

第５期障害福祉計画
からの継続

障害者に対する職業訓練の受講
都道府県の障害保健福祉担当部局は、都道府県の労働担当部局及び都道府県労働局と連携して、
福祉施設から一般就労への移行を促進するため、令和五年度において、福祉施設から一般就労へ移
行する者のうち、必要な者が職業訓練を受講することができるよう、受講者数の見込みを設定する。

福祉施設から公共職業安定所への誘
導

都道府県の障害保健福祉担当部局は、都道府県労働局と連携して、就労移行支援事業者等と公共
職業安定所との円滑な連携を促し、令和五年度において、福祉施設の利用者のうち、必要な者が公
共職業安定所の支援を受けることができるよう、福祉施設から公共職業安定所へ誘導する福祉施設
利用者数の見込みを設定する。

福祉施設から障害者就業・生活支援セ
ンターへの誘導

都道府県の労働担当部局及び障害保健福祉担当部局は、都道府県労働局と連携して、福祉施設か
ら一般就労に移行した者の職場定着を支援するため、令和五年度において、福祉施設から一般就労
に移行する利用者のうち、必要な者が就労移行支援事業者等と連携した障害者就業・生活支援セン
ターによる支援を受けることができるよう、福祉施設から障害者就業・生活支援センターへ誘導する福
祉施設利用者数の見込みを設定する。

公共職業安定所における福祉施設利用
者の支援

都道府県の障害保健福祉担当部局は、都道府県労働局と連携して、就労移行支援事業者等と公共
職業安定所との円滑な連携を促すとともに、就労移行支援事業者等が適切かつ必要な就労支援を支
援者に対して行い、令和五年度において、福祉施設の利用者のうち、必要な者が公共職業安定所の
支援を受けることで、一定割合の者が就職に結びつくよう、公共職業安定所の支援を受けて就職する
者の数の見込みを設定する。

＜福祉施設から一般就労への移行等＞

活動指標の全体像

21

福祉施設から一般就労への移行等、障害福祉サービス、相談支援、発達障害者支援、障害児支援、精神障害者
関係及び障害福祉サービス等の質の向上に係る活動指標の全体像及び各々の見込みを立てる際の勘案事項は次
表のとおり。
なお、サービスの量は、障害福祉サービスの訪問系はまとめて、それ以外のサービスはそれぞれの種類ごとに見込
む。

01121029
線

01121029
線



発達障害者支援の一層の充実について

〇 発達障害者及び発達障害児（以下「発達障害者等」という。）の早期発見・早期支援には、発達障害者等及びその家族等への
支援が重要であることから、各市町村において保護者等が子どもの発達障害の特性を理解し、必要な知識や方法を身につけ、
適切な対応ができるようペアレントプログラムやペアレントトレーニングなどの発達障害者等及びその家族等に対する支援体制の
充実を図ることを基本指針に盛り込むこととしてはどうか。

○ また、発達障害の診断待ちが深刻な状況となる中、発達障害者等に対して適切な支援を行うためには、発達障害を早期かつ
正確に診断し、適切な発達支援を行う必要があることから、発達障害の診断等を専門的に行うことができる医療機関等を確保す
ることの重要性について基本指針に盛り込むこととしてはどうか。

基本指針への記載（案）

〇上記の基本的考え方を踏まえ、第６期障害福祉計画の基本指針においては、発達障害者等及びその家族等に対する支援体制
について、活動指標を次のように設定してはどうか。

【活動指標】
○ ペアレントトレーニングやペアレントプログラム等の支援プログラム等の受講者数
○ ペアレントメンターの人数
○ ピアサポートの活動への参加人数

（参考）
・ペアレントトレーニングを導入している市区町村数：271市区町村
・ペアレントプログラムを導入している市区町村数：141市区町村
・ペアレントメンターの人数：2,149人（都道府県・指定都市が認定している人数）
※平成30年4月1日時点
※厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課 障害児・発達障害者支援室 調べ
※ペアレントトレーニングやペアレントプログラム等の支援プログラム等の受講者数、ピアサポートの活動への参加人数は把握していない。
※ペアレントトレーニング、ペアレントプログラムについて、別途都道府県が実施している場合もある。

活動指標（案）
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サービスの種類 見込み量
現に利用し
ている障害
児の数

障害児等の
ニーズ

医療的ケアを
必要とする障
害児のニーズ

平均的な一人当
たり利用日数

地域における
児童数の推移

保育所や認定こども園、
幼稚園、放課後児童
クラブ等での障害児
の受入状況

入所施設から退
所後に利用が見
込まれる障害児

の数

児童発達支援
利用児童数
利用日数

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医療型児童発達支
援

利用児童数
利用日数

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

放課後等デイサー
ビス

利用児童数
利用日数

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

保育所等訪問支援
利用児童数
利用日数

○ ○ ○ ○ ○ ○

居宅訪問型児童発
達支援

利用児童数
利用日数

○ ○ ○ ○ ○

障害児相談支援 利用児童数 ○ ○ ○ ○

福祉型障害児入所
施設

利用児童数 ○ ○ ○ ○

医療型障害児入所
施設

利用児童数 ○ ○ ○ ○

＜障害児支援＞

事 項

医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整するコーディネーターの配置人数

事 項

発達障害者地域支援協議会の開催回数

発達障害者支援センターの相談件数

発達障害者支援センター及び発達障害者地域支援マネジャーの関係機関への助言回数

発達障害者支援センター及び発達障害者地域支援マネジャーの外部機関や地域住民への研修、啓発件数

ペアレントトレーニングやペアレントプログラム等の支援プログラム等の受講者数（追加）

ペアレントメンターの人数（追加）

ピアサポートの活動への参加人数（追加）

＜発達障害者支援関係＞
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障企発 0519 第１号 

令和２年５月 19 日 

 

 

各都道府県障害保健福祉主管部（局）長 殿 

 

 

厚生労働省社会・援護局     

障害保健福祉部企画課長   

（ 公 印 省 略 ）   

 

 

障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための基本

的な指針の一部改正について（通知） 

 

 

 日頃より障害保健福祉行政にご協力いただき、厚く御礼申し上げます。 

 さて、本日付けで、障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施

を確保するための基本的な指針の一部を改正する告示（令和２年厚生労働省告

示第 213号）が告示されました。その内容については、別添のとおりですので、

御了知の上、管内市町村等に対して周知徹底を図るとともに、第６期障害福祉

計画及び第２期障害児福祉計画の作成に当たり御配慮いただくよう、よろしく

お願い申し上げます。 

 なお、第６期障害福祉計画及び第２期障害児福祉計画の作成作業に当たって

は、今般の新型コロナウイルス感染症の各地域における感染状況等を考慮いた

だき、感染拡大防止の観点から、当面は「３つの密」を避けていただくことに

留意しつつ、アンケート調査の実施やデータの分析など外出・訪問を要しない

作業を行うなど、柔軟に取り組んでいただくようお願い申し上げます。 

 今後、障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するた

めの基本的な指針の取扱いについて、状況の変化に伴いさらに通知すべき事項

が生じた場合には、改めてお示しします。 

  

01121029
テキストボックス
参考資料４



障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための基本

的な指針の一部改正について（概要） 

 

１ 告示の趣旨 

 障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するため

の基本的な指針（平成 29年厚生労働省告示第 116号。以下「基本指針」と

いう。）は、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法

律（平成 17 年法律第 123 号。以下「障害者総合支援法」という。）第 87

条第１項及び児童福祉法（昭和 22年法律第 164号）第 33条の 19第１項の

規定に基づき、市町村及び都道府県が障害福祉計画及び障害児福祉計画を

定めるに当たっての基本的な方針を定めるものである。 

現行の基本指針は、市町村及び都道府県が平成 30年度から令和２年度ま

での第５期障害福祉計画及び第１期障害児福祉計画を作成するに当たっ

て、即すべき事項を定めているところである。 

今般、直近の障害保健福祉施策の動向等を踏まえ、市町村及び都道府県

が令和３年度から令和５年度までの第６期障害福祉計画及び第２期障害児

福祉計画を作成するに当たって、即すべき事項を定めるため、基本指針に

ついて必要な改正を行ったものである。 

 

２ 主な改正内容 

（１） 基本的理念に係る事項の見直し 

① 入所等から地域生活への移行について、日中サービス支援型指定共

同生活援助により常時の支援体制を確保すること等により、地域生活 

を希望する者が地域での暮らしを継続することができるような体制を

確保する旨を記載する。 

 

② 引き続き地域共生社会の実現に向け、地域住民が主体的に地域づく

りに取り組むための仕組み作りや制度の縦割りを超えた柔軟なサービ

スの確保に取り組むとともに、地域の実態等を踏まえながら、包括的

な支援体制の構築に取り組む旨を記載する。 

 

③ 障害福祉サービス等の提供を担う人材を確保するため、研修の実施、

多職種間の連携の推進、障害福祉の現場が働きがいのある魅力的な職

場であることの積極的な周知・広報等に、関係者が協力して取り組む

ことが重要である旨を記載する。 

 



④ 障害者の社会参加を促進するため、多様なニーズを踏まえ、特に障

害者の文化芸術活動の推進や、視覚障害者等の読書環境の計画的な整

備の推進を図る旨を記載する。 

 

（２） 障害福祉サービスの提供体制の確保に関する基本的考え方に係る事

項の見直し 

強度行動障害や高次脳機能障害を有する障害者に対する支援体制の

充実や、アルコール、薬物及びギャンブル等をはじめとする依存症対

策を推進する旨を記載する。 

 

（３） 相談支援の提供体制の確保に関する基本的考え方に係る事項の見直 

し 

① 相談支援体制に関して、各地域において検証・評価を行い、各種機

能の更なる強化・充実に向けた検討を行うことが必要である旨を記載

する。 

② 発達障害者等に対する支援に関して、ペアレントプログラムやペア

レントトレーニング等の支援体制を確保すること及び発達障害の診断

等を専門的に行うことができる医療機関等を確保することが重要であ

る旨を記載する。 

 

（４） 障害児支援の提供体制の確保に関する基本的考え方に係る事項の見

直し 

① 児童発達支援センターについて、地域支援機能を強化することによ

り地域社会への参加や包容（インクルージョン）を推進することが重

要である旨を記載する。 

② 障害児入所施設に関して、ケア単位の小規模化の推進及び地域に開

かれたものとすることが必要である旨を記載するとともに、入所児童

の18歳以降の支援の在り方について必要な協議が行われる体制整備を

図る必要がある旨を記載する。 

   ③ 保育、保健医療、教育等の関係機関との連携に関して、 

・ 障害児通所支援の実施に当たって、学校の空き教室の活用等の実

施形態を検討する必要がある旨 

・ 難聴児支援 に当たって、児童発達支援センターや特別支援学校（聴

覚障害）等を活用した難聴児支援のための中核的機能を有する体制

確保等が必要である旨 

を記載する。 



④ 特別な支援が必要な障害児に対する支援体制の整備に関して、 

 ・ 重症心身障害児や医療的ケア児の支援に当たって、その人数やニ 

ーズを把握する必要があり、その際、管内の支援体制の現状を把握す

る必要がある旨 

・ 重症心身障害児や医療的ケア児が利用する短期入所の実施体制の

確保について、家庭的環境等を十分に踏まえた支援や家族のニーズ

の把握が必要である旨及びニーズの多様化を踏まえ協議会等を活用

して役割等を検討する必要がある旨 

・ 医療的ケア児の支援に係るコーディネーターに求められる具体 

的な役割（入院中からの退院支援、個々の発達段階に応じた発達支

援等）を記載する。 

 

（５） 障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の提供体制の確保に係る

目標の設定 

① 福祉施設の入所者の地域生活への移行 

令和元年度末時点の施設入所者数の６％以上が地域生活へ移行する

こと、令和５年度末時点の施設入所者数を令和元年度末時点の施設入

所者数から 1.6％以上削減することを基本とする。 

② 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築 

・ 精神障害者の精神病床から退院後１年以内の地域における生活日 

数の平均を 316日以上とすることを基本とする 。 

・ 令和５年度末の精神病床における１年以上の長期入院患者数（65

歳以上・未満）の目標値を、国が提示する推計式を用いて設定する。 

・ 精神病床における早期退院率に関して、入院後３ヶ月時点の退院

率については 69％以上、入院後６ヶ月時点の退院率については 86％

以上及び入院後１年時点の退院率については 92％以上とすることを

基本とする。 

③ 地域生活支援拠点等が有する機能の充実 

地域生活支援拠点等について、令和５年度末までの間、各市町村又

は各圏域に１つ以上確保しつつ、その機能の充実のため、年１回以上

運用状況を検証及び検討することを基本とする。 

④ 福祉施設から一般就労への移行等 

・ 令和５年度中に就労移行支援事業等を通じた一般就労への移行者

数を令和元年度実績の 1.27倍以上とすることを基本とする。 

・ 併せて、就労移行支援事業、就労継続支援Ａ型事業及び就労継続

支援Ｂ型事業のそれぞれに係る移行者数の目標値を定めることとし、

それぞれ令和元年度実績の 1.30 倍以上、概ね 1.26 倍以上及び概ね



1.23倍以上を目指すこととする。 

・ 令和五年度における就労移行支援事業等を通じた一般就労への移

行者のうち７割が就労定着支援事業を利用することを基本とする。 

・ 就労定着支援事業所のうち就労定着率が８割以上の事業所を全体

の７割以上とすることを基本とする。 

・ このほか、大学在学中の学生の就労移行支援事業の利用促進、就

労継続支援事業等における農福連携の取組の推進及び高齢障害者に

対する就労継続支援Ｂ型事業等による支援の実施等を進めることが

望ましい旨を記載する。 

⑤ 障害児支援の提供体制の整備等 

・ 令和５年度末までに児童発達支援センターを各市町村又は各圏域 

に少なくとも１ヵ所以上設置することを基本とする。 

・ 令和５年度末までに児童発達支援センターが保育所等訪問支援を

実施する等により全ての市町村において保育所等訪問支援を利用で

きる体制を構築することを基本とする。 

・ 令和５年度末までに各都道府県において、難聴児支援のための中

核的機能を有する体制を確保することを基本とする。 

・ 令和５年度末までに主に重症心身障害児を支援する児童発達支援

事業所及び放課後等デイサービス事業所を各市町村又は各圏域に少

なくとも１ヵ所以上確保することを基本とする。 

・ 令和５年度末までに 医療的ケア児支援のための関係機関の協議の

場を設けるとともに、医療的ケア児等に関するコーディネーターを

配置することを基本とする。 

⑥ 相談支援体制の充実・強化等 

令和５年度末までに各市町村又は各圏域において総合的・専門的な 

相談支援の実施及び地域の相談支援体制の強化を実施する体制を確保

することを基本とする。 

⑦ 障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制の構築 

令和５年度末までに都道府県及び市町村において障害福祉サービス

等の質を向上させるための取組を実施する体制を構築することを基本

とする。 

 

（６） その他 

障害者の芸術文化活動支援による社会参加等の促進に関して、都道

府県による障害者の文化芸術活動を支援するセンターの設置及び広域

的な支援を行うセンターの設置を推進する旨を記載する。 

また、（５）に掲げる目標の設定に伴い、必要な活動指標を設定する。 



1  

  

障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための基本的な指針（平成十八

年厚生労働省告示第三百九十五号）  

  

【最終改正 令和二年厚生労働省告示第二百十三号】  

  

 我が国の障害保健福祉施策においては、障害者及び障害児（以下「障害者等」という。）が、基本

的人権の享有主体である個人の尊厳にふさわしい日常生活又は社会生活を営むことができるよう必要

な支援を行うことにより、全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格

と個性を尊重し合いながら共生する社会（以下「共生社会」という。）の実現に寄与することを目指

して、制度を整備してきた。  

 これまで、平成十八年度の障害者自立支援法（平成十七年法律第百二十三号）の施行により、市町

村及び都道府県に対して障害福祉計画（市町村障害福祉計画（障害者の日常生活及び社会生活を総合

的に支援するための法律（平成十七年法律第百二十三号。以下「障害者総合支援法」という。）第八

十八条第一項に規定する市町村障害福祉計画をいう。以下同じ。）及び都道府県障害福祉計画（障害

者総合支援法第八十九条第一項に規定する都道府県障害福祉計画をいう。以下同じ。）をいう。以下

同じ。）の作成を義務付け、またその後、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための

法律及び児童福祉法の一部を改正する法律（平成二十八年法律第六十五号。以下「障害者総合支援法

等一部改正法」という。）の施行により、市町村及び都道府県に対して障害児福祉計画（市町村障害

児福祉計画（児童福祉法（昭和二十二年法律第百六十四号）第三十三条の二十第一項に規定する市町

村障害児福祉計画をいう。以下同じ。）及び都道府県障害児福祉計画（同法第三十三条の二十二第一

項に規定する都道府県障害児福祉計画をいう。以下同じ。）をいう。以下同じ。）の作成を義務付け、

サービスの提供体制を計画的に整備する仕組みを構築した上で、この指針により障害福祉計画及び障

害児福祉計画（以下「障害福祉計画等」という。）の作成又は変更に当たって即すべき事項について

定めてきた。  

 この指針は、障害者総合支援法及び児童福祉法の趣旨等を踏まえ、障害者等の地域生活を支援する

ためのサービス基盤整備等に係る令和五年度末の目標を設定するとともに、令和三年度から令和五年

度までの第六期障害福祉計画及び第二期障害児福祉計画の作成又は変更に当たって即すべき事項を定

め、障害福祉サービス及び相談支援並びに市町村及び都道府県の地域生活支援事業（障害者総合支援

法第七十七条に規定する市町村の地域生活支援事業及び障害者総合支援法第七十八条に規定する都道

府県の地域生活支援事業をいう。以下同じ。）（以下「障害福祉サービス等」という。）並びに障害児

通所支援（児童福祉法第六条の二の二第一項に規定する障害児通所支援をいう。以下同じ。）、障害児

入所支援（同法第七条第二項に規定する障害児入所支援をいう。以下同じ。）及び障害児相談支援（

同法第六条の二の二第七項に規定する障害児相談支援をいう。以下同じ。）（以下「障害児通所支援

等」という。）を提供するための体制の確保が総合的かつ計画的に図られるようにすることを目的と

するものである。  
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第一 障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の提供体制の確保に関する基本的事項  

 一 基本的理念  

   市町村及び都道府県は、障害者総合支援法や児童福祉法の基本理念を踏まえつつ、次に掲げる

 点に配慮して、総合的な障害福祉計画等を作成することが必要である。  

１ 障害者等の自己決定の尊重と意思決定の支援  

 共生社会を実現するため、障害者等の自己決定を尊重し、その意思決定の支援に配慮すると

ともに、障害者等が必要とする障害福祉サービスその他の支援を受けつつ、その自立と社会参

加の実現を図っていくことを基本として、障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の提供体

制の整備を進める。  

２ 市町村を基本とした身近な実施主体と障害種別によらない一元的な障害福祉サービスの実施

等 

 障害者等が地域で障害福祉サービスを受けることができるよう市町村を実施主体の基本とす

る。また、障害福祉サービスの対象となる障害者等の範囲を身体障害者、知的障害者及び精神

障害者（発達障害者及び高次脳機能障害者を含む。以下同じ。）並びに難病患者等（障害者の

日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令第一条に基づき厚生労働大臣が定

める特殊の疾病（平成二十七年厚生労働省告示第二百九十二号）に掲げる疾病による障害の程

度が、当該障害により継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける程度である者をい

う。以下同じ。）であって十八歳以上の者並びに障害児とし、サービスの充実を図り、都道府

県の適切な支援等を通じて引き続き障害福祉サービスの均てん化を図る。また、発達障害者及

び高次脳機能障害者については、従来から精神障害者に含まれるものとして障害者総合支援法

に基づく給付の対象となっているところであり、引き続きその旨の周知を図る。さらに、難病

患者等についても、引き続き障害者総合支援法に基づく給付の対象となっている旨の周知を図

るため、難病の患者に対する医療等に関する法律（平成二十六年法律第五十号）に基づき特定

医療費の支給認定を行う都道府県や難病患者等の相談に応じる難病相談支援センター等におい

て、それぞれの業務を通じて難病患者等本人に対して必要な情報提供を行う等の取組により、

障害福祉サービスの活用が促されるようにする。  

３ 入所等から地域生活への移行、地域生活の継続の支援、就労支援等の課題に対応したサービ 

ス提供体制の整備  

 障害者等の自立支援の観点から、入所等（福祉施設への入所又は病院への入院をいう。以下

同じ。）から地域生活への移行、地域生活の継続の支援、就労支援といった課題に対応したサ

ービス提供体制を整え、障害者等の生活を地域全体で支えるシステムを実現するため、地域生

活支援の拠点づくり、ＮＰＯ等によるインフォーマルサービス（法律や制度に基づかない形で

提供されるサービスをいう。）の提供等、地域の社会資源を最大限に活用し、提供体制の整備

を進める。  
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 特に、入所等から地域生活への移行については、地域生活を希望する者が地域での暮らしを

継続することができるよう、必要な障害福祉サービス等が提供される体制を整備する必要があ

り、例えば、重度化・高齢化した障害者で地域生活を希望する者に対しては、日中サービス支

援型指定共同生活援助（指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準（

平成十八年厚生労働省令第百七十一号）第二百十三条の二に規定する日中サービス支援型指定

共同生活援助をいう。以下同じ。）により常時の支援体制を確保すること等により、地域生活

への移行が可能となるようサービス提供体制を確保する。 

 また、地域生活支援の拠点等の整備に当たっては、地域生活に対する安心感を担保し、自立

した生活希望する者に対する支援等を進めるために、地域生活への移行、親元からの自立等に

係る相談、一人暮らし、グループホームへの入居等の体験の機会及び場の提供、短期入所の利

便性・対応力の向上等による緊急時の受入対応体制の確保、人材の確保・養成・連携等による

専門性の確保並びにサービス拠点の整備及びコーディネーターの配置等による地域の体制づく

りを行う機能が求められており、今後、障害者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据えて、

これらの機能をさらに強化する必要がある。こうした拠点等の整備にあわせて、相談支援を中

心として、学校からの卒業、就職、親元からの自立等の生活環境が変化する節目を見据えて、

中長期的視点に立った継続した支援を行う必要がある。  

 さらに、精神病床（病院の病床のうち、精神疾患を有する者を入院させるためのものをいう

。以下同じ。）における長期入院患者の地域生活への移行を進めるに当たっては、精神科病院

や地域援助事業者による努力だけでは限界があり、自治体を中心とした地域精神保健医療福祉

の一体的な取組の推進に加え、差別や偏見のない、あらゆる人が共生できる包摂的（インクル

ーシブ）な社会の実現に向けた取組の推進が必要である。これを踏まえ、精神障害者が、地域

の一員として安心して自分らしい暮らしをすることができるよう、精神障害（発達障害及び高

次脳機能障害を含む。以下同じ。）にも対応した地域包括ケアシステムの構築を進める。  

４ 地域共生社会の実現に向けた取組  

 地域のあらゆる住民が、「支え手」と「受け手」に分かれるのではなく、地域、暮らし、生

きがいをともに創り、高め合うことができる地域共生社会の実現に向け、引き続き、地域住民

が主体的に地域づくりに取り組むための仕組み作りや制度の縦割りを超えた柔軟なサービスの

確保に取り組むとともに、地域ごとの地理的条件や地域資源の実態等を踏まえながら、包括的

な支援体制の構築に取り組む。その際、市町村は次に掲げる支援を一体的に実施する新たな事

業の活用も含めて検討し、体制整備を進める。 

（一） 属性にかかわらず、地域の様々な相談を受け止め、自ら対応又はつなぐ機能、多機関協

働の中核の機能及び継続的につながり続ける伴走支援を中心的に担う機能を備えた相談支

援 

（二） （一）の相談支援と一体的に行う、就労支援、居住支援など、多様な社会参加に向けた

支援 
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（三） ケアし支え合う関係性を広げ、交流や参加の機会を生み出すコーディネート機能及び住

民同士が出会い参加することのできる場や居場所の確保の機能を備えた支援 

５ 障害児の健やかな育成のための発達支援  

 障害児支援を行うに当たっては、障害児本人の最善の利益を考慮しながら、障害児の健やか

な育成を支援することが必要である。このため、障害児及びその家族に対し、障害の疑いがあ

る段階から身近な地域で支援できるように、障害児通所支援及び障害児相談支援については市

町村を、障害児入所支援については都道府県を実施主体の基本とし、障害種別にかかわらず、

質の高い専門的な発達支援を行う障害児通所支援等の充実を図るとともに、都道府県の適切な

支援等を通じて引き続き障害児支援の均てん化を図ることにより、地域支援体制の構築を図る

。  

 また、障害児のライフステージに沿って、地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育、就労

支援等の関係機関が連携を図り、切れ目の無い一貫した支援を提供する体制の構築を図る。  

 さらに、障害児が障害児支援を利用することにより、地域の保育、教育等の支援を受けるこ

とができるようにすることで、障害の有無にかかわらず、全ての児童が共に成長できるよう、

地域社会への参加や包容（インクルージョン）を推進する。 

 加えて、人工呼吸器を装着している障害児その他の日常生活を営むために医療を要する状態

にある障害児（以下「医療的ケア児」という。）が保健、医療、障害福祉、保育、教育等の支

援を円滑に受けられるようにする等、専門的な支援を要する者に対して、各関連分野が共通の

理解に基づき協働する包括的な支援体制を構築する。  

 こうしたサービス提供体制の整備等については、個別の状況に応じて、関係者や障害者等本

人が参画して行う議論を踏まえた上で、市町村及び都道府県が定める障害保健福祉圏域（以下 

「圏域」という。）ごとの整備の在り方を障害福祉計画等に位置付け、計画的に推進する。 

６ 障害福祉人材の確保 

 障害者の重度化・高齢化が進む中においても、将来にわたって安定的に障害福祉サービス等

を提供し、様々な障害福祉に関する事業を実施していくためには、提供体制の確保と併せてそ

れを担う人材を確保していく必要がある。そのためには、専門性を高めるための研修の実施、

多職種間の連携の推進、障害福祉の現場が働きがいのある魅力的な職場であることの積極的な

周知・広報等、関係者が協力して取り組んでいくことが重要である。 

７ 障害者の社会参加を支える取組 

 障害者の地域における社会参加を促進するためには、障害者の多様なニーズを踏まえて支援

すべきである。 

 特に、障害者による文化芸術活動の推進に関する法律（平成三十年法律第四十七号）を踏ま

え、障害者が文化芸術を享受鑑賞し、又は創造や発表等の多様な活動に参加する機会の確保等

を通じて、障害者の個性や能力の発揮及び社会参加の促進を図る。 
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 また、読書を通じて文字・活字文化の恵沢を享受することができる社会の実現のため、視覚

障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（令和元年法律第四十九号）を踏まえ、視覚障

害者等の読書環境の整備を計画的に推進する  

二  障害福祉サービスの提供体制の確保に関する基本的考え方 

  障害福祉サービスの提供体制の確保に当たっては、一の基本的理念を踏まえ、次に掲げる点

に配慮して、目標を設定し、計画的な整備を行う。  

１ 全国で必要とされる訪問系サービスの保障  

 訪問系サービス（居宅介護（障害者総合支援法第五条第二項に規定する居宅介護をいう。以

下同じ。）、重度訪問介護（同条第三項に規定する重度訪問介護をいう。以下同じ。）、同行援護

（同条第四項に規定する同行援護をいう。以下同じ。）、行動援護（同条第五項に規定する行動

援護をいう。以下同じ。）及び重度障害者等包括支援（同条第九項に規定する重度障害者等包

括支援をいう。以下同じ。）をいう。以下同じ。）の充実を図り、全国どこでも必要な訪問系サ

ービスを保障する。  

２ 希望する障害者等への日中活動系サービスの保障  

 希望する障害者等に日中活動系サービス（療養介護（障害者総合支援法第五条第六項に規定

する療養介護をいう。以下同じ。）、生活介護（同条第七項に規定する生活介護をいう。以下同

じ。）、短期入所（同条第八項に規定する短期入所をいう。以下同じ。）、自立訓練（同条第十二

項に規定する自立訓練をいう。以下同じ。）、就労移行支援（同条第十三項に規定する就労移行

支援をいう。以下同じ。）、就労継続支援（同条第十四項に規定する就労継続支援をいう。以下

同じ。）、就労定着支援（同条第十五項に規定する就労定着支援をいう。以下同じ。）及び地域

活動支援センター（同条第二十七項に規定する地域活動支援センターをいう。）で提供される

サービスをいう。以下同じ。）を保障する。  

３ グループホーム等の充実及び地域生活支援拠点等の整備と機能の充実  

 地域における居住の場としてのグループホーム（障害者総合支援法第五条第十七項に規定す

る共同生活援助を行う住居をいう。以下同じ。）の充実を図るとともに、自立生活援助（同条

第十六項に規定する自立生活援助をいう。以下同じ。）、地域移行支援（同条第二十項に規定す

る地域移行支援をいう。以下同じ。）及び地域定着支援（同条第二十一項に規定する地域定着

支援をいう。以下同じ。）、自立訓練事業等の推進により、入所等から地域生活への移行を進め

る。  

 なお、入所等から地域生活への移行を進めるに当たっては、重度化・高齢化した障害者や日

常生活を営む上での理解力及び生活力を補う必要のある障害者であっても地域生活を希望する

者が地域で暮らすことができるよう適切に管内の福祉施設等の支援に係るニーズの把握に努め

、日中サービス支援型指定共同生活援助や自立生活援助等の必要な量を見込む必要がある。 
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 また、必要な訪問系サービスや日中活動系サービスを保障することによって、障害者等の地

域における生活の維持及び継続が図られるようにする。  

 さらに、一の３に掲げる体制の整備による地域生活支援の機能をさらに強化するため、各地

域内で、それらの機能を集約し、グループホーム又は障害者支援施設（同条第十一項に規定す

る障害者支援施設をいう。以下同じ。）に付加した拠点（以下「地域生活支援拠点」という。）

の整備と必要な機能の充実を図る。なお、障害者支援施設を地域生活支援拠点とする際には、

当該障害者支援施設については、小規模化等を進めるとともに、地域における関係機関との連

携により、施設入所者の地域生活への移行、地域との交流機会の確保、地域の障害者等に対す

る支援を行うことなど、地域に開かれたものとすることが必要である。また、地域生活支援拠

点の整備としてではなく、地域における複数の機関が分担して機能を担う体制（以下「面的な

体制」という。）の整備を行う場合には、個々の機関が有機的な連携の下に障害者等に対する

支援を確保していることが必要である。  

４ 福祉施設から一般就労への移行等の推進 

就労移行支援事業（就労移行支援を行う事業をいう。以下同じ。）及び就労定着支援事業（

就労定着支援を行う事業をいう。以下同じ。）等の推進により、障害者の福祉施設から一般就

労への移行及びその定着を進める。  

５ 強度行動障害や高次脳機能障害を有する障害者に対する支援体制の充実 

 強度行動障害や高次脳機能障害を有する障害者に対して、障害福祉サービス等において適切

な支援ができるよう、人材育成等を通じて支援体制の整備を図る必要がある。 

６ 依存症対策の推進 

 アルコール、薬物及びギャンブル等（法律の定めるところにより行われる公営競技、ぱちん

こ屋に係る遊技その他の射幸行為をいう。）をはじめとする依存症対策については、依存症に

対する誤解及び偏見を解消するための関係職員に対する研修の実施及び幅広い普及啓発、相談

機関及び医療機関の周知及び整備並びに自助グループ等の当事者団体を活用した回復支援が重

要であり、地域において様々な関係機関が密接に連携して依存症である者等及びその家族に対

する支援を行う必要がある。 

三 相談支援の提供体制の確保に関する基本的考え方  

１ 相談支援体制の構築  

 障害者等、とりわけ、重度の障害者等が地域において自立した日常生活又は社会生活を営む

ためには、障害福祉サービスの提供体制の確保とともに、これらのサービスの適切な利用を支

え、また、各種ニーズに対応する相談支援体制の構築が不可欠である。また、相談支援事業者

等は、障害者等及びその家族が抱える複合的な課題を把握し、適切な保健、医療、福祉サービ

スにつなげる等行政機関その他関係機関との連携に努めることが必要である。  
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 障害福祉サービスの利用に当たって作成されるサービス等利用計画（障害者総合支援法第五

条第二十二項に規定するサービス等利用計画をいう。以下同じ。）については、まずは、支給

決定に先立ち必ず作成されるよう体制を確保し、維持することが重要である。その上で、個別

のサービス等利用計画の作成に当たっては、利用者の状態像や希望を勘案し、連続性及び一貫

性を持った障害福祉サービス又は地域相談支援（障害者総合支援法第五条第十八項に規定する

地域相談支援をいう。以下同じ。）等が提供されるよう総合的な調整を行うとともに、利用者

の生活状況を定期的に確認の上、必要に応じた見直しを行わなければならない。このため、都

道府県及び市町村は、福祉に関する各般の問題について障害者等からの相談に応じる体制の整

備に加えて、サービス等利用計画の作成を含めた相談支援を行う人材の育成支援、個別事例に

おける専門的な指導や助言を行うほか、利用者及び地域の障害福祉サービスや地域相談支援等

の社会的基盤の整備の実情を的確に把握し、特定相談支援事業所（障害者総合支援法第五十一

条の二十第一項に規定する特定相談支援事業所をいう。）の充実のため、必要な施策を確保し

ていかなければならない。これらの取組を効果的に進めるため、市町村においては、地域にお

ける相談支援の中核機関である基幹相談支援センター（障害者総合支援法第七十七条の二第一

項に規定する基幹相談支援センターをいう。以下同じ。）を設置し、相談支援に関して指導的

役割を担う人材である主任相談支援専門員を計画的に確保するとともに、その機能を有効に活

用することが重要である。都道府県においては、基幹相談支援センターが設置されていない市

町村に対し、その設置に向けた積極的な働きかけを行うことが必要である。  

 相談支援体制に関しては、計画相談支援、地域相談支援、一般的な相談支援及び基幹相談支

援センター等重層的な仕組みが構築されてきているが、改めてそれぞれの地域における相談支

援体制について検証・評価を行うとともに、総合的な相談支援体制、専門的な指導・助言及び

人材育成等各種機能の更なる強化・充実に向けた検討を行うことが必要である。この検討に当

たっては、一の４㈠に掲げる事業を実施する場合には、相談支援体制整備の経緯を踏まえつつ

、双方の取組の有機的な連携を図ることに留意する等、相談支援体制の再構築を検討すること

が必要である。 

２ 地域生活への移行や地域定着のための支援体制の確保  

 相談支援体制の構築が進むことに伴い、障害者支援施設の入所者へのサービス等利用計画の

作成や当該計画の実施状況の把握（利用者についての継続的な評価を含む。）を行うことを通

じて、地域生活への移行のための支援に係るニーズが顕在化することも考えられることから、

障害者支援施設等（障害者支援施設、のぞみの園（独立行政法人国立重度知的障害者総合施設

のぞみの園法（平成十四年法律第百六十七号）第十一条第一号の規定により独立行政法人国立

重度知的障害者総合施設のぞみの園が設置する施設をいう。）、児童福祉施設（児童福祉法第七

条第一項の児童福祉施設をいう。）又は療養介護を行う病院（障害者総合支援法第五条第六項

に規定する療養介護を行う施設である病院をいう。）をいう。以下同じ。）に入所又は精神科病
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院（精神科病院以外の病院で精神病室が設けられているものを含む。以下同じ。）に入院して

いる障害者等の数等を勘案した上で、計画的に地域移行支援に係るサービスの提供体制の確保

を図る必要がある。  

 さらに、障害者支援施設等又は精神科病院から地域生活へ移行した後の地域への定着はもと

より、現に地域で生活している障害者等がそのまま住み慣れた地域で生活できるようにするた

め、地域移行支援と併せて、自立生活援助や地域定着支援に係るサービスの提供体制の充実を

図っていくことが重要である。  

３ 発達障害者等に対する支援  

（一）  発達障害者等への相談支援体制等の充実 

 発達障害者又は発達障害児（以下「発達障害者等」という。）が可能な限り身近な場所

において必要な支援を受けられるよう、都道府県及び指定都市（地方自治法（昭和二十二

年法律第六十七号）第二百五十二条の十九第一項の指定都市をいう。以下同じ。）は、地

域の実情を踏まえつつ、発達障害者支援センター（発達障害者支援法（平成十六年法律第

百六十七号）第十四条第一項に規定する発達障害者支援センターをいう。以下同じ。）の

複数設置や発達障害者地域支援マネジャーの配置等を適切に進めることが重要である。ま

た、これらの発達障害者等に対する支援については、別表第一の七の表各項に掲げる事項

を指標として設定して取り組むことが適当である。 

（二） 発達障害者等及び家族等への支援体制の確保 

 発達障害者等の早期発見・早期支援には、発達障害者等及びその家族等への支援が重

要であることから、各市町村において、保護者等が子どもの発達障害の特性を理解し、

必要な知識や方法を身につけ、適切な対応ができるよう、ペアレントプログラムやペア

レントトレーニング等の発達障害者等及びその家族等に対する支援体制を確保すること

が重要である。 

 また、発達障害者等に対して適切な支援を行うためには、発達障害を早期かつ正確に

診断し、適切な発達支援を行う必要があることから、発達障害の診断等を専門的に行う

ことができる医療機関等を確保することが重要である。 

４ 協議会の設置等  

 障害者等への支援体制の整備を図るため、都道府県及び市町村は、関係機関、関係団体、

障害者等及びその家族、障害者等の福祉、医療、教育又は雇用に関連する職務に従事する者そ

の他の関係者（以下「関係機関等」という。）により構成される協議会（以下単に「協議会」

という。）を置くように努めなければならない。  

 協議会は、関係機関等の有機的な連携の下で地域の課題の改善に取り組むとともに、都道

府県又は市町村が障害福祉計画等を定め、又は変更しようとする際に、意見を求められた場合

には、地域の課題の解決に向けた積極的な提言を行うことが重要である。  
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 協議会の運営においては、協議会の下に部会を設置し、当該部会を積極的に開催する等の

協議会の活性化を図ることが重要である。例えば、医療を必要とする者が地域で安心・安全に

生活できるようにするため、精神科病院その他の医療機関や保健所と連携の上、障害者等の実

態把握、障害者等の支援に係る地域資源の評価、必要な支援体制の構築及びその運営状況に対

する評価、支援体制の改善等を行うことが望ましい。また、障害者等が安心して地域に住むこ

とができるよう、都道府県及び市町村においては、協議会と居住支援協議会（住宅確保要配慮

者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律（平成十九年法律第百十二号）第五十一条第一

項の住宅確保要配慮者居住支援協議会をいう。）との連携に努めることが求められる。さらに

、発達障害者等や重症心身障害児者、医療的ケア児、高次脳機能障害者及び難病患者等への支

援体制の整備が重要な課題となってきていることを踏まえ、都道府県及び指定都市が設置する

協議会においては、発達障害者支援センターや高次脳機能障害支援拠点、難病相談支援センタ

ー等の専門機関との連携を確保することが必要である。また、これらの支援体制の整備につい

て検討を行うに当たっては、都道府県（発達障害者等に関する事案にあっては指定都市を含む

。）が設置する協議会において、当該専門機関の出席を求め、協力を得ることが望ましい。  

さらに、発達障害者支援法の一部を改正する法律（平成二十八年法律第六十四号）の施行を

踏まえ、都道府県及び指定都市は、地域における発達障害者等の課題について情報共有を図る

とともに、支援体制の整備状況や発達障害者支援センターの活動状況等について検証し、地域

の実情に応じた体制整備について協議を行う発達障害者支援地域協議会（発達障害者支援法第

十九条の二に規定する発達障害者支援地域協議会をいう。）を設置し、活用することも重要で

ある。  

四 障害児支援の提供体制の確保に関する基本的考え方  

 障害児については、子ども・子育て支援法（平成二十四年法律第六十五号）第二条第二項に

おいて、子ども・子育て支援の内容及び水準は、全ての子どもが健やかに成長するように支援

するものであって、良質かつ適切なものでなければならない旨がと規定されていること及び同

法に基づく教育、保育等の利用状況を踏まえ、居宅介護や短期入所等の障害福祉サービス、障

害児通所支援等の専門的な支援の確保及び共生社会の形成促進の観点から、保健、医療、保育

、教育、就労支援等の関係機関とも連携を図った上で、障害児及びその家族に対して、乳幼児

期から学校卒業まで一貫した効果的な支援を身近な場所で提供する体制の構築を図ることが重

要である。  

１ 地域支援体制の構築  

 障害児通所支援等における障害児及びその家族に対する支援について、障害児の障害種別や

年齢別等のニーズに応じて、身近な場所で提供できるように、地域における支援体制の整備が

必要である。  
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 児童発達支援センター（児童福祉法第四十三条に規定する児童発達支援センターをいう。以

下同じ。）については、障害の重度化・重複化や多様化に対応する専門的機能の強化を図った

上で、地域における中核的な支援施設として位置づけ、障害児通所支援等を実施する事業所と

緊密な連携を図り、重層的な障害児通所支援の体制整備を図ることが必要である。 併せて、

その地域支援機能を強化することにより、障害児の地域社会への参加や包容（インクルージョ

ン）を推進することが重要である。なお、極端な過疎地域や極端に広域であるために児童発達

支援センターの効率的な運用が望めない市町村においては、共生型サービス事業所や基準該当

事業所等の活用により児童発達支援の提供体制を確保しつつ、市町村の障害福祉主管部局等が

中心となって、児童発達支援センターと同等の地域における中核的な支援機能を有する体制を

整備することが考えられる。 

 また、障害児入所施設についても同様に、専門的機能の強化を図った上で、地域において、

虐待を受けた障害児等への対応を含め、様々なニーズに対応する機関としての役割を担う必要

がある。その際、より家庭的な環境で支援を行う観点から、ケア単位の小規模化を推進すると

ともに、地域との交流機会の確保や地域の障害児に対する支援を行うこと等、施設が地域に開

かれたものとすることが必要である。加えて、短期入所や親子入所等の実施体制の整備に努め

る必要がある。  

 これらの障害児通所支援及び障害児入所支援は、障害児支援の両輪として、相互に連携しな

がら進める必要があるため、都道府県は、障害児通所支援の広域的な調整及び障害児入所支援

の体制整備の双方の観点から一体的な方針を策定することが必要である。  

 さらに、障害児通所支援や障害児入所支援から障害福祉サービスへ円滑に支援の移行が図ら

れるよう、都道府県と市町村は緊密な連携を図る必要がある。 とりわけ、障害児入所支援に

ついては、入所している児童が十八歳以降も適切な場所で適切な支援を受けることができるよ

う、都道府県や市町村に加え、学校、相談支援事業所、障害福祉サービス事業所等の関係機関

の参画を得て、十八歳以降の支援の在り方について、適切な時期に必要な協議が行われるよう

な体制整備を図る必要がある。 

 加えて、障害児通所支援事業所及び障害児入所施設（以下「障害児通所支援事業所等」とい

う。）は、障害児に対し、質の高い専門的な発達支援を行う機関であることから、常に支援の

質の向上と支援内容の適正化を図る必要がある。  

２ 保育、保健医療、教育、就労支援等の関係機関と連携した支援  

 障害児通所支援の体制整備に当たっては、保育所や認定こども園、放課後児童健全育成事

業（放課後児童クラブ）等の子育て支援施策との緊密な連携を図ることが重要である。  

 また、障害児の早期の発見及び支援並びに健全な育成を進めるため、母子保健施策や小児慢

性特定疾病施策との緊密な連携を図るとともに、都道府県及び市町村の障害児支援を担当する
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部局においては、それぞれの子育て支援担当部局や保健医療担当部局との連携体制を確保する

ことが必要である。  

 さらに、障害児支援が適切に行われるために、就学時及び卒業時において、支援が円滑に引

き継がれることも含め、学校、障害児通所支援事業所、障害児入所施設、障害児相談支援事業

所、就労移行支援等の障害福祉サービスを提供する事業所等が緊密な連携を図るとともに、都

道府県及び市町村の障害児支援を担当する部局においては、教育委員会等との連携体制を確保

することが必要である。  

 放課後等デイサービス（児童福祉法第六条の二の二第四項に規定する放課後等デイサービス

をいう。）等の障害児通所支援の実施に当たっては、学校の空き教室の活用等、関連施策との

緊密な連携の促進に資する実施形態を検討することが必要である。 

 難聴児の支援に当たっても、保育、保健医療、教育等の関係機関との連携は極めて重要であ

り、都道府県においては、児童発達支援センターや特別支援学校（聴覚障害）等を活用した、

難聴児支援のための中核的機能を有する体制の確保を進めるとともに、新生児聴覚検査から療

育につなげる体制整備のための協議会の設置や新生児聴覚検査から療育までを遅滞なく円滑に

実施するための手引書の作成を進め、難聴児及びその家族への切れ目のない支援の充実を図る

ことが必要である。 

３ 地域社会への参加・包容の推進  

保育所等訪問支援（児童福祉法第六条の二の二第六項に規定する保育所等訪問支援をいう。

以下同じ。）を活用し、障害児通所支援事業所等が保育所や認定こども園、放課後児童健全育

成事業（放課後児童クラブ）、幼稚園、小学校及び特別支援学校等の育ちの場での支援に協力

できるような体制を構築することにより、障害児の地域社会への参加・包容（インクルージョ

ン）の推進を図る必要がある。  

４ 特別な支援が必要な障害児に対する支援体制の整備  

（一） 重症心身障害児及び医療的ケア児に対する支援体制の充実  

 重症心身障害児が身近な地域にある児童発達支援や放課後等デイサービス等を受けられ

るように、地域における重症心身障害児の人数やニーズを把握するとともに、地域におけ

る課題の整理や地域資源の開発等を行いながら、支援体制の充実を図る。 ニーズの把握に

当たっては、管内の障害児入所施設をはじめとして在宅サービスも含む重症心身障害児の

支援体制の現状を併せて把握することが必要である。 

 医療的ケア児についても、身近な地域で必要な支援が受けられるように、地域における

医療的ケア児の人数やニーズを把握するとともに、障害児支援等の充実を図る。ニーズの

把握に当たっては、管内の短期入所事業所をはじめとした医療的ケア児の支援体制の現状

を併せて把握することが必要である。 
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 また、重症心身障害児及び医療的ケア児が利用する短期入所の実施体制の確保に当たっ

ては、重症心身障害児及び医療的ケア児とその家族が安心して豊かな生活を送ることがで

きるよう、家庭環境等を十分に踏まえた支援や家族のニーズの把握が必要である。ニーズ

が多様化している状況を踏まえ、協議会等を活用して短期入所の役割や在り方について検

討し、地域において計画的に短期入所が運営されることが必要である。 

 さらに、心身の状況に応じた保健、医療、障害福祉、保育、教育等の各関連分野の支援

を受けることができるよう、保健所、病院・診療所、訪問看護ステーション、障害児通所

支援事業所、障害児入所施設、障害児相談支援事業所、保育所、学校等の関係者が連携を

図るための協議の場を設けること等により、各関連分野が共通の理解に基づき協働する総

合的な支援体制を構築することが重要である。なお、この場においては、障害児の支援が

学齢期から成人期に円滑に引き継がれるよう、協議していくことが必要である。 

 加えて、医療的ケア児に対する総合的な支援体制の構築に向けて、市町村においては、

関連分野の支援を調整するコーディネーターとして養成された相談支援専門員、保健師、

訪問看護師等の配置を促進することが必要である。このコーディネーターは、医療的ケア

児が必要とする多分野にまたがる支援の利用を調整し、総合的かつ包括的な支援の提供に

つなげるとともに、協議の場に参画し、地域における課題の整理や地域資源の開発等を行

いながら、医療的ケア児に対する支援のための地域づくりを推進するといった役割を担う

必要がある。 

 具体的には、新生児集中治療室に入院中から退院後の在宅生活を見据え、医療的ケア児

とその家族の状況を踏まえた退院支援、医療的ケア児が日常生活上必要とする医療的ケア

の状況を踏まえた上で、個々の発達段階に応じた発達支援を行うとともに、家族支援を含

めた医療的ケア児の「育ち」や「暮らし」の支援に当たって、保健、医療、障害福祉、保

育、教育等の多職種が協働できるよう支援の調整を図り、医療的ケア児とその家族が抱え

る課題解決に向けた個別支援を行うほか、地域で医療的ケア児の育ちを保障するため、協

議の場を活用した社会資源の開発・改善を行う等の役割が求められる。 

 このため、コーディネーターについては、医療的ケア児に関するコーディネーターを養

成する研修を修了するとともに、必要に応じ相談支援従事者初任者研修を受講することが

望ましい。なお、市町村単独での配置が困難な場合には、圏域での配置であっても差し支

えない。  

（二） 強度行動障害や高次脳機能障害を有する障害児に対する支援体制の充実  

 強度行動障害や高次脳機能障害を有する障害児に対して、障害児通所支援等において適

切な支援ができるよう、人材育成等を通じて支援体制の整備を図る必要がある。  

（三） 虐待を受けた障害児に対する支援体制の整備 
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 虐待を受けた障害児に対しては、障害児入所施設において小規模なグループによる支援

や心理的ケアを提供することにより、障害児の状況等に応じたきめ細やかな支援を行うよ

う努めることが必要である。  

５  障害児相談支援の提供体制の確保  

 障害児相談支援は、障害の疑いがある段階から障害児本人や家族に対する継続的な相談支援

を行うとともに、支援を行うに当たって関係機関をつなぐ中心となる重要な役割を担っている

。このため、障害者に対する相談支援と同様に、障害児相談支援についても質の確保及びその

向上を図りながら、支援の提供体制の構築を図る必要がある。  

第二  障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の提供体制の確保に係る目標  

障害者等の自立支援の観点から、地域生活への移行や就労支援といった課題に対応するため、

令和五年度を目標年度とする障害福祉計画等において必要な障害福祉サービス等及び障害児通所

支援等の提供体制の確保に係る目標として、次に掲げる事項に係る目標（以下「成果目標」とい

う。）を設定することが適当である。また、これらの成果目標を達成するため、活動指標（別表

第一の上欄に掲げる事項ごとの、成果目標を達成するために必要な量等をいう。以下同じ。）を

計画に見込むことが適当である。なお、市町村及び都道府県においては、成果目標及び活動指標

に加えて、独自に目標及び指標を設定することができるものとする。  

一  福祉施設の入所者の地域生活への移行  

 地域生活への移行を進める観点から、令和元年度末時点の福祉施設に入所している障害者（

以下「施設入所者」という。）のうち、今後、自立訓練事業等を利用し、グループホーム、一般

住宅等に移行する者の数を見込み、その上で、令和五年度度末における地域生活に移行する者

の目標値を設定する。その際、福祉施設においては、必要な意思決定支援が行われ、施設入所

者の地域生活への移行等に関し、本人の意思が確認されていることが重要である。当該目標値

の設定に当たっては、令和元年度末時点の施設入所者数の六パーセント以上が地域生活へ移行

することとするとともに、これに合わせて令和五年度末の施設入所者数を令和元年度末時点の

施設入所者数から一・六パーセント以上削減することを基本とする。  

 当該目標値の設定に当たっては、令和二年度末において、障害福祉計画で定めた令和二年度

までの数値目標が達成されないと見込まれる場合は、未達成割合を令和五年度末における地域

生活に移行する者及び施設入所者の削減割合の目標値に加えた割合以上を目標値とする。  

 なお、施設入所者数の設定のうち、新たに施設へ入所する者を見込むに当たっては、グルー

プホーム等での対応が困難な者等、真に施設入所支援が必要な場合の検討等を市町村、関係者

により協議の上、その結果を踏まえて設定すべきものであることに留意する必要がある。また

、障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施策を見直すまでの間に

おいて障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律（平成二十二年法律

第七十一号。以下「整備法」という。）による改正前の児童福祉法に規定する指定知的障害児施
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設等（以下「旧指定施設等」という。）に入所していた者（十八歳以上の者に限る。）であって

、整備法による改正後の障害者総合支援法に基づく指定障害者支援施設等の指定を受けた当該

旧指定施設等に引き続き入所しているもの（以下「継続入所者」という。）の数を除いて設定す

るものとする。  

 加えて、障害者支援施設においては、施設入所者の個々の状況に応じた意思決定支援の実施

や地域における関係機関との連携により、施設入所者の地域生活への移行に取り組むことと併

せて、施設入所者等の生活の質の向上を図る観点から、一層の小規模化等を進めること、障害

者の重度化・高齢化に対応した専門的なケアを行う体制を確保することが求められる。さらに

、障害への理解を促進するため、地域交流の機会を確保するとともに地域で生活する障害者等

に対する支援を行う等、地域に開かれていることが望ましい。 

二 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築  

 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築を推進するため、精神障害者（精神病床

への入院後一年以内に退院した者に限る。二の１において同じ。）の精神病床から退院後一年以

内の地域における平均生活日数、精神病床における一年以上長期入院患者数（六十五歳以上の

一年以上長期入院患者数、六十五歳未満の一年以上長期入院患者数）、精神病床における早期退

院率（入院後三か月時点の退院率、入院後六か月時点の退院率、入院後一年時点の退院率）に

関する目標値を次に掲げるとおり設定することとする。 

なお、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に係る目標の達成に当たっては、地

域の医療サービスに係る体制の整備が重要であることから、特に医療計画（医療法（昭和二十

三年法律第二百五号）第三十条の四第一項に規定する医療計画をいう。以下同じ。）との関係に

留意すること。  

１ 精神障害者の精神病床から退院後一年以内の地域における平均生活日数  

 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築を推進するためには、地域における精神

保健医療福祉体制の基盤を整備する必要があることから、当該整備状況を評価する指標として

、精神障害者の精神病床から退院後一年以内の地域における生活日数の平均に関する令和五年

度における目標値を設定する。 

 当該目標値の設定に当たっては、精神障害者の精神病床からの退院後一年以内の地域におけ

る生活日数の平均を三百十六日以上とすることを基本とする 

２ 精神病床における一年以上長期入院患者数（六十五歳以上、六十五歳未満）  

 地域の精神保健医療福祉体制の基盤を整備することによって、一年以上長期入院患者のうち

一定数は地域生活への移行が可能になることから、別表第四の一の項に掲げる式により算定し

た令和五年度末の精神病床における六十五歳以上の一年以上長期入院患者数及び別表第四の二

の項に掲げる式により算定した令和五年度末の精神病床における六十五歳未満の一年以上長期

入院患者数を、目標値として設定する。 
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３ 精神病床における早期退院率（入院後三か月時点、入院後六か月時点、入院後一年時点）  

 地域における保健、医療、福祉の連携支援体制が強化されることによって、早期退院が可能

になることを踏まえて、入院中の精神障害者の退院に関する目標値として、入院後三か月時点

の退院率、入院後六か月時点の退院率及び入院後一年時点の退院率に関する令和五年度におけ

る目標値を設定する。 

 目標値の設定に当たっては、入院後三か月時点の退院率については六十九パーセント以上

とし、入院後六か月時点の退院率については八十六パーセント以上とし、入院後一年時点の退

院率については九十二パーセント以上とすることを基本とする  

三 地域生活支援拠点等が有する機能の充実  

 地域生活支援拠点等（地域生活支援拠点又は面的な体制をいう。以下同じ。）について、令

和五年度末までの間、各市町村又は各圏域に一つ以上の地域生活支援拠点等を確保しつつ、そ

の機能の充実のため、年一回以上運用状況を検証及び検討することを基本とする。 

四 福祉施設から一般就労への移行等  

 福祉施設の利用者のうち、就労移行支援事業等（生活介護、自立訓練、就労移行支援、就労

継続支援を行う事業をいう。）を通じて、令和五年度中に一般就労に移行する者の目標値を設

定する。当該目標値の設定に当たっては、令和元年度の一般就労への移行実績の一・二七倍以

上とすることを基本とする。この際、就労移行支援事業、就労継続支援Ａ型事業（就労継続支

援Ａ型（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行規則（平成十八年

厚生労働省令第十九号。以下「規則」という。）第六条の十第一号の就労継続支援Ａ型をいう

。以下同じ。）を行う事業をいう。以下同じ。）及び就労継続支援Ｂ型事業（就労継続支援Ｂ型

（同条第二号の就労継続支援Ｂ型をいう。以下同じ。）を行う事業をいう。以下同じ。）につい

て、各事業の趣旨、目的、各地域における実態等を踏まえつつ、それぞれ令和五年度中に一般

就労に移行する者の目標値も併せて定めることとする。 

 具体的には、就労移行支援事業については、一般就労への移行における重要な役割を踏まえ

、令和元年度の一般就労への移行実績の一・三〇倍以上とすることを基本とする。また、就労

継続支援については、一般就労が困難である者に対し、就労や生産活動の機会の提供、就労に

向けた訓練等を実施することが事業目的であること等に鑑み、就労継続支援Ａ型事業について

は令和元年度の一般就労への移行実績の概ね一・二六倍以上、就労継続支援Ｂ型事業について

は概ね一・二三倍以上を目指すこととする。 

 また、障害者の一般就労への定着も重要であることから、就労定着支援事業の利用者数及び

事業所ごとの就労定着率（過去三年間の就労定着支援の総利用者数のうち前年度末時点の就労

定着者数の割合をいう。以下同じ。）に係る目標値を設定することとし、就労定着支援事業の

利用者数については、各地域における就労定着支援事業の事業所数等を踏まえた上で、令和五

年度における就労移行支援事業等を通じて一般就労に移行する者のうち、七割が就労定着支援
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事業を利用することを基本とする。さらに、就労定着支援事業の就労定着率については、就労

定着支援事業所のうち、就労定着率が八割以上の事業所を全体の七割以上とすることを基本と

する。 

 なお、一般就労に移行する者の数及び就労移行支援事業の利用者数に係る目標値の設定に当

たり、令和二年度末において、障害福祉計画で定めた令和二年度までの数値目標が達成されな

いと見込まれる場合は、未達成割合を令和五年度末における各々の目標値に加えた割合以上を

目標値とする。 

 これらの目標値を達成するため、市町村及び都道府県の障害保健福祉担当部局は、都道府県

の産業・労働担当部局、教育委員会等の教育担当部局、都道府県労働局等の関係機関との連携

体制を整備することが必要である。その際、都道府県ごとに、就労支援の関係者からなる障害

者雇用支援合同会議を設け、障害福祉計画の目標値の達成に向けた取組の推進等、統一的に施

策を進めていくことが考えられる。なお、将来的には、圏域ごとに同様の取組を行うことが望

ましい。 

 また、これらに加えて、就労支援について、障害保健福祉施策と労働施策の双方から重層的

に取り組むため、都道府県の障害保健福祉担当部局は、都道府県の労働担当部局及び都道府県

労働局と連携して、別表第一の一の表各項に掲げる事項を令和五年度の活動指標として設定し

て取り組むことが適当である。 

 なお、福祉施設から一般就労への移行等のみならず、離職者や特別支援学校等の卒業者に対

する就職の支援、障害者に対して一般就労や雇用支援策に関する理解の促進を図ること等、障

害者雇用全体についての取組を併せて進めることが望ましい。この際、大学（四年制大学のほ

か、短期大学、大学院、高等専門学校を含む。）在学中の学生についても、早期に専門的な就

労支援を利用することが、その後の就職活動を円滑に進める上で効果的である場合もあること

から、都道府県等においては、在学中の就労移行支援事業の利用について、必要に応じ適切に

取り組まれるよう、関係機関等と連携し、周知を図ることが望ましい。 

 さらに、直ちに一般就労に移行することが難しい場合においても、適正に応じて能力を発揮

し、地域において自立した生活を実現するため、就労継続支援事業における工賃等の向上を引

き続き図っていくことが望ましい。このため、都道府県が工賃の向上に関する計画を作成した

場合は、目標工賃等の概要について都道府県障害福祉計画上に記載し、周知を図ることが適当

である。この際、併せて、就労継続支援事業等における農福連携の取組が進むよう、農福連携

に関する理解を図るとともに、各事業所に対する支援を進めることが望ましい。 

 加えて、国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律（平成二十

四年法律第五十号）において、都道府県及び市町村は障害者就労施設等からの物品等の調達の

推進を図るための方針を作成することとされており、障害福祉計画においては、当該方針との

整合性を図りながら、官公需に係る障害者就労施設等の受注機会の拡大や調達目標金額等につ
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いて記載し、就労継続支援事業における工賃等の向上の取組と一体的に取組を進めることが望

ましい。 

 なお、今後ますます進む高齢化を見据え、高齢障害者の社会参加や就労に関する多様なニー

ズに対応するため、就労継続支援Ｂ型事業等による適切な支援を実施するとともに、高齢障害

者のニーズに応じて、他のサービスや事業に適切につなぐことができる体制の構築を進めるこ

とが望ましい。  

五  障害児支援の提供体制の整備等  

１ 重層的な地域支援体制の構築を目指すための児童発達支援センターの設置及び保育所等訪 

問支援の充実  

児童発達支援センターを中核とした重層的な地域支援体制の構築を目指すため、令和五年度

末までに、児童発達支援センターを各市町村に少なくとも一カ所以上設置することを基本とす

る。なお、市町村単独での設置が困難な場合には、圏域での設置であっても差し支えない。  

また、障害児の地域社会への参加・包容（インクルージョン）を推進するため、各市町村又

は各圏域に設置された児童発達支援センターが保育所等訪問支援を実施するなどにより、令和

五年度末までに、全ての市町村において、保育所等訪問支援を利用できる体制を構築すること

を基本とする。  

２ 難聴児支援のための中核的機能を有する体制の構築 

 聴覚障害児を含む難聴児が適切な支援を受けられるように、令和五年度末までに、各都道府

県において、児童発達支援センター、特別支援学校（聴覚障害）等の連携強化を図る等、難聴

児支援のための中核的機能を有する体制を確保することを基本とする。 

３ 主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイサービス事業所の確保  

重症心身障害児が身近な地域で支援を受けられるように、令和五年度末までに、主に重症心

身障害児を支援する児童発達支援事業所（児童福祉法第六条の二の二第二項に規定する児童発

達支援を行う事業所をいう。）及び放課後等デイサービス事業所（同条第四項に規定する放課

後等デイサービスを行う事業所をいう。）を各市町村に少なくとも一カ所以上確保することを

基本とする。なお、市町村単独での確保が困難な場合には、圏域での確保であっても差し支え

ない。  

４ 医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置及びコーディネーターの配置  

医療的ケア児が適切な支援を受けられるように、令和五年度末までに、各都道府県、各圏域

及び各市町村において、保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関等が連携を図るため

の協議の場を設けるとともに、医療的ケア児等に関するコーディネーターを配置することを基

本とする。なお、市町村単独での設置が困難な場合には、都道府県が関与した上での、圏域で

の設置であっても差し支えない。  

六 相談支援体制の充実・強化等 
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 相談支援体制を充実・強化するため、令和五年度末までに、各市町村又は各圏域において、

別表第一の九の表各項に掲げる総合的・専門的な相談支援の実施及び地域の相談支援体制の強

化を実施する体制を確保することを基本とする。 

 これらの取組を実施するに当たっては、基幹相談支援センター又は第一の一の４㈠に掲げる

事業がその機能を担うことを検討する。 

七 障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制の構築 

 障害福祉サービス等が多様化するとともに、多くの事業者が参入している中、改めて障害者

総合支援法の基本理念を念頭に、その目的を果たすためには、利用者が真に必要とする障害福

祉サービス等の提供を行うことが重要である。そのため、都道府県及び市町村の職員は、障害

者総合支援法の具体的内容を理解するための取組を行い、障害福祉サービス等の利用状況を把

握し、障害者等が真に必要とする障害福祉サービス等が提供できているのか検証を行っていく

ことが望ましい。また、自立支援審査支払等システム等を活用し、請求の過誤を無くすための

取組や適正な運営を行っている事業所を確保することが必要となる。そこで、これらの取組を

通じて利用者が真に必要とする障害福祉サービス等を提供していくため、令和五年度末までに

、別表第一の十の表各項に掲げる障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に関する事

項を実施する体制を構築することを基本とする。 

第三 計画の作成に関する事項  

一 計画の作成に関する基本的事項  

１ 作成に当たって留意すべき基本的事項  

第一の一の基本的理念を踏まえるとともに、第二に定める成果目標の達成に向けて実効性

のあるものとするため、次に掲げる点に配慮して作成を進めることが適当である。  

（一） 障害者等の参加  

障害福祉計画等の作成に当たっては、サービスを利用する障害者等のニーズの把握に

努めるほか、障害者等の意見を反映させるために必要な措置を講ずるよう努めることが

必要である。  

（二） 地域社会の理解の促進グループホーム等の設置等サービスの基盤整備に当たっては、障

害及び障害者等に対する地域社会の理解が不可欠であり、障害福祉計画等の作成に当た

っては、協議会を活用するとともに、障害者等をはじめ、地域住民、企業等の参加を幅

広く求めるほか、啓発・広報活動を積極的に進める。  

（三） 総合的な取組  

障害福祉計画等の作成に当たっては、障害者総合支援法及び児童福祉法の基本理念を踏

まえ、自立支援給付及び地域生活支援事業並びに障害児支援について保健、医療、介護、

児童福祉、教育、文化芸術、雇用等の関係機関と連携しながら総合的に取り組むものとな

ることが必要である。  
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２ 計画の作成のための体制の整備  

障害福祉計画等の作成に当たっては、障害者等をはじめ幅広い関係者の参加を求めて意見の

集約の場を設けるとともに、①市町村及び都道府県の関係部局相互間の連携、②市町村、都道

府県相互間の連携を図るための体制の整備を図ることが必要である。  

（一） 作成委員会等の開催  

障害福祉計画等を地域の実情に即した実効性のある内容のものとするためには、サービ

スを利用する障害者等をはじめ、事業者、雇用、保健、介護、児童福祉、教育、医療等の

幅広い関係者の意見を反映することが必要である。このため、こうした幅広い分野の関係

者から構成される障害福祉計画等作成委員会（以下「作成委員会」という。）等意見集約の

場を設けることが考えられる。この場合において、障害者総合支援法第八十八条第九項及

び第八十九条第七項並びに児童福祉法第三十三条の二十第九項及び第三十三条の二十二第

六項においては、協議会を設置している場合には、その意見を聴くよう努めなければなら

ないとされていることから、協議会を活用することも考えられる。また、障害者総合支援

法第八十八条第十項及び第八十九条第八項並びに児童福祉法第三十三条の二十第十項及び

第三十三条の二十二第七項においては、障害者基本法（昭和四十五年法律第八十四号）第

三十六条第一項及び第四項の合議制の機関を設置している場合には、その意見を聴かなけ

ればならないとされていることから、当該機関を活用することも考えられる。  

（二） 市町村及び都道府県の関係部局相互間の連携  

障害福祉計画等の作成に当たっては、介護保険担当部局、子育て支援や母子保健等の児

童福祉担当部局、労働担当部局、保健医療担当部局、地域振興担当部局、住宅政策担当部

局等の関係部局及び教育委員会等の教育担当部局並びに都道府県労働局等の関係機関と連

携して作業に取り組む体制を整備し、協力して作成することが必要である。  

（三） 市町村と都道府県との間の連携  

市町村は、住民に最も身近な基礎的な自治体として、障害福祉サービス等（都道府県の

地域生活支援事業に係る部分を除く。）並びに障害児通所支援及び障害児相談支援の実施に

関して、また、都道府県は、障害児入所支援の実施に関して、一義的な責任を負っている

。これに伴って、都道府県は、市町村の方針を尊重しつつ、市町村の行う事業が適正かつ

円滑に実施されるよう、市町村に対する支援を行うことが求められる。特に、障害福祉サ

ービス並びに障害児通所支援及び障害児入所支援を提供するための福祉施設の整備等に関

しては、広域的調整を図る役割を有している。  

このため、障害福祉計画等の作成に当たっては、市町村と都道府県との間で密接な連携

を図ることが必要であり、市町村は、都道府県による広域的調整との整合性を図るため、

都道府県と意見を交換することが必要である。また、都道府県は、地域の実情に応じた障
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害福祉サービス並びに障害児通所支援及び障害児入所支援の提供体制の整備を進める観点

から、都道府県としての基本的考え方を示すとともに、圏域を単位として広域的な調整 

を進めるために、関係市町村との協議の場を設ける等、適切な支援を行うことが望ましい。  

３ 障害者等のサービスの利用実態及びニーズの把握  

障害福祉サービス並びに障害児通所支援及び障害児入所支援の必要な量を見込む等の際は、

地域における障害者等の心身の状況、その置かれている環境その他の事情を正確に把握しつつ

ニーズを把握するよう努めることが必要である。  

このため、現在のサービスの利用実態について分析を行うとともに、地域の実情に応じ、ア

ンケート、ヒアリング等によるニーズ調査等を行うことが適当である。なお、ニーズ調査等に

ついては、郵送によるアンケート、障害種別・年齢別に対象者を選択してのヒアリング、障害

者関係団体からのヒアリング等様々な方法が考えられるが、地域の実情、作業日程等を勘案し

つつ、適切な方法により実施することが考えられる。  

４ 障害児の子ども・子育て支援等の利用ニーズの把握及びその提供体制の整備  

 都道府県及び市町村は、障害児の子ども・子育て支援等の利用ニーズについて、障害児通所

支援等を利用する障害児の保護者に調査を行う等により把握し、都道府県及び市町村において

利用ニーズを満たせる定量的な目標を示した上で、子ども・子育て支援等の利用を希望する障

害児が希望に沿った利用ができるよう、保育所や認定こども園、放課後児童健全育成事業（放

課後児童クラブ）等における障害児の受入れの体制整備を行うものとする。  

５ 区域の設定  

 都道府県障害福祉計画及び都道府県障害児福祉計画（以下「都道府県障害福祉計画等」とい

う。）においては、指定障害福祉サービス（障害者総合支援法第二十九条第一項に規定する指

定障害福祉サービスをいう。以下同じ。）、指定地域相談支援（障害者総合支援法第五十一条の

十四第一項に規定する指定地域相談支援をいう。以下同じ。）、指定計画相談支援（障害者総合

支援法第五十一条の十七第二項に規定する指定計画相談支援をいう。以下同じ。）、指定通所支

援（児童福祉法第二十一条の五の三第一項に規定する指定通所支援をいう。以下同じ。）及び

指定障害児相談支援（児童福祉法第二十四条の二十六第二項に規定する指定障害児相談支援を

いう。以下同じ。）の種類ごとの量の見込みを定める単位となる区域（障害者総合支援法第八

十九条第二項第二号及び児童福祉法第三十三条の二十二第二項第二号に規定する都道府県が定

める区域をいう。別表第二の三（一）の項⑤及び別表第四を除き、以下同じ。）を定めるもの

とされており、各都道府県は、他のサービスとの連携を図る観点から、圏域を標準として当該

区域を定めることが必要である。  

６ 住民の意見の反映  

 障害福祉計画等を定め、又は変更しようとするときは、あらかじめ、障害者等を含む地域住

民の意見を反映させるために必要な措置を講ずるよう努めることが必要である。この場合、作
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成委員会等の設置に際して、公募その他の適切な方法による地域住民の参画、インターネット

等の活用によるパブリックコメントの実施、公聴会（タウンミーティング）の開催、アンケー

トの実施等様々な手段により実施することが考えられる。  

７ 他の計画との関係  

 障害福祉計画等は、障害者計画（障害者基本法第十一条第二項に規定する都道府県障害者計

画及び同条第三項に規定する市町村障害者計画をいう。）、地域福祉計画（社会福祉法（昭和二

十六年法律第四十五号）第百七条に規定する市町村地域福祉計画及び同法第百八条に規定する

都道府県地域福祉支援計画をいう。）、医療計画、介護保険事業計画（介護保険法（平成九年法

律第百二十三号）第百十七条第一項に規定する市町村介護保険事業計画及び同法第百十八条第

一項に規定する都道府県介護保険事業支援計画をいう。）、子ども・子育て支援事業計画（子ど

も・子育て支援法第六十一条第一項に規定する市町村子ども・子育て支援事業計画及び同法第

六十二条第一項に規定する都道府県子ども・子育て支援事業支援計画をいう。）その他の法律

の規定による計画であって障害者等の福祉に関する事項を定めるものと調和が保たれたものと

することが必要である。  

８ 定期的な調査、分析及び評価並びに必要な措置    

 障害福祉計画等に盛り込んだ事項について、定期的に調査、分析及び評価を行い、必要があ

ると認めるときは、障害福祉計画等を変更することその他の必要な措置を講ずる。  

そのため、成果目標及び活動指標については、少なくとも年一回は実績を把握し、障害者施

策及び障害児施策並びに関連施策の動向も踏まえながら、障害福祉計画等の中間評価として分

析及び評価を行い、必要があると認めるときは、障害福祉計画等の変更、事業の見直し等の措

置を講じることが適当である。中間評価の際には、協議会、合議制の機関等の意見を聴くとと

もに、その結果について公表するよう努めることが望ましい。  

 これに加え、活動指標については、より高い頻度で障害種別ごとに実績を把握し、設定した

見込量等の達成状況等の分析及び評価を行うことが望ましい。  

二 市町村障害福祉計画及び市町村障害児福祉計画の作成に関する事項  

市町村障害福祉計画及び市町村障害児福祉計画（以下「市町村障害福祉計画等」という。）にお

いては、別表第二の二の項に掲げる事項、同表の三の項中各年度における指定障害福祉サービス

、指定地域相談支援又は指定計画相談支援（以下「指定障害福祉サービス等」という。）並びに

指定通所支援又は指定障害児相談支援（以下「指定通所支援等」という。）の種類ごとの必要な

量の見込みに関する事項及び同表の四の項に掲げる事項は定めなければならない事項とし、同表

の三の項中各年度における指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の種類ごとの必要な見込

量の確保のための方策に関する事項及び同表の五の項に掲げる事項は定めるよう努めなければな

らない事項とし、同表の一の項に掲げる事項、同表の六の項に掲げる事項及び同表の七の項に掲
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げる事項は盛り込むことが望ましい事項とする。また、次に掲げる点を考慮して作成を進めるこ

とが適当である。  

１ 障害福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業並びに障害児通所支援及び障害児相談支

援の提供体制の確保に係る目標に関する事項  

 障害福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業並びに障害児通所支援及び障害児相談

支援の提供体制を確保するため、第二に即して成果目標を設定する。また、当該成果目標に

ついては、これまでの取組を更に推進するものとなるよう、障害福祉計画の実績及び地域の

実情を踏まえて設定することが適当である。  

２ 各年度における指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の種類ごとの必要な量の見込み

及びその見込量の確保のための方策  

（一） 各年度における指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の種類ごとの必要な量の見

込み  

令和五年度までの各年度における指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の種類ご

との実施に関する考え方及び必要な量の見込みを定める。  

その際には、別表第一を参考としつつ、現在の利用実績等に関する分析、障害者等のサ

ービスの利用に関する意向、心身の状況等を勘案しつつ、地域の実情を踏まえて設定する

ことが適当である。また、指定障害福祉サービスのうち生活介護、就労継続支援Ｂ型及び

施設入所支援の必要な量の見込みについては、継続入所者の数を除いて設定するものとす

る。  

さらに、指定障害福祉サービスの種類ごとの必要な量の見込みの設定にあたっては、障

害児通所支援や障害児入所支援から障害福祉サービスへ円滑に支援の移行を図ることを考

慮しながら設定することが必要である。  

特に、障害児入所支援から障害福祉サービスへの支援の移行に当たっては、市町村は都

道府県、学校、相談支援事業所、障害福祉サービス事業所等の関係機関と連携しながら、

障害児が指定障害児入所施設等（児童福祉法第二十四条の二第一項に規定する指定障害児

入所施設等をいう。以下同じ。）へ入所した後から、退所後の支援を見据え、十八歳以降の

支援の在り方について、適切な時期に必要な協議が行われるよう体制整備を図っていくこ

とが必要である。  

（二） 指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の種類ごとの必要な見込量の確保のための

方策  

指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の事業を行う者の確保に関する方策を定め

る。  

この場合において、指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の事業を行う意向を有

する事業者の把握に努めた上で、広く情報提供を行う等により多様な事業者の参入を促進

する等の工夫を図ることが適当である。  
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特に、訪問系サービス及び指定通所支援については、障害者等の地域生活を支える基本

事業であるため、各市町村において事業を実施する事業所を最低一カ所確保できるよう努

める必要がある。また、指定通所支援等については、指定通所支援等の事業を行う者に対

して、障害児に対する質の高い専門的な発達支援を行うことを徹底した上で、事業者の確

保に努めることが必要である。さらに、指定計画相談支援及び指定障害児相談支援の事業

を行う事業所についてもその確保に努める必要がある。なお、小規模町村等において、訪

問系サービスや指定通所支援を行う事業所を確保できない場合は、介護保険制度における

訪問介護事業所や居宅介護支援事業所に対して、障害者総合支援法に基づく居宅介護事業

所としての指定を取るよう促すことや、共生型サービスの指定制度を周知することなどの

工夫が必要である。加えて、障害者等が地域で安心して暮らしていくためには、介護者が

病気等になったとき等に対応できる短期入所サービスの充実を図っていくことが重要であ

り、医療機関が実施する短期入所事業所を含めた指定短期入所事業所の確保に努める必要

がある。 

（三） 地域生活支援拠点等の整備及び機能の充実  

 地域生活支援拠点等の整備については、地域レベルでの取組の基礎とするため、障害者

等の高齢化・重度化や「親亡き後」を見据え、課題に応じてどのような機能をどの程度備

えるべきかについて、障害福祉サービスや相談支援等のニーズ、既存の障害福祉サービス

や相談支援等の整備状況、基幹相談支援センターの設置状況等、地域の実情に応じて、地

域生活支援拠点等として在るべき姿を検討することが求められる。検討に当たっては、協

議会等を十分に活用することが必要である。 

 また、地域生活支援拠点等を運用していく中で明らかになった課題、例えば、現状の地

域生活支援拠点等だけでは対応が困難な地域や障害種別、障害特性等については、協議会

等を活用することで情報を共有し、機能を補完する方策の検討や関係者への研修の実施等

を通じて、地域生活支援拠点等が整備された後も地域のニーズや課題に応えられているか

、機能の水準や充足状況は十分であるかについて継続的に検証及び検討を行うことで、障

害者やその家族等の生活を地域全体で支える中核としての役割を担うに相応しい体制を整

備する必要がある。 

当該検証及び検討に当たっては、地域生活支援拠点等に関与する全ての機関及び人材の

有機的な連携を図ることを意識するとともに、都道府県障害福祉計画とも調和が保たれた

ものとすることが必要である。 

（四） 圏域単位を標準とした指定障害福祉サービス及び指定通所支援の見通し並びに計画的な

基盤整備の方策  

施設入所者の地域生活への移行や精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築、

障害児支援の提供体制の整備その他地域における課題を踏まえ、これらの課題への対応が
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立ち後れている市町村においては、必要となる指定障害福祉サービス及び指定通所支援の

基盤整備を着実に行うために都道府県との協働により計画的に指定障害福祉サービス及び

指定通所支援の基盤整備を行うことが必要である。  

 このため、このような市町村においては、都道府県が三の２の(四)によりサービスの種類

及び量の見通し並びに整備計画を作成する際には、協働により作成作業を行うとともに、

当該整備計画等において関連する内容を市町村障害福祉計画等に反映することが必要であ

る。  

３ 市町村の地域生活支援事業の実施に関する事項  

市町村の地域生活支援事業の実施に関して、第二に定める成果目標の達成に資するよう地域

の実情に応じて、次の事項を定める。  

（一） 実施する事業の内容  

（二） 各年度における事業の種類ごとの実施に関する考え方及び量の見込み  

（三） 各事業の見込量の確保のための方策  

（四） その他実施に必要な事項  

４ 関係機関との連携に関する事項  

（一） 指定障害福祉サービス等及び地域生活支援事業の提供体制の確保に係る関係機関との連

携に関する事項  

第二に定める成果目標の達成に向けて、障害保健福祉の観点からのみならず、医療、教

育、雇用等の分野を超えた総合的な取組が不可欠であり、医療機関、教育機関、公共職業

安定所その他の職業リハビリテーションの措置を実施する機関その他の関係機関と連携す

ることが必要である。  

（二） 指定通所支援等の提供体制の確保に係る関係機関との連携に関する事項  

第二に定める成果目標の達成に向けて、障害保健福祉の観点からのみならず、保健、医

療、児童福祉、教育等の分野を超えた総合的な取組が不可欠であり、医療機関、教育機関

その他の関係機関と連携することが必要である。  

三 都道府県障害福祉計画及び都道府県障害児福祉計画の作成に関する事項  

都道府県障害福祉計画等においては、別表第三の三の項に掲げる事項、同表四の項中各年度に

おける指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の種類ごとの必要な量の見込みに関する事項

、同表の六の項に掲げる事項及び同表の七の項に掲げる事項は定めなければならない事項とし、

同表の四の項中各年度における指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の種類ごとの必要な

見込量の確保のための方策に関する事項、同表の八の項に掲げる事項及び同表の九の項に掲げる

事項は定めるよう努めなければならない事項とし、同表の一の項に掲げる事項、同表の二の項に

掲げる事項、同表の五の項に掲げる事項、同表の十の項に掲げる事項及び同表の十一の項に掲げ
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る事項は盛り込むことが望ましい事項とする。また、次に掲げる点を考慮して作成を進めること

が適当である。  

１ 障害福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業並びに障害児通所支援等の提供体制の 

確保に係る目標に関する事項  

 障害福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業並びに障害児通所支援等の提供体制を確

保するため、第二に即して成果目標を設定する。また、成果目標については、これまでの取組

を更に推進するものとなるよう、障害福祉計画の実績及び地域の実情を踏まえて設定すること

が適当である。  

２ 区域ごとの各年度の指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の種類ごとの必要な量の見

込み並びにその見込量の確保のための方策  

（一） 各年度における指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の種類ごとの必要な量の見

込み  

区域ごとに令和五年度までの各年度における指定障害福祉サービス等及び指定通所支援

等の種類ごとの実施に関する考え方及び必要な量の見込みを定める。  

その際には、市町村障害福祉計画等における数値を区域ごとに集計したものを基本とし

て、これを更に都道府県全域で集計した結果が、都道府県障害福祉計画等における見込み

の数値と整合性がとれるよう、都道府県は、市町村と調整することが必要である。また、

指定障害福祉サービスのうち生活介護、就労継続支援Ｂ型及び施設入所支援の必要な量の

見込みについては、継続入所者の数を除いて設定するものとする。  

また、障害者総合支援法及び整備法による改正後の児童福祉法施行以前に、障害福祉サ

ービス又は障害児通所支援が未実施であった市町村におけるサービスの確保や、指定地域

相談支援若しくは指定計画相談支援又は指定障害児相談支援等の確保に留意することが必

要である。  

（二） 指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の種類ごとの必要な見込量の確保のための

方策  

指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の事業を行う者の確保に関する方策を定め

る。  

この場合において、指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の事業を行う意向を有

する事業者の把握に努めた上で、広く情報提供を行う等により多様な事業者の参入を促進

する等の工夫を図ることが適当である。  

ただし、指定通所支援等については、指定通所支援等の事業を行う者に対して、障害児

に対する質の高い専門的な発達支援を行うことを徹底した上で、事業者の確保に努めるこ

とが必要である。  

（三） 地域生活支援拠点等が有する機能の充実に向けた市町村支援等 
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地域生活支援拠点等の整備については、都道府県は二の２の（三）における検証及び検

討の際に、都道府県内の市町村を包括する広域的な見地から、施設入所支援の利用者数の

見込み等を集約するとともに、各市町村から地域生活支援拠点等の整備に関する検証及び

検討状況等の聞き取りを行い、市町村障害福祉計画との調整を図るものとする。また、都

道府県は、市町村又は圏域における地域生活支援拠点等の整備を進めるに当たって必要な

支援を行うとともに、第四期障害福祉計画の期間中に地域生活支援拠点等の機能の充実に

資するよう、運営に関する研修会等の開催や管内市町村における好事例の紹介、現状や課

題の共有等、必要な支援を継続的に行う必要がある。  

（四） 圏域単位を標準とした指定障害福祉サービス及び指定通所支援の見通し及び計画的な基

盤整備の方策  

施設入所者の地域生活への移行や精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築、

障害児通所支援の地域支援体制の整備その他地域における課題を踏まえ、これらの課題へ

の対応が立ち後れている地域においては、必要となる指定障害福祉サービス及び指定通所

支援の基盤整備を着実に行うために都道府県と市町村が協働により計画的に指定障害福祉

サービス及び指定通所支援の基盤整備を行うことが必要である。  

このため、このような地域においては、圏域単位を標準として、地域における課題を整

理した上で、令和五年度において障害者等の支援に必要となる指定障害福祉サービス及び

指定通所支援の種類及び量の見通しを明らかにすることが必要である。加えて、当該見通

しを達成するために新たに必要となる指定障害福祉サービス及び指定通所支援を実施する

事業所数（訪問系サービスを実施する事業所数を除く。以下同じ。）を見込むとともに、年

次ごとの事業所の整備計画（以下「整備計画」という。）を作成することが必要である。な

お、サービスの種類及び量の見通し並びに整備計画の作成に当たっては、別表第三に掲げ

る事項に留意しつつ作成することが必要である。また、作成された整備計画等の内容は、

関係する市町村障害福祉計画等に反映し、都道府県と市町村が一体的に取り組むことが必

要である。  

３ 各年度の指定障害者支援施設及び指定障害児入所施設等の必要入所定員総数  

令和五年度までの各年度における指定障害者支援施設（障害者総合支援法第二十九条第一

項に規定する指定障害者支援施設をいう。以下同じ。）及び指定障害児入所施設等の必要入所

定員総数については、別表第一を参考としつつ、設定することが適当である。なお、それらの

必要入所定員総数については、継続入所者の数を除いて設定するものとする。  

また、指定障害児入所施設等の必要入所定員総数については、障害児入所支援から障害福

祉サービスへ円滑に支援の移行を図ることを考慮しながら設定することが必要である。  

このため、都道府県は市町村と連携し、障害児入所施設や障害福祉サービス事業所等と協

力しながら、指定障害児入所施設等に入所が必要な障害児のニーズを把握し、地域の実情を踏
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まえて設定するとともに、障害児が指定障害児入所施設等へ入所した後から、退所後の支援を

見据え、連絡調整を図っていくことが必要である。  

４ 指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等に従事する者の確保又は資質の向上並びに指定

障害者支援施設及び指定障害児入所施設等の施設障害福祉サービスの質の向上のために講ず

る措置  

指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等並びに指定障害者支援施設及び指定障害児入

所施設等の施設障害福祉サービス（以下「指定障害福祉サービス等支援」という。）の提供に

当たって基本となるのは人材であり、国、都道府県、市町村及び指定障害福祉サービス等支援

の事業者は、指定障害福祉サービス等支援に係る人材の養成、提供されるサービスに対する第

三者による評価等を総合的に推進することが重要である。  

（一） サービスの提供に係る人材の研修  

人材の養成については、サービス提供に係る責任者及び専門職員の養成のみならず、サ

ービス提供に直接必要な担い手の確保を含め、指定障害福祉サービス等支援に係る人材を

質量ともに確保することが重要である。  

障害者総合支援法及び児童福祉法の下では、サービス提供に係る専門職員として、サー

ビス管理責任者、児童発達支援管理責任者及び相談支援専門員を、指定障害福祉サービス

、指定通所支援、指定障害児入所支援、指定地域相談支援、指定計画相談支援及び指定障

害児相談支援の事業者ごとに配置することとしており、都道府県は、これらの者に対して

、サービス管理責任者養成研修や、児童発達支援管理責任者研修、相談支援従事者研修等

を十分に実施することが必要である。また、サービスの直接の担い手である居宅介護従事

者の養成等についても、障害者等の特性に応じた支援を提供可能な人材を確保できるよう

、居宅介護職員初任者研修に加え、重度訪問介護従業者養成研修や、同行援護従業者養成

研修、行動援護従業者養成研修等を十分に実施することが必要である。  

 行動障害を有する障害者等に対し、その特性の理解に基づいて適切な支援を行うため

、施設従事者、居宅介護従事者等が知識や支援手法を修得可能となる専門的な研修を実施

することが必要である。また、精神障害者の特性に応じた適切な支援が実施できるよう、

保健所、精神保健福祉センター（精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和二十五

年法律第百二十三号）第六条第一項の精神保健福祉センターをいう。以下同じ。）、高次脳

機能障害支援拠点等との連携による専門分野別の研修等地域の実情に応じた研修に取り組

むことが望ましい。また、罪を犯した障害者等の特性に応じた適切な支援についても、保

健所、精神保健福祉センター、地域生活定着支援センター等との連携による専門分野別の

研修等地域の実情に応じた研修に取り組むことが望ましい。 

都道府県は、それぞれの研修をサービス種別ごとに計画的に実施し、指定障害福祉サー

ビス等支援に係る人材の確保又は資質の向上に関する総合的な施策に取り組むことが必要
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である。このため、都道府県は、研修の実施方法、実施回数等を定めた研修計画を作成す

るとともに、研修受講者の記録の管理等を行うことが必要である。なお、相談支援専門員

に向けた研修を行うに当たっては、難病患者等や重症心身障害児者、医療的ケア児等の特

性に応じた適切な支援についても十分に理解が図られるようなものとすることが重要であ

る。さらに、適切な支援の提供が障害者等の自立及び社会参加に資することも踏まえ、地

域生活支援事業における障害者相談支援事業及び介護給付費等の支給決定事務に係る業務

を適切かつ主体的に実施するため、市町村職員に対して相談支援従事者研修の受講を促す

ことが望ましい。  

また、医療的ケアを必要とする障害者等に対する支援体制の充実を図るため、喀痰（か

くたん）吸引等の業務を行うことができる人材の育成に努めることが必要である。 

さらに、都道府県は、教育委員会等の教育担当部局と連携し、例えば、学校訪問を行い

障害福祉に係る仕事を紹介する等により、若年層における障害福祉サービスに係る理解を

促進する取組や、都道府県福祉人材センター（社会福祉法第九十三条第一項に規定する都

道府県福祉人材センターをいう。）と連携し、福祉人材の無料職業紹介を行う等の取組を通

じ、障害福祉サービス等支援に係る人材の確保を支援することが望ましい。  

（二） 指定障害福祉サービス等支援の事業者に対する第三者の評価  

指定障害福祉サービス等支援の質の向上のための方策として、事業者から提供されるサ

ービスについて、第三者による評価を行うことも考えられる。社会福祉法第七十八条にお

いて、社会福祉事業の経営者は、自らその提供する福祉サービスの質の評価を行うことそ

の他の措置を講ずることにより、常に福祉サービスを受ける者の立場に立って良質かつ適

切な福祉サービスを提供するよう努めなければならないこととされているところであり、

都道府県は、事業者の求めに応じて、適切な第三者評価が実施できるような体制の整備を

行い、第三者評価の制度を積極的に活用するよう支援することが望ましい。  

また、障害者総合支援法等一部改正法により、障害福祉サービス等情報公表制度が創設

されたことを踏まえ、当該制度の活用により、障害福祉サービス等又は障害児通所支援等

を利用する障害者等が個々のニーズに応じて良質なサービスを選択できるようにするとと

もに、事業者によるサービスの質の向上を図ることが重要である。このため、都道府県に

おいては、事業者に対して制度の周知を図るとともに、より多くの利用者や相談支援専門

員等が当該制度を活用できるよう、利活用しやすい仕組み作りや普及及び啓発に向けた取

組を実施していくことが必要である。  

５ 都道府県の地域生活支援事業の実施に関する事項  

 都道府県の地域生活支援事業の実施に関して、第二に定める成果目標の達成に資するよう地

域の実情に応じて、次の事項を定める。  

（一） 実施する事業の内容  
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（二） 各年度における事業の種類ごとの実施に関する考え方及び量の見込み  

（三） 各事業の見込量の確保のための方策  

（四） その他実施に必要な事項  

６ 関係機関との連携に関する事項  

（一） 区域ごとの指定障害福祉サービス又は指定地域相談支援及び地域生活支援事業の提供体

制の確保に係る関係機関との連携に関する事項  

第二に定める成果目標の達成に向けて、障害保健福祉の観点からのみならず、医療、教

育、雇用等の分野を超えた総合的な取組が不可欠であり、医療機関、教育機関、公共職業

安定所その他の職業リハビリテーションの措置を実施する機関その他の関係機関と連携す

ることが必要である。  

（二） 区域ごとの指定通所支援の提供体制の確保に係る関係機関との連携に関する事項  

第二に定める成果目標の達成に向けて、障害保健福祉の観点からのみならず、保健、医

療、児童福祉、保育、教育等の分野を超えた総合的な取組が不可欠であり、医療機関、教

育機関その他の関係機関と連携することが必要である。  

四 その他  

１ 計画の作成の時期  

 第六期障害福祉計画及び第二期障害児福祉計画は、令和三年度から令和五年度までの三年間

における指定障害福祉サービス等及び指定通所支援等の量の見込み等について定めるものであ

る。 

なお、東日本大震災により甚大な被害を受けた市町村及び都道府県（以下「被災市町村等」

という。）においては、障害者等の実態把握のための十分な体制の整備及び障害福祉計画等の作

成に向けた準備作業が困難な場合があるため、被災市町村等の実情に応じて弾力的な取扱いを

行っても差し支えないこととする。  

２ 計画の期間  

障害福祉計画等は、三年を一期として作成することとする。  

３ 計画の公表  

市町村は、市町村障害福祉計画等を作成するときは、二の２の（一）に掲げる事項につい

ては、あらかじめ都道府県の意見を聴くこととし、併せて、その他の事項についても、都道府

県と市町村が一体的に取り組むことができるよう都道府県と調整を行うことが望ましい。また

、市町村障害福祉計画等を定めた際には、遅滞なく、公表するとともにこれを都道府県知事に

提出することが必要である。  

都道府県は、都道府県障害福祉計画等を作成したときは、遅滞なく、公表するとともに、

これを厚生労働大臣に提出することが必要である。  
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第四 その他自立支援給付及び地域生活支援事業並びに障害児通所支援等の円滑な実施を確保するた

めに必要な事項  

一 障害者等に対する虐待の防止  

障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（平成二十三年法律第七十九

号。以下「障害者虐待防止法」という。）を踏まえ、指定障害福祉サービス等及び指定通所支援

等の事業者は、利用者の人権の擁護、虐待の防止等のため、責任者を置く等の必要な体制を整備

し、従業者に対して、研修を実施する等の措置を講じなければならない。  

都道府県及び市町村においては、「市町村・都道府県における障害者虐待の防止と対応」（平成

二十四年十二月厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課地域移行・障害児支援室作成

）に沿って、都道府県障害者権利擁護センター（障害者虐待防止法第三十六条第一項の都道府県

障害者権利擁護センターをいう。）、市町村障害者虐待防止センター（障害者虐待防止法第三十二

条第一項の市町村障害者虐待防止センターをいう。）を中心として、福祉事務所、児童相談所、

精神保健福祉センター、障害者及び障害児団体、学校、警察、法務局、司法関係者、民生委員、

児童委員、人権擁護委員等から成るネットワークの活用、障害者等に対する虐待の未然の防止、

虐待が発生した場合の迅速かつ適切な対応、再発の防止等に取り組むとともに、それらの体制や

取組については、定期的に検証を行い、必要に応じてマニュアルの見直し等を行うことが重要で

ある。さらに、地域の実情に応じて高齢者や児童の虐待防止に対する取組を行う機関とも連携し

ながら、効果的な体制を構築することが望ましい。  

なお、市町村においては、引き続き、住民等からの虐待に関する通報があった場合に、速やか

に障害者等の安全の確認や虐待の事実確認を行うとともに、市町村障害者虐待対応協力者（障害

者虐待防止法第九条第一項に規定する市町村障害者虐待対応協力者をいう。）と協議の上、今後

の援助方針や支援者の役割を決定する体制を取ることが必要である。  

また、次に掲げる点に配慮し、障害者等に対する虐待事案を効果的に防止することが必要であ

る。  

１ 相談支援専門員及びサービス管理責任者等による虐待事案の未然防止及び早期発見  

都道府県及び市町村においては、虐待事案を未然に防止する観点から、相談支援専門員、サ

ービス管理責任者又は児童発達支援管理責任者等に対し、常日頃から虐待防止に関する高い意

識を持ち、障害者等及びその養護者の支援に当たるとともに、虐待の早期発見及び虐待と疑わ

れる事案を発見した場合の速やかな通報を求めることが必要である。また、指定障害福祉サー

ビス事業所等及び指定通所支援事業所等の設置者・管理者に対し、障害者等虐待防止研修受講

の徹底及び虐待を防止するための委員会の設置を促すなど、各種研修や指導監査などあらゆる

機会を通じて指導助言を継続的に行うことが重要である。特に、継続サービス利用支援（障害

者総合支援法第五条第二十三項に規定する継続サービス利用支援をいう。）により、居宅や施

設等への訪問を通じて障害者等やその世帯の状況等を把握することが可能であることに鑑み、



31  

  

相談支援事業者に対し、訪問による相談支援の機会等を通じた虐待の早期発見及び市町村との

連携の重要性について周知を図る必要がある。  

２ 一時保護に必要な居室の確保  

市町村においては、虐待を受けた障害者等の保護及び自立支援を図るため、一時保護に必要

な居室を確保する観点から地域生活支援拠点を活用するとともに、都道府県においては、必要

に応じて、一時保護のために必要な居室の確保について市町村域を超えた広域的な調整を行う

こととする。  

３ 指定障害児入所支援の従業者への研修  

指定障害児入所支援については、児童福祉法に基づき、被措置児童等虐待対応が図られるが

、指定障害福祉サービス事業所等及び指定通所支援事業所等と同様に、入所児童に対する人権

の擁護、虐待の防止等のため、従業者に対する研修等の実施が必要である。  

４ 権利擁護の取組  

障害者等の権利擁護の取組については、障害福祉サービスの利用の観点から成年後見制度を

利用することが有用であると認められる利用者に対して支援を行うとともに、後見等の業務を

適正に行うことができる人材の育成及び活用を図るための研修を行い、当該制度の利用を促進

する必要がある。また、これらの取組を行うに当たっては、成年後見制度の利用の促進に関す

る法律（平成二十八年法律第二十九号）を踏まえ、各市町村において作成に努めることとされ

ている市町村成年後見制度利用促進基本計画との整合性が保たれるようにすることが望ましい

。  

二 意思決定支援の促進  

都道府県は、意思決定支援の質の向上を図るため、相談支援専門員やサービス管理責任者の研

修等の機会を通じて、意思決定支援ガイドライン等を活用した研修を実施するとともに、事業者

や成年後見の担い手を含めた関係者に対して普及を図るように努める必要がある。  

三 障害者の芸術文化活動支援による社会参加等の促進 

 第一の７における障害者の芸術文化活動支援による社会参加等の促進に関しては、次のような

支援を行うため、都道府県による障害者の文化芸術活動を支援するセンターの設置及び広域的な

支援を行うセンターの設置を推進する。 

（一） 障害福祉サービス事業所等に対する相談支援 

（二） 芸術文化活動を支援する人材の育成 

（三） 関係者のネットワークづくり 

（四） 発表等の機会の創出 

（五） 障害者の文化芸術活動の情報収集及び発信 

（六） その他地域の実情等を踏まえ実施すべき障害者の文化芸術活動に関する支援等 

四 障害を理由とする差別の解消の推進  
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共生社会を実現するためには、日常生活や社会生活における障害者等の活動を制限し、社会へ

の参加を制約している社会的障壁を取り除くことが重要であり、障害を理由とする差別の解消の

推進に関する法律（平成二十五年法律第六十五号）では、障害者等に対する不当な差別的取扱い

及び合理的配慮の不提供を差別と規定するとともに、対象となる障害者等は、いわゆる障害者手

帳の所持者に限られるものではないこととしている。  

都道府県及び市町村は、障害を理由とする差別の解消を妨げている諸要因の解消を図るための

啓発活動などを行う必要があるとともに、指定障害福祉サービス等支援の事業者をはじめとする

福祉分野の事業者は、障害を理由とする差別を解消するための取組を行うに当たり、厚生労働省

が作成した「福祉分野における事業者が講ずべき障害を理由とする差別を解消するための措置に

関する対応指針」（平成二十七年十一月厚生労働大臣決定）を踏まえ、必要かつ合理的な配慮な

どについて、具体的場面や状況に応じて柔軟に対応することが期待される。  

五 障害福祉サービス等及び障害児通所支援等を提供する事業所における利用者の安全確保に向け

た取組や事業所における研修等の充実 

 障害福祉サービス事業所等及び障害児通所支援等を提供する事業所においては、地域共生社

会の考え方に基づき、地域に開かれた施設となるべきというこれまでの方向性を堅持し、平常

時からの地域住民や関係機関との緊密な関係性の構築等を通じ、利用者の安全確保に向けた取

組を進めることが重要であり、都道府県及び市町村はその支援を行うことが必要である。また

、それらの取組の際には、日常的な地域とのつながりが発災時における障害者等の安全確保に

つながるとともに、一方で、障害福祉サービス事業所等及び障害児通所支援等を提供する事業

所が発災時には福祉避難所として地域の安全提供の拠点となることも踏まえた上で、防災対策

とともに考えていくことも必要である。  

さらに、障害福祉サービス等及び障害児通所支援等を利用する障害者等が安心して生活でき

るように、権利擁護の視点を含めた職員への研修を充実することや、職員が過重な労働負担等

により精神的に孤立することなく、いきいきと障害者等への支援に従事できるようにするため

、職員の処遇改善等により職場環境の改善を進めていくことが必要である。  
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別表第一 

一 福祉施設から一般就労への移行等  

事     項  内      容  

就労移行支援事業及び就労継続支援事

業（就労継続支援を行う事業をいう。

以下同じ。）の利用者の一般就労への

移行  

 都道府県の障害保健福祉担当部局は、令和五年度におい

て、就労移行支援事業及び就労継続支援事業の利用者のう

ち、一般就労への移行者数の見込みを設定する  

障害者に対する職業訓練の受講  

  

  

 都道府県の障害保健福祉担当部局は、都道府県の労働担

当部局及び都道府県労働局と連携して、福祉施設から一般

就労への移行を促進するため、令和五年度において、福祉

施設から一般就労へ移行する者のうち、必要な者が職業訓

練を受講することができるよう、受講者数の見込みを設定

する。  

福祉施設から公共職業安定所への誘導   都道府県の障害保健福祉担当部局は、都道府県労働局と

連携して、就労移行支援事業者等と公共職業安定所との円

滑な連携を促し、令和五年度において、福祉施設の利用者

のうち、必要な者が公共職業安定所の支援を受けることが

できるよう、福祉施設から公共職業安定所へ誘導する福祉

施設利用者数の見込みを設定する。  

福祉施設から障害者就業・生活支援セ

ンターへの誘導  

  都道府県の労働担当部局及び障害保健福祉担当部局は、

都道府県労働局と連携して、福祉施設から一般就労に移行

した者の職場定着を支援するため、令和五年度において、

福祉施設から一般就労に移行する利用者のうち、必要な者

が就労移行支援事業者等と連携した障害者就業・生活支援

センターによる支援を受けることができるよう、福祉施設

から障害者就業・生活支援センターへ誘導する福祉施設利

用者数の見込みを設定する。  

公共職業安定所における福祉施設利

用者の支援  

  都道府県の障害保健福祉担当部局は、都道府県労働局と

連携して、就労移行支援事業者等と公共職業安定所との円

滑な連携を促すとともに、就労移行支援事業者等が適切か

つ必要な就労支援を支援者に対して行い、令和五年度にお

いて、福祉施設の利用者のうち、必要な者が公共職業安定

所の支援を受けることで、一定割合の者が就職に結びつく
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よう、公共職業安定所の支援を受けて就職する者の数の見

込みを設定する。 

  

二 居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護、重度障害者等包括支援  

居宅介護  

重度訪問介護 

同行援護 

行動援護  

重度障害者等包括支援  

 現に利用している者の数、障害者等のニーズ、施設入所

者の地域生活への移行者数、入院中の精神障害者のうち地

域生活への移行後に訪問系サービスの利用が見込まれる者

の数、平均的な一人当たり利用量等を勘案して、利用者数

及び量の見込みを設定する  

  

三 生活介護、自立訓練（機能訓練）、自立訓練（生活訓練）、就労移行支援、就労継続支援Ａ型、就労

継続支援Ｂ型、就労定着支援、療養介護、短期入所（福祉型）、短期入所（医療型）  

生活介護   現に利用している者の数、障害者等のニーズ、施設入所

者の地域生活への移行者数、入院中の精神障害者のうち地

域生活への移行後に生活介護の利用が見込まれる者の数、

平均的な一人当たり利用量等を勘案して、利用者数及び量

の見込みを設定する。  

自立訓練（機能訓練）（規則第六条の

七第一号の自立訓練（機能訓練）をい

う。）  

 現に利用している者の数、障害者等のニーズ、施設入所

者の地域生活への移行者数、平均的な一人当たり利用量等

を勘案して、利用者数及 び量の見込みを設定する。  

自立訓練（生活訓練）（規則第六条の

七第二号の自立訓練（生活訓練）をい

う。以下同じ。）  

 現に利用している者の数、障害者等のニーズ、施設入所

者の地域生活への移行者数、入院中の精神障害者のうち地

域生活への移行後に自立訓練（生活訓練）の利用が見込ま

れる者の数、平均的な一人当たり利用量等を勘案して、利

用者数及び量の見込みを設定する。  
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就労移行支援   現に利用している者の数、障害者等のニーズ、施設入所

者の地域生活への移行者数、入院中の精神障害者のうち地

域生活への移行後に就労移行支援事業の利用が見込まれる

者の数、福祉施設の利用者の一般就労への移行者数、特別

支援学校卒業者、休職者で復職を希望する者等新たに就労

移行支援事業の対象者と見込まれる者の数、平均的な一人

当たり利用量等を勘案して、利用者数及び量の見込みを設

定する。  

就労継続支援Ａ型  現に利用している者の数、障害者等のニーズ、施設入所

者の地域生活への移行者数、入院中の精神障害者のうち地

域生活への移行後に就労継続支援Ａ型の利用が見込まれる

者の数、就労継続支援Ａ型の利用者の一般就労への移行者

数、平均的な一人当たり利用量、地域の雇用情勢等を勘案

して、利用者数及び量の見込みを設定する。 

就労継続支援Ｂ型   現に利用している者の数、障害者等のニーズ、施設入所

者の地域生活への移行者数、入院中の精神障害者のうち地

域生活への移行後に就労継続支援Ｂ型の利用が見込まれる

者の数、就労継続支援Ｂ型の利用者の一般就労への移行者

数、平均的な一人当たり利用量等を勘案して、利用者数及

び量の見込みを設定する。 

 設定に当たっては、区域内の就労継続支援Ｂ型事業所に

おける工賃（事業所が、利用者に対して、事業収入から事

業に必要な経費を控除して支払う金額をいう。）の平均額に

ついて、区域ごとの目標水準を設定することが望ましい。 

就労定着支援   現に利用している者の数、障害者等のニーズ、福祉施設

の利用者の一般就労への移行者数等を勘案して、利用者数

の見込みを設定する。  

療養介護   現に利用している者の数、障害者等のニーズ等を勘案し

て、利用者数の見込みを設定する。  
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短期入所（福祉型、医療型）   現に利用している者の数、障害者等のニーズ、施設入所

者の地域生活への移行者数、入院中の精神障害者のうち地

域生活への移行後に短期入所の利用が見込まれる者の数、

平均的な一人当たり利用量等を勘案して、利用者数及び量

の見込みを設定する。  

  

四 自立生活援助、共同生活援助、施設入所支援 、地域生活支援拠点等 

自立生活援助   現に利用している者の数、同居している家族による支援

を受けられない障害者の数、施設入所者の地域生活への移

行者数、入院中の精神障害者のうち地域生活への移行後に

自立生活援助の利用が見込まれる者の数等を勘案して、利

用者数の見込みを設定する。  

共同生活援助   現に利用している者の数、障害者等のニーズ、施設入所

者の地域生活への移行者数、入院中の精神障害者のうち地

域生活への移行後に共同生活援助の利用が見込まれる者の

数、一人暮らしや家庭からグループホームに入所する者の

数、グループホームから退所する者の数等を勘案して、利

用者数の見込みを設定する。  

施設入所支援   令和元年度末時点の施設入所者数を基礎として、施設入

所者の地域生活への移行者数を控除した上で、グループホ

ーム等での対応が困難な者の利用といった真に必要と判断

される数を加えた数を勘案して、利用者数の見込みを設定

する。  

 当該利用者数の見込みの設定に当たっては、令和五年度

末において、令和元年度末時点の施設入所者数の一・六パ

ーセント以上を削減することとし、令和二年度末において

、障害福祉計画で定めた令和二年度までの数値目標が達成

されないと見込まれる場合は、未達成割合を令和五年度末

における施設入所者の削減割合の目標値に加えた割合以上

を目標値とすることを基本としつつ、地域の実情に応じて

設定することが望ましい。 
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地域生活支援拠点等  地域生活支援拠点等の設置箇所数と地域生活支援拠点等

が有する機能の充実に向けた検証及び検討の実施回数につ

いて、年間の見込み数を設定する。 
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五 相談支援  

計画相談支援（障害者総合支援法第

五条第十八項に規定する計画相談支

援をいう。）  

 現に利用している者の数、障害者等のニーズ、入院中の

精神障害者のうち地域生活への移行後に計画相談支援の利

用が見込まれる者の数等を勘案して、利用者数の見込みを

設定する。  

地域移行支援  

  

 現に利用している者の数、障害者等のニーズ、施設入所

者の地域生活への移行者数、入院中の精神障害者のうち地

域生活への移行後に地域移行支援の利用が見込まれる者の

数等を勘案して、利用者数の見込みを設定する。  

 設定に当たっては、入所又は入院前の居住地を有する市

町村が対象者数の見込みを設定する。 

地域定着支援   現に利用している者の数、単身世帯である障害者の数、

同居している家族による支援を受けられない障害者の数、

施設入所者の地域生活への移行者数、入院中の精神障害者

のうち地域生活への移行後に地域定着支援の利用が見込ま

れる者の数等を勘案して、利用者数の見込みを設定する。  

  

六 障害児通所支援、障害児入所支援、障害児相談支援等  

児童発達支援  地域における児童の数の推移、現に利用している障害児

の数、障害児等のニーズ、医療的ケア児のニーズ、保育所

や認定こども園、幼稚園等での障害児の受入状況、入所施

設から退所した後に児童発達支援の利用が見込まれる障害

児の数、平均的な一人当たり利用量等を勘案して、利用児

童数及び量の見込みを設定する。 

医療型児童発達支援（児童福祉法第六

条の二の二第三項に規定する医療型児

童発達支援をいう。以下同じ。）  

地域における児童の数の推移、現に利用している障害児

の数、障害児等のニーズ、医療的ケア児のニーズ、保育所

や認定こども園、幼稚園等での障害児の受入状況、入所施

設から退所した後に医療型児童発達支援の利用が見込まれ

る障害児の数、平均的な一人当たり利用量等を勘案して、

利用児童数及び量の見込みを設定する。 
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放課後等デイサービス  地域における児童の数の推移、現に利用している障害児

の数、障害児等のニーズ、医療的ケア児のニーズ、放課後

児童健全育成事業等での障害児の受入状況、入所施設から

退所した後に放課後等デイサービスの利用が見込まれる障

害児の数、平均的な一人当たり利用量等を勘案して、利用

児童数及び量の見込みを設定する。 

保育所等訪問支援  

  

地域における児童の数の推移、現に利用している障害児

の数、障害児等のニーズ、医療的ケア児のニーズ、保育所

、認定こども園、幼稚園、小学校、特別支援学校等での障

害児の受入又は利用状況、平均的な一人当たり利用量等を

勘案して、利用児童数及び量の見込みを設定する。 

居宅訪問型児童発達支援  地域における児童の数の推移、現に利用している障害児

の数、障害児等のニーズ、医療的ケア児のニーズ、平均的

な一人当たり利用量等を勘案して、利用児童数及び量の見

込みを設定する。 

福祉型障害児入所施設医療型障害

児入所施設  

地域における児童の数の推移、現に利用している障害児

の数、障害児等のニーズ、医療的ケア児のニーズ等を勘案

して、利用児童数の見込みを設定する。 

障害児相談支援  地域における児童数の推移、現に利用している障害児の

数、障害児等のニーズ、医療的ケア児のニーズ等を勘案し

て、利用児童数の見込みを設定する。 

医療的ケア児に対する関連分野の支援

を調整するコーディネーターの配置人

数  

地域における医療的ケア児のニーズ等を勘案して、必要

となる配置人数の見込みを設定する。 

  

七 発達障害者等に対する支援  

発達障害者支援地域協議会の開催   地域の支援体制の課題の把握及び対応についての検討を

行うために必要な開催回数の見込みを設定する。  
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発達障害者支援センターによる相談

支援  

 現状の相談件数、発達障害者等のニーズのうち、市町村

等での対応が困難であり発達障害者支援センターによる相

談支援が真に必要と判断される数を勘案して、相談件数の

見込みを設定する。  

発達障害者支援センター及び発達障

害者地域支援マネジャーの関係機関

への助言  

 現状の助言件数、発達障害者等のニーズのうち、市町村

等での対応が困難であり発達障害者支援センターあるいは

発達障害者地域支援マネジャーの助言を必要とする数を勘

案して、助言件数の見込みを設定する。  

発達障害者支援センター及び発達障

害者地域支援マネジャーの外部機関

や地域住民への研修、啓発  

  現状の研修及び啓発件数を勘案し、個々の発達障害の特

性に関する理解が図られるために必要な研修、啓発件数の

見込みを設定する。  

ペアレントトレーニングやペアレン

トプログラム等の支援プログラム等

の受講者数 

 現状のペアレントトレーニングやペアレントプログラム

等の支援プログラム等の実施状況及び市町村等における発

達障害者等の数を勘案し、受講者数の見込みを設定する。 

ペアレントメンターの人数  現状のペアレントメンター養成研修等の実施状況及び市

町村等における発達障害者等の数を勘案し、ペアレントメ

ンターの人数の見込みを設定する。 

ピアサポートの活動への参加人数  現状のピアサポートの活動状況及び市町村等における発

達障害者等の数を勘案し、数の見込みを設定する。 

 

八 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築 

保健、医療及び福祉関係者による協

議の場の開催回数 

 市町村ごとの保健、医療及び福祉関係者による協議の場

を通じて、重層的な連携による支援体制を構築するために

必要となる、協議の場の一年間の開催回数の見込みを設定

する。 

保健、医療及び福祉関係者による協

議の場への関係者の参加者数 

 市町村ごとの保健、医療及び福祉関係者による協議の場

を通じて、重層的な連携による支援体制を構築するために

必要となる、保健、医療、福祉、介護、当事者及び家族等

の関係者ごと（医療にあっては、精神科及び精神科以外の

医療機関別）の参加者数の見込みを設定する。 
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保健、医療及び福祉関係者による協

議の場における目標設定及び評価の

実施回数 

 市町村ごとの保健、医療及び福祉関係者による協議の場

を通じて、重層的な連携による支援体制を構築するために

必要となる、協議の場における目標設定及び評価の実施回

数の見込みを設定する。 

精神障害者の地域移行支援  現に利用している精神障害者の数、精神障害者等のニー

ズ、入院中の精神障害者のうち地域移行支援の利用が見込

まれる者の数等を勘案して、利用者数の見込みを設定する

。 

精神障害者の地域定着支援  現に利用している精神障害者の数、精神障害者のニーズ

、入院中の精神障害者のうち地域生活への移行後に地域定

着支援の利用が見込まれる者の数等を勘案して、利用者数

の見込みを設定する。 

精神障害者の共同生活援助    現に利用している精神障害者の数、精神障害者のニーズ

、入院中の精神障害者のうち地域生活への移行後に共同生

活援助の利用が見込まれる者の数等を勘案して、利用者数

の見込みを設定する。 

精神障害者の自立生活援助  現に利用している精神障害者の数、精神障害者のニーズ

、入院中の精神障害者のうち地域生活への移行後に自立生

活援助の利用が見込まれる者の数等を勘案して、利用者数

の見込みを設定する。 

精神病床における退院患者の退院後

の行き先 

 都道府県において、入院中の精神障害者が地域生活を送

るための基盤整備内容を検討するために必要となる、精神

病床からの退院後の行き先別の退院患者数の見込みを設定

する。 
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九 相談支援体制の充実・強化のための取組 

総合的・専門的な相談支援  障害の種別や各種のニーズに対応できる総合的・専門的

な相談支援の実施の見込みを設定する。 

地域の相談支援体制の強化    地域の相談支援事業者に対する訪問等による専門的な指

導・助言件数の見込みを設定する。 

 地域の相談支援事業者の人材育成の支援件数の見込みを

設定する。 

 地域の相談機関との連携強化の取組の実施回数の見込み

を設定する。 

 

十 障害福祉サービスの質を向上させるための取組 

障害福祉サービス等に係る各種研修

の活用   

 都道府県が実施する障害福祉サービス等に係る研修その

他の研修への市町村職員の参加人数の見込みを設定する。 

障害者自立支援審査支払等システム

による審査結果の共有  

 障害者自立支援審査支払等システム等による審査結果を

分析してその結果を活用し、事業所や関係自治体等と共有

する体制の有無及びその実施回数の見込みを設定する。 

指導監査結果の関係市町村との共有  都道府県等が実施する指定障害福祉サービス事業者及び

指定障害児通所支援事業者等に対する指導監査の適正な実

施とその結果を関係自治体と共有する体制の有無及びその

共有回数の見込みを設定する。 

 

別表第二  

事     項  内      容  

一 市町村障害福祉計画等の基本的理

念等  

 市町村障害福祉計画等に係る法令の根拠、趣旨、基本的

理念、目的及び特色等を定めること。  

二 提供体制の確保に係る目標  

 （一) 障害福祉サービス、相談支援及

び地域生活支援事業の提供体制の確

保に係る目標  

  

  

  

  障害者について、施設入所者の地域生活への移行、精神

障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築、地域生活

支援拠点等が有する機能の充実、福祉施設の利用者の一般

就労への移行等を進めるため、この基本指針に即して、地

域の実情に応じて、令和五年度における成果目標を設定す

ること。 
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 (二)  障害児通所支援及び障害児相

談支援の提供体制の確保に係る目

標 

 障害児支援の体制整備を推進するため、この基本指針に

則して、地域の実情に応じて、令和五年度における成果目

標を設定すること。 

三  支援の種類ごとの必要な量の見

込み及びその見込量の確保のための

方策  

（一）各年度における指定障害福祉サ

ービス等の種類ごとの必要な量の

見込み及びその見込量の確保のた

めの方策各年度における指定通所

支援等の種類ごとの必要な量の見

込み及びその見込量の確保のため

の方策  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（二） 各年度における指定通所支援

等の種類ごとの必要な量の見込み

及びその見込量の確保のための方

策 

  

  

  

  

  

 

①  別表第一を参考として、⑤の令和五年度末の長期入院

患者の地域生活への移行に伴う地域の精神保健医療福祉

体制の基盤整備量（利用者数）を勘案しながら、地域の

実情を踏まえて、令和五年度までの各年度における市町

村ごとの指定障害福祉サービス等の種類ごとの実施に関

する考え方及び必要な量の見込みを定めること。   

②  指定障害福祉サービス等の種類ごとの必要な見込量の

確保のための方策を定めること。  

③  各地域の個別の状況に応じた地域生活支援拠点等の整

備の方策を定めること。  

④  圏域単位を標準とした指定障害福祉サービスの見通し

及び計画的な基盤整備の方策を定めること。  

⑤  当該市町村が属する都道府県が別表第四の三の項に掲

げる式により算定した、当該都道府県の区域（地方自治

法第五条第一項の区域をいう。以下この⑤及び別表第四

において同じ。）における令和五年度末の長期入院患者

の地域生活への移行に伴う地域の精神保健医療福祉体制

の基盤整備量（利用者数）を勘案して、当該市町村の区

域における令和五年度末の長期入院患者の地域生活への

移行に伴う地域の精神保健医療福祉体制の基盤整備量（

利用者数）を定めること。  

①  別表第一を参考として、令和五年度までの各年度にお

ける市町村ごとの指定通所支   援等の種類ごとの実施に

関する考え方及び必   要な量の見込みを定めること。  

②  指定通所支援等の種類ごとの必要な見込量   の確保の

ための方策を定めること。  
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③  圏域単位を標準とした指定通所支援の見通   し及び計

画的な基盤整備の方策を定めること。 

四   市町村の地域生活支援事業の種

類ごとの実施に関する事項  

  

 市町村が実施する地域生活支援事業について、第二に定

める成果目標の達成に資するよう地域の実情に応じて、次

の事項を定めること。  

① 実施する事業の内容  

② 各年度における事業の種類ごとの実施に関する考え方

及び量の見込み  

③ 各年度の見込量の確保のための方策  

④ その他実施に必要な事項  

五  関係機関との連携に関する事項  

（一） 指定障害福祉サービス等及び

地域生活支援事業の提供体制の確

保に係る医療機関、教育機関、公

共職業安定所その他の職業リハビ

リテーションの措置を実施する機

関その他の関係機関との連携に関

する事項  

（二） 指定通所支援等の提供体制の

確保に係る医療機関、教育機関そ

の他の関係機関との連携に関する

事項  

  

市町村の障害保健福祉部局と医療機関、教育機関等関係

機関との連携方法等を定めること。  

  

   

 

 

 

 市町村の障害保健福祉部局と医療機関、教育機関等関係

機関との連携方法等を定めること。  

六  市町村障害福祉計画等の期間  市町村障害福祉計画等の期間を定めること。  

七  市町村障害福祉計画等の達成状

況の点検及び評価  

各年度における市町村障害福祉計画等の達成状況を点検

及び評価する方法等を定めること。  

 

 別表第三  

事     項  内      容  

一 都道府県障害福祉計画等の基本的

な理念等  

 都道府県障害福祉計画等に係る法令の根拠、趣旨、基本

的理念、目的及び特色等を定めること。  
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二  区域の設定  

  

 指定障害福祉サービス等又は指定通所支援等の種類ごと

の量の見込みを定める単位となる区域を定めた場合に、そ

の趣旨、内容等を定めること。  

三 提供体制の確保に係る目標  

(一)  障害福祉サービス、相談支援

及び地域生活支援事業の提供体制

の確保に係る目標  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(二) 障害児通所支援等の提供体制の

確保に係る目標 

  

 障害者について、施設入所者の地域生活への移行、精神

障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築、地域生活

支援拠点等が有する機能の充実、福祉施設の利用者の一般

就労への移行等を進めるため、この基本指針に即して、地

域の実情に応じて、令和五年度における成果目標を設定す

ること。  

特に福祉施設の利用者の一般就労への移行等の数値目標

を達成するため、労働担当部局、教育委員会等の教育担当

部局、都道府県労働局等の関係機関と連携して、次に掲げ

る事項について障害者雇用の推進に関する活動指標を設定

して、実現に向けた取組を定めること。  

①  就労移行支援事業及び就労継続支援事業の利用者の

一般就労への移行  

②  障害者に対する職業訓練の受講  

③  福祉施設から公共職業安定所への誘導  

④  福祉施設から障害者就業・生活支援センターへの誘

導   

⑤  公共職業安定所における福祉施設利用者の支援  

 障害児支援の体制整備を進めるため、この基本指針に即

して、地域の実情に応じて、令和五年度における成果目標

を設定すること。 
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四  支援の種類ごとの必要な量の見

込み及びその見込量の確保のための

方策  

(一)  各年度における指定障害福祉

サービス等の種類ごとの必要な量の

見込み及びその見込量の確保のため

の方策  

  

  

  

  

   

 

 

 

 

(二)  各年度における指定通所支援等

の種類ごとの必要な量の見込み及び

その見込量の確保のための方策  

 

 

①  市町村障害福祉計画を基礎として、④の令和五年度末

の長期入院患者の地域生活への移行に伴う地域の精神保

健医療福祉体制の基盤整備量（利用者数）を勘案しなが

ら、地域の実情を踏まえて、令和五年度までの各年度に

おける指定障害福祉サービス等の種類ごとの実施に関す

る考え方及び必要な量の見込みについて、区域及び都道

府県全域で定めること。  

②  指定障害福祉サービス等の種類ごとの必要な見込量の

確保のための方策を定めること。  

③  市町村障害福祉計画を基礎として、地域生活支援拠点

等の整備の方策について、圏域及び都道府県全域で定め

ること。  

④  別表第四の三の項に掲げる式により算定した、令和五

年度末の長期入院患者の地域移行に伴う地域の精神保健

医療福祉体制の基盤整備量（利用者数）を定めること。  

①  市町村障害児福祉計画を基礎として、令和五年度まで

の各年度における指定通所支援等の種類ごとの実施に関

する考え方及び必要な量の見込みについて、区域及び都

道府県全域で定めること。  

②  指定通所支援等の種類ごとの必要な見込量の確保のた

めの方策を定めること。 



47  

  

五  圏域単位を標準とした指定障害

福祉サービス及び指定通所支援の

見通し及び計画的な基盤整備の方

策  

  

①  障害福祉サービス及び障害児通所支援の利用状況や供

給体制について、国民健康保険団体連合会へ委託する自

立支援給付の支払に関するデータの分析等により的確に

把握すること。  

②  障害者等のニーズを踏まえ、必要な住まい、訪問系サ

ービス、日中活動の拠点及び障害児支援の提供体制が適

切に整備されているかという視点から課題を整理するこ

と。  

③  ①及び②を踏まえ、障害者等の支援に必要となる指定

障害福祉サービス及び障害児通所支援の種類及び量の見

通しを作成すること。加えて、当該見通しを達成するた

めに新たに必要となる指定障害福祉サービス及び障害児

通所支援を実施する事業所数を見込むとともに、年次ご

との事業所の整備計画を作成すること。  

六  各年度の指定障害者支援施設及

び指定障害児入所施設等の必要入

所定員総数  

 令和五年度までの各年度における指定障害者支援施設及

び指定障害児入所施設等の必要入所定員総数を定めること

。  

七  都道府県の地域生活支援事業の

種類ごとの実施に関する事項  

  

都道府県が実施する地域生活支援事業について、第二に

定める成果目標の達成に資するよう地域の実情に応じて、

次の事項を定めること。  

①  実施する事業の内容  

②  各年度における事業の種類ごとの実施に関する考え

方及び量の見込み  

③  各事業の見込量の確保のための方策  

④  その他実施に必要な事項  

八  指定障害福祉サービス等支援に

従事する者の確保又は資質の向上の

ために講ずる措置  

  

 指定障害福祉サービス等支援に従事する者及び相談支援

専門員等の確保又は資質の向上のために実施する措置に関

する事項を定めること。  
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九  関係機関との連携に関する事項  

(一) 区域ごとの指定障害福祉サー

ビス又は指定地域相談支援及び地域

生活支援事業の提供体制の確保に係

る医療機関、教育機関、公共職業安

定所その他の職業リハビリテーショ

ンの措置を実施する機関その他の関

係機関との連携に関する事項  

(二) 区域ごとの指定通所支援の提

供体制の確保に係る医療機関、教育

機関その他の関係機関との連携に関

する事項  

   

 都道府県の障害保健福祉部局と医療機関、教育機関等関

係機関との連携方法等を定めること。  

  

   

  

  

 
 

 都道府県の障害保健福祉部局と医療機関、教育機関等関

係機関との連携方法等を定めること。  

十  都道府県障害福祉計画等の期間   都道府県障害福祉計画等の期間を定めること。  

十一  都道府県障害福祉計画等の達

成状況の点   検及び評価  

各年度における都道府県障害福祉計画等の達成状況を点

検及び評価する方法等を定めること。  

 

 別表第四  

項  式  

一  ΣＡ１Ｂ１×α×β＋ΣＡ２Ｂ１×γ  

二  ΣＣ１Ｂ２×α×β＋ΣＣ２Ｂ２×γ  

三  ΣＡ３Ｂ３×（１－α×β）＋ΣＡ４Ｂ３×(１－γ)  

備考  

 この表における式において、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｃ１、Ｃ２、α、β、γは、

それぞれ次の値を表すものとする。  

Ａ１  精神病床における入院期間が一年以上である六十五歳以上の入院患者のうち、当該都道府

県の区域に住所を有する者（認知症である者を除く。）に係る平成二十六年における性別及

び年齢階級別の入院受療率  

Ａ２  精神病床における入院期間が一年以上である六十五歳以上の入院患者のうち、当該都道府

県の区域に住所を有する者（認知症である者に限る。）に係る平成二十六年における性別及

び年齢階級別の入院受療率  

Ａ３   精神病床における入院期間が一年以上である入院患者のうち、当該都道府県の区域に住所

を有する者（認知症である者を除く。）に係る平成二十六年における性別及び年齢階級別の

入院受療率  
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Ａ４  精神病床における入院期間が一年以上である入院患者のうち、当該都道府県の区域に住所

を有する者（認知症である者に限る。）に係る平成二十六年における性別及び年齢階級別の

入院受療率  

Ｂ１  当該都道府県の区域における、令和五年における六十五歳以上の性別及び年齢階級別の推

計人口  

Ｂ２  当該都道府県の区域における、令和五年における六十五歳未満の性別及び年齢階級別の推

計人口  

Ｂ３  当該都道府県の区域における、令和五年における性別及び年齢階級別の推計人口  

Ｃ１  精神病床における入院期間が一年以上である六十五歳未満の入院患者のうち、当該都道府

県の区域に住所を有する者（認知症である者を除く。）に係る平成二十六年における性別及

び年齢階級別の入院受療率  

Ｃ２  精神病床における入院期間が一年以上である六十五歳未満の入院患者のうち、当該都道府

県の区域に住所を有する者（認知症である者に限る。）に係る平成二十六年における性別及

び年齢階級別の入院受療率  

α   精神病床における入院期間が一年以上である入院患者のうち継続的な入院治療を必要とす

る者の割合として、原則として○・六五から○・七四までの間で都道府県知事が定める値  

β   一年当たりの治療抵抗性統合失調症治療薬の普及等による効果を勘案した地域精神保健医

療体制の高度化による影響値として、原則として○・九五から○・九六までの間で都道府県

知事が定める値を三乗した値  

γ   一年当たりのこれまでの認知症施策の実績を勘案した地域精神保健医療体制の高度化によ

る影響値として、原則として○・九七から○・九八までの間で都道府県知事が定める値を三

乗した値 

  



軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な遅
お く

れを 

伴
ともな

わない発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

児
じ

・者
し ゃ

に対
た い

する施
し

策
さ く

に係
か か

る答申
とうしん

について 

１ 趣旨
し ゅ し

 

  令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

５月
がつ

27日
にち

に横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

へ諮問
し も ん

した「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
おく

れを

伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な遅
おく

れを伴
ともな

わない発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

に対
たい

する施
し

策
さく

」について、答申
とうしん

（案
あん

）がまとまりましたので報告
ほうこく

します。 

２ 答申
とうしん がいよう

概要 

（１）構成
こうせい

第
だい

１章
しょう

 検討
けんとう

の背景
はいけい

 

第
だい

２章
しょう

 平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 横浜市
よこはまし

発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

の取組
とりくみ

 

第
だい

３章
しょう

具体的
ぐたいてき

な施策
し さ く

の展開
てんかい

について 

第
だい

４章
しょう

 今後
こ ん ご

の展開
てんかい

 

（２）内容
ないよう

（要点
ようてん

を抜粋
ばっすい

） 

ア 気
き

づきの促進
そくしん

と未来
み ら い

につながる支援
し え ん

（Right
ら い と

 time
た い む

 &
あんど

Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

） （14ページ
ぺ ー じ

） 

今回
こんかい

対象
たいしょう

とする発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

は、幼少期
ようしょうき

には本人
ほんにん

・周囲
しゅうい

とも障害
しょうがい

に気
き

づかな

いことも多
おお

くあります。そのため、早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

だけでなく、その人
ひと

にとっ

て適切
てきせつ

な時期
じ き

に適切
てきせつ

な支援
し え ん

につなげることが重要
じゅうよう

だと 考
かんが

えます。この理念
り ね ん

を「気
き

づきの促進
そくしん

と未来
み ら い

につながる支援
し え ん

（Right
ら い と

 time
た い む

 &
あんど

 Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

）」と表
あらわ

します。 

イ 地域
ち い き

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

の、包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

（23・24ページ
ぺ ー じ

） 

今回
こんかい

対象
たいしょう

としている発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

は、 必
かなら

ずしも障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

への相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

に相談
そうだん

するとは限
かぎ

りません。むしろ、発達
はったつ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

についての理解
り か い

や合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を得
え

られないことに起因
き い ん

する生
い

きづらさを、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

を主
しゅ

たる対象
たいしょう

としない支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

（保育所
ほいくじょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

、就労先
しゅうろうさき

等
とう

）に相談
そうだん

することが多
おお

いと 考
かんが

えられま

す。そのため、地域
ち い き

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

する必要
ひつよう

があります。 

ウ 「０
ゼロ

次
じ

支援
し え ん

」の重 要 性
じゅうようせい

（23ページ
ぺ ー じ

） 

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

への相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

（主
おも

に指定
し て い

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

・一次
い ち じ

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

）

等
とう

による適切
てきせつ

な対応
たいおう

につながるためには、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

を支援
し え ん

対象
たいしょう

としない機関
き か ん

（保育所
ほいくじょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

、就労先
しゅうろうさき

等
とう

）が、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

の中
なか

で、本人
ほんにん

や家族
か ぞ く

が抱
かか

える

生
い

きづらさに気
き

づき、受
う

け止
と

めることが重
じゅう

要
よう

です。 

資料３
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れを伴
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う、あるいは知的
ち て き
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遅
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れを伴
ともな

わない発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

への 

具体的
ぐ た い て き

施策
し さ く

の展開
て ん か い
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令
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ここに、「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

わない発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

への具体的
ぐ た い て き

な施策
し さ く

の展開
て ん か い

」について答申
と う し ん

します。 

平成
へ い せ い

17年
ね ん

の発達
は っ た つ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え ん ほ う

施行
し こ う

から、横浜市
よ こ は ま し

では、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

の支援
し え ん

体制
た い せ い

の整備
せ い び

に取
と

り組
く

まれ

てきました。これまで、長
な が

く制度
せ い ど

の谷間
た に ま

に置
お

かれていた発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

に対
た い

する支
し

援
え ん

は着実
ちゃくじつ

に進展
し ん て ん

し、 

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に対
た い

する市
し

民
み ん

の理
り

解
か い

も広
ひ ろ

がってきました。しかし、同法
ど う ほ う

施行
し こ う

から 10年
ね ん

以上
い じ ょ う

が経過
け い か

し、新
あ ら

たな取
と り

組
く み

が強
つ よ

く要
よ う

請
せ い

されるようになりました。平成
へいせい

28年
ねん

の発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え ん ほ う

の改正
かいせい

は、その代表的
だいひょうてき

な動き
う ご き

と

考
かんが

えられます。 

この法
ほう

改正
かいせい

の最
もっと

も大
お お

きな背景
はいけい

の一つ
ひ と つ

が、発達
はったつ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

、特
と く

に、「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

う、あるい

は知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

わない発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

」の大幅
お お は ば

な増加
ぞ う か

があります。しかも、生
せ い

後
ご

間
ま

もなくから 50歳代
さ い だ い

を超
こ

える成
せ い

人
じ ん

まですべてのライフステージ
ら い ふ す て ー じ

において増加
ぞ う か

が認
み と

められています。また、支援
し え ん

を必要
ひ つ よ う

とする

場面
ば め ん

の多
お お

くが、専門的
せ ん も ん て き

な支援
し え ん

が届
と ど

きにくい、地域
ち い き

の人々
ひ と び と

があたりまえに生活
せ い か つ

している日常的
にちじょうてき

な環境
かんきょう

で生
しょう

じています。加
くわ

えて、一時的
い ち じ て き

、あるいは断続的
だ ん ぞ く て き

に支援
し え ん

を必要
ひ つ よ う

とする状態
じょうたい

から恒常的
こうじょうてき

に支援
し え ん

を必要
ひ つ よ う

として

いる状態
じょうたい

まで、必要
ひ つ よ う

な支援
し え ん

は個別性
こ べ つ せ い

が高
た か

く内容
な い よ う

も様々
さ ま ざ ま

となっています。 

残念
ざ ん ね ん

ながら、従来
じゅうらい

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

・教育
きょういく

等
と う

の考
かんが

え方
か た

や施策
し さ く

では、それらの支援
し え ん

の必要性
ひ つ よ う せ い

に対
た い

して、十分
じゅうぶん

に

対応
た い お う

できない現状
げんじょう

も生
しょう

じています。発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

に生
い

きづらさがあっても、適切
て き せ つ

な支援
し え ん

によって大
お お

きく改
か い

善
ぜ ん

することを考
かんが

えると、適切
て き せ つ

な時期
じ き

を捉
と ら

えて本
ほ ん

人
にん

や家族
か ぞ く

が望
の ぞ

む支
し

援
えん

を柔軟
じゅうなん

に、よりき

め細
こま

かに提
てい

供
きょう

することが求
もと

められています。 

ところで、平成
へ い せ い

26年
ね ん

に、「障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

に関
か ん

する条
じょう

約
や く

」、いわゆる「障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

」が批准
ひ じ ゅ ん

されまし

た。障害
しょうがい

のある人
ひ と

たちが積極的
せっきょくてき

に参加
さ ん か

・貢献
こ う け ん

していくことができる社会
し ゃ か い

、誰
だ れ

もが相互
そ う ご

に人格
じ ん か く

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し支
さ さ

え合
あ

い、人々の多様
た よ う

な在
あ

り方
か た

を相互
そ う ご

に認
み と

め合
あ

える社
し ゃ

会
かい

を目
め

指
ざ

すことになりました。 

また横浜市
よ こ は ま し

では、2020年
ね ん

に開催
か い さ い

される予定
よ て い

のオリンピック
お り ん ぴ っ く

・パラリンピック
ぱ ら り ん ぴ っ く

に向
む

けた「共生
きょうせい

社会
し ゃ か い

ホ
ほ

ス
す

ト
と

タ
た

ウ
う

ン
ん

」への登録
と う ろ く

をはじめとした取組
と り く み

も進
す す

められています。 

今後
こ ん ご

は、これらの時代
じ だ い

の変化
へ ん か

に対応
た い お う

した支援
し え ん

が求
も と

められており、今回
こ ん か い

の「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

う、

あるいは知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

わない発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

児
じ

・者
し ゃ

への具体的
ぐ た い て き

な施策
し さ く

の展開
て ん か い

」を検討
け ん と う

する上
う え

でも、多様性
た よ う せ い

の

尊重
そんちょう

と地域
ち い き

社会
し ゃ か い

における共生
きょうせい

が、議論
ぎ ろ ん

における大
お お

きなテーマ
て ー ま

の一
ひと

つになりました。 

本答申
ほ ん と う し ん

を作成
さ く せ い

するにあたり、横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

検討
け ん と う

委員会
い い ん か い

委員
い い ん

の皆様
み な さ ま

に熱
あ つ

くご議
ぎ

論
ろ ん

を頂
いただ

きました。また、

横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

検討
け ん と う

委員会
い い ん か い

での検討
け ん と う

内容
な い よ う

を深
ふ か

めるため、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

支援
し え ん

に関
か か

わる皆
み な

様
さ ま

から貴重
き ち ょ う

なご意
い

見
け ん

を

頂
いただ

きました。横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

委員
い い ん

の皆様
み な さ ま

をはじめ、本答申
ほ ん と う し ん

の作成
さ く せ い

にご尽
じ ん

力
りょく

を頂
いただ

きました皆
み な

様
さ ま

に心
こころ

からお礼
れ い

を申
も う

し上
あ

げます。 

横浜市
よ こ は ま し

においては、本答申
ほ ん と う し ん

をもとに具体的
ぐ た い て き

な施策
し さ く

を展開
て ん か い

するとともに、地域
ち い き

社会
し ゃ か い

の様々
さ ま ざ ま

な主体
し ゅ た い

が身近
み ぢ か

な存在
そ ん ざ い

として発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

を理解
り か い

し、支援
し え ん

を担
に な

って頂
いただ

けるようにあらゆる取組
と り く み

を推進
す い し ん

していくことを

期待
き た い

しています。 

本答申
ほ ん と う し ん

では、横浜市
よ こ は ま し

における「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

わない発
は っ

達
たつ

障
しょう

害
が い

児
じ

・

者
し ゃ

への具体的
ぐ た い て き

な施策
し さ く

の展開
て ん か い

」の基
き

本的
ほ ん て き

な考
かんが

え方
か た

として、その人
ひ と

にとって適切
て き せ つ

な時期
じ き

に適切
て き せ つ

な支援
し え ん

につな

ぐことができれば、その人
ひ と

にとって明
あ か

るい人生
じ ん せ い

・未来
み ら い

につながるとして、「気
き

づきの促進
そ く し ん

と未来
み ら い

につなが

る支援
し え ん

（Right
ら い と

 Time
た い む

 &
あんど

 Bright
ぶ ら い と

 Life
ら い ふ

）」という理念
り ね ん

を提案
て い あ ん

しました。 

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

のある人
ひ と

やその保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

を含
ふ く

めたすべての市民
し み ん

が、「生
い

きてて楽
た の

しい」と心
こころ

から思
お も

える

人生
じ ん せ い

と社会
し ゃ か い

を、オール
お ー る

横
よ こ

浜
は ま

で構
こ う

築
ち く

されることを願
ね が

っています。 

は じ め に 

 令
れ い

和
わ

２年
ね ん

６月
が つ

 
 横浜市

よ こ は ま し

障害者
し ょ う が い し ゃ

施策
し さ く

推進協
す い し ん き ょ う

議会
ぎ か い

 

 会 長
か い ち ょ う

 

わ た な べ ま さ た か 



+ 

平成
へ い せ い

17年
ね ん

に発達
は っ た つ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え ん ほ う

が施行
し こ う

され、この中
な か

で、長
な が

く制度
せ い ど

の谷間
た に ま

に置
お

かれていた発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の定義
て い ぎ

が明確化
め い か く か

し、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

等
と う

に関
か ん

する法制度上
ほ う せ い ど じ ょ う

の位置
い ち

づけが確立
か く り つ

しました。 

また同法
ど う ほ う

では、それぞれの障害
しょうがい

特性
と く せ い

やライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
お う

じた支援
し え ん

を行
おこな

うことに関
か ん

する国
く に

及
お よ

び地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だ ん た い

の責務
せ き む

を定
さ だ

め、これに基
も と

づき、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

への支援
し え ん

体制
た い せ い

整備
せ い び

が行
おこな

われてきました。 

(１) 発達
は っ た つ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え ん ほ う

の改正
か い せ い

 

同法
ど う ほ う

が施行
し こ う

されてから、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

に対
た い

する支援
し え ん

は着実
ちゃくじつ

に進展
し ん て ん

し、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に対
た い

する国民
こ く み ん

の理解
り か い

も広
ひ ろ

がってきました。 

しかし、同法
ど う ほ う

の施行
し こ う

から 10年
ね ん

が経過
け い か

し、乳幼児期
に ゅ う よ う じ き

から高齢期
こ う れ い き

までの切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

など、時代
じ だ い

の変化
へ ん か

に対応
た い お う

した、よりきめ細
こ ま

かな支援
し え ん

が求
も と

められるようになったことから、発達
は っ た つ

障害者
しょうがいしゃ

の支援
し え ん

の一層
い っ そ う

の充実
じゅうじつ

を図
は か

るために、平成
へ い せ い

28年
ね ん

に法
ほ う

改正
か い せ い

が行
おこな

われました。 

「改正
か い せ い

発達
は っ た つ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え ん ほ う

」では、次
つ ぎ

の三点
さ ん て ん

をポイント
ぽ い ん と

としています。 

１ ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

を通
と お

した切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

 

２ 家族
か ぞ く

なども含
ふ く

めた、きめ細
こ ま

やかな支
し

援
え ん

 

３ 地域
ち い き

の身近
み ぢ か

な場所
ば し ょ

で受
う

けられる支援
し え ん

 

(２) 家庭
か て い

と教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れ ん け い

「トライアングル
と ら い あ ん ぐ る

・プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

」 

文部
も ん ぶ

科学省
か が く し ょ う

及
お よ

び厚生
こ う せ い

労働省
ろうどうしょう

が連携
れ ん け い

し、家庭
か て い

と教育
きょういく

と福祉
ふ く し

のより一層
い っ そ う

の連携
れ ん け い

を推進
す い し ん

するための

方策
ほ う さ く

を検討
け ん と う

する「トライアングル
と ら い あ ん ぐ る

・プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

」が発足
ほ っ そ く

し、平成
へ い せ い

29年度
ね ん ど

にプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

会議
か い ぎ

が開催
か い さ い

されました。 

この検討
け ん と う

を踏
ふ

まえ、平
へ い

成
せ い

30年
ね ん

５月
が つ

24日付
に ち づ け

で「教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の一層
い っ そ う

の連携
れ ん け い

等
と う

の推進
す い し ん

について（30

文科
も ん か

初
しょ

第
だ い

357号
ご う

・障発
しょうはつ

0524第
だ い

２号
ご う

／資料編
し り ょ う へ ん

５（50ページ
ぺ ー じ

）参照
さんしょう

）」が通知
つ う ち

され、教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の

連携
れ ん け い

、及
お よ

び保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

を推進
す い し ん

するための方策
ほ う さ く

に関
か ん

する積極的
せっきょくてき

な取組
と り く み

の展開
て ん か い

を、各指定
か く し て い

都市
と し

市長
し ち ょ う

等
と う

に求
も と

めています。 

(３) 「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

及
お よ

び障害児通所
し ょ う が い じ つ う し ょ

支援
し え ん

等
と う

の円滑
え ん か つ

な実施
じ っ し

を確保
か く ほ

するための基本的
き ほ ん て き

な指針
し し ん

」 

（平成
へ い せ い

18年
ね ん

厚生
こ う せ い

労働省
ろうどうしょう

告示
こ く じ

第
だ い

395号
ご う

） 

障害者
しょうがいしゃ

総合
そ う ご う

支援法
し え ん ほ う

第
だ い

88条
じょう

及
お よ

び児童
じ ど う

福祉法
ふ く し ほ う

第
だ い

33条
じょう

の 20 では、「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
け い か く

」及
お よ

び「障害児
し ょ う が い じ

福祉
ふ く し

計画
け い か く

」を市町村
し ち ょ う そ ん

が定
さ だ

めることを義務付
ぎ む づ

けており、計画
け い か く

においては、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

におけるサービス
さ ー び す

ご

とに必要
ひ つ よ う

な利用
り よ う

の見
み

込
こ

み量
りょう

を定
さ だ

めることとしています。 

「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
け い か く

」及び
お よ び

「障害児
し ょ う が い じ

福祉
ふ く し

計画
け い か く

」の作成
さ く せ い

にあたって則
そ く

すべき事項
じ こ う

を定
さ だ

めた上記
じ ょ う き

指針
し し ん

が、

平成
へ い せ い

30年度
ね ん ど

から令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

までの両計画
りょうけいかく

策定
さ く て い

にあたり改正
か い せ い

され（平成
へ い せ い

29年
ね ん

）、「発達
は っ た つ

障害者
しょうがいしゃ

等
と う

に関
か ん

する支援
し え ん

」が、相談
そ う だ ん

支援
し え ん

の提供体制
ていきょうたいせい

の確保
か く ほ

に関
か ん

する基本的
き ほ ん て き

考
かんが

え方
か た

として明確
め い か く

に位置
い ち

付
づ

けられまし

た。 

また計画
け い か く

の中
な か

で、「発達
は っ た つ

障害者
しょうがいしゃ

等
と う

に対
た い

する支援
し え ん

」についての事項
じ こ う

を指標
し ひ ょ う

として設定
せ っ て い

し、取
と

り組
く

む

ことが適当
て き と う

であるとされました。 

検討
け ん と う

の背景
は い け い

 第
だ い

１章
しょう

 

１－１ 国
く に

の取組
と り く み

 

検
討

け
ん
と
う

の
背
景

は
い
け
い 

第だ
い

１
章し

ょ
う 

１－１ 国
くに

の取組
とりくみ

 



 

国
く に

の指針
し し ん

を受
う

け横浜市
よ こ は ま し

でも、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

への支援
し え ん

体制
た い せ い

の整備
せ い び

に向
む

けた取組
と り く み

を推進
す い し ん

してきました。 

(１) 計画
け い か く

・プラン
ぷ ら ん

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

・教育
きょういく

等
と う

に関
か ん

する市
し

の計画
け い か く

・プラン
ぷ ら ん

において、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

への支援
し え ん

の推進
す い し ん

に係
か か

る方向性
ほ う こ う せ い

が掲
か か

げられています。

名称
めいしょう

 概要
がいよう

 発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

支援
し え ん

に関連
かんれん

する主
お も

な取組
とりくみ

内容
ないよう

 

横浜市
よ こ は ま し

中期
ちゅうき

４か年
ねん

計
けい

画
かく

（2018～2021年度
ね ん ど

） 

2030（令
れい

和
わ

12）年
ねん

を

展望
てんぼう

した中
ちゅう

長
ちょう

期
き

的
てき

な 戦 略
せんりゃく

と計画
け いか く

期間
き か ん

の ４ 年間
ねんかん

に

重
じゅう

点的
てんてき

に推進
す いし ん

す

べき政策
せいさく

を取
と

りま

とめた計画
け いか く

。 

■ 政策
せいさく

25「未来
み ら い

を創
つく

る子
こ

どもを 育
はぐく

む教育
きょういく

の推進
す いし ん

」 

▽ 主
お も

な施策
し さ く

（事業
じ ぎょ う

）「特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
きょういく

の推進
す いし ん

」 

・特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

のセンター
せ ん た ー

的
てき

機能
き の う

等
と う

の活用
かつよう

による学校
が っ こ う

 

支援
し え ん

・通級指導教室
つうきゅうしどうきょうしつ

の指導
し ど う

体制
た いせ い

の強化
きょうか

 

・特別支援教育
とくべつしえんきょういく

に携
たずさ

わる教 員
きょういん

の専門性
せんもんせい

の向 上
こうじょう

 

・特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

の教育
きょういく

内容
ないよう

の充 実
じゅうじつ

 

■ 政策
せいさく

31「障害児
し ょうが いじ

・者
し ゃ

福祉
ふ く し

の充 実
じゅうじつ

」 

▽ 主
お も

な施策
し さ く

（事業
じ ぎょ う

）「障害児
し ょうが いじ

支援
し え ん

の拡 充
かくじゅう

」 

・地域療育
ちいきりょういく

センター
せ ん た ー

における地域
ち い き

支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

・待機
た い き

期間
き か ん

の短 縮
たんしゅく

 

・児童発達支援事業所
じどうはったつしえんじぎょうしょ

や放課後
ほ う か ご

等
とう

デイ
で い

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

等
と う

における支援
し え ん

体制
た いせ い

の拡 充
かくじゅう

 

横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

 

（第
だい

３期
き

： 

2015～2020年度
ね ん ど

） 

障害者基本法
しょうがいしゃきほんほう

、障
しょう

害
がい

者
し ゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

及
お よ

び児童福祉法
じ ど う ふ く し ほ う

に定
さだ

める「 障
しょう

害
がい

者
し ゃ

計
けい

画
かく

」、「障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

」及
お よ

び「障
しょう

害
がい

児
じ

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

」として

位
い

置
ち

づけている、

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

施策
し さ く

に

関
かか

わる中
ちゅう

・長期的
ちょうきてき

な計画
け いか く

。 

■ テーマ
て ー ま

１「出
で

会
あ

う・つながる・助
たす

け合
あ

う」 

▽ 取組
とりくみ

１－１「普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

」 

・持続的
じぞくてき

な普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

 

・学齢期
がくれいき

への重点的
じゅうてんてき

な普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

▽ 取組
とりくみ

１－２「相談
そ うだ ん

支援
し え ん

」 

・相談
そ うだ ん

支援
し え ん

体制
た いせ い

の再構築
さいこうちく

と充 実
じゅうじつ

 

■ テーマ
て ー ま

４「生
い

きる 力
ちから

を学
まな

び・ 育
はぐく

む」 

▽ 取組
とりくみ

４－１「療育
りょういく

」 

・早期
そ う き

療育
りょういく

体制
た いせ い

の充 実
じゅうじつ

 

・学齢
が くれ い

障害児
し ょうが いじ

の支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

▽ 取組
とりくみ

４－２「教育
きょういく

」 

・療育
りょういく

と教育
きょういく

の連携
れんけい

による切
き

れめのない支援
し え ん

 

・教 育環 境
きょういくかんきょう

・教育
きょういく

活動
かつどう

の充 実
じゅうじつ

 

・教育
きょういく

から就 労
しゅうろう

への支援
し え ん

 

▽ 取組
とりくみ

４－３「人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

」 

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

従事者
じゅうじしゃ

の確保
か く ほ

と育成
いくせい

 

■ テーマ
て ー ま

５「働く・活動する・余暇を楽しむ」 

▽ 取組
とりくみ

５－１「 就
しゅう

労
ろう

」 

・一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

の促進
そ く し ん

と定 着
ていちゃく

支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

１－２ 横浜市
よ こ は ま し

の取組
とりくみ

 

検
討

け
ん
と
う

の
背
景

は
い
け
い 

第だ

い

１
章

し
ょ
う 

１－２ 横浜市
よこはまし

の取組
とりくみ

 



横浜市
よ こ は ま し

子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て

支援
し え ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

 

（第
だい

１期
き

： 

2015～2019年度
ね ん ど

） 

 

子
こ

ども・青少年
せいしょうねん

施
し

策
さく

に関
かん

する基本
き ほ ん

理念
り ね ん

や 各施策
かくしさく

の

目 標
もくひょう

・方向性
ほうこうせい

など

を定
さだ

める計画
け いか く

。 

（子
こ

ども・子育
こ そ だ

て

支援法
しえんほう

及
お よ

び次
じ

世代
せ だ い

育成
いくせい

支援
し え ん

対策
たいさく

推
すい

進
しん

法
ほ う

に基
もと

づく法
ほ う

定
てい

計
けい

画
かく

） 

■ 基本
き ほ ん

施策
し さ く

３ 障害児
しょうがいじ

への支援
し え ん

 

・地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

を中 心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

・療育
りょういく

と教育
きょういく

の連携
れんけい

による切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を進
すす

める 

・学齢
が くれ い

障害児
し ょうが いじ

に対
たい

する支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

・市民
し み ん

の障害
しょうがい

への理解
り か い

を促進
そ く し ん

するための取組
とりくみ

を進
すす

める 

横
よこ

浜
はま

市
し

教
きょう

育
いく

振
しん

興
こう

基
き

本
ほん

計
けい

画
かく

 

（第
だい

３期
き

： 

2018～2022年度
ね ん ど

） 

 

「 横
よこ

浜
はま

教
きょう

育
いく

ビ
び

ジ
じ

ョ
ょ

ン
ん

2030」（平成
へいせい

30

（2018）年
ねん

策定
さくてい

）の

具現化
ぐ げ ん か

に向
む

けたア
あ

ク
く

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

プラン
ぷ ら ん

と

して、５年
ねん

間
かん

で進
すす

める施策
し さ く

や取組
とりくみ

を

定
さだ

めた計画
け いか く

。 

（教育基本法
きょういくきほんほう

に基
もと

づく法定
ほうてい

計画
け いか く

） 

■ 柱
はしら

１「主体的
し ゅ た い て き

な学
ま な

び」 

▽ 施策
し さ く

３「特別
とくべつ

支援
し え ん

教 育
きょういく

の推進
すいしん

」 

・全
すべ

ての子
こ

どもが安心
あんしん

して学
まな

べる多様
た よ う

な学
まな

びの場
ば

の構築
こ うち く

 

・一般
いっぱん

学 級
がっきゅう

在籍
ざいせき

の特別
と く べ つ

な支援
し え ん

が必要
ひ つよ う

な児童
じ ど う

生徒
せ い と

への

支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

・障害特性
しょうがいとくせい

に応
おう

じた個別支援学級
こべつしえんがっきゅう

における教育
きょういく

の充 実
じゅうじつ

 

・特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
きょういく

相談
そ うだ ん

システム
し す て む

の充 実
じゅうじつ

 

 

■ 柱
はしら

14「切
き

れ目
め

のない支
し

援
えん

」 

▽ 施策
し さ く

１「福祉
ふ く し

・医療
いりょう

との連携
れんけい

による支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

」 

・福祉
ふ く し

との連携
れんけい

強化
きょうか

 

 

 

 

 (２) 横浜市
よ こ は ま し

発達
はったつ

障 害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
い い ん か い

 
 

発達
は っ た つ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え ん ほ う

施行
し こ う

と同時期
ど う じ き

の平成
へいせい

17年度
ね ん ど

に、横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

の部会
ぶ か い

として

「横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

検討
け ん と う

委員会
い い ん か い

」を設置
せ っ ち

しました。 

これまで同検討
どうけんとう

委員会
い い ん か い

では、乳幼児期
にゅうようじき

・学齢
が く れ い

前期
ぜ ん き

・学齢
が く れ い

後期
こ う き

・青
せい

年期
ね ん き

ごとに検討
け ん と う

を行
おこな

い、各
かく

ス
す

テ
て

ー
ー

ジ
じ

の課題
か だ い

や、ステージ
す て ー じ

間
かん

の切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

等
と う

について議論
ぎ ろ ん

を行
おこな

ってきました。 

これらの議論
ぎ ろ ん

を踏
ふま

まえ、様々
さまざま

な提案
ていあん

が施策化
し さ く か

され、事業
じ ぎ ょ う

として実現
じつげん

しました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

検
討

け
ん
と
う

の
背
景

は
い
け
い 

第だ

い

１
章

し
ょ
う 

１－２ 横浜市
よこはまし

の取組
とりくみ

 



 

 
 

 

 

近年
き ん ね ん

、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

、特
と く

に「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

わない発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

」

の大幅
お お は ば

な増加
ぞ う か

に対
た い

し、従来
じゅうらい

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

・教育
きょういく

等
と う

施策
し さ く

では、十分
じゅうぶん

に対応
た い お う

できていない現状
げんじょう

があります

（資料編
し り ょ う へ ん

４（46ページ
ぺ ー じ

）参照
さんしょう

）。 

こうした現状
げんじょう

認識
に ん し き

に基
も と

づき、平成
へ い せ い

30年度
ね ん ど

の横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

検討
け ん と う

委員会
い い ん か い

では、「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
お く

れを伴う
と も な う

、

あるいは知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

わない発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

」について、改
あらた

めてライフステージ
ら い ふ す て ー じ

全般
ぜ ん ぱ ん

に渡
わ た

る課題
か だ い

整理
せ い り

と、施策
し さ く

の方向性
ほ う こ う せ い

に関
か ん

する議論
ぎ ろ ん

を行
おこな

いました。 

  

 

 

 

   ★ 検討
け ん と う

の経過
け い か

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
だ い

45回
か い

検討
け ん と う

委員会
い い ん か い

 

（平成
へ い せ い

30年
ね ん

11月
が つ

） 

第
だ い

46回
か い

検
け ん

討
と う

委
い

員
い ん

会
か い

 

（平
へ い

成
せ い

30年
ね ん

12月
が つ

） 

第
だ い

47回
か い

検
け ん

討
と う

委
い

員
い ん

会
か い

 

（平
へ い

成
せ い

31年
ね ん

２月
が つ

） 

現状
げんじょう

認識
に ん し き

の共有
きょうゆう

 

と課題
か だ い

抽 出
ちゅうしゅつ

 

施策
し さ く

展開
て ん か い

の 

方向性
ほ う こ う せ い

検討
け ん と う

 

施策
し さ く

展開
て ん か い

の 

方向性
ほ う こ う せ い

確立
か く り つ

 

整
せ い

 理
り

 整
せ い

 理
り

 

平成
へ い せ い

30年度
ね ん ど

 横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

検討
け ん と う

委員会
い い ん か い

の取組
と り く み

 第
だ い

２章
しょう

 

２－１ 平成
へ い せ い

30年度
ね ん ど

 横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

検討
け ん と う

委員会
い い ん か い

の検討
け ん と う

内容
な い よ う

 

平へ
い

成せ
い

３
０
年ね

ん

度ど 

横
浜
市
発
達
障
害
検
討
委
員
会

よ
こ
は
ま
し
は
っ
た
つ
し
ょ
う
が
い
け
ん
と
う
い
い
ん
か
い

の
取
組

と
り
く
み 

第だ

い

２
章

し
ょ
う 

２－１ 平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 横浜市
よこはまし

発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

の検討
けんとう

内容
ないよう

 



 

 

「平成
へ い せ い

30年度
ね ん ど

 横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

検討
け ん と う

委員会
い い ん か い

報告書
ほ う こ く し ょ

」では、横浜市
よ こ は ま し

における、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に関
か ん

する医療
い り ょ う

・

福祉
ふ く し

・教育
きょういく

等
と う

施策
し さ く

を、次
つ ぎ

に掲
か か

げる６大項目
だ い こ う も く

・15小項目
しょうこうもく

の方向性
ほ う こ う せ い

に基
も と

づき、再構築
さ い こ う ち く

を行
おこな

うべきであると整理
せ い り

しました。 

 

 

 

 

 
 

１ 本人
ほ ん に ん

がその人
ひ と

らしく生
い

きるための支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

２ 当事者
と う じ し ゃ

の居場所
い ば し ょ

の充実
じゅうじつ

 

３ 二次
に じ

障害
しょうがい

（ひきこもり等
と う

）への対応力
たいおうりょく

向上
こうじょう

 

４ 成人期
せ い じ ん き

の課題
か だ い

に対
た い

する、本人
ほ ん に ん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 
 

 

１ 保護者
ほ ご し ゃ

及
お よ

び家族
か ぞ く

に対
た い

する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 
 
 

１ 支援
し え ん

機関
き か ん

の役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

の明確化
め い か く か

等
と う

による、効果的
こ う か て き

・効率的
こ う り つ て き

な対応
た い お う

 

２ ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

を通
と お

し、切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を行
おこな

うための、コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

機能
き の う

の強化
き ょ う か

 

３ 医療
い り ょ う

と福祉
ふ く し

の連携
れ ん け い

強化
き ょ う か

とネットワーク
ね っ と わ ー く

の拡充
かくじゅう

 

４ サービス
さ ー び す

情報
じょうほう

提供
ていきょう

システム
し す て む

の充実
じゅうじつ

 
 

 

１ 就学前
しゅうがくまえ

の対象者数
たいしょうしゃすう

増加
ぞ う か

に対
た い

する、支援
し え ん

体制
た い せ い

の拡充
かくじゅう

 

２ 教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れ ん け い

等
と う

による、学齢期
が く れ い き

支援
し え ん

の強化
き ょ う か

 

３ 学齢
が く れ い

後期
こ う き

における、支援
し え ん

の量的
りょうてき

拡大
か く だ い

と質的
し つ て き

な向上
こうじょう

 

 

 

１ 発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に関
か ん

する支援力
し え ん り ょ く

を身
み

につけた支援者
し え ん し ゃ

の養成
よ う せ い

 

 

 

１ 地域
ち い き

社会
し ゃ か い

における共生
きょうせい

の実現
じ つ げ ん

に向
む

けた、社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

の意識
い し き

醸成
じょうせい

 

２ 特
と く

に教育
きょういく

・就労
しゅうろう

の場面
ば め ん

における、本人
ほ ん に ん

を取
と

り巻
ま

く周囲
し ゅ う い

への理解
り か い

促進
そ く し ん

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れ ん け い

と役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

 

Ⅳ 支援
し え ん

体制
た い せ い

の強化
き ょ う か

・充実
じゅうじつ

 

Ⅱ 保護者
ほ ご し ゃ

及
お よ

び家族
か ぞ く

への支援
し え ん

 

Ⅰ 本人
ほ ん に ん

への支援
し え ん

 

Ⅵ 障害
しょうがい

理解
り か い

の促進
そ く し ん

・普及
ふ き ゅ う

啓発
け い は つ

 

Ⅴ 人材
じ ん ざ い

育成
い く せ い

 

２－２ 横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

施策
し さ く

の再構築
さ い こ う ち く

に係
か か

る方向性
ほ う こ う せ い

 

横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

施策
し さ く

の再構築
さ い こ う ち く

に係
か か

る方向性
ほ う こ う せ い

 ✔ 

平へ
い

成せ
い

３
０
年ね

ん

度ど 

横よ
こ

浜は
ま

市し

発は
っ

達た
つ

障
し
ょ
う

害が
い

検け
ん

討と
う

委い

員い
ん

会か
い

の
取と

り

組く
み 

第だ

い

２
章

し
ょ
う 

２－２ 横浜市発達障害施策
よこはましはったつしょうがいしさく

の再構築
さいこうちく

に係
かか

る方向性
ほうこうせい

 



 横 浜 市
よ こ は ま し

発 達
は っ た つ

障 害
し ょ う が い

施 策
し さ く

の  

 再 構 築
さ い こ う ち く

に 係
か か

る 方 向 性
ほ う こ う せ い

 
 

６大項目
だ い こ う も く

・15小項目
しょうこうもく

 

【 喫 緊
き っ き ん  

に 取
 と

り 組
 く

む  

べ き 課 題
か だ い

 】 抽
ちゅう

 出
しゅつ

 

＜「横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

施策
し さ く

の再構築
さ い こ う ち く

に係
か か

る方向性
ほ う こ う せ い

」と「喫緊
き っ き ん

に取
と

り組
く

むべき課題
か だ い

」の関係図
か ん け い ず

＞ 

 

 

２－２で示
し め

した６大項目
だ い こ う も く

・15小項目
しょうこうもく

は、いずれも極
き わ

めて重要
じゅうよう

であると考
かんが

えます。 

また、これらは相互
そ う ご

補完的
ほ か ん て き

、かつ連続的
れ ん ぞ く て き

・一体的
い っ た い て き

であり、全
す べ

てが実現
じ つ げ ん

することにより初
は じ

めて、完成
か ん せ い

し

たシステム
し す て む

となります。 

しかし、全
す べ

ての施策
し さ く

を一
い っ

挙
き ょ

に実現
じ つ げ ん

することは現実的
げ ん じ つ て き

に困難
こ ん な ん

であるため、【①重要性
じゅうようせい

】【②緊急性
きんきゅうせい

】【③

難易度
な ん い ど

（マンパワー
ま ん ぱ わ ー

・費用
ひ よ う

・時間
じ か ん

の側面
そ く め ん

から）】の３つの視
し

点
て ん

を総合的
そ う ご う て き

に勘案
か ん あ ん

した上
う え

で、次
つ ぎ

のページ
ぺ ー じ

に掲
か か

げる項目
こ う も く

については、特
と く

に喫緊
き っ き ん

に取
と

り組
く

むべきであると整理
せ い り

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平成
へ い せ い

30年度
ね ん ど

 横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

検討
け ん と う

委員会
い い ん か い

報告書
ほ う こ く し ょ

」では、これら「喫緊
き っ き ん

に取
と

り組
く

むべき課題
か だ い

」につ

いては、再構築
さ い こ う ち く

に向
む

けて令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

に検討
け ん と う

を開始
か い し

するとともに、令和
れ い わ

３年
ね ん

度
ど

からの第
だ い

４期
き

障害者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

等
と う

に反映
は ん え い

させることが望
の ぞ

ましい、としています。 

また、それ以外
い が い

の課題
か だ い

についても、順次
じ ゅ ん じ

検討
け ん と う

を進
す す

め、可能
か の う

な限
か ぎ

り第
だ い

４期
き

以降
い こ う

の障害者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

等
と う

に反映
は ん え い

させることが望
の ぞ

ましい、としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３つの視点
し て ん

を総合的
そ う ご う て き

に勘案
か ん あ ん

 

２－３ 喫緊
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に取
と

り組
く

むべき課題
か だ い
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 １ 保護者

ほ ご し ゃ

及
お よ

び家族
か ぞ く

に対
た い

する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の支援
し え ん

には、「本人
ほ ん に ん

」支援
し え ん

と並
な ら

んで保護者
ほ ご し ゃ

及
お よ

び家族
か ぞ く

支援
し え ん

が有効
ゆ う こ う

であり、重要
じゅうよう

である。 

このため、保護者
ほ ご し ゃ

等
と う

の交流
こうりゅう

の場
ば

等
と う

を促進
そ く し ん

するために、新
あ ら

たにメンター
め ん た ー

制度
せ い ど

の創設
そ う せ つ

や、ペ
ぺ

ア
あ

  

レ
れ

ン
ん

ト
と

プ
ぷ

ロ
ろ

グ
ぐ

ラ
ら

ム
む

（ペアレントトレーニング
ぺ あ れ ん と と れ ー に ん ぐ

）の充実
じゅうじつ

などを検討
け ん と う

すべきである。 
  
 

 

１ 支援
し え ん

機関
き か ん

の役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

の明確化
め い か く か

等
と う

による、効率的
こ う り つ て き

・効果的
こ う か て き

な対応
た い お う

 

支援
し え ん

の実施
じ っ し

主体
し ゅ た い

ごとの役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

を明確
め い か く

にし、相互
そ う ご

に連携
れ ん け い

し補
ほ

完
か ん

し合
あ

うことで、効率的
こ う り つ て き

・効果
こ う か

  

的
て き

な支援
し え ん

体制
た い せ い

を構築
こ う ち く

する必要
ひ つ よ う

がある。 

また、支援
し え ん

体制
た い せ い

の中
な か

で中心的
ちゅうしんてき

な役割
や く わ り

を果
は

たす機関
き か ん

を明確化
め い か く か

し、その上
う え

で連携
れ ん け い

の仕
し

組
く

みを考
かんが

え 

ることが重要
じゅうよう

である。 
 

２ ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

を通
と お

し、切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を行
おこな

うための、コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

機能
き の う

の強化
き ょ う か

 

   ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

ごとの接続期
せ つ ぞ く き

において、切
き

れ目
め

なく、適切
て き せ つ

な支援
し え ん

に繋
つ な

がることができる仕組
し く

 

みの整備
せ い び

が必要
ひ つ よ う

である。併
あ わ

せて、支援
し え ん

機関
き か ん

ごとの連携
れ ん け い

強化
き ょ う か

が重要
じゅうよう

である。 

また、必要
ひ つ よ う

な情報
じょうほう

がタイムリー
た い む り ー

に提供
ていきょう

されるシステム
し す て む

の構築
こ う ち く

等
と う

とともに、本人
ほ ん に ん

及
お よ

び保護者
ほ ご し ゃ

・ 

家族
か ぞ く

に対
た い

し、適切
て き せ つ

な時期
じ き

に、確実
か く じ つ

に支援
し え ん

が届
と ど

くような仕
し

組
く

みづくり等
と う

の検討
け ん と う

も必要
ひ つ よ う

である。 
 

 
 

 

 １ 就学前
しゅうがくまえ

の対象者
たいしょうしゃ

増加
ぞ う か

に対
た い

する、支援
し え ん

体制
た い せ い

の拡充
かくじゅう

 

就学前
しゅうがくまえ

の発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

体制
た い せ い

の拡充
かくじゅう

を行
おこな

うべきである。 

それに際
さ い

しては、地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

の機能
き の う

見
み

直
な お

しを抜本的
ば っぽん てき

に行
おこな

うともに、関係
か んけ い

する地域
ち い き

の支援
し え ん

 

機関
き か ん

が担
に な

うべき役割
や く わ り

と方向性
ほ う こ う せ い

を明確
め い か く

にすることにより、効率的
こ う り つ て き

・効果的
こ う か て き

な支援
し え ん

体制
た い せ い

の再構築
さ い こ う ち く

及
お よ

  

び必要
ひ つ よ う

な拡充
かくじゅう

を検討
け ん と う

すべきである。 
 

 ３ 学齢
が く れ い

後期
こ う き

における、支援
し え ん

の量的
りょうてき

拡大
か く だ い

と質的
し つ て き

向上
こうじょう

 

学齢
が く れ い

後期
こ う き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

等
と う

それぞれの支援
し え ん

組織
そ し き

が担
に な

うべき役割
や く わ り

と方向性
ほ う こ う せ い

を明確
め い か く

にした上
う え

で、 

効率的
こ う り つ て き

・効果的
こ う か て き

な支援
し え ん

体制
た い せ い

の再構築
さ い こ う ち く

および必要
ひ つ よ う

な拡充
かくじゅう

を検討
け ん と う

すべきである。 

 

 
 

１ 発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に関
か ん

する支援力
し え ん り ょ く

を身
み

につけた支援者
し え ん し ゃ

の養成
よ う せ い

 

  今回
こ ん か い

対象
たいしょう

とした児
じ

・者
し ゃ

への支援
し え ん

に特化
と っ か

した、専門性
せ ん も ん せ い

の高
た か

い人材
じ ん ざ い

の育成
い く せ い

が必要
ひ つ よ う

である。 

また、専門性
せ ん も ん せ い

のあり方
か た

についても、改
あらた

めて検討
け ん と う

が必要
ひ つ よ う

である。 

同時
ど う じ

に、福祉
ふ く し

・教育
きょういく

等
と う

関係者
か ん け い し ゃ

、企業
き ぎ ょ う

、学校
が っ こ う

、地域
ち い き

社会
し ゃ か い

など身近
み ぢ か

な支援者
し え ん し ゃ

全般
ぜ ん ぱ ん

が、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に 

関
か ん

する適切
て き せ つ

な理解
り か い

と対応
た い お う

を身
み

につけることも求
も と

められている。 

Ⅲ 支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れ ん け い

と役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

 

Ⅳ 支援
し え ん

体制
た い せ い

の強化
き ょ う か

・充実
じゅうじつ

 

Ⅱ 保護者
ほ ご し ゃ

及
お よ

び家族
か ぞ く

への支援
し え ん

 

Ⅴ 人材
じ ん ざ い

育成
い く せ い

 

喫緊
き っ き ん

に取
と

り組
く

むべき課題
か だ い

 ✔ 

平へ
い

成せ
い

３
０
年ね

ん

度ど 
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こ

浜は
ま

市し

発は
っ

達た
つ

障
し
ょ
う

害が
い

検け
ん

討と
う
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員い
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会か
い
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第だ
い

２
章し

ょ
う 

２－３ 喫緊
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に取
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むべき課題
か だ い

 



 

 

「平成
へ い せ い

30年度
ね ん ど

 横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

検討
け ん と う

委員会
い い ん か い

報告書
ほ う こ く し ょ

」を受
う

け、令和
れ い わ

元年
が ん ね ん

５月
が つ

27日付
に ち づ け

で、横浜
よ こ は ま

市長
し ち ょ う

より

「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

わない発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

への具体的
ぐ た い て き

な施策
し さ く

の展開
て ん か い

」

について、横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

あてに諮問
し も ん

を受
う

けました。 

 これに対
た い

し、本
ほ ん

協議会
き ょ う ぎ か い

の部会
ぶ か い

である、横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害者
しょうがいしゃ

検討
け ん と う

委員会
い い ん か い

にて検討
け ん と う

を進
す す

めることとなり、令和
れ い わ

元年
が ん ね ん

６月
が つ

から令和
れ い わ

２年
ね ん

２月
が つ

にかけ、検討
け ん と う

を行
おこな

ってきました（資料編
し り ょ う へ ん

１（42ページ
ぺ ー じ

）参照
さんしょう

）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－４ 横浜市長
よ こ は ま し ち ょ う

からの諮問
し も ん
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からの諮問
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■ 「発達
は っ た つ

障害
しょうがい

」の定義
て い ぎ

 

発達
は っ た つ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え ん ほ う

では、「自閉症
じ へ い し ょ う

、アスペルガー
あ す ぺ る が ー

症候群
しょうこうぐん

その他
た

の広汎性
こ う は ん せ い

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

、学習
がくしゅう

障害
しょうがい

、

注意欠陥多動
ち ゅ う い け っ か ん た ど う

性
せ い

障害
しょうがい

その他
た

これに類
る い

する脳
の う

機能
き の う

の障害
しょうがい

であり、その症状
しょうじょう

が通常
つうじょう

低年齢
て い ね ん れ い

において発現
は つ げ ん

す

るもの」と定義
て い ぎ

されています。 

また同法
ど う ほ う

では、「発達
は っ た つ

障害者
しょうがいしゃ

」について、「発達
は っ た つ

障害
しょうがい

がある者
も の

であって発達
は っ た つ

障害
しょうがい

及
お よ

び社会的
し ゃ か い て き

障壁
しょうへき

によ

り日常
にちじょう

生活
せ い か つ

又
ま た

は社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

に制限
せ い げ ん

を受
う

けるもの」と定義
て い ぎ

しています。 

 

【参考図
さ ん こ う ず

】主
お も

な発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

 

 ※ 発達
はったつ

障害
しょうがい

情報
じょうほう

・支援
し え ん

センター
せ ん た ー

（国立
こくりつ

障害者
しょうがいしゃ

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

センター
せ ん た ー

）ウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

「発達
はったつ

障害
しょうがい

を理解
り か い

する」より引用
いんよう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✓ 平成
へ い せ い

25年
ね ん

に米国
べ い こ く

精神医
せ い し ん い

学会
が く か い

が発行
は っ こ う

し、翌年
よ く ね ん

日本語
に ほ ん ご

訳
や く

された「ＤＳＭ
でぃーえすえむ

-
‐

５（精神
せ い し ん

障害
しょうがい

の診断
し ん だ ん

・統計
と う け い

マニュアル
ま に ゅ あ る

第
だ い

５版
は ん

）」では、自閉症
じ へ い し ょ う

・アスペルガー
あ す ぺ る が ー

症候群
しょうこうぐん

等
と う

が「自閉
じ へ い

スペクトラム
す ぺ く と ら む

症
しょう

」という言葉
こ と ば

に統合
と う ご う

されました。また、ＡＤ
エーディー

／ＨＤ
エイチディー

の日本語
に ほ ん ご

訳
や く

が「注意
ち ゅ う い

欠如
け つ じ ょ

・多動症
た ど う し ょ う

」とされました。 

✓ 障害
しょうがい

の特性
と く せ い

は人
ひ と

によって様々
さ ま ざ ま

で、複数
ふ く す う

の障害
しょうがい

が重
か さ

なって現
あらわ

れることもあります。また、発達
は っ た つ

段階
だ ん か い

や生活
せ い か つ

環境
かんきょう

等
と う

によっても状態像
じょうたいぞう

は異
こ と

なります。 

✓ 知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

うことも、伴
ともな

わないこともあります。 
 
 

■ 本答申
ほ ん と う し ん

における対象児
た い し ょ う じ

・者
し ゃ

 

本答申
ほ ん と う し ん

は、２－４（10ページ
ぺ ー じ

参照
さんしょう

）に記載
き さ い

したように、横浜
よ こ は ま

市長
し ち ょ う

からの諮問
し も ん

を受
う

け検討
け ん と う

した内容
な い よ う

を

まとめたものであり、その対象
たいしょう

は「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

わない発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

」としています。 

３－１ 「発達
は っ た つ

障害
しょうがい

」の定義
て い ぎ

と、本答申
ほ ん と う し ん

における対象児
た い し ょ う じ

・者
し ゃ

について 

具体的
ぐ た い て き

な施策
し さ く

の展開
て ん か い

について 第
だ い

３章
しょう

 

３－１ 「発達
はったつ

障害
しょうがい

」の定義
て い ぎ

と、本答申
ほんとうしん

における対象児
たいしょうじ

・者
しゃ

について 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ
い

３
章し

ょ
う 

● 言葉
こ と ば

の発達
はったつ

の遅
おく

れ 

● コミュニケーション

こ み ゅ に け ー し ょ ん

の障害
しょうがい

 

● 対人
たいじん

関係
かんけい

・社会性
しゃかいせい

の障害
しょうがい

 

● パターン
ぱ た ー ん

化
か

した行動
こうどう

、 
  こだわり 

知的
ち て き

な遅
おく

れを 

伴
ともな

うことも 

あります 

広汎性
こ う は ん せ い

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

 

自閉症
じ へ い し ょ う

 

アスペルガー
あ す ぺ る が ー

症候群
しょうこうぐん

 

● 基本的
き ほ ん て き

に、言葉
こ と ば

の発達
はったつ

の遅
おく

れはない 

● コミュニケーション

こ み ゅ に け ー し ょ ん

の障害
しょうがい

 

● 対人
たいじん

関係
かんけい

・社会性
しゃかいせい

の障害
しょうがい

 

● パターン
ぱ た ー ん

化
か

した行動
こうどう

、 

  興味
きょうみ

・関心
かんしん

のかたより 

● 不器用
ぶ き よ う

（言語
げ ん ご

発達
はったつ

に比
くら

べて） 

注意欠陥多動
ちゅういけっかんたどう

性
せい

障 害
しょうがい

 ＡＤ
エーディー

/ＨＤ
エイチディー

 

● 不注意
ふちゅうい

（集 中
しゅうちゅう

できない） 

● 多動
た ど う

・多弁
た べ ん

（じっとしていられない） 

● 衝動的
しょうどうてき

に行動
こうどう

する（考
かんが

えるよりも先
さき

に動
うご

く） 

学習
がくしゅう

障害
しょうがい

  ＬＤ
えるでぃー

 

●「読
よ

む」、 「書
か

く」、 「計算
けいさん

する」 

 等
とう

の能力
のうりょく

が、全体的
ぜんたいてき

な知的
ちてき

発達
はったつ

 

 に比
くら

べて極端
きょくたん

に苦手
に が て

 

それぞれの障害
しょうがい

の特性
とくせい

 

※このほか、トゥレット
と ぅ れ っ と

症候群
しょうこうぐん

や吃音
きつおん

（症
しょう

）なども 

 発達
はったつ

障害
しょうがい

に含
ふく

まれます。 



なお、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の診断
し ん だ ん

を受
う

けている人
ひ と

だけではなく、診断
し ん だ ん

を受
う

けていなくても日常
にちじょう

生活
せ い か つ

や社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

に生
い

きづらさを抱
か か

えている人
ひ と

を含
ふ く

みます。 
   
 

 

 

 ここでは、本答申
ほ ん と う し ん

における対象児
た い し ょ う じ

・者
し ゃ

への具体的
ぐ た い て き

な施策
し さ く

の展開
て ん か い

について検討
け ん と う

するにあたり、前提
ぜ ん て い

とな

る考
かんが

え方
か た

について示
し め

します。 

 

 

 

 

■ 本答申
ほ ん と う し ん

における対象児
た い し ょ う じ

・者
し ゃ

と「生
い

きづらさ」 

発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

は、定型
て い け い

発達
は っ た つ

と異
こ と

なる認知
に ん ち

・学習
がくしゅう

スタイル
す た い る

を持
も

つことから、社会
し ゃ か い

の中
な か

で少数派
し ょ う す う は

とな

りがちです。 

また、物事
も の ご と

の理解
り か い

の仕方
し か た

や興味
き ょ う み

関心
か ん し ん

等
と う

に偏
かたよ

りがあり、そのために「得意
と く い

なこと」と「苦手
に が て

なこと」

の差
さ

が大
お お

きい、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

が苦手
に が て

といった特性
と く せ い

が見
み

られ、社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

に柔軟
じゅうなん

に対応
た い お う

できない

場合
ば あ い

があります。 

このように、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

と社会
し ゃ か い

の仕
し

組
く

みとの双方
そ う ほ う

の関係性
か ん け い せ い

から、本答申
ほ ん と う し ん

における対象児
た い し ょ う じ

・者
し ゃ

が

社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

の中
な か

で「生
い

きづらさ」を感
か ん

じることが少
す く

なくありません。 

さらに、こうしたことからストレス
す と れ す

を感
か ん

じたり、自己
じ こ

肯定感
こ う て い か ん

の低下
て い か

を招
ま ね

いたりして、抑
よ く

うつ症状
しょうじょう

や

不登校
ふ と う こ う

・ひきこもり等
と う

の二次
に じ

障害
しょうがい

を引
ひ

き起
お

こすこともあります。 

 

■ 発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

を取
と

り巻
ま

く社会
し ゃ か い

の変化
へ ん か

 

現代
げ ん だ い

の日本
に ほ ん

社会
し ゃ か い

においては、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

能力
のうりょく

や効率性
こ う り つ せ い

、また協調性
きょうちょうせい

や共感性
きょうかんせい

などを一律
い ち り つ

に

求
も と

められる場合
ば あ い

が多
お お

くあります。それらは発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

が苦手
に が て

とする領域
りょういき

であることから、そこに

大
お お

きなギャップ
ぎ ゃ っ ぷ

が生
しょう

じやすく、結果
け っ か

として生
い

きづらさの増
ぞ う

大
だ い

につながっていることが考
かんが

えられます。 

また、社会
し ゃ か い

の価値観
か ち か ん

も画一化
か く い つ か

してきていることから、異
こ と

なる認知
に ん ち

･
・

学習
がくしゅう

スタイル
す た い る

を持
も

つ発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・

者
し ゃ

が、いわゆる定型
て い け い

発達
は っ た つ

を軸
じ く

として形作
かたちづく

られた社会
し ゃ か い

から孤立
こ り つ

しやすい状況
じょうきょう

も生
しょう

じやすくなっている

と考
かんが

えられます。 

 

■ 地域
ち い き

社会
し ゃ か い

における共生
きょうせい

の実現
じ つ げ ん

に向
む

けて 

現代
げ ん だ い

の日本
に ほ ん

社会
し ゃ か い

における発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

の生
い

きづらさを解消
かいしょう

するためには、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

へ

の支援
し え ん

と並
な ら

んで、それらを取
と

り巻
ま

く社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

の意識
い し き

変革
へ ん か く

が必要
ひ つ よ う

です。このことは、I
あい

C
しー

F
えふ

（国際
こ く さ い

生活
せ い か つ

機能
き の う

分類
ぶ ん る い

）（13ページ
ぺ ー じ

参照
さんしょう

）において、「環境
かんきょう

因子
い ん し

」も含
ふ く

めた視点
し て ん

が必要
ひ つ よ う

であると示
し め

されているとおりです。

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

は、その特性
と く せ い

が一般
い っ ぱ ん

社会
し ゃ か い

の中
な か

に十分
じゅうぶん

に浸透
し ん と う

していないが故
ゆ え

に、社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

の一層
い っ そ う

の努力
ど り ょ く

が必要
ひ つ よ う

と言
い

えます。 

地域
ち い き

社会
し ゃ か い

における共生
きょうせい ※

こめじるし

１の実現
じ つ げ ん

に向
む

け、様々
さ ま ざ ま

な多様性
た よ う せ い

を尊重
そんちょう

し、受
う

け入
い

れていく社会
し ゃ か い

風土
ふ う ど

の醸成
じょうせい

を進
す す

めていくことが重要
じゅうよう

となります。 
 
 
 

３－２ 前提
ぜ ん て い

となる考
かんが

え方
か た

 

(１) 多様性
た よ う せ い

の尊重
そんちょう

と、地域
ち い き

社会
しゃかい

における共生
きょうせい

 ✔ 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ
い

３
章し

ょ
う 

３－２ 前提
ぜんてい

となる考え方
かんがえかた

 



 
 

 

 

I
あい

C
しー

F
えふ

（国際
こ く さ い

生活
せ い か つ

機能
き の う

分類
ぶ ん る い

）について 

 

「I
あい

C
しー

F
えふ

（国際
こ く さ い

生活
せ い か つ

機能
き の う

分類
ぶ ん る い

）」とは、世界
せ か い

保健
ほ け ん

機関
き か ん

が平成
へ い せ い

13年
ね ん

に採択
さ い た く

した、人間
に ん げ ん

の生活
せ い か つ

機能
き の う

と 

障害
しょうがい

に関
か ん

する状況
じょうきょう

を記述
き じ ゅ つ

することを目的
も く て き

とした分類
ぶ ん る い

です。 

※「I C F
あいしーえふ

」は「International
い ん た ー な し ょ な る

 Classification
く ら し ふ ぃ け ー し ょ ん

 of
お ぶ

 Functioning
ふ ぁ ん く し ょ に ん ぐ

, Disability
で ぃ す あ び り て ぃ ー

 and
あ ん ど

 Health
へ る す

」の略
りゃく

。 
 

  前身
ぜ ん し ん

のモデル
も で る

では、障害
しょうがい

のレベル
れ べ る

を「機能
き の う

障害
しょうがい

」、「能力
のうりょく

障害
しょうがい

」、「社会的
し ゃ か い て き

不利
ふ り

」の３つに分類
ぶ ん る い

し、 

「機能
き の う

障害
しょうがい

→ 能力
のうりょく

障害
しょうがい

→ 社会的
し ゃ か い て き

不利
ふ り

」という一
いち

方
ほう

向
こ う

の流
な が

れで捉
と ら

えていました。 

一方
い っ ぽ う

I C F
あいしーえふ

では、機能
き の う

障害
しょうがい

は「心身
し ん し ん

機能
き の う

・身体
し ん た い

構造
こ う ぞ う

」、能力
のうりょく

障害
しょうがい

は「活動
か つ ど う

」、社会的
し ゃ か い て き

不利
ふ り

は「参加
さ ん か

」 

と、プラス
ぷ ら す

の言葉
こ と ば

を用
も ち

いています。 

また「環境
かんきょう

因子
い ん し

」と「個人
こ じ ん

因子
い ん し

」から成
な

る、「背景
は い け い

因子
い ん し

」という新
あたら

しい観点
か ん て ん

を加
く わ

えています。 

このことにより生
い

きづらさの原因
げ ん い ん

を、その人
ひ と

を取
と

り巻
ま

く環境
かんきょう

や、その人
ひ と

の特徴
とくちょう

（機能
き の う

障害
しょうがい

・能力
のうりょく

 

障害
しょうがい

に由来
ゆ ら い

しないもの）等
と う

にも関
か ん

連
れ ん

づけて捉
と ら

えるようになりました。 

例
たと

えば、健康
け ん こ う

状態
じょうたい

が悪化
あ っ か

して身体
し ん た い

機能
き の う

が低下
て い か

しても、環境
かんきょう

を整
ととの

えることで活動
か つ ど う

や社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

が可能
か の う

 

 になるなど、生活
せ い か つ

機能
き の う

と障害
しょうがい

を、健康
け ん こ う

状態
じょうたい

と背景
は い け い

因子
い ん し

の相互
そ う ご

作用
さ よ う

として考
かんが

えます。 
 

 ★ 図
ず

：ICF
あいしーえふ

の構成
こ う せ い

要素
よ う そ

と相互
そ う ご

作用
さ よ う

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 地域
ち い き

社会
し ゃ か い

における共生
きょうせい

 

   地域
ち い き

社会
しゃかい

の中
な か

で、障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へ だ

てられることなく、誰
だ れ

もがそれぞれの人格
じ ん か く

と個性
こ せ い

を

尊重
そんちょう

し合
あ

い、多様性
た よ う せ い

を認
み と

めながら生
い

きていくこと。また、誰
だれ

もが積
せっ

極
きょく

的
てき

に地
ち

域
いき

社会
し ゃ か い

に参
さ ん

画
か く

できるこ

と。 

生活
せ い か つ

機能
き の う

 

背景
は い け い

因子
い ん し

 
個人
こ じ ん

因子
い ん し

 
（年齢

ねんれい

、性別
せいべつ

、価値観
か ち か ん

、 

ライフスタイル
ら い ふ す た い る

等
と う

） 

環境
か ん き ょ う

因子
い ん し

 
（社会

しゃかい

、建物
たてもの

、家族
か ぞ く

、 

友人
ゆうじん

、サービス
さ ー び す

等
とう

） 

健康状態
け ん こ う じ ょ う た い

 
（疾患

しっかん

・外 傷
がいしょう

、 

ストレス
す と れ す

状 態
じょうたい

等
とう

） 

心身
し ん し ん

機能
き の う

・身体
し ん た い

構造
こ う ぞ う

 

（心身
しんしん

の 働
はたら

き） 

活動
か つ ど う

 
（生活

せいかつ

行為
こ う い

） 

参加
さ ん か

 
（家庭

か て い

・社会
しゃかい

への 

関与
か ん よ

・役割
やくわり

） 

ラ
ら

 コ
こ

 ム
む

 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ

い

３
章

し
ょ
う 

３－２ 前提
ぜんてい

となる 考
かんが

え方
かた

 



 

 
 

  横浜市
よ こ は ま し

では、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

を含
ふ く

む障害
しょうがい

施策
し さ く

全般
ぜ ん ぱ ん

に関
か ん

して、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

の早
は や

い段階
だ ん か い

で障害
しょうがい

を発見
は っ け ん

し、

療育
りょういく

に結
む す

び付
つ

ける「早期
そ う き

発見
は っ け ん

・早期療育
そ う き り ょ う い く

」の理念
り ね ん

を掲
か か

げてきました。 

しかし、本答申
ほ ん と う し ん

における対象児
た い し ょ う じ

・者
し ゃ

は、その障害
しょうがい

特性
と く せ い

が一見
い っ け ん

して分
わ

かりにくいため、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

の早
は や

い段階
だ ん か い

では、本人
ほ ん に ん

や周囲
し ゅ う い

の人々
ひ と び と

が、本人
ほ ん に ん

の発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に気
き

づかない場合
ば あ い

があります。結果
け っ か

として、

その後
ご

のライフステージ
ら い ふ す て ー じ

で、本人
ほ ん に ん

が生
い

きづらさを感
か ん

じてもその原因
げ ん い ん

が分
わ

からず、また周囲
し ゅ う い

からの理解
り か い

を得
え

られず、社会
し ゃ か い

の中
な か

でつまずいてしまうことがあります。 

 

 そのため、いかなるライフステージ
ら い ふ す て ー じ

においても、本人
ほ ん に ん

の生
い

きづらさが生
しょう

じる前
ま え

、あるいは生
しょう

じたと

きに、保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

や周囲
し ゅ う い

の人々
ひ と び と

が早期
そ う き

に本人
ほ ん に ん

の発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に気
き

づき、必要
ひ つ よ う

に応
お う

じ適切
て き せ つ

な支援
し え ん

につなぐ

ことができる体制
た い せ い

の構築
こ う ち く

が必要
ひ つ よ う

です。 

 その人
ひ と

にとって適切
て き せ つ

な時期
じ き

（Right
ら い と

 time
た い む

）に適切
て き せ つ

な支援
し え ん

につながることができれば、その人
ひ と

にとっ

て明
あ か

るい人生
じ ん せ い

・未来
み ら い

（Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

）につながっていくと考
かんが

え、この理念
り ね ん

を「気
き

づきの促進
そ く し ん

と未来
み ら い

につ

ながる支援
し え ん

（Right
ら い と

 time
た い む

 ＆
あんど

 Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

）」と表
あらわ

します。 

 

  本答申
ほ ん と う し ん

における対象児
た い し ょ う じ

・者
し ゃ

への施策
し さ く

の再構築
さ い こ う ち く

を検討
け ん と う

するにあたっては、「早期
そ う き

発見
は っ け ん

・早期
そ う き

療育
りょういく

」と併
あ わ

せて、この考
かんが

え方
か た

にも留意
り ゅ う い

しました。 

 

 

  これらを前提
ぜ ん て い

としながら、対象児
た い し ょ う じ

・者
し ゃ

への具体的
ぐ た い て き

な施策
し さ く

の展開
て ん か い

が検討
け ん と う

されることを期待
き た い

し、以降
い こ う

で、

今後
こ ん ご

の施策
し さ く

展開
て ん か い

のヒント
ひ ん と

となる視点
し て ん

を述
の

べていきます。 

  

(２) 気
き

づきの促進
そ く し ん

と未来
み ら い

につながる支援
し え ん

（Right
ら い と

 time
た い む

 ＆
あんど

 Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

） ✔ 

３－２ 前提
ぜんてい

となる 考
かんが

え方
かた

 



 
 

 

本答申
ほ ん と う し ん

では、横浜市
よ こ は ま し

が対象児
た い し ょ う じ

・者
し ゃ

への施策
し さ く

を展開
て ん か い

するにあたりヒント
ひ ん と

となる視点
し て ん

を、２－２（７ページ
ぺ ー じ

参照
さんしょう

）で「横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

施策
し さ く

の再構築
さ い こ う ち く

に係
か か

る方向性
ほ う こ う せ い

」として掲
か か

げた６大項目
だ い こ う も く

・15小項目
しょうこうもく

ごとにまとめ

て示
し め

します。 

 

【再掲
さ い け い

】 横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

施策
し さ く

の再構築
さ い こ う ち く

に係
か か

る方向性
ほ う こ う せ い

（平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 横浜市
よこはまし

発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

報告書
ほうこくしょ

より） 

 

 
 

 

１  本人
ほ ん に ん

がその人
ひ と

らしく生
い

きるための支援
し え ん

の充実
じ ゅ う じ つ

 

２  当事者
と う じ し ゃ

の居場所
い ば し ょ

の充実
じ ゅ う じ つ

 

３  二次
に じ

障害
しょうがい

（ひきこもり等
と う

）への対応力
た い お う り ょ く

向上
こ う じ ょ う

 

４  成人期
せ い じ ん き

の課題
か だ い

に対
た い

する、本人
ほ ん に ん

支援
し え ん

の充実
じ ゅ う じ つ

 
 

 

１  保護者
ほ ご し ゃ

及
お よ

び家族
か ぞ く

に対
た い

する支援
し え ん

の充実
じ ゅ う じ つ

 【喫緊
き っ き ん

】 
 
 

 

１  支援
し え ん

機関
き か ん

の役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

の明確化
め い か く か

等
と う

による、効果的
こ う か て き

・効率的
こ う り つ て き

な対応
た い お う

 【喫緊
き っ き ん

】 

２  ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

を通
と お

し、切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を行
おこな

うための、コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

機能
き の う

の強化
き ょ う か

 【喫緊
き っ き ん

】 

３  医療
い り ょ う

と福祉
ふ く し

の連携
れ ん け い

強化
き ょ う か

とネットワーク
ね っ と わ ー く

の拡充
か く じ ゅ う

 

４  サービス
さ ー び す

情報
じ ょ う ほ う

提供
ていきょう

システム
し す て む

の充実
じ ゅ う じ つ

 
 

 
 

１  就学前
し ゅ う が く ま え

の対象者数
た い し ょ う し ゃ す う

増加
ぞ う か

に対
た い

する、支援
し え ん

体制
た い せ い

の拡充
か く じ ゅ う

 【喫緊
き っ き ん

】 

２  教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れ ん け い

等
と う

による、学齢期
が く れ い き

支援
し え ん

の強化
き ょ う か

 

３  学齢
が く れ い

後期
こ う き

における、支援
し え ん

の量的
り ょ う て き

拡大
か く だ い

と質的
し つ て き

な向上
こ う じ ょ う

 【喫緊
き っ き ん

】 

 

 
 

１  発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に関
か ん

する支援力
し え ん り ょ く

を身
み

につけた支援者
し え ん し ゃ

の養成
よ う せ い

 【喫緊
き っ き ん

】 

 

 
 

１  地域
ち い き

社会
し ゃ か い

における共生
き ょ う せ い

の実現
じ つ げ ん

に向
む

けた、社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

の意識
い し き

醸成
じ ょ う せ い

 

２  特
と く

に教育
きょういく

・就労
し ゅ う ろ う

の場面
ば め ん

における、本人
ほ ん に ん

を取
と

り巻
ま

く周囲
し ゅ う い

への理解
り か い

促進
そ く し ん

 

 
 

             ※  【喫緊
き っ き ん

】は、「２－２ 喫緊
き っ き ん

に取
と

り組
く

むべき課題
か だ い

（９ページ
ぺ ー じ

参照
さんしょう

）」に掲
か か

げた項目
こ う も く

 

 

 

 

３－３ 本答申
ほ ん と う し ん

の構成
こ う せ い

について 

Ⅲ 支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れ ん け い

と役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

 

Ⅳ 支援
し え ん

体制
た い せ い

の強化
き ょ う か

・充実
じゅうじつ

 

Ⅱ 保護者
ほ ご し ゃ

及
お よ

び家族
か ぞ く

への支援
し え ん

 

Ⅰ 本人
ほ ん に ん

への支援
し え ん

 

Ⅵ 障害
しょうがい

理解
り か い

の促進
そ く し ん

・普及
ふ き ゅ う

啓発
け い は つ

 

Ⅴ 人材
じ ん ざ い

育成
い く せ い

 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ

い

３
章

し
ょ
う 

３－３ 本答申
ほんとうしん

の構成
こうせい

について 



 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

 
 

○ 社会生活
し ゃ か い せ い か つ

の中
な か

でつまずいたり否定
ひ て い

されたりした経験
け い け ん

や適切
て き せ つ

な発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の理解
り か い

に基
も と

づいた支援
し え ん

を

受
う

ける機会
き か い

に恵
め ぐ

まれなかったこと等
と う

により、本人
ほ ん に ん

の自己
じ こ

肯定感
こ う て い か ん

が低下
て い か

していたり、十分
じゅうぶん

に育
はぐく

まれて

いなかったりすることがあります。 

 

○ 現代
げ ん だ い

社会
し ゃ か い

の仕
し

組
く

みの中
な か

では、画一性
か く い つ せ い

が求
も と

められることが多
お お

く、本人
ほ ん に ん

が持
も

てる力
ちから

を活
い

かすことがで

きないことがあります。 

 

○ 自己
じ こ

選択
せ ん た く

、意思
い し

決定
け っ て い

の場面
ば め ん

では、自
みずか

らが主体的
し ゅ た い て き

に選択
せ ん た く

・決定
け っ て い

し、表明
ひょうめい

することが求
も と

められますが、

発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

は、情報
じょうほう

を整理
せ い り

して意思
い し

を形成
け い せ い

すること、自分
じ ぶ ん

の意思
い し

を表出
ひょうしゅつ

することが苦手
に が て

な場合
ば あ い

があります。 
 
 

(２) 求
も と

められること 
 

■ 自己
じ こ

理解
り か い

の促進
そ く し ん

と、自己
じ こ

肯定感
こ う て い か ん

の形成
け い せ い

 

本人
ほ ん に ん

が、自分
じ ぶ ん

の「得意
と く い

なこと」、「苦手
に が て

なこと」を理解
り か い

し、肯定的
こ う て い て き

に捉
と ら

えられるようになることが

重要
じゅうよう

です。このためには、自己
じ こ

肯定感
こ う て い か ん

を形成
け い せ い

し、持
も

てる力
ちから

をどのように社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

に活
い

かしたらよい

か学
ま な

ぶ機会
き か い

が確保
か く ほ

されていることが必要
ひ つ よ う

です。 
 
 

■ 本人
ほ ん に ん

の持
も

てる力
ちから

を活
い

かす機会
き か い

の確保
か く ほ

 

社会
し ゃ か い

の中
な か

に、本人
ほ ん に ん

が主体的
し ゅ た い て き

に、持
も

てる力
ちから

を活
い

かすことができる機会
き か い

や場所
ば し ょ

が確保
か く ほ

されているこ

とが重要
じゅうよう

です。 

そのためには、本人
ほ ん に ん

を取
と

り巻
ま

く社会
し ゃ か い

の側
が わ

も、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

を理解
り か い

し、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

も含
ふ く

めた

人
ひ と

それぞれの多様性
た よ う せ い

を認
み と

め合
あ

い、多様
た よ う

な社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

の仕方
し か た

を受
う

け入
い

れることができるよう、意識
い し き

を変
か

えていくことが必要
ひ つ よ う

です。 

 

 

● この項目
こ う も く

の視点
し て ん

（ポイント
ぽ い ん と

） 

✓ 本人
ほ ん に ん

の抱
か か

える生
い

きづらさを解消
かいしょう

し、持
も

てる力
ちから

を活
い

かすための支援
し え ん

が必要
ひ つ よ う

です。 

  また、多様性
た よ う せ い

を認
み と

め合
あ

うことができる社会
しゃかい

としていくことが必要
ひ つ よ う

です。 

３－４ ６大項目
だ い こ う も く

・15小項目
しょうこうもく

に関
か ん

する視点
し て ん

 

Ⅰ－１ 本人
ほ ん に ん

がその人
ひ と

らしく生
い

きるための支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

３－４ ６大項目
だいこうもく

・15小項目
しょうこうもく

に関
かん

する視点
し て ん

【大項目
だいこうもく

Ⅰ】 

項
こ う

 目
も く

 Ⅰ 大
だ い

 本
ほ ん

人
に ん

へ の 支
し

援
え ん

 



■ 本人
ほ ん に ん

の自己
じ こ

選択
せ ん た く

、意思
い し

決定
け っ て い

に向
む

けた支援
し え ん

 

本人
ほ ん に ん

が自己
じ こ

選択
せ ん た く

、意思
い し

決定
け っ て い

する場面
ば め ん

で、情報
じょうほう

の整理
せ い り

が難
むずか

しければ、本人
ほ ん に ん

の希望
き ぼ う

を確認
か く に ん

し、気
き

持
も

ち

や考
かんが

えに寄
よ

り添
そ

って、本人
ほ ん に ん

が選択
せ ん た く

・決定
け っ て い

しやすくなるような支援
し え ん

が必要
ひ つ よ う

です。 

支援
し え ん

にあたっては、本人
ほ ん に ん

の障害
しょうがい

特性
と く せ い

を総合的
そ う ご う て き

に見
み

立
た

てた上
う え

で、支援
し え ん

のタイミング
た い み ん ぐ

や方法
ほ う ほ う

などを考
かんが

える必要
ひ つ よ う

があります。 
 
 

 

 

(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

 
 

○ 本人
ほ ん に ん

が、社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

の中
な か

で困
こ ま

り事
こ と

が生
しょう

じたとき等
と う

に、身
み

近
ぢ か

に相談
そ う だ ん

できる人
ひ と

や場所
ば し ょ

がなく、あるいは

その存在
そ ん ざ い

を知
し

らず、適
てき

切
せつ

な支援
し え ん

を受
う

けられずに困
こ ま

り事
ご と

が解決
か い け つ

できない状態
じょうたい

が続
つ づ

くことがあります。 

 

○ 現代
げ ん だ い

社会
し ゃ か い

の仕
し

組
く

みの中
な か

では、画一性
か く い つ せ い

が求
も と

められることが多
お お

く、本人
ほ ん に ん

が持
も

てる力
ちから

を活
い

かすことがで

きないことがあります。 
 
 

 (２) 求
も と

められること 
 

■ 本人
ほ ん に ん

が必要
ひ つ よ う

とするときに支
さ さ

えとなる場所
ば し ょ

 

身近
み ぢ か

な地域
ち い き

の中
な か

に、本人
ほ ん に ん

が必要
ひ つ よ う

とするときにすぐに相談
そ う だ ん

でき、必要
ひ つ よ う

に応
お う

じて適切
て き せ つ

な支援
し え ん

が受
う

けら

れる、精神的
せ い し ん て き

な支
さ さ

えとなる人
ひ と

や場所
ば し ょ

が必要
ひ つ よ う

です。 

 

■ 本人
ほ ん に ん

の力
ちから

を活
い

かすことのできる場所
ば し ょ

 

社会
し ゃ か い

の中
な か

に、本人
ほ ん に ん

が主体的
し ゅ た い て き

に、持
も

てる力
ちから

を活
い

かすことができる機会
き か い

や場所
ば し ょ

が確保
か く ほ

されているこ

とが必要
ひ つ よ う

です。 

 

 

 
 

(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

 
 

○ 本人
ほ ん に ん

が、社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

の中
な か

でつまずいたとき、適切
て き せ つ

な支援
し え ん

を受
う

けられずに困
こ ま

り事
ご と

を解決
か い け つ

できない状態
じょうたい

が続
つ づ

くと、社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

から距離
き ょ り

を置
お

いて社会
し ゃ か い

との接点
せ っ て ん

がなくなり、どこにも相談
そ う だ ん

できなくなることが

あります。 

 

○ 本人
ほ ん に ん

が社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

から離
は な

れてしまった場合
ば あ い

、その期間
き か ん

が長期化
ち ょ う き か

するに連
つ

れ、社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

に戻
も ど

ることが

難
むずか

しくなります。 

 

○ 発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

の保護者
ほ ご し ゃ

や家族
か ぞ く

が、本人
ほ ん に ん

への対応
た い お う

に悩
な や

みを抱
か か

えていても、どこにも相談
そ う だ ん

できず、

困
こ ま

り事
ご と

を解決
か い け つ

できない状態
じょうたい

が続
つ づ

いたり、社会的
し ゃ か い て き

孤立
こ り つ

を感
か ん

じたりすることがあります。 

 

Ⅰ－２ 当事者
と う じ し ゃ

の居場所
い ば し ょ

の充実
じゅうじつ

 

Ⅰ－３ 二次
に じ

障害
しょうがい

（ひきこもり等
と う

）への対応力
たいおうりょく

向上
こうじょう

 

３－４ ６大項目
だいこうもく

・15小項目
しょうこうもく

に関
かん

する視点
し て ん

【大項目
だいこうもく

Ⅰ】 



○ また、本
ほ ん

人
に ん

に自
じ

己
こ

肯
こ う

定
て い

感
か ん

が十
じゅう

分
ぶ ん

に育
はぐく

まれずに成
せ い

長
ちょう

した場
ば

合
あ い

、社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

の中
な か

でつまずきが生
しょう

じた

ときの、不登校
ふ と う こ う

・ひきこもり等
と う

の二次
に じ

障害
しょうがい

発生
は っ せ い

のリスク
り す く

が高
た か

まります。 
 
 

 (２) 求
も と

められること 
 

■ 地域
ち い き

の中
な か

で本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

を継続的
け い ぞ く て き

に見守
み ま も

る体制
た い せ い

の構築
こ う ち く

 

本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

が困
こ ま

り感
か ん

を感
か ん

じているときもそうでないときも、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

に継続的
け い ぞ く て き

に寄
よ

り添
そ

うことができるよう、地
ち

域
い き

全
ぜ ん

体
た い

が見
み

守
ま も

りの「目
め

」を育
そ だ

てることが必要
ひ つ よ う

です。 

また、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

がどこにも相談
そ う だ ん

できず、あるいは、本人
ほ ん に ん

が社会
し ゃ か い

から距離
き ょ り

を置
お

いて、困
こ ま

り事
ご と

を解
か い

決
け つ

できない状
じょう

態
た い

にあることに「気
き

づく力
ちから

」をつけ、本
ほ ん

人
に ん

や保
ほ

護
ご

者
し ゃ

・家
か

族
ぞ く

の困
こ ま

り感
か ん

をキャッ

チし、必要
ひ つ よ う

な支援
し え ん

機関
き か ん

等
と う

につなぐことができるようになることが望
の ぞ

まれます。 

 

■ 支援
し え ん

機関
き か ん

のアウトリーチ
あ う と り ー ち

による、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

へのアプローチ
あ ぷ ろ ー ち

 

支援
し え ん

機関
き か ん

には、アウトリーチ
あ う と り ー ち

の展開
て ん か い

による、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

への支援
し え ん

が求
も と

められます。 

支援
し え ん

機関
き か ん

は、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

に対し
た い し

、その役割
や く わ り

やどのような支援
し え ん

が可能
か の う

かを周知
し ゅ う ち

し、顔
か お

の見
み

える関係
か ん け い

を築
き ず

くとともに、本
ほ ん

人
に ん

や保
ほ

護
ご

者
し ゃ

・家
か

族
ぞ く

が社
し ゃ

会
か い

との接
せ っ

点
て ん

を失
うしな

う前
ま え

に、「支援
し え ん

の種
た ね

」を蒔
ま

いてお

くことが重要
じゅうよう

です。 

例
たと

えば、ひきこもり状
じょう

態
た い

に至
い た

った場
ば

合
あ い

には、支
し

援
え ん

機
き

関
か ん

が直
ちょく

接
せ つ

本
ほ ん

人
に ん

の生
せ い

活
か つ

の場
ば

に出
で

向
む

く、家庭
か て い

訪問
ほ う も ん

等
と う

のアプローチ
あ ぷ ろ ー ち

が有効
ゆ う こ う

な場合
ば あ い

があります。ただし、本人
ほ ん に ん

の状態
じょうたい

をアセスメント
あ せ す め ん と

するなど、十
じゅう

分
ぶ ん

な準
じゅん

備
び

の上
う え

に実
じ っ

施
し

しないと、逆
ぎゃく

に本
ほ ん

人
に ん

のひきこもりを強
つ よ

めてしまうことに留意
り ゅ う い

する必要
ひ つ よ う

があります。 

また、アウトリーチ
あ う と り ー ち

には専門的
せ ん も ん て き

技術
ぎ じ ゅ つ

が求
も と

められるため、複
ふ く

数
す う

の支
し

援
え ん

機
き

関
か ん

が連
れ ん

携
け い

・役
や く

割
わ り

分
ぶ ん

担
た ん

し、支
し

援
え ん

を展開
て ん か い

することも求
も と

められます。 

   

■ 多
た

様
よ う

性
せ い

を認
み と

め合
あ

い、多様
た よ う

な社会
しゃかい

参加
さ ん か

ができる社会
しゃかい

 

生
い

きづらさを抱
か か

えた発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

児
じ

・者
し ゃ

が、少
す こ

しずつでも社
し ゃ

会
か い

に参
さ ん

加
か

し、成
せ い

功
こ う

体
た い

験
け ん

とともに「安
あ ん

心
し ん

し

て失
し っ

敗
ぱ い

する体
た い

験
け ん

※２」を重
か さ

ねることで、自己
じ こ

肯定感
こ う て い か ん

を形成
け い せ い

することが必要
ひ つ よ う

です。また、発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

児
じ

・

者
し ゃ

が持
も

てる力
ちから

を活
い

かすことができる、多様
た よ う

な社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

の仕方
し か た

が社会
し ゃ か い

に用意
よ う い

されていることが必要
ひ つ よ う

で

す。 

そのために、社会
し ゃ か い

の側
が わ

にも、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

を理解
り か い

し、発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

児
じ

・者
し ゃ

も含
ふ く

めた多
た

様
よ う

性
せ い

を認
み と

め合
あ

うことが求
も と

められます。 

 

■ 自
じ

己
こ

肯
こ う

定
て い

感
か ん

や自
じ

己
こ

表
ひょう

現
げ ん

力
りょく

を身
み

につけるための支
し

援
え ん

 

本人
ほ ん に ん

が、自分
じ ぶ ん

の「得意
と く い

なこと」、「苦手
に が て

なこと」を理解
り か い

し、自己
じ こ

肯定感
こ う て い か ん

を維持
い じ

するとともに、自
じ

分
ぶ ん

自
じ

身
し ん

の気
き

持
も

ちや考
かんが

えを表
ひょう

明
め い

できるように支
し

援
え ん

し、二
に

次
じ

障
しょう

害
が い

の発
は っ

生
せ い

を防
ふ せ

ぐことが必
ひ つ

要
よ う

です。 

 

 

 

※２ 安心
あ ん し ん

して失敗
し っ ぱ い

する体験
た い け ん

 

失
し っ

敗
ぱ い

は悪
わ る

いことや怒
お こ

られることではなく、失
し っ

敗
ぱ い

したらまたチャレンジ
ち ゃ れ ん じ

できることを本人
ほ ん に ん

が理解
り か い

し、

次
つ ぎ

に失
し っ

敗
ぱ い

しないように対
た い

策
さ く

を考
かんが

え試
し

行
こ う

錯
さ く

誤
ご

することで成
せ い

長
ちょう

すること。 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第 だ

い

３
章

し
ょ
う 

３－４ ６大
だい

項
こう

目
もく

・15 小
しょう

項
こう

目
もく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大
だい

項
こう

目
もく

Ⅰ】 



 

 

(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

 
 

○ 成人期
せ い じ ん き

においては、例
たと

えば就職
しゅうしょく

や親
お や

元
も と

を離
は な

れて自
じ

立
り つ

するなどで環
か ん

境
きょう

が大
お お

きく変
か

わる場
ば

合
あ い

、「社会
し ゃ か い

にスムーズ
す む ー ず

に参加
さ ん か

すること」が課題
か だ い

となります。 

  社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

に向
む

けて、自己
じ こ

理解
り か い

を深
ふ か

めること、様々
さ ま ざ ま

な体
た い

験
け ん

を通
と お

して新
あ ら

たな生
せ い

活
か つ

に向
む

けた準
じゅん

備
び

をする

こと、日々
ひ び

の生活上
せいかつじょう

の課題
か だ い

に対応
たいおう

できる力
ちから

を身
み

につけることなどが必要
ひ つ よ う

です。 

発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

は、これらが十分
じゅうぶん

に身
み

についていない場合
ば あ い

があるため、必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて学
まな

ぶ※３こと

が必要
ひ つ よ う

です。 

また、家族
か ぞ く

も、本人
ほ ん に ん

が社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

するにあたって必要
ひ つ よ う

な情報
じょうほう

が把握
は あ く

できていなかったり、本
ほん

人
にん

への

関
かか

わり方
かた

が分
わ

からなかったりする場
ば

合
あ い

があるため、支援
し え ん

が必要
ひ つ よ う

なことがあります。 

   

○ 一方
いっぽう

で、社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

に向
む

けた準
じゅん

備
び

を行
おこな

う中
な か

で画
か く

一
い つ

性
せ い

が求
も と

められ、過
か

度
ど

に周
しゅう

囲
い

に合
あ

わせようとするあ

まり、本人
ほ ん に ん

が疲弊
ひ へ い

したり、自己
じ こ

肯定感
こ う て い か ん

が低下
て い か

したりする場合
ば あ い

があります。特
と く

に、これまでの生活
せ い か つ

で

つまずいたり否定
ひ て い

されたりした経験
け い け ん

等
と う

により、自己
じ こ

肯定感
こ う て い か ん

が低下
て い か

している場合
ば あ い

などは、社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

が

より難
むずか

しいこともあります。 

 

○ 就労
しゅうろう

系
け い

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

を提供
ていきょう

する事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の増加
ぞ う か

や、「横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

」の整備
せ い び

等
と う

により、発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

に対
た い

する就
しゅう

労
ろ う

支
し

援
え ん

は広
ひ ろ

がりつつあります。 

 一方
いっぽう

で成人期
せ い じ ん き

には、「親
お や

元
も と

を離
は な

れての生
せ い

活
か つ

」、「社会
し ゃ か い

的
て き

役割
や く わ り

の変化
へ ん か

」、「余
よ

暇
か

の過
す

ごし方
かた

」、「結
け っ

婚
こ ん

・子
こ

育
そ だ

て」、「家
か

族
ぞ く

の不
ふ

測
そ く

の事
じ

態
た い

」、「親
お や

亡
な

き後
あ と

」等
と う

の生活面
せ い か つ め ん

の課題
か だ い

にも直面
ちょくめん

することとなります。 

 しかし、こうした成人期
せ い じ ん き

特
と く

有
ゆ う

の生
せ い

活
か つ

面
め ん

の課題
か だ い

等
と う

に対応
た い お う

するための支援
し え ん

は、まだ十分
じゅうぶん

ではないのが

現状
げんじょう

です。 

 

○ 本答申
ほ ん と う し ん

における対象児
た い し ょ う じ

・者
し ゃ

は、その障
しょう

害
が い

特
と く

性
せ い

が一
い っ

見
け ん

して分
わ

かりにくいことが特
と く

徴
ちょう

的
て き

です。そのた

めライフステージ
ら い ふ す て ー じ

の早
は や

い段
だ ん

階
か い

では、本
ほ ん

人
に ん

や周
しゅう

囲
い

の人
ひ と

々
び と

が、本人
ほ ん に ん

の発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に気
き

づかず、成人期
せ い じ ん き

にな

って様々
さ ま ざ ま

な課題
か だ い

に直面
ちょくめん

する中
な か

で、社会
し ゃ か い

の中
な か

で生
い

きづらさやつまずきに気
き

づき、初
は じ

めて発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

があ

ることが分
わ

かる場
ば

合
あ い

があります。 

 

 

 
 

 

 

※３ 学
ま な

ぶ 

他
た

者
し ゃ

との関
か か

わり方
か た

など社会
し ゃ か い

生
せ い

活
か つ

を送
お く

る上
う え

で必
ひ つ

要
よ う

な力
ちから

は、一
い っ

般
ぱ ん

的
て き

に、成
せ い

長
ちょう

の過
か

程
て い

で無
む

意
い

識
し き

のうちに

身
み

につくものと考
かんが

えられている。しかし、発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

児
じ

・者
し ゃ

は、抽
ちゅう

象
しょう

的
て き

なものや相
あ い

手
て

の気
き

持
も

ちを理
り

解
か い

することなどが難
むずか

しい場
ば

合
あ い

があるため、これらの力
ちから

を、それぞれの認知
に ん ち

スタイル
す た い る

に合
あ

わせた学
が く

習
しゅう

方
ほ う

法
ほ う

により学
ま な

ぶことが必
ひ つ

要
よ う

である。既
す で

に社
し ゃ

会
か い

生
せ い

活
か つ

に生
い

きづらさを感
か ん

じていれば、認知
に ん ち

スタイル
す た い る

に合
あ

っ

た学
ま な

び方
か た

で、改
あらた

めて学
ま な

ぶ機
き

会
か い

を確
か く

保
ほ

することが必
ひ つ

要
よ う

である。 

Ⅰ－４ 成
せ い

人
じ ん

期
き

の課
か

題
だ い

に対
た い

する、本
ほ ん

人
に ん

支
し

援
え ん

の充
じゅう

実
じ つ

 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ
い

３
章し

ょ
う 

３－４ ６大
だい

項
こう

目
もく

・15 小
しょう

項
こう

目
もく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大
だい

項
こう

目
もく

Ⅰ】 



 (２) 求
も と

められること 
 

■ 社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

に向けた支援
し え ん

 

成人期
せ い じ ん き

までの間
あいだ

に、本人
ほ ん に ん

が自己
じ こ

理解
り か い

を深
ふ か

め、「社会
し ゃ か い

に出
で

ること」、「自立
じ り つ

すること」が具体的
ぐ た い て き

にどの

ようなことかを学
ま な

ぶ機
き

会
か い

の提
て い

供
きょう

や、日
ひ

々
び

の生
せ い

活
か つ

上
じょう

の課題
か だ い

に対
た い

応
お う

できる力
ちから

を身
み

につけるための支
し

援
え ん

が必
ひ つ

要
よ う

です。 

また、家
か

族
ぞ く

に対
た い

しては、本
ほ ん

人
に ん

が社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

をするにあたりどのような取組
と り く み

が必要
ひ つ よ う

か、本
ほ ん

人
に ん

が社会
し ゃ か い

に

出
で

た後
あ と

に受
う

けられる支
し

援
え ん

などについて、情報
じょうほう

提供
ていきょう

が必要
ひ つ よ う

です。 

 

■ 本
ほ ん

人
に ん

の自
じ

己
こ

肯
こ う

定
て い

感
か ん

の形
け い

成
せ い

に向
む

けた支
し

援
え ん

 

本
ほ ん

人
に ん

が、自
じ

分
ぶ ん

の「得
と く

意
い

なこと」、「苦
に が

手
て

なこと」を理
り

解
か い

し、肯定的
こ う て い て き

に捉
と ら

えられるようになることが

重要
じゅうよう

です。このためには、自己
じ こ

肯定感
こ う て い か ん

を形成
け い せ い

し、持
も

てる力
ちから

をどのように社
し ゃ

会
か い

生
せ い

活
か つ

に活
い

かしたらよい

か学
ま な

ぶ機
き

会
か い

が必
ひ つ

要
よ う

です。 

 

■ 多
た

様
よ う

性
せ い

を認
み と

め合
あ

い、多様
た よ う

な社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

ができる社会
し ゃ か い

 

生
い

きづらさを抱
か か

えた発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

児
じ

・者
し ゃ

が、少
す こ

しずつでも社会
し ゃ か い

に参加
さ ん か

し、成功
せ い こ う

体験
た い け ん

とともに「安心
あ ん し ん

し

て失敗
し っ ぱ い

する体験
た い け ん

（18ページ
ぺ ー じ

参照
さんしょう

）」を重
か さ

ねることで、自己
じ こ

肯定感
こ う て い か ん

を形成
け い せ い

することが必要
ひ つ よ う

です。また、

発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

児
じ

・者
し ゃ

が持
も

てる力
ちから

を活
い

かすことができる、多様
た よ う

な社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

の仕方
し か た

が社会
し ゃ か い

に用意
よ う い

されている

ことが必要
ひ つ よ う

です。 

そのために、社会
し ゃ か い

の側
が わ

も、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

を理解
り か い

し、発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

児
じ

・者
し ゃ

も含
ふ く

めた多
た

様
よ う

性
せ い

を認
み と

め合
あ

う

ことが求
も と

められます。 

 

■ 生
せ い

活
か つ

面
め ん

の支
し

援
え ん

の充
じゅう

実
じ つ

 

就
しゅう

労
ろ う

面
め ん

の支
し

援
え ん

と併
あ わ

せて、生
せ い

活
か つ

面
め ん

の支
し

援
え ん

の充
じゅう

実
じ つ

が求
も と

められています。本
ほ ん

人
に ん

の日
ひ び

々の生
せ い

活
か つ

に「伴走
ば ん そ う

」

し、成人期
せ い じ ん き

に直
ちょく

面
め ん

する「親
お や

元
も と

を離
は な

れて生
せ い

活
か つ

すること」、「社会
し ゃ か い

的
て き

な役
や く

割
わ り

の変
へ ん

化
か

」、「余
よ

暇
か

の過
す

ごし方
か た

」、

「結
け っ

婚
こ ん

・子
こ

育
そ だ

て」、「家
か

族
ぞ く

の不
ふ

測
そ く

の事
じ

態
た い

」、「親
お や

亡
な

き後
あ と

」等
と う

の生活面
せ い か つ め ん

の課題
か だ い

への対
た い

応
お う

を支
し

援
え ん

すること、

また困
こ ま

り感
か ん

が生
しょう

じたときにスムーズ
す む ー ず

に対
た い

応
お う

できるよう、準備
じ ゅ ん び

しておくことが必要
ひ つ よ う

です。 

 

 ■ 成人期
せ い じ ん き

まで発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

が見
み

過
す

ごされた人
ひと

への支
し

援
えん

 

ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

の早
はや

い段
だん

階
かい

では発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

があることに気
き

づかれず、成人期
せ い じ ん き

に生
い

きづらさやつま

ずきに直
ちょく

面
め ん

した人
ひ と

に対
た い

しても、支
し

援
え ん

が必
ひ つ

要
よ う

です。 

また、成人期
せ い じ ん き

に限
か ぎ

らずいかなるライフステージ
ら い ふ す て ー じ

においても、本
ほ ん

人
に ん

の生
い

きづらさが生
しょう

じる前
ま え

、ある

いは生
しょう

じたときに速
す み

やかに、保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

や周囲
し ゅ う い

の人々
ひ と び と

が本人
ほ ん に ん

の発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に気
き

づき、適切
て き せ つ

な支援
し え ん

に

つなぐことができる体制
た い せ い

の構築
こ う ち く

が必要
ひ つ よ う

です。 

 

 

 

 

 

 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第 だ

い

３
章

し
ょ
う 

３－４ ６大
だい

項
こう

目
もく

・15 小
しょう

項
こう

目
もく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大
だい

項
こう

目
もく

Ⅰ】 



 

 
 
 
 

 

 

 

 
 

 
 

(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

 
 

○ 「家
か

庭
て い

と教
きょう

育
い く

と福
ふ く

祉
し

の連
れ ん

携
け い

」に基
も と

づく取
と り

組
く み

 

平
へ い

成
せ い

30年
ね ん

５月
が つ

24日
か

付
づ け

で「教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の一層
い っ そ う

の連携
れ ん け い

等
と う

の推進
す い し ん

について（30文
も ん

科
か

初
しょ

第
だ い

357号
ご う

・障
しょう

発
は つ

0524

第
だ い

２号
ご う

／資
し

料
りょう

編
へ ん

５（50ページ
ぺ ー じ

）参
さ ん

照
しょう

）」が通
つ う

知
ち

され、次
つ ぎ

の項
こ う

目
も く

に取
と

り組
く

むよう求
も と

められています。 

 保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

のための相談
そ う だ ん

窓口
ま ど ぐ ち

の整理
せ い り

 

 保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

のための情報
じょうほう

提供
ていきょう

の推進
す い し ん

 

 保護者
ほ ご し ゃ

同士
ど う し

の交流
こうりゅう

の場
ば

等
と う

の促進
そ く し ん

 

 専門家
せ ん も ん か

による保護者
ほ ご し ゃ

への相談
そ う だ ん

支援
し え ん

 

 

発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

、特
と く

に事業所
じ ぎ ょ う し ょ

で長時間
ち ょ う じ か ん

の療育
りょういく

を行
おこな

うことが難
むずか

しい未
み

就
しゅう

学
が く

児
じ

の成
せ い

長
ちょう

には、日頃
ひ ご ろ

接
せ っ

してい

る保護者
ほ ご し ゃ

への支援
し え ん

が有効
ゆ う こ う

であると考
かんが

えられます。しかし、支援
し え ん

機関
き か ん

において上記
じ ょ う き

の取組
と り く み

の一部
い ち ぶ

は

実施
じ っ し

されているものの、市
し

としての取組
と り く み

が十分
じゅうぶん

ではなく、体系的
た い け い て き

な支援
し え ん

を提供
ていきょう

できる体制
た い せ い

にはあり

ません。 

 

○ きょうだい児
じ

など家族
か ぞ く

全体
ぜ ん た い

への支援
し え ん

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

等
と う

による未就学児
み し ゅ う が く じ

から小学校
しょうがっこう

低学年
て い が く ね ん

までの保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

と比
ひ

較
か く

して、小
しょう

学
が っ

校
こ う

高
こ う

学
が く

年
ね ん

以
い

降
こ う

の児
じ

童
ど う

の保護者
ほ ご し ゃ

への支援
し え ん

は量的
りょうてき

に少
す く

なく、その充実
じゅうじつ

が求
も と

められています。 

また、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

への支援
し え ん

を行
おこな

うにあたって、きょうだい児
じ

への影響
えいきょう

について配慮
は い り ょ

するなど、

より広
ひ ろ

い視
し

点
て ん

から家族
か ぞ く

全体
ぜ ん た い

への支援
し え ん

が求
も と

められています。 

   青
せ い

年期
ね ん き

、成人期
せ い じ ん き

においては、家族
か ぞ く

からの相談
そ う だ ん

で支援
し え ん

が始
は じ

まることが多
お お

く、家族
か ぞ く

が見
み

通
と お

しの立
た

たな

い事
じ

態
た い

に大
お お

きな不
ふ

安
あ ん

を抱
か か

えている場
ば

合
あ い

があります。ともすれば、家族
か ぞ く

全体
ぜ ん た い

が孤立
こ り つ

することがあるた

め、家族
か ぞ く

の相談
そ う だ ん

を継
けい

続
ぞく

的
てき

に受
う

け止
と

める仕
し

組
く

みが求
も と

められています。 

 

○ 学校
が っ こ う

における保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

 

   小
しょう

学校
が っ こ う

の通級
つうきゅう

指導
し ど う

教室
きょうしつ

では、保護者
ほ ご し ゃ

が、保護者
ほ ご し ゃ

担当
た ん と う

教員
きょういん

から学校
が っ こ う

での指
し

導
ど う

内
な い

容
よ う

について説
せ つ

明
め い

を受
う

ける環
か ん

境
きょう

が整
ととの

っています。 

しかし、保護者
ほ ご し ゃ

のニーズ
に ー ず

に十分
じゅうぶん

対応
た い お う

していくには、保護者
ほ ご し ゃ

が相談
そ う だ ん

できる機
き

会
か い

や環
か ん

境
きょう

をより一
い っ

層
そ う

整
ととの

えていく必
ひ つ

要
よ う

があります。 

● この項
こ う

目
も く

の視
し

点
て ん

（ポイント
ぽ い ん と

） 

✓ 本人
ほ ん に ん

だけでなく、保
ほ

護
ご

者
し ゃ

や家
か

族
ぞ く

も悩
な や

みを抱
か か

えていたり、社会
しゃかい

的
て き

に孤立
こ り つ

していたりすることが

あります。そのため、保護者
ほ ご し ゃ

や家族
か ぞ く

への支援
し え ん

も重要
じゅうよう

です。 

Ⅱ－１ 保
ほ

護
ご

者
し ゃ

及
お よ

び家
か

族
ぞ く

に対
た い

する支
し

援
え ん

の充
じゅう

実
じ つ

 【喫緊
き っ き ん

】 

３－４ ６大
だい

項
こう

目
もく

・15 小
しょう

項
こう

目
もく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大
だい

項
こう

目
もく

Ⅱ】 

項
こ う

 目
も く

 Ⅱ 大
だ い

 保
ほ

護
ご

者
し ゃ

及
お よ

び 家
か

族
ぞ く

へ の 支
し

援
え ん

 

具 ぐ

体 た
い

的 て
き

な
施 し

策 さ
く

の
展 て

ん

開 か
い

に
つ
い
て 

第 だ

い

３
章

し
ょ
う 



(２) 求
も と

められること 
 

■ 保護者
ほ ご し ゃ

や家族
か ぞ く

への有効
ゆうこう

な情 報
じょうほう

提供
ていきょう

 

保護者
ほ ご し ゃ

や家族
か ぞ く

が、相談
そ う だ ん

したり障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

を利用
り よ う

したりするために必要
ひ つ よ う

な情報
じょうほう

を適時
て き じ

入手
にゅうしゅ

できるよう、IC T
アイシーティー

の活
か つ

用
よ う

等
と う

も視
し

野
や

に入
い

れた情
じょう

報
ほ う

提
て い

供
きょう

の方
ほ う

法
ほ う

について検討
け ん と う

する必要
ひ つ よ う

があります。 

    

■ 保護者
ほ ご し ゃ

への共感的
きょうかんてき

な相談
そ う だ ん

支援
し え ん

の提供
ていきょう

 

保護者
ほ ご し ゃ

同士
ど う し

の交流
こうりゅう

の場
ば

を設
も う

けるピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

の推進
す い し ん

や、ペアレント
ぺ あ れ ん と

メンター
め ん た ー

※４を養成
よ う せ い

する研修
けんしゅう

の

実施
じ っ し

等
と う

により、保護者
ほ ご し ゃ

が身近
み ぢ か

な場所
ば し ょ

で相談
そ う だ ん

を受
う

けることができるような環
か ん

境
きょう

を整
ととの

えることが求
も と

めら

れます。 

 

■ ペアレント
ぺ あ れ ん と

・トレーニング
と れ ー に ん ぐ

の提供
ていきょう

 

ペアレント
ぺ あ れ ん と

・トレーニング
と れ ー に ん ぐ

※５を実施
じ っ し

するファシリテーター
ふ ぁ し り て ー た ー

を養成
よ う せ い

する研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

等
と う

により、

保護者
ほ ご し ゃ

が発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

を踏
ふ

まえた本人
ほ ん に ん

への接
せ っ

し方
か た

を学
ま な

ぶ機
き

会
か い

を提供
ていきょう

できるようにすることが求
も と

められます。 

 

■ 本人
ほ ん に ん

の年齢
ね ん れ い

や家族
か ぞ く

構成
こ う せ い

に応
お う

じた保護者
ほ ご し ゃ

への包括的
ほ う か つ て き

支援
し え ん

の提供
ていきょう

 

保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

の具体的
ぐ た い て き

な実施
じ っ し

方法
ほ う ほ う

について議論
ぎ ろ ん

する際
さ い

は、小
しょう

学校
が っ こ う

高学年
こ う が く ね ん

以降
い こ う

の保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

やきょう

だい児
じ

支援
し え ん

等
と う

、家族
か ぞ く

構
こ う

成
せ い

に応
お う

じた多
た

角
か く

的
て き

な視
し

点
て ん

からの支援
し え ん

を検討
け ん と う

することが必要
ひ つ よ う

です。 

 

■ 保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

   障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の支援
し え ん

者
し ゃ

には、本人
ほ ん に ん

だけでなく、保護者
ほ ご し ゃ

や家族
か ぞ く

を含
ふ く

めた支援
し え ん

の必要
ひ つ よ う

性
せ い

を理解
り か い

し、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

が置
お

かれている状況
じょうきょう

を含
ふ く

めてアセスメント
あ せ す め ん と

する技術
ぎ じ ゅ つ

を身
み

につけるこ

とが求
も と

められます。 

また、小
しょう

中
ちゅう

学校
が っ こ う

においては、保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

と教員
きょういん

が本人
ほ ん に ん

の障害
しょうがい

特性
と く せ い

等
と う

について共通
きょうつう

理解
り か い

を持
も

ち、

必要
ひ つ よ う

な時
と き

に適切
て き せ つ

な支援
し え ん

を受
う

けられる保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

体制
た い せ い

づくりが必要
ひ つ よ う

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４ ペアレント
ぺ あ れ ん と

メンター
め ん た ー

 

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

者
し ゃ

の子
こ

どもを持
も

つ親
お や

で、その経
け い

験
け ん

を活
い

かし，子
こ

どもが発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の診
し ん

断
だ ん

を受
う

けて間
ま

も

ない親
お や

などに対
た い

して助
じ ょ

言
げ ん

を行
おこな

う者
も の

。 

 

※５ ペアレント
ぺ あ れ ん と

・トレーニング
と れ ー に ん ぐ

 

発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

の保護者
ほ ご し ゃ

が、子
こ

どもの行
こ う

動
ど う

を理解
り か い

したり、ほめ方
か た

やしかり方
か た

を学
ま な

んだりするため

の支援
し え ん

。 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ

い

３
章

し
ょ
う 

３－４ ６大項目
だいこうもく

・15 小
しょう

項
こう

目
もく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大項目
だいこうもく

Ⅱ】 



 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

 
 

○ 平
へ い

成
せ い

17年
ね ん

に発達
は っ た つ

障害
しょうがい

者
し ゃ

支援
し え ん

法
ほ う

が施行
し こ う

され、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

に対
た い

する支援
し え ん

体制
た い せ い

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

は重
じゅう

層
そ う

的
て き

に整
せ い

備
び

されつつあります。一方
いっぽう

で、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

が、どの相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

やサービ
さ ー び

ス
す

を選
せ ん

択
た く

すればよいか分
わ

からず、あるいは知
し

らず、それらを十
じゅう

分
ぶ ん

に活
か つ

用
よ う

できていない場
ば

合
あ い

がありま

す。 
 

【参考
さ んこ う

】「横浜市
よ こ は ま し

相談
そ うだ ん

支援
し え ん

事業
じ ぎょ う

実施
じ っ し

要綱
よ うこ う

」に基
も と

づく、地
ち

域
い き

の相談
そ うだ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

：資
し

料
りょう

編
へん

６（54ページ
ぺ ー じ

）参
さん

照
しょう

 

   

○ 障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

を主
お も

たる支援
し え ん

対象
たいしょう

としない機関
き か ん

（保育所
ほ い く じ ょ

・幼稚園
よ う ち え ん

、学校
が っ こ う

、就労先
しゅうろうさき

、地域
ち い き

ケアプラザ
け あ ぷ ら ざ

等
と う

）

でも、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

（発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の可能
か の う

性
せ い

のある児
じ

・者
し ゃ

を含
ふ く

む）が多
お お

く見
み

られます。 

その中
な か

で本人
ほ ん に ん

が、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

についての理解
り か い

や合
ご う

理
り

的
て き

配
は い

慮
り ょ

を得
え

られず、生
い

きづらさを抱
か か

えて

いる場
ば

合
あ い

があります。 
 
 

(２) 求
も と

められること 
 

■ 地域
ち い き

社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

の、包括的
ほ う か つ て き

な支援
し え ん

体制
た い せ い

の構築
こ う ち く

 

   障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

を主
し ゅ

たる支援
し え ん

対象
たいしょう

としない機関
き か ん

による「０
ぜ ろ

次
じ

支援
し え ん

※６」も含
ふ く

め、地域
ち い き

社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

で包括
ほうかつ

 

的
てき

な支援
し え ん

体制
た い せ い

を構築
こ う ち く

することが必要
ひ つ よ う

です。 

 
 

 

 

※６ ０
ぜろ

次
じ

支援
し え ん

 

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

を主
し ゅ

たる支援
し え ん

対象
たいしょう

としない機関
き か ん

が、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

の中
な か

で、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

やその保護者
ほ ご し ゃ

・

家族
か ぞ く

が抱
か か

える生
い

きづらさに早
そ う

期
き

に気
き

づき、受
う

け止
と

めること。また、それを抱
か か

え込
こ

まず誰
だ れ

かに相談
そ う だ ん

す

ること。このようなことが、障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

への相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

（主
お も

に指定
し て い

特定
と く て い

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

・一次
い ち じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

）等
と う

による適切
て き せ つ

な対応
た い お う

につながるきっかけとなる、との意味
い み

で、本答申
ほ ん と う し ん

では「０
ぜろ

次
じ

支援
し え ん

」

と称
しょう

することとする。 

● この項目
こ う も く

の視点
し て ん

（ポイント
ぽ い ん と

） 

✓ 支援
し え ん

機関
き か ん

が、それぞれの強
つ よ

みを生
い

かして役
や く

割
わ り

分
ぶ ん

担
た ん

・連
れ ん

携
け い

し、効
こ う

果
か

的
て き

な支
し

援
え ん

を行
おこな

うことにより、

地域
ち い き

社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

で包括的
ほ う か つ て き

な支援
し え ん

体制
た い せ い

を構築
こ う ち く

することが必要
ひ つ よ う

です。 

 ✓ 縦軸
た て じ く

の連携
れ ん け い

（ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

ごとの切
き

れ目
め

のない連携
れ ん け い

）、横軸
よ こ じ く

の連携
れ ん け い

（支援
し え ん

機関
き か ん

ごとの連携
れ ん け い

） 

の両方
りょうほう

が必要
ひ つ よ う

です。 

Ⅲ－１ 支援
し え ん

機関
き か ん

の役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

の明確化
め い か く か

等
と う

による、効
こ う

果
か

的
て き

・効
こ う

率
り つ

的
て き

な対
た い

応
お う

 【喫
き っ

緊
き ん

】 

３－４ ６大項目
だいこうもく

・15 小
しょう

項
こう

目
もく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大
だい

項
こう

目
もく

Ⅲ】 

項
こ う

 目
も く

 Ⅲ 大
だ い

 支 援
し え ん

機 関
き か ん

の 連 携
れ ん け い

と 役 割
や く わ り

分 担
ぶ ん た ん

 

具 ぐ

体 た
い

的 て
き

な
施 し

策 さ
く

の
展 て

ん

開 か
い

に
つ
い
て 

第 だ

い

３
章

し
ょ
う 



包括的
ほ う か つ て き

な支援
し え ん

体制
た い せ い

の構築
こ う ち く

にあたっては、次
つ ぎ

のようなものが必要
ひ つ よ う

と考
かんが

えられます。 

 

   ア 身近
み ぢ か

な地域
ち い き

における、気軽
き が る

に相談
そ う だ ん

できる場所
ば し ょ

 

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

の利
り

用
よう

に抵
てい

抗
こう

感
かん

や「敷
しき

居
い

の高
た か

さ」を感
かん

じている本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

が、身
み

近
ぢ か

な

地域
ち い き

※７の中
な か

に気軽
き が る

に相談
そ う だ ん

できる場所
ば し ょ

があることが重要
じゅうよう

です。 

こうした場所
ば し ょ

を増
ふ

やすためには、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

が理解
り か い

され、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

を含
ふ く

めた人々
ひ と び と

の多様
た よ う

性
せ い

が、地域
ち い き

社会
し ゃ か い

の中
な か

で理解
り か い

、尊重
そんちょう

されるようになることが必要
ひ つ よ う

です。 

 

イ 気
き

づく力
ちから

とつなぐ力
ちから

の育
い く

成
せ い

 

本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

は、生
い

きづらさを感
か ん

じていることもあれば、困
こ ま

り感
か ん

を感
か ん

じていない、あ

るいは困
こ ま

り感
か ん

を表
ひょう

出
しゅつ

できない場
ば

合
あ い

もあります。 

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

を主
し ゅ

たる支援
し え ん

対象
たいしょう

としない機関
き か ん

には、こうした生
い

きづらさや困
こ ま

り感
か ん

に早
そ う

期
き

に気
き

づ

き、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

に寄
よ

り添
そ

う視
し

点
て ん

を持
も

って受
う

け止
と

めることが求
も と

められます。 

また、その気
き

づきをその後
ご

の適
て き

切
せ つ

な支援
し え ん

につなげるために、抱
か か

えこまず誰
だ れ

かに相談
そ う だ ん

し、次
つ ぎ

に

つなぐことが求
も と

められます。 

     これらの「気
き

づく力
ちから

とつなぐ力
ちから

」を育
い く

成
せ い

するためには、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

への専門
せ ん も ん

性
せ い

の高
た か

い相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

が、障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

を主
し ゅ

たる支援
し え ん

対象
たいしょう

としない機関
き か ん

に対
た い

して研
け ん

修
しゅう

を実施
じ っ し

する、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に気
き

づ

いた際
さ い

の相談
そ う だ ん

先
さ き

となる窓口
ま ど ぐ ち

を明確化
め い か く か

する等
と う

の取組
と り く み

が必要
ひ つ よ う

であり、その具体的
ぐ た い て き

な内容
な い よ う

を検討
け ん と う

して

いくことが必要
ひ つ よ う

です。 

 

ウ 支援
し え ん

者
し ゃ

に対
た い

する支援
し え ん

の拡充
かくじゅう

 

地域
ち い き

社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

で包括的
ほ う か つ て き

な支援
し え ん

体制
た い せ い

を構築
こ う ち く

するためには、横浜市
よ こ は ま し

の相談
そ う だ ん

支援
し え ん

体制
た い せ い

の重層
じゅうそう

性
せ い

（資
し

料
りょう

６（54ページ
ぺ ー じ

）参
さ ん

照
しょう

）を生
い

かした、「支援
し え ん

者
し ゃ

に対
た い

する支援
し え ん

」の拡充
かくじゅう

が求
も と

められます。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※７ 身近
み ぢ か

な地域
ち い き

 

本答申
ほ ん と う し ん

では、行政
ぎょうせい

区域
く い き

や物理的
ぶ つ り て き

な距離
き ょ り

の近
ち か

さだけではなく、心理的
し ん り て き

な距離感
き ょ り か ん

や親和
し ん わ

性
せ い

、アクセス
あ く せ す

のしやすさなど、多面的
た め ん て き

に捉
と ら

えている。 

具 ぐ

体 た
い

的 て
き

な
施 し

策 さ
く

の
展 て

ん

開 か
い

に
つ
い
て 

第 だ

い

３
章

し
ょ
う 

３－４ ６大
だい

項
こう

目
もく

・15 小
しょう

項
こう

目
もく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大
だい

項
こう

目
もく

Ⅲ】 



 
 

(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

 
 

○ Ⅲ－１で記載
き さ い

したように、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

に対
た い

する支援
し え ん

体制
た い せ い

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

は重層的
じゅうそうてき

に

整備
せ い び

されつつあります。一方
いっぽう

で、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

が、どの相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

を選択
せ ん た く

すればよいか分
わ

からず、あるいは知
し

らず、それらを十
じゅう

分
ぶ ん

に活
か つ

用
よ う

できていない場
ば

合
あ い

があります。 

 

○ ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

を通
と お

した切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を実現
じ つ げ ん

するためには、従前
じゅうぜん

の支援
し え ん

機関
き か ん

で把握
は あ く

した支援
し え ん

内
な い

容
よ う

や情
じょう

報
ほ う

が、次
つ ぎ

のライフステージ
ら い ふ す て ー じ

の支援
し え ん

機関
き か ん

に適
て き

切
せ つ

に引
ひ

き継
つ

がれることが大
た い

切
せ つ

です。 

 しかし、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

の変化
へ ん か

に伴
ともな

い支援
し え ん

機関
き か ん

が変
か

わる際
さ い

、支
し

援
え ん

内
な い

容
よ う

や情
じょう

報
ほ う

が適
て き

切
せ つ

に引
ひ

き継
つ

がれ

なかったり、支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れ ん け い

がスムーズ
す む ー ず

にいかなかったりする場合
ば あ い

があります。 

 

○ 学校
が っ こ う

においては、保育所
ほ い く じ ょ

・幼稚園
よ う ち え ん

から小
しょう

学校
が っ こ う

、中
ちゅう

学校
が っ こ う

、義務
ぎ む

教育
きょういく

学校
が っ こ う

、高
こ う

等
と う

学校
が っ こ う

、特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

へのつなぎ役
や く

を、特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

※８が担
に な

っています。また、乳幼
にゅうよう

児
じ

期
き

から学校
が っ こ う

卒業後
そ つ ぎ ょ う ご

までの長期的
ち ょ う き て き

な視点
し て ん

で作成
さ く せ い

される計画
け い か く

により、情
じょう

報
ほ う

共
きょう

有
ゆ う

と引
ひ き

継
つ

ぎを行
おこな

っています。しかし、これら

が組
そ

織
し き

的
て き

に行
おこな

われていないなど、十
じゅう

分
ぶ ん

ではない状
じょう

況
きょう

もあります。 

 

○ 本人
ほ ん に ん

に学校
が っ こ う

や就
しゅう

労
ろ う

先
さ き

でつまずきが生
しょう

じた場
ば

合
あ い

、特
と く

に、退
た い

学
が く

・退
た い

職
しょく

した場
ば

合
あ い

は、学校
が っ こ う

や就
しゅう

労
ろ う

先
さ き

を通
つ う

じて実施
じ っ し

していた支援
し え ん

が途切
と ぎ

れるだけでなく、本人
ほ ん に ん

と社会
し ゃ か い

との接点
せ っ て ん

も途切
と ぎ

れ、相談
そ う だ ん

先
さ き

がなくなるこ

とがあります。 

本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

が相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

の利
り

用
よ う

を望
の ぞ

まない場
ば

合
あ い

、そのリスク
り す く

は

さらに高
た か

まります。 

 

○ なお、個
こ

人
じ ん

情
じょう

報
ほ う

保
ほ

護
ご

の観
か ん

点
て ん

から、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

の同
ど う

意
い

がない場
ば

合
あ い

、従前
じゅうぜん

の支援
し え ん

機関
き か ん

で

把握
は あ く

している支援
し え ん

内
な い

容
よ う

や情
じょう

報
ほ う

を引
ひ

き継
つ

ぐことができないことに留意
り ゅ う い

する必要
ひ つ よ う

があります。また、

支援
し え ん

機関
き か ん

の都
つ

合
ご う

による情
じょう

報
ほ う

共
きょう

有
ゆ う

とならないよう、注意
ち ゅ う い

が必要
ひ つ よ う

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※８ 特
と く

別
べ つ

支
し

援
え ん

教
きょう

育
い く

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

 

校内
こ う な い

や福祉
ふ く し

、医療
い り ょ う

等
と う

の関係
か ん け い

機関
き か ん

との間
あいだ

の連絡
れ ん ら く

調整役
ちょうせいやく

として、あるいは、保護者
ほ ご し ゃ

に対
た い

する学校
が っ こ う

の窓口
ま ど ぐ ち

として、校内
こ う な い

の関係
か ん け い

者
し ゃ

や関係
か ん け い

機関
き か ん

との連
れ ん

携
け い

協
きょう

力
りょく

を図
は か

る役
や く

割
わ り

を担
に な

う教
きょう

員
い ん

。 

 Ⅲ－２ ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

を通
と お

した切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を行
おこな

うための、コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

機
き

能
の う

の強
きょう

化
か

 【喫
き っ

緊
き ん
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具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
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し
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く
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項
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 (２) 求
も と

められること 
 

   ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

を通
と お

した切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

の実
じ つ

現
げ ん

のために、重
じゅう

層
そ う

的
て き

な支援
し え ん

の仕
し

組
く

みの中
な か

から、

本人
ほ ん に ん

の障害
しょうがい

特性
と く せ い

や困
こ ま

り感
か ん

に応
お う

じた、適切
て き せ つ

な支援
し え ん

機関
き か ん

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

をコーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

する機
き

能
の う

が必要
ひ つ よ う

です。 

 

■ ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

ごとの特徴
とくちょう

を捉
と ら

えた、切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

 

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に起
き

因
い ん

する生
い

きづらさが表
ひょう

面
め ん

化
か

する時
じ

期
き

は、人
ひ と

によって異
こ と

なります。また、それまで大
お お

きな生
い

きづらさを感
か ん

じなかった場
ば

合
あ い

でも、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

の変
へ ん

化
か

により周
しゅう

囲
い

との関
か か

わり方
か た

が変
へ ん

化
か

す

る中
な か

で、生
い

きづらさが生
しょう

じることがあります。 

それぞれのライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に特
と く

徴
ちょう

的
て き

な困
こ ま

り事
ご と

を捉
と ら

えつつ、切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を行
おこな

っていくことが

重
じゅう

要
よ う

です。 

 

■ 接続期
せ つ ぞ く き

における、「のりしろ」を捉
と ら

えた連
れ ん

携
け い

 

ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

が変
へ ん

化
か

しても切
き

れ目
め

なく支援
し え ん

を行
おこな

うためには、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

が変化
へ ん か

する前
ま え

の

段階
だ ん か い

から、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

と支援
し え ん

機関
き か ん

、あるいは支援
し え ん

機関
き か ん

同
ど う

士
し

が顔
か お

の見
み

える関
か ん

係
け い

を構築
こ う ち く

し、次
つ ぎ

のステージ
す て ー じ

に向
む

けた準
じゅん

備
び

を行
おこな

うことが重要
じゅうよう

です。 

また本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

が希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

に、それまでの支援
し え ん

内容
ないよう

や情報
じょうほう

を、必要
ひ つ よ う

に応
お う

じて新
あ ら

たな

支援
し え ん

機関
き か ん

に提供
ていきょう

できる仕組
し く

みが求
も と

められます。 

 

■ 特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

の機能
き の う

の強化
き ょ う か

 

   保育所
ほ い く じ ょ

・幼稚園
よ う ち え ん

から高
こ う

等
と う

学
が っ

校
こ う

まで切
き

れ目
め

なく支援
し え ん

を行
おこな

うためには、関
か ん

係
け い

機
き

関
か ん

、学
が っ

校
こ う

間
か ん

、校
こ う

内
な い

で情
じょう

報
ほ う

共
きょう

有
ゆ う

や情
じょう

報
ほ う

交
こ う

換
か ん

がしやすい仕
し

組
く

みづくりが必要
ひ つ よ う

です。 

切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

に特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

の果
は

たす役
や く

割
わ り

は大
お お

きいと言
い

えます。特
と く

に小
しょう

中
ちゅう

学校
が っ こ う

、義務
ぎ む

教育
きょういく

学校
が っ こ う

においては、特別
と く べ つ

な支援
し え ん

を要
よ う

する児
じ

童
ど う

生
せ い

徒
と

に対
た い

して、一人
ひ と り

ひとりに寄
よ

り添
そ

った

きめ細
こ ま

かな教育
きょういく

を推進
す い し ん

するために、特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

を中
ちゅう

心
し ん

としたチーム
ち ー む

で対
た い

応
お う

する

組
そ

織
し き

力
りょく

を高
た か

める必要
ひ つ よ う

があります。 

 

■ 所
し ょ

属
ぞ く

先
さ き

を失
うしな

う手
て

前
ま え

での、支援
し え ん

機関
き か ん

へのつなぎ 

本人
ほ ん に ん

に学校
が っ こ う

や就労先
しゅうろうさき

でつまずきが生
しょう

じ、退
た い

学
が く

・退
た い

職
しょく

する場
ば

合
あ い

は、その手
て

前
ま え

で、必要
ひ つ よ う

な支援
し え ん

機関
き か ん

に

つなぎ、支援
し え ん

や見
み

守
ま も

りが途
と

切
ぎ

れないような体制
た い せ い

を構築
こ う ち く

することが必要
ひ つ よ う

です。 

 

■ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

の利用
り よ う

を望
の ぞ

まない本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

を支援
し え ん

する仕組
し く

み 

本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

が相談
そ う だ ん

支援
し え ん

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

の利
り

用
よ う

を望
の ぞ

まない場
ば

合
あ い

にも支
し

援
え ん

や見
み

守
ま も

りが

できるよう、“０
ぜ ろ

次
じ

支援
し え ん

”（23ページ
ぺ ー じ

参照
さんしょう

）を含
ふ く

めた、地域
ち い き

社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

による包括的
ほ う か つ て き

な支援
し え ん

が必要
ひ つ よ う

です。 

このために、地域
ち い き

社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

が支援
し え ん

力
りょく

を身
み

につけることができるよう、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

への専門
せ ん も ん

性
せ い

の高
た か

い

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

からの支援
し え ん

が求
も と

められます。 

 

 

 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ

い

３
章

し
ょ
う 



 

 

(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

  
 

○ 発達
は っ た つ

障害
しょうがい

への関
か ん

心
し ん

が高
た か

まり、自
じ

身
し ん

や子
こ

どもの発達
は っ た つ

障害
しょうがい

を疑
うたが

うなどして、医
い

療
りょう

機
き

関
か ん

の受
じ ゅ

診
し ん

を希
き

望
ぼ う

す

る人
ひ と

が増
ぞ う

加
か

しています。しかし、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に対
たい

応
おう

できる医
い

療
りょう

機
き

関
か ん

は増
ぞう

加
か

しているものの、ニーズ
に ー ず

に

対
た い

し十
じゅう

分
ぶ ん

ではありません。 

また、精
せ い

神
し ん

科
か

以
い

外
が い

の診
し ん

療
りょう

科
か

でも、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

が安心
あ ん し ん

して受診
じ ゅ し ん

できる医療
い り ょ う

機関
き か ん

が少
す く

ない現状
げんじょう

があ

ります。 

 

なお、専門
せ ん も ん

医療
い り ょ う

は、本
ほ ん

答
と う

申
し ん

の対
た い

象
しょう

児
じ

・者
し ゃ

に留
と ど

まらず、知的
ち て き

障害
しょうがい

や知的
ち て き

に遅
お く

れのある発達
は っ た つ

障害
しょうがい

（特
と く

に青
せ い

年
ね ん

期
き

以
い

降
こ う

）についても不
ふ

足
そ く

しており、抜本的
ば っ ぽ ん て き

な対策
た い さ く

が求
も と

められます。 

 

○ 適
て き

切
せ つ

な支
し

援
え ん

を見
み

極
き わ

めるために、医
い

療
りょう

的
て き

な支
し

援
え ん

は重
じゅう

要
よ う

です。しかし、社会
し ゃ か い

生活
せいかつ

の中
な か

でどのような生
い

きづらさがあるか、その解消
かいしょう

に診断
し ん だ ん

をどのように活
い

かしたいか、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

の認
に ん

識
し き

や見通
み と お

しがないまま受
じ ゅ

診
し ん

に至
い た

ると、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の診
し ん

断
だ ん

を受
う

けても自
じ

己
こ

理解
り か い

が深
ふ か

まらず、その後
ご

の支援
し え ん

につな

がらないことがあります。 
 
 

(２) 求
も と

められること 
 

■ 医療
い り ょ う

につながる前
ぜ ん

後
ご

の、十
じゅう

分
ぶ ん

なニーズ
に ー ず

整理
せ い り

 

支援
し え ん

機関
き か ん

等
と う

は、医療
い り ょ う

機関
き か ん

を受
じ ゅ

診
し ん

する前
ま え

に、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

の生
い

きづらさの原
げ ん

因
い ん

を整
せ い

理
り

し、な

ぜ診
し ん

断
だ ん

を必
ひ つ

要
よ う

とするのか、診
し ん

断
だ ん

結
け っ

果
か

に基
も と

づきどのような支援
し え ん

を希望
き ぼ う

するのかアセスメント
あ せ す め ん と

を十分
じゅうぶん

行
おこな

うとともに、それらを本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

と共有
きょうゆう

しておくことが必要
ひ つ よ う

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 本人
ほ ん に ん

の自
じ

己
こ

理
り

解
か い

の促
そ く

進
し ん

と、地
ち

域
い き

社
し ゃ

会
か い

全
ぜ ん

体
た い

の支
し

援
え ん

力
りょく

向
こ う

上
じょう

 

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の診
し ん

断
だ ん

がなくても、支
し

援
え ん

機
き

関
か ん

が適
て き

切
せ つ

な支援
し え ん

を行
おこな

うことで、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

の障害
しょうがい

理解
り か い

が促
そ く

進
し ん

され、生
い

きづらさが解
か い

消
しょう

される場
ば

合
あ い

があります。 

   診断
し ん だ ん

は支援
し え ん

のきっかけの一
ひ と

つであることを認
に ん

識
し き

し、支援
し え ん

機関
き か ん

のみならず地域
ち い き

社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

の発達
は っ た つ

障害
しょうがい

への支援
し え ん

力
りょく

を高
た か

めることにより、本人
ほ ん に ん

の生
い

きづらさを解
か い

消
しょう

していくことが求
も と

められます。 

Ⅲ－３ 医療
い り ょ う

と福祉
ふ く し

の連
れ ん

携
け い

強
きょう

化
か

とネットワーク
ね っ と わ ー く

の拡充
かくじゅう

 

３－４ ６大
だい

項
こう

目
もく

・15 小
しょう

項
こう

目
もく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大
だい

項
こう

目
もく

Ⅲ】 

 

【参考
さんこう

】 発達
は っ た つ

障害
しょうがい

における診
し ん

断
だ ん

とは（「横
よこ

浜
はま

市
し

発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

 平
へい

成
せい

24・25年
ねん

度
ど

のまとめ」より抜
ばっ

粋
すい

） 

  

  発達
は っ た つ

障害
しょうがい

における「診
し ん

断
だ ん

のニーズ
に ー ず

」は、医
い

学
が く

的
て き

な診
し ん

断
だ ん

だけではなく、なぜ診
し ん

断
だ ん

を必要
ひ つ よ う

として 

いるのかというその手
て

前
ま え

のことや、診
し ん

断
だ ん

を受
う

けることによるメリット
め り っ と

などでもある。双
そ う

方
ほ う

の理
り

 

解
か い

には時
じ

間
か ん

を要
よ う

するため、そこをある程
て い

度
ど

相
そ う

談
だ ん

支
し

援
え ん

機
き

関
か ん

が整
せ い

理
り

をした上
う え

で医療
い り ょ う

機関
き か ん

に繋
つ な

ぐこと、

あるいは、医療
い り ょ う

機関
き か ん

に来
き

た方
か た

を一
い ち

度
ど

相
そ う

談
だ ん

支
し

援
え ん

機
き

関
か ん

に帰
か え

して、協
きょう

力
りょく

しながら行
おこな

っていくことなどが、

「発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の診
し ん

断
だ ん

」なのではないかと考
かんが

えられる。 

具 ぐ

体 た
い

的 て
き

な
施 し

策 さ
く

の
展 て

ん

開 か
い

に
つ
い
て 

第 だ

い

３
章

し
ょ
う 



■ 医療
い り ょ う

機関
き か ん

の連携
れ ん け い

の検討
け ん と う

 

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に対
た い

応
お う

できる精
せ い

神
し ん

科
か

の医療
い り ょ う

機関
き か ん

が、地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

等
と う

の支援
し え ん

機関
き か ん

と地域
ち い き

における発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に関
か ん

するネットワーク
ね っ と わ ー く

を構築
こ う ち く

し、診断
し ん だ ん

、困難
こ ん な ん

ケースへの対応
た い お う

、安定期
あ ん て い き

の継続
け い ぞ く

医療
い り ょ う

等
と う

について役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

するなどして、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

が必要
ひ つ よ う

な時
と き

に必要
ひ つ よ う

な医療
い り ょ う

を提供
ていきょう

できるような体制
た い せ い

作
づ く

りを検討
け ん と う

す

る必要
ひ つ よ う

があります。 

 

また、精神科
せ い し ん か

以外
い が い

の診療科
し ん り ょ う か

に発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

やその対応
た い お う

について情報
じょうほう

提供
ていきょう

するなどの支援
し え ん

を行
おこな

い、

発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

の受
う

け入
い

れを拡
かく

大
だい

していくことが必要
ひ つ よ う

です。 
 
 

 

 

(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

  
 

○ 平
へ い

成
せ い

17年
ね ん

に発達
は っ た つ

障害
しょうがい

者
し ゃ

支援
し え ん

法
ほ う

が施
し

行
こ う

され、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

に対
た い

する支援
し え ん

体制
た い せ い

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

は拡
か く

大
だ い

・重層化
じ ゅ う そ う か

しており、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

ごとに多様
た よ う

な選択肢
せ ん た く し

が用意
よ う い

されています。 

一方
いっぽう

で、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

が、今後
こ ん ご

のライフステージ
ら い ふ す て ー じ

における支援
し え ん

の仕
し

組
く

みを把
は

握
あ く

したり、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

の利
り

用
よ う

について見
み

通
と お

しを立
た

てたりすることができず、その選
せ ん

択
た く

や決
け っ

定
て い

に難
むずか

しさを感
か ん

じる場
ば

合
あ い

があります。 

 

○ また、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

が、相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

の利
り

用
よう

に抵
てい

抗
こう

感
かん

や「敷
しき

居
い

の高
た か

さ」を感
か ん

じて敬
け い

遠
え ん

する

場
ば

合
あ い

、必
ひ つ

要
よ う

な情
じょう

報
ほ う

を入
にゅう

手
し ゅ

できないことがあります。 

 

 

(２) 求
も と

められること 
 

■ 効
こ う

果
か

的
て き

な情
じょう

報
ほ う

提
て い

供
きょう

の仕
し

組
く

み 

本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

が、必要
ひ つ よ う

な情
じょう

報
ほ う

を適
て き

切
せ つ

な時
じ

期
き

に手
て

軽
が る

に入
にゅう

手
し ゅ

できるよう、I C T
アイシーティー

の活
か つ

用
よ う

等
と う

も視
し

野
や

に入
い

れた効
こ う

果
か

的
て き

な情
じょう

報
ほ う

提供
ていきょう

の仕組
し く

みについて検討
け ん と う

する必要
ひ つ よ う

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ－４ サービス
さ ー び す

情
じょう

報
ほ う

提
て い

供
きょう

システム
し す て む

の充
じゅう

実
じ つ

 

具ぐ

体
的

た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ

い

３
章

し
ょ
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(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

  
 

○ 発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

の増加
ぞ う か

に伴
ともな

い、地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

の利用
り よ う

希望
き ぼ う

者
し ゃ

は 10年
ね ん

前
ま え

の 1.9倍
ば い

となっており、

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

を専門
せ ん も ん

的
て き

に診断
し ん だ ん

できる医師
い し

も不足
ふ そ く

していることから、「医
い

師
し

の診
し ん

断
だ ん

を経
へ

て利
り

用
よ う

が開
か い

始
し

され

る」従
じゅう

来
ら い

の仕
し

組
く

みでは、十
じゅう

分
ぶ ん

な支
し

援
え ん

が困
こ ん

難
な ん

となっています。 

このため、利
り

用
よ う

申
もうし

込
こ

みの後
あ と

、ソーシャルワーカー
そ ー し ゃ る わ ー か ー

や心
し ん

理
り

職
しょく

などの専門
せ ん も ん

職
しょく

が速
す み

やかに保護者
ほ ご し ゃ

と

面談
め ん だ ん

を行
おこな

い、支援
し え ん

を開
か い

始
し

できる仕
し

組
く

みを試
し

行
こ う

し、保護者
ほ ご し ゃ

の不
ふ

安
あ ん

解
か い

消
しょう

などに一
い っ

定
て い

の成
せ い

果
か

を上
あ

げてい

ます。 

 

○ 保育所
ほ い く じ ょ

や幼稚園
よ う ち え ん

など、障害児
し ょ う が い じ

を主
し ゅ

たる支援
し え ん

対象
たいしょう

としない機関
き か ん

でも、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

やその可能
か の う

性
せ い

の

ある児
じ

童
ど う

が増加
ぞ う か

しており、研修
けんしゅう

などにより発達
は っ た つ

障害
しょうがい

について学
ま な

んでいるものの、園
え ん

によってはそ

の対
た い

応
お う

に苦
く

慮
り ょ

しています。発達
は っ た つ

障害
しょうがい

があることに保護者
ほ ご し ゃ

や家族
か ぞ く

等
と う

が気
き

づいていない場
ば

合
あ い

は、

障害児
し ょ う が い じ

保
ほ

育
い く

の支
し

援
え ん

策
さ く

が利
り

用
よ う

できず、園
え ん

の負
ふ

担
た ん

が非
ひ

常
じょう

に大
お お

きい場
ば

合
あ い

もあります。 

 

○ 児
じ

童
ど う

発達
は っ た つ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の増加
ぞ う か

、保育所
ほ い く じ ょ

や幼稚園
よ う ち え ん

での障害児
し ょ う が い じ

の受
う け

入
い れ

の拡
か く

大
だ い

に伴
ともな

い、これらの機関
き か ん

と

地域
ち い き

療
りょう

育
い く

センター
せ ん た ー

を並
へ い

行
こ う

して利
り

用
よ う

する児
じ

童
ど う

が増
ぞ う

加
か

しており、地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

に求
も と

められる役割
や く わ り

が変化
へ ん か

しています。 
 
 

(２) 求
も と

められること 
 

■ 地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

における療育
りょういく

体制
た い せ い

の抜
ば っ

本的
ぽ ん て き

な見直
み な お

し 

地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

は、これまでも、利用
り よ う

希望
き ぼ う

者
し ゃ

の増加
ぞ う か

やニーズ
に ー ず

の多様化
た よ う か

に応
お う

じ、学校
が っ こ う

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

や児
じ

童
ど う

発達
は っ た つ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

など、新
あ ら

たな取
と り

組
く み

を実施
じ っ し

してきました。しかし、昭和
し ょ う わ

59年
ね ん

の「障害児
し ょ う が い じ

地域
ち い き

総合
そ う ご う

通園
つ う え ん

施設
し せ つ

構想
こ う そ う

（以下
い か

「総通
そ う つ う

構想
こ う そ う

」という。）」に基
も と

づく、通
つ う

園
え ん

療育
りょういく

を中
ちゅう

心
しん

とした組織
そ し き

体制
た い せ い

の

枠組
わ く ぐ

みの中
な か

では、これ以上
い じ ょ う

の変化
へ ん か

に対応
た い お う

した取組
と り く み

を行
おこな

うことは困難
こ ん な ん

となっています。本答申
ほ ん と う し ん

にお

ける対象
たいしょう

児
じ

も含
ふ く

めた障害児
し ょ う が い じ

の療育
りょういく

体制
た い せ い

の充
じゅう

実
じ つ

を図
は か

るためには、総
そ う

通
つ う

構
こ う

想
そ う

を刷
さ っ

新
し ん

して新
あ ら

たな地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

像
ぞ う

を構築
こ う ち く

し、その実
じ つ

現
げ ん

に着
ちゃく

実
じ つ

に取
と

り組
く

むことが必要
ひ つ よ う

です。 

 

なお、見
み

直
な お

しにあたっては、本
ほ ん

答
と う

申
し ん

の範
は ん

囲
い

を超
こ

える内
な い

容
よ う

も含
ふ く

まれることから、本
ほ ん

答
と う

申
し ん

の内
な い

容
よ う

及
お よ

び次
つ ぎ

の点
て ん

を考
こ う

慮
り ょ

し、別途
べ っ と

、検討
け ん と う

の場
ば

を設
も う

けることが必要
ひ つ よ う

です。 

● この項
こ う

目
も く

の視
し

点
て ん

（ポイント
ぽ い ん と

） 

✓ 支援
し え ん

機関
き か ん

が役
や く

割
わ り

分
ぶ ん

担
た ん

を明
め い

確
か く

にし、連
れ ん

携
け い

を図
は か

ることにより、効
こ う

果
か

的
て き

な支
し

援
え ん

を一
い

層
っそう

充
じゅう

実
じ つ

させていく 

ことが求
も と

められます。 

Ⅳ－１ 就
しゅう

学
が く

前
ま え

の対
た い

象
しょう

者
し ゃ

数
す う

増
ぞ う

加
か

に対
た い

する、支
し

援
え ん

体
た い

制
せ い

の拡
か く

充
じゅう

 【喫
き っ

緊
き ん

】  

３－４ ６大
だい

項
こう

目
もく

・15 小
しょう

項
こう

目
もく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大
だい

項
こう

目
もく

Ⅳ】 

項
こ う

 目
も く

 Ⅳ 大
だ い

 支
し

援
え ん

体
た い

制
せ い

の 強
き ょ う

化
か

・ 充
じ ゅ う

実
じ つ

 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第 だ

い

３
章

し
ょ
う 



 「医療
い り ょ う

前置
ぜ ん ち

」の支援
し え ん

から、相談
そ う だ ん

等
と う

の福祉
ふ く し

型
が た

支援
し え ん

を拡充
かくじゅう

した「総合的
そ う ご う て き

なチーム
ち ー む

による支援
し え ん

」への転換
て ん か ん

 

 保育所
ほ い く じ ょ

や幼稚園
よ う ち え ん

等
と う

との並
へ い

行
こ う

通
つ う

園
え ん

児
じ

が利
り

用
よ う

しやすい集
しゅう

団
だ ん

療育
りょういく

の提供
ていきょう

 

（多様
た よ う

な集団
しゅうだん

療育
りょういく

の頻度
ひ ん ど

や内容
な い よ う

設定
せ っ て い

、並
へ い

行
こ う

通園先
つ う え ん さ き

へのアウトリーチ
あ う と り ー ち

による支援
し え ん

等
と う

） 

 総合
そ う ご う

評価
ひ ょ う か

機能
き の う

に基
も と

づく、専門
せ ん も ん

性
せ い

の高
た か

い障害児
し ょ う が い じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

の拡充
かくじゅう

 

 関係
か ん け い

機関
き か ん

等
と う

の対応力
たいおうりょく

向上
こうじょう

につながる支援
し え ん

の充
じゅう

実
じ つ

とそれに対
た い

応
お う

できる職
しょく

員
い ん

の確
か く

保
ほ

・育
い く

成
せ い

 

 きょうだい児
じ

を含
ふ く

む家族
か ぞ く

への支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

 

■ 保育所
ほ い く じ ょ

や幼稚園
よ う ち え ん

における対応力
たいおうりょく

の向上
こうじょう

 

保育所
ほ い く じ ょ

や幼稚園
よ う ち え ん

職員
しょくいん

が発達
は っ た つ

障害
しょうがい

への理解
り か い

を深
ふか

め、保
ほ

育
いく

・教
きょう

育
い く

の質
しつ

をさらに高
た か

める必要
ひ つ よ う

があります。

なお、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

への個別
こ べ つ

対応
た い お う

を行
おこな

うだけではなく、周囲
し ゅ う い

の子
こ

どもを含
ふ く

めた保育
ほ い く

・教育
きょういく

全体
ぜ ん た い

の質
し つ

を

高
た か

めるという視
し

点
て ん

が必要
ひ つ よ う

であり、保育
ほ い く

・教育
きょういく

の現場
げ ん ば

での学
ま な

びが必要
ひ つ よ う

です。 

また、進学
し ん が く

時
じ

には、保育所
ほ い く じ ょ

等
と う

と小
しょう

学校
が っ こ う

の違
ち が

いを踏
ふ

まえた丁
て い

寧
ね い

な移
い

行
こ う

支援
し え ん

が求
も と

められています。 

 

■ 発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

に関
か か

わる関
か ん

係
け い

機関
き か ん

の理解
り か い

促進
そ く し ん

 

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

の専門
せ ん も ん

機関
き か ん

だけでなく、障害児
し ょ う が い じ

を主
し ゅ

たる支援
し え ん

対象
たいしょう

としない機関
き か ん

等
と う

でも、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

への

理解
り か い

を深
ふ か

め、それぞれの専門
せ ん も ん

性
せ い

の中
な か

で適切
てきせつ

な配慮
は い り ょ

を行
おこな

うことが必要
ひ つ よ う

です。 

小
しょう

学校
が っ こ う

期
き

までの発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

については、地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

の専門
せ ん も ん

職
しょく

による実践的
じっせんてき

な事
じ

例
れい

検討
け ん と う

や

研
け ん

修
しゅう

など、関
か ん

係
け い

機関
き か ん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

が求
も と

められています。 
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体
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章
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う 
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もく
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し
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だい

項
こう

目
もく
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(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

 
  

○ 市立
し り つ

小
しょう

中
ちゅう

学校
が っ こ う

では、「横浜型
よ こ は ま が た

センター
せ ん た ー

的
て き

機能
き の う

※９」による学校
が っ こ う

支援
し え ん

の活用
か つ よ う

により、子
こ

どもの理解
り か い

や

対応
た い お う

等
と う

への助言
じ ょ げ ん

を受
う

け、対象
たいしょう

児
じ

童
ど う

生徒
せ い と

が他
ほ か

の児
じ

童
ど う

生徒
せ い と

と同
お な

じように学校
が っ こ う

生活
せ い か つ

が送
お く

れるよう支援
し え ん

して

います。地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

等
と う

による支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

もあり、様々
さ ま ざ ま

な場面
ば め ん

で特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
きょういく

に係
か か

る支援
し え ん

を利
り

用
よ う

しやすくなっていますが、活
か つ

用
よ う

方
ほ う

法
ほ う

が全
す べ

ての学
が っ

校
こ う

に浸
し ん

透
と う

しているとは言
い

えません。 

 

○ 小
しょう

中
ちゅう

学校
が っ こ う

では、「特別
と く べ つ

支援
し え ん

教室
きょうしつ

※10」、「通級
つうきゅう

指導
し ど う

教室
きょうしつ

※11」など、多
た

様
よ う

な学
ま な

びの場
ば

を用
よ う

意
い

しています

が、「特別
と く べ つ

支援
し え ん

教室
きょうしつ

」については、運
う ん

営
え い

方
ほ う

法
ほ う

や指
し

導
ど う

内
な い

容
よ う

・方
ほ う

法
ほ う

が確
か く

立
り つ

されていないなどの理
り

由
ゆ う

から、

全
す べ

ての学
が っ

校
こ う

では活
か つ

用
よ う

しきれていません。「通
つ う

級
きゅう

指
し

導
ど う

教
きょう

室
し つ

」についても、支援
し え ん

を必要
ひ つ よ う

とする児
じ

童
ど う

生
せ い

徒
と

の増
ぞ う

加
か

に伴
ともな

う過
か

大
だ い

規
き

模
ぼ

化
か

により、十
じゅう

分
ぶ ん

な指
し

導
ど う

回
か い

数
す う

が確
か く

保
ほ

できていません。また、「個別
こ べ つ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

※12」

においても、児
じ

童
ど う

生
せい

徒
と

の障
しょう

害
が い

の状
じょう

態
たい

が多
た

様
よう

であるため、個々
こ こ

に応
お う

じた指
し

導
ど う

が十
じゅう

分
ぶ ん

に行
おこな

えない状
じょう

況
きょう

です。 

 

○ 学校
が っ こ う

と放課後
ほ う か ご

等
と う

デイ
で い

サービス
さ ー び す

、保育所
ほ い く じ ょ

等
と う

訪問
ほ う も ん

支援
し え ん

や障害児
し ょ う が い じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

などを行
おこな

う障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

事業
じ ぎ ょ う

所
し ょ

で、互
たが

いの制
せ い

度
ど

理
り

解
か い

、取
と り

組
く み

内
な い

容
よ う

の共
きょう

有
ゆ う

等
と う

の連
れ ん

携
け い

が十
じゅう

分
ぶ ん

ではありません。 

 
 

※９ 横
よこ

浜
はま

型
がた

センター
せ ん た ー

的
てき

機
き

能
のう

 

市
し

立
り つ

学
が っ

校
こ う

における幅
は ば

広
ひ ろ

い支
し

援
え ん

ニーズ
に ー ず

に対
た い

し、教
きょう

員
い ん

等
と う

に対
た い

する助
じ ょ

言
げ ん

や援
え ん

助
じ ょ

を行
おこな

うこと。「特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

によるセンター
せ ん た ー

的
て き

機
き

能
の う

」、「通
つ う

級
きゅう

指
し

導
ど う

教
きょう

室
し つ

による支援
し え ん

センター
せ ん た ー

機能
き の う

」、「地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

や学
が く

齢
れ い

後
こ う

期
き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

による学校
が っ こ う

支援
し え ん

」、「専門
せ ん も ん

家
か

支援
し え ん

チーム
ち ー む

（医師
い し

、臨床
りんしょう

心理士
し ん り し

等
と う

）による指導
し ど う

・助言
じ ょ げ ん

」

をまとめたものを指
さ

す。 

 

※10 特別
と く べ つ

支援
し え ん

教室
きょうしつ

 

児
じ

童
ど う

生
せ い

徒
と

が、在
ざ い

籍
せ き

する学
が っ

級
きゅう

（一
い っ

般
ぱ ん

学
が っ

級
きゅう

、個
こ

別
べ つ

支
し

援
え ん

学
が っ

級
きゅう

）を離
は な

れて、特
と く

別
べ つ

の場
ば

で学
が く

習
しゅう

するためのス
す

ペ
ぺ

ー
ー

ス
す

。在籍
ざ い せ き

学級
がっきゅう

で学習
がくしゅう

や学校
が っ こ う

生
せ い

活
か つ

を送
お く

る上
う え

で困
こ ん

難
な ん

さを抱
か か

える児
じ

童
ど う

生
せい

徒
と

に対
たい

し、「教
きょう

科
か

指
し

導
ど う

」、「登
と う

校
こ う

支援
し え ん

」や「自
じ

立
り つ

活
か つ

動
ど う

の視
し

点
て ん

を取
と

り入
い

れた指
し

導
ど う

」を行
おこな

う。 

 

※11 通級
つうきゅう

指導
し ど う

教室
きょうしつ

 

小
しょう

中
ちゅう

学校
が っ こ う

の一般
い っ ぱ ん

学級
がっきゅう

に在籍
ざ い せ き

している弱視
じ ゃ く し

、難聴
なんちょう

、言語
げ ん ご

障害
しょうがい

、情緒
じょうちょ

障害
しょうがい

、自閉症
じ へ い し ょ う

、ＬＤ
えるでぃー

・ＡＤＨＤ
えーでぃーえいちでぃー

などの障害
しょうがい

がある児
じ

童
ど う

生徒
せ い と

のうち、一般
い っ ぱ ん

学級
がっきゅう

の学習
がくしゅう

に概
おおむ

ね参加
さ ん か

できる児
じ

童
ど う

生徒
せ い と

に、各教科
か く き ょ う か

等
と う

の指導
し ど う

は主
し ゅ

として一般
い っ ぱ ん

学級
がっきゅう

で行
おこな

いつつ、個々
こ こ

の障害
しょうがい

の状態
じょうたい

に応
お う

じた特別
と く べ つ

の指導
し ど う

を特別
と く べ つ

の指導
し ど う

の場
ば

で行
おこな

う

教育
きょういく

形態
け い た い

。通常
つうじょう

、在籍
ざ い せ き

する小
しょう

中
ちゅう

学校
が っ こ う

ではなく、通
つ う

級
きゅう

指
し

導
ど う

教
きょう

室
し つ

のある学
が っ

校
こ う

へ通
か よ

い、指導
し ど う

する。 

 

※12 個別
こ べ つ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

 

学校
が っ こ う

教育
きょういく

法
ほ う

第
だ い

81条
じょう

の規
き

定
て い

に基
も と

づき、「知的
ち て き

障害
しょうがい

」、「自閉症
じ へ い し ょ う

・情緒
じょうちょ

障害
しょうがい

」、「弱視
じ ゃ く し

」それぞれに設置
せ っ ち

す

る学級
がっきゅう

。児
じ

童
ど う

生徒
せ い と

一人
ひ と り

ひとりの教育
きょういく

的
てき

ニーズ
に ー ず

に応
お う

じて、身
み

に付
つ

けさせたい資
し

質
し つ

・能
の う

力
りょく

を明
め い

確
か く

にし、

指導
し ど う

・支援
し え ん

する。 

Ⅳ－２ 教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れ ん け い

等
と う

による、学齢期
が く れ い き

支援
し え ん

の強化
き ょ う か

  

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開
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ん
か
い

に
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し
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う 
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目
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し

点
てん

【大
だい

項
こう

目
もく

Ⅳ】 



 (２) 求
も と

められること 

 

■ 地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

との連携 

各
か く

児
じ

童
ど う

生
せ い

徒
と

の状
じょう

態
た い

像
ぞ う

を的
て き

確
か く

に把
は

握
あ く

するために、地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

等
と う

との連携
れ ん け い

が必要
ひ つ よ う

ですが、昨
さ っ

今
こ ん

では「横
よ こ

浜
は ま

型
が た

センター
せ ん た ー

的
て き

機
き

能
の う

」による支援
し え ん

の充
じゅう

実
じ つ

により、学
が っ

校
こ う

が活
か つ

用
よ う

できる支援
し え ん

の選
せ ん

択
た く

肢
し

が広
ひ ろ

がっ

ていることから、連
れ ん

携
け い

のあり方
か た

について、適
て き

宜
ぎ

見
み

直
な お

すことが必要
ひ つ よ う

です。 

 

■ 「横浜型
よ こ は ま が た

センター
せ ん た ー

的
て き

機
き

能
の う

」の活
か つ

用
よ う

促
そ く

進
し ん

と様
さ ま

々
ざ ま

な学
ま な

びの場
ば

の活
か つ

用
よ う

 

一
い っ

般
ぱ ん

学
が っ

級
きゅう

に在
ざ い

籍
せ き

する発達
は っ た つ

障害
しょうがい

のある児
じ

童
ど う

生
せ い

徒
と

への適
て き

切
せ つ

な支援
し え ん

や、その周
しゅう

囲
い

をとりまく児
じ

童
ど う

生徒
せ い と

の

障害
しょうがい

理解
り か い

・気
き

づき力
りょく

アップ
あ っ ぷ

のため、引
ひ

き続
つ づ

き、「横
よ こ

浜
は ま

型
が た

センター
せ ん た ー

的
て き

機
き

能
の う

」の活
か つ

用
よ う

について、学校
が っ こ う

への

周
しゅう

知
ち

を図
は か

り、更
さ ら

なる活
か つ

用
よ う

を促
うなが

すことが求
も と

められます。 

また、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

から引
ひ

き起
お

こされる二
に

次
じ

障害
しょうがい

により不登校
ふ と う こ う

になる児
じ

童
ど う

生徒
せ い と

もいることから、

特別
と く べ つ

支援
し え ん

教
きょう

室
し つ

を柔
じゅう

軟
な ん

に活
か つ

用
よ う

し、支
し

援
え ん

の幅
は ば

を拡
ひ ろ

げていく必要
ひ つ よ う

があります。 

 

■ 特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

の機能
き の う

強化
き ょ う か

とスクールソーシャルワーカー
す く ー る そ ー し ゃ る わ ー か ー

との連
れ ん

携
け い

の充
じゅう

実
じ つ

 

学校
が っ こ う

において、教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連
れ ん

携
け い

強
きょう

化
か

のために特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

の果
は

たす役
や く

割
わ り

は大
お お

きく、その機能
き の う

強化
き ょ う か

を図
は か

ることが必要
ひ つ よ う

です。また、学校
が っ こ う

と福祉
ふ く し

の橋
は し

渡
わ た

しとなる、ス
す

ク
く

ー
ー

ル
る

ソ
そ

ー
ー

シ
し

ャ
ゃ

ル
る

ワ
わ

ー
ー

カ
か

ー
ー

と特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

の連
れ ん

携
け い

強
きょう

化
か

による支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

が必要
ひ つ よ う

です。併
あ わ

せて、そ

れぞれの役割
や く わ り

の明確化
め い か く か

と連携
れ ん け い

の仕組
し く

みづくりを行
おこな

い、実践
じ っ せ ん

につなげていくことも必要
ひ つ よ う

です。 

 

■ 学校
が っ こ う

と障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

事業
じ ぎ ょ う

所
し ょ

との連携
れ ん け い

の推進
す い し ん

 

   小
しょう

中
ちゅう

学校
が っ こ う

では、児
じ

童
ど う

生徒
せ い と

の支援
し え ん

に関
か ん

する本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

の意向
い こ う

、将来
しょうらい

の希望
き ぼ う

、関係
か ん け い

機関
き か ん

等
と う

における

支援
し え ん

の状
じょう

況
きょう

等
と う

を記
き

載
さ い

した「個
こ

別
べ つ

の教
きょう

育
い く

支
し

援
え ん

計
け い

画
か く

」を作成
さ く せ い

しています。一方
い っ ぽ う

、障害児
し ょ う が い じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

所
し ょ

では「障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

利用
り よ う

計画
け い か く

」を、障害児
し ょ う が い じ

通
つ う

所
し ょ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

所
し ょ

では「個別
こ べ つ

支援
し え ん

計画
け い か く

」を作成
さ く せ い

しています。

必要
ひ つ よ う

に応
お う

じ、これらの情
じょう

報
ほ う

を共
きょう

有
ゆ う

し、互
た が

いに方向
ほ う こ う

性
せ い

を確認
か く に ん

しながら支援
し え ん

を行
おこな

うことが必要
ひ つ よ う

です。 

   このため、互
た が

いの行
おこな

う支
し

援
え ん

への理
り

解
か い

を深
ふ か

め、連
れ ん

携
け い

を強
きょう

化
か

する取
と り

組
く み

が必要
ひ つ よ う

です。 

 

 

 

 

(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

 
 

○ 学齢
が く れ い

後期
こ う き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

の体制
た い せ い

 

学齢
が く れ い

後期
こ う き

の障害児
し ょ う が い じ

及
お よ

びその保護者
ほ ご し ゃ

や家族
か ぞ く

を対象
たいしょう

とした専門
せ ん も ん

機関
き か ん

による相談
そ う だ ん

、診
し ん

療
りょう

等
と う

の場
ば

を確
か く

保
ほ

し、

思
し

春
しゅん

期
き

における諸
し ょ

問
も ん

題
だ い

の解
か い

決
け つ

に向
む

けた支援
し え ん

を行
おこな

う「学齢
が く れ い

後期
こ う き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

」では、相談
そ う だ ん

・診
し ん

療
りょう

の

件
け ん

数
す う

ともに増
ぞ う

加
か

の一
い っ

途
と

をたどっています。 

発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

の増加
ぞ う か

に伴
ともな

い、地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

の利用
り よ う

申
もうし

込
こ

みが増
ぞ う

加
か

しており、今
こん

後
ご

、学齢
が く れ い

後期
こ う き

にお

ける相談
そ う だ ん

・診
し ん

療
りょう

のニーズ
に ー ず

も増
ぞ う

加
か

していくと予
よ

想
そ う

されるため、体制
た い せ い

の強化
き ょ う か

が課題
か だ い

となっています。 

なお、学齢
が く れ い

後期
こ う き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

に関
か ん

するこれらの課題
か だ い

については、既
す で

に平
へ い

成
せ い

28年
ね ん

２月
が つ

に横
よ こ

浜
は ま

市
し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

検討
け ん と う

委
い

員
い ん

会
か い

から横
よ こ

浜
は ま

市
し

に提
て い

言
げ ん

を行
おこな

っており、その後
ご

の相談
そ う だ ん

件
け ん

数
す う

の推
す い

移
い

からも、課
か

題
だ い

解
か い

決
け つ

に

向
む

け早
そ う

期
き

に取
と

り組
く

む必要
ひ つ よ う

があります。 

Ⅳ－３ 学齢
が く れ い

後期
こ う き

における、支援
し え ん

の量
りょう

的
て き

拡
か く

大
だ い

と質
し つ

的
て き

な向
こ う

上
じょう

 【喫
き っ

緊
き ん

】 

３－４ ６大
だい

項
こう

目
もく

・15 小
しょう

項
こう

目
もく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大
だい

項
こう

目
もく

Ⅳ】 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ

い

３
章

し
ょ
う 



○ 高
こ う

等
と う

学校
が っ こ う

への進学後
し ん が く ご

の支援
し え ん

 

高
こ う

等
と う

学校
が っ こ う

への進
し ん

学
が く

後
ご

は、「自
じ

分
ぶ ん

が支援
し え ん

を必要
ひ つ よ う

としている」ことを発
は っ

信
し ん

できなかったり、自
じ

身
し ん

に発達
は っ た つ

障害
しょうがい

があることに気
き

づいていなかったりして、学校
が っ こ う

生
せ い

活
か つ

に悩
な や

む生
せ い

徒
と

もいます。 

   また、高
こ う

等
と う

学校
が っ こ う

を退学
た い が く

する等
と う

で学校
が っ こ う

との関
か か

わりが途
と

切
ぎ

れた後
あ と

に、支援
し え ん

機関
き か ん

とのつながりが乏
と ぼ

しく

なり、支援
し え ん

や見
み

守
まも

りの目
め

が途
と

切
ぎ

れてしまう場
ば

合
あい

があります。 

 

○ 社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

に向
む

けた準
じゅん

備
び

 

 社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

に向けて、自
じ

己
こ

理
り

解
か い

を深
ふ か

めること、様々
さ ま ざ ま

な体験
た い け ん

を通
と お

して新
あ ら

たな生活
せ い か つ

に向
む

けた準
じゅん

備
び

をする

こと、日々
ひ び

の生活上
せいかつじょう

の課題
か だ い

に対応
た い お う

できる力
ちから

を身
み

につけることなどが必要
ひ つ よ う

ですが、発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

は、こ

れらが十分
じゅうぶん

に身
み

についていない場合
ば あ い

があります。また、社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

に向
む

けた準
じゅん

備
び

を行
おこな

う中
な か

で画一
か く い つ

性
せ い

が

求
も と

められ、過
か

度
ど

に周
しゅう

囲
い

に合
あ

わせようとするあまり、本人
ほ ん に ん

が疲弊
ひ へ い

したり、自己
じ こ

肯定感
こ う て い か ん

が低下
て い か

したりす

る場合
ば あ い

があります。 

また、家族
か ぞ く

も、本人
ほ ん に ん

が社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

するにあたって必要
ひ つ よ う

な情報
じょうほう

が把握
は あ く

できていなかったり、本人
ほ ん に ん

への

関
か か

わり方
か た

が分
わ

からなかったりする場
ば

合
あい

があるため、支援
し え ん

が必要
ひ つ よ う

なことがあります。 

   

 

(２) 求
も と

められること 
 

■ 学齢
が く れ い

後期
こ う き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

の体制
た い せ い

強化
きょうか

について 

  平
へ い

成
せ い

28年
ね ん

２月
が つ

の提
て い

言
げ ん

を踏
ふ

まえ、次
つ ぎ

の項
こ う

目
も く

に早
そ う

期
き

に取
と

り組
く

むことが求
も と

められます。 

 事業
じ ぎ ょ う

拡大
かくだい

の方
ほう

法
ほ う

について、早急
そうきゅう

に検討
け ん と う

を開始
か い し

すること 

 検討
け ん と う

を行
おこな

うにあたっては地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

・発達
は っ た つ

障害
しょうがい

者
し ゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

との役割
やくわり

分担
ぶんたん

について

議論
ぎ ろ ん

を行
おこな

うこと 

 当該
と う が い

事業
じ ぎ ょ う

での支援
し え ん

のあり方
か た

を改
あらた

めて検討
け ん と う

し、医療
いりょう

・福祉
ふ く し

の機能
き の う

について見
み

直
なお

しを行
おこな

うこと 

 検討
け ん と う

の結果
け っ か

、学齢
が く れ い

後期
こ う き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

の拡
か く

充
じゅう

を図
は か

ることとした場合
ば あ い

、現在
げ ん ざ い

の３箇
か

所
し ょ

の立地
り っ ち

に鑑
かんが

みて、市域
し い き

におけるバランス
ば ら ん す

を考慮
こ う り ょ

した配置
は い ち

とすること 

 

■ 高
こ う

等
と う

学校
が っ こ う

への進学後
し ん が く ご

の支援
し え ん

 

高
こ う

等
と う

学校
が っ こ う

への進学後
し ん が く ご

、支援
し え ん

を必要
ひ つ よ う

とする生徒
せ い と

や、自身
じ し ん

に発達
は っ た つ

障害
しょうがい

があることに気
き

づかないために

学校
が っ こ う

生活
せ い か つ

に悩
な や

む生
せ い

徒
と

などのために、自己
じ こ

理解
り か い

につながる支援
し え ん

を実施
じ っ し

することが必要
ひ つ よ う

です。支援
し え ん

にあ

たっては、特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

やスクールソーシャルワーカーとの連携
れ ん け い

や保護者
ほ ご し ゃ

との

連携
れ ん け い

、支援
し え ん

に対する保護者
ほ ご し ゃ

や家族
か ぞ く

の理解
り か い

も重要です。 

また、高
こ う

等
と う

学校
が っ こ う

を退学
た い が く

する等
と う

で本人
ほ ん に ん

と学校
が っ こ う

との関
か か

わりが途
と

切
ぎ

れた後
あ と

に、支援
し え ん

や見
み

守
ま も

りが途
と

切
ぎ

れな

いような体制
た い せ い

の構築
こ う ち く

が必要
ひ つ よ う

です。  

 

■ 社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

に向
む

けた準備
じ ゅ ん び

のための支援
し え ん

 

成人期
せ い じ ん き

までの間
あいだ

に、本人
ほ ん に ん

が自己
じ こ

理解
り か い

を深
ふ か

め、「社会
し ゃ か い

に出
で

ること」、「自立
じ り つ

すること」が具体的
ぐ た い て き

にどの

ようなことかを学
ま な

ぶ（19ページ
ぺ ー じ

参照
さんしょう

）機会
き か い

の提供
ていきょう

や、日々
ひ び

の生活上
せいかつじょう

の課題
か だ い

に対応
た い お う

できる力
ちから

を身
み

につ

けるための支援
し え ん

が必要
ひ つ よ う

です。 

また保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

しては、本人
ほ ん に ん

が社会
し ゃ か い

参加
さ ん か

をするにあたりどのような準備
じ ゅ ん び

が必要
ひ つ よ う

か、本人
ほ ん に ん

が社会
し ゃ か い

に

出
で

た後
あ と

にどのような支援
し え ん

を受
う

けられるか等
と う

について、情報
じょうほう

提供
ていきょう

が必要
ひ つ よ う

です。 

３－４ ６大項目
だいこうもく

・15 小
しょう

項目
こうもく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大項目
だいこうもく

Ⅳ】 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ

い

３
章

し
ょ
う 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

 
 

Ⅲ－１に記載
き さ い

した、地域
ち い き

社会
しゃかい

全体
ぜ ん た い

による包括的
ほ う か つ て き

な支援
し え ん

体制
た い せ い

の構築
こ う ち く

にあたっては、支援
し え ん

機関
き か ん

全般
ぜんぱん

が、

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に関
かん

する適切
てきせつ

な理解
り か い

と対応
たいおう

を身
み

につけることが必要
ひ つ よ う

です。 

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

への専門
せ ん も ん

性
せ い

の高
た か

い相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

（主
お も

に二次
に じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

）が限
かぎ

られる中
な か

にあっては、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

の、障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

への相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

（主
お も

に指定
し て い

特定
とくてい

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

所
し ょ

・一次
い ち じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

）でも発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に関
かん

する相談
そ う だ ん

に対応
たいおう

することが求
も と

められます。また、障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

を主
し ゅ

たる支援
し え ん

対象
たいしょう

としない機関
き か ん

（保育所
ほ い く じ ょ

・幼稚園
よ う ち え ん

、学校
が っ こ う

、就労先
しゅうろうさき

、地域
ち い き

ケアプラザ
け あ ぷ ら ざ

等
と う

）による“０次
ぜ ろ じ

支援
し え ん

”（23ページ
ぺ ー じ

参照
さんしょう

）の充実
じゅうじつ

も期待
き た い

されます。 

しかし、身体
しんたい

障害
しょうがい

や知的
ち て き

障害
しょうがい

に比
くら

べ発達
は っ た つ

障害
しょうがい

は新
あたら

しい概念
がいねん

であることから、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

への専門
せ ん も ん

性
せ い

の

高
た か

い相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

が中
ちゅう

心
しん

となり、人材
じんざい

育成
いくせい

を実施
じ っ し

することが必要
ひ つ よ う

です。 

 

 なお人材
じんざい

育成
いくせい

にあたっては、特化
と っ か

した支援
し え ん

方
ほう

法
ほ う

がまだ十分
じゅうぶん

に確立
かくりつ

されていない部分
ぶ ぶ ん

も大
おお

きいため、

従来
じゅうらい

からの支援
し え ん

方
ほう

法
ほ う

に加
くわ

え、本答申
ほんとうしん

における対象
たいしょう

児
じ

・者
し ゃ

に特化
と っ か

した支援
し え ん

に焦点
しょうてん

を当
あ

てた取
とり

組
くみ

が必要
ひ つ よ う

です。 
 
 

(２) 求
も と

められること 
 

■ 支援
し え ん

機関
き か ん

の特性
と く せ い

に応
お う

じた支援
し え ん

力
りょく

の養成
よ う せ い

 

   支援
し え ん

機関
き か ん

の特性
と く せ い

に応
おう

じた、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に関
かん

する適切
てきせつ

な支援
し え ん

力
りょく

を養成
ようせい

することが求
も と

められます。 
 

 ア 障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

を主
し ゅ

たる支援
し え ん

対象
たいしょう

としない機関
き か ん

 
 

 発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

に配慮
は い り ょ

したコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

力
りょく

 

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

について正
ただ

しく理解
り か い

するとともに、それぞれの認知
に ん ち

特性
と く せ い

に合わせ、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の

ある人
ひ と

たちが理解
り か い

しやすく、安心感
あ ん し ん か ん

を覚
お ぼ

えることができるようなコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を図
は か

る力
ちから

が

必要
ひ つ よ う

です。 

 

【例
れい

】 

・ 曖
あい

昧
まい

さを苦
にが

手
て

とする人
ひと

に簡
かん

潔
けつ

に分
わ

かりやすく伝
つた

える 

● この項目
こうもく

の視点
し て ん

（ポイント
ぽ い ん と

） 

✓ 地域
ち い き

社会
しゃかい

全体
ぜ ん た い

で包括的
ほ う か つ て き

な支援
し え ん

体制
た い せ い

を築
きず

くために、支援
し え ん

機関
き か ん

全般
ぜんぱん

が、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に関
かん

する適
てき

切
せつ

な 

理解
り か い

と対応
たいおう

を身
み

につけることが必要
ひ つ よ う

です。 

Ⅴ－１ 発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に関
か ん

する支
し

援
え ん

力
りょく

を身
み

につけた支援
し え ん

者
し ゃ

の養成
よ う せ い

 【喫緊
き っ き ん

】 

３－４ ６大
だい

項
こう

目
もく

・15 小
しょう

項
こう

目
もく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大
だい

項
こう

目
もく

Ⅴ】 

項
こ う

 目
も く

 Ⅴ 大
だ い

 人 材
じ ん ざ い

育 成
い く せ い

 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ

い

３
章

し
ょ
う 



・ 複数
ふ く す う

のことを同時
ど う じ

に指示
し じ

されることが苦
に が

手
て

な人
ひ と

に一
ひ と

つずつ伝
つ た

える 

・ 言葉
こ と ば

で言
い

われるより目
め

で見
み

て分
わ

かる情報
じょうほう

の方
ほ う

が理解
り か い

しやすい人
ひ と

にメモで伝
つ た

える 等
と う

 

 

 気
き

づく 力
ちから

とつなぐ 力
ちから

 

本人
ほ ん に ん

の生
い

きづらさが生
しょう

じる前
ま え

、あるいは生
しょう

じたときに、早期
そ う き

に本人
ほ ん に ん

の発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に気
き

づき、本人
ほ ん に ん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

に寄
よ

り添
そ

う視
し

点
て ん

を持
も

って受
う

け止
と

める力
ちから

が求
も と

められます。 

また、その気
き

づきをその後
ご

の適切
て き せ つ

な支援
し え ん

につなげるために、抱
か か

えこまず誰
だ れ

かに相談
そ う だ ん

し、次
つ ぎ

につ

なぐ力
ちから

が求
も と

められます。 
 
 

イ 障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

への相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

 
 

 本人
ほ ん に ん

の特性
と く せ い

に着目
ちゃくもく

した、総合的
そ う ご う て き

なアセスメント
あ せ す め ん と

力
りょく

 

本人
ほ ん に ん

を取
と

り巻
ま

く様
さ ま

々
ざ ま

な要因
よ う い ん

（本人
ほ ん に ん

や家族
か ぞ く

の特性
と く せ い

、生育歴
せ い い く れ き

、周辺
しゅうへん

環境
かんきょう

等
と う

）を捉
と ら

え、総合的
そ う ご う て き

に見立
み た

てるアセスメント
あ せ す め ん と

力
りょく

が求
も と

められます。 
 

 困
こま

り感
かん

に寄
よ

り添
そ

う 力
ちから

と、介 入
かいにゅう

する 力
ちから

 

本人
ほ ん に ん

や家族
か ぞ く

の困
こ ま

り感
か ん

や生
い

きづらさに寄
よ

り添
そ

う力
ちから

が重要
じゅうよう

です。 

併
あ わ

せて、必要
ひ つ よ う

時
じ

に、課題
か だ い

解決
か い け つ

に向
む

けた適切
てきせつ

な介入
かいにゅう

を行
おこな

っていく力
ちから

が求
もと

められます。 

なお介入
かいにゅう

にあたっては、総合的
そ う ご う て き

なアセスメント
あ せ す め ん と

に基
も と

づき、そのタイミングや方
ほ う

法
ほ う

等
と う

を個別
こ べ つ

に

見極
み き わ

める必要
ひ つ よ う

があります。 
   

 本人
ほんにん

や家族
か ぞ く

の困
こま

り感
かん

の整
せい

理
り

と、適切
てきせつ

な支援
し え ん

機関
き か ん

につなぐ 力
ちから

 

本人
ほ ん に ん

や家族
か ぞ く

の困
こ ま

り感
か ん

や生
い

きづらさの内容
な い よ う

を整理
せ い り

し、必要
ひ つ よ う

に応
お う

じて適切
て き せ つ

な支援
し え ん

機関
き か ん

につないでい

く力
ちから

が求
も と

められます。 
 

 本人
ほんにん

の持
も

てる 力
ちから

を活
い

かすための支援
し え ん

力
りょく

 

本人
ほ ん に ん

の障害
しょうがい

特性
と く せ い

を個別
こ べ つ

に見立
み た

て、持
も

てる力
ちから

を引
ひ

き出
だ

すことができるような支援
し え ん

を行
おこな

う力
ちから

が求
も と

められます。 
 
 

 ウ 発達
はったつ

障 害
しょうがい

への専門
せんもん

性
せい

の高
たか

い相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

 
 

 支援
し え ん

者
し ゃ

に対
たい

する支援
し え ん

を行
おこな

う 力
ちから

 

それぞれの支援
し え ん

者
し ゃ

に求
も と

められる支援
し え ん

力
りょく

を高
た か

めるための、研修
けんしゅう

等
と う

を行
おこな

うことが求
も と

められます。 

また、地域
ち い き

に出向
で む

いて、事業
じ ぎ ょ う

所
し ょ

へのコンサルテーション
こ ん さ る て ー し ょ ん

やスーパーバイズ
す ー ぱ ー ば い ず

を行
おこな

うなど、実践的
じっせんてき

で個別
こ べ つ

性
せ い

に対応
たいおう

した取組
とりくみ

を拡充
かくじゅう

していくことが求
も と

められます。 

 

 対象
たいしょう

児
じ

・者
し ゃ

に即
そ く

した支援
し え ん

方
ほ う

法
ほ う

の確立
か く り つ

 

本答申
ほんとうしん

における対象
たいしょう

児
じ

・者
し ゃ

に対
たい

しては、その障害
しょうがい

特性
と く せ い

に応
おう

じた、独自
ど く じ

の支援
し え ん

方
ほう

法
ほ う

が求
も と

められま

す。しかし、その支援
し え ん

方
ほう

法
ほ う

についてはまだ十分
じゅうぶん

に確立
かくりつ

していない部分
ぶ ぶ ん

も大
おお

きいため、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

へ

の支援
し え ん

を専門
せ ん も ん

的
てき

に行
おこな

う機関
き か ん

がその実践的
じ っ せ ん て き

ノウハウ
の う は う

を蓄積
ち く せ き

しつつ、人材
じ ん ざ い

育成
い く せ い

に資
し

するよう養成
よ う せ い

カ
か

リ
り

キ
き

ュ
ゅ

ラ
ら

ム
む

として組織的
そ し き て き

に構築
こ う ち く

していくことが求
も と

められます。 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ

い

３
章

し
ょ
う 

３－４ ６大項目
だいこうもく

・15 小
しょう

項目
こうもく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大項目
だいこうもく

Ⅴ】 



 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

 
 

Ⅲ－１に記載
き さ い

した地域
ち い き

社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

による包括的
ほ う か つ て き

な支援
し え ん

体制
た い せ い

の基盤
き ば ん

として、地域
ち い き

社会
し ゃ か い

における共生
きょうせい

（13

ページ
ぺ ー じ

参照
さんしょう

）に向
む

けた意識
い し き

を醸
じょう

成
せ い

していくことが重要
じゅうよう

です。 

 

近年
きんねん

、「発達
は っ た つ

障害
しょうがい

」への理解
り か い

が急速
きゅうそく

に進
す す

みつつあります。一方
い っ ぽ う

で、一部
い ち ぶ

では、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

等
と う

が正
た だ

しく理解
り か い

されていない、あるいは、多様
た よ う

性
せ い

の尊重
そんちょう

等
と う

への理解
り か い

が不十分
ふ じ ゅ う ぶ ん

な場合
ば あ い

があります。その結果
け っ か

、

誤解
ご か い

が生
う

まれかねません。 

また、その障害
しょうがい

特性
と く せ い

が一見
い っ け ん

して分
わ

かりづらい場合
ば あ い

には、周囲
し ゅ う い

から適切
て き せ つ

な理解
り か い

を得
え

ることが一層
い っ そ う

困難
こ ん な ん

になります。 
 
 

(２) 求
も と

められること 
 

社会
し ゃ か い

の中
な か

では、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、誰
だ れ

もがそれぞれに個
こ

性
せ い

や価値観
か ち か ん

を有
ゆ う

していること

を理解
り か い

し、それらを認
み と

め合
あ

い、その多様
た よ う

性
せ い

を尊重
そんちょう

することが大切
た い せ つ

です。 

その上
うえ

で、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

について正
た だ

しい理解
り か い

を促進
そ く し ん

することが必要
ひ つ よ う

です。 

 

■ 啓発
け い は つ

・広報
こ う ほ う

の充実
じゅうじつ

 

様々
さ ま ざ ま

な機会
き か い

を捉
と ら

え、社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

に向
む

けた啓発
け い は つ

・広報
こ う ほ う

を充実
じゅうじつ

させる必要
ひ つ よ う

があります。 

なお、
、

様
さ ま

々
ざ ま

な対
た い

象
しょう

者
し ゃ

に向
む

けて効
こ う

果
か

的
て き

に啓発
け い は つ

・広報
こ う ほ う

を行
おこな

うためには、行
ぎょう

政
せ い

と民間
み ん か ん

企業
き ぎ ょ う

等
と う

がそれぞれ

の強
つ よ

みを生
い

かしながら取
と

り組
く

んでいくことが必要
ひ つ よ う

です。 

 

ア 民
み ん

間
か ん

企
き

業
ぎょう

等
と う

との協
きょう

働
ど う

 

横
よ こ

浜
は ま

市
し

は、近
き ん

年
ね ん

、民
み ん

間
か ん

企
き

業
ぎょう

等
と う

との協
きょう

働
ど う

に力
ちから

を入
い

れています。とりわけ障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に係
か か

る普
ふ

及
きゅう

啓
け い

発
は つ

等
と う

も含
ふ く

めた包
ほ う

括
か つ

連
れ ん

携
け い

協
きょう

定
て い

を締
て い

結
け つ

している大
だ い

企
き

業
ぎょう

が数
か ず

多
お お

くあることは、横
よ こ

浜
は ま

市
し

の特
と く

徴
ちょう

と言
い

えます。 

この特
と く

徴
ちょう

から、行
ぎょう

政
せ い

による発
は っ

信
し ん

と併
あ わ

せて、民
み ん

間
か ん

企業
き ぎ ょ う

等
と う

主
し ゅ

体
た い

の啓
け い

発
は つ

・広
こ う

報
ほ う

も重
じゅう

要
よ う

となります。一
い ち

例
れ い

としては、自
じ

社
し ゃ

従
じゅう

業
ぎょう

員
い ん

向
む

けの人材
じんざい

育成
いくせい

や、発信力
はっしんりょく

の強
つ よ

い企業
き ぎ ょ う

（市
し

内
な い

に多
お お

く存
そ ん

在
ざ い

するメディア
め で ぃ あ

や

プロスポーツ
ぷ ろ す ぽ ー つ

クラブ
く ら ぶ

等
と う

を含
ふ く

む）による地域
ち い き

貢献
こ う け ん

の一環
い っ か ん

としての啓発
け い は つ

イベント
い べ ん と

等
と う

を、横浜市
よ こ は ま し

との

協働
きょうどう

により実施
じ っ し

する手
し ゅ

法
ほ う

等
と う

が考
かんが

えられます。 

● この項目
こうもく

の視点
し て ん

（ポイント
ぽ い ん と

） 

✓ 大項目
だ い こ う も く

Ⅰ～Ⅴの取組
と り く み

を進
す す

める上
う え

での基礎
き そ

として、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

への理解
り か い

を深
ふ か

めること、さらに、 

多様
た よ う

性
せ い

を尊重
そんちょう

できる社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

に向
む

けた意識
い し き

を、地域
ち い き

社会
し ゃ か い

の中
な か

に醸成
じょうせい

することが必要
ひ つ よ う

です。 

Ⅵ－１ 地域
ち い き

社会
し ゃ か い

における共生
きょうせい

の実現
じ つ げ ん

に向
む

けた、社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

の意識
い し き

醸成
じょうせい

 

３－４ ６大項目
だいこうもく

・15 小
しょう

項目
こうもく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大項目
だいこうもく

Ⅵ】 

項
こ う

 目
も く

 Ⅵ 大
だ い

 障 害
し ょ う が い

理 解
り か い

の 促 進
そ く し ん

・ 普 及
ふ き ゅ う

啓 発
け い は つ

 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ

い

３
章

し
ょ
う 



イ 当
と う

事
じ

者
し ゃ

団
だ ん

体
た い

・家
か

族
ぞ く

団
だ ん

体
た い

等
と う

の市
し

民
み ん

との協
きょう

働
ど う

 

横浜市
よ こ は ま し

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

は、当
と う

事
じ

者
し ゃ

団
だ ん

体
た い

・家
か

族
ぞ く

団
だ ん

体
た い

等
と う

と行
ぎょう

政
せ い

の協
きょう

力
りょく

によって先
せ ん

進
し ん

的
て き

な施
し

策
さ く

が進
す す

められ

てきた経
け い

緯
い

があります。 

こうした経緯
け い い

を踏
ふ

まえ、行
ぎょう

政
せ い

だけでは実
じ っ

施
し

困
こ ん

難
な ん

な幅
は ば

広
ひ ろ

い啓
け い

発
は つ

・広
こ う

報
ほ う

を進
す す

めていくために、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
か ん け い

者
し ゃ

を中
ちゅう

心
し ん

とした市
し

民
み ん

の主
し ゅ

体
た い

的
て き

活
か つ

動
ど う

を横
よ こ

浜
は ま

市
し

が積
せ っ

極
きょく

的
て き

に支援
し え ん

することが求
も と

められます。 

 

 「世
せ

界
か い

自
じ

閉
へ い

症
しょう

啓
け い

発
は つ

デー
で ー

」及
お よ

び「発達
は っ た つ

障害
しょうがい

啓発
け い は つ

週間
しゅうかん

」の取
と り

組
く み

の充
じゅう

実
じ つ

 

横
よ こ

浜
は ま

市
し

では平
へ い

成
せ い

23年
ね ん

度
ど

から、世界
せ か い

自閉症
じ へ い し ょ う

啓発
け い は つ

デー
で ー

※13及
お よ

び発達
は っ た つ

障害
しょうがい

啓発
け い は つ

週間
しゅうかん

※14 に関
か ん

する取
と り

組
く み

と

して、一
い っ

般
ぱ ん

社
し ゃ

団
だ ん

法
ほ う

人
じ ん

横
よ こ

浜
は ま

市
し

自
じ

閉
へ い

症
しょう

協
きょう

会
か い

などと連
れ ん

携
け い

しながら、「世
せ

界
か い

自
じ

閉
へ い

症
しょう

啓
け い

発
は つ

デ
で

ー
ー

in
い ん

横
よ こ

浜
は ま

」と称
しょう

した市
し

民
み ん

向
む

け啓
け い

発
は つ

活
か つ

動
ど う

（講
こ う

演
え ん

会
か い

やブルーライトアップ
ぶ る ー ら い と あ っ ぷ

等
と う

）を毎年
ま い と し

実施
じ っ し

しています。 

こうした取組
と り く み

を継続的
け い ぞ く て き

に実施
じ っ し

するとともに、その内容
な い よ う

を充実
じゅうじつ

させていくことが求
も と

められます。 
 
 

■ 「合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

」と「環境
かんきょう

の整備
せ い び

（基礎的
き そ て き

環境
かんきょう

整備
せ い び

）」 

   地域
ち い き

社会
しゃかい

における共生
きょうせい

を目指
め ざ

し、その人
ひ と

に合
あ

った「合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

※15」を個別
こ べ つ

に提供
ていきょう

すること、さら

に、その基
き

礎
そ

となる「環
か ん

境
きょう

の整
せ い

備
び

（基
き

礎
そ

的
て き

環
か ん

境
きょう

整
せ い

備
び

）※16」を行
おこな

うことが求
も と

められます。 

 

 

 

 

 

※13 世界
せ か い

自閉症
じ へ い し ょ う

啓発
け い は つ

デー
で ー

 

国
こ く

際
さ い

連
れ ん

合
ご う

が平
へ い

成
せ い

19年
ね ん

に毎
ま い

年
と し

４月
が つ

２日
に ち

と定
さ だ

めた、世界
せ か い

各国
か っ こ く

で自閉症
じ へ い し ょ う

をはじめとする発達
は っ た つ

障害
しょうがい

への

理解
り か い

を深
ふ か

めるための日
ひ

。 

 

※14 発達
は っ た つ

障害
しょうがい

啓発
け い は つ

週間
しゅうかん

 

厚生
こ う せ い

労働省
ろうどうしょう

が、毎
ま い

年
と し

４月
が つ

２日
に ち

から８日
に ち

までと定
さ だ

めている、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

への理解
り か い

を深
ふ か

めるための週
しゅう

間
か ん

。 

 

※15 合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

 

   障害
しょうがい

者
し ゃ

の人権
じ ん け ん

を保障
ほ し ょ う

し、また社会
しゃかい

参加
さ ん か

の機会
き か い

を確保
か く ほ

するために、それぞれの障害
しょうがい

特性
と く せ い

に合
あ

わせて

提供
ていきょう

される、必要
ひ つ よ う

かつ適当
て き と う

な配慮
は い り ょ

のこと。 

 

※16 環境
かんきょう

の整備
せ い び

（基礎的
き そ て き

環境
かんきょう

整備
せ い び

） 

合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

を提供
ていきょう

する上
う え

での、基礎
き そ

となる環境
かんきょう

を整
ととの

えること（施設
し せ つ

構造
こ う ぞ う

の改善
か い ぜ ん

、設備
せ つ び

の整備
せ い び

、関
か ん

係
け い

職
しょく

員
い ん

に対
た い

する研
け ん

修
しゅう

の実施
じ っ し

等
と う

）。 

 

平
へ い

成
せ い

28年
ね ん

４月
が つ

に施
し

行
こ う

された「障害
しょうがい

を理
り

由
ゆ う

とする差
さ

別
べ つ

の解
か い

消
しょう

の推進
す い し ん

に関
か ん

する法
ほ う

律
り つ

（障
しょう

害
が い

者
し ゃ

差
さ

別
べ つ

解
か い

消
しょう

法
ほ う

）」の中
な か

では、行
ぎょう

政
せ い

機関
き か ん

等
と う

及
お よ

び事業
じ ぎ ょ う

所
し ょ

に対
た い

して、障害
しょうがい

のある人
ひ と

から、社会
しゃかい

的
て き

障
しょう

壁
へ き

を取
と

り除
の ぞ

くため

に何
な ん

らかの対
た い

応
お う

を求
も と

める意
い

思
し

が示
し め

された際
さ い

に、負
ふ

担
た ん

が重
お も

すぎない範
は ん

囲
い

で合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

を提供
ていきょう

すること

（事業
じ ぎ ょ う

所
し ょ

においては、提供
ていきょう

に努
つ と

めること）を求
も と

めている。併
あ わ

せて、合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

を行
おこな

うために必要
ひ つ よ う

な

環
か ん

境
きょう

の整
せ い

備
び

に努
つ と

めることを求
も と

めている。  

３－４ ６大項目
だいこうもく

・15 小
しょう

項
こう

目
もく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大項目
だいこうもく

Ⅵ】 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ

い

３
章

し
ょ
う 



 
 
 

(１) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

 
 

Ⅵ－１で記載
き さ い

したように、「発達
は っ た つ

障害
しょうがい

」への理解
り か い

が急
きゅう

速
そ く

に進
す す

みつつある一方
いっぽう

で、障害
しょうがい

特性
と く せ い

等
と う

が正
た だ

し

く理解
り か い

されていない、あるいは、多
た

様
よ う

性
せ い

の尊
そ ん

重
ちょう

等
と う

への理
り

解
か い

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶ ん

なまま、「発達
は っ た つ

障害
しょうがい

だから」と

ラベリング
ら べ り ん ぐ

してしまうことがあります。 

その結果
け っ か

、教育
きょういく

や就労
しゅうろう

の場面
ば め ん

において、本人
ほ ん に ん

が持
も

てる力
ちから

を活
い

かすことができなかったり、生
い

きづ

らさを抱
か か

えたりすることが少
す く

なくありません。 

 

○ 教育
きょういく

の場
ば

 
 

 小
しょう

学校
が っ こ う

・中
ちゅう

学校
が っ こ う

・高
こ う

等
と う

学校
が っ こ う

 

市立
し り つ

小
しょう

中
ちゅう

学校
が っ こ う

及
お よ

び特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

では、「交流
こうりゅう

及
お よ

び共同
きょうどう

学習
がくしゅう

※17」（市
し

特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

においては

「副学籍
ふ く が く せ き

交流
こうりゅう

」）による交流
こうりゅう

教育
きょういく

を実施
じ っ し

し、障害
しょうがい

理解
り か い

促進
そ く し ん

に取
と

り組
く

んでいます。 

しかし、学校
が っ こ う

・家庭
か て い

・地域
ち い き

間
か ん

において、そのねらいや方
ほ う

法
ほ う

などの共有
きょうゆう

や共通
きょうつう

理解
り か い

が十分
じゅうぶん

に図
は か

ら

れていないことから、交流
こうりゅう

及
お よ

び共同
きょうどう

学習
がくしゅう

の深
ふ か

まりにつながらない現状
げんじょう

があります。 
 

 高
こ う

等
と う

教育
きょういく

機関
き か ん

（大学
だ い が く

等
と う

） 

「学生
が く せ い

相談
そ う だ ん

室
し つ

」等
と う

で、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

のある学生
が く せ い

の支援
し え ん

を行
おこな

う大学
だ い が く

等
と う

が増
ふ

えています。 

しかし、全
す べ

ての教
きょう

職
しょく

員
い ん

や学
が く

生
せ い

が、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

や合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

の提供
ていきょう

方
ほ う

法
ほ う

について理解
り か い

してい

るとは言
い

えない状
じょう

況
きょう

です。 

また、就職
しゅうしょく

や卒業後
そ つ ぎ ょ う ご

の社会
しゃかい

参加
さ ん か

に向
む

け必要
ひ つ よ う

な支援
し え ん

を受
う

けられない場
ば

合
あ い

があり、本人
ほ ん に ん

が十分
じゅうぶん

に

準備
じ ゅ ん び

をできないことがあります。 

  

○ 就労
しゅうろう

の場
ば

 

企業
き ぎ ょ う

等
と う

の中
な か

で、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

の特性
と く せ い

や合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

の提供
ていきょう

方
ほ う

法
ほ う

が理解
り か い

されていないことや、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

者
し ゃ

の受
う け

入
い

れ態
た い

勢
せ い

が整
ととの

っていないこと等
と う

により、本人
ほ ん に ん

の苦手
に が て

なことが目立
め だ

ってしまったり、持
も

てる

力
ちから

を十
じゅう

分
ぶ ん

に活
い

かすことができなかったりする場
ば

合
あ い

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※17 交
こ う

流
りゅう

及
お よ

び共
きょう

同
ど う

学
が く

習
しゅう

 

幼稚園
よ う ち え ん

、小
しょう

学校
が っ こ う

、中
ちゅう

学校
が っ こ う

、義務
ぎ む

教育
きょういく

学校
が っ こ う

、高
こ う

等
と う

学校
が っ こ う

、中
ちゅう

等
と う

教育
きょういく

学校
が っ こ う

及
お よ

び特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

等
と う

が行
おこな

う、

障害
しょうがい

のある子
こ

どもと障
しょう

害
が い

のない子
こ

ども、あるいは地域
ち い き

の障害
しょうがい

のある人
ひ と

とが触
ふ

れ合
あ

い、共
と も

に活
か つ

動
ど う

する

こと（平
へ い

成
せ い

31年
ね ん

３月
が つ

 文
も ん

部
ぶ

科
か

学
が く

省
しょう

「交
こ う

流
りゅう

及
お よ

び共
きょう

同
ど う

学
が く

習
しゅう

ガイド
が い ど

」より）。 

Ⅵ－２ 特
と く

に教
きょう

育
い く

・就
しゅう

労
ろ う

の場
ば

面
め ん

における、本人
ほ ん に ん

を取
と

り巻
ま

く周
しゅう

囲
い

への理解
り か い

促進
そ く し ん

 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

な
施
策

し
さ
く

の
展
開

て
ん
か
い

に
つ
い
て 

第だ

い

３
章

し
ょ
う 

３－４ ６大
だい

項
こう

目
もく

・15 小
しょう

項
こう

目
もく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大
だい

項
こう

目
もく

Ⅵ】 



 (２) 求
も と

められること 
 

 ■ 多様
た よ う

性
せ い

の尊重
そんちょう

 

多
た

様
よ う

な人
ひ と

々
び と

が多
た

様
よ う

な価
か

値
ち

観
か ん

を持
も

って一
い っ

緒
し ょ

に学
ま な

んだり、働
はたら

いたりすることができる社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

が求
も と

められます。 

そのためにはまず、誰
だ れ

もがそれぞれに特
と く

性
せ い

を持
も

ち、「得
と く

意
い

なこと」、「苦
に が

手
て

なこと」があるというこ

とが理解
り か い

され、尊重
そんちょう

されることが重要
じゅうよう

です。 

 

■ 障害
しょうがい

理解
り か い

の促進
そ く し ん

と、合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

の展開
て ん か い

 

教育
きょういく

機関
き か ん

・企
き

業
ぎょう

等
と う

に対
た い

し、発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

の特
と く

性
せ い

に関
か ん

する正
た だ

しい理解
り か い

を促進
そ く し ん

することが必要
ひ つ よ う

です。 

さらに、本人
ほ ん に ん

及
お よ

び教育
きょういく

機関
き か ん

・企業
き ぎ ょ う

等
と う

が、本人
ほ ん に ん

の「得意
と く い

なこと」、「苦手
に が て

なこと」を理解
り か い

し、個
こ

別
べ つ

化
か

された合
ご う

理
り

的
て き

配
は い

慮
り ょ

や工
く

夫
ふ う

を提供
ていきょう

することで、社会
しゃかい

生活上
せいかつじょう

のつまずきを減
へ

らしていくことが求
も と

められ

ます。 
 
 

○ 教育
きょういく

の場
ば

 
 

 小
しょう

学校
が っ こ う

・中
ちゅう

学校
が っ こ う

・高
こ う

等
と う

学校
が っ こ う

 

交
こ う

流
りゅう

及
お よ

び共
きょう

同
ど う

学
が く

習
しゅう

においては、交
こ う

流
りゅう

実施
じ っ し

前
ま え

の準
じゅん

備
び

段
だ ん

階
か い

で、一人
ひ と り

ひとりの実
じ っ

態
た い

に応
お う

じた適
て き

切
せ つ

な

交
こ う

流
りゅう

及
お よ

び共
きょう

同
ど う

学
が く

習
しゅう

に向
む

け、学校
が っ こ う

・家
か

庭
て い

・地
ち

域
い き

間
か ん

での共
きょう

通
つ う

理
り

解
か い

の場
ば

を設
も う

けることが必要
ひ つ よ う

です。 

また教員
きょういん

は、児
じ

童
ど う

生徒
せ い と

を「発達
は っ た つ

障害
しょうがい

では」とラベリング
ら べ り ん ぐ

するのではなく、「このような特
と く

徴
ちょう

があ

る子
こ

ども」という理
り

解
か い

で対
た い

応
お う

を工
く

夫
ふ う

することが必要
ひ つ よ う

です。発達
は っ た つ

障害
しょうがい

に気
き

づき、適
て き

切
せ つ

な対
た い

応
お う

ができ

るようになるために、座
ざ

学
が く

で基
き

礎
そ

を学
ま な

ぶことに加
く わ

え、学
が っ

校
こ う

現
げ ん

場
ば

での継
け い

続
ぞ く

的
て き

な学
ま な

びが求
も と

められます。

併
あ わ

せて小
しょう

中
ちゅう

学校
が っ こ う

においては、特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

教諭
き ょ う ゆ

免許
め ん き ょ

を保有
ほ ゆ う

する教員
きょういん

を増
ふ

やし、障害
しょうがい

理解
り か い

促進
そ く し ん

につ

なげることも必要
ひ つ よ う

です。 

 

 高
こ う

等
と う

教育
きょういく

機関
き か ん

（大学
だいがく

等
と う

） 

大学
だ い が く

や「学生
が く せ い

支援
し え ん

室
し つ

」の教職員
きょうしょくいん

等
と う

が、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

者
し ゃ

の支援
し え ん

方
ほ う

法
ほ う

や就労
しゅうろう

時
じ

における発達
は っ た つ

障害
しょうがい

者
し ゃ

特有
と く ゆ う

の課題
か だ い

についての理解
り か い

を深
ふ か

め、適
て き

切
せ つ

な支援
し え ん

をすることが求
も と

められます。 

    また学
が く

生
せ い

に対
た い

し、多
た

様
よ う

性
せ い

の尊
そ ん

重
ちょう

や発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

の特
と く

性
せ い

等
と う

に関
か ん

する理解
り か い

を促進
そ く し ん

することが求
も と

められま

す。 

 

○ 就労
しゅうろう

の場
ば

 

本人
ほ ん に ん

の「得意
と く い

なこと」と「苦手
に が て

なこと」を企業
き ぎ ょ う

等
と う

が理解
り か い

し、「苦手
に が て

なこと」への合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

等
と う

の

提供
ていきょう

と併
あ わ

せて、本人
ほ ん に ん

の持
も

てる力
ちから

を十
じゅう

分
ぶ ん

に発
は っ

揮
き

できる方
ほ う

法
ほ う

を考
かんが

えていくことが必要
ひ つ よ う

です。 

また、本人
ほ ん に ん

の障害
しょうがい

特性
と く せ い

を踏
ふ

まえ、多
た

様
よ う

で柔
じゅう

軟
な ん

性
せ い

のある働
はたら

き方
か た

（勤
き ん

務
む

日
に っ

数
す う

・時
じ

間
か ん

、業
ぎょう

務
む

内
な い

容
よ う

等
と う

）

の実現
じ つ げ ん

を進
す す

めていくことが求
も と

められます。 

なお、これらの実践
じっせん

にあたっては、必要
ひ つ よ う

に応
お う

じ、発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

支
し

援
え ん

・就
しゅう

労
ろ う

支
し

援
え ん

・若
わ か

者
も の

自
じ

立
り つ

支援
し え ん

等
と う

の様々
さ ま ざ ま

な専門
せ ん も ん

機関
き か ん

と連携
れ ん け い

して取
と

り組
く

んでいくことが有効
ゆ う こ う

です。 

 

 

具 ぐ

体 た
い

的 て
き

な
施 し

策 さ
く

の
展 て

ん

開 か
い

に
つ
い
て 

第 だ

い

３
章

し
ょ
う 

３－４ ６大
だい

項
こう

目
もく

・15 小
しょう

項
こう

目
もく

に関
かん

する視
し

点
てん

【大
だい

項
こう

目
もく

Ⅵ】 



 

 

 
 
 

■ 検討
け ん と う

を振
ふ

り返
か え

って 

  ２－４（10ページ
ぺ ー じ

参照
さんしょう

）に記載
き さ い

したとおり、「軽
け い

度
ど

の知
ち

的
て き

な遅
お く

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

わない発達
は っ た つ

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

への具
ぐ

体
た い

的
て き

な施
し

策
さ く

の展
て ん

開
か い

」について、市
し

長
ちょう

から横
よ こ

浜
は ま

市
し

障害
しょうがい

者
し ゃ

施
し

策
さ く

推
す い

進
し ん

協
きょう

議
ぎ

会
か い

あ

てに諮問
し も ん

を受
う

けました。これに対
た い

し、本
ほ ん

協
きょう

議
ぎ

会
か い

の部
ぶ

会
か い

である横
よ こ

浜
は ま

市
し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

検討
け ん と う

委員会
い い ん か い

で検討
け ん と う

を進
す す

め

ることとなり、９か月
げ つ

にわたり議論
ぎ ろ ん

を展開
て ん か い

してきました。 

近
き ん

年
ね ん

、大
お お

幅
は ば

に増
ぞ う

加
か

している本
ほ ん

答
と う

申
し ん

における対象
たいしょう

児
じ

・者
し ゃ

については、従来
じゅうらい

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

・教育
きょういく

等
と う

施策
し さ く

で

は十分
じゅうぶん

に対応
た い お う

できていないとの認識
に ん し き

の下
も と

、施
し

策
さ く

展
て ん

開
か い

の再
さ い

構
こ う

築
ち く

を図
は か

るべく検討
け ん と う

を行
おこな

い、様々
さ ま ざ ま

な意見
い け ん

が交
か

わされました。また、同
ど う

検
け ん

討
と う

委
い

員
い ん

会
か い

の委
い

員
い ん

以
い

外
が い

にも、発達
は っ た つ

障害
しょうがい

のある当
と う

事
じ

者
し ゃ

・家
か

族
ぞ く

をはじめ、学
が く

識
し き

経
け い

験
け ん

者
し ゃ

や福
ふ く

祉
し

関
か ん

係
け い

者
し ゃ

・教
きょう

育
い く

関
か ん

係
け い

者
し ゃ

等
と う

から意
い

見
け ん

をいただきました。 

 

 

■ 具
ぐ

体
た い

的
て き

取
と り

組
く み

の推
す い

進
し ん

と確
か く

認
に ん

及
お よ

び検
け ん

証
しょう

 

本答申
ほ ん と う し ん

に記載
き さ い

した内容
な い よ う

については、横浜市
よ こ は ま し

が具体的
ぐ た い て き

な施策
し さ く

として展開
て ん か い

するとともに、地域
ち い き

社会
しゃかい

の

様々
さ ま ざ ま

な主
し ゅ

体
た い

がそれぞれの取組
と り く み

を進
す す

めることが必要
ひ つ よ う

です。 

なお、取
と り

組
く み

状
じょう

況
きょう

を市
し

民
み ん

が確
か く

認
に ん

しやすいよう、令
れ い

和
わ

３年
ね ん

度
ど

から始
は じ

まる第
だ い

４期
き

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

プラン
ぷ ら ん

等
と う

へ確
か く

実
じ つ

に

反映
は ん え い

させる必要
ひ つ よ う

があると考
かんが

えます。また、６年間
ね ん か ん

を計画
け い か く

期間
き か ん

とした障害
しょうがい

者
し ゃ

プラン
ぷ ら ん

の中
な か

で、３年
ね ん

ごとに

見直
み な お

しを行
おこな

う機
き

会
か い

に合
あ

わせ、取
と り

組
く み

状
じょう

況
きょう

や取
と り

組
く み

による効
こ う

果
か

等
と う

について、確認
か く に ん

・検証
けんしょう

が必要
ひ つ よ う

です。 

本
ほ ん

答
と う

申
し ん

が「絵
え

に描
か

いた餅
も ち

」にならないよう、同
ど う

検
け ん

討
と う

委
い

員
い ん

会
か い

においても確
か く

認
に ん

・検
け ん

証
しょう

を行
おこな

っていきます。 

 

これらの取
と り

組
く み

の推
す い

進
し ん

により、本
ほ ん

答
と う

申
し ん

における対象
たいしょう

児
じ

・者
し ゃ

の「生
い

きづらさ」を解
か い

消
しょう

するとともに、誰
だれ

もが互
たが

いの個
こ

性
せ い

を認
みと

め合
あ

い、多
た

様
よ う

性
せ い

を尊
そ ん

重
ちょう

しながら、生
い

き生
い

きと暮
く

らすことのできる社会
しゃかい

を実
じ つ

現
げ ん

する

役
や く

割
わ り

を、横
よ こ

浜
は ま

市
し

に期
き

待
た い

します。 

 

 

 

「気
き

づきの促
そく

進
しん

と未来
み ら い

に繋
つな

がる支援
し え ん

」を 

Right
ら い と

 time
た い む

 &
あんど

 Bright
ぶ ら い と

 life
らいふ

 

今
こ ん

後
ご

の展
て ん

開
か い

 第
だ い

４章
しょう

 

 ４－１ 今後
こ ん ご

の施策
し さ く

展開
てんかい

に向
む

けて 

４－１ 今
こ ん

後
ご

の施
し

策
さ く

展
て ん

開
か い

に向
む

けて 

今
後

こ
ん
ご

の
展
開

て
ん
か
い 

第だ

い

４
章

し
ょ
う 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  答申
と う し ん

に至
いた

るまでの検討
けんとう

経過
け い か

 （42ページ
ぺ ー じ

） 

 

２  横浜市
よ こ は ま し

発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
い い ん か い

 委員
い い ん

名簿
め い ぼ

 （44ページ
ぺ ー じ

） 

 

３  意見
い け ん

聴取
ちょうしゅ

対象者
たいしょうしゃ

名簿
め い ぼ

 （45ページ
ぺ ー じ

） 

 

４  「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

わない 

発達
はったつ

障害児
し ょ うが い じ

・者
し ゃ

」に関
かん

する基
き

礎
そ

情
じょう

報
ほう

 （46ページ
ぺ ー じ

） 

 

５  教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の一層
いっそう

の連携
れんけい

等
と う

の推進
すいしん

について（通知
つ う ち

） （50ページ
ぺ ー じ

） 

 

６  横浜市
よ こ は ま し

の相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

について （54ページ
ぺ ー じ

） 

内
な い

     容
よ う

 

資
し

   料
り ょ う

   編
へ ん

 



 

 

 

１ 横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

 

 

 

２ 横浜市
よ こ は ま し

発達
はったつ

障 害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
い い ん か い

 

 

 

 

※ この他
ほか

、委員
い い ん

からの意見
い け ん

聴取
ちょうしゅ

を適宜
て き ぎ

実施
じ っ し

した。 

 

 

 

３ 関係者
かんけいしゃ

への意見
い け ん

聴 取
ちょうしゅ

 
 

発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
い い ん か い

での検討
けんとう

内容
ないよう

を深
ふか

めるため、令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

６月
がつ

から 11月
がつ

にかけ、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

やそ

の家族
か ぞ く

、及
およ

び医
い

療
りょう

・保健
ほ け ん

・福祉
ふ く し

・教育
きょういく

・労働
ろうどう

等
とう

分野
ぶ ん や

の関係者
かんけいしゃ

（計
けい

18名
めい

）への意見
い け ん

聴取
ちょうしゅ

を実施
じ っ し

した。 

 

※ 意見
い け ん

聴取
ちょうしゅ

対象者
たいしょうしゃ

一覧
いちらん

は、資料編
しりょうへん

３（45ページ
ぺ ー じ

）参照
さんしょう

。 

 

 

 

 

 

回数
かいすう

 開催
かいさい

日
び

 内容
ないよう

 

令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

度
ど

 

第
だい

１回
かい

 
令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

６月
がつ

１日
にち

 
市長
しちょう

からの諮問
し も ん

に対し
た い し

、同協
どうきょう

議会
ぎ か い

の部会
ぶ か い

である 

発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
い い ん か い

にて検討
けんとう

を進
すす

めることを決定
けってい

 

令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

度
ど

 

第
だい

２回
かい

 
令和
れ い わ

元年
がんねん

10月
がつ

25日
にち

 
検討
けんとう

の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

について確認
かくにん

 

答申
とうしん

提出
ていしゅつ

時期
じ き

、及
およ

び検
けん

討
とう

スケジュールについて確認
かくにん

 

令
れい

和
わ

２年
ねん

度
ど

 

第
だい

２回
かい

 
令
れい

和
わ

２年
ねん

６月
がつ

29日
にち

 答申
とうしん

内容
ないよう

の最終
さいしゅう

確認
かくにん

・承認
しょうにん

 

回数
かいすう

 開催
かいさい

日
び

 内容
ないよう

 

第
だい

48回
かい

 令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

６月
がつ

26日
にち

 
市長
しちょう

からの諮問
し も ん

に対し
た い し

、発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
い い ん か い

にて 

検討
けんとう

を進
すす

めることを確認
かくにん

 

第
だい

49回
かい

 令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

９月
がつ

18日
にち

 
関係者
かんけいしゃ

への意見
い け ん

聴取
ちょうしゅ

にて聴取
ちょうしゅ

された意見
い け ん

の共
きょう

有
ゆう

及
およ

び 

答申
とうしん

（案
あん

）の内容
ないよう

に関する
か ん す る

検討
けんとう

 

第
だい

50回
かい

 令和
れ い わ

元年
がんねん

12月
がつ

23日
にち

 答申
とうしん

（案
あん

）の内容
ないよう

に関
かん

する検
けん

討
とう

 

第
だい

51回
かい

 令
れい

和
わ

２年
ねん

２月
がつ

12日
にち

 答申
とうしん

（案
あん

）の内容
ないよう

に関
かん

する最
さい

終
しゅう

確
かく

認
にん

及
およ

び検
けん

討
とう

 

答 申
と う し ん

に 至
い た

る ま で の 検 討
け ん と う

経 過
け い か

 １ 

資
料
編

し
り
ょ
う
へ
ん 

 



 
 

 

 

 

【令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

 第
だい

１回
かい

横
よこ

浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

施
し

策
さく

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

（令和
れ い わ

元年
がんねん

６月
がつ

１日
にち

）】 

諮問
し も ん

に対
たい

し、同協
どうきょう

議会
ぎ か い

の専門
せんもん

委員会
い い ん か い

である発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
い い ん か い

にて検討
けんとう

を進
すす

めることを決定
けってい

 
 

【
（

第
だい

48回
かい

横
よこ

浜
はま

市
し

発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

（令和
れ い わ

元年
がんねん

６月
がつ

26日
にち

）】
）

 

諮問
し も ん

に対し
た い し

、発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
い い ん か い

にて検討
けんとう

を進
すす

めることを確認
かくにん

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【横浜市
よ こ は ま し

発達
はったつ

障 害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
い い ん か い

】 

   

整理
せ い り

 整理
せ い り

 

答申
と う し ん

（案
あん

）の 

内容
な い よ う

に関
かん

する検
け ん

討
と う

 

答申
と う し ん

（案
あん

）の内容
な い よう

に 

関
かん

する最
さい

終
しゅう

確
かくにん

認 

及
およ

び検
けん

討
と う

 

聴取
ちょうしゅ

された意見
い け ん

の 

共
きょう

有
ゆ う

及
およ

び答
と う

申
し ん

（案
あん

）の 

内容
ないよう

に関
かん

する検
けん

討
と う

 

検討
けんとう

の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

について確認
かくにん

 

答申
とうしん

提出
ていしゅつ

時期
じ き

、及
およ

び検
けん

討
とう

スケジ

ュールについて確認
かくにん

 

令
れい

和
わ

２年
ねん

度
ど

 第
だい

２回
かい

（令
れい

和
わ

２年
ねん

６月
がつ

29日
にち

） 令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

度
ど

 第
だい

２回
かい

（令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

10月
がつ

25日
にち

） 

答申
とうしん

内容
ないよう

の最終
さいしゅう

確認
かくにん

・承認
しょうにん

 

【横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

】 

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

やその家族
か ぞ く

、及び
お よ び

医療
いりょう

・保健
ほ け ん

・福祉
ふ く し

・教育
きょういく

・労働
ろうどう

等
とう

分野
ぶ ん や

の 

関係者
かんけいしゃ

（計
けい

18名
めい

）への意見
い け ん

聴取
ちょうしゅ

を実施
じ っ し

（令和
れ い わ

元年
がんねん

６～11月
がつ

） 

【関係者
かんけいしゃ

への意見
い け ん

聴 取
ちょうしゅ

】 

  横 浜
よ こ は ま

市 長
し ち ょ う

よ り 諮 問
し も ん

（ 令
れ い

和
わ

元
が ん

年
ね ん

５ 月
が つ

2 7 日
に ち

） １ 

 答
と う

申
し ん

作
さ く

成
せ い

に 向
む

け た 検
け ん

討
と う

（ 令
れ い

和
わ

元
が ん

年
ね ん

６ 月
が つ

～ 令
れ い

和
わ

２ 年
ね ん

６ 月
が つ

）（元２ 

  横
よ こ

浜
は ま

市
し

長
ち ょ う

へ 答
と う

申
し ん

を 提
て い

出
し ゅ つ

（ 令
れ い

和
わ

２ 年
ね ん

６ 月
が つ

）  ３ 

資
料
編

し
り
ょ
う
へ
ん 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  氏
し

  名
めい

 所
しょ

  属
ぞく

 

１ 学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

 渡部
わたなべ

 匡
まさ

隆
たか

 
横浜
よこはま

国立
こくりつ

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

 

教育学
きょういくがく

研究科
けんきゅうか

高度
こ う ど

教 職
きょうしょく

実践
じっせん

専攻
せんこう

 

２ 学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

 平田
ひ ら た

 幸
ゆき

宏
ひろ

 東洋
とうよう

英和女
え い わ じ ょ

学院
がくいん

大学
だいがく

人間
にんげん

科学部
か が く ぶ

 

３ 医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

 高木
た か ぎ

 一
かず

江
え

 横浜市
よ こ は ま し

中部
ちゅうぶ

地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

 

４ 
障害児
しょうがいじ

者
しゃ

の福祉
ふ く し

に関
かん

する

事
じ

業
ぎょう

に従事
じゅうじ

する者
もの

 
小川
お が わ

 淳
じゅん

 横浜市
よ こ は ま し

総合
そうごう

リ
り

ハ
は

ビ
び

リ
り

テ
て

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

 

５ 
障害児
しょうがいじ

者
しゃ

の福祉
ふ く し

に関
かん

する

事
じ

業
ぎょう

に従事
じゅうじ

する者
もの

 
寺田
て ら だ

 純一
じゅんいち

 かながわ地域
ち い き

活動
かつどう

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

 ほのぼの 

６ 
障害児
しょうがいじ

者
しゃ

の福祉
ふ く し

に関
かん

する

事業
じぎょう

に従事
じゅうじ

する者
もの

 
安藤
あんどう

 壽子
ひ さ こ

 
ＮＰＯ
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 L’enfantPlaza
ら ん ふ ぁ ん ぷ ら ざ

 

（らんふぁんぷらざ） 

７ 
障害児
しょうがいじ

者
しゃ

の福祉
ふ く し

に関
かん

する

事業
じぎょう

に従事
じゅうじ

する者
もの

 
西尾
に し お

 紀子
の り こ

 横浜市
よ こ は ま し

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

 

８ 
障害児
しょうがいじ

者
しゃ

の福祉
ふ く し

に関
かん

する

事業
じぎょう

に従事
じゅうじ

する者
もの

 
池田
い け だ

 彩子
さ い こ

 よこはま若者
わかもの

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

ス
す

テ
て

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

 

９ 障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

やその家族
か ぞ く

 坂上
さかがみ

 尚子
な お こ

 
神奈川
か な が わ

ＬＤ
えるでぃー

等
とう

発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

親
おや

の会
かい

 

にじの会
かい

 

10 障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

やその家族
か ぞ く

 中野
な か の

 美奈子
み な こ

 一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

横浜市
よ こ は ま し

自閉症
じへいしょう

協会
きょうかい

 

横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

検討会
け ん と う か い

委員
い い ん

名簿
め い ぼ

（平成
へ い せ い

30年度
ね ん ど

～令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

） ※敬 称
けいしょう

略
りゃく

 ２ 

資
料
編

し
り
ょ
う
へ
ん 

 



 

 

 

 

 

  氏
し

  名
めい

 所
しょ

  属
ぞく

 

１ 学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

 井上
いのうえ

 雅彦
まさひこ

 
鳥取
とっとり

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

 

医学
い が く

系
けい

研究科
けんきゅうか

臨床
りんしょう

心理学
し ん り が く

講座
こ う ざ

 

２ 学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

 日
にっ

戸
と

 由刈
ゆ か り

 相模
さ が み

女子
じ ょ し

大学
だいがく

人間
にんげん

社会
しゃかい

学部
が く ぶ

 

３ 
障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

の福
ふく

祉
し

に関
かん

する 

事
じ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

 
藤嶋
ふじしま

 享
すすむ

 神奈川区生
か な が わ く せ い

活
かつ

支援
し え ん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

 

４ 
障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

の福
ふく

祉
し

に関
かん

する 

事
じ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

 
浮
うき

貝
かい

 明典
あきのり

 
ＮＰＯ
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 Ｐ
ぴー

Ｄ
でぃー

Ｄ
でぃー

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

 

グ
ぐ

リ
り

ー
ー

ン
ん

フ
ふ

ォ
ぉ

ー
ー

レ
れ

ス
す

ト
と

 

５ 
障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

の福
ふく

祉
し

に関
かん

する 

事
じ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

 
鈴木
す ず き

 慶
けい

太
た

 株式
かぶしき

会社
がいしゃ

Ｋａｉｅｎ
か い え ん

 

６ 
障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

の福
ふく

祉
し

に関
かん

する 

事
じ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

 
伊藤
い と う

 美穂
み ほ

 横浜市
よ こ は ま し

東部
と う ぶ

地域
ち い き

療育
りょういく

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

 

７ 
障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

の福
ふく

祉
し

に関
かん

する 

事
じ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

 
遠藤
えんどう

 剛
つよし

 地域
ち い き

療育
りょういく

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

あおば 

８ 
障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

の福
ふく

祉
し

に関
かん

する 

事
じ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

 
桜井
さくらい

 美佳
み か

 横浜市
よ こ は ま し

学齢
がくれい

後期
こ う き

発達
はったつ

相談室
そうだんしつ

くらす 

９ 
障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

の福
ふく

祉
し

に関
かん

する 

事
じ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

 
長門
な が と

 久美子
く み こ

 横浜
よこはま

市井土ケ谷
し い ど が や

保育園
ほ い く え ん

 

10 
障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

の福
ふく

祉
し

に関
かん

する 

事
じ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

 
福田
ふ く だ

 誠
まこと

 たまプ
ぷ

ラ
ら

ー
ー

ザ
ざ

もみじ保育
ほ い く

園
えん

 

11 
障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

の福
ふく

祉
し

に関
かん

する 

事
じ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

 
檮
うつ

木
き

 元生
も と お

 あけぼの幼稚園
よ う ち え ん

 

12 
障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

の福
ふく

祉
し

に関
かん

する 

事
じ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

 
塚原
つかはら

 健
たけし

 ＮＰＯ
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 レ
れ

ク
く

タ
た

ス
す

 

13 障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

やその家族
か ぞ く

 鈴木
す ず き

 仁
じん

 ＹＰＳ
わいぴーえす

横浜
よこはま

ピ
ぴ

ア
あ

ス
す

タ
た

ッ
っ

フ
ふ

協会
きょうかい

 

14 教育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

 大谷
おおたに

 珠美
た ま み

 横浜市立六浦
よこはましりつむつうら

小学校
しょうがっこう

 

15 教育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

 冢
つか

田
だ

 三枝子
み え こ

 横浜
よこはま

市立仏
し り つ ぶ っ

向
こう

小学校
しょうがっこう

 

16 教育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

 大山
おおやま

 美香
み か

 横浜
よこはま

市立仏
し り つ ぶ っ

向
こう

小学校
しょうがっこう

 

17 教育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

 林
はやし

 直美
な お み

 横浜
よこはま

市立
し り つ

西中
にしちゅう

学校
がっこう

 

18 教育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

 福田
ふ く だ

 有志
ゆ う じ

 横浜
よこはま

市立
し り つ

左
さ

近山
こんやま

中学校
ちゅうがっこう

 

意見
い け ん

聴取
ちょうしゅ

対象者
たいしょうしゃ

名簿
め い ぼ

（検討
け ん と う

委員会
い い ん か い

委員
い い ん

以外
い が い

）  ※
こめ

敬 称
けいしょう

略
りゃく

 ３ 

資
料
編

し
り
ょ
う
へ
ん 

 



療育手帳

非所持者

97 人

（85%）

療育手帳

所持者

17 人

（15%）

りょういくてちょう

にん

ぱーせんと

しんき

そうだんしゃすう

ごうけい にん 療育手帳

非所持者

235人

（93%）

療育手帳

所持者

18人

（7%）

 

 

 

  

 

１ 厚生
こ う せ い

労働省
ろ う ど う し ょ う

「生活
せ い か つ

のしづらさなどに関
か ん

する調査
ち ょ う さ

（全国
ぜ ん こ く

在宅
ざ い た く

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

等
と う

実態
じ っ た い

調査
ち ょ う さ

）」          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域
ち い き

療育
り ょ う い く

センター初診
し ょ し ん

件数
け ん す う

と発達
は っ た つ

障害
し ょ う が い

の診断
し ん だ ん

件数
け ん す う

                         
 

 

 

 

 

※ ここでの「発達
はったつ

障害
しょうがい

」は、 

知
ち

的
てき

な遅
おく

れの有
う

無
む

を問
と

わない。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 発達
は っ た つ

障害
し ょ う が い

に関
か ん

する専門
せ ん も ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

機関
き か ん

への新規
し ん き

相談者
そ う だ ん し ゃ

のうち、療育
り ょ う い く

手帳
て ち ょ う

非所持者
ひ し ょ じ し ゃ

（平成
へ い せ い

30年度
ね ん ど

）      
 

 

 

 

 

 

  

 

「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
おく

れを 伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な遅
おく

れを 伴
ともな

わない発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

」に関
かん

する基礎
き そ

情報
じょうほう

 ４ 

発達
はったつ

障 害
しょうがい

と診断
しんだん

された者
もの

の数
かず

 

(１) 学齢
がくれい

後期
こ う き

発達
はったつ

相談室
そうだんしつ

「くらす」 (２) 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

地域
ち い き

療 育
りょういく

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

初診
しょしん

件数
けんすう

と発達
はったつ

障 害
しょうがい

の診断
しんだん

件数
けんすう

 資
料
編

し
り
ょ
う
へ
ん 

 

245,700 

66,800 
4,900 

317,400 
368,000 

103,000 
10,000 

481,000 

0

200,000

400,000

600,000

手帳所持者 非手帳所持者 不詳 合計

全国（人）

平成23年度 平成28年度

てちょうしょじしゃ ひてちょうしょじしゃ ふしょう ごうけい

へいせい ねんど

新規 

相談者数 

合計 253 人 

2,645 2,569 2,864 
3,144 

4,046 3,811 3,944 
4,256 4,432 

4,560 

1,673 1,551 1,759 
2,006 

2,759 2,542 2,722 2,960 
3,072 3,162 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

（件）

初診件数 うち発達障害の診断件数

けん

しょしんけんすう しんだんけんすうはったつしょうがい

新規 

相談者数 

合計 114 人 

ぜんこく  にん 

へいせい ねんど 

しょじしゃ 

りょういくてちょう 

ひしょじしゃ 

にん 

ぱーせんと 

りょういくてちょう 

しょじしゃ 

にん 

ぱーせんと しんき 

そうだんしゃすう 

ごうけい    にん 
りょういくてちょう 

ひしょじしゃ 

にん 

ぱーせんと 



支援が必要な

人数

5,441人

（7.20％）

その他

70,113人

（92.80%）

全体数
ぜんたいすう

 

75,554人
にん

 

支援が必要な

人数

19,226人

（10.95%）
その他

156,330人

（89.05%）

 

４ 一般
い っ ぱ ん

学級
が っ き ゅ う

に在籍
ざ い せ き

する特別
と く べ つ

な支援
し え ん

が必要
ひ つ よ う

とされる児童
じ ど う

生徒数
せ い と す う

の推移
す い い

                  
 

 

 

※ 手帳
てちょう

および診断
しんだん

の有無
う む

を問
と

わない調
ちょう

査
さ

のため、あくまで参考値
さ ん こ う ち

。 

 

   

   

   

   

  

  

 

５ 通級
つ う き ゅ う

指導
し ど う

教室
き ょ う し つ

在籍
ざ い せ き

児童
じ ど う

生徒数
せ い と す う

                                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成
へいせい

30年度
ね ん ど

「発達
はったつ

障 害
しょうがい

のある児童
じ ど う

生徒
せ い と

に関
かん

する調査
ちょうさ

」より  

小学校
しょうがっこう

 中学校
ちゅうがっこう

 

通 級
つうきゅう

指導
し ど う

教 室
きょうしつ

児童
じ ど う

生徒数
せ い と す う

 

小学校
しょうがっこう

 

中学校
ちゅうがっこう

 

資
料
編

し
り
ょ
う
へ
ん 

 

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
19 20 

17 
23 26 26 25 24 22 16 

44 
40 

35 45 
45 44 44 53 55 57 

195 197 214 
187 195 217 238 227 

262 
312 

45 
56 

54 
43 

72 
107 

143 166 147 145 

304 
313 320 298 

338 

394 
450 

470 486 
530 

0

100

200

300

400

500

600

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

（人）

弱視 難聴 言語 情緒 LD・ADHD 計

へいせい ねんど へいせい ねんど へいせい ねんど へいせい ねんどへいせい ねんどへいせい ねんど へいせい ねんど へいせい ねんど へいせい ねんど れいわがんねんど

なんちょう げんご じょうちょ ｴﾙﾃﾞｨｰ･ｴｰﾃﾞｨｰｴｲﾁﾃﾞｨｰ けい

7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

100 
104 114 111 114 

111 
113 116 126 138 

417 405 417 402 446 509 535 
540 576 635 581 576 603 

576 565 
694 726 793 795 771 

149 173 193 222 269 340 
384 444 

493 
508 

1,254 1,258 1,327 1,311 1,394 
1,654 

1,758 
1,893 

1,990 2,052 

0

500

1,000

1,500

2,000

（人）

弱視 難聴 言語 情緒 LD・ADHD 計

全体数
ぜんたいすう

 

175,556人
にん

 
た 

にん 

ぱーせんと 

ぱーせんと 

ぱーせんと 

ぱーせんと 

にん 

にん 

た 

しえん    ひつよう 

しえん    ひつよう 

にんずう 

にんずう 

にん 

にん  

じゃくし なんちょう げんご じょうちょ ｴﾙﾃﾞｨｰ･ｴｰﾃﾞｨｰｴｲﾁﾃﾞｨｰ けい 

にん  

じゃくし 
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６ 障害
し ょ う が い

種別
し ゅ べ つ

就学
し ゅ う が く

・教育
き ょ う い く

相談
そ う だ ん

件数
け ん す う

                                  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害
しょうがい

種別
し ゅ べ つ

就学
しゅうがく

・教育
きょういく

相談
そ う だ ん

件数
け ん す う

 

盲
も う

特別
と く べ つ

支援
し え ん

 

ろう特別
と く べ つ

支援
し え ん

 

資
料
編

し
り
ょ
う
へ
ん 
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にん  

にん  

しょうがくぶ なんちょう しょうがくぶ げんご ちゅうがくぶ なんちょう 

ちゅうがくぶ  げんご けい 

けん  

へいせい  ねんど へいせい  ねんど へいせい  ねんど へいせい  ねんど へいせい  ねんど 

したいふじゆうとう ちてきしょうがい はったつしょうがい 



 

７ 児童福祉法
じ ど う ふ く し ほ う

に基
も と

づくサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

                                  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延
の

べ利
り

用
よ う

人
に ん

数
ず う

 

事業所数
じ ぎ ょ う し ょ す う

 

横浜市
よ こ は ま し

における 

予算
よ さ ん

・決算
け っ さ ん

額
が く

 

（障害児通所
し ょ う が い じ つ う し ょ

支援
し え ん

） 

資
料
編

し
り
ょ
う
へ
ん 

 

124,673 

140,759 

159,562 176,280 

199,766 

228,309 

19,123 22,127 20,953 18,849 

18,604 
16,974 
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772,894 
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児童発達支援 医療型児童発達支援 放課後等デイサービス 保育所等訪問支援

へいせい ねんど

でいさーびす

1,589,903 

3,175,543 3,482,835 
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にん  

へいせい  ねんど へいせい  ねんど へいせい  ねんど へいせい  ねんど へいせい  ねんど へいせい  ねんど 

じどうはったつしえん いりょうがたじどうはったつしえん ほうかごとう ほいくしょとうほうもんしえん 

かしょ  

へいせい  ねんど へいせい  ねんど へいせい  ねんど へいせい  ねんど へいせい  ねんど 

じどうはったつしえん いりょうがたじどうはったつしえん ほうかごとう ほいくしょとうほうもんしえん 

せんえん  

へいせい  ねんど へいせい  ねんど へいせい  ねんど へいせい  ねんど へいせい  ねんど へいせい  ねんど 

よさんがく けっさんがく 

でいさーびす 



 

 

 

 

３０文
もん

科
か

初
しょ

第
だ い

３５７号
ごう

 

障
しょう

発
は つ

 0 5 2 4 第
だ い

２号
ごう

 

平
へ い

成
せ い

３０年
ね ん

５月
が つ

２４日
にち

 

 

各都道府県
か く と ど う ふ け ん

知事
ち じ

 

各指定
か く し て い

都市
と し

市長
しちょう

 

各都道府県
か く と ど う ふ け ん

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

教育
きょういく

長
ちょう

 

各指定
か く し て い

都市
と し

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

教育
きょういく

長
ちょう

 

附属
ふ ぞ く

学校
がっこう

を置
お

く各国
かくこっ

公
こう

立
りつ

大学
だいがく

法人
ほうじん

学長
がくちょう

 

構造
こうぞう

改革
かいかく

特別
とくべつ

区域
く い き

法第
ほうだい

 12 条第
じょうだい

 1 項
こう

の       殿
どの

 

認定
にんてい

を受
う

けた各地方
か く ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

の長
ちょう

 

 

 

文
もん

 部
ぶ

 科
か

 学
がく

 省
しょう

 初
しょ

 等
とう

 中
ちゅう

 等
とう

 教
きょう

 育
いく

 局
きょく

 長
ちょう

 

（ 公
こう

印
いん

省
しょう

略
りゃく

）   

厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

社
しゃかい

会・援
えん

護
ご

局
きょく

障
しょう

害
がい

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

部
ぶ

長
ちょう

 

（ 公
こう

印
いん

省
しょう

略
りゃく

）  

 

 

教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の一層
いっそう

の連携
れんけい

等
とう

の推進
すいしん

について（通知
つ う ち

） 

 

 

教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れんけい

については、保育所
ほ い く じ ょ

、幼稚園
よ う ち え ん

、認定
にんてい

こども園
えん

、小学校
しょうがっこう

、中学校
ちゅうがっこう

、義務
ぎ む

教育
きょういく

学
がっ

校
こう

、

高等
こうとう

学校
がっこう

、中等
ちゅうとう

教育
きょういく

学校
がっこう

、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

等
とう

（以下
い か

「学校
がっこう

」という。）と児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

、放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

等
とう

（以下
い か

「障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

」という。）との相互
そ う ご

理解
り か い

の促
そく

進
しん

や、保護者
ほ ご し ゃ

も含
ふく

めた情報
じょうほう

共有
きょうゆう

の必要性
ひつようせい

が指摘
し て き

されているところであり、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

において、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

や

福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

の主導
しゅどう

のもと、支援
し え ん

が必要
ひつよう

な子供
こ ど も

やその保護者
ほ ご し ゃ

が、乳幼児期
に ゅ う よ う じ き

から学
がく

齢
れい

期
き

、社会
しゃかい

参加
さ ん か

に至
いた

る

まで、地域
ち い き

で切
き

れ目
め

ない支援
し え ん

が受
う

けられる支援
し え ん

体制
たいせい

の整備
せ い び

が求
もと

められている。 

特
とく

に、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

については、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え ん ほ う

の一部
い ち ぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

28年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

64号
ごう

）

が平成
へいせい

28年
ねん

８月
がつ

１日
にち

から施行
し こ う

されており、「個々
こ こ

の発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

の性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

、障害
しょうがい

の状
じょう

態
たい

及
およ

び生活
せいかつ

の実態
じったい

に応
おう

じて、かつ、医療
いりょう

、保健
ほ け ん

、福祉
ふ く し

、教育
きょういく

、労働
ろうどう

等
とう

に関
かん

する業務
ぎょうむ

を行
おこな

う関
かん

係
けい

機関
き か ん

及
およ

び民間
みんかん

団体
だんたい

相互
そ う ご

の緊密
きんみつ

な連携
れんけい

の下
もと

に、その意思
い し

決定
けってい

の支援
し え ん

に配慮
はいりょ

しつつ、切
き

れ目
め

なく行
おこな

われなければならない」

とされている。 

こうした課題
か だ い

を踏
ふ

まえ、文部
も ん ぶ

科学省
かがくしょう

と厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

では、昨年
さくねん

の 12月
がつ

より、両 省
りょうしょう

による家庭
か て い

と教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れんけい

「トライアングル
と ら い あ ん ぐ る

」プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

にて検討
けんとう

を行
おこな

い、このたび、本年
ほんねん

３月
がつ

に別添
べってん

１のと

おり「家庭
か て い

と教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れんけい

「トライアングル
と ら い あ ん ぐ る

」プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

報告
ほうこく

」（以下
い か

「報告
ほうこく

」という。）を

取
と

りまとめたところである。 

両 省
りょうしょう

においては、報告
ほうこく

を踏
ふ

まえ、今後
こ ん ご

さらに施策
し さ く

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ることとしており、貴
き

職
しょく

におかれて

も報告
ほうこく

の趣旨
し ゅ し

を踏
ふ

まえ、下記
か き

について積極的
せっきょくてき

な取組
とりくみ

をお願
ねが

いしたい。 

なお、各都道府県
か く と ど う ふ け ん

におかれては、貴
き

管内
かんない

市町村
しちょうそん

（指定
し て い

都市
と し

を除
のぞ

き、特別
とくべつ

区
く

を含
ふく

む。）及
およ

び関
かん

係
けい

機
き

関
かん

等
とう

に対
たい

して、各都道府県
か く と ど う ふ け ん

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

におかれては、所管
しょかん

の学校
がっこう

及
およ

び域内
いきない

の市町村
しちょうそん

教育
きょういく

委
い

員
いん

会
かい

に対
たい

し

て、各指定
か く し て い

都市
と し

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

におかれては、所管
しょかん

の学校
がっこう

に対
たい

して、各都道府県
か く と ど う ふ け ん

知事
ち じ

及
およ

び構造
こうぞう

改革
かいかく

特別
とくべつ

区
く

域
いき

法
ほう

（平成
へいせい

14年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

189号
ごう

）第
だい

12条
じょう

第
だい

１項
こう

の認定
にんてい

を受
う

けた地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

の長
ちょう

におかれては、所轄
しょかつ

教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の一層
い っ そ う

の連携
れ ん け い

等
と う

の推進
す い し ん

について（通知
つ う ち

） ５ 

資
料
編

し
り
ょ
う
へ
ん 

 



の学校
がっこう

及
およ

び学校
がっこう

法人
ほうじん

等
とう

に対
たい

して、各国立
かくこくりつ

大学
だいがく

法人
ほうじん

学長
がくちょう

におかれては、附
ふ

属
ぞく

学
がっ

校
こう

に対
たい

して、このこと

を十分
じゅうぶん

周知
しゅうち

し、本通知
ほ ん つ う ち

の運用
うんよう

に遺漏
い ろ う

のないようご配
はい

慮
りょ

願
ねが

いたい。 

 

記
き

 

 

１ 教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れんけい

を推進
すいしん

するための方策
ほうさく

について  

発達
はったつ

障害
しょうがい

をはじめ障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

は、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

、福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

といった各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

の関係
かんけい

 部
ぶ

局
きょく

や、学校
がっこう

、障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

といった複数
ふくすう

の機関
き か ん

と関
かか

わっていることが多
おお

い。 

各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

においては、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

と福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

において各制度
か く せ い ど

を所管
しょかん

しているが、双方
そうほう

の垣根
か き ね

を排除
はいじょ

し、就学前
しゅうがくまえ

から学齢期
が く れ い き

、社会
しゃかい

参加
さ ん か

まで切
き

れ目
め

なく支援
し え ん

していく体制
たいせい

を整備
せ い び

することが重要
じゅうよう

であることを踏
ふ

まえ、以下
い か

の取組
とりくみ

を促進
そくしん

すること。 

 

（１）教育
きょういく

委員会
い い ん か い

と福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

、学校
がっこう

と障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

との関係
かんけい

構築
こうちく

の「場
ば

」の設
せっ

置
ち

につ

いて 

 

学校
がっこう

と障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の管轄
かんかつ

部署
ぶ し ょ

が異
こと

なるため、障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

の情報
じょうほう

が双方
そうほう

の

現場
げ ん ば

で共有
きょうゆう

されにくいことを踏
ふ

まえ、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

は、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

と福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

が共
とも

に主
しゅ

導
どう

し、

学校
がっこう

と障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

との関係
かんけい

を構築
こうちく

するための「連絡
れんらく

会議
か い ぎ

」などの機会
き か い

 を定期的
て い き て き

に

設
もう

けること。その際
さい

、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

は、別添
べってん

２の地方
ち ほ う

自治体
じ ち た い

の実践
じっせん

事例
じ れ い

等
とう

を参
さん

 考
こう

に、既存
き そ ん

の特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

連絡協
れんらくきょう

議会
ぎ か い

、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

地域協
ちいききょう

議会
ぎ か い

及
およ

び（自立
じ り つ

支援
し え ん

）協議
きょうぎ

会
かい

等
とう

の既存
き そ ん

の協
きょう

議会
ぎ か い

を

活用
かつよう

する等
など

、効率的
こうりつてき

かつ効果的
こ う か て き

な運営
うんえい

に努
つと

めること。 

 

（２）学校
がっこう

の教職員
きょうしょくいん

等
とう

への障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

に係
かか

る福祉
ふ く し

制度
せ い ど

の周知
しゅうち

について 

 

例
たと

えば、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

から放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

への送迎
そうげい

時
じ

において、放課後
ほ う か ご

等
とう

デ
で

イ
い

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

についての教職員
きょうしょくいん

の理解
り か い

が深
ふか

まっていないために、対象
たいしょう

児童
じ ど う

生徒
せ い と

の学校
がっこう

における様子
よ う す

な

どの情報
じょうほう

提供
ていきょう

をはじめとする学校
がっこう

の協 力
きょうりょく

が得
え

られにくいことがある。これを踏
ふ

まえ、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

において、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

と福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

が連携
れんけい

し、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

や保
ほ

育所
いくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

事業
じぎょう

を含
ふく

む障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

に係
かか

る福祉
ふ く し

制度
せ い ど

について、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

や特別
とくべつ

支
し

援
えん

学校
がっこう

の校長会
こうちょうかい

、

教職員
きょうしょくいん

の研修会
けんしゅうかい

等
とう

において福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

や障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

が説明
せつめい

する機会
き か い

を確保
か く ほ

し、学校
がっこう

の教職員
きょうしょくいん

等
とう

に対
たい

して制度
せ い ど

の周知
しゅうち

を図
はか

ること。 

また、特
とく

に、保育所
ほ い く じ ょ

、幼稚園
よ う ち え ん

、認定
にんてい

こども園
えん

等
とう

の子供
こ ど も

とその保護者
ほ ご し ゃ

が集
あつ

まる場
ば

には、発達
はったつ

障
しょう

害
がい

に関
かん

する知識
ち し き

を有
ゆう

する専門家
せ ん も ん か

を派遣
は け ん

する、巡回
じゅんかい

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

整備
せ い び

事業
じぎょう

を活用
かつよう

するなどし、発達
はったつ

障害
しょうがい

についての知識
ち し き

や対応
たいおう

技術
ぎじゅつ

の普及
ふきゅう

を促
うなが

すこと。 

 

（３）学校
がっこう

と障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

との連携
れんけい

の強化
きょうか

について 

 

学校
がっこう

と放課後
ほ う か ご

等
とう

デ
で

イ
い

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

において、お互
たが

いの活動
かつどう

内容
ないよう

や課題
か だ い

、担当者
たんとうしゃ

の連
れん

絡
らく

先
さき

な

どが共有
きょうゆう

されていない等
とう

により、両者
りょうしゃ

の円滑
えんかつ

なコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

が図
はか

れず連携
れんけい

ができてない。

他方
た ほ う

、個々
こ こ

の障害児
しょうがいじ

に対
たい

する支援
し え ん

計画
けいかく

については、各学校
かくがっこう

において個別
こ べ つ

の教育
きょういく

支
し

援
えん

計画
けいかく

を、

障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

において個別
こ べ つ

支援
し え ん

計画
けいかく

を作成
さくせい

している。こうした状
じょう

 況
きょう

を踏
ふ

まえ、学校
がっこう

と障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等間
とうかん

の連携
れんけい

方策
ほうさく

について、別添
べってん

２の地方
ち ほ う

自治体
じ ち た い

の実践
じっせん

事例
じ れ い

を参考
さんこう

に

検討
けんとう

し、学校
がっこう

と障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等間
とうかん

の連携
れんけい

の仕
し

組
く

みを構築
こうちく

する こと。 
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２ 保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

を推進
すいしん

するための方策
ほうさく

  

障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

やその保護者
ほ ご し ゃ

にとって、専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

ができる機関
き か ん

や保護者
ほ ご し ゃ

同士
ど う し

の交流
こうりゅう

の 場
ば

が

必要
ひつよう

であることを踏
ふ

まえ、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

においては、以下
い か

に示
しめ

す支援
し え ん

等
とう

に取
と

り組
く

むこと。 

 

（１）保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

のための相談
そうだん

窓口
まどぐち

の整理
せ い り

について 

 

乳幼児期
に ゅ う よ う じ き

、学齢期
が く れ い き

から社会
しゃかい

参加
さ ん か

に至
いた

るまでの各段階
かくだんかい

で、必要
ひつよう

となる相談
そうだん

窓口
まどぐち

が分散
ぶんさん

しており、

保護者
ほ ご し ゃ

は、どこに、どのような相談
そうだん

機関
き か ん

があるのかが分
わ

かりにくく、必要
ひつよう

な支援
し え ん

を 十
じゅう

分
ぶん

に受
う

け

られないことがある。これを踏
ふ

まえ、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

においては、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

と 福
ふく

祉
し

部
ぶ

局
きょく

が連携
れんけい

し、別添
べってん

３に示
しめ

した相談
そうだん

窓口
まどぐち

を一元化
い ち げ ん か

している地方
ち ほ う

自治体
じ ち た い

の事例
じ れ い

等
とう

を参
さん

考
こう

に、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

や福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

等
とう

の関係
かんけい

部局
ぶきょく

及
およ

び教育
きょういく

センター
せ ん た ー

、保健所
ほ け ん じ ょ

、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

等
とう

の関係
かんけい

機関
き か ん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

を整理
せ い り

し、保護者
ほ ご し ゃ

が自治体
じ ち た い

のどこの 部
ぶ

署
しょ

や機関
き か ん

に相談
そうだん

すればよいのか

を分
わ

かりやすく示
しめ

すこと。 

なお、相談
そうだん

の対応
たいおう

に際
さい

しては、以下
い か

の２（２）で作成
さくせい

したハンドブック
は ん ど ぶ っ く

を活用
かつよう

するなど、 担当
たんとう

以外
い が い

の職員
しょくいん

であっても適切
てきせつ

な窓口
まどぐち

を紹介
しょうかい

できるようにすること。 

 

（２）保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

のための情報
じょうほう

提供
ていきょう

の推進
すいしん

について 

 

保護者
ほ ご し ゃ

は、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

や障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

のサービス
さ ー び す

内容
ないよう

や利用
り よ う

方法
ほうほう

が分
わ

からず、

子供
こ ど も

に合
あ

う事業所
じぎょうしょ

を見
み

つけることに苦労
く ろ う

したり、相談
そうだん

窓口
まどぐち

がわからず、誰
だれ

に相談
そうだん

し てよいのか

わからないということがある。これを踏
ふ

まえ、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

においては、福祉
ふ く し

制
せい

度
ど

が分
わ

かりやす

く、利用
り よ う

しやすいものとなるよう、支援
し え ん

に係
かか

る情報
じょうほう

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

が一目
ひ と め

で 分
わ

かるような、保護者
ほ ご し ゃ

向
む

けハンドブック
は ん ど ぶ っ く

を作成
さくせい

すること。 

さらに、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

がハンドブック
は ん ど ぶ っ く

を作成
さくせい

する際
さい

には、別添
べってん

４を参考
さんこう

に、障害
しょうがい

についての

基本的
き ほ ん て き

な事項
じ こ う

、子供
こ ど も

やその保護者
ほ ご し ゃ

が受けられる教育
きょういく

・福祉
ふ く し

制度
せ い ど

の概要
がいよう

、その自治体
じ ち た い

に おいて提供
ていきょう

される行政
ぎょうせい

サービス
さ ー び す

の内容
ないよう

や相談
そうだん

機関
き か ん

の概要
がいよう

と連絡先
れんらくさき

等
とう

など、保護者
ほ ご し ゃ

が必要
ひつよう

と する内容
ないよう

を盛
も

り

込
こ

み、継続的
けいぞくてき

にその活用
かつよう

と周知
しゅうち

を図
はか

ること。 

 

（３）保護者
ほ ご し ゃ

同士
ど う し

の交流
こうりゅう

の場
ば

等
とう

の促進
そくしん

について 

 

周囲
しゅうい

に子
こ

育
そだ

てに関
かん

する悩
なや

み等
とう

を話
はな

せる人
ひと

がおらず、障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

の保護者
ほ ご し ゃ

が孤
こ

立
りつ

感
かん

・孤
こ

独
どく

感
かん

を感
かん

じてしまい、家
いえ

にひきこもってしまう場合
ば あ い

があることを踏
ふ

まえ、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

 において

は、こうした保護者
ほ ご し ゃ

同士
ど う し

の交流
こうりゅう

の場
ば

を設
もう

けるピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

の推進
すいしん

や専門的
せんもんてき

な研修
けんしゅう

を受
う

けた障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

を持
も

つ保護者
ほ ご し ゃ

（以下
い か

「ペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

」という。）の養成及
ようせいきゅう

びペ
ぺ

ア
あ

レ
れ

ン
ん

ト
と

メ
め

ン
ん

タ
た

ー
ー

による相談
そうだん

支援
し え ん

を実施
じ っ し

すること。 

また、家庭
か て い

での教育
きょういく

も重要
じゅうよう

であることから、保護者
ほ ご し ゃ

が発達
はったつ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

を踏
ふ

まえた接
せっ

し方
かた

や褒
ほ

め方
かた

等
とう

を学
まな

び、子供
こ ど も

の問題
もんだい

行動
こうどう

を減少
げんしょう

できるよう、保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

してペアレントプログラム
ぺ あ れ ん と ぷ ろ ん ぐ ら む

やペ
ぺ

ア
あ

レ
れ

ン
ん

ト
と

ト
と

レ
れ

ーニング
に ん ぐ

による支援
し え ん

を行
おこな

うこと。 

さらに、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

においても、福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

と連携
れんけい

しつつ、就学
しゅうがく

相談
そうだん

、教育
きょういく

相談
そうだん

等
とう

の機会
き か い

を捉
とら

え、保護者
ほ ご し ゃ

同士
ど う し

の交流
こうりゅう

を促進
そくしん

するような取
とり

組
くみ

を促
うなが

すこと。 

 

（４）専門家
せ ん も ん か

による保護者
ほ ご し ゃ

への相談
そうだん

支援
し え ん

について 

 

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

利用
り よ う

計画
けいかく

の作成
さくせい

にあたる相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

について、障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

や発達障
はったつしょう

 害
がい

に

ついて専門的
せんもんてき

知識
ち し き

を有
ゆう

する者
もの

が不足
ふ そ く

していることを踏
ふ

まえ、各都道府県
か く と ど う ふ け ん

は、相談
そうだん

支援
し え ん

専
せん

門
もん

員
いん

が

受講
じゅこう

する、障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

についての知識
ち し き

や経験
けいけん

等
とう

を積
つ

むことができるような専
せん

門
もん

コース
こ ー す

別
べつ

研修
けんしゅう

を積極的
せっきょくてき

に開催
かいさい

すること。 
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【本件
ほんけん

連絡先
れんらくさき

】  

文部
も ん ぶ

科学省
かがくしょう

初等
しょとう

中等
ちゅうとう

教育局
きょういくきょく

    厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

社会
しゃかい

・援護局
えんごきょく

障害
しょうがい

保健
ほ け ん

福祉部
ふ く し ぶ

障害
しょうがい

福祉課
ふ く し か

 

特別
とくべつ

支援
し え ん

教育課
きょういくか

支援
し え ん

総括係
そうかつがかり

 齊藤
さいとう

    障害児
しょうがいじ

・発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援室
し え ん し つ

 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援係
しえんがかり

 当新
とうしん

 

TEL
でんわ

：03－5253－4111（内線
ないせん

 3254）    TEL
でんわ

：03－5253－1111（内線
ないせん

 3038） 
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横浜市
よ こ は ま し

健康
け ん こ う

福祉局
ふ く し き ょ く

・こども青少年局
せいしょうねんきょく

・教育
きょういく

委員会
い い ん か い

事務局
じ む き ょ く

「第３期
だ い ３ き

 横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

改訂版
かいていばん

」より抜粋
ばっすい

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横 浜 市
よ こ は ま し

の 相 談
そ う だ ん

支 援
し え ん

機 関
き か ん

に つ い て ６ 
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軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
お く

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な 

遅
お く

れを伴
ともな

わない発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

児
じ

・者
し ゃ

への 

具体的
ぐ た い て き

施策
し さ く

の展開
て ん か い

について【答申
と う し ん

】 

「世界
せ か い

自閉症
じへいしょう

啓発
けいはつ

デーin
でー いん

横浜
よこはま

」より 

令
れい

和
わ

２ 年
ねん

６ 月
が つ

 

横
よ こ

浜
は ま

市
し

障
し ょ う

害
が い

者
し ゃ

施
し

策
さ く

推
す い

進
し ん

協
き ょ う

議
ぎ

会
か い

 
 



 
 

令和２年度 ６月補正予算について 

 

１ 医療機関等に対する感染防止資器材の配布事業 （障害児部分） 

（単位：千円）                              

補正額 国支出金 県支出金 一般財源 

43,372 28,914 0 14,458 

 

障害児施設等における感染拡大防止を図るため、マスクや手指消毒液などの必要

な衛生用品を調達し、各施設や医療的ケア児に配布します。 

 

対象施設 
障害児入所施設、児童発達支援事業所、放課後等デイサービス

事業所、地域療育センター等  

配付物品 マスク、手指消毒液など 

スケジュール ８月以降、 物品が調達でき次第、順次配付 

 

 

  ２ 福祉サービス継続支援事業（障害児部分） 

（単位：千円）                              

補正額 国支出金 県支出金 一般財源 

119,572 79,714 0 39,858 

 

利用者や職員の感染等によって通常とは異なる特別な体制でのサービス提供

を行うなど、感染症拡大の影響により経費が増大している障害児通所支援事業所

等の事業者に対し、サービス継続に要したかかり増し経費について、補助金を交

付します。 

 

対象施設 
障害児入所施設、児童発達支援事業所、放課後等デイサービス

事業所、地域療育センター等  

対象経費 
衛生物品の購入費や事業継続に必要な人員確保のための賃金・

手当等 

スケジュール ８月～ 各事業所へ周知 

９月～ 申請受付 補助金交付 

 

※１ かかり増し経費…感染症対応のため、通常時では想定されない対策等

にかかった経費 

    

資料４ 



地域療育
センター等福祉保健

センター
（区役所）

多機能型拠点

障害福祉
サービス事業所

障害者地域
活動ホーム

特別支援教育
総合センター

小学校・中学校
等

障害児・者入所施設

医療的ケア児・者
重症心身障害児・者等

相談支援専門員
（計画相談）

相談支援事業所

地域ケアプラザ

保育園・幼稚園

ボランティア
等

特別支援学校
訪問教育

病院・診療所（訪問診療）

訪問看護ステーション

福祉

医療 保育
教育

横浜型医療的ケア児・者等
コーディネーター

診療所

青葉区コーディネーター拠点 緑区・青葉区

都筑区コーディネーター拠点 港北区・都筑区

鶴見区コーディネーター拠点 鶴見区・神奈川区

旭区コーディネーター拠点 保土ケ谷区・旭区・泉区・瀬谷区

南区コーディネーター拠点 西区・中区・南区・戸塚区

磯子区コーディネーター拠点 港南区・磯子区・金沢区・栄区

拠点名 支援する区

045-507-7813

045-911-6700

045-716-8606

045-363-2991

045-308-7102

045-753-6633

FAX

045-507-7878

045-910-6586

070-2628-1077

070-3100-0870

045-308-7102

045-330-9966

電 話

発行元
横浜市  ●こども青少年局障害児福祉保健課・・・・・・・☎045-671-4278

● 健康福祉局障害施策推進課・・・・・・・・・・・・・・・・・・☎045-671-3604

● 医療局がん・疾病対策課・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・☎045-671-2444
● 教育委員会事務局特別支援教育課・・・・・・・☎045-671-3958

横浜型医療的ケア児・者等
コーディネーターを配置します！
横浜型医療的ケア児・者等
コーディネーターを配置します！

横浜型医療的ケア児・者等コーディネーターって、何をする人？

●医療的ケア児・者等（医療的ケア児・者、重症心身障害児・者等）と
必要な医療・福祉・教育などの社会資源をつなぐ人です。

●専門的な研修を受けた、医師会訪問看護ステーションの看護師です。

横浜型医療的ケア児・者等コーディネーターの連絡先

〈受付時間〉月曜日～金曜日／９：００～１７：００（※土日・祝日、年末年始を除く）

医療的ケアが
必要な方で、

困ったことがある場合は、
いつでもお気軽に
ご相談ください！

令
和
2
年
4
月
か
ら

全
区
で
支
援
を

開
始
し
ま
す

ご本人・
ご家族も！

各機関の

支援者も！

横浜市と
横浜市医師会の
連携事業です
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医療的ケア
とは

医療的ケアってなあに？

医療的ケア児・者ってどんな人？

医療的ケアってどんなことをするの？

どれくらい増えているの？

自宅などで家族等が日常的に行う医療的生活援助行為のことです。

全国で医療的ケア児は、10年前の約2倍に増えています。

では、具体的にいくつかの医療的ケアを、次のページから紹介しますね。

医師や看護師などが行う「医療行為」と同じことを家族等が行う場合、
「医療的ケア」と呼んで、区別しています。

心身の機能に障害があり、呼吸や栄養摂取、
排泄などの際に、医療機器やケアを必要と
する方たちです。

重症心身障害児・者に多くみられますが、肢体不自由や
知的障害を伴わない方、医療的ケアがあっても走る
ことができる方もいます。

医療が進んだことで、体がとても小さい、重い病気の
赤ちゃんの命を救うことができるようになりました。

病院から退院した後も引き続き、チューブを使った栄養摂
取や人工呼吸器の使用など、医療的ケアを日常的に必要と
しながら自宅で暮らす方が増えているのですよ。

1



導尿ってなあに？

尿は腎臓で作られて膀胱にたまり
ます。一定量の尿がたまると、尿意
（おしっこがしたい感じ）を感じて、尿
を体の外に出します。

尿が出せなくなると、膀胱にたまった
尿が腎臓に逆流して腎臓が病気に
なることがあります。

尿が出ないとどうなるの？？

なんらかの原因で、尿が出せなくなったときに、尿が体の外に出るように、
人工的に手助けすることです。

腎臓

膀胱
尿

尿道

尿道口

導尿カテーテル

導尿の方法

導尿は、尿道口から『カテーテル』と
呼ばれるチューブを入れて行います。
成長に伴い、自分でできるようになる
こともあります。これを、自己導尿とい
います。

だから導尿は

必要なのね～

ここから医療的ケアをいくつか紹介します

導尿とは

2



胃ろうってなあに？

注入

胃ろう
腹
壁

胃

シリンジとチューブなどを使って、食べ物や薬を直接胃に入れることを注入といいます。

家族と同じ食べ物や好きな食べ物を
ミキサーして胃ろうから入れることもできます。

薬も胃ろうから
注入します。

お
な

か
の中はこんなふうになってい

ま
す
。

胃ろうとは
チューブで胃に直接栄養を送り込むための穴のことをいいます。
なんらかの原因で、口から食べ物が食べられなくなった人や、食べても

むせこんで肺炎などを起こしやすい人が安全に食事をとるため、胃ろうを

つくります。

胃の中にたまった空気や
消化できなかったものを抜くこともあります。

シ
リ
ン
ジ

注入ってなあに？？
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経鼻栄養ってなあに？

経鼻栄養とは
鼻から、胃や腸までチューブを通して、流動食や水分を入れること
です。食べることが難しい人や、むせて肺炎になりやすい人が、安全に
栄養をとるための方法です。

チューブは
こんなふうに
入っています。 はい。これも注入といいます。ごはんの

時間になると、家族や学校の先生などが、
鼻のチューブと栄養剤が入った容器の
チューブをつなげて流してくれます。

私の鼻から
ぶらさがっている
チューブは胃まで
つながっているのよ。

私のチューブは
十二指腸まで
つながっているのよ。

おなかがびっくりしないように、
ゆっくりと時間をかけて流して
もらうんだよ。

胃

腸

胃や腸がゴール

鼻からスタート

これも注入っていうの？？

朝食、昼食、夕食以外の時間
にも注入して、１日に６～７回
程度に分けて注入してもらう
こともあるよ。

私は、横
になって

注入するのよ

4



吸引ってなあに？

吸引とは
吸引カテーテルを鼻、口、気道内に入れて、鼻水・唾液・痰を取り
除くことです。

吸引しないとどうなっちゃうの？？

みなさんは鼻がムズムズしたとき、
鼻をかむでしょう？
痰がからんだとき、咳をして痰を出すでしょう？
口の中に唾液がたまったら、飲み込むでしょう？

ぼくは、自分の力で痰や唾液を出せないから、
吸引器という器械で鼻水、痰、唾液を吸引してもらっているよ。

吸引しないと唾液が気管に入ったり、
痰がつまったりして、窒息の原因になります。

ぼくの吸引は
気管切開から

わたしの吸引は
口から

吸引器

吸引してもらうと

呼吸が楽になるよ！

１日に何回も

吸引するんだよ。

かぜをひくと、１０分おきに

吸引することもあるよ。35



酸素療法ってなあに？

酸素療法とは
なんらかの原因で、酸素が十分に取り込めない人のために、足りない酸素
を補うことです。
自宅では空気から酸素をつくる機器（酸素濃縮器）を置くことが多いですが、

酸素ボンベを携帯することで、外出することもできます。

どうして酸素が必要なの？？

酸素が足りない人が酸素療法をするとどうなるの？？

自宅では酸素濃縮器 外出ではボンベ

酸素ボンベなどは、それ自体は安全で酸素ボンベだけで燃えることはありません。
しかし、酸素を火に近づけると、その火が大きく燃えるため、危険です。
２メートル以内に火気を置かないでください。

息をするのが
楽になった

入院が
減った

運動が
できるようになった

よく笑うように
なったよ

血液中の酸素が足りなくなると、体の中にあるいろんな臓器に
負荷がかかり、大きな病気を引き起こす危険があるからです。

医
療
用
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気管切開ってなあに？

気管切開とは
なんらかの原因で呼吸ができなくなったり、痰が出せなくなるなど、苦しく

なったときに、首の皮膚を切開して気管に穴を開け、その穴から
『気管カニューレ』を挿入し、気道を確保する方法のことです。

気管切開ってどうなってるの？？

マスクみたい

　　　 だね～

冷たく乾いた空気を吸うと、気道粘膜が乾燥して
傷ついたり、痰が固くなったり、体温が下がることが
あります。人工鼻はこれを防ぐ役割をします。

気管カニューレに
人工鼻を装着して
使用します。 気管カニューレ

これが入っているよ！

人工鼻

私の気道は、狭くて通りにくい道なの。この狭い道を安全で
通りやすくするために、トンネル工事をしたの。
トンネルはカニューレで、そこを通る車は呼吸なの。
気管切開しているから、私は呼吸ができるのよ。

この部分が
気道を確保
します。

肺 肺

気道

これ、気管切開だよ。くびに穴が

開いてるよー！

わあ！

へー！

もっとわかりやすく
説明するね。
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加湿器

人工呼吸器ってなあに？

人工呼吸器とは
呼吸を人工的に管理するための医療機器です。

どんなときに人工呼吸器を使うの？？

ぼくは24時間
人工呼吸器が必要です

ぼくは
苦しくなったときだけ

私は気管切開していないので、
マスクに人工呼吸器をつないで、

寝るときだけ使うの

なんらかの病気により、酸素を吸ったり、二酸化炭素を吐いたりすることが
できなくなった場合や、呼吸に使う筋肉が疲労した場合など、自分で呼吸を
するのが難しいときに使います。
人によって使い方が違います。

人工呼吸器は、ピーピーと音が鳴ります。
これは、「呼吸が早い」「呼吸が遅い」
など、呼吸の変化をすぐに感知して、
苦しくなる前に知らせるアラームです。

冷たく乾いた空気が気管に入らないように、温かく
湿った空気にする器械です。人工呼吸器につないで
使います。

症状に合わせて細かい設定ができます。
人工呼吸器がついていても外出することも、お風呂に入ることもできます。

人工鼻と併用してはいけません。

加湿器

人工呼吸器のアラーム

8



いけあちゃん 家族 1日いけあちゃん 家族 1日
5：30 6：30 7：006：00

いけあちゃんと家族の1日

このような1日が毎日続きます。家族  が1日つきっきりで介護しています。

1 9：00 1 9：30～22：00

● いけあちゃんとママが起床
★胃ろうから水分を注入
★オムツ替え・吸引

● 弟が朝食
★いけあちゃんは胃ろう
から栄養注入

● パパの朝食

● パパが出勤
● 弟が起床

● 弟とお母さんが
夕食

● パパが帰宅・夕食
● パパの夕食後は弟とお風呂
● パパがいけあちゃんをみている間に
ママもお風呂

1 8：00 1 6：30

★ 訪問看護師さんに手伝って
もらって、いけあちゃんのお風呂

● いけあちゃんがDVDを見て
いる間に夕飯作りとちょっと
休憩

★いけあちゃんは胃ろうから
栄養注入

DVDタイム

ごはん

つくったり

ちょっと
コーヒー
タイム

吸引 吸引 吸引

吸引吸引

吸引吸引
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8：00 9：007：50

このような1日が毎日続きます。家族  が1日つきっきりで介護しています。

1：00

● ママといけあちゃんの着替え
★吸引・薬の吸入

● いけあちゃんが自家用車で
登校

★通学途中でも停車して吸引

● 弟が登校

● いけあちゃんが
下校

● 弟が帰宅

22：00 23：00

9：30～14：30 9：301 4：301 5：00

● 学校到着
★呼吸器を外して人工鼻をつける

● ママは学校でつきそい
★ お昼は学校で胃ろう
から栄養注入

医療的ケア
生活

いけあちゃん ママ パパ 弟

★

★胃ろうから栄養注入
★呼吸器を装着

● 弟が就寝

いけあちゃん
一家

★ 吸引してママ
もウトウト寝る

★ 夜中も吸引と
オムツ交換

吸引 吸引

吸引吸引

吸引

10



子どもの成長とともに、
私も年齢を重ねています。
私が体調を崩したときのこと…
親亡き後のこと…
誰に相談したらよいのか？
…不安です。

更年期

腰痛

腱鞘炎

私もママと
手をつないで、

お出かけしたい。

ぼくも家族みんなで
キャンプに
行きたい。

ママはいつもお姉ちゃんにつきっきり。

大変なのはわかるけど…
私もママに抱っこして
もらいたい。 ぼくの

野球の試合も
見に来てほしい。

ぼくのお母さんは、
いろいろなケアが
あったり、ぼくのことが
心配で、夜もぐっすり
眠れません。

お父さんもお母さんも、いつも
疲れているから、休んでほしい。
でも、ぼく一人では、食べること、
着替えること、うんち、おしっこ、
鼻をかむこともできないんだ。
だれか、手伝ってくれないかな。

私の子どもは、大きな病気をもって、生まれてきました。
大事な家族の一員で、かけがえのない存在です！

お父さんは、お仕事から
帰ってきて、ぼくのお世話を
してくれるよ。

きょうだいの思い

本人のねがい 家族の思いと
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みんなの声は全部聞こえているよ！
嫌なことを言われることもあって、
とても傷つくときがあるよ。

私たちのこと、知らないからだね。

みんなと一緒に
学校に行きたい！

修学旅行にも行きたい！

私たちのこと、
もっと知ってほしいな～！

私たち、機器も荷物もいっぱいで、
外出するのも大変なんだ！
でも、みんなと一緒に
遊びたいの！

医療的ケア児・者等とその家族が、
安心して地域での生活を送ることができるように

◆ライフステージに応じた医療・福祉・教育等の
支援を総合的に相談・調整できる『横浜型
医療的ケア児・者等コーディネーター』を配置
しています。（詳しくはP.14)

◆『横浜型医療的ケア児・者等支援者』の
養成研修等を実施し、関係機関の連携
強化や、医療的ケア児・者等の地域での
受入体制の充実を目指しています。

横浜市では

みんなと一緒に、
保育園に行きたいな！

12



地域の中でみんな一緒に

みんな一緒で楽しいね！

ぼくたちが通える施設が
もっと増えると

いいな～

様々な体験を

通して成長

してほしいな

このように、経験がなくても、医療的ケア児・者等の病気や
障害を理解し、気遣い、寄り添い、どうすれば一緒に過ご
せるかを考えることで、医療的ケア児・者等を受け入れて
いる保育園や学校、施設などもあります。

注入のときの

注意点は

あの公園にみんなで行くにはどうしたらいいかな…？

？
医療的ケア児を受け入れたことがないので、
対応方法がわからないし、経験がないので不安です。
どうしたらいいんでしょう？

わたしの保育園では、子どもへの理解を深めていくことが、まずは
大切だと考えています。入園前に、その子の主治医、訪問看護師、
保護者と、園の保育士や看護師たちが、病気や医療、保育、日々の
成長などをしっかり話し合っています。

〈保育士〉

〈園長〉
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横浜型医療的ケア児・者等
コーディネーター

ご存知
ですか？

医療的ケアが必要な方で、困ったことがある場合は、
いつでもお気軽にご相談ください！

横浜型医療的ケア児・者等コーディネーターって、何をする人？？

医療的ケア児・者等（医療的ケア児・者、重症心身障害児・者等）と必要な医療・福祉・
教育などの社会資源をつなぐ人です。
コーディネーターは、専門的な研修を受けた訪問看護ステーションの看護師です。

地域療育
センター等福祉保健

センター
（区役所）

多機能型
拠点

障害福祉
サービス事業所

障害者地域
活動ホーム

特別支援教育
総合センター

小学校・中学校
等

障害児・者入所施設

横浜型医療的ケア児・者
重症心身障害児・者等

相談支援専門員
（計画相談）

相談支援事業所

地域ケアプラザ

保育園・幼稚園

ボランティア
等

特別支援学校

訪問教育
病院・診療所（訪問診療）

訪問看護ステーション

福祉

医療 保育
教育

横浜型医療的ケア児・者等
コーディネーター

診療所

各機関の支援者も！ ご本人・ご家族も！
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問合せ先

横浜市  ●こども青少年局障害児福祉保健課
●健康福祉局障害施策推進課 
●医療局がん・疾病対策課 
●教育委員会事務局特別支援教育課

電話：045-671-4278（こども青少年局障害児福祉保健課）

〈イラスト協力〉木島 里絵

〈監修〉医師 片岡 愛

横浜市と
横浜市医師会の
連携事業です

拠点名

青葉区
コーディネーター拠点

緑区・青葉区
電話：045-507-7878
FAX：045-507-7813

月～金
9：00～17：00

都筑区
コーディネーター拠点

港北区・都筑区
電話：045-910-6586
FAX：045-911-6700

月～金
9：00～17：00

鶴見区
コーディネーター拠点

鶴見区・神奈川区
電話：070-2628-1077
FAX：045-716-8606

月～金
9：00～17：00

旭区
コーディネーター拠点

保土ケ谷区・旭区
泉区・瀬谷区

電話：070-3100-0870
FAX：045-363-2991

月～金
9：00～17：00

南区
コーディネーター拠点

西区・中区・南区
戸塚区

電話：045-308-7102
FAX：045-308-7102

月～金
9：00～17：00

磯子区
コーディネーター拠点

港南区・磯子区
金沢区・栄区

電話：045-330-9966
FAX：045-753-6633

月～金
9：00～17：00

支援する区 電話・FAX 受付時間

※土日・祝日、年末年始は除く

鶴見区

中区

金沢区

磯子区

港南区

南区

西区

神奈川区

保土ケ谷区

青葉区

緑区

旭区

瀬谷区

泉区

戸塚区

港北区
都筑区

栄区

青葉区
コーディネーター拠点

都筑区
コーディネーター拠点

鶴見区
コーディネーター拠点

南区
コーディネーター拠点

磯子区
コーディネーター拠点

旭区
コーディネーター拠点

令和２年４月1日発行

横浜型医療的ケア児・者等コーディネーター拠点の連絡先
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